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1。緒

　

言

昭和14年５月天理教ガソノ本部所在地二綜合

病院ヲ･持ツニ至ツタご1トノヽ、=］ノ宗教二取ツテ

大ナル飛躍デアツタト言ヘル。近代的ナ降學一

對シテ全ク面ヲ背ケテキタ宗教が、進うノデ白ラ

ノウチュ醤療機開テ設ケタノデアル。近代醤學

ノ分野ニトツテ全ク暗黒デアツタ部分二科學ノ

矩火ヲ･カヽゲル1ヽ云フ、ワレワレ欝い員ノ若々

シ４抱負ニモ拘ラズ、１ヶ年ラ維タ今日Ｊヽニ

御報告出来ルノ。･にニコトエ貧弱ナ成果ニシカノ、

ギナイ。

由来、丹波市町ハ天理教所在地トシテ急速いレ

発展ヲトゲタ云・ヽバ新興郡市デアル。

　

こ:lノ固有

人ロハ約１萬３千二過ギナイケレドモ､常ニ4、5

千ヨリ多キハ１萬二及ブ外来者テ含ンデヰル。

コノ外来者ノ構成因子ノ昨年二於ケル大別ハ、

中等學校生徒約2500名、外國語學校牛約300

名、教校生約1000名、ソノ他各地ヨリノ參耳

ノ信者デアツテ、コノ後者２部分二八木敦ノ性

質上疾病ヲ有スルモノ柚りテ多ク、常二疫市上

ﾉ重要ナル課題ヲ呈供シテヰルノミナラズ、特

二慢性疾患患者、就中重症ナ結核が最モ多敷テ

占メテヰルダラウＪトーハ容易こ想像サ1ノルＦｊ

ロデアリ、こ等ノ開係八次ノ敷字が明ラカユ

示シケヰル。郎チ昭和］４年度常地二木籍サ有

ノヽルモノノ死亡ハ149名、内病因ノ明ラカナ

ル132名中結核死亡23名、總死亡二對スル比

17.42ブナルニ對シ、常地現住者ノ死亡340名、

内結核死亡96名、總死亡二對ソヽル比28.2ドブト

ナリ、前述外来者ノ構成因子中、比較的疾病二

對シテ抵抗カテ有ス～卜号ヘラレル中等學校堅

生ヲ除ケバ、約千倣百名ノ外来行ノ篤ニこ：1ノ死

に敬ノ噌加卜招来シタモノデアリ、中デモ結核

力侈敬二存ノヽルl］トヲ示シ、コノ死亡統計ニッ

トｙ見レバ、宛モ結核病院り一含ム田舎町ノ観ラ

呈ソヽルノデアル。

　

シカモ之等ノ患者、がよ者ハ

何等傅染病トシテ自惚セズ、叉ソノ収扱モ受ケ

ズ放置セラレテヰタノデアルカラ、病毒撒布が

如何二無足慮二行ハレッヽアルカ想像ノヽルニ難

ク戸４．私ハーヽ‥ﾉに等ノ環境ノ中デ生活ノ、ル小

児ノ結核感染状態々･調査っりレ=］トユヨヽソヘ常

町二於ケル結核淫浸ノ傾向ヲ露出シ、以や對策

ヘノ第一歩トシタ４ト号へ夕。

2。調査ノ對象及方法

教内開係ノ託児所(主lヽシテ前述教校生ノ子供

ｦ'親達ノ授業中委託サレルモノ)52名、幼稚園

41名、小學陵A 432名こーシヘ尚對照トシテ比

較的外来者サ多ク含ム孜内女唄校659?;心
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－アル町立小學校B 292 名ヲ同時二調査シ參考

トシタ。

調査ノ方法ハ、全員ノ「ツペ｀ルクリン」反恵、「ツ

ベルクリン」陽性者ノ「レントゲン」透覗及大部

分ノ赤沈測定、赤沈促進者及透視所見アルモノ

第
１

表

ノ「レントゲン」寫具撮影ノ三段ノ方法ラ採ツ

タ、、詳細ノ検査方法二開シテノヽ別項二記述スル

筈デアルガ、「ツ’、;｀ルクリン」反撫ハスベテ２同

行ヒ、最後八百倍溶液０．１耗、印］チ「ツ」量１赴

トシ、赤沈ハウエスターグレン氏法ラt采ツタ。

3。

　

成

　

績

人　負 陽性者徹 陽性率

託　　見　　所 52 ８ 15.4

幼　　稚　　園 41 13 31.7

敦内小學校(Ａ校) 432　1　262　1　60.7

｜　椋１ 53 30 56.6

學

年

別

，，２ 68 31 45.6

，，３ 70 41 58.6

，，４ 52 34 65.4

，，５ 64 38 59.4

，，６ 80 56 70.0

高１ 22 16
71.1

｜　，，２ 23　　，　　　16

町立小學校（Ｂ校）　292　1　122 4:1.8

學

年

y,＼＼

尋１ 54 20　　1　　37.0

, 2 48　　１　　　　17　　i　　35.4

,，3　　　　1　　　　56　　　　　　25　　1　　44.6

,，4　　1　39 20　　1　　51.3

，，５ 44　　　　　　19　　1　　43.2

１　　，，６ 51　，　21 41.2

女　　學　　校 659 409　1　62.1

ム　　･･１ 148 83 56.1

学

年

(.MI

，，２ 124 75 60.5

，，３ 115 66 59.4

・・４ 130 85 65.4

！　，，５ 142 lCO 70.4

總　　　　　計 1476　1　814 55.15

各團僣ノ｢ツ｣反恵陽性率ノヽ第１表ノ如ク、一般

二高率ラ示スト共ニ、之テ教内外Ａ、Ｂ雨小學

校ニツ４テ年齢的二比較スルトキ、同町内二居

住スルニ拘ラズ、教内ノ子弟ノ感染卒が、教外

ノソレニ比シテ著シク高察二終始シテヰルノテ

見ル(第２衣)。更ニコノ開係ヲ各子弟家庭ノ職

業拉二住所別統計ニョツラ見ルニ第３表ノ如

シ(コヽニ記セル養徳院トノヽ、全國ノ孤児、貧

第
２

表

Ａ　　　校 Ｂ　　　校

生　年

昭和８

人員　雪認陽性串

21 1 15 1 71.4

人員

17

陽性

者敬
　７

陽性率

一一　　－
　41.2

７ 57 26 45.4 55 22 40.0

６ 59 29 49.1 47 14 29.8

５ 62 38 61.2 50 24 48.0

４ 59 38 64.4 39 20 51.3

３ 70 42 60.0 52 20 38.4

２ 57 41 71.9 32 111 46.8

昭和１
大正15

35 23 65.7

14 11 ９ 81.8

第
３

表

咬
則

住所盆職業別 人rl陽性錫性
　只者敷冲

人員 陽性陽性
者敷率

環勿
別１

Ａ

賤

－

Ｂ

吟

数會詰所 49 42 (85.7¦ 　　J

20470.3

　　l

１天理教教師j21 76 62.8 290

養　徳　院 120 86 71.7

商　工　業 35 20 57.1

127 61 48.0 n

職　　　人 24 12 50.0

農　　　業 ７ ２ 28.6

皿叫ぶ凛 56 26 46.4

無　　　戦 ５ １ 20.0

商　工　業 156 76 48.7 156 76 48.7 『

職　　　人
一一良　　　業

38 11 28.9

』ゝＪ　八- 30.6 Ⅲ
19 ６ 31.6

皿利;認 48 14
　　　　　1乙1　6(
29.2:
　　　　！

｜無　　　職 16 ６ 37,5 ｜

困見ヲ収容シテヰル會杜施設デアリ、詰所トノヽ

各飲會が木部二持ツ信者ノ篤ノ宿舎デアリ。全

國ヨリ參集ソヽル信者ノ群ハ、各々ソノ所陥フ、ル

教會ノ詰所二宿泊或ダヽ居住スルノデア）レ。コノ

項二人ル兇童ハコノ詰所ノ中二常二

　

活ノ、ﾉレモ
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ノヲ一ツノ環境トシテ掲立セシメタモノデ、多

ク・ヽ詰所常住ノ職員ノ子弟デアル)。之等ハ教

團二對ス川剔係ノ密疎ニョリ三ツノ歌境二大別

セラレル。郎チ終始教團内二生活スル環境レヽ

最モ高卒ニシテ70．3X、就中信徒宿舎二居住ス

ル子弟85．7％ヲ示ス。瓊境Ｉテ除外セルＡ小學

校ノ見童モスベテ信者ノ家庭ノ子弟デアル認、

比較的教團二對スル接鯛密接ナリト思考セラ

レ、之ヲ環境皿ト總括スル時43．0％、之ハＢ校

環境n勺8．7％ト相似タルモノデアル。

　

コノ部

分ハ教外ノ家庭ノ子弟ナ～ニ拘ラズ、ソノ職業

的開係ヨリ密接二教團Iヽ結ビツ４テ47レ事ヲ思

ヘバ、コノ教内外ニツノ環境が殆ンド等値二現

371

-

レタコトノヽ興味アルモノト思フ。Ｂ校ノ他ノ部

分ノヽ教團二對フ、ﾉﾚ開係疎遠ナリトシテ環境Ⅲニ

總括フヽり

漑観スル時、環境１就中詰所ヲ感染源トシ、之

レニ對フヽル交渉ノ多少ニョリ順次瓊境n、Ⅲけ

染セラレツヽアルテ示スモノデアル。

以上述ベタ如ク、常町二於ケル人口構成が既二

特殊デアルノミデナク、ソノ結核淫浸ノ状況モ

亦甚グ特有デアリ、且著シク高率デアル。私ハ

カヽル環境ニアル學童テ對象トシテ集團的結核

検査ヲ施行シタル成績ヲ･次ニヤヤ詳細二報告

シ、一般集團検診二開ソ、ﾉﾚ諸課題二些カノ知見

ヲ･附加シタイト思フ。

１

「ツベノl.・タワｙ」反吉

大部分ニ。・ヽ初ノ１萬倍溶液0．1托ヲ、一部ニ｡・ヽ

2萬倍0．1耗７所定ノ如ク前略屈側中央部二注

射、ソノ陰性者二百倍溶液0．1托テ吏二注射、

判定ハ原則トシテ4S時間後縦横陽平均10粍以

上ヲ以ツテ陽性トシ、薬品ノヽ北研製篤｢ツ・ヽごル

クリン｣原液ヨリ稀郡シテ用ヒタ。

濃度:之ハ副作用卜感染者登見率ノ相反スル２

覧ヲ考慮シナクテノヽナラズ、ソノ適用ノ目的ニ

ョツテ異ニフ、ベキデアル。一般二我國、特二内

科方面ノ人達ノヽ副作用二對シ大胆デアリソヽギル

ノデナイカト思フ。成人ヲ對象トシタ成績ヲ･小

見ニアデ｀メルコト。’｀4ケナイ。成人－トツテ

小豆大ノ水泡モ乳児ノ膿表ニ1ヽツテハIMP大一

モ相常スルグラウ。｢ツ｣反庖ソノモノニョル病

憲噌悪ハシバラク才クトシテモ、斯ル副作用ノ

篤二恐ラク親タチ爾除ノ諸検査ヲ拒否スルグラ

ウ。シカモ臨休家－トツテ必要ナノハカヽル検

査ノ反復ト親達ノ信頼デアル。叉｢ツ｣感受性ノ

年齢的差異モ考慮シナクテノヽナラナイ。第４表

八百倍、１萬倍及２萬倍及百萬倍溶液ノ各０．１

純列主射シタ際二於ケル陽性出現率サ百倍ノ際

ノモノラ100％ト見テ表シ、同時二水泡及壊死出

現ノ状態ラ示シタモノデ7ヤレ。印チ１萬倍0．1

純ニテモ尚全陽性者ノ14．89％ニ水泡形成者ヲ

第
４

表

＼ツベノレクリソ」量
陽性出
現率 水泡叉･ヽ壊死出現率

100倍液０．１耗100.00％
１萬倍陰性者中ノ陽性

者ョリ　　　　０．０％
２萬倍　　9･　　3.45％

１萬倍液0.1耗 94.64％ 仝陽性者y9　14.89％

２萬倍液0.1耗 75.05％ 全陽性者9夕　　3.28％

t00萬倍液０．１耗 9.38％ 0.0％

出シ、ソノ他熱殺、頭痛、淋巴腺炎等ノ不快ナ

ル副作用ヲ呈セルモノモアリ、２千倍０．１托グ

直チ二行フコトノ危瞼予示唆セルモノデアル。

尚初ノ･ニ２萬倍テ注射フ、ル時、コノ率ハ3.28

ニ減ズルガ、次デ百倍ヲ･行フ際ニソノ陽性者ノ

3．45χニ再ビ水泡形成子出ソ、。

反咆度:コノ不確定ノ部分ノヽ２同法ヲ･行フコト

ーヨリ著シク小トナル。

　

卸チ陽性ノ限界リ10

粍トソ、ル時、Ｌ萬倍陰性ニシテ百倍ニテ陽性ト

十リシ24例ノ１萬倍二對スル反恚尹見ルニ、0

－4粍14例、5－9粍10例ニシテ、他方１萬倍

ニテ5－9粍ナリシモノ13例ノヽ百倍ニやO－9

粍３例、10粍以上10例トナル。コノコトー・ヽ叉

５粍ヲｊ

モノデ｀アノレ。

判定時間：殺赤ノ大サノ時間的受遷ハ、ソノ濃

度ニョツテ異ルコトハ第５表ノ如クデアル。印
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表

「ツベノl/

クリｙ」

量

例撒
判定ノ聳動

磋動
敷

備　　　　考

24st→48st

100倍
0.1耗

140
＋→－ 55

－→＋ ３

１萬倍
0.1耗

432

＋→－ １ 100倍二對.スル反
塵ＯＸＯ(陰性)

－→＋ ２
陽性範園ニテ24st

ノ方ｶﾞ大ナルモノ
　　　　　　10例

100萬倍
　0.1耗

132
+→－ ８

｜－→十 ５

ｊ

Ｊ

例
敬
↑

→粍

第 ６ 表

t第i8巻

第５表ノヽ10粍ヲ陽性ノ限界トシ、‘24時間ニオ

ケル判定が48時間ニテ如何二受化シタカラ示

シテヰル。

　　　　　　

ｓ

以上ヲ總括シ、「ツベルクリン」反施ノ’ヽ初丿少ク

トモ１萬倍サ以テシ、次二百倍チ行フベキデア

ル。

　

ソシテ判定時間ノ｀ヽ、百萬倍ニテ、ハ24叉､ハ

48時間、１萬倍ニテ・ヽ48時間或ハ24時間、百

倍ニテ、ヽ48時間或ハ72時間サ以テシ、登赤ノ

大サハ硬結ヲ･考慮一入レタ10粍以上トスベヽキ

デアル。

2。赤血球沈降速度

ＡｊＢ小學校二於テ赤沈ヲ施行セル學童324名

ノ赤沈値分布・ヽ第６表ノ如ク、平均12.75粍、

之ハ明カユ促進サ示ス。而シテ13粍以上ノ

モノ119名36.7 %、20粍以上ノモノ58名

17．9χ、30粍以上ノモノノ'ヽ６．８％トナル。而

シテ諸検査ヲ経テ要養護ト目セラレタル児童ハ

　　　　　　　　　　　　　　　　

第
８

ﾌヽベテコノ平均値以上ノ赤沈値ヲ示セルモノノ

部二含マレル。ソノ「レントゲン」寫其所見・り第

７表ノ如ク、尚15％刈

　　　　　　

第

　　　　

７

　　　　

表

　貸　　　　化　　　　別

---=--　　　’‾心　-ﾐｰ-　　　　　　ﾐ‾肺樋　初　　惑　　染　　塩

野化「エピツベルクローぞ」
ニ　　粟　粒　　結　　核

及　肺尖及上葉部結核

ブ　　小　　　　　　　　　計

例　数 百分率

15

　1
　1　6

23 19.3

肺門及其周浸二限局セル鍵化 74 ・62.2

肋膜二於ケノ1/樋化 ４ ３．４

樋　化　ナ　キ　モ　　ノ 18 15.1

總　　　　　　　　　　　計 119 100.0

叉、赤沈１時間値二對スル２時間値平均、同受

動範園、中等値ノ開係ハ第８表ノ如ク、診断上

赤沈ラ重覗スルトセバ１時間値ノミヲ見テハ

屡心Ⅲ誤ヲ犯フ、コトアルヲ示シテヰノレ(此處二

用ヒタ材料ハ成人ヲモ含ム結核性疾患患者デア

ル)。

　　　

表

１時間値 袖1=昌回
２時間組　Ｉ中等値

受動城　平均
１時間値 例　敷

２時間
値平均

２時間値

礎　動　城
中等値
平均

１ 10 ４．４　　　１-１０　＝　１．６
　　　ｉ　　　　　　　　ｉ

51　　1　4 88.0 82―104 47.5

２ 27 6.7　、　3―15 2,.7 52 ６ 84.5 76－ 92 47.1

３ 35 8.5　1　　5―13 ３．５ 53 ２ 86.0 86― 86 48.0

４ 34 14.6　1　　8―53 ５．７ 54 ０ - - 四

５ 44 14.5　1　　9－30　１　6.1　1　55　　i　12 87.1 77―105 49.3
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６ 43　　17.5　1　　9―38 ７．４ 56 ５ 89.2 81―105 50.3

　7　　j　　40　　18.2　　14―32レ　8.1 i 57 6 ' 87.5 I 75―102
四Wミ--------－心ら-＿　　　　　　--
　8　　　1　　　48　　　　　24.1　　　　　13一一一70　　　　　10.0　　158　　　　6 98.5　　　ﾄﾞ2－110
-(---一一-‥一一一一一一一一－　_-‥－－-－　-－－－
　9　1　32　　23.2　　　9―35　　10.3　1　59　　　2　　82.5　　80― 85

　10　j　37　1　28.2　1　15―53　　12.1　　60　1　11　　91.2　72―111

50.4

53.6

49.9

52.8

11 26　；　29.0 22―40 12.8　1　61　　＝　　1 99.0　　1　　　　　－ 55.3

12 32　　　　　30.8 21―51 13.7　　　62‘　　5　! 102.6　　　97―119 56.7

13 29　　1　33.9 25―57　1　15.0　　63　　；　2　j 90.5　:　90－ 91

　　　　｜
54.1

14 26 36.9 28―72　1　16･2　1　64　°　2 93.5　　1　　　88－　9955.4

15 31 36.8 28―65 　-16.7　，65　1　8 95.4　１　79―110 56.4

16 17 38.8 33―50　！　17.7　　66　＝　　2 98.0 97－ 99 57.5

17 19 41.8 29―85　　1　19･0　　　　67　　.　　　0 - - -

18 26 44.6 35―67 ,　20.2 68 ３ 95.3 90－ 99 57.8

19 ７ 48.7 41―68 21.7　　’　　69 １ 88.0 - 56.5

20 26 46.4 33―83 21.6 70　1　　7 100.7 95―106　１　60.2

21 17 49.1 40－62 22.8　　1　　　71　　　　　　　　2109.0 109―109 62.8

22 17　　　J　　58.8 34―86 25.7 72 ２ 89.0 87― 91　1　58.3

23 16　　　’･　　52.0 40－60 24.5 73　1　　1　　100.0 －　　　　　1　　61.5

24 15 53.1 43―60 25.3 74　　　　3　i 103.0　1　101―106
　　　　　　　　　｜

62.8

25 19 54.1 40―77 26.0 １ 75 ６ 101.8 95―105 63.0

26 ９ 52.3 49―55 26.1 76　　　:　　　　3 102.0 99―105 63.5

27 ６ 56.8 56―60 27.7 77　1　　1 121.0 -　　　：　68.8

28 11 56.4 47―67 28.1　1　78　　　　5 100.0　1　93―105 64.0

29 ５ 61.8 56－68 30.0　　　　　79 １ 86.0 - 61.0

30 15 59.9 38―85 30.0 80 ５ 116.8 110―129 69.2

31 ７ 62.0 48―80　J　31.0 81 ０ - - -

32 10 63.5 47―82 31.9 82 ３ 109.3 103―115　１　68.3

33 8　　　66.1 60―72 33.3 83 ２ 109.0 109－109　　68.8

34 ８ 67.1 60―73 33.8　＝　84 ３ 121.0 118―125　1　72.3

35 13　　　！　　65.755―80 33.9　　1　　　85 ５ 111.6 102―118 70.4

36 1　1 74.0 - 36.5 i 86 １ 110.0 - -

37　1　　9　　70.6　1　58―85 36.1　　；　　　87 ７ 108.3 98－120 71.1

38 9　1　79.1 71―88 38.8 88 ３ 123.0　　１　　107―131 75.3

39 1　1　65.0 - 35.8 89 １ 110.0 - 72.0

40 11　　　’　77.5 68―96 39.4 90 ４ 116.0 110―122 74.0

41 2　I 84.0 78―85 41.5　1　91 ４ 112.0　1　103―122 73.5

42 8　　　1　　77.9 62-98 40.5 92 ２ 122.0 114―130　1　76.5

43 5　１　76.2　　65―92 40.6 93 １ 122　　i　　　　　＿ 77.0

44 2　1　74.0　i　70―78 40.5 94 １ 124 - 78.0

45 ８ 76.9 66―86 41.7 95 １ 121　　i　－ 77.8

46 ３ 81.3 80―82 43.3 96 ２ 118.5 112―125 77.7

47 ４ 83.0 64―98 豺．３ 97 １ 107 - 75.3

48 ６ 77.7 60－89 43.4 98 ２ 129.5 127―132 76.4

49 ２ 82.5 81―84 45.1 99 ３ 121.7 110―134 80.0

50 ９ 82.4　；　79―88 45.6 100　1　6 117.5 105―131　1　79.5
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3。「ツヘ

　　　　　　　　　　　　　　　　　

第

(Ａ)濃度(陽性二反懇ヌ,ル｢ツペルクリｙ｣最少量)

「ツベノ1/クリ

ン」量
例　敷

赤沈中等値
乎　　　均

赤沈１時間
値　早　均

10‾3g　J　16 9.81　　　　　8.88

10‾5g　i 123 14.94　j　　13.37

10－7g 15 13.80 12.33

之テ「ツ」量ト反忠度二分ケテ考察スレバ第９表

ノ如ク、コノ２者ノ相開ノヽ軍ナル傾向トシテ見

ラレルニ過ギズ、但コノ例ヨリ見テモ感受性大

９

【第18巷

　　　

表

(Ｂ．反態度(｢９｀ルクリソ｣10-->gニ對スル

　　　　　　

我赤ノ大サ)

晋赤ノ大サ
　(粍)

例　徴
赤沈中等値　赤沈１時間
平　　均値平均

10―19 28 13.93 12.07

20―29 51 14.96 13.70

30―39 37 14.38 12.24

40以上 22 17.00 15.45

水泡形成 39 16.84 15.90

ナルヲ･以テ活動性ナリトスルコトハ出来ナイ様

　　

二思フ、、

4．集團楡診ノー方法トシタノダレーエ声氏Tuberculin allergometrie

1934年グレープlルハ「ツ・ヽごルクリンアレルギー」
一 一

ニ對スル自己ノ見解ヲ登表シ、コレラ極坐標二

表示スル方法ヲ創案、同時二小見結核ノ型ヲソ

ノ皮膚感受性ニョリ３型二分類、之が臨休的庶

用ラ記載シテ以来、小見科方面二於テハ幾多ノ

追試が試ミラレテヰル。郎チダレーエルニョレ

　　　　　　　　　　　　　

一一
バ、濃淡２種ノ「ツ」量ヲ同時二注射、ソノ反慮

り比較スルコトニ依リ、ソノ個幄二於ケル結核

ノ活動性ノミナラズ、像後ラモ憧測出来ルトナ

ソ、ノデアル。果シテ然ラバ、之ヲ集團検診二施

用スルコトハ幾多ノ複雑ナル操作ラ省キ得ル鮎

甚グ好郡合デハナ･1カ、私・ヽコノ見解二従ツテ

Ａ校147名ノ陽性見ニツ４テ之ヲ･追試シタ。但

シソノ方法ハグレーエルノ原法こヨラズ、前述

ノ如ク初日１萬倍溶液０．１托ヲ･左前膳屈側中央

部ニ、翌日計測、縦横径平均10粍以上ノモノ

ニ右前勝對照部二百萬倍液0．1托刊上射、夫1

48時間後判定、グレーエルノ計算法ニョリ決定

　　　　　

一一
シタモノデアル。ソノ結果ノヽ、147名中１名ノ

し

エルギー」トナリ、１名ノ「プレオエステジー」ハ

「レントゲン」寫其像ニテ所謂エンダルノ肺門炎

ノ像ヲ示ス13歳ノ男見ニーシテ、ソノ赤沈値ハ

１時間24粍デアツタ。

　

嗇、之等見童中ヨリ要

養護トサレタ46名二對シテハ約３ヶ月後再検

査ヲ施行シタガ、前記「プレオエジー」ノ児童ハ

「プレ才エルギー」ニ糖化（赤沈同値、醵重増加）、

他方１名ノ「ホモデナム」糖化（13歳男見、赤沈

第１同27粍、第２同45粍、値重僅カニ噌加）

テタと出セルタ乍ハ、ス・゛テ「プレオエルギー」ニ終

始シタ。之等ノ結果ハ、學童ノ結核が殆ンド良

性ノモノノミデアリ、何レモ像後可良ナルヲ示

ストシテョイカ、尚多数例ニョツテ追試スベキ

デアルガ、一座興味アル問題ナリト考ヘル。叉

グレーエルニ依レ八本法ハ成人ニハ適用出来ナ

４ト記サレテヰルガ、私が本院入院結核患者二

訓

示スルカニ思バレル。之こ開シテハ改メテ報告

スル筈デアル。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

↓．

　

結

　

語

Ｉ．丹波市町二於ケμ占核ノ高度ノ蔓延ハ、全

　　

國ヨリ參巣セル信行ノウチュ、開放性結核患者



が多倣二存ノヽル回］1ヽ、拉ニソレガ無防備二放置

セラレタコトエ起因スル。現在本院ハソノ全機

能ｦ･畢ゲテ之が防1いヽ開放性結核患者ノ隔離二

向ツテヰル。

２．カヽル土地二於ケル學童ノ集團検診ラナフヽ

際、「ツ・｀゛ルクリン」反庖ハ副作用ヲ’号慮シ、少

クトモ「ツ」量１厄ヲ以テ始ムベ｀キデアル。「ツ」

反恵ノヽ２同法ラ採用ノ､ルコトlヽ、陽性ノ限界ｦｰ

10粍以上トスルコlヽ－ヨリ、ソノμ座ノ不確盲

ナル部分ヲ呂著シク少こスルコトガ出来ル。

３．要養護學童ハ赤沈値促進セルモノニ多シ、

但シ、丿岐膚感受性ト赤沈Iヽノ開係。･ヽ軍ナル

傾向Iヽシテ認メラレルニスギズ、之二多クノ意

義り附フ、ルコIヽノヽ出来ナイ。従ツテ叉、［ツ］反

座度大ナルラ以テ活動性ナリトナフヽ=IIヽハ多大

ノ錯誤テ抱蔵シテヰル。

４．集團検診ノ一方法Iヽシテノ

　

Tuberculin

alleｒｇｏｍｅtrieノ救果ノヽ未グ尚疑問ナリトフ､ル

モ、一座興味アル問題デアルド号ヘル。

終ニ、本稿ノ脅表二開シテハ、天理教中山管長

ノ御内諾ト、院長岡谷宣博士ノ御校閲ラ賜バリ

タふニ1トナ１｀ニ附記シ、感謝ノ意ｦｰ捧グル。

文献摘要

1ﾉ砂川正亮，結核. Bd. 13, Bd. 15, Bd. 17. 2ﾝ

Fr. Ｖ. Grder, Zoitschrif. f. Ｋｅｋ･iBd.　56.　　3）

Fr. ｖ. Grder, Monatschrif. f. Khk. Bb. 75. 4ﾌﾞ

Petranyigy und Motikaj, Monatschrif. f. Khk

Bfi G　ｙ 高橋次IP, n ＼ヽ喬事顛誌. No. 875.
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男子師範學校８年間早期診療成績

　　

(殊二検査方法改善ニョル感染及ビ

　　　　　

沓病者減少二就テ)

東北帝同大學熊谷内科教室

岡

　　　

捨

　　

巳

石

　

川

　　

義

　

哲

I。緒言

近来結核ノ憬防對策上集團ノ健康調査殊二結核

ノ早期診断が主唱セラレ、此ノ方面ニ｢レント

ゲン｣學的及ヒ丿物學的諸検査が使用セラレ、

適確二結核禄防ノ成果が畢ゲラレテ居ル。之二

開シテ託が國二於テハ恩師熊谷教授(1) (2)(3り看

護婦生徒、師範學校生徒ノ定期早期診断及ビ結

核初感染二就テノ研究アリ、、叉小林義雄(4)氏ノ

軍團二於ケル｢ツベルクリン｣陽性輯化l･肺結核

登生ノ開係、有馬教授(5)及共同者ノ青年期ノ結

核二開スル研究、今村教授(6り所謂健康者ノ検

診等アリ。外國二於テハヽＢr§､ｕｎｉｎｇ口、Kayser-

petｅrsｅｎ(8)等。･ヽ集團検査ハ結核像防ノ優秀ナル

方法デアルト主唱シテ居ル。

余等ハ態谷内科二於テ行ツテヰル集團検杏ノ一

ツデアル宮城新男子師範學校二於ケル成釘け報

告スル。

此ノ學校二於テハ生徒ハ大多敷寄宿舎生活テナ

シテ居リ、此處二結核が蔓延シタ篤ｙ結核性疾

患二依ツテ毎年死亡スル者が多ク、衛生状態が

極ノテ悪カツタノデ、學校常備ハとノ對策予態

谷教授二懇請シテ、昭和７年秋カラ、其ノ賓施

が始マツタノデアル。岡(y).ヽ嘗テ、コノ成績ノ

一部二就テ報告スル處ガアツタガ、更二検討テ

加へ集團二於ケル結核早期診療ノ參照ノ一端二

資スル次第デアル。

昭和７年秋カラ行年春秋２同定期診断尹行ヒ、

今日二至ル連鎖８年間ノ成績カラ次ノ事項ヲ考

察セントスル。

　

Ｕ或團肥二就キ長期二亙リ、

一定ノ早期診療ヲ行フ時、此ノ團膿ノ衛生状態

ヲ･如何程迄改善出来ルカト言フ問題デアル。

吾が國二於テハ集團検査二開スル文献ハ多イ

ガ､或ル團醍ノ長期間ノ連絞検査ノ成績刈

2)集團検杏方法ト患者貨見状況ノ開係デアル。

検査方法ハ簡軍デ、患者ヲ･適確二見出ス方法

が理想デ、今日ハ(ツペ）レクリン｣検査、赤沈検

査、『レントゲン』透視及ビ撮影、更ニ｢レント

ゲン」間接撮影が有カユ拉頭シテ居ル事ハ周知

ノ事賓デアル。

余等モ亦コノ學校二於テ昭和７年カラ11年春

迄｢ツベルクリン｣反庖、赤沈検査喀痰鏡検、｢レ

ントゲン｣透視及ビ撮影テ行ツテ患者テ極メテ

減少セシノ･タガ、こ等ノ方法二依り患者ヲ根掘

出来ナカツタ事及ビ、｢レントゲン｣像二所見ア

ル患者ノ病竃活動性ノ決定ト養護ノ問題二躊躇

フヽルニ至リ、昭和11年秋カラ、結核中結核菌

ノ澄明二重黙テ置イタ､、

圃膿二於ケル細菌學的検索二就テハ高田氏圃ノヽ

海軍某工場ニ-r 24000人ノ強制喀痰検査テ鏡検

ラ以グナシ、4j人ノ開放性肺結核患者ヲ･見出

シ、教室ノ猪岡氏ヤハ糞便中結核菌培養ラ兵員
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ニ廊用シ、408人中５人ノ陽性者ヲ･得テ居ル。

岡、田村叫ハコノ團膿二於テ喀痰中結核菌培養

ｦ･行ヒ、昭和12年度ノ成績二就テ報告シ、更

二岡13)ハ是等結核菌喀出者ノ症例ト意義二就キ

詳細ナ観察ヲ加ヘタ。郎チ結核菌培養謐明法ニ

依リ、結核初感染二僅微ナ結核菌ノ喀出セラレ

ル事及ビ所謂健康ナル結核菌喀出者ヲ瞳賓二謐

明シタ、、此ノ検査方法が集團検査ノ早期診断及

ビ其ノ成績二及ボス影響二就テ此處二報陛セン

トスルｏ

II．検査方法

被検者ノ年齢ハ15歳ヨリ24歳ノ男子デ、大多

数寄宿生活ヲナシテヰル。

検査方法トシテ、「ツベルクリン」皮内反恵及ビ

赤沈検査ハ熊谷内科登表ノ報告ト同ジデアルガ

簡章二記載スレバ（１）「ツ・ヽごルクリン」皮内反恵

一・ハ1000倍奮「ツベルクリン」0．1托上膳皮内注

射、24時間値測定、（２）赤沈ハ30゜Ｃ恒温ニテ

１時間値測定、（３）「レントゲン」検査ノヽ昭和10

年度迄主トシテ赤沈16粍以上ノ者チ撮影、昭

和11年度ハ更二全員透硯昭和12年度ヨリ全員

撮影。（４）喀痰検査ハ昭和11年迄、「レントゲ

ン」像所見アル者二就キ鏡検、昭和11年秋ヨリ

全員喀痰培養ヲ施行シタ。其ノ方法八次ノ如ク

デアル。

喀痰２ｃｃテ4 χ H,SO. 15 cc中ニテョク攬件細

碑シ5―30分後3000廻韓５分間遠心シ沈湾ヲ

岡汽片倉、石川ノ燐酸盛＝味ノ素＝鶏卵培地

二塗抹シ、37で恒温ニテ培養シタ。培養成績

ハ肉眼ニテ聚落が見エ、塗抹標本ニテ抗酸性抗

「アルコール」性ノ梓状菌ニシテ動物試験ニテ毒

カアルモノヲ以テ陽性ト判定シタ。狗培地ノ組

成ノヽ次ノ如クデアル。

　　　　

第一燐酸加里KHOP04

　　　

５ｇ

　

原｀

　

第二燐酸曹逞NaoHPO,

　　

５ｇ

　

県液

¦

昧ノ素

　　　　　　　　　　

10g

　　　　

蒸鰯水

　　　　　　　　　

lOOOccm

　

100°C 30/ 滅菌

　　　　

原

　

液

　　　　　　　　　　　　

lOOccm

　　　　

「グリセリン」

　　　　　　　　

6 ccm

　　　

1

2％「マラヒットグリュｙ」

　　

６ccm

　　　　

卵

　

液

　　　　　　　　　

200ccm

分注、凝固、第１日850 C 40‘’、第２日80°C40へ

第３日8LC40≒

III.早期診療成績

第１表二示フ、如クデアル。

(１)昭和７年春－８年秋(I－Ⅲ同)、検査常初ニ

テ多数患者ヲ見出シテヰル、郎チＩ同人員445

中30、n[Bi37i中14、m同370中12ノ如ク多

数患者テ見出シ殊ニ１同ニハ肺結核10、肋膜炎

５ヲ見出シテヰル。｢ツベルクリン｣陽性率ハ90

％'前後ニテ極ｊテ悪イ衛生状態ヲ･示シタ。

(２)昭和９年春－11年春(IV－VⅢ同)コノ時期

二至リ、患者ノヽ急激二減少シ１同ノ検査ニテ

1－5患者テ見出スルノミデ｢ツベルクリン｣陽

性亭モ60－50χニ漸減シテ来タ。

検査方法項目ニテ記載ノ如ク、昭和７年秋－11

年春迄ハ主lヽシテ、生物學的検査ト、｢レント

ゲン｣検査二重黙ヲ置キ、早期診断ラ行ツテ来

テ漸次良好ナ成績ラ収メ、患者ハ極ｊテ減少シ

テ来タノデアルガ、尚根絶ハ出来ナカツタ。叉

｢ツベルクリン｣反恚陽性糖化者ヲ･見出フ、ご=1トエ

條ツテモ隠レタル感染源ノ存在スルコトヲ思惟

シ、昭和11年秋カラ全員ノ喀痰中結核菌ラ検

索スル事二努メタ。

(３)昭和11年秋－12年春(IX-XI iBl)、全員｢レ

ントゲン｣線撮影、全員喀痰培養テ試ミテ、多

数ノ結核菌喀出者ヲ･見出シタガ、肺結核二於

テモ｢レントゲン｣像所見ハ検査常初ノ肺結核二

比較スレバ極ｙテ宛化ノ軽度ノモノデアル。殊

ぶ
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第１表

　

男子師範學校８年間早期診療成績

キ４同ノ喀痰培養ヲ行ヒ20名ノ菌陽性者ヲ見

出シタ。印チ｢レントゲン｣像二所見ナキ者2、初

感染浸潤5、肺門淋巴腺腫脹6、肺門周園炎2、

肺尖結核3、及ビ前同既二見出サレタガ肺｢レ｣

像所見少クナイ再燃性浸潤２デアル。尚こ=1ノ外

塗抹標本検査ニテ治癒二近イ肺結核１例ハ菌陽

性デアツタガ之モ既二登見サlノテ居タモノデア

ル。喀痰培養陽性者20ハ鏡検上皆陰性デアツ

タ。之二依り初感染期印チ｢ツ・ヽごルクリン｣反庖

陽性糖化者ニテ肺｢1／｣像所見ナキ者、或ハ之一

近イ肺門琳巴腺腫脹或｡ハ初感染浸潤ノアル者、

或ノヽ｢ツベルクリン｣反恵既二陽性ニシテ肺｢レ｣

像二全ク所見ノ認ｊナイ隠レタ病竃ヲ有スル者

(1)8年間検査ノ赤沈促進ノ動キノヽ第２表ノ如

クデアル。

el]チ検査常初ハ赤沈ノ促進スル者多ク、Ｉ同

【第18巻

備考

　

1)既二前同見出セル肺結核(治癒性)再燃性浸潤及ビ肺門或．･ヽヽ肺尖部二極メテ僅微ノ所

　　　　

見アリ、臨林所見ナダ結核菌陰性、赤沈正常ナル者．･ヽ除ク．

　　　

2)昭和13年度｢ツ｣反慮陽性者177中169ニ就キＢＣＧ接種s／全員陽性糖化シ昭和14

　　　　

年秋ノ｢ツ｣反鹿陽性率上昇.ス．

ニ於テ喀痰中二僅徴ノ結核菌ヲ澄明ノ、ル事賓ヲ

認ｙタ、依ツテ是等初感染者ノ養護ト所謂健康

ナル結核菌喀出者ノ隔離ヲ行ツテ感染源列艮厖

シタ。

(４)昭和13年春－14年秋(xl－XV同)培養法二

依り患者ラ早期二農見隔離シタ篤、==1ノ時期二

至ツテ患者ハ驚ク程減少シタ、印チXU同二初

感染４(中３ハ菌培養陽性)。

XIV同入學者二肺尖結核２(菌培養陽性２)ガフ

ツタノデ新シク患者テ見出ス事ノヽ出来ナカツ

タ、、印チ昭和14年度ニハ｢ツベルクリン｣陽性

韓化者ノヽ１人モナカツタ。

ＩＶ．赤沈｢゛ソベルクリン｣及ビ喀痰ノ諸検査卜患者登見状況トノ闘係

-・ノヽ検査人員445中赤沈11－20粍ナルハ110

(27.7%)、21―55粍ハ46(10．3χ)5り粍以上13

(2．9川デアツタガ早瑚診療二依り衛生状態が

年　　度　検査
（昭　和）　人員

ｒこ-4-aﾐｰa＝「ッ」反

哩陽性肺　結　核

半

浸潤性
早期型

血行性
り･期型

肺尖
結核

肋膜炎 初感悛浸潤
　肺門淋巴（Ｈｓ） 其　ノ　他 總敷

１フ年秋 445　　89.4 10 ２，　２ ２　　５ ９　　　，　　　　　　　　０　１　　３０
　　　　　　　　　　　　　　｜

Ｕ ８年春 371 72.4 ２ ２　ｊ　ｌ ２　・　３　ｊ　　４　　　　　　　　０
　　｜　　　　，

14

Ⅲ ８年秋 370 95.9 ０ １　　１ ２ ４ ４ ０ 12

IV ９年春 337 94.3 ０ ０　，　０ ０　１　０　　　１ （（　１

Ｖ ９年秋 328 66.9 １ ０ １ Ｏ　！　　０　　　　０　，　　　　　０２

VI 10年春 312 68.3 ２ ０ ０ ０　　　０　・　　３ ０ ５

vn 10年秋 302 72.3 １１　　０　｀　　００ １ １ 仔臓結核　１ ４

VⅢ 11年春 287 52.3 ０，　１　：　　０ ０ ２　’　１　１　　　　　０１　４

IX 11年秋 286ﾚ71･剔　初感染¨５，　０　　ｏ　ｉ　ｏ １　　　　４　　　　　　　　０　　１０

Ｘ 12年春 293 53.2 初感染→1 ０　　　０ ３

-
靭感染　　7
→1，

０

- 一 一 　 ・ －

　 　 1 2

XI 12年秋 287 64.8 初感染→2 ０ ０ ０ ０　　　２　デレ｣像所見
乙

　　ｉ　　　　ﾊﾞｸ菌陽性

●

　　　　６

xn 13年春　313　43.5 ，　　　0 ０ ０　，　０　　　０　　　　４　　　　　　　　０
　　，　　　　　　　　　　１　　　　　　　１

４

XⅢ 13年秋　310 98･蛸　　　　０ ０ Ｏ　Ｉ=　　０　　　０　１　　０
　　ｌ　　　　　　　ｌ　　　　１

０ ０

XIV 14年春　342　84.5 ０ ０ ０ ０ Ｏ　Ｉ　　Ｏ ０ ２

XV 14年秋J 337 83.3 ０ Ｏ　ｊ　Ｏ　！　０ ０ ０ ０ ０
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第２表

　

男子師範學校８年間赤沈匪分

379

一一

　　年　　　度　　　人　圭レ　　　0-･10　　　　　　11－･20　　　　　　21→25

㎜　㎜㎜㎜ﾐｰ--　-=　-ミー－-　』　　　　--　　　－　　-¬=　＿＿　__　←→W--　　---　　　　　WW　　l㎜W〃　　　－　･〃　－－　　　　‾‾　　　㎜
　1　・7　年　秋　　445　　276「　62.2 」　110　1　27.7ぐ　46　　10.3

　　56－･

　　　　　　一一一　　　－!3　　2.9･;

Ⅱ ８　年春371　　271　73.0　　67　　18.1　　22　　5.9 １１　　　　３．０

Ⅲ ８　年　秋　　370　　　273　1　73.8　　　65　　　17.6　　　29　　　7.8　1　　3　　　0.8

IV　i　9　年　蔀　　　337　　　　231　　　68.5　　　　74　　　　22.0　　　　31　　　　9.2　，　　！　　　　0.3

Ｖ ９　年秋1　328　　265 80.8　’　50　　　15.2　’　12　　；　3.7　　　1　　　　0.3

　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

VI 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜　　　　　　　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　「10　年　春　　312　　218‘　69.9　　60　　　19.2　’　28　　「　9.0　’　　6　　　　1.9

vn　1 10　年　秋　　303　　232　　76.6　　45　　U.9　　2↓　　　7.9 ２　　　０．６
　　　　　　　　　　　　.＿　　＿_＿

VⅢ∩1年春｀　287　　239 1 83.3　　32　　　IIA　　　15

　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

５．２　１　　１　　　　０．３

IX　. 11　年　秋　　286　　　255　　89.2　　　26　　　9.1　　　2　　　0.7 6　１　2.0

X　」2今春・　293　　230 j 78.5 43　　U.7　　19　　　　6.5 １　　　　０．３

　XI　12 年 秋287　　250 87.1 ’31　　10.8　　6　　2.1　　0　　　0

__　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥__

　XⅡ　13　年　春　　313　　　276　　88.2　　　29　　　9.3　　　7　　　2.2　，　1　' 0.3

〃　　　　　-̃W-　　　　　　　　｀　　　　　　　　　　　　　　　　　　⌒　　　　　　　　　i　　　　　　　　＿　　　____　　　　　　　_一一.　　〃－

　XⅢ　1 13　年　秋　　310　　　273　　88.1　　　28　　　9.0　　　9　　　2.9　　　0　　　　0

　　　　　　　--ﾐｰ--ﾐﾐ－　一--　--W　W ・　　　　　　　　　　　　　　　　̃ﾐ　　¬=ﾐ=‾‾‾‾　　－ﾐ-ﾐ〃乙=〃
　XIV　14　年　俘　　342　　261　　76.2　，60　　17.5　　20　　　2.9　　　1　　　0.3

－-　　　　〃　　　　〃　　　　　　　l--=-〃- -’WIIW　　ミ　　　　　　　=-　ヾ=.̃-●ﾐｰ-　　　--ﾐ〃--ﾐ･　●ﾐｰ　　　　　　＝
　XV ，14年秋　337　　275 j 81.6　　12　　12.5　　19　　5.6　1　　0.3

第３表

　

男子帥範學校８年間｢ツベルクリン｣反町匪分

年　度
(昭　和)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ　　　　　　　　　　　　　　ｊ　　　　　　　　　　　　　　　　｜人員　’0- ･5　　　　6→10　　　11→15　　　16→25　1　26→35　　　36－･

１　７年秋　豺5　47　10.6,。142　31.99　42　19.L1↓ｺﾞ1　32.4ヅ　56 12.6ゾ　14 3.19

Ⅲﾂﾞ年春:　37卜103 27.6　57　ﾄﾞ17.4 ぶ　　７.3　；　1H　　べ ↓7 12.7 1 23 ６．１

Ⅲ　，８年秋　　3701　15　　4.5 ・109 29.5 １　81　21.9」20 32.4 38 10.3 ７　！　１．９

IV : 9年春　337　19　5.6バ01 . 30.0 1 49　14.5 94 27.9 59 17.6 15 4:.5

Ｖ ９年秋　328　109　33.2 35 10.7　1　　8　　　　2.4　　　57　　1　17A70 21.3 ･↓9 14.9

　　　　　　-一一---　　’-－　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lVI］O年春: 312 1　99　31.7　39　ぐ12.5 1 15　　4.8　52　16.7 1 48 16.4　＿　59 .__

18.5ﾚＨ

18.9

Vfl
匹I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　W　　　　　　　　　　---･㎜-

---　　----一一--
　　lo年秋　303 ， 82 , 27.1　側　15･8　6　2.0 ， 67　22.1 1 56 10.5

VⅢ）1年春I　287 137　』7.9　15　5.2 i　11　　3.8　･46　・ 16.0 41 U.3　37　12.8

IXヤL1年秋1 286　81　28.3祁 16.1 1 10　3.5 ’ 16　1 5.6 36 12.6　97　33.9

Ｘ 12年春j 293⊃137　邨.8　19 6.5　　15　J　5.1 59　1 20.1 40 13.7 23　　7.8

X卜12年秋1 287　91　31.7 45 15.7　j3　　4.5 53

51

18.5 38 13.2　１　17　　J　16.4

XⅡ 13年春:313 i 177 . 56.5 1 17

　　｜

5.4　19 ６．１ 16.3 30 ９．６ 19　j　6.1

XⅢ岫3年秋j 310 ５　；　１．６15 4=.8 1　53　ぐ17.1　169　１54.5 51 16.5　17　5.5

XIV 14年# 342 1 53　15.5 27　J　7.9 13　1　3.8 」34　i 39.2 73 21.3 42　　12.3

XV』4年秋; 337 1 56　16.6 22 6.5‘ 48 ﾚU.2 118　1 35.0 59 17.5 i 34 ∩10.1

ぐT備号）
昭和13年度｢ツ｣反咆陽性者177中169ニ'就キＢＣＧ接種シドtx陽性糖化シ昭和Ｈ年

秋卜｣反町場性率上昇入

改善 ナル者ノヽ89.4万万､IIm 371 j=-ﾃ72.4⑤、Ⅲ[BJ370

－テ95．9巻、IV m 337ニ.テ94．3％二子検査富

初.ハ極ノテ、高率ヲ･示シタガ、Ｖ同以降漸減シ

昭和13年春BCG m防接種前ナルXU同ニハ

313中43．5Åう・デ減少シテ来タ．昭和13年春

にヽソペ）レクリン］一反庶陰性ナル177中169ニ就

キＢＣＧ像防接種ラ行ヽソタガ、之ノ全員．･ヽXⅢ
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反感

O－10 11―20 21―35 36―55 56→

O－ 5　88 13 １　ｊ　１
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０ 103

6―10 42 11 ３ ０ １ 57
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第４表ノ13（昭13秋）

ﾚ赤沈
「ツ」＼

反咆
O－10 　　　　l　　i　　l11―2021―3536―55 56一一

　　　　ｉ　　ｌ　　ｉ

O－5 ４　：　　１　’　０ ０ ０ ５

6―10 13 １　１　０
　　ｉ，

１ ０ 15

11―15 46 ５　＝　１ １ ０ 53

16―25 148 16　，5
　　1

０ ０ 169

　　　　126―35　j　　46 ↓　　　０ １ ０ 51

36－ 16 　　　｜１　’　０ ０ ０ 17

-
293 28　　1　　　6 ３ ０ 310

第４表ノ15（昭14秋）

　赤沈　　，
万言jででO-1011-20

反感　　Ｊ　　　ｊ
21―35 36-55 56－

O－5 47 ７ ２ ０ ０ 56

6―10 20 １ １ ０ ０ 22

11―15 37 ９ １ １ ０ 48

16―25 100 11 ５ １ １ 118

26―35 45 10 ４ ０ ０ 59

36－ 26 ４ ３ １ ０ 34

275 42 16 ３ １ 337

同検査時陽性糖化スルノテ観察シ之二因テ昭和

13年秋以降ノ｢ツベルクリン｣反庶陽性率ハ上

昇シテヰル。

(３)検査常初ノ患者ノ赤沈ハ促進シラヰタガ、

培養法ニョツテ登見出来タ患者ノ赤沈｡・ヽ正常値

ノ者が多イ。第４表ノヽ８年間15同ノ検査二於

テ、生物反恵ニョリ被検者ラ匯分シ、患者分布

ノ開係チ示シタモノデアル。

第４表ノ14（昭14春）

【第18巻

　赤沈｢ｼこ｣で70-10 11-20 21―35

反鹿

36―55 56－

O－5 45 ７ ０ １ ０ 53

6－10 21 ５ １ ０ ０ 27

11―15 10 ３ ０ ０ ０ 13

16―25
尖1

101
22 尖１

９
１ １ 134

26―35 51 16 ６ ０ ０ 73

36－ 33 ７ ２ ０ ０ 42

-
261 60 18 ２ １ 342

備

　

考）

（１）

肺‥‥肺結核
早‥‥浸潤性早期型

血‥‥血行性早期型
初‥‥初感染浸潤(肺門淋巴腺腫脹)
腎･･･・腎臓結核
愛化ナシ(十)‥‥｢t／｣像所見ナク結

　　　　　　　　

核菌陽性

　　

(２)昭和13年度｢ツ｣反庶

　　　　

陽.性者177中169ニ就キＢＣＧ接種ジ全員陽

　　　　

性糖化ヅ昭和14年秋ノ｢ツ｣反庶陽性率上昇

｢ツベルクリン｣反庖ノ方面ヨリノ'ヽ特二頴著ナ分

布様式が見ラレナカツタ．次ニＩ同トＶ同トヲ

比較スルトＩ同二於テダヽ患者30中29ノヽ赤沈促

進シテヰル部二見出ソヽコトガ出来タガ、Ｘ同一

.ハ患者12中8.・ヽ赤沈10粍以下－テ結核菌ヲ･喀

出シテ居ル．

印]チ患者．・ヽ未グ白促症状が軽度或ハ全ク無ク肺

組織崩潰ノ少ナイ極ノ1テ早期二培養法ニョツテ

結核菌テ澄明スル事が出来ルカラ喀痰培養法.ハ

結核早期診断ニ・ヽ有カナ方法デ、血沈動懲前二

患者尹見出フ、事が多イ．

Ｖ「゛ソベルクリン」陽性韓化者
,Ｊ／戸

定期検査時ニ｢ツベルクリン｣反廳が陽性韓化ラ

　　

二行ツタカラ、其間感染シテヰル可能性ガアル

認ノタ者ノ'ヽ第５表二示ス如クデアル。

　　　　　　　

カラ、賞際。・ヽ此散ヲ･超シテヰルト思惟スル。昭和

昭和:yo年度迄春期検査。・ヽ入學後1－2ヶ月ノ間

　　

11年カラ入學時｢ツベルクリン｣検査ヲ行ツテ



１7(8.8％)

－

第６抗】 岡・石川＝男子師範學校８年間早期診療成績

第５表「ツベルクリン」反喉陽性糖化率

年　　度
(昭　和) 撞査人員

｢ッ｣反庶
陽性率(％)

「ク」反鹿
陰　性　者

「ク」反感

陽性轄死者
陽性韓化率

Ｉ ７　年　秋 445 89.4　　1　　47 -

Ｕ ８　年　春 371 72.4･ 103 27 57A

Ⅲ ８　年　秋 370 95.9 15 19　　　　　17.4

IV）　年春 337 94.3 19 6　　　　　40.0

Ｖ ９　年　秋 328 66.9 109 3　　1　　15.8

VI 10　年　春 312 68.3 99 ６　　；　　５．５

vnyドO年秋 305 72.3 82 10 10.1

VⅢ 11　年　春 287 52.3 137 11 13.4

IX 11　年　秋 286 71.7 81 13 ９．５

Ｘ 12　年　春 293 53.2 137 ８ ９．９

XT 12　年　秋 287 64.8 91 11 ８．０

Xtt 13　年　春 313 43.5 177 ５ ５．５

XⅢ 13　年　秋 310 98.4 ５ １ ０．６

XIV 14　年　春 342 84.5 53 ０ ０

XV 14　年　秋 337 83.3 56 Ｏ　　　ｒ　　　ｏ

383

　　　　　　　

(備考

　

昭和13年度｢ツ｣反喉陽性者177中169ニ就キＢＣＧ接種シ全員陽

　　　　　　　　　　　

性鎔化シ昭和14年秋ノ｢ツ｣反鹿陽性率上昇ス√

ヰル。昭和８年春Ｕ同ニハ27、Ⅲ同ニハ19ノ陽

　　

ノ間テ上下シテヰタガ最モ衛生状態ノ改善シタ

性糖化者デ夫々陽性糖化率ハ57.4帽、17.4几ノ

　　

昭和14年度ニハ１年間ニ７ツベルクリンJ陽性

高率デアツタガ、IV同以降ハ漸次減少シ一定倣

　　

糖化者が皆無トナツタ事ハ興味深キ事デアル。

　　　　　　　　　　　　　　　　

VI

　

感染卜登病二就テ

昭和８年９年、入學者80ノ４年間連鎖成績ト昭

　　

テ重ネルト患者｡ハ減少シ在學中ノ感染者､ハ減少

和10年、11年入學者80ノ連績２年間成績ハ第

　　

シテ来タガ登病率ダヽ40％内外デアル、IV群ハ

６表ノ如クデアル。

　　　　　　　　　　　　　　

｢ツベルクリン｣反庶が１年位弱陽性デアツタモ

卸チ昭和７年秋検査常初｡ハ患者30ヲ見出シ、

　　

ノガ100倍｢ツベルクリン｣デ陰性ニナツタリ、

｢ツペ「ルクリン｣陽性卒モ高カツタガ、検査目敷

　　

叉一度陽性ノモノガ陰性ニナリ叉陽性ニナツタ

第６表べ1

　

男子師範一部生徒{jlal11年入學者入學後しレヶ年間連績検査成績(検査人員80人)

Ｉ

未感染ニテ終始ｓ／タルモノ

　

27(33．7％)

ｎ

　

入學時既感染者

　　

30(37．5％)-3

　

↓

　　

（10.0％）
（肺結核２）

ま
ｔ
入學時既二登病{入學後治癒゛ル゛タ12

シ居リタルモノ

　

入學後進展セルモノ10
2(6．7％ﾉ

入學後登病セル
モノ1(3.3％)

Ⅲ

　

在學中感染者

　　　

血.

　

11（13.7％）-
j

浸

　

↓

　　

（36．4％）肋

　

（肺結核１）

IV 12 (15.0 )

性
性
炎

行
潤
膜

血
浸

圭

肺
淋

叫
討

7
０
　

行
潤

　　

結
巴腺周回
Ｕ

圭

血行性０
浸潤性２

性０

性1一肺結核１

核
炎

１
２

ｒ
Ｌ
Ｔ
し

肺

　

結

　

核１
限局性肺浸潤１

　

(菌陽性)
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第６表ノ２

　

男子師範一部生徒{}にla年入學者入學後２ヶ年間連績検査成績(検査人員80人)

未感染ニテ終始ヅタルモノ

　

44(56.4%)

入學時既感染者
23(29.5%) 3

　

↓

（肺結核１）

(13．0％)

Ⅲ

　

在學中感染者

9(11.5%)
↓

１入學時既二我病ン

居リタルモノ

　

０

入學後曇病セ

　

３
ル者(13.0％)

４

性
性
炎

行
潤
膜

０
３
１

ｆ治癒セルモｚ３

進展セノl/モノ

肺

　

結

　

核３

性
性
炎

行
潤
膜

血
浸
肋

↓

　

ｆ

０
９
Ｊ
　
ｒ
Ｈ

【第i8巻

肺尖結核１
肺結核１

　
　
　
　
　

８

－
１

(10．0％)

ナド其´他ノ要因＝一基クモノト思惟セ。ラルヽ

がヽ今後研究ヲ'要スル問題デアル。

気胸尹行ヒ得タル４ノヽ治癒二到ッタガ１ノ'ヽ極ｊ

テ急速ナ経過サトリテ死亡。肺門淋巴腺腫脹６

中１ノヽ肋膜炎トナリ、残ル５ノヽ腫脹吸牧シ外見

健康デアッタ。肺門周園炎3、｢レごトゲン｣像

二所見ナキ２モ登病シ来ダラス、肺結核５中３

ノヽ人工気胸術列

ッタ。肺結核５ノヽ皆喀痰中結核菌陽性デアルガ

病竃ノヽ観察期間不宛デアッタ。喀痰中結核菌培

養ニテ聚落数が少４時ニハ病竃ノヽ漸次吸収テ見

タガ聚落が多数デ引禎キ培養陽性ナル時。･ヽ肺結

核二進展シタカラ人工気胸術ノ指針トナシテ居

タ。

早期診療開始時見出サレタ進行性肺結核10中

２及ど昭和８年度肺結核２中１・ヽ重篤ニシテ死

亡シタ。叉昭和11年度12年度二各々１名ノ死

亡者ガアツタガ、後者ノモノハ初感染ヨリ極メ

テ急激ナ経過ヲトツタ稀有ノモノデアツタ。

初ノ｀ヽ「ツベルクリン」陽性牟ノヽ90ｙ内外デアル。

(44.4％)

　

（肺結核3）

TV

　

2

　

（2．5％） １浸

　

潤

　

性

　

１-淋巴腺周園炎１(菌陽性)

VII.

　

患者経過概要

VIII.早期診療ﾉ殼果

IX.

　

總括及考察

モノデ、不完全「アlノルギー」、「アレルギー」前

　　

徒.ハ思春期デアルト言フ状態二食物、運動過重

躯期叉ダ｀陽性「ア1ノルギー」ナル群デアル。

此ノ男子師範學校二於テ登病卒ノ高イノノヽ、生

昭和７年春カラ11年春二至ル前牛期二於テ見

出セル肺結核ノ中ニ｡・ヽ進行性ニシテ重篤ノモノ

ガ多ク、16中４,ハ登見後短日月ニテ死亡、3．・ヽ

入院セシ八人工気胸ヲ行ツテ治癒シタガ退學

シタ。比較的軽少デアル９ノヽ外来ニテ治療監視

ヲ･ナシ病受ノヽ軽快シテ卒業スル事が出来タ。叉

此ノ期ノ初感、肋膜炎、肺尖結核、血行早期型、

浸潤性早期型二於テ､ハ良好ナル経過ヲトリ、腎

臓結核ノヽ腎臓摘出サ行ツタ。

昭和11年秋第IX同結核菌培養施行後ノ菌喀出

者ノ経過ニテ、初感染浸潤８中３ノヽ浸潤吸収シ

タ｡メレモ４ノヽ肺結核トナリ１ノヽ不受、ソノ中人工

昭和７年秋カラ、早期診断ヲ行ツタ篤ノ･、生徒

ノ死亡者、病気退學者及ビ休學者ノヽ減少シテ来

タ。之ノ'ヽ第７表二示ス如クデアル。

印チ結核ニテ死亡シタ者ノヽ大正15年4、昭和２

年4、3年2、4年1、5年2、6年5、7年秋迄

４デ、毎年１乃至５ノ死亡者ガアツタ。其ノ後。・ヽ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｓ

(１)此ノ男子師範學校二於テノヽ早期診断開始常
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｢ツベリレクリン｣反､嘸陽性率ノ比較グヽ其ノ方法1ヽ

判定二依り相異スルガ之テ同年齢ノ宮城新某農

村民二比較スレバ星氏15ノ報告二依ル21－31％

1ヽノヽ甚グ大ナル相異ガアル。叉同年齢ノ中學生

ト比較スレバ西垣≒八入、賓来氏ノ阪紳某中

學生1013中6S.2%、有馬凪

　

坂本、山本、池

内氏ノ大阪府下男女中學生2722名中59.9匹、

貴島、禰島、山本、池内氏ノ大阪府下壮丁21361

中69．13≒ヨリ尚高率ヲ示シ、日置、米田、井

下氏ノ大阪市内師範學校牛徒ノ92．2ダユ略ｌ

等シイ。余等ノ師範學校二於テハ牛徒ハ寄布生

活テ畳≒此處二結核が蔓延シタ鴉バソノペ）レ

クリン]反座陽性率予示シタノデアルガ定期診

療テ続行フ､ヽ事二依リ、陽性率ハ43.5クソXU同j

べ’デ減少シテ来タ。こニ由リカカル方法－ヨツ

テ或ル團醒ノ「ヽノ・⌒ヽごルクリご」陽性率列咸少セシ

メ得ル事テ知り得ル。

(2)=A'二春秋２同定期診断時ノ「ヽソベルクリン」

陽性韓化者テ兄丿lヽ昭和８年春ニハ27ノ陽性

轄化者ガアツタガ前同検先ニテ、「ヽハうレクリ

蜀

　

”０

１

.3ソ

０ Ｏ

　

　 　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

一

Ｉ４

こ､ごﾉ1;灸JljlE者が47デアルカラ、58.3⑤ノ陽性糖化

率lヽナハ更二検査毎二糖化率ハ減少シ昭和10

年春以降ニハ10ﾂﾞﾚ内外lヽナリ、喀痰培養尹施行

シテ患者ノ早期隔離刊斤ツテカう急激二減少シ

テ恥タ。安達氏:ｙニ依レバ囚人１年間陽性轄化

率ハ58.1ｿいヽ言ヒ、コノ師範吊校ノ検査常初が

考ベクレル。叉西村七藤野氏ノヽ看護婦生徒ハ

１年間二殆ンド全部糖化スルlヽ報占-べ小林読

氏ハ海兵及軍属１年間轄化率ハ39へ前日卜氏

ハ陸兵ニテ22万円一回トテわし。址等ノ報;いヽ

余等ノ成績ヨリ号察ソ､ソバづべ'ノしタリづ陽性

輯化肌ハLﾚﾉ團儀ノ衛生状態叉・ヽ感染西jノ存在

ヲ日廿示ノヽル有カナ;F票識デアルlヽ号へぺ

(:幻早期診断開始時赤沈ノ促進フヽル者多八患

者ハ大多敬赤沈ノ促迢レりレ群二見出ザレ、赤沈

検査ハ早期診断二極ノテ優秀ナ方法デー･'ツ

タ。併シ乍しバ険査同倣ラ重一‰一般ノ衛生状態

が改善フヽルlヽ赤沈ノ促進いに酋が減少、シテ来

タ。殊二喀痰中結核菌培養ニョツテ狸見出宋夕

者ノ｢りニハ赤沈ノ正常値ヲ示･､モノ万名イ。併
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シ乍ラ肺結核二於テモ赤沈ノ正常ナル者ノ存在

ノ報告ハ多数アル。

　

印チ活動性肺結核二於テ

Adrof Sylla戸≒ハ６．１％、開放性結核二於テ

Ｂｅｒｇ圃ノヽ2.5%、GijntherThiele叩ノヽ25％

Ｓｏｐｐ町ノヽ6．6％、軽症肺結核二於テ井下Jへ田

中、米田氏ハ6．5％、進行性結核二於テ近藤へ

松枝氏ノヽ5．3％、慢性結核ニテ岡部氏犬ハ１．２

％ノ割合ニテ赤沈ノ促進セデ･レノテ報ぷシテヰ

ル。余等ノ場合ニ●ヽ之ト異り初感染二於テダヽ赤

【第18巷

沈ノ動懲促進スル前、既二喀痰中結核菌。･ヽ培養

法二由り澄明チナシ得タモノデ、喀痰中結核菌

培養ハ結核早期診断二極ノテ鋭敏ナル方法デア

ル事ヲ丁主張スルモノデアル。

(４)喀痰中結核菌培養ハ初感染ノ診断其ノ活動

性決定二優秀ナ方法デアル。昭和12年度二行

ツタ４回ノ培養成績チ詳細二見レバ第８表ノ如

クデ｀アノレ、、

第８表

　

喀痰中結核菌培養成績

査人員

292

¦＼ツベノレクリｙj
皮

　

内

　

反

　

唯

（一) 136

1

4

1

1

1

1

－

（十) 137

一(十)

　　

19

培養陽性者

-一一‥･一一-一一‥-

　　

０

　

13

に9.5?ぶ｀

ｌ

ｌ

‘

　　

7
36.8％

ﾙｙトゲソ｣像所見

所見ナキモノ
肺門淋巴腺腫脹
初感染浸潤
肺尖結核
再燃性浸潤

所見ナキモノ
肺門淋巴腺腫脹
肺門周関炎

116例

　

６例

　

６例

　

７例

　

２例

例
例
例
例
例

1
4
3
3
2

中
中
中
中
中

例
例
例
例

1
2
2
2

中
中
中
中

例
例
例
例

1
3
2
2
2

叉連緬培養が出家テ、聚落散ノ多イモノノヽ碓病

シテ家タカう初感染期ノ活動性決定二役立ツ事

が甚大デア≒尚余等ノ培地組織及ビ製法ハ簡

軍デ㈲價デアリ、培養方法モ簡軍デアルカう賓

施ノヽ極ｙテ容易デアル。石川叫｀、加藤等ハ教員

2800人ノ喀痰培養ヲ･行ヒ84ノ菌陽性サ得テキ

ル。喀痰中結核菌培養ノゝ----般二賓施サレル可キ

デアル1ヽ言フ事二開シテノヽ恩師熊谷教授ヂノ切

二説明･升レテ居ル處デアル。

Ｘ。

　

摘

　

要

リン｣陽性轄化者．･ヽ27r糖化率57．4％)デアヽソタ

ガ、早期診向け納行ノ､ルニ、昭和９年秋Ｖ同ニハ

人員328中患者2、｢ヽソベルクリン｣陽性卒66．9

％､赤沈20粍以上4．0％、｢ツベルクリン｣陽性

韓化者’ハ３(糖化率66．9％)トナリ一般衛生状態

改善シ、早期診断開始後８年ナル昭和14年ニ

.ハ患者・ヽ新入昂斧二肺尖結核２(培養菌陽性２)

ノミーシテ新シク患者ラ見出シ得ズ１年間ノ

｢ツベルクリン｣陽性轄化者ハ皆無lヽナツタ．

「レンlヽゲら像所見二於ｆ.・ヽ肺門或ハ肺尖部二

極ノテ僅徴ノ所見ヲ･認ノル時ニハ、外見極ｙテ

健康デ生物學的反廊ハ正常デモ診断名ヲ附シタ

モノデアル。（ツベルタリンノ陰性群136ヨリ培

養陽性膏無クレ）ソベルクリン寸剔生群137中13

（9．5％うノ陽性アリ、珠ニドッベノLクリン）反吃

陰性ヨリ陽性二糖化テ認ノタ19中7（36．8先う

ノ陽性ヲ得タ事・ヽ注目二値フ､ル。印チ喀痰中結

核菌培養ハ初感染ノ診断二優秀ナ方法デアル。

宮城螺男子師範雄校二於テ、日計口７年秋カラ11

年迄赤沈レノベルクリンリ反腱、にレンlヽゲい像

ノ諸伊査及ヒヽ喀痰鏡検二依リ、更二昭和11年

秋カブ･全員ノ喀痰中結核菌培養ヲ併用シ、今日

二至ル迄春秋２同連績８年間早期診断テ行ツテ

次ノ成績ヲ得タ。

｢Ｕ早期診断開始時・･ヽ人員445中患者30 jりと

出シ、ドッベルクリン｣反庖陽性率ノヽ90％内外、

赤沈21粍以上ハ13．2町、次同検査時にツペ'ルク



(２)喀痰中結核菌培養法、ヽ集團結核早問診ぼニ

最モ優秀デ、経済的ニモ廉價ナ方法ノ

　

づデア

ル。之二依ツテ結核早尉診断、ソノ活動性ノ決

定、早期治療ノ指針し噸T明ユナシ、他方所謂健

康ナル、結核隊i喀出者ノ存在ヲ･澄明ン感染源チ

隔離シ得テ、防疫學禄防學的こ資スル處が多大

デアル。

　

(本研究二要セシ費川ノ一広ハ文部省自然科亭

研究奨励金二依ルノ

文

　　　

戯

1）熊谷，日本内科學會雑誌．昭411 7，20, 17. 2

熊谷，東京奘事新誌．昭和n, 2963 M, 2.　３ｲ

熊谷，結核．昭和14√17, 787.　4.小林，結核．

昭和7, 10, 431.　恥有馬．山田，払仁．昭和7，

10, 232, 9，12，851.　6）今村．結核．昭和1:i, 16,

627.

　　

7) Brauning, Erμebn. ＧべTbk-forschnc^..

1, 1930.　　　8ﾝKayser-petersen, Ergehn.　μ（卜･

Tbk-forschng. VIII、1937.　9ﾂ岡，結仁．昭和12、

15, 653.　10）高田．海軍平に介毀よ昭和9, 23,

133.

　

11）猪岡，東北問叩雑誌．昭和12. 20パ71．

12ｸ岡．田村．結仁．昭和13バ6，585.

　

13ツ岡，

東北降學雑誌．昭和丁1，25、t茫

　

1市岡，片倉，

石川．東北肘學雑誌.12バ1、6（辻

　　

15ﾝ星．東

北町學雑誌. 14, 25バ25.　16）西垣，八田．賓来，

大阪祭事斬誌．昭和13, 9. 83.　17ﾉ池田，有馬，

坂本．山本，中り叶が卜．昭和15, 9, 31. 18　貴島．

福島，山本．池内，日本公衆保健協會雑誌．昭和

14, 15, 409.　19）日置．半田，井下，結杵．昭和

12バ5. 241.　20ﾚ安達．行刑衛士分雑誌．昭和

12、12, 204.　21ﾝ西村，藤野．結核．昭和12、15，

599.

　

22:小林，結い．昭和6, 9, 1291. 23,前

田，軍回團雑誌．昭和6, 222 ';)},.2383. 24) Adorf

Sylla, med. Klin･，1932, 721.　25) Berg, Sigmd,

Beitr. Klin. Tbk･.1り:に83， 551.　　26) Gunther

Thiele, Beitr. Tbk･， 1934, 8.-,302. 27; J. W.

SopD, Beitr, Klin, Tbkバ935、87， 86.　2り井

下，田中，米田，結仁昭和9, 12, 436.　29ツ近

藤，松枝，結核．昭和12, 15、71. 30j岡部，東

北喬學雑記．昭和9, 17, 112. 31し石川，加藤，柳

橋，太田．第18同日本結他病學分演説.32〉熊

谷，日本臨肺粘核．昭和15, 1, 9.
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學齢児童ノ結核二就テ
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次
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緒

　

論
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資料及ビ方法

第３章

　

結核感染率

第４章「レｙトゲｙ」學的検索

第５章

　

考

　

察

　

第１

　

結核ノ感染二就テ

　

第２

　

結核ノ病型二就テ

　

第３

　

都市ト郡部トノ比較

　

第↓

　

集團検診ノ方法二就テ

第６章

　

結

　

論

　　　

文

　

賦

第１章緒論

本研究第１報(lに於テ敦室員公井ハ北海道東端

二位フ､ル一農村部落民二就テ、詳細ナル結核検

診ノ成績ヲ登表シタ。今同｡ハ北山=道南西部及ビ

北部ノ、商工町村、農山漁村二於ケル學齢児童

二就テ行ツタ結核検診ノ結果ヲ報告フ､ル。

近時集團的結核検診ノ各地二於テ盛う'､こIf^wし

ルニ至ツタコトハ、余等ノ十倣年:来ノ主張二一

致スルトＪロデアツテ、誠こ欣ブペ｀キコトデア

ル。併シナガシ末ゲソノ多クハ都市ノ集團尹對

象トセルモノデアツテ、農漁村こ於ケノ弓削咳二

就テノ業績ハ非常二少ク、僅カエ結核汚染度ノ

｢ツペ;ルタリン｣反感ニョル調査が、古屋氏(2)、

有馬・安達・曾根氏('3) __・ヨツテ、禰井、石川副部

下二於テ行ノヽレタルニ過ギズ、丿ントデン｣検

査テ多数ノ集團二行ヽソタ報告ハ、熊谷内科戟室

星氏(4)等ノ宮城新二於ケルモノアルニ過ギタ状

態デアル。

北沿迅こ於テモ、ａ漁村結核ノ賓相ヲ把握七ン

コトハ余等ガ多年ノ宿願デアツタ。然ルニ北海

道ノ地域ハ宸大デアリ、加之塞冷ナル気候、不

完全ナル交通賎闘等ノ障碍ニヨリ、従来僅カニ

北海道、樺太ノ鳶上人ニ就テ系統的研究(5)ガ鴉

サレタニ過ギナ力､ｿﾀo併ご近時本道僻村一

於ケル結核死亡

有馬・清水＝北海道農漁村ノ結核二回,スル研究 【第18巻388
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第２章

　

資料及ビ方法

被検見童ノヽ北海道南西部８ケ町村10校、同北

部５ケ町村５校ノ児童デ、各町村毎二最大ノ雅

校ヲ'選ビ、内１村二於う=-ﾊ其他ニ２校リ･選定シ

タ。

以上ノ諸校二就キ、主トシテ尋常科第４學年以

389

上ノ高學年、特二第６學年ザ根幹トシ、低學年

二及ポシタ根校モ放校アリ、叉放校二於テノヽ全

校見童？對象トシタトコロモアル。コレラ表示

フヽレバ第１表ノ如クデアル。

第１表

　

被接資料二就テ

地方　町　村　名 　心13ﾝ10.？
傑　４） 主タル鳶業 學　校　名 被　楡　學　年 同児童撒

南

西

部

森　　町！　17.781 商　　業 森 尋6　　　　　　250

湯　川　町 10.021　1商　　　業 湯　　　川 尋６ 135

上　磯　町 13.191 工　　　業 上　　　磯 尋６ 164

亀　田　村 10.989 工　　　業 亀　　　田 尋６ 101

七　飯　村 10.093 農　　　業 七　　重 尋５－高２ 262

大　野　村 8.016 農　　　業 大　　　野 厚５－高２ 415

砂　原　村 5.760 漁　　　業 砂　　　原 尋５－高２ 436

厚深部村 6.190 農、林業

俄　　　轟 尋１－高２ 291

目　　　名 尋１一一尋６ 21

瀧　　廼！　尋１－尋６ 21

北

部

天　晩　町 6.813　川魚　　　業 天　　晩ｉ　尋５－高２ 338

幌　延　村 10.993 農、鎬　業 幌　　　延 尋４－高２ 182

頓　別　村 5.827 牧畜、偏業 潰頓別ｉ　尋５－高２ 192

枝　幸　村 11.856 漁　　　業 枝　　幸ｌ　尋５－高３ 246

興　部　村 7.462　　い魚　　々づ興　　部｜　尋５－高2　J　　146

　

検査方法トシテノヽ、｢｀ｿｰヽごルクリン_岐内反咄、

　

打聴診、｢レントゲン｣検査、赤【凱球沈降丿丈嘸ヲ

　

用ヒタ。先ゾ全員ニ｢ツ｣反庖(2000倍稀稗液０．１

　

耗、48時間後襲赤径５粍以上十ルヲ陽性トス)

‥ラ行ヒ、ソノ陽性者全員二打聴診等ノ理學的検

　

査及ビ｢レントゲン｣検査(全員透視、次デ大部

‥分寫異撮影)テ行ツタガ、非常ﾘｰ僻村ニアツフ

　

ハ

　

止メデルヲ得ナカツタトコロモアル。尚ホにレ

ントゲン｣撮影ハ其後主トシラ螢光像撮影法(間

接扱影法トテ用ヰテヰルガ、今同ズヽ普通撮影法

ニ依ツタo

　

にフい7レム｣ノ、國産｢富士｣及ビ｢さく

ら｣、一部Agfa J'用ヒ久赤血球沈降反嘸'、

征来余等ノ厘い大ノ集團楡診ノ経駿ヨリ、結核

賛見ニ常ツテノ意義ノ少イノニ鑑≒にツ｣反嘸

第３章

　

結核感染率

13ケ町村15校ノ學童、男見1689名、女児1511

名、合計3200名二於ケル結核感染率ハ、第2、

3表二示ス如クデアル。

印チ第２表ノ學校別統計リ

最高ニシテ40％ｦｰ超工、漁業地Ｑ校及ビ商業地

Ｂ校ハ30几以上ノ結核感染率テ示シ、コレラ３

校ノ中、Ｄ、Ｂ雨校ハ都市近郊學童ノ感染率ト

大差ナイガ、其他ノ農漁村二於やハ20％前後
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第２表

　

學校別結核感染率

ニ過ギズ、特二山村ノ趣アルH, K, L3校・ヽ

極ノテ低率デアル。コノ約20≒前後トイフ感染

率ダヽ大僣北海道二於ケル農漁村學童ノ結核感染

率ノ平均ト見倣スコトガ出来ル。山村ノ３校ハ

全校見童サ對照トセルモノデアルガ、Ｈ校ノヽ

11．7χ、Ｋ,Ｌ雨校ニテノヽ各21名中Ｋ校ニ１名

ノ感染者アルノえデアツテ、而モ調査ノ結果コ

ノ見童ノヽ最近函館市内ノー小學校ヨリ韓校シ来

レルモノデアルコトテ知ツタ。

　

従ツテ山村Ｋ，

Ｌ雨校ノ附近ハ結核處女地、少ク1ヽモ非常ナ結

核稀薄地デアルト言フコトガ出来ル。函館市近

郊/ B, C, D, E, F 5校中ニハ特二低率ナト

コロノ｀ゝ見ラレナイ。總計二於テノヽ男児21.4％、

女見22.2が、平均21．8％デ、男女見間ニハ殆

ド差ヲ･認ｙ難イ。

郎チ學校別二見レバ、北海道二於ケル田舎ノ高

雅年見童ノ結核感染率／ヽ、=多クハ20％前後二過

ギズ、タヽ゛人ロノ比較的多キ都市近郊ノ商工業

地二於テ幾分高率デアリ、叉僻村二於や八一般

二低率デアツテ、稀二一方二於テＱ校ノ如キ異

常ノ高率ノトコロモアリ、他方二於テ結核處女

地が存在スルノデアツテ、コレハ誠二興味アル

第３表

　

學年別結核感染率

【第18巻

　　　　含學年

　　!人員（十）

♀　　　　合　　　計

人員 (十),人員

　　　一一一

(十)
　　%

べ　　８．８厚　1　　17　1!　17 2　34　　3

2　　18 1　18　2　361　3 ８．３

3　　171　1　　23　　1　40 ２ ５．０

4　　　　　53　　　31　　　38’　　5　　　91 ８ ８．８

5　　　　292　　69　　294　66　　586135 23.0

6　　645 153　642 135 1.287 ･288 1 22.4

高　　1　330　.67　2豺　60　574 127 22.1

2　　　　306　　65　　217　　60　　523125 23.9

3　　　11　　2　　18　　5　　29 ７ 24.2

陛計1.689 362 1 .511 3363.200 698 1 21.8

事賓デアル。

結核感染率リ･學年別-ﾆｰ見ルト第３表ノ如クデア

ノL。都市學童二於ケル余等ノ経験ニョレバ、金

井・清水(勺札幌市二於テモ、清水・鈴木(7り函

館市二於やモ、學齢見童ノ結核感染率ノヽ、第１

學年二於テ大約10％、第６學年二於テ大約40

％デアツテ、年齢ノ進ムニ従ヒ感染卒や上昇ス

ル傾向？有ヽソテヰルノデヘルガ、第３表二於テ

ー見シテ気付クコトハ、カクノ如キ年齢二比例

セル感染察ノ騰勢テ見ルコトガ出来ナ４コトデ

アル。コノコトハ本研究第１報(1)ニ於テ余等ノ

既二指摘シタ1ヽコロデアノり

尋常４年以下ノ見童ニテノヽ、例散が少４タメ、

尋常５年以上ノ見童ト同様二論ズルコトハ出来

ナイガ、可成低率デアルコトハ察知シ得ル。叉

第５學年以上ノ各學年二於テノヽ、感染率・ヽ殆ド

平均シやヰ～。カク各年齢二於々ル感染率が拉

行シラヰルト４フコトハ、各年齢共二結核ノ危

瞼二曝露サレタ期間ノ大凡相等シ４コト、換言

スレバ、田河二於う｀｡ハ結核ノ侵染後日尚ホ浅ク、

都市ノ如キ蔓延状態二入ッやヰナ４こ1トヲ示ス

モノデ｀アル･。

印チ郡會二於ケル場合ニ､ハ、開放性結核患者が｀

身逡二存在スルト４フ空間的條件ノ他ニ、結核

二汚染サレタ瓊境中二生活スル時間ノ長サト４

フ時間的條件が、大キナ役割ラ有ッテヰルノデ

アルガ、結核稀薄ナル地方ニアッテ､ハ、開放性
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結核患者二接鯛タ。゛トイ７空間的條件が殆ド軍

燭二支配スノレノデアル。従ツテコノ場合最モ重

要ナ役割ラ演ズルノ｡ハ家族内感染デアル。

第↓章「レントゲン」學的検索

「ツ・ヽごルクリン」反庖陽性児童ノ「レントゲン」検

査ノ結果、登見セル結核見童ノヽ、第４表二示ス

如ク、男見14名、女児11名、合計25名デア

ル。之ヲ學校別二兄ノレト、Ｋ，Ｌ雨校｡ハ皆無、他

ハ1－3名デアッヘ特二多イ唱校ハナ４．

狗、工業地各し1名、農村11名、漁村６名デ、

農村二少シク多イヤウデアル。

結核見童ノ宣教・ヽ低學乍二少ク、高唱年二多イ

ガ、百分比デーヽ、４年以下デーハ總員ノ１．５％、

「ツベ゛ルクリンリ丈礁陽性者ノ18．7％、５年以上

デハ夫々０．７万及ビ３．２％トナリ、こラ全膿ト

　　　　　

第４表

　

結核兄童二就テ

番妓 學校 ≒剛性謙沈よ白｀≒y
１　ｉ　Ｂ　１　１２　　羊 31　　初期受化群

２ C　i　13　　羊　　　２　１胸内腺結核

３ D　　12　　革　　16　　　　●ﾀ

４ H　　13　　含　　　6　　　　19

５ Ｍ 14　1　芋　　７ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ ９

〃 - - 　 Ｊ ＝

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ９ ９６ Ｍ 15　1　午　1　13

７ Ｎ 15 羊　１　３ ｙ聾

８ Ｏ 13 含 ３ ｉ●

９ Ｏ 16 含　ｉ　１ ９タ

10 P　i　14 含　１　５
タタ

11 Ｐ 14 ♀ ９ ・・

12 Ａ 12 含 ８ 血行性播種

13 Ｂ 　　　　　　　　　　　　　　S13　1　旱　’10　　　　ﾀy

　　　’　　　　　　｜

14 Ｑ 15 含　　85 結節性肺患

1S Ａ 12 含　　６　早期浸潤

16 Ｆ 13 羊　　　４　　　　，，

17 Ｎ 15 　　　　　　Ｊ含　＝　25　・ ll

18 Ｄ 12 含 ７ 謬出性肺患

19 Ｄ 13 含 19 ９夕

20 Ｅ 14　:　羊　1　24　　　　‥

21 Ｆ 13 含 21 ９タ

22 Ｇ ９ 芋 20 い

23 Ｈ ９　１　含 ６ ９９

24 Ｑ 15 含 66 溶出性肋膜炎

25 Ｇ ８ t　i　11 i昨怜肋斑条｜

シフ’!尼レバ結核免童ノヽ被検總人員ノ０．８％、

「ツJJ丈嘸陽性者ノ3．6％トナリ、清水（8り画館

市際童二於ケル経験二比スレバ、約牛数二足り

ナ４ノデアル。

次二之ヲ｡「レントデンノ所見ニョリ分類ソヽルト、

新鮮ナル初期受化群及ビ胸内腺結核ハ計11例、

血行性播種及ビ早期浸潤ハ各３例、惨出性肺察

６例、肋膜炎２例デアツテ、都市ノ場合ト異ル

トコロズヽ、初感染結核ト其他ノ結核トガ略ボ伯

仲シ、惨出型特二進行性惨出型ノ肺瘍が多イコ

トデアル。血行性播種３例中１例ハ空洞ラ有

シ、結節性肺察トÅフベキデアシウ。

地方的二見ル1ヽ、南西部諸校デズヽ進行性病受が

多ク見ラレ、北部諸校デハ胸内腺結核が匝倒的

多数ヲ･占メテヰ｡ル。

==1ノ25名ノ結核見童中、自惚症状テ有フ、ルノ

ーハ第14及ビ賜24ノ２例ノミデアリ、前者ノヽ重

症ナ粟粒播種デ空洞ラ有シ、且ヽｿ腹膜炎ヲ合併

シテ居リ、後者ハ惨出液ノ貯溜セル左胸部二時

々疼痛ラ感ズ・程度デアツタ。而シテ他ノ例ハ

悉ク自受症状ヲ有セズ、叉際校二於テモ要注意

者トシテ取扱ツテヰナカツタ。即チ92匹ハRe-

dekeｒノ所謂Tuberculosis inapperceptaデ

アツタ。但シソノ環境ラ調査シ得タ範園デハ、

多クハ結核患者若シクハ結核既往症プ有フ、ル者

ヲ･、ソノ家族或ハ同居者中二認ノルコトガ出来

タ。=1ノ場合、牧師若シクズヽ親交見童が感染源

タルコ1ヽヲ･認メタ例ハナカツタ。

倚コノ内Ｑ校ノ村ハ北部ノ漁村デアツテ、村民

一般二結核患者、特二結核蹄郷者ノ著シク多４

村デ:アル。

次二叉血球沈降速度テ、要治療者25名ノミュ

就テ見ルト、１時間値10粍以下ノモノ・ヽ14例、

56％デ、11―25粍ノモノ８例、26―50粍ノモ
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ノ１例、51粍以上ノモハハ２例デに多少トモ促

進セルモノノヽ合計11例、44％ニ過ギズ、コレ

ラ･以テ見ルモ、集團的結核検診二際シ、赤血球

沈降反庖テ過重覗スルコトノ如何二誤謬二陥り

易キカラ犯1ルノデアル。

第
１

【第18巷

最後ニコノ25名ノ他ニ、今同ノ検診二洩レタ

結核宛童が一定敬ニヰルデアラウコトハ想像サ

　

し

　

･しトコロデアル。而うテ重要ナルコトハ、検

　　　　　　　　　　　

一

診二洩レタ結核見童コソ、休學或ハ長期訣席中

ノ重症患者デアう　１｀1トイフコトデアル。

第５章

　

考

　

察

　

結核ノ収染二就テ

北海=道南西部及ビ北部地方ノ郡部二於い・商工

業地、農山漁村、13グ町村ノ小學校15校ノ見

童總計3200名二於ヶル結核感染卒ハ男見21.4

％、女見22.2 ^、平均21．8％デ、産業別二町

村テ匯別シテ比較フ､ルド第５表ノ如クデア｡･し。

　　　　　

第５表

　

商工地農漁村別戮察

　　　　　

(尋常３年以下ノ分ヲ除り

種別 人員（十）　?ぶ
結　核「l/ソトゲｙ」

児童敬所１分類

工業培　26ぐ　79　29.8 i　4　回診ｷ12ヽ謬

商業地U85 101 26ｺ　宍戸皆然

漁村づ166　273 23.4　6諾琵;17t姦ぼ9

　　・　　　　　　　　　　　　　　｜　　　　1

農村八274ﾊﾞ23√18.6 ８　腺結核4ヽ早
　　期2､溶出性２

合　計3090 690　22.31 22　1SI亨1､1(4jtｮ3j

＼

　

市
町

7
－
42
－
55

性

＼

一
市
－
町
一
村

之ニョルトエ業地デハ最モ高ク約30咎ヲ･示シ、

都市・ノ感染率二比シう｀･梢ｌ低イノミデアリ、商

業地之二次ギ、以下漁村、農村、山村川唄トナ

リ、特二山村ノ２校二於ううヽ感染者.・ヽ皆無デア

ツタ、．

商:Ｌ業地ノ卒ノ高イノノヽ、

　

コ

　

し

　

うが都市ノ近郊

－Ｔ　ヽソテ、而モ礼ロノ集中セルコトこヨノし'訪'然

ノ結果デアリ、漁村が農村ヨリ高イノハ、北海

道二於うしヽ、開拓ノ歩が海岸ヨリ次第二奥地一

向ヶラレ、漁村ノ方が比較的早クヨリ登達シタ

タメデアル1｀思.’｀し'し．

昭和12年以来、北海道廳衛生課(いしヨツテ、

都市及ビ町村ノ小學校見童中、第６學年児童二

對シヶ大規模ナ結核検診が行･´ゝ

　

レテヰルガ、今

昭和14年’デ３ヶ年間ノ成績ヨリ、市町村別

二結核感染率ヲ･掲ゲル1ヽ、第６表ノ如クデアル．

第６表

　

北海道二於ケル市町村學童結核感染率(’昭和12 14年)

人

　

員

W22.565

4.322

3.231

30.118 1

男

　　

兄

陽性者・陽性率

7.474
-
1．030

　

一 一 一 一 一

7 7 8

9.282

33.1
-
23.8

24.1
-
30.8

女

　　

見

人

　

1レ陽性名

21.892
-
3.935

-

3.164
-
28.991

7.154
-

　

883
-

　

694
-
8.731

本表二於テル被検者ハ皆第６學年見童デアルカ

ラ、之ニヨヽソテ北海道二於ヶル結核侵淫ノ状態

テ大凡察知ノ､ノレコトガ出来ル。蓋シ學齢児童ノ

多クハ各々其ノ土地二土著ノ住民デアルカ｡ラデ

アノレ。

同ジク郡部二於やモ、結核侵淫ノ状態・ヽ、都市

近郊ト僻村トニ於う・同ジカうズ、都會ト交通多

　

--●

　

--←-･

陽性率

－･W -I〃　　－

　

32.7

22.4
-
21.9
-
30.1

ノχ
□

ｔ
Ｍ
i
i
ａ

－ - ・

人

　

員Ｉ陽性者

　　　

…-

　　　　

・WﾐI
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キ隣接町村乃至保養地二於ｊ･ハソノ都會化二従

ヒ、都會lヽ同様ノ経過ご･辿リ、結核・ヽ浸潤性二

蔓延シｊ・ユクノデア．.が、比較的僻村ニアツう・

．'｀、田舎二特有ナル、學生、兵士、店員、職

工、出稼人等ノ中ノ、結核性疾患ニョル蹄郷考

ニョル蔓延が主役サナシ、印チ結核ノヽ散稜性二

稜生シテユクノデアヘ

　

コノ事賓ｚ,､古屋氏(ヤ
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石川新二於テ認ノテ居リ、余等モ常二経験フ、ﾉし｡

　　　　　　　　　　　

●
ト・ロデアル。而モ結核蹄郷者ニョル結核散特

モ遂ニノゝ今同余導が疾病帰郷者ノ多イコlヽニ於

テ屈指ノ一漁村二於テ見タル如キ、結核ノ全村

蔓延、及ヒヽ｀隣接村ヘノ波及ヲ･モ惹起っ･､･、ニ至～

１トモアルノデ｀アル。

次二注意フ､・ヽごキハ、児童ノ結核感染率が、都會

二常二兄ｻいレヽ如キ年齢ニョヤヒ昇ノ傾向？有

セヌコ1ヽデアル。印チ田介ユ於テハ、見童ノ結

核感染ハ、開放性結核ノ存在に1フ空間的條件

二主Iヽシテ支配サレルモノlヽ考へ丿･に心。換言

スレノペ 田舎児童ノ結核感染二於ううヽ、家族感

染ノ占ノル位置ハ、郡市宛童ノ場合一比シ一暦

重要ナモノlヽ､Ｓバレル。

附け僻村ニアツテ。・ヽ、一ノ結核蹄郷者ガアレバ

ソノ家族ニ、他ノ結核帰郷者ガアレバ叉ソノ家
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族ニ1ヽ云フ如ク、家族刊

核家族が殺生ノヽル。従ツテ家族内ぺ多クノ結核

患者ノアルコ1ヽが稀デハナイ。故二都市トノ交

通開係ノ少イ僻付-ヽ至｡いトド、結核感染牟二於

タル年齢的上昇ノ趨勢ハ見ｹ･レタノデア九。余

等八本研究ノ績篇二於へ孚L幼¶砲コリ老人二至

ル各年齢階級ノ結核感染率･･･示ノこリヽが出来ヽ

結核が僻村二侵入フ､･川ヽキ、一般二自然的衛生

状態、印チ自然的環境ノ良好ナタノ、直チュ廣

汎ナ蔓延ハ来ヤレイガ、一タヒい菌ノ侵襲-･蒙ツ

タ家庭二於テハ、個人的抵抗力ノか弱ナル･

　

ご］1｀、

及ヒヽ人狐的衛生状態、印チ人工的結核施設ノ不

良ナタメヘ深刻十惨害斗蒙ﾉLノデアラウ。コ

ノ鮎二於テ田舎二於ヶル結核ハ、都合二於ケル

急性傅染病二甚グヨク相似シテヰル。

　　　　　　　　　　　　　　　

第２

　

結核ノ病型二就テ

「ツベルクリンヅ反庶陽性者二對シ、・レンlヽゲ

　　

部陽性デアルカ清水/1bノ函館健康相談所二於ケ

ン］検査プ施行シタ結果、25名ノ結核見童十政

　　

ル研究ニョレパ、胸内腺結核ノ約５％ニ於ヤハ、

見シタ。

　

コ

　

しノゝ被検總人員ノ０．8％、「ヽル反咆

　　

ごツ・ヽごルクリン＝アレ’Lギーフョリモ「しンlヽゲ｀

陽性者ノ3．6％ニ相常シ、コレーりお水叫ﾉ¦函館

　　

ンツ所見が先二現レルノデ、今同ノ検診二於テ

市學童二於ケ）し夫４ ２．２％及ビ６．０九二対ﾋ較･、　モ或ハツー､陰性者中二胸H飛泉結核見童ガアヽソタ

ル時ハ約1んノ罹患率デア～。

　　　　　　　　　　

カモ知レス。余等ハ胸内腺結核ノ診ぼニ際シや

次ニ「レントゲン」所見－ヨリや個々ノ病型二就

　　

。・ヽ、淋巴腺刎重瘍状二腫大う、或ハ相常濃厚ナ

テ述゛ﾉL。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ﾉし･陰影ガアリ而モソレガ心臓部ﾄﾉ間二明･し４

肺野ノ初感染竃lヽ腫大七ル胸内琳巴腺lヽが双極

　　

溝ノ認ノラレタモノノいリヽリ、軍ナル肺門陰

像丿呈ノ､ル所謂Primarkomplex /像侈示シ　　影ノ増強、索状部等ノミェ過ギ４モノノヽ正常lヽ

タモノハ１例デ、==1ノ赤沈速度､ハ中等ぼノ促進

　　

シ、叉石灰化竃モ正常ノ中二入レタ。

ラ示シｊ－ヰル。一般二初感染浸潤ノ場合ニハ赤

　　

血行性播種性肺結核ハ２例デ、共二雨肺圭､葉播

沈速度ハ大デアル。

　　　　　　　　　　　　　　

種デアル。何レモ早期型二峨ソヽルモノデ、青年

気管枝淋巴腺、肺門淋巴腺、副気管淋巴腺等、

　　

期二於テ特二屡ｌ見うし後後良好ナヽ場合モア

胸内淋巴腺ノ腫脹ハ10例二於テ見ごハノ、特ニ

　　

ルガ、時ニ､ハ軟化レフ’空洞ご･形成シ、肺瘍二移

僻村二多ク、赤沈速度ハ正常或ハ近イモノガ多

　　

行ソ、ルモノデアル。コノ事賓。・ヽ既－Ｗ． Neu-

４．肺野二初感染竃が認ｙラレテモ、ソノ石灰

　　

mannスガ記載シ、余等ノ一人有馬皿モこが肺

化セ。､レ場合､ハコノ中一入しベタ、、胸内腺結核ハ慨

　　

瘍殺乍上二於ケル意義ノ重大レルコ1ヽヲ強調

シテ前述ノ初期撥化群ヨリノ退行性過程ニア

　　

シ、叉清水４モカヽﾉし型ヨリ肺瘍二移行こいレ種

ルモノ故、赤沈速度ハサネド促進ジナ１ノガ通

　　

々ノ機轄･･報告シテヰル。尚糾

例デアル。コノ腺結核二於テノヽ、ドツ皿え塗ハ全

　　

ノベンレナカツタガ、力ヽル陳所病竃ヨリモ肺
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僣ノ殺生シ得ルコトハ余等ノ屡ｌ経験スルトコ

ロデアル。最近Kayser-Petersen ｕ. Grenzer ^^

モカヽル症例ヲ･報;17シテ居ル。

早期浸潤３例中１例ノミ赤沈速度が大デアル。

コ

　

レｚゝ鎖骨下ノモノデ、値格ハ強健、運動選手

デアツタ。他ノ２例ハ共二鎖骨部ト重ナリ、ソ

ノ内１例ノヽAusgestanzte kaverne ノ像、自]

チ早期空洞デアル。カヽル空洞形成ガアッテモ

赤沈速度正常ナルコいヽ屡ｌアリ、本例二於テ

モ４粍デアル。３例トモニ自受症状サ訣キ、理

學的所見モ正常デアリ、借温モ正常デアル。

結節性肺瘍ノ１舛ハ前述ノ如キ血行性播種型ノ

増悪セルモノト見ラレ、空洞ナ有シ、腹膜炎-・

合併シテ居リ、赤沈速度85粍、白受症状モ理

學的所見モ著明デアッタ、、

惨出性肺瘍６例中ニハ、尋常２年ノ幼見が男女

各１例アリ、雨名トモソノ同胞二結核見童サ有

シテヰル。

　

コノ６例ノにしントゲンニ像デハ雨側

性ノモノ４例、９歳ノ２例・ヽ共二片側上葉ノ浸

潤デ、雨側性ノモノノ中２例ダヽ空洞ラ形成シテ

ヰル。

従ッテ空洞ハ全例ク通ジ、早期空洞1、結節性

肺瘍1、惨出性肺察2、凡テヽ’４例デアッタ。

惨出性肋膜炎、乾性肋膜炎各１例二就テ､ハ特記

スベキコトハナイガ、後者｡ハレ｣線像上右肺下

野が曇りテ呈スルノミデ、コレーハ聴診上明瞭ナ

摩擦音ラ澄明シ得タモノデアル。肋膜病愛ノ大

部分ヲ･占ノ･ル癒著性肋膜炎へ肺野二病髪ナキ

限リ、非活動性結核トシテ除外シタ。

非結核性病受二開シテ｡ハ省略スル。

最近成人肺結核ノ稜生機轄二開シ従来ノ肺僣肺

【第18巻

炎殺生誕及ビ肺瘍浸潤殺生誕ノ他二熊谷教授岬）

。’ヽ肺僣初感染貨生誕ヲ･提唱シ、叉Ｂｒiｕｎｉｎｇ凧

Brauning ｕ．Ｒｅｄｅｋｅｒ佩、Malmros ｕ． Hed-

ｖa11作、Kayser-Petersen ｕ.Ｇｒｅｎｚｅｒ気､Lieber-

ｍｅｉｓtｅｒ2oj等ニョツテモ本問題二開スル研究ラ

我表サレテヰル。余等ノ｀ﾆ1レラノ諸詮こ對ソヽル

常否テ云々ヤルヨリハ、進ンデ自ラノ経障テ重

jヽテ行キタイト思フ。タヽ゛學童結核上注意フ、ベ

キノヽ、LiebermeisterがTonsillitis tubercu-

losａノ問題ラ提供ふ･テヰ～コトデア～･。結核

ノ初感染が扁桃腺二起り得－ヽごキコトハ明ラカデ

７リ、コ

　

レ

　

ヨリlymphogenこ或一八hamatogen

-ヽ、結核ノ進展が考ヘラレル。既二余等｡ハ頚腺

祐核ノ１例二於テカヽル症例テ有シテヰル。學

童結核ノ集團検診二常リ、注意スベ｀キ事項ト信

ズルノデコヽニ附記スル。

サキニ清水叫ハ學童ノ集團検診二於７貨兄セラ

ルヽ結核ノ中ニハ、初期ノ分化二属フヽルモノノ

多イコトテ述べ、而モ學童結核ノ本質ハ然ラズ

シテ、Hetherington, Me Phedran, Landis,

０ｐｉｅ，Ｍｅｙｅrｓ宋２ﾄ詞等ノアノ‘リカ學派ノ所謂

adult type ニ属ソヽルモノガ可成二多キコトヲ

強調シタガ、今同余等ノ得タ結核犯童ノ病型・ヽ

初感染結核ト再感染結核トガ略り白仲ノ間ニア

リ、就中進行性惨出性肺結核が多イコト刊認ｊ

ルノデアル。

　

田舎二於ケル結核ノ病型二就テ

ハ、今日迄我國二於ケル研究ハ鹸リュモ少ク、

到底之二以テ確言ス･レプ得ナ４．余等八本研究1

　

1

ヲ｀禎行スルコトーヨヽソヘ漸次コレフ解明セン

ト考’｀テヰル。

　　　　　　　　　　　　　　

第３都市ト郡部トノ比較

先ヅ結核感染卒り･見ルニ、7―16歳ノ見童ノ比

　　

高率ク示ノ、ト=1ロモアル､、

較二於テ、札幌市33．7％、幽館市37.8 χナル　　次二田舎ノ學童ニアツテハ、都市二見ラレル如

二對シ、今同得タ感染率ハ平均21．8％デアツ

　　

キ、年齢ノ増加二件フ結核感染率ノ上昇テ見ル

テ、一般二田舎二於テ低卒デアル。併シ個。々ノ

　　

コトガ出来凡コレノゝ本研究第１報二於テモ各

町村中ニ。・ヽ、特二甚グシク結核ノ惨害ヲ蒙ツタ

　　

年齢階級二認ｊラlノルモノデ、田舎ノ結核ノ一

地方モアリ、カヽル村ニアツテー・ヽ都市二劣ラヌ

　　

大特徴ト考ヘラレル。
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i5ljｏ

次二結核ノ病型二於テモ、都市學童ノ集團検診

二際シテハ、初感染結核が非常二多ク見出グサ

いレノデアルガ、田舎二於テノヽ必ズシモサウデ

。・ヽナイ。コレハ郡市ノ近郊及ビ僻村ノ間ニモ相

違が認ｙラレ、従ツテ結核浸潤ノ程度ニョリ結

核ノ病型モ相異スルモノニ非ルカトノ暇説が考

ヘラ

　

レノレｏ

カヽル結核ノ感染状態及ビ病型二於ケル都市1ヽ

田舎トノ間二於ケル相異へ郡市二於テハ結核

禰蔓ノ状態ニアルガタノー、年齢ノ進ムニ従ヒ

結核感染者が噌加シ家ルニ對シ、田舎ニアツテ

ノヽ結核稀薄ノ状態ニアルガタノ･ニ、結核ハ家族

ヲ軍位トシテ散殺生二稜生スルトイフ相異二基

クモノトjSバレル。

本邦ノ結核死亡曲線ハ、孚L見期及ヒヽ｀青年期が山

ザナシ、學齢期ハソノ中間二谷テ形成シテ居リ、

従ツテ學齢見童八一般二結核二對スル抵抗が強

４トサレテヰル。然シナガラコレノヽヒトリ結核

二馴化サレタ郡市學童二於デノミ見ラレル特徴

デアツテ田舎二於テ・ヽ乳見モ學童モ亦青年モ成。

人モ、結核二對シテ・ヽ同様二抵抗カガ少ク、何

レモ危瞼ニ・曝サレテヰルノデアル。

更二最近結核初感染ノ時期ノ遷延ノ傾向アルコ

トヘサキニＵstｖedt匹がTrondheimニ・於テ、

Lerebonllet戸等がParisニ於テ金井・清水尚が

札幌二於テ認メ、最近Fr. Ｋｏｅｓtｅｒ(27)モWest-

falen f Brilonニ於テ認メテヰル。　カヽル現

象が本邦都市二於テ一般二存在スルモノトフ、l／

バ、青年期一入ツテ初感染テ受ケルモハハ今後

盆ｌ増加シ、従ツテコノ中不幸ノ韓蹄ラトルモ

ノモ噌加シテユクモノト考ヘラレル。殊二大陸

二於ケル事愛飲生以家、青年期結核ノ噌加ノ趨

勢ノ認ノ･ラルヽ今日、我國ニトリテ之が對策ハ

焦眉ノ急ヲ･要フヽルノデアル。

　

コノ意味二於テ

モ、現在余等が賓験シツヽアルＢＣＧ像防接種

ノヽ、速カニー且ツ一般町二賓施スルノ要ガアルト

考ヘラレル。

第４

　

集團楡診ノ方法二就テ

近時集團的結核検診ノ我國二於テモ盛ンニナツ

テ来タコトハ欣ブベキ事デアル。余等ノ１人有

馬(28しヽ夙二大正12年、札幌市學齢見童二對スル

集團検診ヲ'賓施シテ、｢ツベルクリン｣反恵ト｢レ

ンlヽゲン｣検査ノ緊要不可訣ナル事ラ強調シタ

ノデアルガ、其後教室員ニョツテ種カノ集團、

例ヘバ所謂健康見童、所謂虚弱見童、中等學校

生徒、女學校生徒、大學學生、看護婦、一般町

村民、學校教員、兵士、會計員、店員、疾病蹄

郷者、盲唖者等二對シテ行｡ハレタ結核検診・ヽ極

ノ'テ多敬二上り、ソノ成績ハ従来屡ｌ発表シテ

ヰル。而モコレラノ検診二営リテノヽ、｢ツ｣反慮

ト｢レ｣検査トノヽ必ズ宣施シテヰルノデアベ

今日集團検診ヲ･行ヒテ結核テ発見スル方法トシ

テ、上ノ胴者ノ他二理學的検査、膿温測定、赤

血球沈降反恵、結核補醒結合匯拠、喀痰中結核

菌検査等が行ハレテヰルガ、余等｡ハコヽニ余等

ノ経験ニョリ、多数ノ健康者二對フ、ル集團検診

ノ方法トシテ、如何ナル順序二用フベキカユ就

テ述ベルコトヽスル。

勿論上記ノ諸検査テ全員二施行シ得レバ最モ理

想的デアルガ、限ラレタル検査テ以テ限ラレタ

ル時間内ニ、而モ時ニハ限ラレタル施設サ以テ

検診テ行ヒ、而モ最有数ナル結果テ得ルニハ白

ラ一定ノ制限ザ必要トスル。

先ゾ「ツ・ヽごルクリン」反庶ハ個値ノ結核感染ノ有

無ザ検査スル上二於テ快クベカラデルモノデア

ル。本反息陽性者ハ凡テ既感染者lヽ認ノルコト

ガ出来ル。陰性ナル場合二八次ノ種カノ場合が

考ヘラレル。

1）未感染者

2）「アレルギー」前躯期ニアルモノ

3）完全治癒者

4）重症結核患者

5）「アレルギー」性疾患者

6）血疹等ノ急性傅染病経過中及ビ恢復ノ者
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然シナガラ賓際上所謂健康者ノ集團二對シテ本

反嘸子行フ場合ニハ、（２）（３）（４）（５）（６）ニ

属スルモノノヽ極メテ少数デアルカラ、多クノ場

合「ツ」反慮陽性率ラ以テ結核感染率ト見ナスコ

トガ出来ル。但シ本反嘸陽性者中ニハ近時BC

Ｇ接種ニョル人工感染者が混入スル場合ガアル

ノデ注意テ要スル。

倚本反恚ノ術式二就テダヽ有馬・金井・清水・近藤・

笠季゛ノ報告テ參照サlノタ４．

理學的検査ニョツテ登見シ得ル結核ハ、責在ス

ル結核ノ約牛敬二過ギズ、所謂健康者ノ集團二

對シテ行フトキハコノ卒ハ更二低下スル。

酸温測定ハ軍ニ１同ノミデ齢り意味ガナイ。巌

密二之ヲ賓施スルニノ･ヽ時間テ充分ニトラネバナ

ラヌ。

補償結合反嘸・ヽ結核ノ活動性診断ニ。・ヽ大イユ有

数デアルガ、コ1ノモ責際意用シ得ル場合ハ少イ。

赤血球沈降反懲ダヽ結核ノ病勢及ビ像後判定上、

頻同検査スルトキ､ハ大・fニ有ノカデアルガ、非特

異性反廳ナルタメト、所謂健康者ノ殆ド全部

が正常値ザ示スコトニョリ集團検診二於テ。・ヽサ

ネド意義ハナイ、「レントゲン」検査数ラ制限ス

ルタノ゛ニ本反撫テ行フホド゛危瞼ナコトノヽナ４．

何トナレバ、赤沈異常値テ示スモノノ約牛数ハ

非結核性症患者デアリ、叉結核患者ノ約牛数ハ

赤沈正常値ヲ示スカラデア7レ。

喀痰中結核菌検査､ハ極ノ･テ重要デアル。近時培

養法ノ進歩ニョリ、大イェ用ヒ易クナツタガ、

「ツ」反慮陰性、胸部「レントゲン」所見正常ナル

モノノ、咽頭粘液、胃液等二結核菌ヲ登見シテ

モ、直チュ之テ結核症Tuberkulosekrankheit

ト言フコト､ハ出来ナイ。個膿ノ何處jカニ病竃ラ

澄明シ得ルトキノヽ問題ハナ｛が、然ラデル場合

ノヽ軍ニTuberkelbazillose結核菌症ト言フ他ナ

ク、コレ｡・ヽ咽頭粘液ニPneumokokkenが登見

サレテモ直チェPneumonieト言ヒ得ナ４ノト

同様デアル。

最後ニ「レントゲン」検査二就テ述ベル。「レ」検

査ヲドフニ常リ、透硯及ビ撮影ノ共二重要ナ

ルコトノ'ヽ言ヲ･侯タタ。自]チ透硯ニョツテ余等。ハ

患者ノ慌位テ自由二動カシ、咳楸、呼吸ナドテ

セシノ'ルコトニョツテ判然ト病竃テ定へ叉

ハ横隔膜、心臓、胸廓等ノ運動状態テ知ルコト

ガ出来ル。叉寫具撮影ニョツテ余等ノヽ一層細微

ナ病受ノ存在ヲ知ルコトガ出来ル。更二之テ記

録トシテ保存シテオクコトガ出来ル。然シナガ

ラ全員ノ撮影ヲ行フニハ多額ノ経費テ要スルノ

デ、アル場合二於テノヽ一旦透視テ行ヒ、疑､ハシ

キモノサ可及的多ク撮影スル方法テ採ラデルヲ

得ナカツタ。

従来ノ余等ノ幾多ノ経験ニョ

　

レバ、先ヅ被検全

員ニ｢ツ｣反慮ヲ行ヒ、次デ陽性者全員及ビ陰性

者中ノ所謂虚弱者ノ｢レントゲン｣透視尹行ヒ、

疑ハシキモノヲ凡テ寫具撮影ニョツテ病撥ヲ･検

査フヽルト共ニ、初ｙテ赤沈反慮､喀痰検査、理學

的検査等テ行フヤウユスルノガ、最モ有政直切

ナル方法デアツタ。少クトモ余等が螢光像撮影

ヲ開始スルマデ、コノ方法二準渫シテ来タノデ

アル。然シナガラカクスルニ1トーヨツテ、被透

視人員が多数トナルタメニ、ヤヽモスルト検査

者ニRontgenkater ^惹起スル虞レナシトセ

ズ、余等モカヽル経験テ有シヲTヰル。

然ルニ近年螢光像撮影法ノ臨休的慮用が漸ク行

ダ｀ルヽこ及ど、カヽルRontgenschaden ^除

去シ得ルコトニナツタコトハ欣バシキ限りデア

ル。余等ハ昨年ヨリ本法ノ研究ヲ開始シ、固定

｢レントゲン｣装置ハ勿論、携帯用装置二依ツテ

モ、之が賓験二成功シ、鮮明ナル寫具チ得ルニ

至ツタコトハ、最近ノ日本｢レントゲン｣學會總

登二於テ、教室ノ笠井・清水叫ノ饅表セル如ク

デアル。

本法ハHOlfeldeｒ(31)、Brauninが岡ノ言こ侯ツマ

デモナク、集團検診二於タル劃期的進歩デアル

ガ、余等ハ寫具ノ鮮明ナルニ拘ラズ、小像績影

ノ困難ナルコトノ理由ニョリ、35mmノ大サ

/ Filmこ・ハ尚ホ研究ノ鈴地アリ、最近Dede-

ｒich(3り｀９ｃｍノ大サテ推奨シテヰルガ、

　

コ

　

1／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1
トテ決シテ充分ナル大サトハ言ヘタ。特二注意



ス’゛キ。’｀大孤り形ニョル「レシトゲン」診断ハ余

等ノ一人有馬ノ創始セル２米遠距雛撮影法以

来、驚ク・ヽごキ進歩ヲ･遂ゲタノデアルガ、螢光像

撮影法ノ普及ニョリ、「レントゲン」診断ハソノ

價値ヲ低下セシメラレルデアラウコトデアル。

換言スレバ、微細ナル病９ノ「見落シ」が少クト

モ一時ハ噌加セデルテ得ナイデアラウコトデア

ル。コヽニ於テ余等ノヽ螢光像撮影法へ螢光板、

rt／ンズ、ｊ「フバレム」、現像液、観察装置等二

亙り一層ノ改良サ加フルト同時ニ、小像績影二

習熟スルコ1ヽテ心ガケネバナラヌ。サナクバ

「l／ツトゲン」像ニョリテ謐明サレズ、他ノ検査

法例ヘバ喀痰培養等ニョツテ始ノテ決定サルヽ

結核患者が漸次多キテ加フルニ至ルデアラウコ

トヲi5レルノデアル。

従ツテ今日集團検診ノ方法二開7､ﾉﾚ基準ヲ示セ

バ大約次ノ如クデアル。印チ被検者全員二對

シ、「ツ・ヽごルクリン」皮内反嘸及ビ螢光像撮影テ

行ヒ、結核率ヲ･知ルト共ニ、結核患者及ビ疑似

者ヲ･選抜スル。コノ場合１人ノ疑似者モ遁スコ

トナク選ブコトガ必要デアル。カクシテ選バ1ノ

タ結核患者及ビ疑似者二對シテハ、用ヒ得・ヽごキ

凡テノ診陶a去サ畢ゲテ之ヲ検査フ､ルノデアル。

再検査二常ツテハ、理學的検査、償温測定、喀

痰検査ぐ出来得レバ培養)検尿、赤沈反嘸、補機

結合反嘸等テ行ヒ、病歴ヲ精査シ、更ニ｢1／ン

トゲッ｣透視、普通撮影及ビ笠井・清水゛ノ創始

セル螢光叙説膨”ｔｦ'¨‾フヽ士見虻が最孟致

果、デアル

　　　　

地ニアツテ諸種ノ細菌旱

的、生物學的検査ノ不可能ナル場合、螢光像断

層･撮影法ノヽ最モ卓越セル再検査法デアル。

余等ダヽ既二上ノ如キ方法ニョツテ、都市二於ケ

ル大學、高等専門學校、中等學校、女學校等ノ

厚生生徒、學齢見童、其他ノ集團、農漁村二於

ケル一般村民等j Rontgenkatasterテ作リツ

ッアノレｏ

第６章

　

結

　

論

1）北海道二於ケル都市近郊及ビ僻村13ケ町

村15小學校ノ學齢見童(7―16歳)3200名ニ「ツ

ベルクリン」皮内反嘸ｦ一行ヒ、男見21.4%、女

見22.2が、平均21．9％ノ結核感染卒チ得タ。

2）倚工業地二於テハ結核感染卒ノ･ヽ郡市ノ夫レ

ト大差ナ４が、農山漁村二於テハ著シク低率尹

示シ、特二山村ノ２校二於テハ感染者ハ皆無デ

アツタ。

3）田舎二於ケル學童ノ結核感染率ノヽ、都市二

見ル如キ年齢ノ進ムニ従ヒテ上昇スル傾向テモ

タナ4．

4）「ツベルクリン」反吉陽性見童ノ「レントゲ

ン」検査ノ結果、25名ノ結核見童ヲ登見シタ。

’=1レハ被検總人員3200名ノ0．8％、「ツ」陽性見

童698名ノ3．6％ニ相常スル。

5j

　

=]ノ25名ノ｢レントゲン｣所見ラ分類スル

1､，初期吸化群l、胸内腺結核1O、血行性接種

性肺桔核(早期型)2､早期浸潤３(内早朋空洞1)、

結節性肺努1、冷出性肺僣6、潜出性肋膜炎1、

乾性肋膜炎１トナルo

6)那市近郊ニ於ケル結核ノ蔓廷ハ，田舎ノ都

行化ニ従ヒ那市ト同楳ノ形ヲトツテ行ハレ、其

状態ハ都市ニ於ケル夫1ノト殆ﾄﾞ異ル處ハナ４ｏ

７)農山漁付殊ニ僻村ニ於ケル結核ノ蔓廷状態

ハ、都市ニ於ケル

文

　　

献
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北海道農漁村二於ケル結核ノ研究

第３報

　

東倶知安村二於ケル

　　

集團検診ノ結果二就テ

北海道帝國大學教授

　

有

　　

馬

　　

英

　　

二

北海道廳衛生技師

　

金

　　

井

　　　

進

［u;内科教ｍχ

　

笠

　

井

　　

義

　

男

第１章

　

検査方法

表題ノ村ノヽ大儒二於テ純農村ト云フリ･得ベク、

従ツテ検診盲施ハ閑農期二於テこ元子ヘリ(白

昭和14年12月９日至同18日)。賓施前同村各

機開ト充分ナル協議聯絡ﾘｰ行ヒ検診ノ圓滑ナル

進行サ企圖セリ。

全受診者一先ゾ｢ツベルクリン｣皮内反座リ･行

ヒ、次デ該反態陰性者ニハ希望二依リＢ．Ｃ．Ｇリ･

以テ像防接種ラ施シ、他方陽性者中反憲陽性度

(冊)以上ノ者二對シテハ赤沈反座検査拉ニ｢レ｣

線寫前撮影サ行ヘリ。此ノ際斯クシや我見七ル

結核罹患者二對シテハ村醤ト協カシ適常ナル處

置り講ジタル。･ヽ論列矣タズ。据叉學童、青年學

校牛徒拉二瞰山従業員二限り「ツ」陽性者ノ總テ

ニ就キ赤沈検査、「レ」線寫其撮影町ヤヒタリ。

「ツ」ば庶ニハ傅研AT.原液ノ2000倍稀憚液0．１

ｃｃ刊羽ヒ左前博㈲則中央皮内二注射後48時間

ニこり･検診セリ。

赤沈反｡燃ハウェノ､タゲレン氏法二依リ１時間値

刊則定シタリ。

B.C.G接種ノ菌使汗八;:ノヽ‘小見二對シテハ0．005

mgｒ，聯童0．01mJ，成人ニ｡ハ0．02 mgr トナ

セリ。

第２章

　

該村ノ現況

本村ハ木道西部ノ純農村ニらテ、面積16方里、

戸数約1300、人口約7500膀、主要産物ハ米、

豆類、馬鈴薯等ナルガ眼山地帯二於テハ眼鏡り

産ス。

本村最近10ヶ年間二於ケル死亡總敷ハU41名

ニシテ此ノ13．5％印チ155名ハ結核性疾患二因

ル。結核死亡率ハ第１表二見ル如ク、昭和８年

ノ8．7％最低ニシテ、昭和10年ノ19．5.％最高

ナリ。近年噌加フ、ルノ傾向ヲ認ノズ。本道ノ結

核死亡率21．6％(1)(昭和５年調査)ニ比フ、レバ

這カニ低率ナリ。

上記結核死亡115名ラ性別拉二年齢別ﾆｰ見レバ

第２表二示ヴ､如ク男子73、女子82一シテ、後者

梢ｌ多夕、５歳以下ハ14例、6－10侃ノ匹例、

11一15な1判列、16－20改24例ト年齢的二噌

加シ、21－25混ノ4:川洲最高、31翫以後ハ各数

例二過ギズ。

疾患別ニハ第１表ノ如ク肺絡核73例ニシテ全

敷ノ大牛テ占べ肋腹膜炎こ二次ギ他ハ少敷ナ

リ。

次二家族的払咳素因有無ニョリ分類スレバ、素

因アルモノ52名、然ラデルハ闘、家族塑不明
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第１表

　

東倶知安村最近10ヶ年間二於ケノ1/死亡状況

【第18巷

昭和
年次

死亡總撒 肺結核 肋膜炎 腹膜炎 鵬膜炎 腸結核腎結核 骨結核
喉頭

結核

粟粒

結核
結核性疾患
死亡者計

結核死亡ノ

全死亡二對
ヌ　ノ1/　％

３ 101 ３ ３ ２ ０ ０ １ ０ ０ ０ ９ 8.9

５ 125 ８ １ ４ １ ０ ０ ０ ０ ０ 14 11.2

６ 91 ５ １ ２ １ ２ ０ ０ ０ ０ 11 12.1

８ 104 ６ ０ １ １ ０ １ ０ ０ ０ ９ ８．７

９ 130 ７ ４ ３ ３ ０ １ １ ０ ０ 19 14.6

10 133 ８ １ ９ ６ １ ０ １ ０ ０ 26 19.5

11 107 ９ ０ ３ ２ １ １ ０ １ ０ 17 15.9

12 104 ７ ２ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ 11 10.6

13 129 ８ ７ ４ １ ０ ０ ０ ０ ０ 19 14.7

14 117 12 ２･ １ ２ ２ ０ ０ ０ １ 20 17.1

計 1141 73 21 30 18 ６ ４ ２ １ １ 155 13.5

　　　　　　　

(但シ昭和４年及７年／ヽ峡虹ス)

第２表

　

性別、年齢別、家族的素因別ヨリ見タノ1/結核死亡者

死亡年齢
結核ニヨノ1/死亡者徹 家族歴二結核

ヲ認ムノ1/モノ
家族歴不明

家族康二結核ナキモノ

男　　　女 計 總　　撒
前項中本村以外

ニテ罹病セル者

1－5歳 ６ ８ 14 ４ ３ ７ １

6－10 ４ ２ ６ ２ ０ ４ １

11―15 ６ ８ 14 ４ ０ 10 １

16―20 ８ 16 24 ６ ４ 14 ５

21―25 23 20 43 18 ６ 19 15

26－30 ８ 15 23 ８ ４ １Ｌ ７

31―40 ８， ４ 12 ４ １ ７ １

41―50 ７ ４ 11 ４ １ ６ ０

51―60 １ ５ ６ ２ １ ３ ０

61―70 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

71歳以上 ２ ０ ２ ０ ０ ２ ０

合　　計 73 82 155 52 20 83 31

％ 47.1 52.9 100.0 33.5 12.9 53.6 20.0

他ニ20、但シ素因ナキ83名中終始本村内一生

活セルモノズヽ52名－シテ素因有無ト結核二因

ル死亡トハ一見無開係二見ユルモ、調査資料ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　

第３章

：

　

今同ノ検診二參加セル本村學童1314名中「ツ」

川反庶陽性ハ174、陽性率13．2％、本道郡部學童

　

平均陽性卒21.9%ツ北海道廳調査）ニ比シ甚グ

　

低卒ニシテ、本道中結核感染度最低ノ部類二属

　

ス可ク、本村内二於ケル分教場２ぬ所二於テハ

性質上之ヲ以テ直チュ

(第２表參照)。

學童検診成績

印断スル・ヽ不常ナラン

陽性見童１例サモ認メズ、一小雅校ニテノヽ陽性

僅カニ１例ト云フガ如キ著シキ場合スラ存在セ

リ。

年齢別陽性卒ハ第３表二見ル如ク、:12歳以後何

l／モ20％内外ニテ、年齢ノ増加ト陽性率トノヽ殆
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第3表 學童 「ツベル〃 リソ」皮 内反応検 診成績年齢

「ツ」反応

年

齢
7歳

8

9

10

11

・12

13

14

15

計

被 検 線 撒

男 隊1計

陰 性

第4表

男 隊1計
1481479546

[107}9912061100 　

191187178183

8Ql921・72170

]gi73152168

190185175、66

j108i67i175189

151i35!86!41

1443・}75138

16981616i13141601

「ッ」陽性 學童 二於 ケル 家 族 的

結 核 素 因 ノ有 無

44

一98

一78

一墾

63

一70

一54

90

198i

161
1

154i
131}

136

1431

陽 性

男1女1計

2135

711i8
89117

10「8i

11}10!21
　 　

24115}39

1913

6引10

、8ト2.引8.7

13・9;
一1

26.7117.6;

陽 性 傘

男1女1計

4.2i6.415.3

6・5i1・ol3・9

8.810.39.6

110.5

13.713.8

22.3

26

22

539

　

60}6

114097

9

℃

一77

32巨7・6

1919.6

1513.6

174113.9

19.4}18.3

「ツ」陽

性例倣
素因
不明

素 因
ナ シ

素 因
ア リ

前 項 ノ「
ツ」陽性

者二封 ス
ル%

全
學
童

市街地 146「17 80 49133・6

部 落 28io 8 20}71.4
計 174117188 69 39.7

歳學
以堂
下1

十 ノ 市街 地 38「Oi20 18 47.4

部 落
1

81110 7 87.5

計 46ill20125154.4

ド無 關係 ヨ シテ、 男 見 梢 ≧高 卒 ナ ル モ性 別 的 二

略2同 率 ナ リ。

上記174名 ノ「ツ」陽性 學 童 中家 族 的結 核 素 因 ア

ルノ・69名(素 因 不 明17)39.7%ナ ル ガ、 市街

地 二 於 ケ ル此 ノ 率 ノ・33.6%ナ ル モ 部 落 ニ テノ・

71.4%二 昇 リ,特 二10歳 以 下 ノ 者 ノ ミラ考 フ

レバ市街 地部 落 合 シテ54.4%ナ リ.

第5表

25.7i22.1
　

29.020.0

12.5 ,13.2

卸 チ學 童 結 核 感 染 経 路 トシ テ重 要 ナ ルノ・家 族 内

感築 三 シテ、 特 雲低 學 年 者 且 又 交 通 不 便 ナ ル地

二於 テ夫 ノ著 明 ナ ル ラ知 ル ベ シ
。

174名 ノ「ツ」陽性 者 中 赤 沈 被検 例 ノ・170ニ シ テ

1時 間値9mm以 上 ヲ・示 セ ルノ・122例 、71.8%

ナ リ シモ、 之 ト「ツ」反 鷹 乃 至 「v」線所 見 ト ノ關

係 ハ著 明 ナ ラザ リキ。

「レ」線 撮 影 ノ・167例 、此 ノ中 第5表 二見 ル28例

(18%)二 於 テ結 核 性 病 攣 ラ認 メ タ リ。 表 示 ノ如

ク 目下 活動 中 ト見 倣 サ ル ・ノ・15例 ニ シ テ「ツ」

陽性 者 ノ8.6%二 相 當'ス。 倫 表 中1、5、6,8,

10,11,18、21,24、25,26/11'1列(39.3%〉

二於 テ家族 二結核 罹 患 乃 至 死 亡例 テ認 メ
、 特 二

10.18ノ ・兄弟 、27.28ノ ・家 族 健 康 ナ レ ド同胞 二

「ツ」陽 性 者 ア リ
。

「レ」線所 見陽性學童一覧

番號:姓 名1年 釧 性別 縁 族 劇 「レノ」 線 所 見1「 ツ」反騰 沈殿
}■一__一 一一一一 一 　_一一 一 一一 一

1}■i8 ♂

皿　一 一

父肺結核死亡
}

噴上葉培殖性結核 22×20 28

2 ■110 ♂ 右肺門灰化 25×25 17

3 ■:9 ♀ 右肺門腺腫脹 22×23 26
し

4■}12、 ♂ 右肋膜肥厚 (一) 70

5;■!・ ・!♂ 母肺結核死亡 右肺門結核 50×30 42

6判■ 「111♀ 母肺結核死亡 右下野茨化竈1ヶ 42×30 3

7}■112 ♀ 1雨上葉髄 性結核
一

45×43 44

81■111 ♂ 兄病 弱1右 肺 門炭化[1・ ・×7・ 48
1

9}■[11 ♂ 右下野早期浸潤 27×27 6

1。t■ …、2 ♂
1母及兄2名 肺結核死亡 右肺門腺腫脹

20x25 116
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11 12 ♂ 兄肺結核死亡 同 上 35×28 4一
12 一 12 ♂ 同 上 38x40 40一

13 11 ♂ 右中野初感染竈 22×21 6一
14 12 ♀ 左肋膜肥厚 80×50

『

～
16一

15 12 ♀ (不 明)

一
右肺尖浸潤 30×28 12一

16 一 14 ♂ (不 明) 右肺門腺腫脹及ビ雨肋膜肥厚 45×39 65一

17 一 13 ♀ (不 明) ■ 右肺門炭化 19×17 25一
一

18 14 ♂ 母及兄2名 肺結核死亡 右肺門腺腫脹及 ビ左肋 膜肥厚 ・ 45×35 10一
19 14 ♂ 左肺門周園浸潤 46×40 33一
20 14 舎 (不 明) 雨肺門茨!化 20×22 72一
21 15 ♂ 父肺結核死亡 右下疎薄初期攣化群 66×57 4一
22 15 ♀ 右肺門炭化 23×22 12一
23 一 15

一 一
15

♀ 右下陳蕉初期攣化群 19×18 25

24 一 ♀ 兄肺門腺腫脹 両側肺門結核 30×28 3

25 7 ♀ 母肺結核死亡 右肺門炭化 32×30 14一
26 11 ♂

一 一一一

♀

隣家 二肺結核 患者 ア リ右肺門灰化及上葉播種灰化 45×40 11一
27 11 (同 胞2名 「ッ」陽 性) 右陳薄初期攣化群 58×43 施行 セズ一
28 12 ♀ (同 胞1名 「ツ」陽 性) 右肺門腺腫脹 64×46 26一

家族史空欄 ナル ・・全 員健康 ニテ素 因ナ キモ ノナ リ

第4章 青年學校生徒検診成績

「ツ」反 鷹 被 検174名 中 陽 性39 、陽 性 傘22.4%ナ

ル が性 別 デノ・男 子29.5%、 女 子16.7%ニ シ テ

男 子感 染 率 ハ 女 子 ノ2倍 弱 二達 ス(第6表 参 照)。

太 田 氏 ωノ・青 少 年 義 勇軍 中 本道 出 身者 ノ「ツ」陽

性 卒30.8%ト 報 ジ、叉 本 學 附 属 書 院 看 護 婦 志望

老 中部 落 出 身 者 ニ テノ・29.815)%ト ノ報 告 ア リ何

レニ比 スル モ合 同 ノ成 績 ノ・著 シ ク低 率 ナ ル テ知

ノレo

第6表

年齢別陽性傘ハ例激少キ爲メ甚 ダ不規則ナルモ

21歳 以上ノ・高卒ナルが如 シ。

「ツ」陽性例39中 家族的二素因 アルハ16例 約40

%醸 、學童 ノ場合 ト大差ナ ク、依然家族内感染

ノ主要ナルテ認ムルモ、男子陽性卒 ノ上昇等ヨ

リ見テ、年齢的二瀬 ク家族外感染源 ノ増加スル

テ認 メザル可 ラズ。

赤沈反鷹ノ・31名 二就 キ検査 シ、1時 間値9mm

青年學校 ノk徒「ツベル 〃 リソ」皮 内反応検診成績

＼ ツ」鷹
年
齢 ＼

15歳

被 検 総 数

男1剥 計

6

一
7

一8

一
9

一
〇

一
1

一
2

一
3

一
十

1

[-

一
1

一
-

一
2

[
2

一
2

[
2

=
言

噌1

9
向

4
1

1

0

7

6

1

8

3

1

1

8

1

7

9

一25

一19

一17

一7

一9

一3

4

一3

一96

20

45

36

23

18

17

6

5

4

174

陰 性

男1列 計
10

5

3

4

4

6

1

1

1

5

1

1

5

8

一20

一17

一16

一6

一8

一2

一3

一〇

一80

18

35

30

20

10

14

3

4

1

135

性陽

計女男

ユ

5

一4

一2

万

[2

一2

[〇

一〇

一23

1

5

2

1

1

1

1

1

3

61

一一
2

10

6

3

8

3

3

1

3

39

陽 性

男1列 計

9.1

23.0

23.5

33.3

63.6

25.0

66.7

0

0

29.5

10.5

5.9

14.3

11.1

33.3

25.0

100.0

16.7

率

1計 {

110・0

122.2
一

20

一

一

46

一

16.7

13.0

44.4

17.6

50.0

20.0

75.0

22.4

0.1%

6.7/
1



第６披】 有馬・金井・笠井＝北海道:農漁村二於ケル結核ノ研究

以上ラ示フヽハ11例(35.5ルナリ。

｢レ｣線所見ハ28例中活動性病爰ヲ･認ムルモノ

403

１例モナク、５例二於テ治癒痕跡ヲ･認ノタリ。

第５章

　

一般住民検診成績

｢ツ｣被検1159名中陽性514、陽性率44.3%ニ

シテ、15歳以下ノヽ6．3乞16歳以上ニテハ59.5

χトナル。猫叉第７表二見ル如ク、16歳以上ノ

男子ニテハ68.6％、女子ノヽ52.8ガユシテ男子

ノ方梢ｌ高率ナリ、、特ニ36歳以後ハ男子二於

テ著明二高率り示フ、ハ恐ラク性別二因ル生活瓊

境ノ差ノ故ナうン。尚叉¦莉性ヲ･通ジ21歳以後

急激二感染度ノ上昇ラ示スハ注目ス可キ事賓ニ

シテ(6)、幼少年者ノ感染皮低キ＝一不拘青年期以

後初感染ノ機會ノ猫強ク存在ノ､ノレヲ認メデルサ

得ズ、之ノヽ本道他地方二於テモ廣ク認ノ･ラノレノレ

所ニシテ、早期像防對策ノ緊要ナルテ明示フ、ル

ナリ。

「ツ」反感ト家族歴トノ開係二就キ諸種ノ條件ニ

ョリ充分ナル調査ノ逡行シ得ずリシダヽ最モ遺憾

トスル所ナレド゛、管内２部落二於テ川

ナル結果ヲ得タリ。

郎チ其一ツハ北部未開ノ交通甚グ不便ナル純農

地帯ニテ他ハ交通比較的便ナル鍼山地帯ナリ。

前者二於ケル被検總数147例中家族歴不明ナル

第７表

　

一般住民｢ツペルクリｙ｣皮内反鹿検診成績

｢ソ｣反鹿 被接穂徽　∩塗　　　性 陽　　　　　　性 陽　　性　　率

年齢　T＼　男　｜　女 計　男　女∩∩男　女　計　男’女　計

18レ　98　1　76　174　　5　　5　　10　　4･緊　６．２　５．４1－5歳づ03 81

6－10　　50　1　52 102 47 ５１　　　　９８　　　　　３　　　　　１　　１　　　４　　１　　６．０　　　１．９　ｉ　　３．９

11―15 18 27 45 1　16 22　　　　38　　　　　2　　　　　5　　　　　7 11.1　，18.5 15.6

15歳以下計1 171 160 331 161 149　　310　　10　　11　　21　1　5.（　6.9 ６．３

16―20 52 104 １ 156 38 77　　　115　　　　H　　　　27　　　　41　　　26.9　づ

21－25 31　　77 1U8 20 38　　　　58　　　　11　　　　39　　　　50　　　35.5　　50.6　1　46.3

26―30 51 56 107 20 19　　　　39　　1　　31　　1　　3768 60.8　！　66.1　1　63.6

31―35 46 53　　１　　　99　1　　16　　　　25　　，1　　41　　　　30　　’　2858　　65.2　52.8　58.6

36－10 40 50 90 ５ 22　1　27　　35　　28　1　63　　87.5 56.0　70.0

41―45 40 38 78 ４ 16 20　　　　36　　j　　22 58リ0.0 57.9 ・74.4

46－50 28 30 58 ３ 9　　12　1　25　1　21　1　46　I 89.3 70.0 79.3

51―55 23　1　2↓　　　　47　:　　4 5　　9　　19　，19　　38　82.6　79.2　80.9

56－60 22 19 41 １ 8　　，　　9　　，　21　　1　　11　　1　　32　　　95.5　　57.9　　78.0
　　　1　　　　　　　　　　　　　　1

61歳以上 20 2（　44 ０ ５ 5　1　20 19 39　　100.0　　79.2　　88.6

16歳以上計 353 475 828 111 224　　　335　　　242　1　251　　　493　　　68.6　52.<S　　59.5

合　　　計う24 635　　I1159　＝　272 373　645　252　262　511　48.1　41.3　44.3

.'｀5例、家族二結核病歴全クナキモノ89例、此

７中｢ツ｣陽性ハ８名(９％)－シタ其ノ大多数

｢ツ｣陰性ナルニ、結核性素因アル58例二於ケル

陽性者ハ17(32.1ヅ)ナリ。楢亦｢ツ｣陽性者ノ65

％諦ノヽ家族歴二結核ヲ謐明セリC第８衣參照)。

家族軍位トシテこテ見ルニ第８表ｂノ如ク、31

家族二於テ、素因アル家族ニテノヽ家族員ニ｢ヽｿ｣

陽性者多ク、然ラデルニ於テ・ヽ陰性者多倣ニシ

テ、郎チ茲二於テモ家族内感染ノ著明ナルサ認

ノ'得タＬ、

後者印チ振山地帯ニテハ304例中家族史不明ナル

ハ5、素因ナキハ191、此ノ中陽性者85名(44.5

％)こヽへ素因アルハ108名中陽性69(63.9イ)、

印]チ全陽性片>' 44.3ガエ於ダ･家族歴二結核ヲ
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第8表ａ 家族的結核素因有無｀ﾄ｢ツ｣反感トノ関係(純農部落)

【第18巷

「ク」反　鹿 陽　　　　　　　性 陰　　　　　　　性

　家族的結核

　　　　素因
年　齢

ナ　　ジ ア　　リ 不　明 例　徴 ナ　ジ ア　　リ 不　明 例　徽

1―10 ０ ２ ０ ２ 28 16 ３ 47

11―20 ０ ７ １ ８ 42 13 １ 56

21－30 ４ ２ ０ ６ ６ ５ ０ 11

31―40 １ ５’ ０ ６ １ １ ０ ２

41―50 １ １ ０ ２ １ ０ ０ １

51―60 ２ ０ ０ ２ ３ １ ０ ４

計 ８ 17 １ 26 81 36 ４ 121

％ 30.8 65.4 ３．８ 100.0 66.9 29.8 ３．３ 100.0

第８表ｂ

　

同上家族別(１家１名来診ノ場合ヲ除ク)

入　　「ッ」反庭

家族吏｀へヽ～､､､、
１家全員陽性

１家２名

以上陽性

１家１名

ノｉ陽性
１家全員陰性 被接家族總倣

結核ヲ認メズ ０ ０ ３ 14 17

結核ヲ認ム １ ４ ５ ４ 14

計 １ ４ ８ 18 31

結核ヲ認ムル％ 100.0 100.0 62.5 14.3 45.2

第９表ａ

　

家族的結核素因有無ト｢ツ｣反塵1ヽノ開係(鍼山部落)

「ッ」　反　鹿　｜　　　　　　陽　　　　　　　　　　性 陰　　　　　　　　性

へ､､恚戸丿結核

　　　　素因　41ﾄﾞで ナ　ジ ア　　リ 不　明 例　撒 ナ　ジ ア　　リ 不　明 例　徽

1―10　　，　4 ３ ０ ７ 41 24 1　　　i　　　66

11―20 14 ６ １ λ1 28 ８ ，０ 36

21―30　　1　24 17 １ 42 19 １ 1　1　21

31―40 17 17　1　　0 34 10 ３ O　1　13

41―50 10 14　　　　0 24 ５ ３ １ ９

51―60 10 ７ ０ 17 ３ ０ ０ ３

61以上 ６ ５ ０ １１　！　　Ｏ　ｊ　　ｏ ０ ０

計 85 69 ２ 156　　　　　106　　　1　　　39 3　1　148

％ 54.5 44.2 !　1.3 100.0 71.6 ’ 26.4ﾊﾞ　2,0 , 100.0

第９表ｂ

　

同上家族別（１家１名来診ノ場合ヲ除ク）

へ､､、「ッ反嘔　　　　　　」

家族史　　へ
１家全員陽性

１家２名

以上陽性

１家１名

ノ１陽性
１家全員陰性 破檜家族總敏

結核ヲ認メズ ３　， 12 18　　　1　　10 43

結核ヲ認ム ６ 14 ４　． ０ 24

計 ９ 26 22 10 67

結核ヲ認ムル％ 66.7 53.8 18.2 ０ 35.8

謐明セリ(第９表ａ八

家族軍位ヨリシテ之尹見1ノバ第９表ｂノ如ク、

矢張り家族員二多叡陽性者アルモノニ於テ素因

ヲ§忍ムベ｀シ。

以上雨部落ノヽ木村管内二於タル都鄙南面ヲ代表

スルモノト謂フベク、何レニ於テモ家族内感染

ノ主要ナルヲ･認ム可キモ、唯雨者ノ成績二於テ

多少程度ノ差アルヘ勿論雨地方ン性質上環境
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番 號1姓

第10表 「v」線所見陽性一般 村民一 覧

名 陣 酬 性 別rレ 」 線 所 見

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

一
i富
量
里

■■　■■■.■　■　■■1…■■………

4

}5

「37

一38

一45

一24

一26

「32

}18

一17

一46

「23

一墾

38

一21

一23

一29

一35

「29

一34

一33

[29

23

}24

一25

一
26

一
27

一
28

一
29

一
30

「
31

ノ

ニ大差 アル ガ故 ナ ル ベ シ
。

55

一
19

一
32

一
14

一
10

一
14

一
36

[
21

「
21

♂

一念

「♂

[♂

一念

一♀

一♀

「♀

「♀

一♂

一♂

一♀

一♀

一♀

一♀

一♂

一♀

一♀

一♂

[♂

「♀

一♂

一♀

一♀

{♂

一♂

一♂

一♀

一♂

一♂

一♀

;右肺 門周園寝溜
　

右中野灰化竈

右肺門及下野:灰化竈

右鎖骨下増殖性結核

1右肺門灰化一1

右鎖骨下塘殖性結核

1右灘性肋膜炎及左上葉培殖性結核1左漁性肋膜炎及右下野新鮮初感染

右肺門炭化

雨側混合型結核

塵肺尖茨化竈
1右腕膜肥厚

右肺門、肺尖灰化
上

左肺尖肋膜肥厚

1右中野早期浸潤
雨肺尖播種性結核及友朋肥

雨肺尖炭化
　

1右肺門灰 化

左 下野茨化
　

1右鎖:吾:下味茜初期攣化群

有漏性肋膜炎及右上葉播種性結核

右下野疎薄初期変化群

雨側目然氣胸
1左腕膜肥厚
　
右肺尖治癒痕跡
1左温性肋膜炎

1左肺門・下野浸潤
　1雨肺門灰化
l
I右下野増殖性結核　
左中野早期浸潤

左肺尖炭化寵

赤 沈被 検例 ハ204ニ シテ1時 間 値9mm以 上 ヲ

示 セルノ・57・8%ナ リ。上 述 學 童 ニ チハ 此 ノ率 ノ・

71・8%、 青年 學校 生 徒 ニ テノ・35.5%ニ シテ
、斯

ク幼少 年 者 拉 二壮 年 以 上 ノ青 年 二比 シテ促 進 例

多 キノ・諸 家 ノ既 二報 告 セ ル所 ナ リ。 前 記 同様 赤

沈値 ト「ツ」反慮 乃 至 「レ」線 所 見 トノ関 係 ノ・著 明

ナ ラズ o

「レ」線 撮 影 ノ、246例
、 其 ノ成 績 ノ、第10表 二 見

ル が如 ク
、 異 常 テ認 ム ル ノ、12.6%ニ シ テ、既 二

129×25
　

122x26

60x:51

160×501

50×45:

41×36

76×861

70x601

152×45

19×16

63×37

115×13[
1

i24×25}16
x121

23x251

24x20

20×181{

135×28
1、
126×261

[

68×45

40x28:　

158x41,
　

145x56{

i40×451

60×60「

36×36:

128x251

:20×19、

旨21×22

167×48
1

50×38

　 }

赤沈反磨

15
一 一 一

}

37

2

i
2

1

5

1 86

! 5

「

8

105

24

33

35

}

24

26
一

32

2

5

8

6

51

9

22

r

11

11

18

15

30

6
一

3

50

治 癒 セ ル痕 跡 テ認 ムル ノ・17例 ・6.9%)、 活 動 性

病 愛 アル ノ・14例(5.7%)ナ リ。 即 チ「ツ」陽 性

514名 二封 シ2.7ク ・.、被 検 総 数1159名 二野 シ

1.2%ガ 目下 活 動 性 病i愛 テ呈 シ、 後 者 ノ値 バ ベ

ル ネ ル 〔71氏ノ13.7%ナ ル 成 績 二 極 メテ 近 似 セ

ル ノ、興 味 ア ル貼 ト思 ノ、ル。

猫 ホ學 童 、 青年 、 一 般 三 者 ラ通 ジ タル 「し」線 所

見一 覧 ノ、第11表 二見 ル如 ケ、 初 感 染 ト 見 ラル

ル、 肺 門淋 巴腺 腫 脹 、肺 門 周 園 浸 潤 、 及 ビ新 鮮

初 期 慶 化 群 ノ・計16例 ニ シ テ、11-15歳 ノ9例



第11表｢レ・｣線所見一覧(學童、青年、一般合計)

　　所　見入二
回・

年　齢　　、

躯　¦新鮮
“｀｀所北川き染

肺門瞳腫
及肺門周
回浸潤

肺尖結核
及上尾擾
腫性結核
-一一　－
　　０

早期
浸潤

　　　練馬初

陣　琲湖礎化
　　　¦群

其ノ他

ノ石友
化竃

温　性
肋膜炎

肋膜
肥厚

異常計

　　　- F－　5 ９１　７　　　０ １ ０ Ｏ　’Ｏ　１　　１　　ｉ　　　，
０ ０ ２

6－10 49 43 １ ２ １ ０ ０ ０ ２ ０ ０ ６

11―15 138 113 １ ８ ２ １ ０ ３　ｊ　７ １ ２ 25

16―20 52 45 ０ ２ ０ ０ １ Ｏ　１　２ ０ ２ ７

21―25　1　42 3↓　　　　　0 ０ ２ ２ ０ ０ ３ ０ １ ８

26―30 37 33 ０ ０ １ ０ ０ １ ２ ０ ０ ４

31―35 32 27　　　1 ０ １ ０ ０ ド　２ ０ ０ ５

36―40 30　1　26 ０ ０ １ ０ １ ０ １ ０ １ ４

41―45 20　　　　19 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １

46―50 13 12 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ １

51歳以'上 　19

441

18 ０ ０ ０ ０ １　１　０　１　０ ０ ０ １

計 377 ３ 13 ８ ３ ３　１　　５ 22 １ ６ 64

が首位ヲ占メ、6―10歳ノ３例之二次ギ、16―20

歳２例、1－5及31－35歳間二於テ各１例、36

歳以後こ一之ヲ認ノズ、20歳迄二初感染多ク殊

ニ11歳以後特二其ノ頻度大ナルハ前述｢ツ｣反

嘸７項二現レタル結果ト一致セリ。

第６章

　

結

　

論

ヽ以上ノ結果ヲ･總合スレバ、本村ノ如ク人口稀薄

　

主トシテ農業テ生業トシ、管内管外ノ交通不便

　

ニシテ、輸入特出者少キ地方二於テハ、結核ノ

　

淫浸度著シカラズ、叉結核死亡ノ約２割ノヽ他出

　

中罹患セリ。但シ結核稜症セルモノ及感染者ノ

　

ミニ就キテ二号フレバ、家族内感染ハ賢二重要ナ

　

ル役割ヲ演ジ、特二幼少年者二於テ且叉僻阪ノ

　

地二於テ著明､ナリ。叉幼少年者ノ感染率ハ甚グ

低ク、時二結核感染二對シ謂所處女地帯ヲ'現出

シ居レド゛、之ヲ以テ安心フヽ可ラデルハ青年期或

ハ夫レ以後感染機會ノ多キ黙ニシテ、斯ル地方

二於テ早期像防對策ノ賓施ハ特二緊要ナル事二

唱スベシ。

〔附記〕本研究八日水學術振興會第八小委員會

(結核像防委員會)ノ事業ノ一部ナルサ明記ス。

文

　　

献

1)高畠徳正，結核死亡卒二就テノ統計的観察･

民族生物學研究.第６輯, 147頁(昭13, 6う　2レポ

村質之助，合田肇，金井進，北海道小學校l;と童結

核検診成績.結核ノ臨林．第１巻,５彼(昭13, 12).

3)有馬英二，金井進，北海道:農漁村二於ケル結

核ノ研究.第１報，日本臨林結核創刊彼ご昭15, 2)･

4)太田健三，青少年ノ｢ツペノ1/クリｙ｣反竪二就

テ．結核，第17仏12妓(昭14, 12).　5)佐々木

幸，林延夫，近藤角五耶，女子青年(看護婦)ニ於

ケル結核研究．北海道醤學雑誌(昭13, 10).　　6)

清水寛，健康相談所ヨリ見タル結核･結核ノ臨林，

第１巻，２彼及３琥(昭13, 9及10).　7) F. Ber-

ner. Die rontgenfacharztliche Auswertung　von

Uber 64，0000　Rontgenaufnahmen　a us Mecklen･

burg. Ｚ. f.Tbk. Band 83(1939). S. 268.
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農村二於ケル結核ノ研究

第１報石川懸河北郡三谷村二於ケル検査成績

東北帝國大學醤學部熊谷内科教室

中

　

村

　　

隆

三

　

紳

　

秋

　

子

大

　

開

　

陸

　

郎

金

　

田

　

晴

　

司

加

　

藤

　　

學

竹内きみ代

東北帝國大學娶學部「レｙトゲソ」科教室

古

　

賀

　　

良

　

彦

第1:章

　

緒

　

言

近代資本主義経済ノ殼達ト共二農村民ノエ場都

市ヘノ移動ノヽ盆ｌ著シクナリ、殊二事受以来殷

賑工業ノ隆盛ト共二農村問題が漸ク世人ノ注目

ヲ･引キ、今ヤ重大ナ杜會問題トシテ考慮セラル

ルニ至ツタ。斯カル時農村人口問題特二醤學的

見地ヨリ現下農村民健康状態ノ責状ヲ精糾頂杏

スル事ノ'ヽ必要不可訣ノ事ト思考セラレル。殊二

本邦結核ノ死亡率｡ハ文明諸國中第１位夕占ノ･、

特二都市二娼集セル地方農村民ノ疾昿郎郷者ノ

多クガ結核患者デアリ、之が結核死亡率ノ高卒

ｦ･結果ソ､ル重要ナ原因ノ一ツト号ヘラレル今

日、農村結核ノ疫學的研究ハ焦眉ノ急デアル。

然ルニ農村二於ケル此ノ方面ノ研究・ヽ従来甚グ

稀デ、欧米二於テRedeker ｕ.ＨｅｉｍｍＵ１１ｅｒ(1)、

Schｗｅtａｓ(矢W6出ｅｉｎ(3)、Vizniskij u. Dani-

loｗ(4).Ｋｏｒｎベ及ビＭａssｉｎｏ(6'、本邦二於テ平

尾外２氏(7)、古屋(≒有馬外２氏(9り報告アル

モ、一定匯域ノ全住民ノ検査｡ハ常教室ノ星lo)、

粟野凪及楠外４氏12ノ報告テ以テ噛矢トスル。

今本邦各府新ノ結核死亡卒ラいしト北陸ノ石川

第１表

　

全國各府駆結核死亡比較表』討日 12年)(内閣統計局晋行死因統計二依ル)

呼吸器結核　ｌ其・他ノ　結核 計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　　　--←--======　　■--　〃　　－
總死亡徽　犬け譜白総死亡敷　∧

石川顛　　1.757　・　22.8　　　　93,↓　　　12.1　　　2.691
　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一　一一一一‥-一一一一　　一一一京都府　　3.397　　　19.6　　　1.252　　. 7.2　i　4.649

34.9

26.8

北海道｜　5.981　　　　　19.2　　　　　　　　2.319　　　　　　　　i.6　　　　　　　　8.360
　　　　　　　　　　　　　　　　｜

26.8

大阪府 9.110 20.4　　　　；　　　　2.828’　　　　6.3　　　　　　　　11.938　　　1　　　　26.7

稲井駆1　1.173 18.0　　　　.1　　　　　　557 8.5　　i　　1.730 26.5

兵庫顛＝　5.809 19.5　　1　　1.950　1　　　6.5　　　　　7.759 26.0

東京府　　11.873　’　18.1 4.002　　　，　　　　6.1　　　　，　　15.87521.2

富山駆　　！.304　，　16.2 631 ７．９ 1.935　　　1　　　　24.1

岐阜餌i　2.043 16.5 850 　　　　　　1　　　　　　　　　　16.9　　j　　2.893　’　2.S.4

神奈川餌　　　3.299 17.5 1.027 5.4　　　　　4.326　　　　22.9

滋賀駆　　1.178　　　16.5　1　　438 ６．１ 1.616　　　　　　　　22.6　　　　5

中村・金田・三脚・加藤・大開・竹内・古賀＝農村二於ケル結核ノ研究第６蜻】
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・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　１

徳島駆，　1.177　　　　16.1　　　　422 ５．８ 1.599 21.9

沖縄餌 955 16.0　　:　　　350 ５．９ 1.311 21.9

愛知駆1　4.825 16.5　　1　　1.562 ５．３ 6.387 21.8

愛媛駆 1.929 16.5　　　　’　　　　　599 ５．１ 2.528 21.6

山口駆 1.927　　　　　　　16.0 626 ５．２ 2.553 21.2

紹岡餌、　4.423　　　15.8 1.492 ５．３ 5.915 21.1

長崎駆　　2.131　　　16.3　1　　618 ４．７ 2.762 21.0

奈良邸1　　952 15.2　　　　1　　　　　　342 ５．５ 1.294 20.7

大分駆 1.507　1　　15.3 512 ５．２ 2.019 20.5

島根駆 1.149 15.3 383　　　1　　　　　5.1 1.532 20.4

青森駆 1.452　1　　14.7 550 ５．６ 2.002 20.3

三重顛　　1.811　1　15.4　1　　535 ４．５ 2.346 19.9

鳥取駆　　　659 13.4 310 ６．３ 969 19.7
-

19.6斎島顛　　2.514 13.7 1.086 ５．９ 3.600

和歌山駆 1.327 15.2 377 ４．３ 1.704 19.5

香川駆1　1.058 14.1 401 ５．３ 1.459　1　　19.4

評岡部 2.868 14.6 819 ４．２ 3.687 18.8

佐賀駆 ､958　１　14.0 323 ４．７ 1.281 18.7

鹿児島邸　　2.401　　　15.0　1，　575 ３．６ 2.976 18.6

新潟駆　　2.717　1　13.5　i　l.003 ５．０ 3.720 18.5

熊本餌　　1.914 13.7 560　１　　4.0 2.474 17.7

高知駆 998 14.0 255　1　　　3.6 1.253 17.6

群馬駆 1.565　1　　12.5　　　　　　626 ５．０ 2.191 17.5

岡山駆 1.713　　　1　　　　12.8　　　　1　　　　　　594４．４ 2.307 17.2

宮崎駆 1.089　’　13.0 260 ３．１ 1.349 16.1

埼玉邸1　1.748 、　11.3　1　　721 ４．７ 2.469 16.0

宮城餌 1.304　　　１　　　　10.4 622 ５．０ 1.926 15.0

長野顛 1.731　　1　　10.1　　　　　　886 ５．２ 2.617 15.3

栃木駆；　1.318　1　10.9 429 ３．５ 1.747 14.4

岩手餌　　1.046　　　9.9　!，　479　1　　4.5 1.525 14.4

綱島餌　　1.610　　10.1 648 ４．１ 2.258 14.2

秋田餌　　1.057　　　10.1　・　　409 ３．９ 1.466 14.0

千葉餌1　1.565　1　10.1 563 ３．６ 2.128 13.6

山･影駆1　1.046　　　　　　　　9.3　　　　　　　　　　419３．７ 1.465 13.0

山梨餌　　　520　　　　　8.0　　1　　　314 ,　　　4.8

　　　　　　　　　　　　｜

834 12.8

茨城邸 1.269　　　　　8.1　　　　　　487 ３．１ 1.756 11.2

仝　　國　　107.157　　　15.3　　1　38.003 5.4　　1　145.160　1　　20.7

瓢λ其ノ首位ヲ･占ｙ、禰島、山形、岩手新等東

北地方ノヽ最低位二位シテヰル。何故二石川新二

於テ斯クノ如ク結核デ死亡スル者が多イノデア

ルカ、之二開シテ未グ充分ナ解答ハ典ヘラレテ

居ナ４．余等ノヽ此ノ首位テ占ムル石川瓢ノ１農

村二就テ、全住民二結核ヲ主トシタ健康調査ヲ

施行シ、此ノ鮎二就キ一息ノ検討テ試ミントシ

タ。幸ヒ石川邸衛生課長葛西博士ノ熱心ナル御

配慮－ヨリ石川瓢河北郡三谷村ヲ其ノ對象トシ

昭和14年８月下旬ヨリ９月初旬ヘカケテ責施

フヽル事ラ得タノデ茲二其ノ成績ラ報告スル。

中村・金田・三紳・加藤・大関・竹内・古賀＝農村二於ケル結核ノ研究 【第18巻如8
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第II章

　

石川蘇河北郡三谷村二於ケル地勢及人文

石川瓢河北郡三谷村ノヽ河北郡ノ梢ｌ南部二位

シ、北ハ花園村、東ハ富山新、西｡ハ金庫市及ビ

同郡森本村二界シテヰル。金原市迄ノ距離ノヽ約

10粁デアル。地勢ハ東南北ノ三方二山嶽ヲ･員ヒ

僅カユ中央及ビ西方部二平坦地アリ、其ノ面積

｡ハ約42平方粁デ、山地ハ耕地ノ約弘ラ占ノ･テ

ヰル。森本騨ヨリ富山瓢禰光町迄通ズル新道ハ

409

村内ヲ東西二貫通シ、久シイ以前カラ同新道｡ハ

頻繁二乗合自動車が往復シ、殊二余等ノ滞在シ

テヰタ昭和14年９月初ノニハ富山新禰光町迄

貫通シ、約20分毎二金滞、禰光間ヲ･往来スルニ

至ツタ。耕地ノ大部分・ヽ此｡ノ沿線二散在シテヰ

ノり戸ロノヽ680戸、人ロノヽ3677人デ住民ノ多ク

ハ自作叉ハ自作蒙小作ノ農業二従事シテヰル。

第III章

　

木村二於ケル結核死亡率二関スル考察

　　　　　　　

第２表

　

石川駆河北郡三谷村二於ケル結核死亡統計

(推定人口・ヽ大正9、14年、昭和5、10年ノ内閣統計局螢行國勢調査報告ニョノ1／)
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第３表

　

石川駆河北郡三谷村二於ケル結核死亡者ノ

　　　　　　　　

年齢別死亡率表

刀

乃

ぷ

/j

訟

jj
y

彦
’
ぷ

が
・
万

々
ぷ

／
’
ｊ

ぶ
’
ｊ

ぶ
’
万

　　

１

　　

１
万々

男

　　

一一一一一

ぶ
’
ぷ

ぶ
・
万

み
Ｉ
ぷ

μ
・
が

今
ぷ

万
万

今
夕

が
Ｉ
が

女 合計

本村二於ケル大正４年以来ノ結核死亡率テ死亡

診断書ヨリ作成シテし

【第18巻

毎年相常ノ高率ヲ示シテヰル。今試ミニ最近５

ヶ年間ノ結核死亡卒ノ平均ヲトツテいレト人口

１萬二對シ36.3±1．8デ全國最高位テ占ノ･石川

瓢ノ平均値34.9ト略ｌ一致シテヰル。更二之

テ性別、年齢別二纒メ直シテしレト、死亡率ハ

男女共殆ンド同ジ曲線ヲ示シ15歳迄ノヽ平坦ナ

ルニ反シ、男子ダヽ16―20歳ヨリ漸次上昇シ始

ノ･、21―25歳二於テ頂鮎二達シ、其ノ後再ビ減

ジテ31―35歳以後ノヽ年齢ト共二減少スルモ曲

線。・ヽ極ノテ平調デアル。女子ノ場合モ大酸男子

ノ場合ト相似タル経過ヲトルガ、唯率ノ高マル

時期モ最高二達スル時期モ男子ヨリ少シク早目

デアル。

第IV章

　

検査項目姓二方法

検査。・ヽ主トシテ次ノ３項目二重鮎ヲ置イタ

チ

1）「ツベルクリン」皮内反恵検査

2）赤血球沈降速度測定

3）胸部「レントゲン」寫真検査デアル。

ｐ白
ヒ

　
　

ｎ

「ツペ｀ルクリン」皮内反慮ノヽ傅研製奮「ツベルク

リン」ノ1000倍生理的食盛水溶液テ0．１ｃｃ上膳

皮内二注射シ、24時間後ノ穀赤10mm以上テ

陽性トシタ。

赤血球沈降速度。・ヽWestergren氏法二従ヒ、

其ノ１時間値ヲ･探ツタ。、但シ測定ハ室温デ行ツ

タ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

、

胸部「レントゲン」寫具ハ間接撮影法ニョリ撮影

シタ。

第Ｖ章

　

検査成績

第１節

　

受診率

第４表

　

部落別受診率表

部　落　名 徳人負 受診者熊受診率 部　落　名 徳人ｎ 受診者徽 受診率

岩　　　　出 74 59 78.4 牧 44 35 79.5

月　　　　浦 158 98 60.0　， 四　王　寺 83 70 84.3

堅　　　　田 132 111 84.1 錨　　　　　島 105 92 87.6

河　原　市 142 122 85.9　1 小　　　　野 43 33 76.7

下　涌　波 142 118 83.2 小　　　　池 146 138 94.5

涌　　　　波 99 91 91.9 切　　　　山 92 76 82.5

薬　　　　師 143 125 87.4 宮　　　　野 247 219 88.7

鳴　　　　瀬 61 56 91.8　1 正　部　谷 51 49 96.1

梨　　　　木 39 33 84.6 堀　　　　切 34 30 88.2

不　動　寺 155 131 84.5 曲　子　原 63 58 92.1

深　　　　谷 69 58 84.6　　’ 土　子　原 51 41 80.4 !
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調査二種々ノ困難ヲ件ツタガ、本村民殊二村指

導者ノ熱心ナ努じ力1ヽ、金原醤大ノ大里教授、石

川部衛生課長葛西博士及ビ同村入ロユ存ソ、ル部

立醤王園長中島信一博士ノ格別ノ御配慮＝－ヨツ

テ、全村民3677名中呪珍者3137名デノ受診率

ノヽ85．3％ヲ･示シタ。こヲ各部落別ニしレlヽ第４

表ノ通りデアル。此ノ受診率ハ従来ノ斯カル調

査成績ト比較シテ格別ノ遜色ハ認ノニ）レナ仁
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第２節「ヽハごﾉｙクリン」皮内反感成績
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殊二其ノ人口・ヽ従来ノａ村二比シ約２倍ノ多キ

ｊ一介ルコト、址二検査二集合セシムルＧメ村民

ヲ･シテ著シキ地理的不便サヲ克服セシノザルテ

得ナカツタコlヽテ考慮スレバ、此ノ受診卒ノヽ寧

口相常ナ成績デアノりヽ断ジテョイド考ヘル

　

更

二此ノ受診率カラ此ノ調査ヲ基礎トシタ疫學的

研究成績ヨリ本村全般二開ノ､ル夫ヲ演稗フヽル事

ハ不合理ナラ万トサ号へ４．

先ゾ｢ツベルクリン｣皮内反｡臆検査二於へ本村'クリン｣皮内反庶陽性者71名ノ割かヲえル1ヽ

ニ於ケル六ツノ小學校二就テ検査シタ成績ハ表

　　

11.34%ニ常リ、此ノ陽性阜ハ従来報告セラレ

ノ通りデ陽性者ノ著シク少イ事二気附クガ、之

　　

タ各農村ノ人レト比較スヽlヽ、大膿同程度ノ陽

等六ツノ小學校ノ全検査人員626名中｢ツベル

　　

性阜デアごlgが判ル。

　　　　

第５表

　

石川駆三谷村二於ケノl／6 小學膜Ｑ童合計／男女別學年別｢ツベルクリン勺陽性率表
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第６表

　

本邦農村小學校児童｢ツベルクリソ｣反鹿陽性率

【第18巻

報告者 被　楡　材　料１年齢「ツベルクリy」反鹿判定 陽　　　性　　　率 結核費見辛

有馬
金井皿

北海道農村小學校
児童

8―16
1:2000、48時間５粍以上ヲ
陽性トヌ

7.25％

岡田仙
帚廣近傍農村５小
學校６學年児童

.2_i41 =2000, 48時間５粍以上ヲ

　　　１

25.60％

初感染51、再感染
4､要治療23(總負
589)

木村外(16:>札幌郡部31小學校
６學年児童

　　4ｿ1:1000ヽ48時間10粍以上ヲ
12―14陽性ﾄｰｽ 21.90％ 要治療8.1％

小原(35)
岩手顛和賀郡二子
村小學校児童

1:1000、24―48時間、横縦
裡後101mm2以上ヲ陽性ト

ヌ

9.20％

石田、中
村､佐藤、
猪股罰

宮城駆下小學校児
童

1:1000、O.lcc 24時間10

粍以上ヲ陽性トス

　　　栗駒9.4%

山村9.2％星影3:談
　　　¦

七ヶ宿19.7％

　　　唐　桑13.3%

回13ぉ

¦昌詣

　　　浦　戸12.8%
總計11.9%

新井側
東京府下農村小學

校児童
18.8％

肺浸潤4.7％肺門
淋巴腺腫脹16.6％
石茨北進1.5％肋
膜娠著症5.5％

有馬、安
達、曾根

石川頷下小學校児

童
7―14

　　尋常科16.6％
農村{高等科26.6％

今村(19)
奈良駆山村小學校
児童

7―15
1:2000、48時間５粍以上ヲ

陽性トヌ
14.2％ 活動性結核0.23％

中村外
石川駆三谷村小學
校兇童

7―12
1:1000、O.lcc 24時間10粍

以上ヲ陽性トス
11.3％ 初感染２

既述セル如ク本村二於ケル結核死亡率ノヽ全國中

最高位二在ル石川瓢全膿ノ結核死亡率二匹敵ス

ル。従ツテ定ｙテ結核菌が汎ク浸淫シテ居リ、

結核汚染程度テ示ス｢ツベルクリン｣皮内反庶陽

性阜が著シク高卒ヲ･示スデアラウトノヽ誰シモ容

易二考ヘル所デアルガ、小學見童二於ケル｢ツ

ベルクリン｣皮内反恵陽性阜ハ意外二低ク、従

来報告セラレタモノト異ナル所ガナク、更二本

村二於ケル全検査人員ノ｢ツベルクリン｣皮内反

嘸陽性率ハ平均35.5±0．9％デアル。従来｢ツベ

ルクリン｣皮内反意検査二開スル報告ハ極ノテ

多イガ、一定行政匪域内二於ケル各年齢ヲ網羅

セル全住民二就テ精細研究セラレタモノハ極ノ

テ少ク、本邦二於テノヽ僅カニ常教室二於テ調査

セル宮城瓢愛島村、荒雄村、山形照飯塚村、岩

手瓢世田米村、志和村ノ５ケ村検査成績ヲいレ

｡ニ過ギナ４．

第７表

　

各農村二於･ケル｢ツペルクリｙ｣皮内

　　　

反塵陽性率ト曇見結核患者数

村　名
琴妾I

,検査徽

　「ツベノレク
　リｙ」皮内
・反鹿陽性徽

結核患者数

貨斂陽性率 雲散 ％

愛島村
　昭12{器 2928 690 24.9％ 102 3.5 %

2413 629 28.3％ 70 2.9 %

飯塚村 昭12 1004 368 36.6％ 32 3.2 %

荒雄竹 昭13 2067 497 24.0％ 22 1.06％

三谷村 昭14 3062 1087 35.5％ 36 1.19％

世田米村 昭14 4162 1594 38.1％ 104 2.50％

志和村 昭14 4567 1483 32.5％ 62 J1.36％

今本村二於タル陽性率テ之等農村二於ケル夫レ

ト比較シテ見ル1ヽ、岩手新世田米村ヨリ少シク

低ク、宮城新愛島村、荒雄村ノ検査成績ヨリ約

10X高ク、山形螺飯塚村、岩手新志和村ノ夫レ

ト略ｌ一致スル。

之テ要スル二本村二於ケル結核菌浸淫ノ程度ノヽ

必ズシモ高クナク、結核死亡率ノ極メテ低４東
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北地方ノ各農村二於グヽ程度ト大シタ違ヒガナ

４．此ノ事賓ハ余等ノ全ク保期セタ處デアツタ

ガ、最近報;17セラレタ石川瓢衛生課ノ廣汎ナ検

査成績テミルモ、全ク余等ノ成績ト一致シテヰ

ル。印チ本村二於ケル「ツベルクリン」皮内反恵

成績ハ石川瓢全般二敷往に得ルモノト推定シ得

ル。印チ石川照二於ケル結核菌ノ浸淫ノ程度・ヽ

決シテ高クナク、他府新二於ケル程度ト著シイ

違ヒガナイ様デアル。

次二此ノ成績テ年齢別ニしレト1－5歳二於テ

3．2±1．0χ、6―10歳二於テ9．6±1．3が、ｎ－

15歳二於テ12.2±1．5％、16―20歳二於テ29.9

±3．2％デ噌加川頃向著シク、21－25歳二於テ

ノヽ更二急激二噌加シテ44.8±4.2%'、31―35歳

二於テ遂ニ68.9±3．3％ヲ示シテ最高値二達シ

其ノ後八年齢進ムモ陽性卒ハ大筒同程度デ著シ

イ憂化サミナイ。此ノ揖係八一般農村ノ場合ト

ノ｀少シク異ルｏ

叉此ノ「ヽツベルクリン」皮内反恚陽性率ヲ男女

別、年齢別ニしレニ、1―15歳迄ペ

ユ依ル差異ノヽ殆ンドナ･fが、16歳以上二至ルヤ

漸ク明カナルづぐ異ヲ示シ、16―20歳デ男子ハ

35.9±4.7%、女子ハ23.8±4．1％、21―25歳

デハ男子54.8±7．6χ、女子40.2±5．1％トナ

リ、共二男子ノヽ女子ヨリモ高イ陽性卒ヲ示シテ

ヰル。

之ヲ要スル二木村二於ケノL年齢ノ噌加二件フ

「ツベルクリン」皮内反庶陽性率ノ増加ハ、小見

【第18巻

期二於ｆハ著シク低ク、小學校卒業後31―35歳

迄ノ年齢階級デ急激ナ噌加テ示シ、60－61歳迄

ノ｀ヽ大慌同程度ノ陽性命尹示シ、65歳以後少シク

減少ノ傾向尹示シテヰル。

本村二限ラズ、各農村二於タル年齢別｢ツペヽル

クリン｣皮内反嘸陽性命ヲいレニ、何レモ或年

齢二於テ最高値二達シ、其ノ後必ズ少シク減少

ノ傾向テ示シテヰル。

之ハ従来考ヘル如ク、結核感染後｢ツベ゛ルクリ

ンアレルギー｣ハ永久一存績スルモノトシテハ

到底理解出来ズ、陽性｢アネルギー｣テ肯定シテ

始ノ･テ理解シ得ルモノデアル。殊二本邦一般農

村二於ケル如ク、感染範園が狭ク、感染機會が

少イ状態二於テ、微弱感染二際シ｢ツペ｀ルクリ

ン｣皮内反恚陰性糖化一遭遇スル事ハ容易二想

像シ得ル。

叉本村二於テ年齢別｢ヽツベルクリン｣皮内報息陽

性命ぺ

皮内反庖最高値二達スル年齢二於テモ100人中

30人ハ｢ヽフベルクリン｣皮内反庶陰性デアル。之

ハ上述セル陽性｢アネルギー｣ヲ充分肯定シテモ

尚従来一般二考ヘラルル様ニ、總テノ人生ノ何

レカノ時期二於テ結核菌ノ侵入ヲ受ケルモノデ

アルIヽノ考ヘリ適用出来ナ４．印チ農村二於テ

八一度モ結核菌ノ侵入ヴ受ケル事ナク一生テ終

ル者が相常二在リ、従ツテ叉相常高齢者ニモ結

核初感染症ガミラレルノデアル事が容易二想像

サレル。

第３節

　

赤血球沈降速度

集團的検査ノ際ニ、非常二多人数殊二今同余等

ノ企劃セル3000除ノ者二種々ノ検査ヲ･施行シ

テ、結核特見二完璧列

ラ、賓際問題lヽシう・ハ多クノ障碍ガアル、従ツ

テ従来相常進歩シタ方法トシテ行ハレタモノデ

モ、「ツベルクリン」皮内反忠検査、赤沈没度測

定ニョリ結核ノ疑ヒアルモノゲ撰揮シ、之等ノ

モノニ「レントゲン」寫真検査、喀痰検査等ヅ施

行シタ、余等ハ農村二於ケル斯カル方法二促進

シタ赤沈速度り示フ､モノガ大低妊婦デアツタ例

等モ経験シ、斯カル方法二於テ赤沈速皮測定が

果シテ如何程ノ價値アルモノナリヤニ就キ相常

ノ疑問テ懐クニ至ツタ、、

殊二常教家二於ケル秋月、星圃ノ報告シタ赤沈

速度表ラ見テモ、健康者二於グル赤沈速度ハ男

子二依ツテ異ナルト同時ニ、年齢二依ツテモ差
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第９表

　

男女別年齢別血沈速度平均値表

施　行　人　ほ　敏　　　　　　赤　沈　速　度　早　均　値

犬-、　性　別

　年　　犬　　齢　　　、､．
男 女 計 男 女 男　女　乎　均

1－ 3　　　　　16　　　20　　　36 13.1士5.4　　　16.8±12.3　　　15.2土12.3

4－5　　　　↓5　　48　　93　　20.5十7.9　　　18.4十9.6　　　19.4十9.1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　＿　　　　　　　＿

6－7　　　　75　，　78　　153　　17.7士４．６　　　IS.5士7.8　1　18.0士６．９

8－10　　・146 159　　305　　15.9土6.7　　　18.7土4.2　　　17.4士９．８

11―13　　　146　　163　　309　　13.0士4.8　　16.0土8.7　　　14.6土７．３

14―15　　　　105　　　83　　188　　13.8士9.0　　　18.6土7.6　　　15.9土８．８

16―18　　　　60　　56　　116 ・　12.5土6.2　　　18.2土7.3　　　15.2士６．４

19－20　　　　　40　　　39　　　79 11.8士7.3 24.9十15.2　　　　18.3十12.7
　　－　　　　　　　　－

21一22　　　　22　　　菊　　　67　1　5.5士1.6　　　26.0士8.6　　　19.3土10.3

23一25　　　　24　　　郭　　　70　　15.5土15.8　　　22.7士9.7　1　20.3土12.1

26-30　　　　73　，103　　176　　10.6士６．９　　　21.5士9.7　　　17.0士10.3

31－40　　　　166　　189　　355　　10.9土5.6　, 25.7土13.8　1　18.8士13.2

41－50　　　　142　　160　　302 12.5十６．↓　　　24.0十10.4　　　18.6十９．６
　　－　　　　　　　　一　　　．　　　　一

51－60　　　　158　　150　, 308　1　16.ご↓土13.6 28.6十14.4
　　　－

22.4十14.6
　　－

61－　　　　　　122　1　103　　　225　1　19.1十10.3　1　30.5十14.2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　－

24.4十12.4
　　－

1340　　　　1↓↓2　　　　2782　　1　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　’
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男子年齢別赤沈速度平均値曲線
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異ガアルノミナラズ、其ノ生理的範園モ相常ノ

動搭テ示スモノデアル事が判ル。叉本村二於テ

検査全住民二就テ年齢別、男女別二赤沈速度ノ

平均値表ヲ作成シテしレト、第９表ノ通りデ秋

月、星ノ報告ト同様二赤沈速度ハ男女二依り叉

年齢二依り異ナル値テ示シテ居ル。

斯ルー般農村二於テ所謂健康者ノ赤沈速度テ參

照シテ結核患者賛見二努ムル時ハ、赤沈異常促

進尹示ゼル非結核者ノ多数二再検査テ必要トス

ルノミナラズ、赤沈速度ノ促進シテ居ラタ結核

【第18巻

患者ヲ見逃ス事が相常多｛モノト考ヘル。

殊二各地二出張シテ調査テ行フ際、多人数ノ赤

沈速度測定・吋目常ノ人カト時間トヲ要シ、簡軍

一シテ費用低廉ナル間接撮影法ニョル「レント

ゲン」寫具撮影法ノ費達セル今日、却ツテ「ツベ

ルクリン」皮内反唐検査、「レントゲン」寫具検

査、喀痰検査二依り結核患者費見二努八費見

結核患者二於テ其ノ病状経過尹知ル篤ノ･ノ向後

ノ參考トシテ赤沈速度測定テ利用スル方が寧口

賢明ト考ヘル。

第４節「レこ／トゲこ／」検査成績

｢レントゲン｣検査ハ間接撮影法二依り全員二就

テ行ツタ。其ノ中結核ト診断シ得ルモノ36名

デ検査人員ノ11．88％ニ常ル。

騒見結核患者ヲ･病型別ニミレバ、初感染14名

(4.62%)、肋膜炎９名(0.66%)、浸潤性早期型・

第12表

　

年齢別結核病型表(石川餌河北郡三谷村)

ごﾌ 初感染 肋膜炎
浸潤性
早期型

晩期型
肺尖
結核

合計

1－6 １ １

7―10 １ １

11―15 １ １

16―20 ３ ２ １ ２ ８

21―30 ３ １ １ ５

31―40 ３ １ １ １ ６

41―50 １ ５ ６

51―60 ２ １ １ １ ５

61－ １ ２ ３

合　計 14 ２ ４ ７ ９ 36

４名(1.32%)、晩期型７名(2.31%)デ、肺尖

結核ハ９名(2.97%Jデアル。而シテ初感染14

名中學齢前ノ者ハ１名、小學校見童ハ２名、他

ハ何レモ小學校卒業以上ノ者ニミラレル。 50歳

以上ノ者二於テモ２名登見シタ、之ノヽ上述ノ「ツ

ベルクリン」皮内反息陽性率ヨリ容易二肯定シ

得ル。叉肋膜炎ハ16―20歳ノ者ニ２名ミラレ、

浸潤性早期型、晩期型ハ何レモ16歳以後ノ者

ニミラレタ。殊二肺炎結核９名｡・ヽ何レモ30歳

以上ノ者ニミラレタ。削］チ本村二於ケル結核ハ

初感染ハ青壮年二最モ多イガ幼若年者、老年者

ニモえラレ、浸潤性早期型、晩期型ハ何レモ青

年期叉ハ夫レ以後ノ者ニミラレ、肺尖結核ハ壮

年期以後ノ者ニミラレタ。、

狗血行性肺結核ハ僅力１名二過ギナカツタ。

次二同寫真二於テ明ラカエ石灰化憲ヲ･認ｙ得ル

第13表「ツペルクリｙ」反塵陰性ニs／テ「l／ｙＨ

性　別，　　　男　　　　　　　　　　　　子　　　　　　　　　女　　　　　　　　　　　　子

年　齢 検査人員
｢.ｯ｣皮内灰塵
陰性者徴

「レylヽｹﾞ゛ｙ」所見

上石脱化竃ヲ認メ

.ﾀﾉﾚﾓﾉ

機根人員
「ッ」皮内灰塵
陰性者撒

「l/yトゲｙ」所見
上石友死斑ヲ認メ

タノ1/モノ

O－10 399　　　　　303　　　　　　　1 438　　1　　　320 １

11－20 370　　1　　238　　１　　　　5 340 212 ３

21―30 110　　1　　　26　　　　，　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　1

201 100 ２

31―40 164 22 ０ 189　　　　　64 ０

41－50 141 ，28 ４ 171 56 １

51―60 160 23 １ 154 58 ０

61－ 118　　　　1　　　　　　18i　　　　　o

　　　　　　　　｜

107　　1　　　34 ２

計 1462　　・　　　658 12 1600　1　　844　1　　　8
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者。・ヽ78名デ検査人員・ヽ2．5χニ常ル。更二之等

ノ者ノ「ツベルクリン」皮内反塵度テしレニ、陽

性者ハ58名、陰性者。・ヽ20名デ、陽性者ト陰性

者ノ割合ハ２：１トナル。卸チ可ナリ多数ノ石灰

化竃テ認丿乍ラ、「ツベルクリン」皮内反塵陰性

ナル者ノ有ル事ヲ知ツタ。之等各例ヲ年齢別二

調査シテしレト第13表ノ通りデアル。余等ハ

先二年齢別「ツベルクリン」皮内反唐成績ヨリ、

「ツベルクリン」陽性「アネルギー」ノ相常数有ル

デアラウ事ヲ推定シタ、此處二更ニ「レントゲ

ン」所見テ併セ考ヘテ愈ｌ斯カル感テ深クシタ、、

「ツベルクリン」陽･ltrアネルギー」こ就テハ、

Koch尚ノ報告以来既二外國二於テハNobel ｕ．

Seidmann'-^, Opitz ｕ. Kunitzﾀﾞｙｖietｈｅｎ（24）ニ

ョリ、本邦二於テモ今村凪

　

貴島詐、黄楊汐7）、

井手曳寺島圀等ノ報告二依り少数例が報告セ

ラレテヰル。

叉最近集團検診ノ廣ク行ノ･ゝﾉﾚﾉしニ至リ、寺島、

官川3oj、上田抑、高野Ｊ.゛、山口へ

　

岩波:莉等ニ

ョリ多数例が報告セラレルニヤリ、健康者二於

テハ「ツベルクリン」反塵ノ動的検査二於テ陽性

「アネルギー」例ノ相常多数アル事が考ヘラルー

至ツタ、然シ之等ノ報告例ハ何レモ之ヲ異常例

トシテ取り扱ツテ居ルニ過ギナイ。所が最近常

教室二於ケル幾多ノ研究、殊二各農村二於ケル

「ツベルクリン」反塵ノ消長テ見ルー、陰陽ノ間

二動揺ソヽルモノガ意外二多数アル事が明ラカニ

サレ、而モ明ラカユ「レ｀・トゲン」像二石灰化竃

4:17

ｦ･認ノ･、「ツ・ヽごルクリン」反廳陰性ナル例ヲ相常

敷認メテヰル。

茲二於テ一般二結核感染後夫レガ極ノテ軽症ナ

場合デモ、「ツベルクリン」反息ノヽ永久二陽性テ

機績スルモノデ、陽性「アネルギー」ノ存在ノヽ理

論上肯定シ得ルガ盲際ハ極ノ･テ稀ナモノデアラ

ウトノ考ヘテ、大キナ修正々必要トスルニ至

ツタ。卸チ斯ル従来ノ考ヘハ事賓ト全ク反對デ、

結核ノ微弱感染ノ際ニハ一定期間ノ後必ズ陽性

「アネルギー」トナルモノデ、永夕陽性ヲ持績ス

ルノハ濃厚感染ノ場合力、或ハ未グ陽性「アネ

ルギー」ニ至ラデル時期二再ビ感染ヲ蒙ル篤ノ1

ト考へラ゛ﾉl・、而≒テ従来都市二於ケル「ツ゛｀

ルクリン」反恵ノ動的検査二於テ、陽性「アネル

ギー」ノ１例が極メテ異例デアルノノヽ、郡會二

於テハ感染機會が多夕陽性「アネルギー」トナル

前二重ネテ感染フ、ル篤ノ’デアリ、農村二於テノ’ヽ

著シク多敷ミラレルノハ農村二於テハ感染機會

が少ク、殊二針會接臓ニョリ受ケル微弱感染ノ

際二屡ｌ陽性「アネルギー」テしレモノト考ヘラ

レルＯ

本村二於テ唯１同ノ検査二於テ、「ツベルクリ

ン」陽丿匪Fアネルギー」こ開シテ云々スル事ノ｀モ

トヨリ困難デアルガ｀、年齢別「ツベルクリン」反

息陽性率及ビ「レントゲン」像二明ラカニ石灰化

竃テ認ｙ得ル所見テ認メテ、「ツベルクリン」反

廳陰性例ノ相常多数アル事等ヨリシテ、上述ノ

様二考ヘル方が理解シ易イ様二思ノヽレル。

總括及ビ考按

以上ノ成績ニョリ明カナ様ニ、余等ハ石川瓢河

北郡三谷村二於ケル結核子主トシタ健康調査ノ

結果次ノ事項ヲ知ツタ。

1．

　

同村・ヽ其ノ結核死亡率極ノテ高ク、各府新

平均結核死亡率比較二於テ全國第１位テ占ノル

石川新全膿ノ夫レト略ｌ一致スル。

2．

　

同村二於ケル結核死亡率ノ高率ヨリ推定シ

テ、「ツベルクリン」皮内反塵ノ陽性率ハ相常高

率ヲ示スモノトノ考ヘダヽ像期二反シ、余等が調

査シタ他ノ農村ト比較シテ必ズシモ高率尹示シ

テヰルト。’｀云ヘナ４．

３．

　

同村居住民ヨリ、稜見サレル結核患者ハ

11.88%デ、結核死亡率テ基トシテ推算サレル

数値ト比較シテ極ノテ少４．

創]チ同村ノヽ結核死亡率著シク高キモ、｢ツ・ヽごル

クリン｣皮内反庶陽性率パ著シキ高率テ示サズ、

結核患者､ハ保期二反シテ極ノ･テ少イト云フ結論

テ得タ。
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以上ノ結果ヨリ本村二於ヶル結核感染、脅病、

死亡ヲ考フル時、本村二於ケル結核ノ初期感染

ハ小學校卒業以後30―35歳ノ間二於テ最モ著

シク、 感染者ハ容易二殼病シ極ノテ短期間二死

亡フ、ﾉﾚ篤ｙ、村内感染殊二家族内感染ハ極ノ･テ

少イモノト考ヘネバナラナ１．之等ノヽ余等ノ容

易二首肯シ得タ所デアルガ一息之等ノ黙ラ明ラ

カＪ-ｽﾉﾚ鎬メこ、

１．

　

本村二於ケル結核感染状況

２．本村二於テ特見セラレタル結核患者ノ病状

　　

経過

ノ２黙二就ラ･調査ヲ進ノテミタ。

今或ル年齢ノ｢ツベルクリン｣皮内反恚陽性率テ

ｍ｀トシ、感染危瞼率ヲロトシ、ｎ年後二於ケル｢ツ

ベルクリン｣皮内反庶陽性率ヲ･ｍ’トフヽルト(１

－ｍ勺＝(１ｍバ１－ｐ)ｎ叉ノヽｌｏｇ(1－p)＝ユ

ｌｏｇ/iｻ三笠しナル式が成立スル。此ノ式ヨリｐ¶ﾝ

計算スルト同村二於テ、

　　

學齢期迄ノ感染危瞼率ハ

　　　

1．2％

　　

小學校在學中ノ感染危瞼率ハ

　

1．6％

　　

｢ヽツベルクリン｣皮内反恵最高二

　　　

達ハレ年齢迄ノ感染危瞼卒ハ3．5％

　　

小學校卒業後｢ツベルクリン｣皮

　　　

内反恚が最高二達ソ、ル年齢迄

　　　

ノ感染危瞼率ハ

　　　　　　　

5．1％

デアル。印チ同村二於ケル結核感染ハ各年齢チ

通ジテ均等二行ハレルノデハナク、小學校卒業

後30－35歳迄二急激二噌加シ、35歳以後急激

　　

第14表

　

ｲi川駆河北郡三谷村ノ結核感染

　　　　　　

危瞼率ト仙奎市トノ比較

:仙豪市ド谷村

學齢期迄.'感染危険率　　　　　　j.6％1 1.2％

小學校在學中ノ感染危険率　　　　2.7映1.6％

ドツベルダリソ｣皮内反感最高二蓬.ｽ
ﾉ1/年齢迄ノ感染危険率　　　　　　゛

7.7％ 3.5％

學齢期３リ｢ツ'｀゛ルクリ゛｣皮内反吐１０
０－４ ２・

最高二這入ル年齢迄ノ感染危険率　　゜で゛゜％

小學校卒業後｢ク'｀゛ルクリｙ｣皮内治　　。
嶼最高二蓬スル年齢迄乙感染象瞼串13'1％ 5.1,％

【第18巻

ニ減少スル事が明ラカデアル。

之列山皇市内二於ケル感染危瞼率ト比較スルト

表ノ如クデ、都會人ノ夫レ1ヽ比較シテ甚グシク

低率デアル事が判ル。殊二其ノ差・ヽ學齢期以後

二於テ盆ｔ著明デアル、之八本村民モ年齢ト共

二赴會性感染が大トナルモ、未グ那市居住者ノ

夫レト比較スルト著シク低イ事テ示スモノデア

ル。印チ同村二於ケル感染危瞼率・ヽ小學校卒業

迄ハ極ノテ低ク、小學校卒業後約3－4倍鈴二

噌加ノヽルガ、其ノ年齢的増加ノ割合ハ仙奈市ノ

夫レ1ヽ比較ソヽルト甚グシク少イ。

更二結核ノ感染及ビ登病ハ種々ナル要因ニョリ

左右セラルルモノデアルガ、一般二感染危瞼率

が高ケレバ感染者モ多ク、従ツテ結核患者モ多

キ理デアル。今同村二於ケル感染危瞼卒ト農見

結核患者トノ開係テいレト、同村二於テ小學校

　

第15表

　

齢期別病型表(石川駆河北郡三谷村)

　　　病　型

齢　期

初
感

｢染

肋

膜
炎

浸早
澗期
性型

晩
期

型
肺結
尖核

計

1－7(未就學∧　１ １　　１ レ１

8－14(學隨期) ２ ｜ ２

15以上(成　人) 11 ２ ４ ７ ９ 33

ひ　　　　　　計 14 ２ ４　帽　９ 　36

乙　－

　11.88瞼査人ti3062名二
對.スル割合(％

4.620.66 1.32 2.31¦2.97

卒業迄ノ感染危瞼率。・ヽ極ノ･テ低ク、結核患者モ

甚グ少ク、僅力３名ラ特見シタユ過ギナイガ、

小學校卒業後感染危瞼卒ハ約3－4倍二増加ス

ル。郡會地ノ夫レト比較ソヽルト其ノ噌加ノ割合

ノヽ甚グ少イガ、同村二於ケル結核患者ノ殆ンド

總テガ、此ノ感染危瞼率ノ噌加シ始ノル年齢以

後二政見セラレ・。

更二同村二於ケル家族内感染テ知ル篤ノ･ニ、最

近結核死ノ歴史ゲ有ノヽル家族及ビ現在結核患者

ヲ･有スル家族トー般家族トノ、「ツペ｀ルクリン」

皮内反恵陽性率サ比較シタ所、現在結核患者ヲ

有スル家族ノ陽性率ノヽ50．0±3．8χデ最高尹示

シ、最近結核死ノ歴史アル家族ノ陽性率ハ47.8

±3．6％デ、一般家族ノ陽性率33.7±0．9XIヽ比

較シテ10％診高ク、此ノ差ハ統計學的ニモ明ラ
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第16表

　

家族歴ヨリ見タル｢ツベルクリン｣反咆陽性率ぐ石川駆河北郡三谷村ｙ

　　　　

‾へ
家族種別

へ
戸　敷 顧

恥族 48

収族 １４

　２

　ﾆ1

－ －

－ -

Ｊ　族

家幄

‾～へこ
最近結核死ノ歴史アル家族

現在結核初感染症アル家族

現在肋膜炎アル家族

現在浸潤性早期型結核アル家族

現在晩期型結核アル家族

現在肺尖結核アル家族

MI～Ｍ2

家

ヽｲjl'm2(％)1十m2(％)2

MI～Ｍ2

　　　　　

-=･四Ｉ４

　

-■㎜

　

－
、………ｍ２(％)1十m2(お

--

)2

-

楡

　

査

　

ん

　

ａ

63

－

　

9

201

７

－
９

5↓1

- 一 一 － 一 一

2691

170

有意ナリ

ヽへ反咆錫性片

　　　

96
3 6

一 一 一

　

5

･ w ･ ･ - 〃 w

　

7

－ －

1 7

2 0

８

ヽソ」反吐陽性率

　　　

---

　　　

㎜㎜㎜-

　

17.8±3．6

57

55.6

38．5

　

一一-

54.8

仙.8

4:19

４

－

ｊ

ｉ

18

－
31

一
↓9

＝３ 8 3

＝4．1＞3

906

有意ナリ

　

ノし。但シ其ノ噌加ノ割自ヽハ鄙會地二於ケル夫レ

　

1ヽ比較フヽレバ極ｙテ少イモノデアリ、従ツテ患

　

者モ著シク多カラザルモノド号ヘル。

　

本村二於うづそ見セラレタル結核患者ノ病状、経

　

過二就テ：一一--

　

余等ハ昨昭和14年９月本村二於ヶル調査ヲ･賓

　

施シ、上述ノ様ニ36名ノ結核患者ヲ碓兄シタ。

　

若シ本村二於ケル結核患者が急性ノ経過ラ取

　

リ、容易二短期間内二死亡しいレモノトフ、レバ、

之等登見結核患者ノ中ヨリ調査期日ヨリ９ヶ月

後ノ今日既二何名カノ死亡者ラミー筈デアル、

依ツテ昭和15年５月下旬再ビ現地二赴キ、死

亡統計ヨリ本村結核死亡者二就テ調査シタ、其

ノ結果８名ノ結核死亡者アルテ知ツタガ、１名

モ咋Ｑ余等ノ調査ノ際詩見セラレタル者ヲ･含－

ナカツタ、而カモ之等ハ何レモ昨年余等ノ調査

期間中八本村二在住セズ離村出稼中ノ者デア

　

リ、腿病後錨村-いし事ナク出稼地二於や死亡セ

　

ルモノデアル事尹日月ラカユ､シタ。

　

余享八本村二於テ政見セラレタル結核患者ノ其

　

ノ後ノ経過二就テハ茲二記述フ、ル材料サ持タリー

　

４が、以上ノ材料ヨリ本村二於ケル結核患者が

余等ノ日常取り扱フ結核患者lヽ比較シテ、異常

　

ノ経過ヲ1取ルモノ1｀’゛考ヘラレ十･f。

W 一 二

1）最近結核死ノ歴史アル家族トー般家族ノ「ツ」反鹿陽性率ノ差異二對.フヽル有意性ノ吟味

n/現在結核患者ノ家族トー般家族ノ「ツ」反町陽性率ノ差異二對」

カユ有意デアリ、従ツテ家族内感染ノ危瞼､ハ立

鐙サルルノデアル。

余等ハ更ニ「ツベルカリン」反廊家族内集積率ト

登見結核患者トノ開係テミタルニ、「ツ・ヽヽごルク

リン」反恵家族集積率25％以上ノ家族ヨリ16

名郎チ2．02％、50匹以上ノ家族ヨリ８名印チ

2．27％、75χ以上ノ家族ヨリ３名印チ］。04⑤、

100％/家族ヨリ３名郎チ3．45％ノ結核患者晋

見率ナルテ見タ。

印チ結核患者ノ家族内感染ハ充分二立謐サし／ノレ

ニ拘ラズ、開放性肺結核患者ノ家族モ「ツベル

クリン」反恵集積率が100χトナル事ハ殆ンド

稀デアル事ザ知ツタ。此ノ事賓ハ農村ノ疫學的

研究上極ｙテ重要ナ興味アルモノド号ヘラレ

以上明ラカナル如ク本村二於ケル結核感染状況

ヲ･しレニ、家族内感染ハ明ラカニ賓謐セラノレフレ

モ、結核患者少キ篤小見期二於ケ･1感染危瞼卒

ノヽ極ノテ低イガ、小亭校卒業後青年壮年期子ハ

感染危瞼率ハ急激二増加フ、・、こハ狭小ナル範

園ノ家族内感染ヨリ廣汎ナ範園テ占ム｡九所謂祗

會性感染ラ蒙ル篤ト考ヘラレル、而シテ其ノ感

染ノヽ本村ノ地理的状況ヨリシテ近接都市デアル

金庫トノ交流ニ

　

ヨ

　

ノレ事が甚グ大ナリト推定シ得
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以上本村二於タル結核感染登病状況－モ、結核

患者ノ病状ニモ何等特異ノ黙ナキ事が明カニナ

ツタ。

斯テ家族内感染ノ危瞼・ヽ充分二立鐙サレ、結

核死ハ高卒ナルニ拘ラズ結核患者ノ少イ事賓、

｢ツベルクリン｣皮内反施陽性率ノ著シク高クナ

４事賞ハ如何二説明スベキカ、少ク共此状況､ハ

ー般疫學的判断テ以テ律スル事ハ到底不可能デ

アル。茲二於テ更二他ノ方面ヨリ調査テ進ノ･タ

ル結果同村二於テ次ノ特徴テ掴ム事が出来タ。

自]チ、

1．

　

同村ノ現住人口八年lヽ共二漸次減少スル。

２．

　

同村ノ昭和13年度出稼者ハ138名ニシテ

出稼錨郷者ハ４名二過ギナイ、而シテ出稼先ハ

主トシテ機械工業方面デアル。

　　　

第17表

　

石川駆河北郡三谷村二於々ル

　　　　　　

現住人ロノ年次的受動

年　　度 現住人口

大正９年　，　　4433

大正14年 4330

昭和５年 4099

昭和10年 3822

昭和12年 3928

第18表

　

年齢別人口構成(全國平均)

【第18巷

3。

　

同村ノ現住人ロノ年齢別人口構成ヲ作八。

之テ全國及ビ都市(人口10萬以上)平均ノ年齢

別人口構成ﾄ比較シテミル時、同村ノ青壮年が

著シク減少シテ居リ、都市ノ青壮年が之二相嘗

シテ増加シテヰル。

以上ノ事賓カラ余等ハ同村ノ人口減少－ヽ出稼者

　　　　　

第19表

　

年齢別人口構成

　　　　　　

(人口10萬以上ノ都市)

　

年鈴

第20表

　

年齢別人口構成(石川餌河北郡三谷村)
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第21表

　

石川餌河北郡三谷村二於ヶル村内、村外結核死亡者比較表

年　度

肺　　結　　核 諌　外　結　核 結　　核　　死

村内死亡
村外死亡

村内死亡
村外死亡

竹内死亡

村外死亡

顛内丿駆外 計 餌内 駆ﾀﾄ 計 駆（駆ﾀi- 計

大正４年 13 ２　　　０ ２　ｊ　５　１　１　１　０ １ 18　　　　3 ０ ３

　　　　　〃･･　に） ９ ０　７　０ ｏ　ｉ　　６　！　２ ０ ２ 15　　　2 ０ ２

ｎ　６‘ ４ ２　’１　１　３ ５　１　２ ０ ２ ９ ４ １ ５

日　７ 11 ２ ２　　　↓　　　１ ３ ０ ３ 12　　　5　　2 四　●１

ｎ　８ ３ ４ ２ ６　１　　１ １ １ ２ ４ ５ ３ ８

，，９ ３ １ ０ １ ３ ２ ０ ２ ６ ３ ０ ３

･9　10 ０ １　　　２　　　３　　　　０ ２　１　　１ ３ ｏ　：　（　３ ６

･蓼　11 ２ ６ ０ ６ ６ ３ ０ ３ ８ ９ ０ ９

日　12 ２ ６　’　３ ９　１　　５ ２ １　１　３ ７ ８ 4. 12

H　13 ３ ２　　　０　．１　　２ ８

６

１ ０　１　　１ 11 ３ ０ ３

1･　14 4. １　，１ ２ Ｕ　Ｏ １ 10 （　１ ３

昭和1

　19　2

２ １　１　０ ｌ　ｌ　　２ ５ ０ ５ ４ ６ （６
１

２

５ Ｏ　ｉ　５　　　２　　　１ １ ２ ３　　　　６　１　　１　　　７

り　３ ２ ０ ２ １ １ ０ １ ３　　　３　，０ ３

，，４ ４　　　　↓　　　１　・　　５
　　　　　　　　　　　！

３ ３ １
　　　　　　　　　　　　　　　　　一一㎜　４　　　　７　　１　　７　　　２　　　９｀

1●　匹　ｏ　ｌ　１
０　１　１　，　２

　　１　　　　，
１ １　１　２ ２ ２ １ ３

り　６ ２ ５ ０ ５　，　２ ０ ０ ０ ４　　，　５ ０
－
,J）

・・　７ ５ ２ ２ ４　　　　３ ２ ３ ５ ８ ４ ５ ９

●ﾀ　８ ２ ２ ０ ２ ３ ３ ０ ３ ５　１　５ ０ －ａ

・ｌ　９、 ２ １ １ ２ １ ０ ０ ０ ３ １ １　１　２

･ﾀ　10 ０ ７ １ ８ ６ １ ０ １ ６ ８ １　１　９

り　11 ６ ５ ２ ７ 11 １　１　　０ １ 17 ６ ２　　　８

日　12 ５ ３ ０ ３ ２ ０ ０ ０ ７ ３ ０ ３

.. 13 ３ ５ １ ６ ４ １ １ ２ 〃
／ ６ ２ ８

計 88 70 19 89 86　　1　39 10 49 174 109 29　1 138

ニ基因スルト推定シ此出稼者が同村ノ奇異ナル

事賞ヲ･説明フ、ル鍵トハナラヌグラウト考ヘタ。

依ツテ斯様ナ考慮ノ下二改ノテ死亡統計二就キ

精査シタ結果、同村ノ結核死亡者ハ村内死亡者

ト村外死亡者ト相牛シテヰル。茲二於テ更二最

近結核死ノ歴史アル家族二就キ、村内死亡者家

族ト村外死亡者家族トノ｢ツベルクリン｣皮内反

庶陽性率テ＝・般家族ノ夫レト比較シ、其ノ有意

性テ吟味シタ所、村内死亡者家族ト一般家族ノ

｢ツベルクリン｣皮内反息陽性率ノ差異ニハ有意

性ヲ認ノ･タガ、村外死亡者家族ト一般家族ノ差

異ニハ有意性ヲ･認ノ･ナカツタ。印チ同村結核死

亡率ノ著シク高・1ノ川

第22表

　

結核患者死亡場所ト家族｢ツ｣反感

　　　

陽性卒(石川駆河北郡三谷村)

4:21T

　　　貢　敏死亡八

　　場所｀ヽ
戸敷 人員

｢ッ｣反
鹿陽性
者

｢ッ｣灰塵
陽性率

村内死亡　｜　27 106 57 53.8士４．８

村外死亡 21 95 39 41.4士5.0･

計 48 201 96 47.8士３．６

一般家族 541 1 2691　906 1 33.7士０．９

I）村内結核死ノ歴史アル家族トー般家族ノ「ツ」反感、
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デ、ヨ:ｼ調査こい四ヽ其約牛敬ハ村外二出稼シタ

者が離村後我病シテ、而モ之が蹄村フ、ル事ナク

村外二於テ死亡シテヰ≒従ツテと等ノ者ハ村

内二於ヶル結核感染乃至我病・-、殆ンド何等ノ

影響テモ貨ヘナｆト云フ事テ明カニシ得タ。、

以上テ綜合ソ、ルト本村二於ケル結核ノ疫學的状

況ハ之ラ２段二分ヶテ観穿ヤル必要ガアル。印

チ、

１．村内結核感染

　　

２．出稼者ノ村外結核感

染デアル。

村内結核感染二就テ考ヘル時、本村ノ結核死亡

率ハ人口１萬二對シテ18前後デ、全國平均結

核ご死率ヨリ少ク、皮内反庶陽性率モ左程高ガ

ラス、結核患行モ極ノテ少イ.lヽ云ヒ換ヘネバナ

ラナ・1．而シテ結核死亡者及ビ結核患者ノ少イ

事、拉ニ「ツベルクリン」皮内反庖陽性率ノ年齢

的躍進1ヽ結核患者出現敬ノ夫レ1ヽ一致ソ､ル事

ハ、共二余等ノ容易二首肯シ得ル所デアルガ、

「ツベルクリン」皮内反庖陽性率テ基トシテし

結核感染危瞼卒が、年齢ニョリ飛躍的二増加シ

テヰル事ハ、村内相互感染ノレヲ･以テハ考ヘラ

レナイ。恐ラクハ濃厚感染源タル都市トノ交流

ニ･因ルモノト解セラル゛。

叉出稼者ノ結核死亡卒ハ賓二恐怖ツヽべ｀キ高率

デ、木村結核死亡率ノ約1/2ヲ･占ノ･や居リ、今瑕

二本村ノ出稼者リ･年々約200人トフヽレバ、出稼

者１萬二對シ900人印チ９％ノ結核死亡危瞼卒

トナル。此ノ高イ結核死亡危瞼率、従ツテ更二高

イ罹患率ハ何二依ツテ説明セラルベキデアル

カ、之二開シテ､ハ余等ノ有フ、ル材料ハ尚不充分

ニシテ、其ノ科學的解説ハ他日二譲ラネバナラ

ナ４．然シ此ノ鮎コソ邦家現在ノ重大問題ノ核

心ノ一ツデアルト信ズル。之ニツケデモ余等｡八

本村調査二赴ケ､ル際、木村民ノ結核刊布ルヽ事

殆ンド病的二近ク、唯々驚キノ目ヲいリレノミ

デアツタ常時ラ今更ノ様二想起ス・。

結

　　

論

余等ハ昭和14年皮結核死亡卒ノ本邦首位ヲ･占

メルＧ川瓢ノ１農村河北郡三谷村二於テ、全村

民ノ86,3％ニ結核サ主卜いレ健康調査ラ施行

シタ、．同村ノ結核死亡率ノヽ71ぞシク高ク石川瓢全

慌ノ夫レニ匹敵シ、「ツベルクリン」皮内以庖陽

性率ハ結核死亡率ト比較シテ除り高率デナク、

特見結核患者ハ保期ニJ丈シテ極ノ･テ少イト云フ

結果ヲ得タ。

而テ此原因テ精細調査シタ結果、同村結核死亡

者ノ殆ド牛敷が機械工業方面ヘノ出稼者デ、離

村後急激ナ祗會生活環境噫化ニョリ罹病シ、村

外二於テ死亡スル篤同村結核感染ニハ除り影響

ヲ･及ボサナイ篤デアル事ラ知ヽソタ。(本研究二要

セシ費用・ヽ文部省自然科學研究奨働金二依ル)。
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第１章

　

緒

　

言

第１報二於テ本邦二於ケル最高結核死亡率テ示

ス、石川瓢ノ].農村河北郡三谷村二於ケル紅核

調査成績テ報告シ、同村ノ高イ結核死亡率ハ外

観的ナモノデ、肖際其ノ牛数ハ村外二出稼シタ

者が、全然異ツタ肘紆生活環境ヘノ急激ナ宛化

二限り著シイ彫響尹受ケ、之が健康上有害二働

ク篤ノ離村後特病シ、而モこ等が諮村スルlトナ

ク村外二於テ北亡スル鴇ノデアル事テ明カニ

シ、斯ル出稼者ノ結核感染ノ對策コソ、邦家現

斤ノ重大十観會問題ノ一ツデアル事テ指摘シタ

更二余等､ハ結核死亡率ノ極ノ･尹低イト柵七ラル

ル東北地方、殊二岩F一新ノ一農村気仙郡開田米

村二於テ、同にノ調査ごりlj床114年夏施行シタ

ノデ其ノ結果二就テ蛙二報;しいし。

第II章

　

岩手筋気仙郡世田米村二於ヶル地勢及人文

世田米村ハ岩手蒜気仙郡ノ西北部二位シ、東八

日頃市村、西ハ江刺郡米里村、伊手村及ビ東磐

井郡興田村、南ハ横田村、矢作村、北・ヽ上有住

村、下有住村、上閉伊郡小友村二境シテヰル。面

積約10.5方里、廣表東西５里、南北２里、λ

候八右手懸トシテハ梢ｌ温暖り一方デアル。交通

ハ大船渡線竹駒騨二約４里、同気仙盛騨－５

里、尚東北本線水原騨ニ15里、何レモ乗自ヽ自動

車デ達シ得ルガ極ノテ不便ノ地デアル。人ロハ

昭和14年８月現在デ在籍人口691り人デ現代人

口5661人、戸敷ハ888戸デアル。

　

今本村二於

ケル年齢別人口構成ヲしレト第１表ノ様デ石川

邸三谷村ノ夫レト一致ソヽル、郎チ本村二於テモ

青壮年が著シク減少シテ居ル。

唯興味アル事ハＧ川瓢三谷村ノ現在人口八年々

減少フヽ･にこ拘パレス、本村二於テノヽ大正９年ニ

4849人、大正14年ニ515's人、昭引10年ニ5ﾄヽ51

人ト年1ヽ共二噌加シテヰル。

貧富ノ良ハ岩手懸1ヽシテハ中位ヨリ梢ｌ上二在

リ、瓢立世田米診が町テ有シ、娶師１名が常置

ザテヰ４．

村民ノ職業ハ、農業639、商こ業82、工業S7、其

中村・加藤・菊池・大山・石川・柳橋・古賀・八木＝農村ニトヶル結核ノ研究第６妓】 4:23
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゛

第１表

　

岩手駆気仙郡世田米村二於ヶノt/

　　　

現住人ロノ年齢別人口構成

【第18巻

他130デアル。商業、工業ト云ツテモ大部分ダヽ

牛農デアル。倚一般農民､ハ副業トシテ多ク養黛

及ビ製炭テ行ツテヰル。村民ノ常食ハ所謂三穀

飯ナル米、婁、稗ノ三穀混合が現在モ用ヒラ1／

テヰル。尚乏シイ耕地ノ大部分ダヽ北上山脈ノ嶮

シイ山ト山トノ間ラ細ク流レル気仙川ノ流域ニ

第III章 結核死亡敬二関スル

統計的考察

本村二於ケル最近25ヶ年間ノ結核死亡率ヲ、死

亡診断書ヨリ作成シテしレト第２表ノ通りデ、

大正３年以後梢ｔ高ク、大正８年頃ヨリ低下シ

テヰルガ、昭和６年以降ハ再ビ上昇シ、決シテ

第２表 岩手駆気仙郡世田米村二於ケル結核死亡率

年　度

總
死

亡
撒

結核ト明記シアルモｚ 結核死卜推噺

セラノレヽモノ
計

推定人口
肺結核 肺外結核 計

責敷
人口１

萬二對
ヌル徴

賓数
人口１

萬二對
ヌル敬

貨数
人口１

萬二對
ヌル駈

貫徹
人口１
萬二對
ヌル敬

貨敷
人口１

萬二對
ヌル敬

大正３年1　109 1　12 24.7 １ ２．１ 13 26.8 １ ２．１ 14 28.9

→4849人

→5185人

　→5350人

　→5851人

□　４ 116 ７ 14.4 ０ ０ ７ 14.4 ０ ０ ７ 14.4

り　５ 112 13 26.8 ５ 10.3 18 37.12 ２ ４．１ 20 41.2

・９　６ 97 ５ 10.3 １ ２．１ ６ 12.4 ３ ６．２ ９ 18.6

１・　７ 148 11 22.7 〃に） 10.3 16 33.0 ０ ０ 16 33.0

日　８ 101 ４ ８．２ ２ ４．１ ６ 12.4 ３ ６．２ ９ 18.6

日　９ 104 ２ ４．１ ２ ４．１ ４ ８．２ ２ ４．１ ６ 12.4

り　10 103 ３ ６．２ ２ ４．１ ５ 10.3 ３ ６．２ ８ 16.5

り　11 134 ４ ８．２ ３ ６．２ ７ 14.4 ３ ６．２ 10 20.6

9｝　12 88 １ １．９ ２ ３．９ ３ ５．８ ６ 11.6 ９ 17.4

H　13 129 １ １．９ ２ ３．９ ３ ５．８ 12 23.3 15 29.1

･･　14 130 ２ ３．９ ４ 7.8 ６ 11.6 ５ ９．７ 11 21.3

り　15 91 １ １．９ ５ ９．７ ６ 11.6 ４ ７．８ 10 19.4

昭和２年 120 ８ 15.8 １ １．９ ９ 17.4 ４ ７．８ 13 25.2

ｌ●　３ 126 ６ 11.2 ２ ３．７ ８ 15.0 ８ 15.0 16 29.9

９９　４ 101 ２ ３．７ ３ ５．６ ５ ９．３ 11 20.1 16 29.9

９●　５ 126 １ １．９ ９ 16.8 10 18.7 ４ ７．５ 14 26.2

・●　６ 98 ８ 15.0 ５ ９．３ 13 24.3 ９ 16.8 22 41.1

９・　７ 102 ６ 11.2 ７ 13.1 13 24.3 ５ ９．３ 18 33.6

，，８ 103 ５ ８．５ ２ ３．４ ７ 12.0 ４ ６．８ 11 18.8

り　９ 106 ６ 10.3 ７ 12.0 13 22.2 ９ 16.8 22 41.1

日　10 81 12 20.5 ５ ８．５ 17 29.1 10 17.1 27 46.1

り　11 120 13 22.2 ５ ８．５ 18 30.8 ７ 12.0 25 42.7

日　12 161 14 23.9 ３ ５．１ 17 29.1 10 17.1 27 46.1

.. 13 113 ５　１　８．５５ ８．５ 10 17.1 7　1 12.0 17 29.1

最近５ヶ年間二於ケル平均 25.7±5．2 41.2±4．9
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低イ死亡率トハ言ヒ難イ。殊二最近５ヶ年間ノ

平均結核死亡率ハ人口１萬二對シ25.7土5,2デ

像期二反シテ比較的高イ率ラ示シテヰル。之ハ

全國平均結核死亡卒ヨリモ迄カニ高イ、尚死亡

診断書二結核ノ文字ガナクトモ、肋膜炎、慢性

腹膜炎等ノ結核性疾忠ト思ハルル病気デ死亡セ

ルモノ、叉ハ遺家族ヨリ聴取シタ事情及ピ現存

ノ醤師ヨリノ聴取ニョリ、結核死ト推断シ得ル

モフテ併セル時ハ41.2±4．9トナリ、賓二石川

郡ノ夫レニ匹敵フヽル高イ死亡率テ示ス事テ知ツ

タ。

425

叉石川瓢河北郡三谷村ノ経験二従ヒ、結核死亡

者ノ死亡場所二就テ調査シテミタ所、殆ンド大

部分ハ村内二於テ死亡シテヰル事尹知ツタ．、

　　

第３表

　

岩手駆気仙郡世田米忖二於ヶル

　　　

犬･IIﾓ３年ヨり昭和13年迄ノ村内、村

　　　　　　

外結核死亡片比較表

肺

　

結

　

核

村内¦

死亡

148

村外可亡

内

－

　

２

・
騏
外

２

　　

第IV章

　

検査成績

第１節

　

権査項目鼓二方法

検査ハ主トシテ次ノ３項目二重鮎ヲ･置イタ

チ

1）「ツベルクリン」皮内反庖検査

2）赤血球沈降速度測定

3）胸部「レントゲン」寫具検査デアル。

ｐ白
ヒ

　
　

Ｑ

「ツペ｀ルクリン」皮内反唐ハ傅研製萬「ツ・ヽごルク

リン」ノ1000倍生理的食堕水溶液テ0．１ｃｃ上勝

第２節

　

受診率

村全膿トシテノ受診卒.・ヽ第４表ノ如ク、盲在人

口5661人二對シ4162名デ73．5％ニ常ル、こラ

各匯別二見ルト、7－8匯ノ成績が特二悪イ篤

ノ、全村ノ受診率が斯夕低下シタノデアツテ、

若シ此ノ雨匪テ除外シテ計算フ､ルナラ79％ト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

第１表

賓在人口

受診者
一
受診率

786
-
565

-
71．9％

795
-
660

-
83.0％

718

597
-
83.1％

728

-
590

-
81．０≒

929
-
779

83.9≒

計

肺外粘核
ｉ

内
亡

忖
死

4j

　

83

714
-
516

２
3％

382
-
208

54.4

－ﾐ-Ｗ
村外叱亡

餌
八

０

一

計

５

８匹

==･･=i■㎜㎜■ふJ
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-..心●
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一一‥
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結

村内ご１
死亡焚

231

5661

"
4162
一

73.5%

核　死

付外死亡

邸

内

餌
外

計

７ ２ ９

邸
内

５

皮内二注射シ、24時間後ノ賛赤10mm以上々

陽性トシタ。

赤血球沈降遠度ハWestergren氏法二従ヒ、

其ノ１時間値テ探ツタ。但シ測定ハ室温デ行ツ

タ、、

胸部「レントゲン」寫具ハ間接撮影法ニョリ撮影

シタｏ

　　

ナリ立派ナ成績デ、是等２匯ヲ除ク此ノ村ノ結

　　

核ノ疫學的研究ラ行フ事ハ可能デアルト思ツテ

　　

ヰル。尤モ此ノ索匯ノ受診率が悪カツタノノヽ、

　　

世田米診療所ヨリ5－7里ラ隔テル遠距離二在

　　

ル事ト、検査富日が雨天デアツタ結果ト考ヘル。

部落別々診率

Ｑ

　

φ

　　　　　　　　　　　

第３節「ツベノl・クリン」皮内反鹿成績

検査人員4162名､ﾆｰ對-い1「ツペ｀ルクリン」皮内

　　

三谷村、宮城邸愛島村、荒雄村、山形瓢飯塚村、

1丈嘸陽性卒ハ38.1±0．8ブダデアル。

　

とサ石川瓢

　　

岩手新志和村ノ各農村二於ケル夫レト比較フヽル
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第５表

　

世田米忖年齢別｢ツペルクリｙ｣反塵陽性率

【第18巷

レ
検査人員 ｢ツペルクリゾ｣反鹿陽性度 「ツベノ1ノグリソ」反嘔陽性率

男 女 計

0―5mm 6―10 mm 1]―25mm 26mm― 男 女 計

男 女　男 女 男 女 男 女 賓撒 ％
平均
誤差

貨数 ％
平均

誤差
賞撒 ％

平均

誤差

1－5 279　296･　575　239i　248　　27　　36，　12　　　9　　　1　　　3　　131　4.7１．３ 12j　4.1１．２ 25

85

４．４０．８

6－10 377i 329 　　　　　　　　　　　　　F　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　1706 243･ 201; 95　82　25　29　14　17: 39ヽ10.3 １．６ 46 14.0 ２．０ 12.0 １．２

11一一15 340 305 645 129 126 105　88　71　69　35　2Z 10631.2
　｜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜　　　　　　　　l

２．５ 91 29.8 ２．６197 30.5 １．８

16―20 145 167　312　　52　　61‘　　35　　32，　461　　341　　12　　40　　5840.0３．６ 74144.3 ４．０132 42.3 ３．７

21―25 70 141 211　29 45･ 111 16･ 14 42 16 38　3042.3
　　　　　l

５．９ 8057.0 ４．２110 51.9 ３．４

26―30 89 148 237 11. 49 111　18 37 53　30　28　6775.3 ４．６ 81 54.7 ４．１148 62.4 ３．１

31―35 98 146 244　　26　　531　　12　　32，　38，　37　　22　　24　　6061.21　4.9 61 41.8 ４．１121 49.6 ３．２

36－40 93 125 218　21･ 36, 12　14　34
　｜　　　，　　1　　　1

47　26　28　60 64.5!　5.0:　　7560.0 ４．４135 61.9 ３．３

41―45 87 101 188 2ざ　32 11　15　321 30　22　24　54･62.1 5.2¦　5453.5
　　　　　　　　　　｀　　　　　　　　　　　　　　｜　　　　　　　　　　　　　　ン

５．０108 57.4 ３．６

46―50 94 114　208　2t　　32　　　6　　151　　37.　　46　　30　　21　　6771.3¦　4.7,　　6758.8 ４．６134 64.4 ３．３

51―55 78 107 185 22 32　9　14:　32.　38　15;　23　47 60.3

　’　　　1　　　　1　　　　j　　　　　　　　「　　｜　　　　　　　　　’　　　　　　　　｜

５．５ 61 57.0 ４．７108 58.3 ４．７

56―60 席　69 151　　13　　1ｷﾞ　　910　38　26.　22　19　6073.2 4.9 45 65.2 ５．７105 69.5 ３．７

61―65 　　　　i　　　　　　　　　l　　1671 58, 125. 11、16 10　　7、30　231　16　12　46 68.7 ５．７ 35 60.3 ６．４ 81 64.8 ４．３

66－70 46，　　41
　　1

87　　6　　8 4　　　8　　26，　15　　10　　10　　3678.3, 6.1 25 61.0 ７．８ 61

44

70.1 ４．９

71－ 36、34j　70=　7，　8 5　6　15 14　　　9　　　6　　2466.77.9　　2058.8 ８．４ 62.9 ５．８

計－ 198121814162 852 961! 362 393，487 512 280 315 767･38.7」l.lt827 36.5 １．０1594 38.1 ０．８

ガ
ガ
ぶ
が
が
拶
が
刀
Ｊ
／

第６表

　

岩手駆気仙郡世田米村二於ケル

　

ドッペノl／クリゾ｣皮内反喉陽性率曲線

S　ﾉ∂Zj｀瓦乃が･丿｀ぐづぶ万ぷμぷぷが・

男

　　

－－－一一

　

女 剔

ト、其ノ何レヨリモ高率デアル。印]チ本村二於

ケル結核菌ノ浸淫ノ程度ハ、一般農村ノ夫レト

比較シテ高イ様デアル、、更ニとテ年齢別二見ル

ト、學齢期以前ノ者ニモ相常陽性者ヲペ

1－5歳デ4.4±0．8％、6一10歳デ12.0±1．2％

デアリ、11―15歳二至ルト30.5±1．8ガト著シ

ク噌加シ、16―20歳ヨリ26―30歳迄ハ同様二

漸進性二噌加シテ62.4±3．1％ニ達シ、其ノ後

多少ノ動規テ示シツツ66―70歳二於テ最高値

　　

70.1±4.9%ヲ示スニ至り、他村二見ル如

　　

ク高年－ナルニ及ンデ陽性阜ノ減少テミナ

　　

･｢。卸チ本村二於テハ70歳二及ンデ漸ク

　　

100人中70人が結核菌ノ侵入テ蒙ルモノ

　　

デアル事テ知ル。之ハ都市二於テ30歳前

　　

後迄二殆ンド90％前後テ示スノト比較シ

　　

テ著シイ相違デアリ、本村二於テモ一度モ

　　

結核菌ノ侵入テ受ケル事ナク一生テ終ル者

　　

が柑笛多撒アリ、従ツテ高年者ニモ結核初

　　

感染テウケル者ガアリ結核初感染者・ヽ如何

　　

ナル年齢ニモ碓見シ得ルデアラウ事が容易

　　

こ想像サレル。

叉男女別二之テ見ルト16―20歳デ男子40,0±

3．6％、女子44.3±4．0χ、21―25歳デ男子

42.3±5.9%、女子57.0±4．2ガデ高等小學校卒

業後25歳迄ハ、男子二比較シテ女子が少シク

高刊陽性阜テ示ソ、様ニナル。印チ一般ニ｢ツベ

ルクリン｣皮内反慮陽性率レハ學齢期ヨリ急激二

増加テ来シ、其ノ噌加ノ割合ハ男子二比較シテ

女子ノ方が少シク早目デアル。
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赤血球沈降速度測定

第７表

　

世田米村健康調査受診者年齢別血沈速度平均値表
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岩手顛気仙郡世田米村二於ケル健康者ノ

　

年齢別赤沈速度平均値(女子)

?二ｸμぶ/ﾀＺ/刀ぶj/ ,ｸﾞ/
ふ力/yぶ力力力JO i) JO

男女別、年齢別平均値ラ算出シテしレト、全ク

同様ノ結果ラ得ル、卸チ第7－9表ノ通りデ、

各年齢二於テ一般二男子ト比較シう・女子ハ少シ

ク促進テ示シテヰル、叉男女共青春期ニハー般

147

一一一

262

-

199

-

160

113

一一
1867

187

!82

-
L17

- － － － －

1 17

1H72

61-85
一 一 － － －

第８表

　

岩手餌気仙郡世田米忖二於ケル健康者ノ

　　　　

年齢別赤沈速度ノ平均値(男子)

余等ノ｀ヽ本村民3539名ニ・ツベルクリン｣反嘸検

査、｢レントゲン｣寫具撮影ト併セテ、赤血球沈

降速度ヲ測定シタ。今之ヲ先二教室デ秋月、星

ノ報告シタト同様ニ、本村二於ケル検査成績ノ
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ニ赤沈速度低ク、夫1／ヨリ年齢ノ進ムニ従l=、

叉減ズルニ従‘ヒ少シク促進シテヰル。

　　

第10表

　

赤沈速度ヲ主トシタ探索方法ト

　　　　　　　

結核患者晋見卒

探　索　方　怯
k£>tZ*£.I &

費見ジ得ベ
キ結核敬

i;KJti.yv､ｙｌ、　　　　　　　　　　　　　ｉ

賀敏

百分率

.‘ツベルクリｙ｣反嘔陽性ニ

シ'テ赤沈速度10以ﾄﾞ,1ノモノ
2923　　13 ０．４

「ツベルクリｙ」反感陽性ニ
シテ赤沈速度10ョリ14迄ノ
モ　ノ　　　　　t-

254 10 ３．９

「ツペルクリｙ」灰塵陽性ニ
シテ赤沈速度15ョ吋9迄ノ

モ　ノ

108 13 12.0

「ツベルグリｙ」反鹿陽性ニ
ンテ赤沈速度20以上ノモノ

254 68 26.8

次ニ「ツベルクリう」皮内仮座陽性デ、赤沈速度

10粍以内ノモJ 2923名中稜見結核患者数ノヽ13

名卸チ0．4％、10―14粍ノモノ254名中10名

【第18巷

印チ3．9％、15―19粍ノモノ108名中13名卸

チ12．0％、20粍以上ノモノ254名中68名印チ

26.8%'デ、赤沈速度ノ促進シテヰルモノノ中二

結核患者ヲ衰見スル率ノ多４事。・ヽ勿論デアル

ガ、20粍以上ノ促進チ示ス者總テヲ検査シテ倚

漸ク結核患者ノ65％テ稜見スル斗

チ従来行ノヽレテ居ツタ「ツベルクリン」反塵、赤

沈速度テ施行シテ、「ツベルクリン」反塵陽性者

デ赤沈速度ノ促進シテヰル者ノ中カラ結核患者

テ稜見セントスル方法ハ漸ク65％ノ病人チ登

見シ得ルノミデアル。

間凄撮影二依ル「レントゲン」撮影法ノ研究著シ

ク進歩シ、極ｙテ低廉二且ツ簡章二多人敬二利

用シ得ルニ至ツタ今日、斯ル非特異性ノ検査方

法二多クノ努カテ費ス事・ヽ向後相常二考慮ノ要

アリト思考サレル。

第５節「レｙトゲこ／」検査成績

第11表

　

晋見セル結核患者年齢別病型表

　＼病型
　＼

年齢＼
初感染症

/　f　.

肋膜炎 縦隔慌
肋膜炎

剔 晩期型肺結核 肺尖結核

再燃結核

　̃　ﾐ　－　＝
　　　０

　　　０

脊椎「ヵ　，，

リェヌ」

1　

計

　　　　　‾　　　皿一一　　--　　　Ｏ　１　１

「レｙトゲｙ」
ニ所見ヲ認メ

ズ喀痰培養陽
性ナリシモノ

浸潤性 血行性 浸潤性¦血行性

O－6 １ Ｏ　　１　　０　　　　０ Ｏ　・　　Ｏ　：　　０ ０

7―10 ３　　　　　　　１　　　　　　　０　　　　　　０　　１　　　０　，　　　１　　　　　０ １ ６ ０

11―15 ４ ０　　　　０　　　　０ ０ １　　０ ０ ０ ６ １

16―20 ’ ６　１　　０　　　　０　　　０ ０ ４　ｊ　ｏ １ １ 12 ０

21－30 １　　　　０　　　　０　　　２　°０ 12 ０ ５ ０ 21 １

31―40 ２　　１　　１　　　　０　　　　３　；　　０ ４　１　　０ ５ １ 16 ０

41―50 １　　　　１　　　　０　　　２　　　０ ４　　　０ ４ ０ 13 １

51―60 １　ダ　　　１　　　　０　，　１　　　０ド　０ 　　　２
－　　　２

０ 13 １

61－ ２　　　１　　　　１　　　１　　０ ９ ０ ０ 16 ０

計
２１　　　　　　　５　　　　　　　１　　　　　　９　　　　　０　　１　　４２ ０ 19 ３ 104 ４

楡査人員4162

名二對ヌル割
狸(％)

５．０　　　１．２　　　０．２　　　２．２　　０10.1　　　0 ４．６ ０．７
25.0十

　　〇.2
１．０

間凄撮影法二依り検査人員總テノ胸部｢レント

ゲン｣寫具ヲ･撮影シタ。｢レントゲン｣所見上結核

ト診断シ得ル者ハ、第11表二示セル如ク計104

名デ検査人員ノ25％ニ常ル。農見結核患者ヲ病

型別ニしレト、初感染症21名(5．0％)、肋膜炎

６名(1.4%)、浸潤性早期型９名(2,2％)、晩期

型42名(10．1％)、肺尖結核、再燃結核19名

(4．6％ヽ、脊椎｢カリエス｣３名(0．7％)デアル。

之ヲ年齢別ニしレト初感染症ハ贋シテ若年者二

多イガ、先二年齢別(ツベ）レクリン｣皮内反廳陽

性率ヨリ想像シタ通リ、60歳以上ノ高齢者二於

ｆモｔラレ、早期型、晩期型肺結核及ビ肺尖結
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核、再燃結核ノヽ青年期及ビ壮年期以上ノ者二見

ラレタ。

尚木村二於ケル貨見結核患者二就キ特こ余等ノ

4:29

注意テ惹イタ鮎・ヽ、晩期型肺結核が他ノ病型ノ

モノト比較シテ著シク多ク、脅見結核患者ノ牛

倣近クユ見ランク事デアル。

第６節

　

喀痰楡査成績

晋見結核患者が結核菌ヲ喀出スルカドウカ｡・ヽ、

唯二本人ノ慄後二重大ナ意義子有フ､ルノミデナ

ク、結核對策二必要不可訣ノ問題デアル。ソコ

デ之テ賓行シタノデア7レガ、斯クｙ如ク廣汎ナ

地城二散在スル多撒ノ人口子取り扱フ事、登見

結核患者二對シ夫一々喀痰検査侈行フ事ハ非常ナ

ル困難Iヽ障碍テ件フモノデアご¦い経験シタ次

第デアル。殊二結核菌澄明ノ方法・ヽ培養法ノ著

病

型

初
感
染
症

-

敷

シ

－ -

モ

　

ノ

- ・ ～ ＝ ＝

‾匹21

２

一 一

↓

－

５

－

０

シイ進歩ａ依リ、従来塗抹陰性ノ者カラモ多ク

ノ陽性者ラ登見スルカド゛ウカノ判定､ハ、従来ノ

様二簡軍ニノ’ヽ云ヒ得ナイ様ニナツタ。依ツテ余

等､・ヽ諸検査ノ成績二基キ、喀痰検査ヲ･必要ト思

惟セラルル者二就キ喀痰探取二赴イタノデアル

ガ、其ノ中漸ク91名ノ喀痰ヲ･探取八之サ塗

抹雄二培養二依り検査シ、第12表ノ如キ結果・

テ得タ。郎チ「レントゲン」所見ヲ認メタ104

第12表

　

喀痰検査成績ト各病型トノ関係
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例

喀痰探取不能ナリ

喀痰峡除ト梧.スル・e /

喀痰探取セルモノ

塗

　　

抹

　　

鏡

　

，検

塔

　

養

　

成

　

績ｉ

　

１

喀痰中結核菌塗抹陽性ナリシモノ
開放性結核1ヽ推定サルルモノ

13
⇔ ﾐ ̃ 四 〃 = ̃ _ =

1昌則昌}321(0.67ぐ4It。)｡96

12名作0．29％｀)

　　　　　　　

｜

お中喀痰テ探取シタ者28名デ、之ヲ･病型別ニ

ヤレト、初感染症５名、浸潤性早期型１名、晩

期型16名、肺尖結核、再燃結核６名デアル。

塗抹陽性者ダヽ晩期型16名中12 ?1デアヽソタ。培

養陽性者ハ初感染症１剔浸潤性早期型１名、

晩期型13名、肺尖結核、再燃結核５名、計20

名デアツタ。印チ塗抹上菌陽性者ハ何レモ相常

程度二病勢ノ進行シテヰル行ノミデアルガ、培

養上菌陽性者ハ極ノテ初期殊二初感染症ノ者ニ

モ見ラレタ。

晩期型肺結核患者ニ３名ノ結核菌陰性者テい

が、遠隔ノ他二唯１同ノ喀痰探取二赴キ検査セ

ル成績デアリ、非開放性デアルト結論¬'､ル事ハ

早計デアルト考ヘル。更ニ｢レこトゲし｣所見上

撥化テ認ｙナカツタガ、結核ノ既往症アル者26

汽結核死ノ歴史アル家族ノモノデ、赤沈速度

ノ著シク促進シテヰタ37名ノ喀痰ラ採取検査

シ、培養上前者ヨリ１名、後者ヨリ３名合計４

名ノ陽性者ヲ１

化ラ認ｙズ結核菌陽性･いレ例ハ、1927年佛國ノ

Ｃｏｒdieｒ(1)ノ報告以来、Lowen薦J ullien‘3)、

Kndelerki及ビ其ノ共同者(4)、Ｇrａｄｅ(5)､Bezan-

９ｏｎ(6)等二依り報告セラレテ来タ、殊二最近常

戟室ノ岡ニョリ詳細ナル研究が農表セラレ、其
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ノ臨休的意義が明カユセラレテ来タ。

勿論農村二於ケル結核ノ研究二於テ、感染危瞼

ノ意味ヨリ斯ル例テ取り上ゲル事ハ全ク意義少

キモノデアルガ、斯ル少量ノ菌喀出者が将来肺

結核二遂展スル故ニ、一般重症結核患者ノ隔離

加療ノ外ニ、斯ノ如キ者テ充分監説シテ、其ノ

遂展ヲ･防止スル事が極ノ･テ重要ナ意義テ有スル

モノド

結果｡ハ、向後農村ノ結核研究二重要ナル示唆ヲ

奥ヘルモノト考ヘル。。白]チー般集團検診二於ク

ル結核早期登見・ヽ、｢レントゲン｣寫具ニノミ依

【第18巻

存スル事ナク、更二進ンデ喀痰検査殊二培養ラ

施行スル事が結核對策上必要デアル。

余等八本村二於ケル喀痰検査ニョリ24名ノ結

核菌喀出者ヲ･賓誕シタ。更ニ｢レントゲン｣所見

拉二他ノ諸検査ノ結果、充分二菌陽性ト思ハル

ル者が少クトモ20名以上卜推定サレルノデ、

結局本村ノ結核菌陽性者ハ少クトモ44名(0.96

％ﾄﾉ多キニ達スル事トナル。之ハ従来ノ農村

ト比較シ、培養成績ノ優秀サテ充分考慮スノレモ

洵且極ノ･テ高率デ驚クペ｀キ叡卜考ヘル。

第Ｖ章

　

總括址二考按

以上余等ハ従来結核死亡率が極ノ･テ低イト一般

二考ヘラレテヰタ、岩手新ノ一農村気仙郡財田

米村二就テ、「ツベルクリン」皮内反息検査、赤

血球沈降速度測定、間接撮影法二依ル胸部Ｘ線

ヲ･行ヒ、更二喀痰ノ塗抹址二培養検査尹行ツタ

結果、次ノ事賓尹知ツタ。

1）同村ノ結核死亡率ハ、従来一般二考ヘラレ

テヰタヨリモ浅カニ高イ率、印チ最近５ｙ年間

平均人口１萬二對シ25.7±5．2ラ示シ、更二結

核死ト推断シ得ルモノテ併セル時ハ41.2±4．9

トナリ、全國最高位ノ石川新ノ夫レト匹敵ス

ル。而モ結核デ死亡シテヰルモノモ村内二於テ

死亡シテヰル。

2･同村ノ「ツベルクリン」皮内反嘸陽性卒ハ

;:;8.1±0．8％デ、従来富教室デ調査シタ各農村

ノ「ツペ｀ルクリン」皮内反廳陽性率ト比較シテ、

著シキ高率ヲ示シテヰル。

3）同村ノ貸見結核患者ノヽ104名デ、現在人ロ

ノ25％ニ常ル。而モ貸見結核患者ノ牛数近クガ

相常進行シタ肺結核患者デアル。

4）更二喀痰ノ結核菌澄明拉二喀痰探取不能デ

アツタガ、諸種検査成績カラ結核菌陽性ト思惟

サレル者テ併セル時ノヽ10％ニ近イ敬二上ル。

自］チ同村ニハ結核菌テ喀出フ、ﾉﾚ患者が甚グ多

ク、従ツテ「ツベルクリ・」皮内反息陽性率モ結

核死亡命モ極ノ･テ高イ今尹示シテヰル。之等ノ

結果ハ余等ノ容易二理解シ得ル所デアルガ、同

村ノ地轟勺状況ヲ考慮スル時、一般農村ト比較

シテ斯ル僻村が此ノ様二結核ノ侵襲ラ受ケテヰ

ル事ノヽ、余等ノ甚グ意外トスル所デアル。依ツ

テ余等ハ疫學的二同村ノ状況ラ明カースル篤ノ･

ニ、次ノ４項目、印チ、

Ｕ

　

本村ノ結核感染危瞼率ヨリし

　　

状況

2）家族内､感染ノ有無

3）結核死亡者ノ推定感染源

匍

　

現在結核患者ノ推定感染源

二就テ調査ヲ試ミタ､、

１

）結核戚染危険率ヨリ見タノl．・結核或染状況

余等ハ第１報二於テ、「ツベルクリン」皮内反息

陽性率ヨリ感染危瞼率ラ算出シ、石川新河北郡

三谷村ノ結核感染状況ヲ極ノ･テ鮮明－フ､ル事ヲ

得タ。

本村二於テモ同様ニシう・感染危瞼率予算出シテ

し

懸三谷村ノ夫レヨリーハ高ク、仙豪市ノ夫レト

略ｔ一致シ、小學校在學中ノ感染危瞼卒ハ4．4
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第13表本村二於ケル結核感染危瞼率ト仙奎市及ビ石川麻三谷村トノ比較

蛤1

　　　　　一一一〃g－●凰．●●・　　・　　　　●・

仙峯市 三谷村 世田米村

學貯期迄ノ怒果玖阪早　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　１．６％ 1.2％ 1.7％
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’-〃W一一

--=---
小學校在學中ノ感染危険率 2.1% 1.6％ 4.4％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜　　㎜㎜　㎜←̃ﾐ-ﾐ〃--〃-－･- 〃-ﾐﾐ=̃･W〃-←ﾐ---匹W〃'‾‾ﾐ'-〃〃〃

｢ツペノ1/クリｙ｣皮内反鹿最高二逢.スル年齢迄ノ感染危険率 1.1% 3.5％ 3.4％

　　學齢期ョリ｢ツベルクリン｣皮内反唯最高二逢:

-W--〃--㎜一〃-i-ﾐ-Ｗ--ﾐ〃　四=ﾐ』ﾐ〃ﾐ　'-‾==̃　－l-〃=ﾐ㎜
　　小學校卒業後｢ツベルクリゾ｣皮内反哩最高二蓬.スル年齢迄ノ感染危険率

10.0％ 4.2％ 4.1％

13.1％ 5.1％ 2A%

％デ、石川瓢三谷村ノO.7％ト比較シテ約６倍

　　

テ1/2

仙豪市ノ2･7％ト比較シテ約１倍牛高イｏ叉｢､ソ

デアリ、仙毫市ノ夫レト比較スルト’/5デ

･ヽごルクリ､ン｣皮内丿丈嘸陽性率が最高二達スル年

　　

自]チ本村二學齢期迄ノ感染危瞼率ハ仙豪市ノ夫

齢迄ノ感染危瞼率ハ3．4％デ、こハ石川瓢三谷

　　

レト比較シテ大差ナク、小県校在學中・ヽ極ノテ

村ノ夫レト略ｌ一致シ、仙皇市ノ夫レト比較ス

ルト前ト逆ニ恥トナル。小學校卒業後｢ツペ｀ル

クリン｣皮内反咆最高二達スル年齢迄ノ感染危

瞼率ハ2.4％デ、石川瓢三谷村ノ夫レト比較シ

高イ感染危瞼率ヲ示シ、小學校卒業後ハ比較

的低イ感染危瞼率サ示シうーヰル。斯ノ如ク特二

小県校在學中ノ著シク高イ感染危瞼率ハ何二基

因スルモノデアルカ、本村二於ケル各小學校即

第14表

　

世田米村尋常高等小學校二於ケルiTツペルクリｙ｣皮内反鹿陽性率表

　組　　別

¦性

　　　　　　　　別

尋常科１年　　　　含

－　　　-　゛‾‾‾-ﾐ-〃　　　→--
　　　１年　　　！　革

　機

　査

　人

　a

一一一　　-一一
　53

　55

「ツ　ベ　ノレ　グ　　リ　　ソ」　反　嘔　　　　　　　「ツベノレクリ

0―5mm 6―10mm　11―25 mm　　26mm以上ｙ｣反鹿陽性
　　　　　　　　　　　　Ｆ　　　　　　　　　　！

賓敷

　－　一一一
　34

　37

百分率 賓敷百分率貨斂百分率¦賞斂 百分率 賓斂 百分率

64.15，　16　30.18　　　1　　　1.88　　　2　　3.77I　　3 5.66

67.27　，　11，　20.00　　　　4　　　7.27　　　　35.45 ７ 12.72

２年　　　　　　　含｀　　　　52 22 42.30　　　21　　40.38　　　　5、　　9.61キ　　7.69　　　___.－_-
11　　2.27

９ 17.30

２年
-一一

♀ 44 25 56.81 1　T目　25.00　　7 15.90 ８ 18.18

３年　　　　t　　　64 痢　54.68 171 26.56 1 8 12.50　　4 6.25 12 18.75

３年　　　、 ♀ 56 24　42.85 i　23;　↓1.07　　1　7.14 1　5　8.92 ９ 16.07

４年　　　　１　含 46　1　　231　　50.00
　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　‾‾　　　　　‾‾‾‾‾　‾12　26.08

1
8　17.39　　3　　6.52

　　　　　　　　　　　　　　　｜

11 23.91

4年 ♀　1　38 15 39.50 11 28.94 　9　　23.68

13　　20.00

３ 8.89 12 31.52

５年 含　｜　65 25 38.46 23 35.38 ４ 6.15 17 26.15

５年 革 77 ！　20 25.97 33 42.85　1　　15　　19.48　　　　9･　　11.6824 31.17

６年 含 58‘　11 18.96 1　32　55.17 12　20.68 1　3ﾘ　5.17 1　15 25.86

６年　　， 革 60 13 21.66 1　28 46.66 1　18 30.00 １ 16.66 191　31.66

高等科１年　　　１　含 58 16 27.58 1　19:　32.75 16 27.58. ７ 12.06 1 231 39.65

１年　　‘　♀ 46 15 32.60　　　17　　36.95　1，　　11
　　　　　　　　　　　　-－

23.91
１　3.　6.52

， 14’　30.77

　　　｜　　　　I　　　　　　　　　　　　　　L

２年　　　　　１　　含　，　　58９ 15.51 ！ 20’ 34.48 221　37.93　11 7，　12.06　，　291　　50.00
　　，　　　　　　　1　　　　1　　　　　｜　　　　・

２年 早 23 １ 4.34 14 60.86 ７ 30.43

13.90

１ 4.34 ９ 34.78

尋常科平均 含 338 150 44.37 121 35.79 47 20 5.91 67 19.82

尋常科平均 革 330 134 40.60 117!　35.45 57 17.27 22 6.66 1　781　23.63

高等科平均 含 116 25 21.55 39 23.62 1　38 32.84　　14 12.06 ・　52　　44.82

高等科平均 ♀ 69 16 23.18 31 44.92 18 26.08 ４ 5.79 i　23 33.33

尋常科十高等科 含｀ 454 175 38.54 160 35.24 851　　18.72

　　　　¦‾‾　　ﾐ‾751　　18.79

34ﾂﾞ　7.49ﾄ119 26.21

尋常科十高等科 旱 399 150

325

37.59ﾚ148' 37.09 26

一一
60

6

.

5 1

　 = = = = = 　 －

7

.

0 3

101 25.31

　　　…一一220　25.79乎　　　　　均 含十革 853 38.10 308 36.10 i 160 18.75
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第15表

　

川口分教場二於ケル｢ツ｀ル々リ゛｣皮内反感陽性率表

【第18巻

　　　　斗

組　　別　　１

　　　　ｊ　別

　　　　｜

検

査
人
員

　　　　　　　　　　　　「ヽソ　　ベ　ノレ　　グ　　リ　ｙ」反　鹿

ﾐ=‾　‾=　’　j- ---　　　一一一一ﾐ之ﾐ　　　ﾐｰ=---　－　　---=-　－　　---ﾐｰ-’‾‾‾=ﾐ¬‾　----●--　－－

　　　　0―5mm　　6―10mm　　11―25mm　　26mm以上

「ツペルクリ
ｙ」反塵陽性

貨撒 百分率貨徹 百分率 責敷 百分率
賓敬

一一一　－
　　１

百分率 官徽 百分率

１　　年 含　　13 11 76.92 １ 7.69 ０ ０ 7.69 1　1 7.69

１　　年　　ｉ　羊　　12 ９ 75.00 ２ 16.66 ０ ０ １ 8.33 １ 8.33

２　　年　　１　･!;･　・　１０ ５ 50.00 ５ 50.00 ０ Ｏ　１　０ ０ ０

１

０

２　　年 ♀ 9　１　61　66.66 ２ 23.33 １

０

11.11 ０ ０ 11.11

３　　年 含 13 10　　76.92 ３ 23.07 ０ ０ ０ ０ ０

３　　年 革 10 61　60.00 ３

４

30.00 １ 10.00 ０ ０ １ 10.00

４　　年　　ｉ　ｔ　う2 ６ 50.00 33.33 ０ ０ ２ 16.66 ２ 8.33

４　　年 革 13 ７ 53.84
　 　 １

一 一 一 一 一

　 　 1 3

7.69 ３ 23.07 ２ 15.38 ５ 38.57

乎　　均 １ 48 32 66.66 27.08 ０ ０ ３ 6.25 ３ 6.25

乎　　均 革　：　豺　i　28 63.63 ８ 18.18 ５ 11.36 ３ 6.82 ９ 18.18

乎　　均　　ｊ＋♀ 92　1　60 65.32 21 22.82 ５ 5.55 ６ 6.53 11 11.95

第16表

　

大股尋常高等小學校二於ケル｢ツベルクリン’｣皮内反感陽性串表

組　　　別

性

別

接

査人

員

「ッ　４　ル　ダ　　リ　　゛」　反　嘔　　　　　ケッベルグリ

O一5mm 6―10mm 11―25mm 26mm以上
ｙ｣反嘔陽性

賓斂 百分漸官版

87.50 1　1

百分率資敏

一一一一一一一一一　‥---
　12.50

1　0

百分率 賓敷 百分率 官敷 百分率

尋常科１年 含　１　８ ７ ０ O1　0 0¦　o
１年 革 14　1　10 71.42 ２　7.12　0･　0

一一一一一　一一一一
　6.25　　0，　0

　　0　　　　11　16.66
－--　　-‥

　　0　　　　1　10.00,-　　ノー－　1
18.18　0　　0

２

０

14.28 ２ 14.28

２年 含 16 15 93.75

83.33

１

０

　　　０

-皿-■〃　〃
　　　０

㎜Ｗ〃-- --｀〃
　　　０

０ ０

２年 革 ６　１　５ ０

０

１ 16.66

３年 含 10　1　9 90.00

一一一-－－
72.72

　　０

－皿ふ--
　　２

一一一

　　２

１ 10.00

３年 革 11　°8 １ 9.09 １　9.09

＝J　20.00゛４年 含 10 ６ 60.00 20.00　　　　21　　20.00
　　　　　　　　　　1

０ ０ ２

４年 革 14 13 92.85 ０　0　　　　1

14.28 ;　　0

7.14 ０ ０ １ 7.14

５年 ｔ

羊

14 12 85.71 ２ ０ ０ ０ ０ ０

５年 ７ ３ 42.85 ２ 28.57　1　　　228.57 ０ ０ ２ 28.57

６年 含 14 10 71.42 ３ 21.42 I　o ０ ０ 7.14 １ 7.14

６年 羊 11 10 90.90 ０ ０ １ 9.09 ０ ０ １ 9.09

柘等科１年 含 呉･ ２ 50.00 １ 25.00 １ 25.00 ０ ０ １ 25.00

１年 革　１　９ ８ 88.88 ０ ０ ０ ０ １ 11.11 １ 11.11

２年 含 ７ ６ 85.71 I　o ０ 　　１

一一－

　　２

14.28 ０ ０ １ 14.28

２年 革 101 7 70.00 １ 10.00 20.00 ０ ０ ２ 20.00

尋常科平均 含 72ﾄﾞ9 81.94 ９ 12.50 ３ 4.16 １ 1.38

4.76

　0

4　　5.55

尋常科挙均 ♀ 63 49 77.77 ６ 9.52 ５ 7.93 ３ ８ 12.69

高等科平均 含 11 ８ 72.72 １ 9.09 ２ 18.18 ０ ２ 18.18

高等科予約 ♀ 19 15 78.42 １ 5.26 ２ 10.52 １ 5.26 ３ 15.78

尋常科十高等科 ';!7 83 67 80.72 10 12.04 ５ 6.02 １ 1.20 ６ 7.22

'邨:常料十高等科 革 82 64 78.94 ７ 8.53 ７ 8.53 ４ 4.87 11 13.41

乎　　　　均¦含＋♀ 165 I 13ll 79.04 1 17 10.30 1 12 7.27　5 3.03 1　171　10.30
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第17表

　

本邦農村小學校児童｢ツベルグリ゛｣皮内反庶陽性率

報告者 核酸材料 年齢 「ツペノ1/クリｙ」
反　塵　判　定

陽　　　性　　　乍

　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　四

　　　　　　7.25％

結核登怯巾

有馬(1句

金井
北海酒:農村小學校
児童 8－16 1:2000、48時間５粍以

上ヲ陽性トク，

岡田(15) 帚廣近傍農村５小
學校６學年児童 12―14 1:2000、48時間５粍以

上ヲ陽性トス
25.6％ 初感染51、再感染4、

娶治療23(總杭589ﾚ

木村外(狐

月･､原!35j

札幌郡部31小學
校６學年児童 -1引言品昌〒　　21.9% 要治療8A%

岩手邸和賀餌二手
付小學校児童

㎜㎜　　　　　　⇔　　－

1:1000、24―48時間、
嘆統理積101mm2以上
ヲ陽性トス

9.2％

－－－〃

石田
中村
佐藤
猪股(17)

宮城餌下小學校児　　　1:1000、O.lcc 24時間
童　　　　　　　　　　　10粍以上ヲ陽性トス

　　　　　　　　１　　１

　　　　　　　　１　　ソ　　　　　　　一一

東京府下農村小學:　　　　　　　　　　　゛
校児童

　　　　栗駒9.4％

匹，ぁ

1

数数

　　　　七ヶ宿19.7％

　　　　唐　桑13.3％

四回

万

感以北

　　　　浦　戸12.8%

總計11.9?ぶ

．　　　-=ﾐ　→一一　　　．　　ミ　　　　ミ　　｀‾-ﾐ･-

　　　18.8≒新井(隅

肺浸潤４．７％、肺門俐
巴腺腫脹16.6％、石報
化恣1.5ぢ、肋膜癒着
症５．５％

有馬
安座
曾祖

石川顛下小學校児

童　　　　　‥
7―14

ｓ　　尋常料･16.6％

s4付

{j

高等科26.6％

－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　===〃

　　　　　ﾄ1..2％

＿‥　　.＿＿____　.__.__

　　　　　11.3％

　世田米村尋常高等小學校

　　　　　　　　　　25.8％

　川口分数場　　　11.9％

¦

大股尋常高等小　校

　　　　　　　　　　10.3%

今伺‘'191奈良顛山村小學校
兄童

7－15j1:2000ヽ48時間５粍以
　　　よヲ陽性ドス

活動性結核0.23％

中村外
石川餌三谷村小學

校児童
7―12

1:1000、O.lcc 24時間
10粍以上ヲ陽性トス

初感染２

中村外
岩手駆世田米村小
學校兜童

7―14

7－10

7―14

り

初感染5、肺結核2｀

初　染1、肺外結核1･

¦

ナ　　ン

チ本村ノ中心部二在ル世田米尋常高等小學校、

同川口分教場及ビ大股尋常高等小亭佼ノ３校二

就テ更二精査シタ。其ノ結栗l↓t田米尋常高等小

亭校・ヽ尋常科卒均男子ハ19．82％、女子ハ23.63

％、高等科男子ハ44.82 X、女子ハ33．33％、

尋常高等科計男子26．21％、女子25．31％、男

女計25．79χノ｢ツベル･クリン｣皮内反恚テ示シ

川口分教場デハ尋常科１年ヨリ４年迄平均男子

6．25％、女子18．18X、男女計11.95 X、大股

尋常高等小學校ハ尋常科平均男子5．55％、女子

12.69が、高等科男子18．18％、女子15．78％、

尋常高等科計男子1.22%、女子13．41％、男女

計10．30χノ｢ツベルクリン｣皮内反吉陽性率ヲ

示シテヰル、之ヲ･小亭見童｢ツベルクリン｣陽性

卒二就ｆ従来報告セラレタルモノト比較スルト

第17表ノ通りデ、川口分教場ノえビ大股尋常高

等小眼校ノレソベ･レクリン｣皮内反感陽性孝ハ、

一般農村小學校見童ノ夫レト略い一致スルガ、

世田米尋常高等小學校見童ノ｢〉ソベルクリン｣皮

内反庖陽性孝ハ少シク高率デ、水口邸市小學校

見童ノ夫レニ匹敵ソ､ル。依ツテ世田米尋常高等

小學校ノミュ於ケル見童ノ感染危瞼率テ算出シ

テし

在學中28.3が、女子八尋常科在學中16.7が、:高

等科在學中4．7％トナリ、驚ク⌒ごキ高イ感染危

瞼率デアヽト同時二甚ダシイ不同テ示シテヰリレ

事ヲ･知ツタ。上記小堅校二於ケル危瞼率ノ特性

ノ｀ヽ、學校内感染テ思ハシムルニ充分ナルモノガ
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アル。而カモ或ル學級が特二高イ結核感染ヲ示

シテヰルノデノ｀ヽナク、全般的二高４感染度ヲ示

シテヰル事。・ヽ、見童相互ノ交遊感染二依ルモノ

デナイ事ハ明カデアル。茲二於テ同校ノ教職

員全員ノ喀痰サ塗抹及ビ培養二依り結核菌ヲ検

査シタ所、塗抹陽性者１名、培養陽性者３名計

４名ノ喀痰中結核菌陽性者ヲ検出シ得タ。之等

ノ教職員ノ受持級生徒ノ「ツベルクリン」皮内反

嘸陽性率、結核患者数ヲ他級生徒ノ夫レト比較

調査シタガ、其ノ間二瞭然タル相違ヲ澄明スル

事ノヽ出来ナカツタ。叉本村ノ學童ヨリ登見セル

　　

第18表

　

小學校児童結核患者病型別分類

　　病型

咬名

初感染症 肺結核 肺外結核

世
田

米
小
學

校

學級名 人敷 學級名 人数 學校名 人数

尋1、2 １ 尋４男 １

尋3、1 ２ 高１女 １

高１女 １ ０

高２男 １

川分

　赦口場
尋4 １ ０ 尋4 １

大小
　學
股校

０ ０ ０

結核患者､ハ計９名デアルガ、其ノ中７名ハ同小

事校生徒中カラ費見サレテヰル。以上ノ結果テ

併セ観ル時ノヽ、是等ノ事象ハ同校ノ教職員４名

二結核菌喀出者ノヰル事二基クモノナル事テ断

タテモ誤リナモノト思バレル。

【第18巻

教師が結核感染二多ク曝サしりレ職業デアリ、叉

賓際二教師二結核が多４事ダヽ、結核像防二携バ

レル多クノ人｡々ニ依り叫バレタ所デKayser-

Petersenモ大イニ之ヲ強調シテ居リ、先二営教

室ノ星モ宮城瓢愛島村二於テ、２名ノ教師ノ學

童二貢ヘタ影響二就テ詳述シテヰル。

本校二於テ。･ヽ唯｢ツベルクリン｣皮内反嘸陽性率

ヲ一見シタダケデ・ヽ、其ノ怖ルベキ状態テ窮知

シ得ナイガ、結核感染危瞼率チ算出シテ始ｊテ

其ノ惨禍が明カトナリ、其ノ原因テ登見スル事

が出来タ。

更二同村ノ小學校卒業後比較的低・1結核感染率

ヲ示ス事ノヽ、同村ノ地理的状況二依ルモノト考

ヘラlノル、al]チ都會地ノ高４感染危瞼率ノヽ宮然

ノ事デ贅言ヲ要シナ１が、石川瓢河北郡三谷村

ト比較シテ現在結核患者が約２倍アリ感染危瞼

率ハ逆ニ1/2デアル事ハ、既二第１報二於テ述ベ

タ如ク石川瓢河北郡三谷村ノヽ金庫市ノ近郊村デ

アリ、小學校卒業後急激二都市トノ交流繁クナ

リ、祗會感染ノ機會が著シク大トナル事二基因

スルモノデアルガ、本村ハ岩手新二於テモ僻遠

ノ地二在ル篤メ、村外結核感染ハ出稼者二於テ

ノヽ極ｊテ著シキモノナルモ、一般村内居住民ノ

村外感染機會ノヽ甚ダ少ク、年齢ト共二村内二於

ケル交際範園ノ攘大二依ル、接鯛感染機會ノ増

加ニノミ基因スルモノト考ヘル。

2）家族内戚染ノ有無

第１節二於テ本村ノ學齢期迄ノ感染危瞼率ハ、

石川瓢三谷村ノ夫レヨリ高率サ示シ、仙毫市ノ

夫レド匹敵スル事ヲ述ベタ。今現在結核患者ヲ

有スル家族及最近10年間二結核死ノ歴史アル

家族ノ「ツベ゛ルクリン」皮内反座陽性率ト、一般

家族ノ夫レト比較シ、統計學的二陽性率ノ差異

ノ有意性二就テ吟味シタ所、何レモ其ノ差異二

有意性ヲ･認ノ･タ。郎チ本村ノ現在結核患者ラ有

いレ家族及最近10ヶ年間二結核死ノ歴史アル

家族ノ｢ツベルクリン｣皮内反廳陽性率ハ、一般

家族ト比較シテ高イ率ヲ示シ、夫等ハ結核患者

ノ家族内感染二因ル事ヲ明カニシタ。

以上感染危瞼率ヨリ、叉｢ツベルクリン｣皮内尽

廃陽性率ノ差翼ヨり、本村二於タ結核患者ノ家

族内感染ハ充分二立謐シ得ル。
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第19表

　

家族歴３リｉタル｢ツ４ルクリｙ｣皮内反唯陽性串

結核患者ヲ有セザル家族
一 一

昭和３年ヨリ昭和９年迄結核死ノ歴史

ク

　

リ

　

ｙ

結

　

核
死亡者

ヲ

女子ニテ女

トシテ離忖

結核罹患後

村｀セノ1/モノ

一一

　

ア

-

ノレ

一一-

家族

　

－

← － －

－ -

　
　
　
　
　

・
Ｉ

族

6 0

-

27

81

一 一 -

一 一 一 一 - －

－ ‥ - -

11

一一
92

-

　　

･--＝--

　　

・

トノ「ツペ

j608
-

　

205

一一

　

↓92

一一
697

55↓

乙 ＿ ＿ ＿ Ｊ 〃

‥ -

－ ･ － ・ － －

ノレ

435

1306

一一

　

95

一一一一

285

一 一 一

2.9<3

9．9＞3

６ 8＞3

6.8>3

380

---
288

36.2±0．3

一一
祁．3±3．5

一一
57.9±2．2

一一
54.5-1-1.9

　

一
一一
52．0＋2．1

有意ナラズ

有意ナリ

有意ﾅﾘ

ｰ--------一

有意ナリ

計

一 一

昭和９年以後二結核死ノ歴史アル家族

最近10ヶ年間二結核死ノ歴史アル家族

ノ差異二對ヌル有;

第20表

　

本村二於ケル最近５ヶ年間ノ

　　　　　

結核死亡:咎調査表

―エ
シ
帰
男子出稼者ぎ’
ジテ結核罹馴
後帰村セルモi

ノ

昭和９年 13 ８　　１　　　１　　　　９

10年 17 12

　　　一四
　６

　　　　　　－

0　　　　　　　　12

11年 18 ２　　　　　８

12年 17
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一･
　　　　　　　　　111　　1 3　　　　　14

13年 10 ５ 　　　0　　1　5

　　　.　　　　　i　84

8.0ぷ3.1％ﾔjぶ宍計

75
　　42
56.0±5.7％

第１報二於テ石川瓢ﾃﾞﾐ谷村二於ケル出稼者ノ感

染死亡ハレ者が甚ダ多ク、驚クベキ数字サ示ス

モノナル事ヲ述べ｀タガ、木村二於テハ如何、此

ノ鮎ヲ明カニヤレ篤べ余等ハ結核死亡者拉ニ

第３節二於テ同村結核死亡者ノ少クトモ2ノバヽ

出稼者ノ離村後殼病罹患シ、蹄村後死亡ソ、ルモ

ノデアル事ヲ明カニシタ。更二費見結核患者

104名二就テ、其ノ感染源二就キ調査シタ所第

21表ノ如クデアリ、村外二於テ罹患シタモノ14

㎜ ㎜ - ̃ -

　 　 　 　 　

１

結核患者ヲ有セザル家族ﾄ昭和３年∃IJ昭和９年迄二結核死ノ歴史ア
ル家族トノ「ツペルクリゾ」反嘔陽性率ノ差異二對スル仁な性ノ吟味

結核患者ヲ有セザル家族1ヽ昭和９年以後二結核死ノ歴史アル家欣1ヽ
ノ「ツペルグリｙ」反鹿陽性卒ノ差異二對スル有意性ノ吟味

結核患者ヲ有セザル家族ト最近10ヶ年間二結核死ノ歴史アル家族ト
ノ「ツペルグリゾ」反嘔陽性率ノ差異二對.スル有意性ノ吟味

－ ･ - -

結核患者ヲ有セザル家族ト現在結核患膏ヲ有セル家族
ノ吟味
皿

　

MI～Ｍ2

　　　　

～

　

--･Wi－

　　　

・

　

＝

　　

・
、/m2(％)1十m2(％)2

3）結核死亡者ノ推定戚染源

現存結核患者二就キ、農病乃至死亡が村内二於

テ起'ツタカ、村外二於テ起ツタカニ就テ精査シ

ラ｀£タ。

　

印]チ最近５･ヶ年間ノ結核死亡者75名

二就キ、其ノ遺家族ヨリノ直接聴取ニョツテ出

来ル限り其ノ推定感染源列

ニテ女エトシテ離村シ、結核罹患蹄村シタ者42

名(56.0±5．’･1％)％子出稼者ニシテ結核罹患後

蹄村シタモノ６名(8．0±3．1％)デ計48名(64.0

±5．5％)ノ多キニノボル事ヲ･明カニシ得タ。

郎チ本村結核死亡者ノ少クトモ2/バヽ出稼粁ノ

離村後脅病罹患シ、蹄村シテ死亡フ、ルモノデー･'

ル事予知ツタ。而モ同村ノ出稼者ノ多クハ女工

デアリ、年々20C)名内外ノ者が紡績女･工1ヽシテ

離村シヤヰル。

↓）現在結核患者ノ推定戚染源

名、家族内感染ト思ハレルモノ39名、最近他村

ヨリ韓住シ来リ、木村二韓住ハレ以前ヨリ焚病

シう゛ヰタト考ヘシレルモノ４名、村外不出者デ

感染源不明ノモノ47名デアツ久、

此ノ結果ヨクミlレ･バ木村二於グル結核患者ハ、
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第21表

　

結核患者ノ感染源及ど其ノ病型別分類

【第18巻

推　　定　　惑　　染　　機　　會

結
核

患

者数

計

病

型

別

初

感

染

肋

膜

炎

早肺

期結

型核

晩結

期肺

型核

肺再

尖燃

結結

核核

抒ぷ

　こ

椎ご

Ｘ化喀ナ
線ヲ痰り
所認培シ
見メ養モ

ニズ陽ノ
髪｀性

付外ニテ罹患セル者　　

ｊ　　　　　ぶ

　㎜　　㎜-㎜--- - w--w-〃　㎜-　　　　-一一　--’　　　　　　　　　〃

家族ョリ感染セル者　　駄錨］に

９
５

　　14
(13.5％)

　　32
(30.8％)

０
０

０
１

０
０

８

２
０
１

０
０

１
１

1↓
18

　３

１　７
｜

０
１

２
１

５
５

４
２

０
０

０
２

０親戚、同居人等ョリ ７
　　7(6.7％)

２ ０ １ ４ ０ ０

付外不出者ニシテ感染源不明ノ者 47 　　47(45.2悦)
１　９ ４ ５ 17

　1

９ ３ ０

近頃 ４ 　　4
(3.8％)

０ ０ ０ ３ ０ ０

村外感染者ヨリ村内感染者ノ方が逢カニ多４ト

云フ事ニナル。こハ前節ノ本村結核死亡者ノ大

部分が出稼者デアルト云フ事ト、一見矛盾ソヽル

モノノ様デアル。依ツテこヲ更二病型別二見ル

時ハ、出稼蹄郷者八一般二何レモ相常進行セヽ

モノデアリ、村内感染者ノ中ニハ比較的初期軽

症者ノ多イ事渕主目サレル。之ヨリ出稼者ノ疾

病錨郷者ハ何レモ蹄村後死亡ソ、ルニ反シ、村内

感染者ハ比較的斯ル甚グシ付參鍋ヨリ免レ得ル

機會ノ多イ事が、結核ノ自然治癒カノ弧イ事ヨ

リシテ容易子推定サレ几。

是等ノ雨調査ヨリ出稼感染が本村二於やモ亦注

意スベキ歌値予示フ、事ヲ知リ、更二出稼者ノ職

業が石川新ノ場合ト同ジク、主トシテ近代科學

工業方面ノ夫レデ゛いレ事モ亦重大ナ所見デアル

ト考ヘル。

以上二依り農村ヨリ部市ヘノ出稼行ハ、近代文

化ノ恩典1ヽ共二結核菌ノ浸襲二遇ヒ、生活垠境

ノ著シイ分化二依ル抵抗カノ低下・ヽ結核菌ノ猛

威サ逞ウシ、遂二其ノ身ヲ･発スニjソ。

　

農村

二於りレ結核死亡者ノ多クハこニ垢ソヽル。叉之

等ノ結核患者ハ蹄村後一般住民二感染セシムル

機會多ク、従ツテ村内結核患者ハ其ノ数ヲ･噌ス

モ、農村二於テ感染登病セル結核患者ハ出稼錨

郷者ノ結核患者卜比較シテ大･fニ異ナリ、其ノ

像後モ極ノ･テ良好ナルモノ多シド号ヘラレル。

従来一般二農村ハ結核處女地ナリトノ考ヘヨリ

農村結核ｦ一説明セントソ、ルモ、以上ノ結果ハ之

等ノ考へや再検討シ修正ソ、ベシト思ハシメルー

足ル。

余等ハ石川照三谷村二於テモ、共二其ノ高キ結

核死亡率が出稼者二基因ソヽルモノナノご事テ明カ

エシタ。依ツテ今本村二於ケル離村者579名二

　　

第22表

　

岩手照気仙郡世田米村二於ケル

　　　　　　

離村者ノ活動方面調査

｀｀　　　　　　　性　別

出稼方面
男 女 計

　　　　　　　　　　　　　　　　　一に　　場　方　面i　121 17H}
150

19§}247
礦　　山　　方　　面

庁
其ノ他ノ都市出稼者

北海道方面出稼
樺　太

｝

（圭二漁業）
108 14 122

其　　　ノ　　　他 198 12 210

計 403 i 176 579

就キ、其ノ活動方面二就テ調査セシ處第22表

ノ如ク、男こいヽ近代科學工業方面ヘノ出稼者卜

北海道、樺太方面ヘノ漁業出稼者ト略ｔ牛バフ、

ルニ反シ、女子ノ多クガエ場、鍍山其ノ他都市

出稼者デアリ、而モ殆ンド大部分が女エデアル

事ヲ知ツタ､、此ノ事賓lヽ木村結核死亡者ノ推定

感染源調査トテ併セ考フル時、木村二於ケル高

キ結核死亡率拉二村内結核蔓延ハ、出稼者特二

女エトシテエ場二出稼フ、ルモノガ極ｙテ重大ナ

役割列寅ジテヰルモノデアル事が明カデアル。

余等ハ先二石川新三谷村二於テ、出稼者ノ結核
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第23表

　

探索方法ト結核患者晋生半

探

　

索

　

方

　

法

一一-一一一一一一一一------

　

一

全

　

忖

　

民

　

検

　

診

「'ツベルクリン｣反町
宗喉陽性半25?ぶ以上

→ベルク)) ｙ｣反眠
家昨陽性乍50?ぶ以上

「ツベルクリン」反塵
家族陽性市75％以上

死

　

家

　

族

「ツペルノアリゾ」反態

陽性兄童家族

學齢前小児「ツペル
クリン」反鹿陽性家族

死亡率べ

萬人二對シ900人部チ９％ノ結核死危瞼率ナル

事サ述⌒ご、此ノ鮎コソ邦家現在ノ結核對策二於

グル重大ナル問題ノ一ツデアル事ヲ注意シタ。

今叉本村二於テ女エユ就テ同様二結核死危瞼率

ヲ･算出シテいレニ、毎年木村ヨリ女にヽシテ離

村スル者ヲ･大醵200人1ヽ概算:ﾉヽレバ１萬人二對

々約800人部チ８％ノ結核死危瞼率トナル。部

チ石川新三谷村二於ケル概算ト大略づ

茲二於テ余等ハ農村ヨリ近代科學∠l二業方面ヘノ

出稼者ノ結核死危瞼率ハ10が近キ高率－シヤ、

其ノ對策コソ極ｙテ重且大ナルモノト信ズルモ

ノデ｀アルｏ

以上木村二於テ結核感染危瞼率ノ算出、家族内

感染ノ有無調査、結核死叉ハ現在結核患者ノ推

定感染源調査等ヨリ、本村二於ケル結核蔓延八

次ノ如ク説明シ得ルlヽ信ズル。部チ木村二於テ

ハ開放性結核患者が相常二多ク、従ツテ之等患

者ノ家族内感染ハ常然行バレル。但シ開放性結

核患者家族ノ｢ツベルクリン｣反則場性度ノ100

％ニナル‘liハ極メテ稀デア４･。

學齢期二及ンデ學校二於グい1おノ開放性結核

教師ニョリ感染度ハ著シク噌加ソヽルカ、小堅卒

業期迄二未グ漸々｢ツベ｀ルクリン｣反座陽性卒ハ

30％ニ1レL。

木村ハ其ノ地理的状況ヨリ明カナル如ク、岩手

新二於ケル僻遠ノ山村デアリ耕地二極ノテ乏

シイ。従ツラ小亭校卒業後多クガ村外二其ノ活

動方面ヲ見出シテ離村フ、ル。男子ハ北み道、樺

太方面ヘノ漁業出稼者が相常敬アルモ、女子ノ

多クノヽ紡績工場ヘノ女エデア匹こ等女エハ全

然異ツタ生活環境へノ急激ナ９化ニョリ著シイ

影響ザ受ケ、之が健康上有害二働ク篤ｙ結核感

染二際シテ容易二登病スち罹患後職ヲ離レテ

止｡ムナク蹄村スル篤八本村二於ケル開放性結

核患者ハ其ノ敬サ噌加スル。之等結核罹患蹄村

者ノ死亡卒ハ驚異スベキ高卒尹示シ、出稼女工

ノ約10％ニ達スル。

之等出稼蹄村者ノ結核患者が、村内結核感染ニ

H62

-一一--

3157

15:廿

678

880

1779

　

1

　　

↓9

260

如何ナル役割ヲ演ズルカ、余等､・ヽ政見結核患者

ノ推定感染源調査結果ヨリ相常大キナ役割刊寅

ズルモノト考ヘタガ、史二本村二於テ｢ツベ｀ル

クリン｣反咆家族集積率ト脅兄結核患者トノ開

係サレ・ニ、全村民検診ノ際ニ2.5 %、＞ｿ・ヽご

ルクリン｣反廊家族集積率25％以上ノ家族二於

テ3り％、50％以上ノ家族二於テ4．8％、75％以

上ノ家族＝-ﾃ3．8％ナル敬字サ示シ、叉結核死

家族二於ケノし結核政見率ノヽ3．8％、｢ツペ｀ルクリ

ンJJ.丈庖陽性見童家族ヨリノ登見率ハ2．7％、學

齢朋前小児｢ツベ･しクリン｣反施陽性家族ヨリノ

登り

ニ於ケペ家族内感染ハ充分二立謐サレルニ拘バ

ラス、｢ツベルクリン｣反廊家族集積率ヨリ簡軍

二結核患者登見二努ｙル事ハ意義少キモノト考

ヘタ。

依ツう一余等ハ農村二於･いり店核蔓延ヲぢヘル

時、村内結核患者が果シテ村内結核蔓延二如何

程重要ナ役割列寅ズルモノナルカニ就キ、従来

一般ノ考ヘニ軽度ノ疑ヒチモツニ至ツタ。印]チ

村内結核患者ノ村内結核感染ハ勿論相常大キナ

役割列寅ジツヽア･･･モノナルモ、従来一般二考

へうレル程大キナ惨禍ヲ及ボノ、ノデチク、寧口

結核死亡率ノ高率ザ来ス直接原因ハ、村外出稼

者ノ結核感染二次ゲ高キ賛病卒、従ツテ俑ドペ｀

キ高キ結核死危瞼率二基因スルモノト考ヘル。



結

　

論

余等ハ昭和14年､夏結核死亡卒ノ低イト云ハl／

ル、東北地方特二岩手瓢ノ一農村、気仙郡世田

米村二於テ全住民5661名二對シ、其ノ76％ニ

結核ヲ主トシタ健康調査ヲ施行シタ6同村ノ結

核死亡卒ハ橡期二反シ相常ノ高率ヲ示シ、「ツ

ベルクリン」皮内反庖陽生卒モ、晋見結核患者

倣モ非常二多イト云フ結果テ得タ。更二同村結

核蔓延ノ原因二就テ精細調査シタ結果

1）木村結核死亡者ノ多クガ、村外出稼者ノ登

病罹患後節村シタモノデアリ

2）木村二於ケル家族内感染ハ、之ヲ充分二立

謐スル事が出来ル。

本村二於ケル結核蔓延ハ、本村が東北地方二於

テモ僻遠ノ地デアルニ拘ラズ、其ノ地理的二恵

－レデル條件が却ツテ本村民ノ村外出稼者ノ敬

テ噌ス結果トナリ、之等出稼者が村外二於テ登

病後蹄村シ、之が村内二於ケル結核感染源トナ

ル事二基因スル事チ明カニシ

3)更ニ｢ツベルクリン｣皮内反雍陽性阜ヨリ結

核感染危瞼率テ算出シ、同村ノ結核感染状況サ

精査シ、同村小學校生徒ノ極ノ･テ高４感染危瞼

率ハ、同校教職員中４名ノ結核菌喀出者アルニ

因ル事ヲ明カユシタ。

(本研究二要セシ費用ハ文部省自然科學研究奨

働金二依ル)
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農村二於ケル結核ノ研究

第３報

　

岩手懸紫波郡志和村二於ヶル検査成績

東北帝大醤學部熊谷内科教室

中

　

村

　　

隆
堀

　

田

　　

勇

熊谷謙二

猪股傅二郎

佐

　

藤

　　

守

東北帝大替學部「レｙトゲゾ」科散室

古

　

賀

　

良

　

彦 高

　

橋

　

信

　

次

岩手餌志和村志和診療所

高

　　

橋

　　　

賓

緒

　　

言

余等ハ第１報二於テ石川郡河北郡三谷村、第２

報二於テ岩手郡気仙郡1片田米村二於テ各農村全

住民二結核ヲ主トシタ健康調査ヲ･施行シ、雨村

共結核死亡率ハ極ノテ高ク其死亡者ハ何レモ近

代科學工業方面ヘノ出稼者が離村後祗會生活暇

境ノ著シイ受化ニョリ大イナル影響テ受ケ、容

易二感染登病スルコトニ基因スルコトヲ述ぺ

更二前者ハ脅病後村外死亡シ、後者。･ヽ蹄村後死

亡'いレタメ、雨村ノ〔ツペ〕レクリン｣皮内反憲陽

性駆、登兄結核患者敬二杵シイ差異アルコトヲ

明カニシタｏ

更二余ハ昭和14年秋ヨリ冬ニカケテ岩手瓢ノ

更二他ノ１農村、紫波郡志和村二於テ同様ノ調

査テ施行シタノデソノ成績ヲ報告フ、ル。

第１章

　

地勢及ビ人文

本村ハ岩手新紫波郡ノ西南部二位シ、南ノヽ稗貫

郡石鳥谷町、西ハ岩手新御所村、北・ヽ水分村、東

ハ赤石村二境シ、村内約３分ノ１、西部一帯ハ

山嶽重極シ往。々人跡ノ至ラデル所ガアリ、其間

東西約２里、標高約300米ノ山王海ノ盆地ガア

ル。東方ノ地､八一帯ノ平地デ耕地大４ニ開ケ土

地肥沃デアル。住民刈

シ、生活程度ハ殆ンド平均シ、大地主叉ハ極貧

者少ク、全戸数ノ８割５分､ハ農業ラ主トシ、副

業トシテ畜産、養慧、林業等行｡・ヽレテ居ルガ、

ソノ経管。･ヽ琉慣ヲ墨守シ遅々タル感ガアル。

村内ノ大部分ハ散村ノ形態テナシ、其間志和村

役場附近二密集部落ガアリ、此處二組合病院志

和村診療所ガアル。定期自動車八本村ヲ起鮎ト

シテ盛岡二至ルモノト日詰騨及ビ志和稲荷紳祀

二至ルモノトアルガ、交通ノヽ極ノテ不便ノ地デ

アノレ､、

第２章

　

木村二於ケル結核死亡率二関スル考察

木村二於グル大正14年以降ノ結核死亡命テ死 亡統計ヨリ作成シう・見タ所、第１表ノ通リデア

中村・堀田・熊谷・猪股・佐膠・古賀・高橋・高橋＝農村二於ケル結核ノ研究第６琥】 439



4:40 中村・堀田・熊谷・猪股・佐藤・古賀・高橋・高橋＝農村二於ヶル結核／研究

第１表

　

岩手麻紫波郡志和村二於ヶル結核死亡率

【第18巻

年　　度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｔ

總　・　　　　結核ト明記ジアルモノ　　　　　蔀核死ト推噺

　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･44･　，1ﾉ　、　ェ　　ｊ
計

推
定
人
口

琴丿肺結核 肺外結核
_／／　／゛　　　　～　ダ
計

‘⊂．
舞　賞数

人口１
萬二對
.スル数

貨数

人口１

萬二對

.スノl/数

賞数
人口１
萬二對
ヌル敷

貨数

人口１

萬二對
.スル斂

賀数
人口１

萬二對
.スル叡

大正14年　！　132 1　3 ５．７ １ １．９ 4　　　　7.6　1　　7　　・　13.311 20.9 .->5271

.. 15 124 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３ ５．７ ３ ５．７

→5393

→5549

昭和２年　1　122 １ １．９ ０ ０ １ １．９ ５　１　９．５６ 11.4

1瀞　3　　　　i　　105 ２　１　３．７０ ０ ２　１　３'７ ５ ９．３ ７ 13.0

り　４ 113 ０ ０ １ １．９ １ １．９ ６ 11.1 ' 7 17.0

・●　５

　　　　　　　　　　●
90 ２ ３．７ １ １．９ ３ ５．（　２ ３．７ ５ ９．３

ｎ　６ 117 6　1　11.1 １ １．９ ７ 13.0 2‘　3.7 ９ 16.7

ｎ　７ 95 ５ ９．３ ３ ５．６ ８ 14.9 １　１　１．９９ 16.7

り　８ 120 １　4 ７．２ １ １．８ ５　１　９．０　　２３．６ ７ 12.6

，，９ 105 ３ ５．４ ０ ０ 、３ ５．４ ９ 16.2 12 21.6

.. 10 106 ３ ５．４ ３ ５．４

３．６

６ 10.8 ２ ３．６ ８ 14.4

･･　11 120 1　　0 ０ ２ ２ ３．６ ８ 14.2 10 17.3

･9　12 104 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３ ５．４ ３ ５．４

蓼･　13 105 １　1 １．８ １ １．８ ２ ３．６ ６ 10.8 ８ 14.4

　　　　　　　　　　　　　

最近５ヶ年間二於・ヶル平均

　　　　

5．4±2．2

ル。試ミニ最近５ヶ年間ノ死亡者中結核死ト明

　　

14年カラ昭和５年マデハ極ノ･テ低ク、昭和６年

記シテアルモノハ平均人口１萬二對シ5．4±2．2

　　

7年ノ２ヶ年ハ岩手瓢全醵｡ノ結核死亡卒ト略ｌ

デ驚ク・･ヽごキ低率尹示シテヰル、之ハ本邦二於タ

　　

一致シ、更ニソレ以降ハ叉極ｊテ低イ率グ示シ

ル昭和12年平均結核死亡卒20.7ヨリ浅カユ少

　　

テ居ル。印チ、本村ハ昔ヨリ結核死ノ極ノ･テ少

イ事ハ勿論、同年岩手瓢全値ノ結核死亡率14.4

　　

jl村デアル。

ト比較シテモ約1ムノ低卒デアル、印チ、木村ハ

　　

印チ木村ハ東北地方殊二岩手新二於テモ昔ヨリ

従来結核死亡率ノ低イ所デアル。

　　　　　　　　　

結核死亡率ノ極ノ･テ低イ村デアル。

次二歴史的二本村ノ結核死亡卒テ見ルト、大正

　　　　　

第３章

　

検査成績

第１節

　

検査項目拉こ方法(第１報參照)

検査ハ主トシテ次ノ３項目二重黙ヲ･置イタ

チ

1）「ツベルクリ・･」皮内反庶検査

2）赤血球沈降速度測定

3j

　

胸部「レこトゲン」寫具検査

ｐ白
ヒ

　
　

○

「ツベルクリン」皮内反庶ダヽ傅研製芦トノベルク

リン」ノ1000倍生理的食堕水溶液テ0．１ｃｃ上勝

皮内二注射シ24時間後ノ稜赤10 mm 以上ヲ陽

性トシタ。

赤血球沈降速度ハWestergren氏法こ一従ヒ其

１時間値ヲ探ツタ。但シ測定ハ室温デ行ツタ。

胸部｢レントゲン｣寫員ハ間接撮影法ニョリ撮影

シタ。結核菌検出ノヽ上記諸検査成績ト診断シタ

モノ及ビ最近結核死ノ歴史アル家族、現在結核

患者ヲ･有スル家族デ｢ツベルクリン｣皮内反恵陽

性者叉ハ赤血球沈降速度ノ異常二促進シテ居ル

モノカラ喀旅叉ハ咽頭粘液列采取シ結核菌培養

ヲ施行シタ。
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第２節

　

受診率

本村ハ人口5549名デ出稼者ソノ他ヲ除キ現住

人口4967名、ソノ中余等ノ検査二息ジタモノ

．・ヽ男1955名、女2612名、計4567名デ、受診率

ハ現住人ロノ91．9％ニ常ル、之ハ第１報二述

⌒ごタ石川新河北郡三谷村ノ83X、岩手懸気仙郡

封:1

世田米村7 76％ヲ洛カニ越エタ高イ率デアル。

カヽル高イ受診卒ハ調査二開スル種々ナル事情

が幸ヒシタ事ハ勿論デアルガ、本村指導者達ノ

理解７'レ協力援助ノ賜デアルト考ヘテ居ル。

第３節「ツベノl・クリこ／」皮内反感成績

本村二於ケル結核死亡率ハ既述シタ様二本邦結

核死亡率ノ最低位ニアル岩手新二於テモ特二低

イ、従ツテ本村二於ケル結核浸淫程度テ示ス

「ツベルクリン」皮内反息陽性卒ハ極ノテ低卒ラ

示スモノト考ヘタガ本村住民ノ「ツベ｀ルクリン」

皮内反息検査ノ結果ソノ陽性率ハ32 5±0．7％

チ示シタ、之ラ各農村二於ケル夫ト比較スルト

第２表二示ス様二必ズシモ低率デナ４．印チ、

石川照河北郡三谷村J 35.5±0．9％、岩手餌気

仙郡11t田米村ノ38．1±0．8％ト比較スルト梢ｌ

低イ陽性率デアルガ、常教室ノ星ノ調査シタ宮

城新愛島村ノ28X、楠外４氏ノ調査シタ同瓢荒

雄村ノ24％ト比較フ、、時ハ決シテ低クナク、寧

口少シク高率ヲ示シテ居ル。

第２表

　

岩手駆志和哲二於ケル｢ツ｣反鹿陽性卒

＼　　　　　：　　　　　　　　　　　　志　　　和　　　全　　　村　　　（山　　　王　　　海　　・　ヲ　　　含　　　ム）

＼ 施　行　倣 ｢ッ｣反感陽性度 　「ッ」　反　　鹿　　陽　　性　　率
=〃㎜㎜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－男　　　　　　　　　女　　　　１　　　　計

年齢＼ぐ男 女 計
11-25mm･ 26mm―

男　女１男　女 百戦　　?ぶ　　百貨　　％　　:皆皆　　％

　31　0.9土O･y　　51　　1.6土O･糾　8，　　1.3±0.51－5 1　309 1　310 1　619 1　3∧　4 　　0　　1
－　　-･　　22　256－10 372 347 719 15 ８ 37　　9.9十１．６ 33 ９．５十２．５

　　－
70 ９．７十１．１

　　－

11―15 340 340 680 24　　21 51　48　75　22.1十2.2　　69 20.3十６．９
　　　－

144:　21.2十１．６
　　１　　　　　－

16-20 83 218 301 12　22 23　43　35　4-2.2十５．５
　１　　　　　　　　－

65 29.8十３．１
　　－ 100 33.2十２．７

　　　－

21―25 45 170 215 12 23 11

18

25　23　51.1十７．４ 48 28.2十３．５ 71 33.0土３．２

26―30 60 174 234 18 　31
－-　30

35 36 60.0十６．３
　　　－

66 37.9土３．７102 43.6十３．２
　　　－

31－35 64 157 221 24 19 38 43 67.2土5.9 68 43.3十３．９
　　－ 111 50.2十３．４

　　－

36―40 102 162 264 38 36 29 39 67 65.7十４．７
　　－ 75 46.9十３．９

　　－ 142 53.8±3.1

41―45 132 164 296 49 39 　40
-　36

44 891　67.4十４．１
　　　　　　－ 83 50.6十３．９

　　－ 172 58.1十２．９
　　－

46―50 108 129 237 36 26 42 72 66.7-1-4.5
　　－ 68 52.7十４．４

　　　－ 140 59.1十３．２
　　－

51―55 100 115 21y　35 24 38 34 73 73.0土４．４ 58 50.4十４．７ 131

一一一112

60.9十３．３
　　　－

56―60 79 114 193 29 25 27 31 56 70.9十５．１
　　　－

56 49.1十4.7　　－

47.2土5.3

58.0十３．６
　　－

61―65 77 89 166 30 　17
一一
　7
-－　12

　16

一一一一

　13

25 毎　59.7十５．６
　ｌ　　　　　－

２９　５↓．７十６．８

　42
-
　2F

88 53.0十３．９
　　－

66―70 59 72 125 16 21 38.9十５．７
　　－

57 45.6十４．５
　　　－

71－ 31 51 82 12 ３ ８ 15 48.1土9.0 20 39.2十６．８
　　　－ 35 42.7十５．５

　　－

計 1955 2612 4567 353 325 346 459 699 35.8十１．１
　　－ 784 30.0土0.9 1483 32.5十〇.7

　　　－

以上５ケ村二於ケル農村ノ「ツベルクリン」皮内

反恚陽性率カラ余等八本邦農村二於ケル「ツベ

クリン」皮内反庶陽性率ハ25％乃至35ガテ示

スそノト考ヘラレル。

更二年齢別、性別二此｢ツベルクリン波内反庶陽

性卒テいレト、男女共ソノ陽性率八年ト共二漸

進性二噌加シ、46―55歳迄二最高二達シ、以後

年ト共二少シク減少ノ傾向テ示ノ、、更二詳述ス
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レバ1－5歳デ男子ノ｀ヽ0．9±0．5χ、女子ハ１．６

±0．2χ、計1．3±0．5X、6－10歳デ男子､ハ９．９

±1．6％、女子ハ９．５±2．5％、計９．７±1．1X、

11―15歳デ男子ノヽ22.1士2,2％、女子ハ20.3±

6．9％、計21.2±1．6％、16－20歳デ男子ノヽ42.2

±5.5%、女子ノヽ29.8±3．1％、計33.2±1.1%

デ此ノ年齢削]チ小學校卒業期以後男子ノヽ女子ト

比較シテ相宿高イ陽性率テ示シテヰル。更－21

－25歳デ男子ノヽ51．1±1A%、女子｡ハ28.2±

3．5％、計33．0±3．2％、26－30歳デ男子､ハ60．0

±6．3％、女子ノ'ヽ37.9±3．7％、計43.6±8．2％、

31―35歳デ男子ノヽ67.2±5．9％、女子ノ･ヽ43.3±

3．9％、計50.2±3．4％、36―40歳デ男子ノヽ65.7

±4．7％、女子ハ46.9±3．9％、計53.8±3．1X、

41―45歳デ男子ハ67.4±4．1％、女子ノヽ50.6±

3．9％､計58.1±2．9％、46―50歳デ男子ノヽ66.7

±4．5％、女子ハ52.7±4．4が、計59.1±3．2

【第18巻

χ、51―5 5歳デ男子､ハ73.6±4.4S^、女子50.4±

4.7%、計60.9±3．3％テ示シ、ソレ以後年齢ノ

進ムニ従ツテ｢ツベルクリン｣皮内反息陽性卒ハ

反ツテ減少スル。印チ、本村ノ｢ツペ｀クリン｣皮

内反息陽性阜ノヽ男子デハ高等小學校卒業期ヨリ

増加ノ傾向著明デ、ソノ後年齢ノ進ムト共二漸

次増加シ51―55歳デ最高二達シ、以後年齢ノ進

ムト共二反ツテ減少ソ、ル。女子ノヽ男子ト比較シ

テ陽性率八一般二低ク21―45歳ノ間デノ'ヽ常二

約20％ノ差テ示シテヰル。ソノ最高二達スル年

齢ノヽ男子ト同ジク51―55歳デアリ、ソノ後年

齢ノ進ムト共や男子同様反ツテ減少シテ居ル。

卸チ一般都市二於テ｡ハ遅クモ30歳迄二結核感

染ラウケルモノデアjレガ本村二於テ､ハ都市二於

タル２倍ノ長年月ヲ要シテ漸ク男子70％、女子

50％ノ結核感染ヲウケルモノデハレ事が明カデ

アノレ。

第４節’赤血球沈降速度ノ測定

第３表

　

男女別年齢別赤血球沈降速度平均値表

年　齢

検査人員 赤血球沈降速度（､Ｍ土Ｏ

男 女 男 女

O－1歳1　20 1　21 1 17.1士16.7ﾄﾞ16.9士11.7

2－3 139 129 14.0土10.7 15.3土14.0

4－　5

6－7

133 128 13.7±10.8 17.0±16.9

130 130 14.4±14.1 18.3土15.5

8－10 209 209 17.0±15.9 16.6土16.1

11―13 203 210 16.9土７．５ 17.9土15.1

14―15 l;c9 119 13.1士13.1 17.4±14.6

1←18 54 139 13.9土10.3 12.7土11.5

19－20

21―22

2:8 78 ６．３十５．８17.9±16.6

18 80 ４．５土4.3 17.8土15.0

23―25 25 87 6.9土6.1 19.9土16.7

26－30 57 166 　７．７十５．９
．ム　ー

18.7土16.1

31―40 159

224

304 11.7十８．２
　－

20.2±18.8

41―50 273 11.3士9.6 18.1土16.8

168 21251―60 14.1士13.1 21.5十18.4

155 20161―85 17.7土16.4 28.ソ十24.2
　　　－

余等八本村民二就テモ｢ツ゛゛゛クリン｣皮内反恚

検査、｢レントゲン｣寫翼撮影ト併゛テヽ赤血球

第４表

　

男j゛年齢別赤血球沈降屹度

Ｗ
μ
が

μ

り
こ
み
μ
が
μ
2
2
刀
が
μ
μ

/j
μ
／
ｊ
４

ノ

沈降速度ラ測定シタ、今結核患者ヲ除・1テ總・ご
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刀
が

第５節

　

胸部「レントゲこ／」

　　　

寫具検査成績

む
み
μ
だ
が
渥
ガ
タ
刀
が
μ
ぶ
μ
ぷ

刀
が

ん
μ

つ
£

　

汐

／

　

／

／

　

ぶ

ｙ

７

第５表

　

女子年齢別赤血球沈降速度

４
‐
ア

フ
ー
ア

ク
ー
／

6，9 Zﾉ

Ｉ　　Ｓ　　Ｉ
Ｚぷノワ

4:43

な
珊

方
‐
ぷ

刀
’
夕

方
’
勿

泰
ぶ

刀
力

々
ぷ

が
。
Ｊ

が
Ｉ
が

ぶ
Ｉ
が

第６表

　

岩手駆志和村二於ケル小學學齢期及其前後二於ケル螢見結核患者ノ分布

検査人員　　言詣 患者敷　検査人員二對゛｀　１　　　ヌノ1/患者ノ％
｢ク｣灰塵陽性者二
對ヌル患者ノ％

小學學齢期前 815 18 ２ ０．２ 11.1

小學學齢期 1137 189 31 ２．７ 16.4

小學校卒業後 2615 1276 29 １．１ ２．３

計 4567 1483 62 １．４ ４．２

結核ニシテ脊椎「カリエフヽ」ヲ有スルモノ11名、

計62名デアル。而シテ初感染症八一般ニ15歳

以下ノ若年者ニミラレタガ、尚41－50歳ノ高

齢者ニモ２名テ晋見シタ。更二晩期型肺結核八

一般二壮年老年ノ者ニミラレ、殊ニ60歳以上

ノ者ニ２名ヲ登見シ、肺尖結核、再燃結核ハ何

レモ壮年者及ビ老年者二多クミラレタ。

テノ検査人員二就テ先二常教宅ノ秋月、星ノ報

告シタlヽ同様二男女別、年齢別二大.々ソノ平均

値ヲ算出シテ見ルト同ジ様ナ結果テ得ル．郎チ、

赤血球沈降速度ハ同性間二於テモ年齢的二差ガ

アリ、男女間二於テ殊ニ20歳以後男子二比較

シテ女子ハ著シク促進ラ示シテ居り、ソノ相違

．･ヽ20なカラ30歳迄ノ間ニヽ於テ特二著明デア

ノレ
Ｏ

余等ハ第１報、第２報二於ごヶル1ヽ同様、木村二

於テモ検査人員總ベテー、間接撮影法ニョリ胸

部「レントゲン」寫具ヲ撮影シタ。「レントゲン」

寫異検査ノ結果、特見セラレタ結核患者ハ合計

62名デ検査人員ノ13．6％ニ常ル。

　

之テ學齢期

前、小學見童、小學校卒業後ノ一般住民ノ３群

二分ケテ観察スルト第６表ノ様ぺ學齢期前ノ

モノ僅力-=｡2名、印チ検査人員ノ0．2％、「ヽソベ

クリン」皮内反庖陽性者ノ11．1％ニ常リ、小學

見童31名、郎チ、検査人員ノ2．7％、「ツベ｀

ルクリン」皮内反庖陽性行ノ2．3％ニ常リ、小學

ｎ

／

校卒業後ノプ般住民29名、自]チ検査人員ノ1．1

≒、｢ツベルクリン｣皮内反嘸陽性者ノ2．3％ニ

常ル、印チ、小學見童ノ結核患者ノ著シク多イ

事二気附ク。

更二費見結核患者テ病型別二分類シテ見ルト、

第７表ノ通りデ、初感染症31名、肋膜炎５名、

腹膜炎２名、浸潤性早期型肺結核５名、晩期型

肺結核ｎ名、肺尖結核再燃結核７名、及ビ肺
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検査

女

309
-
372
-
340
-
83

-
105

166 1

240

　

；

179

161

1955

310
-
347
-
340
-
218
-
344

-
319
-
293

塵

第７表

　

岩手餌志和村二於ケル費見結核患者／年齢別病型表

n、

　

｜

　　　　　　　　　　

病

　　　　

型

　　　　

別

計

619
-
719
-
690

301
-1
449 1
-
485 1
詣づ

　

408

　

1
-1

　

373 J

4567

初感染症
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第６節

　

結核菌検出成績

余等ハ昭和14年夏岩手懸気仙郡世田米村二於

　　

ナ聯絡ヲ･トリ、本村費見結核患者ノ喀痰探取二

入多クノ障碍ト困難ノ中二漸ク91名ノ喀痰

　　

赴キ喀痰訣如ト柵フヽル２名ノ外２名、計４名ノ

刊采取シ、塗抹雄二培養ニョツテ結核菌ノ検出

　　

探取不能者ラ除キ58名ノ喀痰探取二成功こヨ

ヲ･行ヒ、極ノ･テ早期ノ結核患者カラモ亦胸部

　　

リ18名ハ結核菌サ澄明シタ．之ヲ病型別ニいレ

｢゛シトゲシ｣所見上異常ヲ'認ノ‘ナカツダ.´カ

　　

ト第８表７通りデ７゛．湘]チヽ晩期型肺結核患

ラモ結核菌澄明一成功シタ．

　

コノ事賓ハ既二熊

　　

者二於タル結染菌費見率ノ著シク高率ナ事ハ勿

谷教授(1り｢初感染症二就テ｣ノ論文二明カデア、

　

論デア･l.が、初感染、殊二肋膜炎、腹膜炎ノ様

ル様二患者ノ治癒雄二備後判定ノ上二極ｊテ重

　　

二極ノ･テ早期ン結核患者ヨリモ驚クベキ高率一

要ﾘｰ事デアリ、更二結核備防上極・･テ必要ナ事

　　

結核菌陽性者ヲ･謐明シタ．、

デアル、依テ余等ハ先ノ岩手証気仙郡世田米村

　　

余等ハ岩手証世田米村二於テ｢レントゲン｣所見

ノ経験ヨリ、充分惜重ナ用意ノ下二現地ト密接

　　

上異常？認ノ･ナカヽソタモノカラモ結核菌ヲ培養

　　　　　　　　　　　　　　

第８表

　

岩手駆紫波郡志和村喀痰培養成績

＼ﾐ、　　病 初感染症
肋

膜

炎

症

４

縦
隔
賓

肋
膜
炎

１

腹

膜

炎

浸肺
澗
性
早緒

期
型核

晩
期

型

肺
結
核

肺再

繍

鯖

核核

脊ヌ
権1-

。及

力肺
り結
工核

‾1所核丿性度シ
ご見性ご叉異居
゛ナ員反ハ常ル
ムキ因鹿赤二者

、モア強沈促
ご結９陽注進

　　　141

　　　｀　　　　　型　　，

　　　　　　　　　別　！雙靭

　　　　　｀、　　　一惑
　　　　　　、　　　　　　＝　桶･
　　　　　　　、　　　染

　　　　　　　　　．　性症

-ゝ　　--■　　－　　　　　　　‾‾　－　　－　例　　　　敬１　６

肺腺

ほ腫

巴脹

●====-=25 ２ ５ 　11　　　7　　　1

　7　　1　　1
(63.6％)(14.3到イ100％｀)培養陽性者徴

　　1

(16.6％)
　2
(8.0％)

　　3

(75.0％)
　1
(100％)　2(100％)

０ ０

培養陰性者敬 ４ 22 １ ０ ０ ５ ３　１　５ ０ 141

喀痰峡知者敷 ０ １ ０ ０ ０ ０ ０　　　１　１　　０ ０

喀痰採取不能折敷 １ ０ ０ ０ ０ ０ １　　　０ ０ ０
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澄明シタ、依ツテフレントデン｣所見二異常ヲ･認

ノ･ナカツタガ、最近結核死ノ歴史アル家族、現

在結核患者ラ有スル家族、う（ルクリン)皮内

碩

445

シテ居ルモノノ141名ノ喀痰叉ハ咽頭粘液ヨリ

結核菌培養テ施行シソノ検出二努ノタガ、こ等

ノ群ヨリハ1 ?1モ結核菌陽性者テ澄明シ得ナカ

ツタ。

總括址二考按

以上ノ成績ニョリ明カデアル様二余等ハ岩手新

柴波郡志和村二於テ、同村現住人ロノ92ガユ

「ツベルクリン」皮内反嘸、赤血球沈降速度及ビ

間接撮影法ニョル胸部「レントゲン」寫真検査ナ

行ヒ、次ノ事賓ヲ･知ツタ。

1）本村八本邦二於テ従来結核死亡率ノ極ノテ

低イ地方卜柵セラルル凍北地方、殊二岩手新一

於テモ特二低イ結核死亡率ヲ示シ。最近５ヶ年

間ノ牛均結核死亡卒ハ人口１萬二對シ5.4±2．2

デ、昭和12年岩手新全幄ノ結核死亡率ノヅ3ニ

過ギナイ。

2）本村二於ケルレツペ｀クリンツ皮内反庖陽性率

ハ32.5±0．7％デ、余等ノ第１報一報告シタ石

川懸河北郡三谷村J 35.5±0．9％、第２報二報

告シタ岩手新気仙郡世田米村ノ38．1±0．87ブト

比較スルト少シク低イ率丿示シテ居･レガ、宮城

新愛島村ノ28％、同新荒雄村ノ24％卜比較犬

ルト少シク高イ率テ示シテヰル。郎チ、同村ノ

「ツベルクリン」皮内ば嘸陽性率^ ＼-‘般農ｷﾄヽシ

テ必ズ、叉高カラザル率犬’示シテ居ルモノレ弩

ヘフレノレｏ

３）本村二於テ登見セラレタ結核患察ハ計62

名デ検査人員ノ13．6％ニ常ル。こハ第１報二報

告シタ石川新河北郡三谷村ノ持見結核患者数ト

略ｌ一致シ、第２報二報告シタ岩手新気仙郡世

田米村ヨリ浅カニ少八而モ農見セラレタ結核

患者ノ牛数ハ小學校見童デアル事べ上目二値ソ、

勺印］チ、本村ハ「ツベルクリこ二皮内反嘸陽性

命八一般農村トシタ必ズシモ低クナイガ、結核

死亡率、貪見結核患者ハ極ｙテ少４ドよフ結果

ヲ｀得タ。とハ従来東北地方ノ一般農村二對シテ

考ヘラレテヰタ事デアル。

余等ハ同ジ岩手新気仙郡世［lｔ米村デ高イ結核死

亡率、にツ‘い(クリン]皮内反嘸陽性率l､極メテ

多イ桔核患者ノアル乍ブ知リ、此ノ原因尹探索

シ、同村桔核蔓廷ノ栽況テ明カニシタ。余等ハ

コご1ニ本付ノ様ナ村ニ於テ桔核ハ如何ニ蔓廷シ

テ行クモノデアルカテ知ル託メー、次ノ項目ニ

就テ調喪シタo

　

1)枯核感染屁瞼率1､年齢、脅見砧核患肴ノ闘

　　

係

　

2ﾊﾞ家庭内感染

　

3'結核死亡者ノ推定感染源調喪

　

4ﾉ現在絡咳患者ノ推定感染源調査

1)結核感染危瞼率l､年齢、貨見結核患者ノ関

　　

係

余等ハ第１報、第２報ニ於テ年齢別｢ツべルク

リンツ皮卯叉吃陽性率ヨリ結核感愉危瞼率サ算

出シ、雨村ノ結核感染状況ｦ-極ノテ鮮明ニブ､ル

事テ得タ。

本村ニ於テモ同様ニ結核感染昿瞼率テ算出シテ

ミタ所第９表ノ通リデ、學齢朋迄ノ感染昿瞼率

ハ1･:ｽｘデ仙豪市拉ニ岩手耘気仙郡世田米村ヨ

リ少シ低ク、Ｇ川新河牝部三谷村ヨリ少シク高

イ率チ示シテヰルo小學校在學中ノ感染危瞼率
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第９夫
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第10表

　

志和村片寄小學校児童ノ皮内反鹿陽性器及患者徽

第11表

　

志和村上平原小學校児童ノ皮内反庶陽性者及患者敷
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第12表

　

志和村山王海小學咬見童ノ皮内反喉陽性者及患者数

ツテ本村二存在スル三ツノ小學校目]チ、片寄、

上平渫、山王海３ノ小學校ニ・就チ各學校ノ｢ツ

ベルクリン｣皮内反嘸陽性率lヽ登見結核患者ｦｰ

調査シタ所、にツベルクリンj皮内反態陽性率ノヽ

片寄尋常高等小學校二於テ尋常科男子ハ18．8％、

女子ハ22.3%、男女計22．3％、高等科男子ハ

40．0X、女子ハ28.3％、男女計34．3％、上平渫

尋常高等小県校二於テ尋常科男子ハ11．5％、女

子ハ10．6％、男女計11．1％、高等科男子8．8％、

女子13．3％、男女計10．9％、山王海尋常小學校

二於テ男一子ノヽ19．0％、女子ハ８．８％、男女計

12．7％･デアル。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

≒

　

･ゝ

郎チ本村二於ケル密集部落ヲナソヽ上平滞ニアル

上平滞尋常高等小學校1ヽ比較シテ、こヨリ少シ

ク距タル片寄尋常高等小県校二於テ學級別ニツj

女各學年バッベルクリン｣皮内反嘸陽性率テ見

ルト女子５年生ノ陽性率ノヽ63．0％ノ著シイ高

率ナ示シ、晋見結核見童モ４名ノ多キプ倣ヘル

事テ知ツタ。

　　

・

以｣こノ結果ヨリ余等ハ容易一本校教師殊二最近

女子５年生ノ受持牧師二開放性結核患者ノアル

事テ推定シタ。

本校教職員二就テ調査ノ結果果シテ多散ノ結核

隊け喀出スルモノ１名テ政見シタに依ツテ同教

師lヽ學級トノ開係ヲ調査シ、同教師が昨年ヨリ

同學級ノ受持教師デアル事ラ明カニシ得タ。印]

チ、同村二於テ小學校在學中感染危瞼率ノ極ノ

テ高イ卒テ示フ､ノハ教員獄中二結核菌喀出者ノ

アル事二基因フ、ル事サ明カニシタ。更二本村小

男

検 査 人 員 　 　 尋 １ 　

！ 　 　

２

　 - - - - 　 - １ - 皿 - = = = = = = ㎜ ㎜ 　 ㎜ ㎜

３ ↓　　・　　５ ６

４

計

　一一一一一
21

陽性者敬ｉ　　４ ３ ２　　’　　６　　・　　　２
　　　　｜　　　　　　・

０　　　　　０ ２ぐ33.3％）1(50.0%) ０ 』で19.0％:
　　-

嚢

患者散 ０ ０ ０ ０ ０ ０　　　　　　０

楡査大政１　　５ 10 ８ ３ １ 7　　　　　34

１陽性者敏言(20.0y) 1(10.0ダ) 1(12.5睨) ０ ０ ０　　　３（８．８ぢ

思考敏 ０ ０ ０ ０ ０ ０　　　　　　０

計

検査人員，　９ 13 拍 ９ ３ 11 55

陽性者敷 2(22.2%') 1（7.7ぢ） 1(10.0％) 2 22.2覧） 1(33.3ダ) ０ 7(12.7％.

tp, -*･　Jft/f ∩ ｎ ｎ ｎ ｎ ｎ ｎ
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學校二於テ。･ヽ、先二岩手瓢気仙郡世田米村尋常

高等小學校二於ケルト大イユ異リ、教師ノ受持

見童二及ボフ、惨禍ノ如何二大ナルモノカテ如賓

二示シテ居リ、驚嘆スル許リデアツタ。コノ著

シイ差異ラ示シタ原因ヲ追及シ、雨校ノ開放性

結核教師ハ４名ノ多数二上り。従ツテソノ被害

ノヽ見童全般二及ベルモノデアリ、本村片寄小學

校ノ開放性結核教師ノヽ唯ノ１名デ一昨年迄盛岡

ノ病院二於テ人工気胸療法等ヲ･行ヒツツアツタ

モノデ、現在５年女牛徒が１昨年、現在３年ノ

一部が目下同教師ノ受持學級デアリ、ソノ惨禍

ノヽ未ｸﾀﾞｰ-般二及バズ著明二受持原級ノスユ認ノ1

ラレタモノ1｀考ヘラレル。

更二同村小唄校卒業期以後ノ結核感染危瞼ｊヽ

都市八勿論、第１報、第２報二報告シタ雨村ト

比較シテ著シ列氏イ率テ示ス事ハ石川瓢河北郡

三谷村ハ村内結核患者ノヽ少イガ奎洋市ノ近郊村

lヽシテ都市lヽノ交流著シク、従ツテソノぶ響テ

ウケ、¦廿ｍ米村ノヽ村内払核心者極イテ多ク村内

結核患者ノ景蕩け大イユ受ケルニJレえシ、同村ノヽ

村内結核患者モナク、後述ノ､ルぼニ近代朴唯工

業方面ヘノ出稼者モ甚ダ少イ事貞二居因ごりレ常

然ノ結果Iヽ考ヘラレル。

2.･家庭内感染

余等・ヽ第１報、第２報二於テ農村結核ノ蔓延ハ

家族内感染テ何レモ否定シ得ナイ事貞ヲう止ベ

タ、然シ結核感染鍵病ノヽ何レモ村外出稼者が近

代科學工業方面へ進出シ、織テ得テ却ツテ健康

ラ損ズルノ賓状ニアリ、困村共､こ後者ノ惨価が
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第13表

　

家族歴ヨリ地タル「ツベル･クl，ヽ●

　　

反咆陽性率（岩手蘇紫波郡志和村）

　賓　敬ペド

　種別・
半豊

　Ｆﾘj
反　鹿

陽性者

「ッ」反吃

陽性半

診賞賛焚架蔵　11　　5↓　　28　51.9士6.8

7で?JI誓17岑農　62　357　188　52 j士2°6

　　　　　　　　一一　　　　　　一一白?ﾓ晨禁晨　825　ヽ↓156　1267　30..-)士0.7
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一一一
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1

　

27．8％

第14表ノ通り、診査不能デアツタ５名(22.8%)

ヲ除キソノ大部ハ村内感染殊二家族内感染デア

ル事サ知ヽソタ。鴎]チ、家族ヨリ感染セルモノ７

名(38.9%)、近接二結核患者アリ、ソレヨリ感染

セリlヽ推定サしﾉﾚ者１名(5．6XJデ村内感染ハ

8 y;･44。5％)アルニ反シ村外デ感染セルモノハ

４名(22.2^)デ村内感染者ノ≒ニ常ル、之ハ第

２報二報告シタ岩手瓢気仙郡世田米村ノ調査ト

全ク相違シ、甚グ興味アリ且重大ナ事デアル。

4j

　

結核患者ノ調査

前節ユ於テ余等・ヽ同村結核死亡者ノ大部が何lノ

モ村内二於テ、殊二家族内感染ニョツテ賛病シ

タモノデアルネヲ明カユシタ。果シテ然ラバ、

現在政見セラレタ結核患者ノヽドウデアルカ、ソ

ノ推定感染源二就テノ調査ハ極ノ4テ重要ナ意義

アルモノlヽ考へ、出来ル限り精細二調査シタガ

　　　　

第15表

　

結核患者ノ感染源調査表

推定感染源 患者数

－　---　　２

頁分率

心〃　　‾‾W-
　　3

(4.8％)
村外感染

－　-‥一一

村内感染

出　　　　稼　　　　者

他所３り轄住者ｉ　１

家　　族　　感　　染 22

　39

(62.9％)

隣　　接　　感　　染 ７

交　　友　　感　　染 １

學　　校　　惑　　染
ぐ開放性結核教師ョＯ

９

不明ノ者 20
　20

(3ご.3％)

62名中漸ク42名目]チ弘二於テ知ル事が出来タ

ニ過ギナカツタガ、此ノ調査二依テモ明カヘ

本村二於テハ村内感染が殆ンド大部ヲ･占八僅
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カエ３名ノ村外感染者ヲ･知り得タユ過ギナカツ

タ。而シテ村内感染39名中家族感染が22名ア

リ、學校感染９名、隣接感染、交友感染ハ８名

デ、村内家族外感染ノヽ17名デアル、尚３名ノ

村外感染者中２名ハ出稼蹄郷者デアリ、１名ハ

前述ノ開放性結核教師デ他所ヨリ轄住シう｀来タ

モノデアル、之等村外感染者ハ３名共二重症開

放性肺結核患者デアツタ事ハ極ノテ注意スベキ

事l｀考ヘル。

以上本村二於テノ粛i核死亡者及ビ現在結核患者

二就テソノ感染源ヲ精査シ、ソノ大部・ヽ何レモ

村内感染冊病シタモノデアル事テ明カユシタ、。

之ヲ要フヽル二本村二於タル結核蔓延状況八次ノ

様二説明サレル。印チ、本村ノ１小學校卯チ片

寄尋常高等小學校見童ハ１名ノ開放性結核教師

ニョリ著シク高イ結核感染度テ示シ、従ツテ多

数ノ結核児童ヲ･澄明シ、本村結核患者ノ牛敬二

達シタ、之､ハ特異ナ現象デアル、他ノ一般住民

ノ結核ハ如何ニシテ傅播サレテ行クモノカ、余

等ハ上記ノ諸調査結果カラ、本村民ノ結核罹患

ハ主トシテ村内結核患者カラノ濃厚感染二基因

スルガ本村二於ケル結核患者ノヽ極ノ･テ少ク、従

ツテ結核感染登病フ、ルモノハ甚グ少イタｙ結核

第16表

　

年齢別人口構成ぐ岩手駆紫波郡志和村）
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死亡者モ少イ事テ明カー・シタ。

余等ハ先二本邦農村二於ケルダツペ｀ルクリン｣皮

内反庶陽性阜ハ大膿25―35 %ラ示スモノト考

ヘラレ、本村二於テハ32.5±0．7％サ示ス事々

述ベタガ本村ガヨリ高イ結核死亡率尹示ス宮城

謳愛島村、荒雄村卜比較シテ高率テ示フヽ事ハ受

持教師ノ學童二及ボス影響が相常甚大デアル事

カラ之二原因フ、ルモノト容易二理解サレルモノ

トイ言ズル。

第17表

　

志和村出稼者敷、出稼先、職業別及出稼期間(昭和14年12月現在ﾉ

貨　敬　　％ 出　稼　期　間

總　　　　　　斂 591　　　　　　　1ヶ月以
’　　　　　　上３ヶ月

４ヶ月以
上５ヶ月

６夕月以
上７ヶ月

８ヶ月以
上10ヶ月

11ヶ月以
上12ヶ月

１ヶ年
以　上

1.酒　造　出　稼　者 432　　　　73.2 73　　　1　　　228 66 37 14 14

2.工　場　勢　働　者 ３７　　５．４　１　　　　ｉ　　３ ２ 27

3.錬　山　勢　働　者 ７　　　　１．２ ２ １ ４

４．通信温輸交通努働者1　　11　　1.9　1
１

　　１
１ ９

５．大工、左官、土工等 15　1　　2.5
　　　　　　　　　　　｜　　　　‾‾　‾

__＿　　_

３ ２
－

10

106･店　負　及　徒　弟 16 ２．７ ３ ３

7.雑雅夫及屑屋等 ↓　　　0.7 Ｌ｜
１ ３

8･軍　工　其　ノ　他 26 ４．４
‥ 一 一 一 一

１
｜ 26

9.小　學　校　数　負 ３ ０．５ Ｊ ３

10.漁　業　勢　働　者 ３ ０．２ ３ ０

11.看　　　諦　　　婦 ５ ０．９ １　　；　　　　　　　　４

12.女　中、子　守　等 26 ↓．↓　　　　　ｉ　　　　’　１ 　　１　　　　１

一一一一一一い　　　－－-一

一　　　　　　｜　　　＿＿＿

23

　013.紡　織　女　工 10　1　　2.0 10

14.其　　　　ノ　　　　蛙 １　　０．２　１ ｊ　　　　　　　１



叉余等７ヽ先二石川瓢河北郡三谷村、岩手新気仙

郡世田米村二於テ詳細ナ研究調査テナシ、雨村

共結核死亡率ノ甚グ高４ノハ同村ノ機械工業方

面ヘノ出稼者二基因スル事ヲ明カーシタ。本村

ノ上記ノ調査成績ヨリ本村出稼者ハ異常二少４

モノト考ヘラレノレガ、本村二於ケル年齢別人口

構成テ作ツテ調ベテいレト、石川瓢三谷村､岩手

瓢世田米村ト同様二青壮年者が男女共著シク減

少シテ居ル事が明カニサレ、更二本村二於ケル

出稼者ヲ調査ノ結果、總ii:59l名デ現住人ロノ

10．7％ニ常リ、石川瓢河北郡三谷村、岩手新気仙

郡世田米村ノ雨村ト比較シテ邁カユ多イ事チ知

ツタ。依テ同村ノ出稼者二就テ更ニソノ出稼方

面二就尹精査シタ處、前記雨村ト全ク異ツラヰ

ル事尹知ツタ。郎チ、同村ノ出稼者ノ73％ノヽ酒

造出稼者デアリ、工場勢働者ハ5．4％、鍍山勢働

者ノヽ1．2％、紡織女エハ2．0％デ之等近代科學

工業方面ヘノ出稼者ノヽ極メテ少イ事サ知ツタ、、

余等ハ先二本村二於ケル結核死亡者ノ大部ハ何

レモ感染源テ家庭内二登見シ得テ、村外感染者

｡ハ比較的少４事ヲ･述・ヽごタ、、従来農村結核蔓延ハ

出稼者二原因スル事八一般二認ムル所デアリ、

余等モ第１報、第２報二於テソノ事賓ヲ指摘シ

タ。然ル二本村二於テハソノ出稼者ハー一般農村

トシテ相常多イユ拘ラズ、こ等ノ出稼者が何レ

モ本村ノ結核蔓延二大ナル影響子及ボサナイ事

予知ツタ。

更ニこ等出稼者ヲ精査シタ結果、ソノ出稼方面

ハ大部分酒造出稼者デアリ、近代科學工業方面

ヘノ出稼者ハ僅力－10％ニ満タナ４事賓尹知

ツタ。印チ、従来一般ノ認ムル農村出稼者ノ村

内結核汚染ハ必ズシモ出稼者ノ倣ニョルモノデ

ナク、ムシロソノ出稼方面二依ルモノデアフレ事

が明カデアル依テ農村二於ケル結核研究ノ際、

ソノ出稼者二就テソノ活動方面二就テ充分精査

スル事が極メテ必要不可訣ノモノデアル。

余等ハ昭和14年秋ヨリ冬ニカケテ岩手懸１農

村紫波郡志和村二於テ全住民ノ92％結核サ主

　

トシタ健康調査テ施行シ、'本村ハ結核死亡率著

　

シク低ク、｢ツベルクリン｣皮内反嘸陽性率モ一

般農村トシテ必ズシモ高率ナラズ登見結核患者

モ極ノテ少ク。殊ニ1/2ハ小學校見童デアル事

テ知タタ。依テ本村ノ結核蔓延ノ状況二就テ、

更二調査シタ結果、小學校見童ノ結核患者多キ

ハ同校教職員中二開放性結核患者ノ居ル事二基

因７ヽル事ラ明カニシタ。更二本村ノヽ出稼者敬が

相常多４ニ拘ラズ、ソノ出稼者・ヽ多クハ酒造出

稼者デアリ、近代科學工業T方¶1ヘノ出稼者ハ極

ノ･テ僅少デアリ、同村出稼者ハ同村結核蔓延二

對シ大ナル役割サ演ズル事ナク、僅カニ極メテ

少イ同村結核患者ノ家族内感染ニョルモノデア

ル事尹知ツタ。。

　

(本研究二要セシ費用ハ文部省自然科學研究奨

働金二依ル)
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宮城蒜ノ農村愛島村二於ケル３年二亙ル

　　　　

集團的結核検診ノ成績

東北帝同大學醤學部熊谷内科教室

岡
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緒

　

言

第TI章

　

結核死亡乍

第II章

　

機査方法

第Ⅲ章

　

楡在成績

　

第１節’受診率

　

第２節「ツペル･ク･･ソ」皮内反咆

　

第３節

　

赤血球沈降速度

　

第４節‘結核患者ノ我見

第IV章

　

ぶ者ノ輔帰ト處置

第Ｖ章

　

本村結核ノ感染源址二感染危瞼率･

總

　

括

緒

　　

言

近来結核検診ト言ヘバ集剛検診1ヽ考ヘラにレ位

其ノ報告が激噌シ、之ヲ枚挙フヽルニ逞が無イ程

デアルガ、一定行政匯域内ノ全住民二就イヘ

２年以上連梢シラ行ヽソタ報告ハ貧教室ノ星圭(1)

が昭和12年４月及ビ昭和13年10月、宮城瓢名

取郡愛島村二於テ施行シタモノ以外-こハ、同ジ

ク常教室ノ楠等(2)が昭和13年ﾉ之ヒヽ｀昭和14年、

同邸志田郡荒雄村二於７行ツタモノガアルノえ

デアル。著者等ハ昭和14年12月、此ノ愛島村

二於や更二第３年目ノ検診ヂ行ツタノデ、是迄

ノ成績ヲ總括シテ報告スヤ、

ナホ愛島村ノ輪廓二就イテハ星が詳シク記述シ

テ居ルガこり｀要約'ヽレバ、同村ノヽ人口約3000、

仙豪市ノ近郊二在ル中流ノ農村デアル。

第１章

　

結核死亡率

昭和２年以来ノ愛島村二於ケル結核死亡率ン･示

セバ、第１表ノ如シデ、確カニ桔核叱ト推断サ

にレ者ハ過去13年間ニ37名、7、ロ１萬二對シ

１年平均８．６デア九。とラ全國及ビ宮城邸ノ夫

第１表

　

愛島吋結核死亡率

　　　　　　　　　　　　　　結核死1ヽ明記シ

　年　　　　度　在II: fKロムこ7yA､ぷ1ズニ

　　　　　　　　　　　　　レ
貴賓　列

≒スル徴

-=　　　　　　==j　　　　　　　　　=-　　　¬i=====　　==w』--　　　　　　　　----- 一
昭　和　２　吊　3196　1　0　　　　0

　lfｷｸ誉じ暫ﾀｯﾌﾟ1　1
t　　國　　宮城邸

　=-＝　　　r㎜㎜七一一一-　　　　　　　　　’

　^Hpfll'

人口１萬ニ　≒目１萬ニ　ノJ:1 1 萬二

　貫椴　對スル椴　封スル椴　對スル椴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　1　　　　:侃1　　　　　19ぶ　　　　　lt.↓

　　　　　　－　-‥一一　　　　　　　－

　　　1　　　　　:気1　　　　　　19.2　　　　　L気82

〃ﾐｰW̃　　〃=-←--―-.〃　--　----　　　　　㎜　-̃--　J‾ﾐ‾-ﾐ--←-

　　　2　　　　6.0　　　　　19.7　　　　　14.42

　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　---J-　　　--―四--

　　　　　　　　　　　　　　－　’　　　３　　　　９．ﾆ4　　　　　18.6　　　　　0.石

　　　3　　　　9.:4　　　　　18.6　　　　　13.9

昭　和　丿　年 3201　・　・１　　　　３．１
　　　　１　　　　　　，

昭　和　４　年 3294 １ ３．０

昭　和　５　年i　3220 1 0　　　　　0

　　　　　　｜
昭　和　６　年 3250 １ ３．１

　　　　　　　　　-←　’¬‾’‾‾--Ｉ--昭　和　７　年！ 3270 1　1　1 3.0　　１　　6　　　　1ﾒ.り　　　　　　　　　1<S.()　　　　　　　　　13.t7
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【第18巻
一 一

ﾐ ﾐ ｰ ｀ ‾ ･ W - ・ - - . ̃ W - 一 一 a - W ̃ - - ﾐ ｰ - - ･ - - ﾐ ｰ - - ﾐ ｀ - 　 - ‥ 一 一 一 一 一 一 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 べ

昭　和　８　年 331? ２　　　　６．０ ３ ９．０ 18.8 13.10

昭　和　９　年 3258 ０　１　　　０ ３ ９．０ 19.3 14.38

昭　和　10　年 3212 １　　　　　３．１ １ ３．１ 19.1 13.78

昭　和　11　年' 3272

　　　　　　　　　1
5　1　　15.3 ６ 18.3 20.7 15.36

昭和12年i 3228 ↓　i　　12.4 ４ 12.4 19.85 13.46

昭　和　13　年 3212 ２　　　　　６．５ ２ 6.5　　1　　20.28

昭和14年 3136 １ ３．２ ２ ６．４

計 19　j 37　1

奎　　　　　　均 3235 1.5　　　４．６ 2.8　　８．６ 19.26 13.88

且ツ後述スル如ク、此ノ頃カラ．出稼人累計ノ

噌加二件ツテ、出稼先二於テ罹患、或ハ同處二

於テ、或ハ蹄村後死亡人・者が多クナツタ事力゛

最大ノ原因デアル､、

第II章

　

検査方法

ト同時ニ、乳幼見等止ムヲ得ずル者ヲ除キ、全

受診者ノ「レントゲン」寫具撮影テ行ツタ。ソノ

結果結核患者吋

痰中カラ結核菌ノ検出ヲ行ツタ。

第III章

　

検査成績

　

第１節

　

受診率

ヲ彿ツタ結果、漸ク79.7%,卜言フ状態デアル。

今同・ヽ寒イ時期デアツタ篤、検査場二遠イ部落

ノ受診率が贋シテ悪イガ、検責場ノアヽ學市力゛

３年間ヲ･通ジｆ不良ナ成績予示シテ居ル。こハ

學市が村中最モ繁華ナ處デ人情質朴ｊ－ラヂル篤

デアルlヽ言フ星ノ言ハ恐ラク翼賓デアル。

受診率ノ良否・ヽ時期、天候等ノ條件二支配サレ

４ノ・ヽ無論デアルガ｀、結い村ノ指導者ノ努力1ヽ

熱意ノ如何二依ルモノデアハ

第２節 ツベノl.’クリン’」皮内反膨

「!ｿI反臆陽性率二就イ」･兄ル時ハ、第２表及ビ

第１圖-ヽ示り口ク學齢期ニヽヤッテ著明こ現・ヽ

レ、卒業期カラ30歳頃二力うｰﾃ急峻ナ曲線々

レト比較スレバ、全國ノ結核死亡卒ノ２分ノ１

以下デアリ、全國中ノ下位二在ル宮城新ノ夫レ

ヨリモナホ可ナリ低仁年次的二之ヲ観察-いし

ト昭和５年以来村内死亡、村外死亡共二著明一

堆加シテ来テ居≒こノヽ先二星モ述ベテ居リ、

之迄．・ヽ全受診者二就キにツベルクリン｣皮内反雁

テ検査シ、學齢見童以上二赤血球沈降速度測定

ヲ行ヒ、其ノ結果二従ツタ｢レントゲン｣寫具サ

撮影スベキ者ヲ･選ングノデアルガ、今回ノヽ古賀

氏間接撮影法二依リ、｢ツ｣反庶、赤沈速度測定

今回ノ楡査常時ノ村内在住人ロ,ハ3136名デ其

中2502名、郎チ79.7矢が受診シタ,、大鴛斯ル

事業ハ一般ニノゝ理解せレ難イモノデ、初年度ハ

好

「ツ’゛ルクリン」･ハ萬ｉツ’｀ご４クリン｜ヲ用ヰ、

1000倍、0．1＆テ上勝皮内ぺ圭射シ、翠日碓赤ノ

大･fサグ計前に10 mm以上り反唐陽性lヽシタ。



4砧第６妓】

　

岡田・堀田・1白田・朴＝宮城螺ノ農村愛島村二於ケル３年二亙ル集幽的結核検診ノ成績
- - 一 一

　
　

―

．
こ
十
マ
．
Ｎ
Ｍ
ゴ
ｚ
ｚ

-

'Ｎ

じ -

y 一 一 i

'
１
　
＋
　
Ｌ
＊
ｉ
ｆ
:
ｗ
ｒ

―
ト

　

ー
ー

　
　

ー
ー

　
　

ー

コ
＋
に
．
一
じ
Ｚ

’
―
¶
！

　
　

”
”
－
一

二
-
I
-
　
’
　
･
!
-
）
９
(
）
Ｉ

　
　
　

１

に
ぷ
＋
Ｘ
'
９
＾
'
<
-
"
？
:

　
　
　

－

一
こ
９
＋
Ｗ
'
　
Ｋ
９
　
１
｝

ｉ

ｌ

ｇ
ｊ
‥
｛
‥
ｙ
．
７
耳
［

　
　

－

↑
↓
９
＋
Ｍ
．
ｒ
に
ぶ
Ｉ

ロ
．
こ
刊
に
．
詞
笑

！

　

‐

6
'
.
T
I
　
＋
　
Ｌ
．
二
二

　

心

　
　
　
　

Ｉ

ｙ
.
ｉ
Ｖ
ｉ
ｉ
＋
（
.
　
Ｓ
'
９

　
　
　
　

Ｉ

　
　
　

―
－
－

　
　
　
　

－

ｖ
:
<
ｉ
"
　
■
　
９
十
＾
:
-
？
:
／

　

→

　

1 ゛:･

［や¢゛¦

　

｜-j

I
６
’
９
＋
１
　
'
ｉ
＼
二
Ｖ
.

　
　
　

－

’
一
価
．
ｃ
＋
『
じ
い
竹
↓

　
　
　

１

に
Ｉ
．
こ
＋
ｉ
'
{
}
Ｌ
ｙ
.
＼

　
　

　
　
　

１

二
．
一
）
＋
ｙ
.
　
ｙ
.
＾
ｒ
.
ｙ
.

1

1

1

‐

―

ｉ

―

―

Ｉ

こ
フ
ー

｀

旺
ぷ‾

－

‐

rヽ

　

;71
∩ご

゛i兄

ごl

に

こ

←

● ･ 一 ● ●

じ

つ り

吋

←

ｺ ﾞ ;

● ＝ 吋

l ｀ ヽ

←

χ，－

　

こ£・

-７｀’゛リ

２す利
-47で

　

X

←

　

－ｉ’‾‘゛｜

「
ゴ
ヅ

宍ニ
１

１

’

４ ｆ

Ｗ

． － ･ ４

-

≒
Ｉ
　
i
＾
ｉ
[
　
Ｋ
"
S
f
？
：
６
＾
９

―
―

心
Ｗ
ヴ:

？Ｑ

一

―

―

―

｛ヽ

Ｍ

Ｃ

←

寸

心
Ｗ
－

Ｚ

に

1ヽ

　

^ｒ｀

　　　　

・●－
‾

　

1 ゛7

ニ○二二

乱

心
Ｗ
へ?’
●

　　

Ｉ

引

’

―

二

　

石

に

　

乱

¬1N
‾ド
ー－
プ‾

呂恬

で ｀ １

７

f > l

¬

四

｛
一

　

（

｛
乱

　

一
ｆ

Ｉ
一

い

　
　

一

"
W

←

Ｊ ，

Ｘ

¶ ● ･ ミ ●

t ヽ

１！

←

でヽ/

７

Z

-

で ｀ ･ j

y
ｉ
◇
；
ｆ
｡

ｙ
'
ｌ

C

Ξご

　

一
Ｌ
Ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

ｏ
＼
＾
ｊ
＾
.
-

　

一
｛

こｙ

-

ごぐ

｀7
'７-

び

ー

沓j

'ｙ
匹
ぐ

L_

¬

-

叫 -

至判
ア

ヘ

－ - - ● 一 一 － －

　

－ － －
ド レ Ｘ り

つ

　

←

i
　
９
？
:
ｕ
ｕ
:

１ヽ
● 〃

W

べ

W
Ｚ

？で

寸

μ 〃 y

Ｊ ●りに

　

つ

１

　

Ｓ

々二

゛・７

ぜ

・Ｓ

へＳ

Ｉ ？／

ＩＳ

　

四

　

ｎ゛

こ

こ
こ
こ

寸

　

ＬＱ

　

Ｉこ戈・りI i O

- ● ヽ － －

・ ●

　 　

・ を
４ 〃

　

‘ 「
-

　

-

"
Ｗ

tヽヽ

ｌ

ｌ

・

！

ｉ

Ｎ
ぷ
吋

こぷ

こ
ぞ

゛i°｀゛゜ﾄﾞ｀¦ご‘:

　

’･ y゙丿‾　EEE･
Lrこ

1ヽ－Ｕ
(＞≫

　

一二ｉこ

　

’t‘いで’ｓ

　　　

｜

　

ｌ

　　　　　

ｌ

1ヽヽ

　

！

こ
Ｉ

　

い

２ぶ

　

ド

　

ー
⌒

　　

●Ｚへ･こ，tヽ’こ

　

こ

－4

　

一１ - ！Ｎ

叶

-＝･4

↓
．
Ｚ

　
　

｛

ド

片

1Ｃ･

←

←

Ｘ

'Ｎ

り?

¬
:乙

吋

Ｎ

Z

ｒリ

←

戸や
●Ｓ
-

ﾘ｀
Ｗ
̃心
W
一

゛ｒ｀

　

７､1

　

一
二一二ｉ－

　　

１

　

、

●心
引

　
　
　
　

ｌ
ｌ
ｌ
Ｕ
Ｉ

氾
一
に
Ｎ
。

　

一
｛

- ぷ ．

"

． ノ ー

Ｓ

に｜

引引７
Ｎ

叶

兵目引到

－
－
―
】
－

じヽ

１や

（
片

　

□

『

　

ｙ
ｉ

％

‐

１

’

―

ｌ二

－

ｆべ
●．

　　

．｜

●「
Ｗ

四

　

１

vr.

　

1Q

　

‘こ

　

こ

－ｉ●

　

→

　

１”

　

１”

で

｀こ

ぶ

ろ石ち
ー

　

→｜→
一 一 一

こ
ワ

　

ｆ
一

　
　
　

－
‐

　

－

り
Ｉ
Ｉ
。
一詣

Ｍ

に

　

９
＊
;
＾
９
　
０
１

　
　

↓
．
コ
斗

;
　
;
　
　
;

！
！
！

ｆ
Ｍ
□

ｆ
一
．
に
に
一

　
　
　
　

－

こ
Ｘ
'
Ｓ
＋
ｅ
　
Ｋ
９
　
６
］

－
－
－
－
１

　

１
－
！
ｊ
Ｉ
Ｉ

　

Ｉ
Ｉ

　
　
　
　

１

６
９
’
：
十
じ
．
に
応
Ｊ

　
　

－

１
０
＊
９
十
元
．
［
一
こ
院

９
９
　
'
ｔ
刊
『
Ｌ
'
９
　
Ｘ
９斜

μ

S

ト

i-O

←

四･

S
’
ｔ
９

四

l ｀ ヽ ヽ

Ｎ

Ｎ

・-･4

　

こ

　

←

Ｎ

　

ご･ドてリ

叉

←

７･

［

㎜寸

１ヽ

吋

●ｒ｀

　

‘ｒN
一

　

一
Ｃｉｆ

ひｓ

吋

一
■
'
　
ｙ
ｉ
　
　
１
＾

ぶ
こ
迢

吻
Ｎ
Ｃ

こ
．
卜
［
乖

S

　

ヘ/

　

t｀ヽ

こ

　

１ｒ・じ

｝
Ｚ

　

ド
サ

　
　

｛
Ｊ

　
　
　

－
－

７
‘

　

Ｎ
．
一

　

｝

－
―

1Ｑ

　

父

　

こ

　

1ｒ ・じ
ｒ

　

Ｍ

　

ｒ

　

１７

　

－

Ｓ
ｒ

　

Ｚ
．
に

？″にyで

Ｘ

　

「

吋

　

に

こ
．
ド
入
こ

一
ｙ
.
ｉ
　
９
Ｓ
　
９
*
？
２
ｉ
:
ｉ
'

｝
石
に
ｒ
ｙ
一
回
一
司
三
回

)
７
｡
　
　
　
６
１
　
　
　
(
＾
(
)
９
(
)
＾
'
？
６
＾
"
？
:
９
'
　
1
1
　
Ｋ
ｌ
'

こ

　
　

こ

　
　

一

　
　

こ

　
　

（
｛
一
コ
に
…
'
＾
　
I
　
（
Ｓ
ニ
ｃ

W

㎝
W

Ｎ

｡:づI

･･将ﾓｰ、．．．＿

-
χ㎞4

C９

　
　
　

Ｉ

弓
Ｉ
＋
『

｀ -

乖
二
ｓ
*

０
９
　
９
９

‐
－

　

‐
－

　
　
　

‐
－

　
　
　

１

に
寸
。
↑
。
＋
↓
。
。
り
じ
毎
）

　

ｌ
ｌ
一
‐

ｌ
ｌ
一
―

　

‐

６
．
｝
．
刊
こ
．
芯
に

　

百
．
に
刊
’
Ｊ
ｊ
一
回

　
　
　
　

－
1
1
1

　

－
ｌ

　

‘
Ｉ

　

－
’
―

　
　
　
　

－

　
　

１

　
　
　
　
　
　
　
　

１

に
．
↓
十
χ
．
２
に

　

荼
．
に
十
Ｌ
’
６
ｙ
｡
Ｌ
Ｚ

‐
‐

　
　
　

１
－

　

－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
一

回
「
一
十
一
．
７
Ｓ
２
　
Ｕ
｣

　
　
　
　

－
‐

　
　
　

１

Ｖ
Ａ
Ｖ
ｌ
＋
↓
o
ｔ
ｏ
ｔ

　
　
　

１

ロ
）
．
Ｍ
＋
Ｚ
．
一
「
［
Ｅ

　
　
　

Ｉ

Ｚ
Ｚ
．
一
十
Ｇ
’
(
）
？
.
ｓ
Ｍ
Ｓ

痢
呪
’
゛

辺
」
｀

　
　

。

　
　
　

≒

こ;ゴ

｀゛i4‘

　　

ぷ．

y
.
’
＼
ユ
一
に
Ｃ
Ｊ

I
ｔ
？
：
？
:

―

Ｉ

Ｉ

－

に
ち

ト
．
｛
｝
↓
．
乖

9
５
-
:
　
ｙ
ｚ

M

ヴ:

”
w
Cり

1ヽ-

竹

lヽ-

Ｎ

r
　
’
ｃ
　
＼
ｃ

ｌ
ｊ
ｌ
‐

ｚ
．
詞
む

9
９
　
　
　
０
９
　
　
　
６
　
？
:
<
■
二

LC

→

　

●1

i
ｘ
ｗ

　

一
<
ｉ
'
　
　
　
９
'
ｉ
ｔ
　
１
９

‐

　
　
　
　
　

‐
－

｛
ｚ
こ

　

い
ｃ

　

こ
．
刄
乱
．
一

一
一
１
９
　
ｙ
.
＾
：

　

一
．
ｃ
Ｓ
Ｕ
)
*
－

　
　
　
　
　
　
　
　

‐
－
‐
‐
‐

　

－

Ｈ
　
　
　
ｏ
ｌ
　
　
　
１
７
.
　
　
　
６
'
９
＾
１
１

乖
循
こ
Ｉ
ｚ
コ
｝
．
一
竺
汽

M
　
ｉ
６
　
(
)
＾
ｔ
Ｉ
？
？
:
（
ｖ
ｌ
６
Ｋ
･
ｌ
＾
ｌ
Ｋ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

‐
‐

　
　
　

１

（
ニ

　

ｙ
.
　
　
　
７
ｙ
Ａ
こ
Ｋ
６
　
２
(
)
？
:
ｒ
６
］
　
ｒ
-
９

こ

　

｛

　

’
一
Ｌ
ｚ
ｍ
ｉ
ｎ
-
Ａ
ｙ
／
ｏ
　
＼
　
　
　
　
　
９
'
（

洽
輿
傾
ぺ

ｉ
―

　
　

Ｉ

　

≒

゛ ﾀ ﾉ ･

－ 仙 －

　

, ｀ ̃ ／
- ． Ｊ

　

ａ ｙ
４ ｆ で

づ １

で ¢

寸 - ･ = ･ ●

6
９
Ｔ
　
　
　
０
↓
’

一
に
一

　

日
一

．
一
二

　

こ
Ｋ

’
茫
一

　

に
り

(乃
Ｃ

一
tヽヽ

C｀り

河・

型7

－

に
一

　
　

一
．
コ
）
に
ｙ

　
　
　

１

'
ｉ
.
＊
９
＋
ト
．
？
:
９
　
６
Ｋ

　
　
　

一

一
冊
こ
＋
χ
．
ｒ
に
Ｚ
Ｎ

　
　
　

－

［
ｚ
．
こ
十
'
・
･
Ｋ
'
Ｈ

　
　
　

‐

こ
こ
．
ｚ
十
り
Ｊ
Ｎ
ｓ

　
　

ｓ
｝

　

一

　
　

－
’
―
－

　
　
　
　
　

－

Ｋ
｛
-
;
"
ｆ
-
i
-
一
．
謡
否

　

に
ｚ
一

一
－
‐

　
　
　
　
　

－

　

－
－

否
．
Ｎ
‥
’
‥
一
．
斜
回

　
　
　

Ｉ

（
ま
．
こ
十
こ
'
Ｚ
　
　
ｔ

　
　
　

Ｉ

に
こ
．
一
十
に
．
一

　

Ｊ

ｙ

<
:
]
＾
・
９
＾
-
(
)
．
斥
以

　

ｊ
‐
－
卜
．
一
一

Ｘ
Ｚ
．
に
＋
？
.
･
'
１
１
＾

O
'
O
j
ｒ
ｔ
ｌ

Ｌ
　
９
７
Ｓ
:
Ｚ

　

－

　
　
　

－

９
'
ｔ
:
？
：
（
)
＾

こ
．
こ
コ
）

こ

　
　
　

こ

｜r:

　

・.こ

　

Ｉ＝

　

，

一一

ぶ
妬
ｙ
ｉ
一
ｒ

　

々
・
ぎ

－｀S

ゴX

-

4 J 四

^
Ｊ
Ｋ
？
　
　
(
)
？
;

冪
:
ｔ
　
　
ｔ
j
i

―
・
－

９
Ｌ
'
ｔ
　
　
　
０
一

―
｛
｝
↑
Ｍ

　

に

ぶ

　　

｀Ｑ

　　

ａ

　

ｌ丿¶

　

亀●
こ

　

．ご´
←，-｀

　　

・Ｕ～

　　

いＷ－

惑
一

　

謝

娶
こ
＝

　
　
　

１

６
？
｡
'
ｔ
＋
↓
･
　
ｉ
ｗ
.
　
＜
-
：
｛
:

　

ｉ
ｌ
ｌ
‐
－
：

　

‐
１

　
　
　

１

９
９
'
？
:
十
＾
ｊ
　
H
I
　
ｙ
.
ｔ

Ｉ
～
ご
回

―

ぶ

Ｌ

ご
ふ
ご
ノ
じ

）
９
’
（
）
＋
　
ｉ
’
Ｏ
　
　
　
Ｚ
　
　
　
　
　
　
　
０
　
　
　
　
　
　
　
４
-
０
　
　
　
　
　
　
　
０

埓
坑

　

゛
ぎ
を

　

縦
坑

？
一

　

一

　
　
　

へ
、
り

　
　

ヽ
な
｀
ｉ
、

　

？
一

　

一

｛
≒
｝
＾

　
　

、
。

　
　
　
　
　

々

　

ｉ

　

―
－

　

―
ｉ

　
　
　
　

‥
こ
ヽ

　

ぎ

oV

へ

１ ヽ

一

Ｗ 一 祠

り ？

吋

w祠

こ

？り

Ξ二二ざ
心

一
．～､ﾉ

Ξ？

｀ふー"

1午一１

｀Ｑ

ｌ

斗
ド
ー
嶮
一
白
と
こ
ヤ
ご
｛
【
ゝ
脊
で
犬
】
米
四
紙

m
ｉ
ｌ
ｌ

　
　
　

ｊ
‐
‐
‐
’
―
－
―
－
－
‐
－
－
―
－
Ｉ

″ に
"
1

I

^
ｒ
＼

べ ^ ｀

● ・

-

一

一

叫 -



454

　
　
　

尽

陽
性
卒

が
。
Ｊ
万
万
・
ご
が

β

ｊ

岡田・堀田・前田・朴＝宮城駆ノ農村愛鳥忖二於グ･レ３年二亙ル集團的結核検診ノ成績

　

【第18巻

第１圖

　

７ツ｣反喉陽性率曲線(男女挙均)

刀
方

平
″
作

刀
一
万

ぶ
j
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方

が
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ぷ

ゲ
が

Ｉ
’
ぶ

心
‐
タ

雀４ｆ昇ル‥以後ハ緩漫lヽナリ年齢1ヽ共二次第

二上昇フヽル事ハ３年間同様デアルガ、最高ヅ示

不ノノヽゝ前２同二於テハ、66―70歳デアリ、今同

ハ51―55歳デアヘ大筒二於テ60歳前後デ最

高二達フヽルノデアラウ。

　

最高値ノヽ何レモO㈲･

ラ越ス事が無仁

之ヲ男女別二見ルlヽ小學校卒業期迄ハ男女略ｌ

匹敵シ、ソレヨリ21―25歳頃迄ハ女ノ方が幾

分男テ凌駕ソヽル様こｊとエペ以後ハ男ノ方が常

二高率デアル。こハ靴會接欄ノ時期及ヒヽ偏狭二

於ケル男女ノ差異り示‾人モノl｀。唇ハし几。
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男4Jり11「’ソ」反削賜性乍曲線
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昭和村年

昭L↓

昭13

昭12

(32.4%)

昭和13年－－一一－(28．3％)

昭和12年一一-一一一--(24．9％)

３年間ノ半均陽性率ヲ比較フヽルト、昭和12年

’ヽ24．9％、13年ハ28．3χデ３．４ガテ噌加シテ

居ルガ、14年二至り更ニ４．１％ヲ･噌シテ32.45^

ヲ･示シテ居ル。然シ昭和13年ノ人員テ14年ノ

人員1ヽ同一二構成シテ見ルト、13年ノ平均陽

性率ハ30．8％Iヽナリ、逆ニ14年度ノ人員ヲ13

年度ノ夫レ1ヽ同

　

二構成シラ･観察スレバ、14年

皮ノ牛均陽性率ハ、31．2％トナリ、郎チ13年

度1ヽ14年度ノ差4．1％ハ受診人員ノ年齢及ど

倣ノ差異カラ生ジタモノガ大キイ事が知ラレ、

賓際ハ足程ノ養ハ無ク２％前後デア・、1ヽ思ハレ

j － ;!;‘ (
oo ,Oye>)

1-♀（31．6％）

　

一一一一一念（29．9％）｛

一一一一♀（26．7％）

　

響y●●●1●●１１●皿耳●●含ヽ（28.5％）｛

…………早（21.6％）
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第３表

　

小學校見童ノ‘＞勺反庶

學　年　　學　級 瓦　ａ　　昌門づ９卜占しぷ諜百分斗　結核罹患駈
　 　 百 分 不

㎜ ㎜ ㎜ r = -

　 　 　 　 O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　--一一-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　--　　－　　　　　一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

Ｔ　　　ｊ　　　

１　　　　　↓６　　　　　　　　　　２　　１　　４．４　，　　　０　　ｊ　　Ｏ　　　　　　Ｏ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜

２　　　　　１７　　　　　　３　　　　　６．１　　　　　００ Ｚ　　　　　↓．３

　　　　　　　　　　一一一一一一一一一一一一　　　１　　３　１　５;?　　　　５　9.6　１　　１　　　２．１　，　１２　　　ｊ．ド
ｎ　　

１　　　　　　　　　　Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ-----一一--　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　ド　一一一-一一

　　　　　４　　　　５４　　　　　２　　　　３．７　　　　１　　１　　１．９　１　　０　　　　　０

　　　　　　　｜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　¶　　　　　　　　　　　　　｜

Ⅲ　　’　　５

　　　　１　　　６

４１　　　　ｊ　　ｌ　　４．９ Ｏ ０　　　　　　０ ０

↓５　　　　　　３　　１　　６．７　　　　　　Ｚ　　　ｉ　　　↓．６？　　　　　1.↓

IV　　　　こ＿＿　７
　　　　　　　　　　　　　８

↓7　　1　　12　　’ぶ5.5　　　　1　　　　乙８　！　　０ ０

38 18　　、　訂．４　　１　　　０ ０ １　　　：　　２．６

犬，M
　　　52

一一一一一一一一一一---

　　　54

８　　　　15.4　　　　１　　　　２．３ １ １．９

y-呻j 12.9　　　　　1　　　　　乙１ １　　，　　　１．９

VT
11　　1　52 6　　1　　11.5　　　　　0 ０ ０ ０

1　1tど　　　33 ４　　　　，　　12.1 ０ ０ １　　１　　３．０

vn
13 Ｕ　　，　　５ 11ﾆ↓　　　　１　　　　２．５ ０ ０

14 38 こ↓ 10.5 ﾆ?　　，　５．６ １　　　　　２．６

VⅢ
15

15

↓↓　　’　16 36.4　　　1　　　　　3 ９．７ ０ ０

38 12 31.6 9

rW ７．１ ０　　　　　　０

計 i　725　　1　　109 15.0　　i　　15 ２．４　１　１１　１　１．５

ノレ

Ｏ
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（註）１乃至４學級ハ男女児童混合ニシテ５學級以上ハ奇敷學級が男見童ナリ

即チ昭和12年ト昭和13年トノ差ガムシロ

　　

ハ判定ヲ受ケズ、昭和14年度二於へ

　

陽性ニ、

大キ１．之・ヽ昭和12年７月二起ツタ日支事髪

が本村卜仙毫市間ノ交通ヲ･激甚サーラシ八且ツ

夫レガ昭和12、13年ニカヶテ殊二著シカツタ

事が大イこ｡典ルモノトモ考ヘラレル。

次二小學見童ノ｢ツ｣反座陽性察テ見ルー、第３

表二示フ､如ク、尋常科第４學年及ビ高等科第２

學年ノ見童が特二高率デアル。之ハ先二開放性

肺結核ラ有]いし教師二受持クレタ見童デア匹

従ツテ平均陽性察モ常然ソノ影響テ受ケテ居

リ、是が無ケレバモツト低率ナノデアラ≒

部落別一見ルト、結核死亡率高ク、常二結核患

者ノ存在ソヽル宿、山崎、前野ｍ拉二村ノ中心部

デアル學市、蔵紳、道組紳、泉等が高率デアル

ノガ見ラレルガ、結核死亡率、結核罹患卒等ト

ノ間二巌密ナ開係テ求ｙル事ハ出来ナイ。

次二昭和13年10月カラ昭和14年12月迄、１

年２ヶ月間ニ｢ツ｣反座が陽性二韓化シタ者ハ

108名デ、前年度ノ陰性者ニシテ今同モ受診シ

タ1645名中ノ６．５％デアル。択此ノ外一昭和

12年二於テ陰性デ、昭和13年ニハ受診セズ叉

糖化シテ居にﾉｦ･賛見サレタ者が50名アペ

瑕二其ノ牛敷ノ25名が13年10月以後二陽性-

ﾆ糖化シタモノトシテモ、平均陽性轄化察ハ

8．3⑤デア几印手前年度ノ賓教166名、糖化率

ｎ．6％ヨリモ可ナリ低下シテ居ル。之デ見ルモ

「ヽ勺反妻陽性率ハ昭和13年カラ14年－ニー－カケテ

大ナル噌加テシテハ居ナイト思バレル。

之テ年齢別二観察フ､レバ、前同デーハ、學齢期デ

著明ニナルガ、今同ハ小學校卒業期カラ著明二

現ハレ≒是ハ前回ハ開放性肺結核ノ教師ノ影

響が今同ヨリモ多分二残ツヤ居ツタ栃デアラウ

ト考ヘラレ≒

　

以後八年齢ト共二次第二上昇

シ、前同ハ40－50歳、凡ソ38―39 %、今同ハ

50―60歳、24％前後が最高デア匹

「ツ」反咆陽性韓化者が１名モ無クナルノガ結核

像防ノ理想デアルガ、愛島村ノ如キ都市ノ近郊゛

村二於テハ、「ツ」反息陽性糖化率が今後如何二

受動ス～力興味アル問題デアル。

次二重大ナ事ハ「アレルギー」ノ動揺尹示ソヽ者、

印チ一旦にツ」反憲が陽性ヲ･示シタ者ノ中、翠年
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第4.表

　

ふソペルリ

　

1）ン」皮内ぽ咆陽性韓化半

　　渠
　　度

年

レ

　O-5

昭　和　13　吊 　　　　ﾉﾉ　和　14　　　　　　　昭和12年３リ　　　　昭　　　　　　年　　　　昭和14年迄ニ

い」反咆前年¦陽性糖化者　　Q/　‾｀陽轄yl3年度
度陰性者賢賓　　　敬　　゜　ハ不明ノモノ

「ッ」脱略前年
度陰性者徴

　　182

　陽性糖化者

　盲　　鍛

㎜　--=-■　皿ふ皿皿W-皿　　=W㎜-
　　　　1

－－　－　-←-　●
　　　　　０．５ 221　　　　　1

　　Iふ　=ws-〃r=　　　　　－　　←--｀ミ　ー
↓↓1　　　　　5

０．４　１　　　０

6―10 405 16　　　　　4.0 １．１‘　　　０

11―15 ご98　　１　　　20 6.7　　，　　　　368　　　　　　　　　10 ２．７ ０

16―20 90 11 12.2 158　　　　　　　　　　　7 ４．４ １

21―25 －－.-),")　　　　　　　8 14.1 55　　　　　　台　　ｉ　９．１　：　　　　４

26－30 51 12 23.5 54　　　　　　　　　　　7 13.0　　　　　4

31―35 64，　　1　　14 21.9 65　　　　　　　　　　　8 13.4　　　　5

36一一40 76 20 26.3 　　65　　　　　　　　　　11
-

　　51　　　　　　9____－_　　　　　　　1

16.9　1　　　5

41―45 36　　　　　　14 38.9 17.6　　1　　　　　　8

46―50 46　　　　　　　　　18 89.1　　1　　　　　　↓0　　　　　　　　　　　7;
　　　　　　｜

12.5 ７

51―55 16　　　　　　16　　　1　3↓.8　･，　　　43　　’　　10 23.2　　　　　　　　6

56―60 46 7　　　1　15.0 54　　　　　　　　　　18 24.1 ３

61－ 40　　　　・　　　　　9 22.5　1　　　60　　　　　11
　　　　l

18.3 ７

合　計 1435　　　　　166　　　・　11 .6 1645　　　　108 ６．５ 50

ﾉヽ陰性lヽナツタ者が少ガラス見受ケラレタ事デ

アル。斯ル例二就イテハＨａyek(3)以来、Her-

bert Koch (4)、小林(5)、貴島及ビ岫松(6'、Nobel及

ビＳｉｅｄｍａｎｎ(7)、黄楊(8)､Opitz及ビＫｕnitｚ(9).

Viethenダ')其他敷名が少倣ノ例ヤ

ガ、近時集團検診が廣ク行ノゝ

　

レ

　

ル

　

1ヽ共二方々デ

可ナリ多クノ例ラ報告い1様ニナ｀ソテ来タ。

今、集團検診二於テ報告セう･ベタモノサ示セバ

第５表ノ如クデアル。

我々ノ例二於テ八年１同３年間ノ観察二依ルモ

ノデアルカラ、[アレルギー]動揺ノ状態ニ４種

第５表「ツ」反喉陽性ヨリ陰性二轄化セル例

接　者
観察
期間

被検査者 例敬
陰　性
糖化敬

百分率

寺島筒 1.5年 看　護　婦 119 １ ０．８

上田I詐 ２年 海軍軍入 285 71 25.0

高野(哺 ９ヶ月 陸軍軍尺 × × 11.35

岩波み １年
海軍扱學校

生　　　徒
237 12 ５．１

楠　外 １年 荒砥村民 316 41 13.0

石田（1（1年 看護婦i 142 24 16.9

類テ見ル事が出来タ､、其ノ年齢別ノ愛化ハ第６

表こ示'人通りデア'し。

第６表

　

年齢別二見･タル「ツベルクリこ,アレルギー.ノ推移

　年齢

-･--一一　----

　1－5

　．よ３ヶ年廓３ヶ年職
楡査I裁シテ陰締卜/テ陽

人負性ナル者性ナル者

　97 1 95　　　　　　　0

陽性特発者 　　　１　　　！　　　動　捕　セ　ル　モ　　　ノ
-^A.＼ 計

陽侍者１ニ
對.スル不完

全「アレル
ギー」ﾉ割合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　---一
子･弔-万日→･白-任)ﾄﾞﾚ白-ヂ-白田→ﾓ?-丹田代価ら¦缶→･白絹ﾐり

　　　4-　J　　j--S〃　　－--W　ら-　－　　－　皿-
　０　　　　　２　　１　２１

０　　　　０　　　　０　　１　０　１　０
．_＿___＿-__．＿‥　＿_＿　　　　…__

０

6―10 316
　296　，　　5

　300　　　　69

　　　　　i　　　’゜-W一一一一〃
　100　　　28

｡_　　　_＿__

　　24　　　　　　　13

　　　　　｜　　　〃〃‾　　26 １ 17

　　６　　　　３　　　　９　　３　　　　：４　　　　０

　-Ｗ　Ｊ===-=一－　====ふ=--　　ふ　　　　　　　　==

　　7　　　　9　　・　16　　16　　　　2　　　　0

　--　　－　　　　　　’‾‾〃　　　-一匹一心　　　　　-Ｗ
　　５　　　　７　１　1２　　」　　　２　　　　０

　‾‾‾=‾‾‾=〃　　　　　=〃-=　　__==Ｗﾐ→-¦　　　　----　　－　　　－　--　　　　　　　　　　--

　　２　１　　２　１　４　　１　　　０　　　　　０

　___ﾐ●----‾’　　　　-－心〃‾　　--Ｊ　ｒ　　←　　　　　－　－－
　　４　　　　８　　　１２’　４　　　　０　　　　０

　一一　　一一

¦　　

一 一犬一一-

　　６　　　　９　　　１５　　３　　１　　１　　１　　０
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　 　 　 　 ０
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36―40 103 39 32 11　　　　10　　1　21　　4　　　　3
　　　　　　　　l

２ ０ ９ 0.43
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少者及ビ弱陽性ノ者二多イ事が知ラレ礼

名中ノ74 ･玖4．6％、:1年開連柏シテレ勺反嘸　　択是等ノブア　レ几ギーツ動廣群中一行見サレタ

陽性ナ･レ行305名ノ２１,２％ニ常･り而レバヽソ

反感陽性輔化者１ニ對いレ割台ヽリ･兄･四ヽ０．４郎

ヂフ;分ノ２デア几年齢的ニ・ヽ6一15混が最モ

多放デ0.67乃ｔ１．５デア≒

　

址等４種類ノ噫

化・中デ、('―)→（十j→ぐー）ノ経過ニリル者が

最モ多ク全敬74名中48名、印チ64.8回天占ノ

≒択陽性度力う見ルト、第７表二示バレエ弱

陽性ノ者ユネイ。

　　　

第７表

　

トソペルクりｙj反噸陽性度!ヽ

　　　　　　　　

陰侍者ノ開係

＼、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　’　＼陰糖率前年度F庖レ　　　　！
「｀勺＼　　　反’態陽性者！陰　性’百゛ぶ
反町　　　　、ニヅテ受診　糖化者　　/J　rl

陽性度＼iセルモノ
（ｍｍ）　　ｊ

11-15 83　　　　　　　　29　　　　　34.9

　　　　　　　-101　　　　　　　27　　　　　26.8　　　1　　　　　　　_＿＿＿____

97　　　　　　　　9　　　　　　9.3

16--20

21―25

26－30 ５４　　　　１　　　　５　　　　　　　９．３

４２　　　　　　　　４　　　　　　９．５31－

計 377　　　　74　　　19.6

是等７事カラ一旦陽性トナツタ「ヽｿ」反雁へ比

較的容易二流失「7ヽ’1’モノデ７リ、臣ツ｀ﾉﾚ‥’ヽ'f-

「Ｌ トゲこ像ノリ化卜、昭和13年度二陽性

情化９ナシ、昭和14年度モ陽性デア･・者及ヒ

14年二陽性情化々シタ者ノ中八レンlヽゲト

像俑き化卜對照シテ見'丿丿八８表ノにーナ≒

　　

¦第８八

　

ｊに･ルギーバ抑釦ヽ結咳性疾患

｢･ソ_万態動作種類

(十)→(一，→で十万
一 一 一

ｿ十卜・(－)･・.ﾀﾞ･一ﾝ
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計
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七
戻

病
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及
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屯
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－
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－

　　

－
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０
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励感染浸潤

石

　

友

　

志
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(－)-・ぐ十.一十し

　

卵

　

坦暴聖芦男

　　　　　　　　　　　　　　　

肺尖結核

(－)･ｙT－ －く十)

－

　

計

第３節

　

赤血球沈降速度

赤沈速度ノヽウエ･､テ●､グレン氏法二依リ１時間

　　　　　

-･皿-㎜-･i－

　　　　　　　

－
値刊則定シタガ、結核テ主眼トいレ集團検診二

於ｊ｀赤沈速度列則定スル事が如何程ノ意義ヲ有

いレカヲ･知ル篤二今同ノ成績テ検討シタ。

今秋月及ビ星ヤノ作成シタ健康尺ノ赤沈速度表

二依り、生理的最大値ヲ･超過ヤレ者テ計算こいレ

ト、便宜ノ篤８歳以上ノ者ノミニ就イテ兄ルモ、

第９表二示一人如ク、フレツ線寫侃上結核性病兌ラ

認ノ･ナイ青1889名中572名、郎チ30．3％が最

大値ヲ超過スル。他方要看覗以上ノ病噫刊詔､／

ア几
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敬

一一
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竃

肺門淋巴腺炎

　

４

初感染浸潤

　

１

肺尖結核１

ル者印チ今回ノ患者二就イテ!亀ルlヽ、印．0胤デ

e「」チ非結核者ノ斯クモ多倣ノ者が生理的範園ヨ

リモ大ナル赤沈値サ有シ、一方柚咳患者ノ40．0

％づヽソノ赤沈値が生理的範園内ニア･四ヽ言フ事

賓カゲ考ヘレバ、結核患者ヲ･特!;と･､り罵二全受

診者ノ赤沈値テ測定いいlいヽ、全部ニ「ヽソ」反息

及ヒヘレントゲヽ勺寫薦検杏り施行人ル以上・ヽ、

殆ンド不必要デアリ且ツ無駄ナ努カデアルト思

バレル。ﾆ｀ソ」反息及ビ「レントゲン」寫翁こ依ツ
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第９表

　

結核性病髪ヲ認メザル者ニヅテ生理的範圃ヨリ大ナル赤沈値ヲ示jス者

　　　　　

男

　　　　　　　　　

；

　　　　　　　　　

女

　　　　　　　　　　　　　

＆

ｉ生理的最｜検査
大値ｍｍｌ人ａ

=--●

　　

四●･ﾐ･

　

←･--･
8－10 j　16.2

11 ― 13

-‥---･･

14―15

----

　

w一一一一

16―20
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一一一¦
26―30

1
"･
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41－50＝
一
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1

61一
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14.3
--
11.2
一一
8．9

一一
7．3

-

７
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一一

１３

８

－

４

一 一 一

６
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1
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27 ０
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１

１

１

‐

ｊ

１

105
一 一

22

47 ？

97
－
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一 一
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－
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←～－･WW〃ミ』=｀

　

゜=ミ
最大値ヲ・

　

クノ

　　

生理的最

4--I!≫'>ISf

　

－

　

.、.I，1¢ツ

　　

／口

　　

I

　　

I ■/士¦_＿＿

超渦jスル者 ！大儀mm

30･恥

　

21.7

37 25.3

19　　　1　22.6

51 48.6

８ 36.4

14 29.4

22 22.6

23 23.6

りリ
～～ 25.3

11 15.3

249 27.8

‐

―

・

‐

！

15.9

一一
15.8

一一
16.5
一一
17.2
一一
22.3
-
24.2
一一
24.7
一一
35.3
一一
40.6

－

　

ゝ.-●機査

人員

-

　

143

-

　

124

-

　

80

-

105

-

　

65

-

　

58

一一一

打2

113

107

59

一一一一
大値ヲi

　

ク／

　　

嶮を

超渦ヌノt/者j

　

7°

　

Å､.tH

一一一

　

‥一一一一一一一一一一一……-----

47

34

30

38

17

15
－
52
－
43

24

23

　

｜

Ｏ

一一一一

32.8 1

27.4

37.5

42.↓

28.7

27.6

32.2

31.4

23.7

25.91
32.4

計

最大偵ヲ

超渦jスル者

279 1 89

川

　

210

31.4 210

23.7 194

　

194 1

T面二剽

71

?ぶ

31
－
26
－
29
－
42
－
28
－
27
－
32
－
31
－
23
－
25

49

210 89

87 25

105 29

239 77

210 1　　66

194 1　46

131 34

ﾌﾟ･病受ヲ･認ｙタ者ノミニ就イテ、赤沈値ヲ測定

スルモｊ１シテ其ノ成績二撥化サ来フヽ事ハ無イト

　　　

μ

考ヘラレル。

第４節

　

結核患者ノ発見

昭和12年ノヽ賛見結核患者数102、罹患率3．5％

昭和13年ハ70名、罹患阜２．９％ニ減少シテ居

ル。而シテ今同ダヽ検査方法がこ迄ト異リ、全部

ニ［レントゲン］寫異撮影ヲ賓施シタノデアルカ

ラ、恐ラク前年度=∃リモ多敷ノ患者ヲ特見フ、ル

ニ相違ナ１ト像想シテ居タノデアルガ、今同

「レントゲン」寫真一結核性愛化ヲ･認ノタ膏99

名アリ、其中要看朧、要治療患者｡ハ49名デア

ル。印チ此徴ハ前年良二比シ更ニ21名ノ減少

デ、罹患率1．05ヤデアル。

之ハ愛島村｡ハ都市トノ交流が近年著シク噌加ペ

ルlヽ共ニ、結核ノ急襲ヲ･蒙リ、従ツテ結核患者

ハ初感染症が大部分テ占ノル認ぺ斯ル検査ノ

好影響が著明二現ノヽレタノデアラウ､、

特二今同ノ開放性肺結核患者８名二就イデ述べ｀

ルト、ソノ中３名ノヽ郡市二於テ罹患シ最近蹄村

シタモノデアル。

１名ハ昭和12年カラ引網キ開放性ノモノデア

リ、２名ダヽ12年度二開放性デアツタノガ13年

二非開放性トナリ、14年ニハ無理ナ努働ノ結果

増悪シテ復開放性ニナツタ者デ、其中１名ハ検

第10表

　

要治療及要看硯結核患者ノ赤沈値

病　　　　名 大政 生理的組閣ヨリ大ナ
ル赤沈値９示ス裴

頁分率

肺門淋巴腺灸 12 ５ 41.7

初感染浸潤 ５ ４ 80.0

肋膜炎及腹膜炎 ３ 　　２

一一一一一　　　　　---

　　４

66.7

浸潤性早期型及

血行撒布性結核
５ 80.0

肺　尖　結　核 ２ 　　　　　０

　　　一一
　　　　　２

一一　　一一

　　　　　８--　－
　　　　　２

０

陳薯性小病患 ５ 40.0

肺　　結　　核 11 72.7

肺　外　結　核
ヽ）

から 100.0

計　　　1　45 27　　　　　　1　60.0

査後間モ無ク死亡シタ。残りノ２名ハ今同始ｊ

テ賓施シタ全員ノ｢レントゲン｣寫具撮影二依ツ

テ良見サレタモノデアル。

賛兄患者中、要治療及ビ要看覗者｡・ヽ次ノ通りデ

アル。昭和12年要治療者23名(0.79匹)、要看覗

者79名(2．7％八昭和13年

％八要看覗者60名(2．5％)、昭和14年要治療

　　

第11表｢ツ｣反感陰性ニシテ｢レ・｣線寫池上

　　　　　　　

病呼ヲ認ムルモノ

病　　　　　　型 例　敷

石　　　化　　　恣 ４

肋膜叉ハ横隔膜癒著 ２

肺門淋巴腺腫脹 ４

肺門近傍浸潤 ６

肋膜浸出液瀦溜 ２

計 18
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8.810.010.2 8.8 2.916.3町詞

ノ｢ツ｣反嘸陽性輯化者中｢レントゲン｣寫真上所

見テ有スル者ノヽ13名デ、其中５名ハ看硯テ要

フ、ﾉﾚ者デアリ、治療テ要フヽル者｡ハ１名デアッ

タ。

叉｢ツ｣反庖陰性－シテ｢レ｣線上役化アル者18

名アリ、其中要看覗以上ノ病愛テ認ｙル者ハ12

名デ第ｎ表二示ノヽ通りデアル。

楢昭和13年度ノ新晋見患者敷ハ38名、14年度

ヽニ･於テハ29名デ、何レモ初感染症が大部分デ

各病型ヲ年齢別・一示シタモノガ第12表

デ、初感染症､ハ各年齢二略ｌ平均シテ見ラレル。

各地ノ集團検診ノ成績トノ比較・ヽ星が敬多ク試

ミテ居リ、其後特表セラレタモノモ非常二多イ

70

15名(0.6勾、要看朧者34名ｄ．恥=万万。叉今同

　　

ノデアルガ、一定行政匯域内ノ全住民二就イテ

ノモノノヽ一未グ僅少デアル。

今本邦及ビ薩州ノ村落ノ小學校二於ケル成績テ

トリ、こヨリ該村落ノ全般テ推測ごル事トシ

テ、是等テ比較フヽレバ第13長ノ如クユナル。

是二依ツや見ルトをに村ノ糾咳汚染程度ノヽ東北

地方農村ノ中位、本邦農村ノ梢ｌ下位ニflシレモ

ノトjlヽタ｀レノレ。

更二家族陽性率ト稜見患者敷トノ開係子昭和

14年ノ成績二限ツテ観察っレト、家族陽性率25

％以上100が迄ノ家族全部テ調査フ､レバ全患者

斂ノ81．67づ、８名ノ開放性肺結核患者中７名が

我見サレル。然シ50為以上ノ家族中ニハ開放性

肺結核患者ハ３名アルノミデル。

　

昭和12年ノ
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第13表

　

各地村落小學校児童ノ検診成績

検査者 被　桧　査　材　料 人　負 年　齢 ｢ク｣反感施行方法 同陽性率 結核罹患串

著　者 宮城餌愛島村小學校 725 7―15
1000倍、O.lcc 24
時間、10mm以上

15.0 1.5％

楠　外 宮城駆荒雄村小學校
含271
革271

7―15 同　　上
含　6.64
革　4.42

石田、中
村（17）外

宮城餌下腹漁村小學校 同　　上
農村平均9.2
漁村平均13.9

中村(18)外
岩手顛志和村片　寄小學校

　　●r　　　　･･　上早渾小學校
　　99　　　　　　　･夕山王海小學校

503
579

　55

7―15
7―15

　　　　　　　　　　　　　　　23.5
同　　　上　　　　　　　11.1

　　　　　　　　　　　　　　　12.7

4.0％
1.6％

　O％

同　上

岩手餌世田米村世田米小學校

　　ﾀｬ　　　　　　99　　大　股小學校

　　1･　　　　　　夕讐　　川　口分教場

853

165
　92

7―15
7―15

　　　　　　　　　25.79
同　　上　　　　　10.30

　　　　　　　　　11.95

同　上

石川餌三谷村宮野ﾉl

　　　警●　　　　　　　　５ｉ　　　下駱こ

　　　ﾀﾀ　　　　　　　　17　　　牧山･t
　　　　　　　　　　　　　　　　　一一
　　　ly　　　　　　　　l9絹畠･こ

　　　ﾀﾀ　　　　　　　　99　　　竹叉ノ

　　　lﾀ　　　　　　　　i9　　　土子ｚ

ヽ學校

ヽ學校

ヽ學校

ヽ學校

ヽ學校

ヽ學校

276
194

128
45
93
34

7―15

7―13
7―13
7―13
7―13
7―13

同　　上

7.3
9.3
10.9

　6.7
28.6
14.7

月､原'19) 岩手顛二子村小學校 519 1000倍､0.1cc24―
48時間lOlffim"-以上

９．２

新井(20, 東京府下農村小學校 669 18.8

肺浸潤4.7％､肺門
淋巴腺腫16.6％、
石良化竃1.5％､肋
膜癒著5.5％

有馬、安
逢(21)外

石川餌下農村小學校
尋常科16.6
高等科26.6

今村(22) 香川餌下農村小學校 472 7―13 2000倍ヽ48時間ｊ　　　１１７
５ｍｍ以上　　　１　　　　　°

今村佩 奈良餌下農村小學校 1330 7―17 同　　上 14.2 活動性結核0.23％

同　上 鎖国餌下腹漁村小學校 1507 7―13 同　　上　　　　　　　16.8

井上皿 絹岡餌下地方小學校 2043 同　　上 24.8 5.2％

有馬
金井(25)

北海道農村小學校 525 同　　上　　　　　　　7.25

岡田(26) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ帯廣市近接農村５小學校1　589

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

12―13 同　　上 25.6 初感染51名､再感
染4名､要治療23名

木村(27)外 北海道村落11小學咬　1385 12―14
1000倍、24―48時

間、10mm以上
10.7―38.0

弓削(28) 斎北花連港廊下ノ蕃童　3013 15歳以下 46.0

日置(29)外 北満富拉爾基村満人小學校顕賞 7－13 2000倍､0.1cc48時
間､５ｍｍ以上

昭12 67.9
昭13 78.3

成績デ・ヽ、家族陽性卒25χ以上ノ家族中こ- 78.4

％ノ患者ガアリ、開放性肺結核患者ノ全部が含

マレルガ、今同ト殆ンド同様ノ成績デアル。叉

今同二於テヘ家族陽性卒が高クナル程患者冊

見卒モ高クナル。

今同ノヽ「ツ」反廊陽性見童家族569名中15名ノ

患者が賛見サレ、之ノヽ2．6％ノ登見卒デアリ、

全結核患者敷ノ30．6％が含－1ノル。 12年度ノ

成績デハ、見童中二多クノ患者ガアツタ篤59.8

％が登見サレタノデアル。唯９名ノ開放性肺結

核患者中４名が登見サレル黙ハ今同ノ18名中

４名賛見サレルノト大差ナイ成績デアル。開放

性肺結核患者ノ約牛数が｢ツ｣反嘸陽性見童ノ家

族中二脅見サレル事賓､ハ、家庭内感染ノ軽視ス
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第14表｢ツ｣反感家族陽性率ﾄ結核患者倣

　　　　　　

(昭和14年度成績)

　　　　　

ﾚ削匝ﾚ剛強庄｜槍先
人員

我見ン
得ベキ
結核敷

同百
分率

同上ノ
内開放
結核徴

結　核
患　者
登見串

全　　　　　村 2502 49　[100.0 ８ １．６

「ッ」灰塵家族陽
性率25％以下

899 ９ 18.「　1
　　　1

１．０

同上25％－50％ 1171 27 55.1 １ ２．３

同上50％－75％ 313 ８ 16.3 ｊ　　　２°５

同上75％－
　　100％以下 95

9

IW ４．１ ０ ２．１

同上100 % 24 ７ H.3 １ 29.2

･ヽごカラザルラ示ス。然シ逆ニ「ツ」反嘸陽性児童

ノ家族テ調査スル事ヲ結核患者探索ノ方法トス

ル事ノヽ、登見率2．6％、全接見結核患者倣ノ30．6

％ヲ接見スルグケデアルカラ大ナル意義テ有ス

ルモノトハ言ヒ得ナ･f,、

文献二依レバ、Heroldヤハ「ツ」反嘸陽性ナル見

童ノ家族内二其ノ感染源テ政見フ、ベシト論ジ、

Slater及Joｒdanf31モ、其ノ可能性ヲ･暗示シ、

461

有馬、金井ノヽ「ツ」μ嘸陽性見童ノ76.9％ニ於

テ家族史上、結核死亡者、叉ハ現在罹患者テ登

見シテ居ル。叉岡田にハ要治療結核見童ノ50％

以上二家庭及ビ親近嗇二感染沖ヲ･認ノテ居ル。

一方E. Kalleヘハ、児童ノ結核感染源ヲ･確ｙ

ル事ハ都市ヨリモ田舎二於ケル方が可能デアル

ガ、確賓二家庭内二於テ感染セルモノノヽ、18.8

％デアルト報告シ、寧口家庭外感染ノ重要性テ

認メテ居ル。叉Ｕsｖedtりノヽ陽性見童｡ﾉ25χが

家庭内感染二依ルモノデアフレト言ヒ、Ｊａｍｅｓ佩

｡・ヽ88家族ヲ調査シテ僅カニ7．5χニ感染源テ登

見シ、此方法ハ殆ンド價値無シトシテ居ル。

是等ノ相違ハ検診地ノ地理的状況ノ相違二基ク

モノデアラウガ、楠等が荒雄村二於テ調査シタ

結果二依ルト、同村ハ家族内感染ノ非常二濃厚

ナ村デアルノニ不拘、「ツ」反嘸陽性見童カラ逆

二結核患者、殊二開放性肺結核患者テ探索スル

方法ハ大ナル意義ヲ゛有シナイト言フ。

第IV章

　

患者ﾉ韓蹄卜處置

斯ル敬年二亙ル集團検診二於テ｡ハ、患者ノ賃兄

ト共二其ノ韓蹄が重要ナル研究目標デアル。

愛島村二於テル昭和12年ノ我見結核患者敷

102、昭和13年70ノ輯蹄尹示フ、時ハ第15表ノ

如クデ治癒セル者ノ多イ事が著明デアル。尤モ

初感染症が其中ノ大部分ヲ占ノテ居ルカラ常然

デアルトノヽ言へ、各年患者が減少シテ居ル事賓

カラモ、斯ル検査が好影響ラ典ヘタモノト見ナ

ケレバナラナイ。

特ニ12年度ノ患者ノ14年12月二至ル迄ノ韓

蹄テ示セバ、第16長ノ如クデ、14年度二於テ

モ未治ノ者15名ハ何レモ要治療者デアツタ。病

型カラ言フト、開放性及ビ非開放性肺結核二多

４．此15名中白受症状テ有ノ､ﾉﾚ者ノヽ開放性肺

結核ノ３名、浸潤性早期型２名、非開放性肺結

核ノ１名、肺外結核２名、計８名デ他ハ何レモ

無白髪デアリ、他愛的症状モ可良デアツタ。初

感染、早期型、肺尖結核ハ何レモ良好ナ輯蹄テ

トッテ居ル。

開放性肺結核ノ牧師カラ感染シタト思バレル者

ズヽ昭和12年一於テ45名アッタガ、13年こｰﾊ

12名ニナリ、14年ニハ３名｡グケガ残ッテ居ル。

本村ノ患者ノ減少ノヽ此處ニモ１原因ガアル。然

シ其間１名一死亡シテ居ル。

雅見結核患者二對スル處置トシテ、先ヅ問題ニ

ナルノハ、開放性肺結核デアッテ、最良ノ方法

ノヽ無論患者ノ隔離デアルガ、貧困ナ者が多ク、

外気小屋テ建テル･DIモ、自宅ノ１室テ患者二専

用セシメル事モ不可能ナ省が人:俗分デアル。現

在ノ處完全二近り高離テ行ッテ居ルノー・ヽ、８名

中ノ２名ダケデアル。郎チ１名ハ山麓ノ人家カ

ラ可成離レタ處ニ２宇ヨリ成ル外気小屋ヲ作

り、南向キノ約６慢ノ宇二臥休シ、他ノ１室ノヽ

炊事が出来ル様ニナッテ叫テ、母親が看病二来

テ居ル。他ノ１名ハ自宅ノ１宇テ専用二常テテ

居ル。此ノ牢ノヽ浹夕暗イモノデアルガ、他ニ８
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－

５

－

　

１

－

０

患
者
計
１５

－

　

８

－

　

↓

－

　

１

－

３

－

０

″
ａ

８

－

３

－

２

r計ﾚ未治患者ノ病型愛化

　　　　

昭和12年度ノ栄治患者

　

昭和13年度

　　　　　　

四回ミ{に駿昌

　　　　　

・肋

　

腹ド

　

球二鸚瓢荊‰

　　　　　　

開放性肺結核3→非開放性

　　　　

昭和13年度ノ末治患者

　

昭和14年度

　　　　　　

非開放性結核!2－開放性肺結核

　　　　　　

開放性肺結核1→非開放性肺結核(血行撒布梨)

　　　　

倚昭和輿年度．'肺尖結核1.’｀'昭和12年度タ開放性結核ニシテ13年、

　　　　

度ハ不在－リシモノ、肺外結核１ハ13年度不明ナリシモノデアル

　　　　　

第16表

　

昭和12年度結核患者ノ２年間二於ケル韓錨

病　　ミプぃ巾八万八丁蒜洛詐言jL鴛
13年不明
14年不明

13年末治
14年治療

13年末治

14年末治

13年不明
14年末治

肺門淋巴腺炎　36　　涯　　（-）　　Ｏ　　　１　　　　　い　　ｊ　　３　　’　　５
　　　　　　　，　　　　　　１

１　　　　０

籾感染浸潤 １３　ｉ　　：３ ０　　　　　０　　　　０　　｜　　Ｏ　　：　　ｌ　　ｉ　　７　　　　２　　１　　０

浸潤性?,期型 10 ３　　　０　　　０　　　０　　　０　　　２　１　　２　　　３　１　　０

血行撒布性 ６　　　　１　　　　０　　　　０　　　　１　　　　０　　　　１　　１　　０　　　　０　　　　０

肋膜炎及腹膜炎 １　　　　０　　　　　Ｔ１　　　　　０　　　　　０　　　　０ Ｏ　ｉ　　：２　　　　１　１　　０

肺　　結　　核
･----‥-　　　　一一一一一　　　１８　１　　１　　　　３　　　　２　　１０　　　　！　　ｌ　　１　　　　１　　　　５　　　　１

?1斗結よ八万１２

，　６　　　ｏ　，　ｏ　ｌ　１　　　１　，
１　　　　　ど　　　　１　　　　０

肺　外　結　ｫ（　３ １　　　　　０ ０　　１　　０　　　　　０　１　　１　　　０　　　０　　　１

　　ニー一二-一一　　　ｉ　　　　　　　　　－－．　一一一一一一一
２　　　　３　　　　Ｚ　　　　Ｉい　　　　19　　　　13　　　　2計　　　:10｀j　　17　　　1

侭２間ガアル。而シｆ患者・ヽ昭和12年度モ開放

性デアツタノデアルガ、家族４名ノヽ何レモ「ツ」

反巌陰性デアル。

他ノ者ニハ簡草ナ外姐小屋ヲ･建テル事テ拗誘中

デアル。是等ノ患者ニハ村ノ保健婦が巡回シテ

巌重二消毒列シヽセテ居ル。

叉開放性肺結核患者ノミナラズ、種々ノ所見が

菌喀出ラ懸ぶセシｙル者ノ喀痰ヲ毎月１同集ｙ

う'我々ノ許二燈ラセテ検査ノヽル事ニシタ。患者T

一般ノ治療トシテハ、１沁ハ我々ノ許二入院セ
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シメ、大部分.・ヽ自然療法ラトラシ．･･テ居リ、或

．･ヽ時々我々が出張シテ診察シ、叉ハ我々テ訪問

サセル事ニシテ居ル．叉保健婦テ巡同セシノテ

463

一 一 一 一 一

指導監理二常ラシノ、若シ開放性肺結核患者死

亡シタナラバ保健婦が出張シテ必ズ其家判官毒

ノヽふ小lこシテ居ﾉl●。

第Ｖ章

　

木村結核ノ感染源娃二感染危瞼率

第17表

　

結核死亡行ノ晋病地、職業及ヒ

　　　　　

推定感染ぶ叉ハ帆す先

晋病地｜　職　　愉　，推定感染源

竹
内

我
病

19

「家　庭　11

巴　　土親　賎　１

‾｜ 隣　家　１

不　明　５

小學児童 牧師？１

口

外
晋
病

1ﾄﾞ

職　　工 工　場　１

女　　に に　場　７

農業雇礼 池　村　ｊ

炭山坑夫 炭　坑　３

學　　生 東　京　１

軍　　人 満洲２

會社員 東　京　１

牛乳配逡　薗　豪　１

祐核ノ感染源ヲ探求スル事｡ハ非常二重要ナ事デ

アル万｀、確賓ニこテ推定フ､ルノノヽ叉賓二困難デ

アル。我タハ結核死亡者、結核患者及ビ｢ツ｣反

嘸陽性轄化者二就イテ一々戸別訪問ノ上、其ノ

感染源ラ求ノタ万、家族内ニアル者ノ外ノヽ大部

分二於テ矢張り推定ノ域テ出デナ仁

七ゾ結核死亡者二就イテ見レバ第17表二示ス

如ク、其持病地ト職業叉ハ就職先テ示シ得ルニ

止-・ルガ村内鍵病ト村外殼病デ略吋目匹敵シ且

ツ後者ノ大多敬が郡市二於ケルモノデアル事二

注目入ベキデアラウ。而シテ夫等ノ家庭二於テ

ハ前者ニ15名、後者ニ14名ノ結核患者及ビ石

灰竃、或ハ肋膜癒著ラ有::７､ﾉﾚ者が冊見サレテ居

ル。次二特見結核患者ノ推定感染源テ昭和13

第18表

　

結核患者及「ツ」反鹿陽孵者ノ推定感染源

昭

　

和

　

13

　

年

　

度

推

　

定

　

感

　

染

　

源

家庭二在リ

　

シモタ
ー

　　　

一
親戚交際ニアリシーｔﾀ

　

一
友人交際ニアリシこａﾀ
一
此會交際ニアリシ･ごc y

都市交通頻繁（叉ハ長期
滞在）ナリ

　

シモタ

開放性結核敏師ニアリイ

推定サルルこ& /

不

　

明

　　

ノ

　　

モ

　　

ノ
= - ＝ W ＝ I ㎜ - 一 一 -

調在ｲﾐ能ナリシモノ

結核患者

　

開放駈

賓 数

㎜ ■ ㎜ ■ ㎜ - W 皿 -

　

1 3

-

-

一 一

　

9

-

1 べ

　
　
　

‘

　
　
　

　
　
　

　
　
　

」

ｉ
’
－

1j

１

　

・
り
｀

7０

百分率貢敷

18.6

　

1

　　　

1

一一.一一
５．７

　　

０
一一一
11.4

　

0
一一
12.9

　

０

拓

17.1

一一

　

5．7

一一--
j.9

100．0

-

１

． Ｊ

０

－

０

－

０

｢ツ｣反塵陽何者
(結核患者ヲ除号

賓

　

瞰l百分卒
ｊ

―

・

－

ｉ

Ｉ

年、14年ラ通ジテ見ル時ハ、部介及ピ家庭二於

ケル２群が著明デアル。中デモ郡介二於ヶル者

が多仁

結核患者９名中、都介ト密接ナ開係ラ有フ､ル者

６名､昭和13年ノ2 ?1中１名、昭和14年ノ８名

7

－

13

－

13

－

13

－

ぶ2

一一

と

石

－
1↓

151

一 一

４．６

-

８．６

-

ﾄﾞ．６

-

Ｘ．６

14 ６

万口．6

31.3

一一

　

9．3

-

１００.０

昭

　

和

　

14

　

年

　

度

　　　

-----

　

一

　

弔--ｒ-----･　－　　　－

　　　

ｊ

　　

‥

　

．．１「､リ丿」

　

ｌ
--Ja

　　　

・

　　

■■■■㎜

　

㎜弔--r -----･　- -　W　■W=W-･

結核.価者

　

¦開放瞰りぶ親ylkl?

貨敷戸々率貴敷¦貨

　

敷
12

－

j

－
4

－
10

－

11

一一

;3

－
3

－

　

1

－
49

バ24．5

-

　

１．１

心リ

128.6

６．１

-

６．１

９

－

０

－

１

一

一

．）

－

０

一 一 一 一 一

　

ｊｊト

　　

Ｏ
一一一一-‥-

100.(ド

　

1べ

16

-

1リ

　

･･･

-

13

-

18

-

び

ｰ

　

ﾒ

ｰ-

16

-一一

　

9

者
帽

・
輯
除

百分率

-
10.5
-

8.0

8。6
-
11.8
-

18.↓

５．３

一一
31.6

-
５．９

川 ０

中５名が徴ヘラレ、而モ上述ノ如ク昭和14年

ノ此５名中３ちハ郡市二於テ罹病シ其中２名ハ

最近ノ約１年間ニ、１Ｚハ検査終了後蹄村シタ

モノデ、特二後膏ノヽ昭和12年度ノ検診二号加

シテljリ、富時｢ツJJ経邸全性デアツタ。
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木村二於ケル罹病蹄郷者が如何ナル影響ヲモタ

ラシタカヲ考察ソ､ルニ、先ニモ一言シタ様二是

等村外殺病村内死亡者ヲ･出シタ18家族中（其中

２名ハ昭和12年度ノ開放性肺結核患者）14名

ノ患者及ビ石灰竃所有者テ出シテ居ルガ、確賓

二是等ノ蹄郷者カラ感染シタト思バレル者・ヽ９

名デアリ、其他蹄郷シタ開放性肺結核患者が昭

和12年１名、13年１名、14年３名殺見サレテ

居ルガ、是等ノ家族カラハ末グ１名モ患者ヲ出

シテ居ナ４。叉是等全部ノ家族中、昭和13年、

14年ニ「ツ」反咆が陽性二糖化シタ者ハ３名デ

アル。昭和12年以前其ノ家族及ビ家族以外ノ

者デ、是等ノ蹄郷者カラ感染シタ者ノアルペ゛キ

事ノヽ常然想像サレル處デアルガ、判明セル限リ

ュ於テ｡ハ23名ノ罹病蹄郷者ノ家族カラハ９名

印チ36．5％ノ患者が殺生シテ居ル。砂川36万ヽノ報

告二依レバ奈良瓢下1688名ノ罹病蹄郷者ノ中

ソノ家族二感染殺病七シノタ者967名デ、感染

碓病者・ヽ1443名、1688名ノ85.5χデアル。木

村二於テ｡ハ幸ヒーシテ未ダ斯ノ如キ顕著ナル被

害ノ｀ヽ見ラレナイ。

叉本村二釦ケル家族内感染ノ状態テ見ル認ぺ

昭和12年以来ノ成績テ綜合シ、先ゾ結核負因

ヲ･有スル家族ト有セデル家族1ヽ一大別シテ見

タ。但シ結核死ノ後二生レタ者及ビ他所カラ来

タ者ハ除キ、昭和13年及ビ14年こ「ツ」反恵が

陽性二糖化シタ者デ結核死1ヽ隔ル事ノ遠イ者､ハ

陰性ト見倣シタ。叉開放性肺結核患者中、家族

二結核死ノアツタ者・ヽ稜見結核患者数中二算入

賃因家族ノ２倍以上デ、明瞭ナ差異ヲ認メ得ル。

Ｂｒａｅｕningl37'ノヽ患者ノ家族中三５．３％、軍ナル

同居者中ニ2．6％ノ要看硯以上ノ肺所見テ有ス

ル者サ稜見シ、Ｋａｙsｅr-Ｐｅtｅｒsen138)ニ依l／バ開

放性肺結核患者ノ家族ノ12％ニ結核性所見テ

有ソ、ル者ガアツタト言ヒ、之ノ'ヽ本村二於ケル結

核有負因家族ノ罹患孝12．5％ト略ｌ一致スル。

合田3胞八札幌市ノ結核死J 24.97 ガユ於テ家族

史上結核死ｦ一見タル旨ヲ報ジ、有馬、金井ノヽ北海

道ノ東端、逡阪ノ農村二於テ家族内感染ノ極ｊ

テ濃厚ナ例ヲ見ｆ居ル。其他斉藤(40)、藤4tHi,及

ビ前述ノＨｅｒold，岡田等、凡テ家族内感染ノ

重大ナルラ報ジテ居ル。之ノヽ上述シタ通り本村

二於テモ明瞭ナ所デアルガ、｢ツ｣反唐陽性卒ヲ

比較スルト、有負因家族ノ43．8％ニ對シ無賃因

家族ノ30．4％ハ両者ノ間二大ナル径庭アルモ

ノトノ｀バヒ難イ。

叉本村ノ家族ヲ結核歴二従ツテ分類スl／バ第

20表二示ス様ニ、著明ナル負因ヲ･認ｙルモノノ

｢ツ｣反嘸陽性孝ハ大腹50％デ全然賃因ノ無４

家族ノ26．8％、本村平均32．4％ニ比フヽレバ高

率デアルガ、全家族ノ約牛敬が感染シテ居ルノ

えデアルカラ、此黙カラ言ヘバ、木村二於テハ

家族内感染ハ非常二濃厚デアルlヽハ言ヘナイ。

次ニ｢ツ｣反廊陽性糖化者二就イテ調査シタ所二

依ルト、感染源ノ都會二在リト兄ラレル者が特

ニ･多敷デアル。

以上感染源ノ調査成績及ビ有賃因家族ノ罹患孝

二於テ前同ト大ナル差異ハ無イガ、前記ノ如ク

シ、死亡セル者。・ヽ結核死トシテ取扱ツタ。其他

　　

開放性肺結核教師ノ影響ノヽ漸夕消滅セントシテ

ノ有負因家族ノ開放性肺結核患者､ハ農見結核患

　　

居ル。

者数カシ除外シタ。宿罹患卒ハニた々ノ人員二對

　　

次ニ、最初ノ年齢ノ｢ツ｣反庖陽性率ヲ･、ｍ． ｎ

ソ、ﾉﾚ農法結核患者敬ノ百分率デアル。之二依ツ

　　

年後ノ｢ツ｣反礁陽性率ヲ㎡、１年間ノ感染危

テ見ルト、結核罹患率ハ有負因家族二於テハ無

　　

瞼率サＰトスレ八次ノ式が成立スル､。

　　　　　　　　　　　　　　

第19表

　

結核負因ノ有無ト我見結核数及｢ツ｣反庶

ぺ卜結核

負

　

因

　　　

｀へ

戸

　

斂

－ ･ ' -

結核員囚アル者1

　　

29

薗享ＶＦ卜二函

１人

　　　　　

１

一一一一一一

　　　

208

2603

１ ｢ツ｣反鹿
陽性行

　

91

一
釧

　

792

同陽性率

43.8%

一一
30.4％

見
倣

　

核
晋
結

26
--
133

開放結核撒

4･（3．0％

罹患率

12.5％

5.1％
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第20表

　

家族結核歴ト「ツ」反感

病　　　　　　型 戸撒 人員
　「ッｌ

反　鹿

陽性者
陽性率

結核死、開放結核、
非開放結核ァリ　　１

７ ７ 100.0

結核死､開放結核ァリ ３　　Ｈ　　７　ｌ　　ｉ
50.0

結核死､非開放結核、
石　茨　恣　ァ　リ

２　１７１ ７ 41.2

結核死、非開放結核

ア　　　　　　　　　　　リ
７　，Ｂ

　　ｌ
志2 51.2

結核死、石脱退ァリ ３ 18 ﾀﾞ｀i　1 38.9

結　核　死　ァ　り 14 7↓ 25 33.8

開放結核、非開放結
核　　　ア　　　　リ

　　13　＼18 ９ 50.0

開放結核､石茨竃ァリ ２ 16 ８ 50.0

開放結核ァリ ６ 26 15 57.7

琴開放結核ヽ石茨ぞ　　3　１　23
14 60.9

非開放結核アり　113 710　1 257 36.2

石脱退（肋膜癒

著　モ　含　ム）ア　リ
52　　372 130 34.9

其　　　ノ　　　他 280 1497 391 26.8

(1－㎡) 一

一 (１－ｍ)ｄ一ｐ)ｎ

第21表

　

愛島村感染危瞼率

465

學齢期迄即や１－７歳ノ感染危除率 0.7％

小學校在學中部チ7 －15歳ノ感染危険率 3.6％

「ツ」反嘔陽性率最高二逞スル年齢迄郎チ
1 ― 55歳　・　惑　染危　陳率

2.4％

學齢期カラ｢ツ｣反鹿陽性率最高二逞｣スル
年齢迄e｢】チ7―55歳ノ感染危険率

2.7％

小學校卒業後「ソ」脱略陽性率最高二達」ス
ル年齢迄叩チ15―55歳ノ感染危険率

3.2％

叉ハｌｏｇ随一ｐ)＝

總

　　

括

愛島村二於ケル３年間ノ検診成績ヲ概括スレバ

第22表ノ如クユナル、郎チ「ツ」反謝陽性率ハ

昭和12年二於テノヽ24．9％デ農村lヽシテモ低イ

方デアツタガ、以後各年噌加シテ、昭和13年

ノ｀ヽ28．3％、14年ハ32．4％ヲ示シテ居ル。然シ

是レハ、主1ヽシテ受診者年齢別構成ノ憂化二依

ルモノデ、此黙テ顧慮スレバ殆ンド愛化ラ見ナ

イ。

年

一
昭
一
昭

和

ｗ㎜

和

一

和

13

－
14

年

第22表

　

３年間ノ成績ノ概括

受

　

診

　

人

　

員

受診總敷

‾ＥＦ
W ・ l －

2414

一一
2502

受診］令

90.5%
--
77.8％
--
79.7％

｢ツ｣反鹿陽性者

貨

　　

徽 ％

-
24.9
一一
28.3
一一
32.4

lo^
(I－㎡)
-一一
(1-m)

其

　

ノ

　

中

開放結核ｊ
９

－
２

－
８

1結核罹患

３。５％

-一一

^.9%

--

1.9%

１

－
ｎ

之二依ツテ種々ノ年齢ノ感染危瞼率テ算出シテ

見ルト、第21表ノ様ニナル。

　

印チ小學校在學

中ノモノlヽ、卒業期カラ｢ツ｣反庖陽性命最高二

達フ､ﾉﾚ迄ノ年齢ノモノガ高率デアル。之ハ前者

ハ開放性肺結核教師二受持タレタル見童ガアル

篤デアリ、後者ハ此ノ時期二於テ、祗會ノ影響

ヲ'蒙ル事が急場スル篤デアルト考ヘラレル。

以上二依り愛島村ノ結核ノ根源ハ村内二於テハ

家庭ノ外こ一上記開放性肺結核教師及ビ昭和12

年二登見サレタ村内唯一ノ理髪屋デアツタ開放

性肺結核患者等テ考ヘル事が出来ル。村外二在

ルモノハ、仙皇市及ビ東京方面ノエ場、或ハ炭

坑、軍隊等｡々デアル。

「ツ」反施陽性糖化者二就イテ見ルト、昭和12

年４月カラ昭和13年10月二至ル間二陽性二韓

化セル者166名、韓化牟11．6％デアルガ、其後

14年12月迄二陽性二韓化セル者ハ108名、糖

化率６．５％デアル。但シ昭和12年４月カラ昭

和14年12月迄二陽性糖化セル者デ13年度不

明ノ者50名アリ、其中ノ牛散25名が昭和13

年10月以後二陽性糖化セルモノト仮定シテモ

我見結核者

賓

　　

数

10Ｚ

70
-



韓化率ダヽ８．３％デ、３．３％ノ減少デアル。

登見結核患者数八年カ減少シ昭和12年102名、

罹患率ノヽ3.5%、昭和13年70名。罹患卒２．９

％、昭和14年49名、罹患率1．95ガデアル。昭

和12年度ノ患者デ昭和14年度モ未治ノ者ハ15

名二過ギズ、此ノ良好ナ成績｡ハ、本村ハ仙毫市

ノ近郊村トシテ近年急激ナ結核ノ侵襲アリ、従

ツテ初期ノ病型二属スル患者が大部分ヲ･占メル

篤、斯クノ如キ事業ノ妓果が明瞭二表ハレタモ

ノデアラウ。

開放性肺結核患者二就イテ述ベルト、昭和12年

度ノヽ９名、13年度二於テノヽ、其中ノ開放性二止

ル者１名ト新賛見１名計２名、14年度二於テ

ノヽ、13年度二非開放性トナツタ者２名が再ビ開

放性トナリ、新ニ５名ヲ脅見シ、13年度新登見

ノ患者ハ非開放性トナツjタノデ合計８名ヲ叡ヘ

ル。新二登見サレタ５名ノ中３名ノヽ都市二於テ

登病シ昭和14年二蹄村シタモノデアル。

登見結核患者及ビ｢ツ｣反嘸陽性韓化者ノ感染源

二就４テ見ル時ノヽ、都會二於テ感染シタト思・ヽ

レル者が最モ多ク、結核死亡者ノ登病地ト照礁

スル時ノヽ更二都會ノ影響ノ大ナルラ痛感セシｊ

ル。家庭内感染ダヽ無論著明デアルガ思ヒノ外二

激烈デハ無イ。

農村ノ結核ラ憬防シ、撲滅スルニハ、斯ル検査

テ繰返スト共ニ、登見セラレタル患者殊二開放

性肺結核患者ノ隔離及ビ都市カラ持蹄ル者ノ處

置テ適常ニスル事が最モ肝要デアル。其ノ篤ニ

ノヽ、是等ノ者サ収容スベキ結核病林が充分二用

意サレルノガ最モ好マシイノデアルガ、本村二

於テ昭和12年ノ患者２名、14年ノ患者１名が

使用セル如キ簡軍ナル外気小屋ラ建テル事モ簡

便且ツ該果アル方法デアル。然シ更二根本的ナ

對策､ハ農村二侵入スル結核ノ巣窟タル邸市ノ工

場、軍隊、會赴、或ダヽ接客業者ノ結核テー掃ス

ル事デアル。殊二工場ノ強制的検診､ハ是非賓施

サレナケレノ1｀ナラナイ。

(本研究二要セシ費用､ハ文部省自然科學研究奨

働金二依ル)
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男
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茂

椋
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義

松野隆二。耶

伊

　

藤

　　

勤

宮

　

城

　

邸

　

古

　

川

　

保

　

健

　

所

安

　　

西

　　　　

勇

著者等.ハ宮城鯖志[n郡荒雄村ノ全村民二就テ、

昭和13年末及ビ14年末ノ雨同二渉り結核ラ主

目標トノ、ル集團検査ヲ･施行シタノデ、こり一報

告｡ヤレ。

荒雄村ノ概況

同村ノ'ヽ大崎平野ニアリ、仙豪ヨリ北方約40粁

二位シ、人口約１萬サ有スル古川町二接シテと

ヲ'東北ヨリ東南ニカケテキバ取り巻イテヰル。

長径約８粁、短径２粁腺アリ、面積トシテハ大キ

クナイ。嶮道省線ダヽ古川町ヲ･通り同村ノ地域チ

横断シソレヨリ東方へ約８粁ノ地鮎ニアル小牛

田町デ東北本線ト交叉スル。同村ノ全地域ハ平

地デ水田が大部分テ占ｙテヰル。従ツテ村民ノ

大部分ハ農業二従事シ、少倣ノ者が古川町二通

勤シやヰル。

　

戸敬約360戸、人口約2500デ人

ロカラ見テモ寧口少イ村デアル。同村ハ経済的

ニ・ヽ富裕デハナイガ叉特二貧村デモナ句

此ノ村ハ飲料水二甚ダ不自由ナ處デ、井戸ハ總

敷200アルガ古川保健所ノ調査シタ所-ﾆｰヽヨル

ト、井戸水ソノマヽデ飲料こ適ノ、ルモノハ僅力

ニ17ニ過ギナ１．

　

こハ井戸ノ浅イ事二依ルノ

デアルガ大部分ノ井水ノヽ肉眼的ニモ汚濁シ到底

賓用二適サズ住民ノ大部分ハ流水ラ飲[ﾆ目シラヰ

ル。

　

ソノ流水タルヤ、或場合ニハ水田ト僅カニ

眸１本ヲ境スル場合モアリ、寒心二耐ヘヌモノ

ガアル。従ツヤ腸｢チフス｣、赤痢等が一旦碓生ス

レバ爆貨的二流行スルノテ常トシ、同地方べ

内二於テモ有名ナ急性傅染病流行地デアル。

住民ノ腸寄生会卵保有率モ高率デ、昭和13年

ノ第１同集團検査ノ際二検喪シタ處ニョルト、

被検15:1607中61.9スダユ姻会卵テ、1.2が二十

二指腸会卵テ地出シタ。小際児童ノミノ轟卵保

有率サ地ルト更二高ク夫々82．6％及ビ2．5ｿづ々

示シテヰル。此ノ散字ダヽ塗抹標本ニョルモノデ

アルカラ集卵シタ･検杏スレバ恐ラク住民ノ殆ン

ド大部分二腸寄生温卵ヲ見出シ得ルデアラウ。

尚木村ノヽ無警村デアル。

結核死統計

同村二於ケル昭和２年以来13年間７結核死テ 埋張許可鍬ヨリ調査シ、診‰書二肺結核及ピ結

楠外７氏＝宮城餌下ノ１農村荒雄村二於ケル２年二亙ル集團検査ノ報告第６披】 467
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第１表

　

荒雄竹二於ケル昭和２年ヨリ14年二至ル結核死亡統計

【第18巻

年　　度

死亡地 村　　　　　　　　内 ・村　　’　外 人口１萬二對jスル
結　核　死　亡　率

二で 結核死

結核死卜

推定サレ

ノレ　モ　　ノ

計 結核死

結核死ト

推定サレ

ノレ　モ　　ノ

本村 全国統計 宮城駆

n召孝¦]21F　　i 1957 １ ３ ４ ０ ０ 20.4 19.5　1

昭和３年 2007 １ ２ ３ ０ ０ 14.9 19.2 13.80

昭和４年 2072 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 19.7 14.42

昭和５年 2259 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 18.6 13.37

昭和６年 2359　　1　　2　1　　2 ４ ０ １ 17.0 18.6 13.90

昭和７年， 2360 １ １ ２ ０ １ ８．５ 18.0 13.47

昭和８年 2375 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 18.8 13.10

昭和９年 2446 ２ ３ ５ １ ０ 20.4 19.3 14.38

昭和10年 2395 ２ ２ ４ ０ ０ 16.7 19.1 13.78

昭和11年 2498 ２　ｉ　　ｏ ２ ０ ０ ８．０ 20.7 15.36

昭和12年 2450 ４ ３ 　７
－

０ ０ 28.6 19.85 13.46

・昭和13年 2554 ２ １ ３ ０ ０ 11.7 20.28

昭和14年 2604 １ ２ ３ ２ ０ 11.5

計 30336 18 19 37 ３ ２ 12.2

　　　　　　　　　　

結核死トハ死亡診断書二結核性叉・ヽ慢性ナノl/字ノアルモノヲ含ム

核性叉､ハ慢性ナル形容詞ヲ附シテ肋膜炎、腹膜

　　

ト可成リュ少イ。推定結核死テ除外スレバ更二

炎及ビ脳膜炎ト記シテアルモノテ結核死トシ、

　　

ソノ牛撒ニナル。恂叉内閣統計局ノ死因統計二

其ノ他ノモノデ結核死ト推定サレ得ルモクヲ推

　　

∃l／バ肋膜炎（:大約人口１萬對2.6)ハ結核ノ項。

定結核トシ統計テトレバ、第１表二示ス如キ結

　　

二含マレテ居ラタ故之テ加ヘテ補正シテ見ルト

果テ得ル。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

荒雄村ノ結核死ハ推定結核テ除ケバ全國平均ノ

結核死ノヽ昭和９年頃ヨリヤヽ噌加チ示シ、最近

　　

約1ﾑ、宮城謳平均ノ1/2ニ過ギナイ。隣接シテ

２年程､ハ再ビヤヽ減少シタ様二見エル。 13年間　　居ル古川町ノ10ヶ年平均結核死亡率・ヽ人口１

ノ結核死亡卒ハ推定結核テ含ノテモ人口１萬對

　　

萬對13.6デ荒雄村ヨリ大キク、宮城瓢平均ニ

12.2デ、之ヲ全國及ビ宮城瓢ノソレニ對比スル

　　

近ヅ･fテヰル。

検査ノ方法

昭和13年末ノ第１同ノ検査ノ際。・ヽ全村民二先

ヅ「ツベルクリン」皮内反庖テ行ヒ、學齢見童以

上ノ者ハ赤沈速度列則定シ、其ノ結果カラ撰揮

的二赤沈速度が１時間値20mm以上テ示ス者、

「ツベルクリン」反庶が強度デ30mmラ越ス者、

家族員因アル者、「ツベ｀ルクリン」反彪陽性ナル

學齢見童以下ノ幼見テ價ンデ「レントゲン」寫具

撮影テ行ツタ。「ツ・ヽごルクリン」反庶ハ1000倍

鳶「ツベルクリン」O．ｌｃｃテ皮内二注射シ、翌日

穀赤ノ大せヂ計測シテ10mmチ越ス場合ヲ反

庖陽性ﾄ、シタ。

昭和14年末二行ツタ第２同ノ検査ノ際ノヽ「ツ・ヽご

ルクリン」反庖及ビ赤沈速度ノヽ前同同様デアル

ガ、「レントゲン」撮影ハ古賀氏ノ間接撮影法二

依ツテ乳見等ノ例外テ除キ受診者全部二對シテ

施行シタ、。

受診シタ人員ハ第１回検査ノ際ニハ常時村内二

居住シタ者ノ91．3％ニ達シ成績良好デアツタ

ガ、第２同検査ノ場合ニハ81．6％ニ低下シタ。

此ノ時ハ丁度農繁期二常り且叉受診所が遠カツ
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タ故モアルガ、此ノ様ナ所謂健康診断ト考ヘラ

レ易イ仕事二開シテー般ノ人々ノ理解ラ得ル事

【第18巷

が殊二同ラ重ネル場合二非常二難シイ事ヲ物語

ルモノデアラウ。

)ソベルクリン｣陽性率

｢ツベルクリン｣陽性率ノ'ヽ全村ヲ平均シテ昭和13

年ニノ･ヽ24.0%、昭和14年ニノ･ヽ24.4%デアリソ

ノ間ニ､ハ殆ンド良化ガナイ。

性別二分ダテ見テモ同様デ男子デハ夫々26.1

刀

㎡

ツﾌ

｛
－
／

　

’
声

ﾌ

ごﾉ

ﾉﾀ

Ｊ

が
し／

え及ビ27.3%、女子デハ22．2％及ビ22．9％デ

アル。叉陽性率ヲ年齢別二分ケルト第２表ヲ得

ル。之テ曲線二書イタモノガ第１圖デアル。

第１圖

　

荒雄忖二於ケル年齢別、性別「ツペルグリソ」陽性率曲線

　　　

j

　　

j‾

　

Zｸ　　　乃‾

　

Ｊ

　

ご

　

ぷ

　

ヱ

此ノ内カラ小學校在學見童ノミラ取り出シテ詳

細二見ルト第３表テ得ル。

之等ノ表カラ次ノ事ヲ知り得ル。學齢期以前ノ

幼児ハ1－2％陽性、學齢期二達シ入學スレノぐ

累年次的二上昇シテ尋常６年ニナレバ10％ニ

近クナリ高等科テ卒業スル頃ハ10％ヅ越シ、卒

業後急激二上昇シテ16－20混ノ間デ男子ハ約

15－20％、女子ヵ25一30％ニ達スル。 15歳迄

ノ間デハ男女子ノ間二確カナ相違テ認ノタガ16

－20歳二於テハ女子ノ方が男于テ凌駕ノヽﾉし皆

デアル。此ノ年齢ヲ越スト男子テハ更二急激二

陽性率が噌加シ20－25歳デ50％ニ達スルニ反

へ

　　　

ｚへ

　

z

/

　

X

ｚ

　　　　　

＼

ｙ 長旅

シ女子デ､ハ上昇ノ度ヲ弱ノ･、男子ト女子ノ「ツ

ベルクリン」曲線ハ交叉シ、女子デダヽ25％前後

ニILマル。之ヨリ年齢テ噌スニ従ヒ、男子デモ

女子デモ次第二上昇シテ行クガ女子ノ陽性率｡ハ

常二男子ノ夫レニ比シテ低イ。陽性卒ノ最高。・ヽ

昭和13年ニハ男子デハ56―60歳77．8％、女

子モ同ジ年齢デ69．5％、昭和14年ニダヽ男子66

－70歳92．3％、女子同ジク66．6％デアリ大儒

60歳近傍デ極黙二達シ、男子ハ80％前後、女子

ハ70％前後トナリ、之カラ更二高年ニナlノバ再

ビ陽性率ハ低下スル。

こカラ見ルト「ヽソベルクリン」陽性卒ハ小學校入
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第３表

　

小學校生徒｢ツベルクリゾ｣反肛

昭　和　13　年 昭　和　1↓　年

學年 性別

　　　　　‘「ツペルクリソ」灰塵陽性

士必71こ良　昌１

　　　　レッペルヮリソ」紅塵陽性
t.<^v≫･A　昌ｉ

'lろXJLLyVぶ=■

貨　敷 百　分　率　　　　　１貨　敷：　百　分｛

１年
男
女

35　　　0

37　i　　Z 5.‰ｿﾄ2.8％　　1?　ぶ　ずjﾄ＼A%
　　｜

２年
男　ｉ　↓５　１　　２

女　　39　，　1

4.↓％

2.6%
jﾄ3.6長　14　　　？　　0ﾄ　1.-t%

３年
男　　　29　1　　3
女　　　37　・　　4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜牝談押太づ?　∩ずつ七9%

４年
男

女

30

討

２
１

6.7％１　４２レ　29　　　2　　6.9?j j}｀^'･･
2.4ガ了　'％　36　　　　3　　　8.3％　　i

.(■:ﾀ

５年 男
女

37
25

２　　１　５'Ｊ↓％　１　６‾．ノ　　３０　　　　２　　　M!'I
1.1?

２　． ８．０％Ｔ　Ｊ)ﾀﾞﾀ　帽　　　1　　2.3％jﾄ勺％

６年 男
女

33
40

３
４ 　９』％　ｉ　９（’ご　　３６　　　　２　　　５°６?ぶ］6’％10.0％ﾚf　°万）ﾀﾞ゜　26　　　2　　7.7％　　’に）゜

高１
男
女

33
26

４
２

12.1％　　02ｸﾉ　　ﾆ３２　　　　　３　　　９’３％　Ｉ　Ｓ３・
1.1% Iﾄ１’ﾀﾞ゜　28　　　2　　7.1ぢ丁゛’％

高２ 男
女

29　　　　4
26　　l　s

13°8％りｯ18レ　29　　　　4　　　13.回ぶ1り　ﾘｸﾀﾞ

30.8ぢ　∩゛’（％　28　　　3　　10.7％

j卜

｀’｀ﾀﾞ゜

計 男　1　271　’｀j0　　1 A%　　8D　　j71　　　18　　6’6％于55％女　　　271　　　　24　　　x.9％　ト　　゜％　271　　　　12　　　4.↓?ぶ　　　　’　゜
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學、同卒業及ビ卒業後男子デハ25歳頃、女子

　　

此處ニ、ｍ＝最初ノ年齢二於ケル「ツベルクリ」

デ・ヽ20歳頃迄二至ル時期ノ三ツニ輯換期ヲ有

シテヰル。

今或ル範園内ノ年齢二於テ結核感染が一定ノ割

合デ起ルト仮定シ、年々何％ノ者が結核二感染

スルカ印]チ感染危際卒テ求ノテ見ル。之ニハ

　　

(1－ｍ勺＝(1－ｍ)(1－Ｐ)・ナル式ヲ用ヒ

レバヨイ。

　　　　

ン｣陽性率

　　　　

ｍし最後ノ年齢二於ケル｢ツベルクリ･

　　　　

ン丿剔生糸

　　　　

ｎ＝年倣

　　　　

Ｐ＝感染危瞼率

上記７式カラ計算シテ得利直々表示スレバ第１

表テ1尋ルｏ

第４表

　

感染危瞼卒(荒雄村)昭和14年

學診期迄ノ感染危臓率　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥O●3％

小學校在學中ノ感染危険率‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1●(-･7ぶ

「ツベルワリソ」陽性最高二逞スル年齢迄ノ感染免除寸‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ゴ.3.ﾁﾞぶ

學齢期カラ「ツペルクリゾ」反鹿最高陽作字二逞スル迄ノ感染厄¦破帽･・‥‥‥‥・べど.6?ぶ

小學膜卒業後「ツベルクリン」反鹿最高陽作字二足スル迄ノ感染危¦朧字‥‥‥‥‥1? .y9ぶ

小學校卒業後ざ)歳二逞ごスル迄ノ感染気随率(女子)‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥・‥‥‥3.7％

小學校卒業後25歳二逞ﾌヽル迄ノがが£賑レド男子)‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥-1.9ﾃﾞぶ

之ニョレバ學齢期迄ノ感染率ノ最モ低ク小県時

代ノ'ヽカナリ噌大シ、卒業後最モ高率トナル。こ

ニー・ヽ小學時代次デ卒業後ト次第二壮會1ヽノ接鯛

が多クナル篤ノト考ヘラレル。

　

15乃至25歳ノ

間デ男于ト女子ノ｢ツベルクリン｣曲線が交叉フ、

ルノモ徒肘トノ接鯛が男女二依ツテ異ツヤ来ル

カラデアル1ヽ想像サレル。

「ツ／､こ｀ノレクリン」陽性率テ結核員因ノ有無ニョリ

分ケテ見ルう第５表テ得ル。現二開放性結核ア

ル家族ハ５戸32名（･古昔侈モ含メテ）アリ、此ノ



'

472 構外7氏=宮 城 縣下 ノ1農 村荒雄 村 二於 ケル2年 二五 ル集 團検査 ノ報告 【第18巻

第5表(a)家 族的結核貧 困 カラ見タ 「ツベル〃 リソ」陽性率

戸 数 人 員 「ツベ ル ク リ ン」陽 性 者

F

現在開放性結核患者がアル家庭 5 32 24・=75.0%

・ 結 核 死 ノ 歴 史 ア ル 家 庭 58 170 69=・40.6%

1結 核 員 因 ナ キ 家 庭 331 2103 507=24.1%

第5表(b)開 放性結核 患者 ヲ有ヌ ル家族 ノ「ツベル ク リン」反慮

、、、㌔b

次女

父

母
F.

兄

弟

弟

弟
● 弟一

妹

妹一
　一一

5女
一一

父

母一一
義姉一
姪

娘

次男
一 一

父
一 一

母

弟 一

弟

弟

戸圭
一 一

母
一

一
妻

娘

養女

母
:

姉
1

弟

「 姪

　 　1年輪 締劉 繭鷹 庵懸 沈
日驕誰 紹

Il

2

2

9

一
4

5

4

』

-

21

9

L
5
3
91

36

75

32

1

1

21

亜
薯

01

5

34

46

93

Q
u

8

1
}

へ

20

岳

62

18

1

45×30一 一一→22×19

25×25一 一一>33×26

12×12一 一→

0一一 一」7×5

6×6一 →5×5

4×4一 一→7×7

8×8一 一→4×5

2×2一 →3×4

2×2一 一→

3×3一 一→

35×38

22×20一 一一一>42×32

20×16一 一一>47×45

20×22一 一→23×17

22×22

28×25

12×18

20×20一 一一一>26×20

4×4一 一→・35×28

7×7一 一一→21x23

6x6一 一一一X30×24

3×3一 一→・27×25

20×27一 →28x24

17×18

15×16

34×20

20×18一 一→27×26

13×15

23×22一 一→50×45

32×30一 一→30×25

32×26一 一一→・23-23

0

≡

三

三

33

41

21

4

9

53

41

41

石

7一 一→

20一 →

7一>15

轄
和13年

6

一4

一ヱ

26

一7

一
×

一
×

一28

一14

一32

110

40一 一→48

10一 一 →18

18

12一 一→9

37一 一>42

10

三

25

18

107

4一 一→10

10一 一→10

4一>5

:左側上葉肺 結 核 一 →
〔旧召禾013年9月29
日喀疾 中結 核 菌

陽性(塗 抹標 本)〕

受 診 セ ズ

昭 和14年

著 明快喀疾培養
陰性 〔昭和14年
12月10日 〕

雨側肺 結核 〔昭
和14年11月7日

喀疲 中結 核菌陽
性(塗 抹標本)〕'

↓
核
25
菌
刀灘

牲
禾
客
生

雨
昭
即
捌

死 亡
〔昭和14年5月 〕

10
菌
刀繍翫喀性田

日
陽

↓核
18
菌
コ

鵬灘
偵
翫
喀
性

雨
印
日
陽

受 診

内23名 即 チ71.90ノ ・「ツ ベ ル ク リ ン」陽性 デ ア

ツ テ員 因 ナ キ家 族 ノ陽 性 率 ノ約3倍 二達 スル。

之 二封 シ 結 核 死 ノ 家族 歴 アル 家 族 デノ・40.6%

デ ア リ、 之 デ モ相 當 高 イ。 ナ ホ5名 ノ開 放 性 結

セ フ 核
8
菌
刀

結
用
核
躰

騰
㈱

但
翫
喀
性

雨
印
日
陽

核 患 者 ノ内 デ1名 ノ・初 メ ヨ リ菌 ガ少数 デ短 期 間

デ閉 鎖 性 ニナ ツ テ居 ル カ ラ之 テ除 外 シテ、績 イ

テ開 放 性 デ アツ タモ ノ ノ家 族 ノ ミニ就 テ計 算 ス

レバ、 計21名 中20名 實 二95.2%陽 性 デ ア リ、
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第６表

　

年齢別ニ３ﾉl/「｀グルクリン」陽轄率

即　　齢 昭和13、14年共ニ
「ッ」反哩陰性者 陽縛者 陽絡ぐ

卜　5　　・　　　　210　　　　　　2　　　　0.9

6－10　1　　　　306　　　　　　9 ２．８

11―15 ２７２　　　　　１　　　２.5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　-　　93　　　　　　×　　　　7.916―20

21―25　＝　　　　39　　　　　3 ７．１

26―30　　　　　　55　　　　　9　　14.0

31―35　，　　　↓3　　・　10 18.8

36一対0　　　　　　　　　39 10 20.4

４レー45　　　　　　35　　　1　　9 20.ﾆ1

46 50　　　　　　　29　　　　　　5　　　H.7

　　　　　　　　　¦-一一-‥-　　　　　　　　　　　　　　｜　-
51―55　　　　　　　　　　　　22　　　　　　　　　　　7　　　1　　2ﾆ↓.1

　　　　　　　　　；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜

56―60　　　　　　ど
　　　　　｜

６ 21.4

61―65　　　１　　　　　　　　19　　　　　　1　　　　520.8

66―70　　　　　　１０　　　１７　１　41.1

　　　　　｜
71一一75　　　　　　6 】 14.2

76―80 ２ １ 33.3

計　　’　　1202　　　　　99 ７．６
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陰性デヰルモノハ１年未満ノ乳見唯１名デアツ

タｏ

昭和13年ニ７ツ・ヽごルクリン」反礁が陰性デアツ

テ次同ノ検査二參集シタ者ハ總計1301名アリ、

此ノ内99 ?;印チ7．6％が陽性輯化尹示シ久､此

ノ陽性輯化ノ割合ヲ各５歳毎ノ年齢二就う・見ル

ト第６表二示フ､通リデアル。

郎チ陽性輯化率八年齢ト共二上昇シ31―35歳

ノ間デ略120Xニ達シ以後動揺ハアルガ大キ

イ受化テ示サナイ。此ノ値ハ星が愛島村及ビ仙

毫市ノ諸學校拉二工場等二於テ得タモノニ比シ

可ナリュ少イド考ヘラレル。次二陽性韓化卒テ

村内各匪別一分類シ「ツペ｀ルクリン」平均陽性

卒、過去13年間ノ結核死散及ビ登見サレタ開

放性結核散ト對比スルト第７表ノヤウユナル。

之テ見ルト過去13年間ノ結核死亡散が最モ少

イ匪ノ一ツデ且現在開放性患者ノ見出サレナ４

第７表

　

部落別「ツペルクリゾ」反喉陽轄率

部落名

　　　　　　　　　　　　　　　　　．「ッベノ1/クリｙ」

昭和13、14年共ニ　ｕ　－．　。．レ陽　　性　　半

「ッ反昨陰性者陽轄べ　陽特命　　」　　．ｕ、　、　　　　ｌ　　　　　ｉ　　　　昭和13年昭和Ｈ印

昭和２年以後ノ結核死敏及
ビ人口千二對ごスル死亡率

我見サン

タ開放性
結　　核

小　泉 142　　　i　　　14　　　　　8.9削　　29.5％　　312.3吊　　　　　　　５°１６．７％　　　　　　　　　　２

宮　袋 101 13 11.4％ 21.8％ 28.6% ５＝　２．０ １

馬　寄 150 ５ 3.2％ 26.4％ 20.3％ ２＝６．９ -

錨　沼 200　　　，ぶ）　　９．０％ 24.7％ 28.1％ 7 = 15.9 ｌ　　㎜

紹　浦 117 10 ７．８％ 16.7％ ﾆ2().1％ 1= 4.3 -

江　合 257 20 1.2% 23.5％ 23.7％ 9 = 20.6　　　　　　　　　1

李　淳 235 17 ６．７％ 24.1％ 21.8％ 8=10.3　　　　　　，　１

計 1202 99 ７．６％ 24.0% 2↓.↓?。　　　　37　　　　　　　　　　　　5

馬寄図ノ陽韓率が最低デ、「ツベルクリン」陽性

率モ亦低イ方二属スル。過去ノ結核死が最モ少

ク、且現在開放性患者ｦｰ見出サナイ禰浦図デハ

陽性卒ハ特二低クハナイガ「ツペ≒ルクリン」陽

性率ハ最低位ラ示シテヰル。現在アル開放性患

者ト陽韓率トノ間ハ倣掌上一見明カナ宛化ト･認

ノ’得ナイガ、小泉図ノ１名ノ患者ハ昭和13年

末二蹄宅シタモノデ、他ノ１名ハ昭和13年二

喀痰中少斂ノ菌ヲ謐明シタガ人工気胸術施行ニ

ョリ軽快シ菌陰性トナリ現在八通常ノ起居サ管

ンデ回り、江合嘔ノ１名ハ最近蹄郷シタ者デア

リ、こ等ニョル影響が弼クナカツタ1ヽ考ヘラレ

ル。こ一反シテ宮袋匹ノ１名ハ昭和13年晋見

常時既二開放性重症結核デ登病後約１年昭和

14年５月二死亡シタ行デ、是が感染源lヽシラ･大

キナ役割プナシ従ツテ同嘔ノ陽輯率が最高卒値

ヲ'示･ノヽノデアラ内1ヽ想像サレル。同患者ノ家族

ノヽ總計６人デ､昭和13年Ｊ､ノゝ患者ノ母ヲ･初ｙ３

人ノ同朋力≒‾ツペ｀ルタリン｣陰性デアツタガ、昭

和]４年ノ検査ノ際ニハ總テ陽性二韓化シテ鴨

リ、母及ビ１人ノ同朋卵万ンlヽデンーヨリテ

モ初感染ノ像侈示シタ。こカラ地ラモ同志吋が
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可成ノ影響ヲ家族以外ニモ及ボシ得タトモ考ヘ

ラレル。こ李坪匪二於ケル１名｡ハ長年月ノ病歴テ

モツ慢性肺僣デアルカラ他二相常ナ影響テ及ボ

シサウー思ハレルガ賓際ハ同匯内ノ陽性糸､ハ特

二高クハナイ。村民が同患者ノ結核デアルコト

テ知悉シテヰルタノニ祗交ヲ･遠慮スルカラデア

ルトモ想像シ得ルガ、此ノ想像ハ穿チ過ギルカ

モ知レナイ。

地理的ニ「ツベルクリン」反忠陽韓者ト開放性結

核患者ノ住宅相互ノ開係ダ調ベテ見ルト、前者

が特二後者ノ周閲二密集･いレ傾向ヤ、特別ナ開

係ヲ認ノ･ル事が出来ナイ。

小學見童ノ陽紡糸ハ高等科見童サモ含ノテ牛均

2．1％デアリ、「ツベ｀ルクリン」陽性糸lヽ共二非

常二少イ。之ハ幸ヒニシテ同小學校ノ教師二結

核患者が居ラズ、叉見童ノ内二

脹ヤ初感染浸潤以外ノ所見が見出サレズ、感染

源が訣除シテ居ヽソタカラデアル。

１部ノ者デハ昭和13年二陽性デアツタ「ツベ｀ル

クリン」反忠が昭和14年－ハ陰性二ナツ久印

チ最初陽性デアツタ316名ノウチ41名印チ13

％が次同ノ検査デ反忠陰性1ヽナツテヰ・。此ノ

41名ハ最初陽性1ヽハイヘ、殆ンド大部分が13

mm以内デ;アリ、20mmニ達スルモノハ唯１

例二過ギズ、印チ此ノ様ナモノハ主Iヽシテ「ア

レルギー」ノ弱度ノモノニ見ラレル。

　

之テ表示

スレバ第８表ノ如クデア几。

之ヲ年齢的二見レバ第９良二示ス如ク、此ノ様

ナモノハ成年以下ノ者二多イ傾向ガアル。

次二肺野二明カー石灰化竃サ認メルモ「ヽ片いレ

クリン」尽忠ノ動揺セルモノガアツテ是等ハ比

較的高率ノモノー多ク見ラレタ。ごラ去示フ､レ

バ第10表面（b）面ノ如クデアル。

　

表ノ中

二見ル如ク石灰化竃サ有セルモノ45例中「ツ

ベノレクリン」｡反忠動揺セルモノ及ヒヽヽ終始陰性ナ

ルモノーハ責ニ18＝40χニ達シ特二終始陰性ナ

ルモノフ｀其ノ牛倣テ河1シテ叫ル。コノ事賓ノ｀jt

ノ比較的高年者二多キ鮎カラ見テモ結核完全治

癒ノ結果陽性「ア」ヽルギーJIヽナツタト云ヒ得ラ

【第18巻

第８表

　

荒雄村二於ケル｢ツ゛ルグリン’｣

　　　　　

反塵ノ消失状況

「ヅ^｀゛ノレクリｙ」
反　　　　　鹿

前年「ツ」反
鹿陽性ニシ
テ翌年受診

セノレモノ

其ノ内翌

年陰性ト

ナノレモノ

百分率

11―15mm 125 　　　　　　　　　　　　　　　　　　‾-34　　l

16―20　　1　　　82 ６ ７．３

21-25　　　　　　　64 １ １．６

26―30　　　　　　25 ０ ０

31-35　　　　　　13 Ｏ　１　　０

36－ヽ40　　　　　　　　　　　　4 Ｏ　　１　　　０

41―50　　　　　　3 Ｏ　　！　　　０

51以上　　　　　　０ ０ ０

計　　　　　　316　　1　41　j　13.0

第９表

　

荒雄村二於ケル｢９べ;ル･ワリン’｣反噫ノ

　　　　　

消失ト年齢トノ開係

年　　齢

前年｢_ｯ｣反吐陽

性ニジテ翌年受

診　セ　ノレ　モ　　ノ

其ノ内翌

年陰性ト

ナノ1/モノ

百分率

1－5 ０ ０ ０

6―10 ７ ３ 42.8

11―15 2↓ ８ 33.3

16―20 19 １ ５．３

21―25 17 ２ 11.7

26―30 23 １ ４．３

31―35
　 　 　 　 　 　 　 　 2 8

‾ ふ - - - 　 　 　 　 　 　 　 － 　 _ - - 　 　 - . - w - -

　 　 　 　 　 　 　 　 3 ↓

５ 17.8

36－40 ↓ 11.8

tl―45

　　一一‥　一一一一
如－50

37 ６ 16.2

24 ３ 12.5

　7.1

11.1

51―55 28 ２

４
　　－０

56―60 36

61―65 19 ０

66―70 16 ２ 12.5

71以上 １ ０ ０

計 316 41 13.0

レ、荒雄村ノ如キ他トノ交渉少キ純農村デハ１

同ノ感染以後長年月叉ハ生涯斗

機會が少キカ叉ハ絶無ノ認ト見レバ最モ説明シ

易仁然シナガシ急速二文化ノ登展途上ニアル

我國情二於テーハ斯クノ如キ純農村モ従来ノ如ク

弧立看境二置カレ難ク従ツテ結核菌ノ侵入ノ同

敷モ頻繁トナリ此ノ事賓・ヽ郡市二於ケル如ク次

第こ減少スルモノト屈ヽバレルｏ

「レントゲン」検査二依ツテ結核病受が見出fl／
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第10表(a)明 カー石 炭 化 竈 ヲ認 ムル モ ノデrツ ベ ル ク リ ン」皮 内反 磨 陽轄 セル 例

姓 名 年齢 性別
赤 沈 速 度 fッ ベル 〃 リ ソ」皮 内 反 鷹

「レ ソ トゲ ノ」所 見

1938h93gl1938
1i

1939

36 ♀ 27 32 8×8 27×18 肺門石灰化竈

50i♀ 6 26 5×4 35×35 肺門石炭化竈

56!♀
一

4 10[5×5 15×14 肺門 石炭化竈
}

671♂

曽

156

一 「一

246x8 23×22 肺上葉石灰化竈
『 　-

68♀25
・1

-[

4014×4 37×25 肺上葉石炭化竈

74♂}11 20-14×4 10×11 肋 膜 石1炭 化

第10表(b)石 炭花篭 ヲ認 ムル モ「ツベル 〃 リソ」皮 内反磨陰性 ナル例(9例)
・ 及 ビ陰轄 セル例(3例)

姓 名

一

1

'

一一

L

一

年齢 1赤 沈 速 度
「ツ ベル ク リ ン」皮 内反 磨i

「レ ン トゲ ン」所 見

11938 1・939
1938 11939

16♂7114 5×41 レ 肺門石炭牝竃
τ

171♀ 7i10 4×2 4×3 肺門 石炭化竈

21 … ♂ け3 5×6 肺門 石炭化竃

27 ♂3 8 3×2 5×6 肺門石 炭化竈

37 i♀i22 21 0 2×2 肺門石炭化竈
一

41iヨ3・ 18 1×112×2
1

肺門 石炭化竈

461♂ 57 11 4×4 肺門 石炭徒遣

50}♀ 8 20 5×5 6×6 右下葉石灰化竈
68↑12 20 5×5 肺門石炭牝竈

一 一

ll 「11
♀ 15…14 14×10 0 肺 門 イ1茨化 竈

1 38 ♂i 712・112×12 5×5 肺門石灰化竈
・561一 ♀.1 2598i19×171っ, 右中葉石炭化窮

策10表 〆c)荒 雄 付 二 於 ケ ル石 炭 化 竈 ヲ認 ム ル モ ノ「ツベ ル ク リ ン」皮 内 反 晦
1

、

例 数

1「
ツ ベ ル 〃 リ ソ」「ヒ内 反

鷹 終 始 陽性 ナ ル モ ノ

㌦ソベ ル 〃 リ ・/波 内 反 胞1動揺 セ ル モ ノ
「ツベ ル η リ ソ二皮 内反

憶 終 始陰 性 ナ ル モ ノ
一一 一 　

陽 韓1陰 縛 、1

45 27=60.09∂6=13.39乏 ∫13=・=6.7969=:～0.{⊃ ク6

!一_
一 丁 一一一ノ

18=4(LO・ 。

タモ ノノ・昭和13年 ニノ・総数24名 デ此 ノ内治 療

テ要 スル者8名(内 開 放 結核3)看 視 ヲ・要 一なル者

13名 、 昭 和14年 ニ ノ・総 数32名 、此 ノ内治 療 ラ

要 スル モ ノ6名(内 開 放 結 核3称 、 看 視 ヲ'要ス

ル モ ノ9名 デ アル。 全 受 診 人 員 二封 スル比 率 ノ・

結核 総 数 が昭和13年 一 ノ・1.16先i昭 和14年 ニ

ノ・1.5%、 開 放 結 核 ノ・昭 和13年 一ノ・0.15% 、14

年 ニ ハ0.17%デ ア リ 雨 同 ノ 検 査 成 績 ニノ・殆 ン

LL差 違 ガ ナ イ
。 此 ノ敷 ノ、本 邦 ノ、モ トヨ リ諸 外 國

ノ調 査 二比 シテ モ非 常 二 少 イ。

見 出 サ レ タ結 核 病 後 テ病 型 二佐 ツ テ分 類 シ昭 和

13年 、14年 ノ 成 績 ヲ 掛 比 サ セ ル ト、 雨 同 ノ間

二多 少 ノ喰 ヒ違 ヒノ・アル ガ、 疫 學 的 二重 要 ナ意

味 ヲ モ ツ ヤ ウナ 肺 結 核 ザ昭 和13年 二 見逃 サ レ

テ、次 ノ年 二 発 見 サ レ タモ ノノ・1例 モ ナ カツ タ.

帥 チ荒 雄村 二就 テノ・、撰 澤 的 撮 景法 ガ、 全 員 テ

間接 撮影 スル方 法 ト略Z同 ジニ通 用 シタ事 ニ ナ

ル。 之 等 ノ關 係 ハ第11表 二示 サ レル通 りデ ァ
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第11表

　

荒雄村二於ケル晋見結核患者ノ轄締

年　　度 昭　和　13　年 昭和14年

＼患者結縁
　＼

病む＼

患

者
数

軽　死

快　亡

受　受　付
化　檜　外

ナ　セ　轄
ジ　ズ　出

新

患
者

患

者
計
数

両側肺結核 ２ １ １ ２ ３

肺上葉結核 ２ １ １ ０ ２

浸潤性早期型 ２ ２ ２ ４

肺尖結核 ３ １ ２ １ ４

陳萬性小病竃 ５ ２ ３ １ ３

縦隔膜肋膜炎 １ １ ０ ０

肋　膜　炎 ０ １ １

初感染浸潤 ５ １
ゝ

１ ２ １ １ ３

脂門派巴腺炎 ４ ２ １ １ ４ ６

肺門陰影壇加 ０ ６ ６

計 24 ７ １ ７ ７ ，２ 18 32

石　茨　恣 13 ８ ６ 11

肋膜石双発 ０ ４ ４

嘆隔膜癒著 ０ １ １

ル。表中昭和14年二新二登見サレタ雨側肺結

核が２名アリ、之・ヽ昭和13年検査シタ後二婚

家及ビ奉公先カラ蹄郷シタモノデ、家族的ニハ

共二著明ナ結核死ノ新シイ歴史ガアツテ、出郷

前既二感染シテヰタト推定ザレル。

次二病型ト年齢トノ開係ヲ求ノテ見ルト第12

表ヲ1尋ﾉﾚｏ

　　　　　　　

｀

表二明カナ通リ、初感染叉ノヽ夫二近イ時期二属

スルモノ､ハ比較的若年者二多ク、肺尖結核ヤ古

【第18巻

第13表「ツペルクリソ」陽轄者ノ「l／ゾトｙｙ」像

「レソトゲｙ」像 例　　　　徽

初　惑　染　浸　潤 １

肺門淋巴腺腫脹{奈頴 巾

-２肺門｀陰影壇加

左側肺尖結核 １

=7=ixt（霖上回 抑
特二礎化ナキモノ 87

計 99

･1廠痕化シタ結核等ダヽ老年二多ク、則側肺結核・

及ビ肺上葉結核､ハ青年乃至壮年層二見ラレル。

「ツーヽごルクリン」反塵が昭和14年一陽性二糖化

シタモノ99名ノ「レントゲン」所見ハ第13表二

示サレル。

印チ99名中６名二初感染像叉ダヽ肺尖結核が見

ラl／、87名ニハ異常所見ヲ見ナイン此ノ他二著

明ナ石灰竃ノアルモノガ５名アルガ石灰化が１

年ノ間二完成サレルコト､ハ想像サレナ仁カラ、

コノモノガ前年ニ「ツベルクリン」反塵が陰性デ

アツタノー・ヽ常時ノ計測ノ誤リカ、叉ノ’ヽ陽性「ア

ネルギー」ニ蹄セラいレデアラウ。

　

倚前年度検

査二常ツテ計測ノ際ノヽ陰性ト見ラレタガ、其ノ

後二反塵が大キクナツタト述ベタ者が１名アツ

タ。

第12表

　

病型ト年齢トノ関係(昭和13、14年)

へ、　　年　診

病　m犬
1－6 7―10 11―15 16―20 21－30 31－40 41―50 51―60 61－ 計

両側肺結核 １　　　　２　１　１　１　１ ４

肺上葉結核 １ １ ２

肺尖結核 ２ １ １ ４

浸潤性早期型
Ｌ

５
１ ２ １ ４

陳男性撒布屯
ｌ

｜

ｉ

１

２ ３ １ ６

肋　膜　炎 １ １ ２

初感染浸潤 ２ ３ ｌ　　　　　　　ｉ　　　　　　　　・　　１ ６

肺門淋巴腺灸 １ ３ １ １　’　２ ８

肺門陰影壇加 １ １ １　　２ ２ ６

横隔膜癒冷 ｉ　　　　ｌ　　ｌ １

計　　　１　０　１　　１　１　７　’８　１　４ ８　！　　８ ５ ２ 43
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結核患者登見卜環境トノ関係

結核患者が結核死ノ歴史アル家族ヤ、結核ト開

係ノアル環境カラ多ク見出廿レルデアラウ事ハ

充分二想像サレルノヂ先ヅ家族的結核負因が現

在ノ家族ノ人々－ドウ影響シ々ヰルカテ調ベテ

見ル。家族ノ内デ嘗テ結核デ死亡シタ考ガア

477

リ、夫レト同居シ感染随介ガーi'ツタト認ノラ1ノ

ル者及ビ現在見出サレリし開放性結核患者ノ園リ

ノ八々ヲ結核負因アル大行トシ、夫レ以外ノモノ

ト比較シテ｢ツペ｀ルクリン｣陽性卒、結核患者散

等ラ調査ソ、ルト第14表サ得ル。

第14表

　

家蝶結核員因ノf:f無ト曇見サ1ノタ結眩患者1ヽノ開係

ｐ

　

瞰いヽ，

　

員にこぶyl几
31
-

ナキ者 33 １

188
一 一 一 一

　

,S3=44.1?ぶ・12＝6.3％
_＿＿__＿__］-･－一一

507 = 24.1^レ　25 = 1.かぶ

こ

　

其ノウや

　

べ･

　

開放性結槙う

ｰ

　　

■㎜㎜

　　

■㎜■㎜㎜㎜

　

４＝ｊ．１?ぶ

見サレ
核患

硬
結

- ‥ 一 一 一 一 一 一 一 一

1＝0.05≒君旧

（註）家収結核負因アノ1／者トハ、¦残往13年間４討口２年以来ﾉ結核ｆ死亡ジタ者ト同居ン

　　　

感染磯介アリト認ｙラ1ノル者印や結問死ノ後ニｔレタ者、他所カラ豪タベ引余ク）

　　　

及ビ開放↑生恚片ノ周園ノ≒々ヲ指ス。我見サレタ結匯忿汚ハ従･ソテ夫等心染ぷリ原

　　　

因1ヽフヽル1ヽ推定サレルモノゲアル。

此ノ場合「ヽツベルクリン」反憲二就卜=7･ハ昭和13

年二受診シ。昭和14年二受診シナ･1モノハ前

年ノ結果ヲ･探り、昭和14年二陽性糖化シタモ

ノデ既庄結核死ト遠４モノハ陰性ト見倣シ、感

染源が梢イテ存在シラヰル場合ニハ昭和14年

度ノ結果サ探用シタモノデアー。此ノ表７見ル

ト、「ツベルクリン」陽’l生卒７｀負因７ルモノハ

44．1ｙデ無イモノノ約倍ノ比卒尹示シ、結核患

者ハ前者デ｡ハ後者ノ賓ニ５倍ノ割合デ硯兄シ得

ル。開放性結核ノミニ就テ見レバ５人ノウチ４

人迄前者ノ内二見出サレル。罹病章トハ、結核

感染者ノ焚病卒ラ指シ、郎チ「ツ（ルクリン）陽

性者敬二對･リレ結核患者敬ノ比率デアルガこ７

比較シテモ、結核負因アルモノノヽ無イモノニ較

ベテ約３倍除一犬y示シテヰル。こレニ依ツテモ感

染源ト接鯛シテヰル事、印］チ此ノ場合ニハ家庭

的感染が相宿重大ナ意義づーモツｊ･ヰルト見敞シ

得ル。

第５表及ビ第14表カラ結核員因ト「ツベルクリ

ン」反憲トノ開二相常著明ナ相開開係テ見出シ

得ル。ソレデ結核患者ごﾀ探シ出フ、場合、家族的

二見タ「ツペトルクリン」反憲ガドン’ナ意味サ有ス

ルカサ求ノテ見タ。或家族ノ全人員ノ何％が

「ツベルクリン」陽性デアルカ刊

/｡こ｀ノレクリン｣家出剔士卒トシ、之ト結核患者ト

ノ数的開係ｆ求タルト第15表ノヤウユナル。

　　

第15表｢ツベルクリソ｣家喫陽性卒カラ見タ

　　　　　　　　　　

結核恚咎ノ奘見

→

　

↓

14
５％

㎜■■〃〃

９％

ヤ病

戸徴
授t‾とサレ７
結核患が

其　　ノ　　内

開放性患者敷
－-　　-=
　　　　　１j5ヽ。以下

句5?ぶヲ含ム）

どに｡一50％

194 10＝5.7％

121 20=16.5% ０

50万一75≒ 25 ５＝,ｊ０．０?ぶ ０

75万一100％ 15 ６＝=↓０．０ｙ ４

計 355 41＝11.5％ ５

表二明カナ通リ、家族陽性率が増スニ従ツテ、

患者ノ賛見サレル割合が多クナツテ行ク。殊二

開放性結核ノミニ就子一見レバ、５人ノ内４礼ノヽ

75％以上ノ家族陽性率サ有≒いレ家庭二見出サl／

Ｊ,。75％以上トハ云ヒ乍う延言４人ノ患者ノ家

族ハ前述ノ如ク合計21名中20 y;迄ニツペ）レク

リン｣陽性デアリ、陰性デヰル

　

｡ﾉ

　

ﾉ｀ゝ生後１年末涵

ノ幼見唯１名ノミデアル。 25が以下ノ家庭二見

出サレル１名ノ開放結核ハ雨側肺上葉結核デ開

放性デハアツタガ菌ハ少敬デ人工気胸ニョリ菌

陰性トナツタ前述ノ例デアル。

こニ依ツテ菌ヲ排出シテヰうｰﾓ少敬デ排出期間

が短カケレバソレホドノ影響判司圖ニノじいぐサヌ

コト及ビ｢ヽソペ｀･Lクリン｣家族陽叫五率が高イ家庭
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ラ探セバ重症結核患者ノ大部分ｆ見出シ得ル事

が解ル。

結核患者探索ノ方法トシテ、「ツペ｀ルクリン」陽

性ナル小學校見童ノ家族サ探ストヨイト云フ人

モアルノデ、本村二於テノヽ如何ナル意ルラ持チ

得ルカソノ開係ラ求ノテ見ル。

　

昭和13年及ビ

14年ニ「ツペ｀ルクリン」陽性反吉ヲ･貢ヘタ見童

【第18巻

.’｀計42名ア｀)、　ソフ家庭内カラノヽ計７名ノ結

核患者、内開放結核２名ヲ我見シ得ル。郎チ本

村デ・ヽ此ノ方法ハ開放結核ノ仏ヲ我見シ得ル

ー止’ル。然シ此ノ方法デ見出サレナイ３名ノ

開放結核ノ家族ニハ小學見童が居ナ･fカラ、無

意味デアル。

結核患者ノ韓錨

検査ノ結果晋見サレタ患者ノ内、治療叉.・ヽ看覗

ヲ要スルモノノヽ夫々指示テ爽へ、或者ハ熊谷内

科外来ニテ人工気胸術ヲ･施行シ、或者二八時々

保健所ラ訪レサセテ病状ヲ･看硯シ、叉臥休中ノ

者ノ家ヘダヽ１週１同位ヅツ看護婦り巡廻サセテ

治病ノ方針テ指導監督シタ．、昭和13年二持兄

サレタ要治療及ビ要看覗患考21名ノ１年間ノ

韓蹄ハ下二示フ、通りデアル．

要治８

要看13

↓

↑

死

　

亡
鍋治療テ要ハレモノ
楢看覗ヲ･要スルモノ

略ｌ治癒
村外二輸出セルモノ及ビ
昭和14年二受喩セタモノ

｝

１名
２名
５名

４名

９名

死亡者例テ除キ１年ノ間二特二悪化シタト思八

レル例ハ認ｙ得ナカツタ。特二開放性結核患者

ノ轄錨ニツイテ述べ｀ルト、１名ノヽ熊谷内科二通

院シ人工気胸術尹施シタ結果著明二軽快シ、１

名ハ自宅デ療養シテヰタガ昭和14年５月二死

亡シタ。此ノ患者ノ療養ニハ主トシテソノ母親

ノミガ常り可及的他ノ家族ノ接鯛テ避ケテヰタ

ノデアルガ母説白身拉二同朋３名が新二感染シ

タ事ハ前述ノ通りデアル。開放性結核ノ他ノ１

名ハ慢性ノ経過ラモチ、自カラソレホドノ苫痛

尹感ジタベ・ヽニ就休ｆ肯ゼズ、可成多撒ノ菌ラ

排出シ乍ラ、某所二通勤シテ居り度々ノ忠告ヲ

頑1ヽシテ斥ケテヰル。

感染源二開スル調査

同村二於ケル仁核ハ如何ナル経過ヲ通ツテ輸入

サレ叉特生シテヰルデアラウカ。農村二於テハ

生活様式が都會二於ケルヨリモ複雑デナ･fカ

ラ、割介二純粋二感染源ザ知り得ルデアラウ。

先ヅ過去13年間二村内デ死亡シタ者二就テ、

ソノ晋病ノ場所、碓病常時ノ職業、推定感染汽i

等テール常該家族ヨリ聴取シテ見ルト、感染呻

が家族ノウチュアル場合ニハ容易二判明｡いレ

ガ、ソノ他ノ川合ニハ感染源川中言ニアツタカ

｡ハ殆ンド不明デアル。此ノヤウナモノノ｀ヽ、登病

常時ノ職]まり･記犬ル事ニシテ總括シテ兄ルlヽ第

16表二示｡･､ヤウナ結果ヲ得タ。

之レニ依ルト、村内デ死亡シタモノ・ヽ13年間

二計37名アリ、ソノウチ６ちが村外デ特病シ

第16夫

　

既往忖内結核死亡こ行ノ登病富時ノ職業

　　　　　　　

叉ハ推定感染源

竟病ノ場所ｌ

　

我病常時ノ職業叉ハ推定感染源

紡

　

績

　

女

　

１

忖外７名

口内祁名

4４名

j‘ＬＰ
上

病

一

農

-

に

院

　

勁

--一吏

務

一-

業

－

業

口入】同片咎二感染
ズカマッタト認‥９
しラレルモノ

- －

巡
一
古

査

　　

ノ

● ● ● ● ● ●

１
父

２

１

１

－

１

--

１

１

25
● ● ● ●

１

叶‥‥･1
同胞‥･5
子‥‥･1
主し‥1

超‥‥‥‥‥‥１

中等學校生徒‥‥‥‥‥‥↓
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後飼;郷シタこ者デアル。印チ此ノ村デ｡ハ輸入サレ

タ結核ダヽ非常二少イ。こハ同村ノ出稼者ノ少イ

事ニョルモノデ現往者ニツイテ出稼ノ有無テ調

査シタ所、出稼シタリト同答ノアツタ者ハ僅力

12名二過ギズ、とハー浙盲ヨリ少ナスギルト思ハ

レルガ人口統計ヨリ見テモ平均出生125名、死

亡54名ソノ差71ニ對シ、盲原｡久ロ八年か平均

50？噌加シタ･居リ、賓際二出陳斧ハ少イモノト

推定サレル。ばこ古川町二隣凄シテヰヽタノニ

同町内二通勤或ハニ參公シテヰルモノハ可成りニ

アル。村外貨病者｡ﾉ碓病常時ノ職業ハ良二明カ

ナ通リ、工場叉ハ郡會卜阻係アルモノガ大部分

ヲ･占メテヰヽ。一｡与村内デ狸こ引シ村内デ死亡シ

タ者ノ内感泌源ノ躍力うシイ者デハ家宅内感染

が最モ多倣二上ツテヰル。

次二昭和13、14困年二竹見サレタ患者ノ感染

源ラ表示フ、ルト第17 yレフ得ル。

　　

第17表

　

昭和13、Ｈ雨年我見結問患者

　　　　　　　　

推定感染源

推定感染源

家

　

喉

　

親
一一

　

都

病
(看
一
友
一
炭
一
不

　
　

朋

父
母
同
子

１

　　

威
一一

　　

會
-一
院勤務

護婦20年ﾉ
ｰ-一

　　

人
一一

　　

山
一一

　　

明

我聡

　
　
　
　

Ｃ
Ｏ

　
　
　
　

１

ｔl
ｙ
リ
Ｃ
Ｏ
<
Ｘ
≫
　
Ｔ
-
l

１

　

↓

・

　

－

　

１

－－

　

１

----

　

１

一一

２１

卜１
一
２
一

１

-

－

－

１
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テヰルモノハ家庭内－アリ、更二注目ノヽ・ヽごキノ'ヽ、

總計５名ノ開放性結核ノウチ４ ?;が同一家族内

叉ハ親戚二感染源ラ有シテヰル事デアル。コノ

現戚卜云フノモ肖際ハ同一屋敷内二院ム従弟デ

アルカラ、ソノ意義ハ殆ンド同一家族ト等シイ

デアラウ。此ノポハ常然ノ事乍ラ濃厚且瀕繁ナ

結核菌ノ浸偏が最モ危瞼デアル事ヲ･物語ルモノ

デアラウ。

次二昭和14年ニ｢ツペリレクリン｣ぱ憲ノ陽翰シ

タ者ニツイテ推定感染源ヲ･調べJテ見ルlヽ、弟18

表ノ如クナル。

　

第18λ「ツベルクリンI｣陽韓者ノ推定感嘸原

惑低位ゲ家胴中ニアル者‥‥‥‥‥‥‥‥‥４

感染源ゲ親戚ニアリト思ハレルベ‥‥‥‥‥７

感染源カ社交的関係ニアリト思バレル片‥ぶ2

感染源が職業的関係ニアリト思バレル者‥･2

感染ノ原因が祁曹滞在ごぅヅト是いヽレルか１

特二原囚ヲ認バいリ?………………ぶ
特二原囚ヲ詔jリドガ３年以内二

　結咳死ノ家喫緊アル者‥‥‥‥‥‥‥‥‥５

家胴中二非開放性結核アヘ　ソレ

　以外パニ原口､口語／フニ?4‥‥‥‥‥‥‥‥10

回答ナキ荷役ビぢ明‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥13

計　　　　　‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥99

此ノ長Ｊりとルト感染源ノ不明ナ殺グ除イテ、最

モ例銭ノフジイノハ、所謂靴ぞ的交際こ＝ヨルモノ

デ・ル。然シとハ盲際二於テノヽ不明ト云フニ等

シ４．確カナ感染源が家庭内ニ､アル者デハ僅力

ニご1名シカ陽性韓化シテヰナ４万｀、賓際ニ｡ハ昭

和13年検査常時開放性結核患者ノ家族中デにツ

ベルクリン｣陰性行ハ４名デアツタカラ、全部

が陽性輯化シテヰルワケデアル。

等ヲ見出シ、本邦デハ下尼、河盛雌ビ中谷気

仙波(7)、有馬吸ビ･筒井(s)等づy見出ソ、位デアル。

然シ本邦二於ケル是等ノ村落検査ハ住民ノ一部

分二過ギズ｀、村民ノ大部分テ取扱ツタモノトシ

ラハ常我家ノｙ(（ﾉ宮城新愛島村二於ケル調査

ヲ'以テ矯矢トノ、ル。皿二槙イテ我家デハ史二山

形新飯塚村、宮城新荒雄村、岩手新世ｍ米村及

此處二於う｀モ亦感染源トシテ主要ナ役割ヲ･勤ｙ

各地二於ケル集團検査成績トノ比較

之迄二報告サンタ集團検査ノ成績ハ甚ダ多ク、

近来ハ症々噌加ノ傾向－アリ枚畢フヽルニ逞ナイ

様デアルガ、ソノ多クハ學生、見童、工場等サ

對象トシタモノデアツテ１村落殊二住民全膿テ

収扱ツタモノハ非常二少イ。欧米二之サ求ノレ

ノぐ

　

Schｗｅtａs(1)、W6rｒlein叫

　

Vizinskij

　

ｕ．

Ｄａｎｉｌｏｗt3)､Redeker ｕ．Heimmuller (4)､Ｋｏｒｎ(5)



480 楠外７氏＝宮城部下ノ１農村荒雄村二於ケノl／2年二亙ﾉ1／集團検査ノ報告

ビ志和村、石川新三谷村二就テモ調査尹行ツテ

ヰルガ、是等ノ調査ハ住民ノ80－95％ニ及ブ

モノデアル。更一叉愛島村二就イテノヽ昭和12

年ヨリ引績キ検査テ行ツテヰルノデアツテ、此

ノ扨1ナ数年二渉ル村落調査ハ他二登見シナイト

信ズル。

先ヅ｢ツベルクリン｣陽性率テ比較スルト余等ノ

荒雄村ノソレハ昭和13年24％、昭和14年24.4

％、之二對シテ愛島村(9)ハ24．9％及ビ28.3%、

飯塚村兼ノヽ36．6％、世田米村仙38．1X、志和村(12)

32.5%、三谷村35．5％デ荒雄村ノ｢ツ｣陽性率

、ハ他ノ何レニ比シテモ低率デアル、、此ノ数字ノヽ

【第18巷

都市ノ小學見童平均陽性命二比ベテサヘモ洛カ

ニ低イ。他ノ諸團醒、例ヘバエ場、「デパート」、

學生、看護婦等二比較スレバ問題ニナラタ位二

低イ。之ハ教室二於テ多撒ノ材料テ基トシテ作

製シタ本邦各地二於ケル年齢別陽性曲線叫テ見

テモ明カデアル。叉星叫が多徴ノ報告テ總括シ

テ得タ数字二比較スレ八年齢的二見タ木村民

ノ「ツベルクリン」陽性命ハ略りピアノ･リカノ田

第19表

　

本邦地方別ニョノl/小學校兄童ノ「ツペノ1/クリゾ」反塵陽性率

舎二匹敵シテヰル。今最モ報告が多クソシテ材

料が割合二統一サレテヰル小學見童ノミテ取り

出シ本邦各地ト比較シテ見ルト第19表二示大

如クーナル。

報告者 被　接　材　料 年齢 「クペノl/クリ鴫施行方法 陽　　　　性　　　　率 結核我見率

有馬

金井(8)
北海道農村小學校
紀　　　　　　童

8－16i1:Z000ヽ48時間５粍以上ヲ
　　　錫性トス

7.25％

岡田(15)

Ａ･　帚廣市内３小
學校兄童（６學年

ノ牡）
B.　近傍農村５小

學校兄童（６學年
ノミ）

12―14
1:2000、48時間５粍以上ヲ

陽性ト.ｽ
A. 29.3･。B.25.6％

Ａ初感染91､再感

染10､要治療24(總
a811)B.初感染
51、再感染4､要治
療23(總a529)

清水(16)

Ａ．　函館市内小學
校６年健康児童
B･　函館市健康相
談所来訪児童

12―14 A. 47.5･ぶ　B.78.8％ 要治療６?ぶ

清水
鈴木(17)

函館市内18小學
校６年児童

12―14 38.0% 病竃我見2.2％

有馬
菊池
松田側

札幌市内小學校児

童
7―16

薯「クベノ1/クリソ」こョノl/ピ

ルケ蚊ニメｙデノ1/氏灰塵‾
42.0% 「l/」線上病的ノモ

ノ45.9％

木　村

外(19)

Ａ．　札幌市郡72小

學校６學年児童
Ｂ．　札幌市郡部31

小學校６學年児童

12―14
1:1000、24―48時間10粍以

上陽性トス
A.33.2％　B.21.9％

要治療A.4.1％
5.2％{B.8.1％

金井

清水(20)
札幌市内小學校児
童

7―16 30.8％

d､原Ｑ幻
岩手餌和賀郡二子
付小學校児童

1:1000、24―48時間、横縦
裡積101mm2以上ヲ陽性トス

9.2％

山形夕固2）
宮城餌石巻市小中
學校生徒

7－17
1:1000、0.1cc24―48時間
横縦復位101mm2以上ヲ陽
性ト.ス

石巻市20.25％､石巻匹25.3
％、湊匹17.1％、住吉匪21
％、門脇匹14.6％

石田
中村

佐藤
猪股23ﾝ

宮城餌下小學校児

童

1:1000、0.1cc24時間、10粍
以上ヲ陽性トース

　　　栗駒9.4

11市9六

1
政談

　　　七ヶ宿19.7％
　　　酋　桑13.3％

皿田

づ1

昌二談

　　　浦　戸12.8％
總計11 .9％、仙峯市内某小
學校児童19.8％　→ 要治療2.％



第６姚】

河西(2旬

"
漣谷
菅野･25)

"
石川詐

"
岩淵苅

野津
井上側

栗林

菅原？jl

楠外７氏＝宮城駆下ノ１農村荒雄村二於ケノ1/2年二亙ル集團検査ノ報告

仙奎市３小學枚Q
7－1

童

　　　　　　　

il
仙奎市１小學校見

里

　　

－

　

＿＿＿_

　

，

宇都宮高等小學校

生

　　　　　

徊

東京廣尾健康相談

所二訪レタ兄童

野忖3”'東京市内小學校Ｑ

　　　

ﾚな

7－1

ｌ
ｉ
ｌ
・
―

一

　

４

　

一

　

４

14―15

　　　

31i東京市俳市域小學･
藤井･･

　

阪児童

　　　　　

＝
--¦-----･--･---------
小池外32ｲと嗇崇杉並匪小學1

新井!33）

吉見

松田'34)

有馬
安達
曾根笥

一

高橋筒

東
校

ｉ
ｌ
ｊ
－
ｊ
‐
‐
’
－

京府下農村小學
兄童

金洋市内小學校児
童及ビ幼稚園兇

7―14

6―16

7－1

1:1000、0.1cc24時間、10粍
以上ヲ陽性トヌ

1:2000、
陽性トフ

同

　　

上

-ﾐ⌒̃〃｀
48時間５粍以上ヲ

-

1:御)０、7粍以上ヲ陽性トjス

ｌ
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‐
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一

　

４

　
　

一
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石川餌下小學校兄7一一1↓
童

名古屋市内中流小
學校児童

奈良餌下小・釧ぶ丿゛'尽゛
７

　　

∧校生徒

”
ｊ

中丿川

　

う7－

　　　　

A.

　

大阪市内小學

４村側杖兄童
‾1

　

｀

　　

葬

　

奈良餌山村小

學校児童學

岩崎筒 大
童

坂本
大賀
山野洲

臼
學

(I

宇留野洲 廣小

一香

児
一
大
児

今村叫）

永江鯛

井上叫 祠
窟

琲iK.x;kr45＼橋積(45)

大阪市某小學校兄

童

(Ａ)大阪市内

學校
(Ｂ)幼稚園兄

廣島市内貧困ナ
小學校児童

小

　
　
　

一

　

ル

‐
1
1
1
1
1
1
1
‐
ｊ

　

一

1 4
　
一
2
0
一

A. 7―
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7―12

Pｓｌｍ、。IJ匹

大牢田市某
兄

小學樹

　　

貧

福¦副
童

琉球那靭小學校児

童

1:10000、

　

O.lcc

-

22.0?ぶ

-

一一一

21.5％、19．6％

19.5％

-

30．9％

-
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１
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4:81

希n 15000 中肺結

淋26、肺浸潤20、
¦肺門腺結核26、肋
肺炎４

贈､計303ニ病的所
ﾚ見ヲ認メ･タ

鎬性者ノ62.7ちニ
翁核性愛化ヲ認ム

肺浸潤4．1≒肺門
丿林巴腺腫脹16.6％
不足化竃1.5≒肋
膜癒著症5.5?ふ

-

結核２?ぶ、陽性者
中11 A%二病的切

化ヲ認ム

要治療4.6お

活動性Ａ.0．29％

結

　

核

{j
B.0.23％

Å

　

病的所見ア

〉モ/ 1.57・。、活

計0.58クぶ

'Ｂ．活動性０ｙ一一一

－

ｔ

・

－

‐

―

農村

市部

圭
圭

1:1000、

　

1:2000、

　

1:100

-

７粍以上ヲ陽性ﾄ

ｰ-
５粍以上ヲ陽性ト

　

41.4％

-

　　　

-
尋常科16．6％
高等科26．6％

尋常科30．7％

-

　　

-

　

26.54%

35.5％

／
り
／
り

肘
か

　

・

　

＠

4 5

1 4

ん
Ｒ

43.1%'

６
8

　

5

　

1

4 0

2 3

　

一

　

一

Ａ
Ｂ

43.1ぢ

11．7?ぶ

30．1％

-

24．8％

-

43.9-ぶ

1 : 1000、

ヌ
ー－
1:2000、

ス

1:5000、0.5cc 48時間７粍
以上ヲ陽性トク、

1:2000、48時間５粍以上陽

性トス性ト，

7―14
蒸乱
24時¦
ヌ

7―13
1:20｛

陽性

罵り

7―14 1:10
邨ｎ

蒸溜水抑)倍稀樺液0.04cc
間、７粍以上ヲ陽性ト

1:2000, 48時間５粍以上ヲ

罵｢ツ｣原液、24時間後

1:1000、O.lcc 48 時問10

粍以上ヲ陽性トース
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小田聊）

弓削(‘17)

●四

鄭(48)

一

日置

米田

太田㈲
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毫轡都市小學校児
童

6―16

委北花蓮港廳下蕃115以下

一一一

内地人

卜島人

市‥男25.1-47.0
％女28.7―34.8%

街‥男15.6一一40.0
％女18．5－35．7％
市‥男42.1―61.2

％女38.0―72.4%
街‥男23.2―56.0
％女26．1－42．0％

乙-¦-一一‘-一一一一一一･¦

朝鮮京城公立普苓7－16 1 : 1000ヽO.lcc 48時間10粍
學校兄童

　　　　

ｉ

　　　

以上ヲ陽性ト３

　　　　　

．

　　　　　　　　

i一一一一

　　　　

｜

チ｀゛｀ル市小學剱7－13･.1 : 2000ヽO°Ice 48時間５粍‘
童

　　　　　　　

丿

　　　

芦上７陽性９｀

　　　　　

１

仙波5<詣満満人小學校兄

木外151

満銀衛

生課岡
一
箭頭

奉天満人児童

"〃在満邦人小學校児

童

"Jハルビｙ白系露人

7―19il-:1000ヽO.lcc 48時間８粍

　　　

面上ヲ陽性トース

.1:1000、O.lcc 48時間８粍i

怒上ヲ陽性トク｀

　　　　　

｜

　　　　　

一一

　　　

１

／

1:1000、O.lcc 48時間８粍

以上ヲ陽性トヌ

リ9oo、48時間６粍以上（

蕃人‥地方男44.2―60.7
女48.3―85.7

　

46．0％

-一一

　

47．8％

一一

日本人25．3％
満人62.8%

一一

　

65．5％

--

　

54．0％I

32.4％

62.48%

【第18巻

之－ヨルト最モ陽性率ノ高イモノハ満人デ豪湾

人之二次ギ以下毫潜本島人、大郡市ノ見童ノ順

デアル。東北地方ハー般二低ク、仙豪市二於テ

スラ20％前後二過ギズ、東京市、大阪市等ノ約

牛分デアル。本村小學見童ノ昭和14年度ノ倣

字5．5％ニ至ツテハソノ比テ見ズ、之二近イモ

ノトシテハ北海道東端ノ１農村二於ケル7.25

％(有馬、金井(8))宮城新下山村二於ケル6．2が、

9．4％、10．8％、同ジク漁村二於ケル９．２％(以上

石田、中村、佐藤、猪股馬、香川新二於ケル

11．7χ(今村1焉ラ見出スグケ､デアル。僻村デモ

ナク交通モソレホド不便デナイ本村が此ノヤウ

ナ清純サラ保持シテヰルノハ真二不思議ナ位デ

アルガ宮城新八一般二結核感染が少４ラシ４。

例ヘバ太田及ビ岩肝54ヅ満蒙開拓義勇軍二本邦

各地カラ入除シタ15―20歳ノ青年二就テ調ベタ

所ニョルト東北地方出身者ノ陽性率ハ他地方ノ

ソレト比較シ最モ低クソノ内デモ宮城新ハ最低

値ヲ示シテヰル。

結核政見率二開シテ星ガソノ大部分ヲ･總括シテ

ヰル故、ソレ以後ノヲ2、3畢ゲテ見ルト相川55)

ハ大學入學生二就テ1．2％ニ病宛テ見出シ、横

山(5りヽ仙豪市内某官廳員二於テ結核７％、内開

放結核１％ラ見出シタ。是等ノ数字二比スレノぐ

本村ノ結核登見率ハ非常二少ナ４ト云ヘル。

Ｋａｙｓｅｒ-Ｐｅtｅｒｓｅｎ(57にヨレバ燭逸二於テ集團検

査二依ル結核狸兄率ハ大値0．8％デアルカラ本

村ノソレハ略ｌ之二近イ。結核患者が結核環境

カラ特二多ク見出サレノレコト、ヽ営然デBraeiin-

ｉｎｇ(58）ヽ感染源に

療患者ヲ見出シ、Kayser-Petersen ^ヽ12％ニ

結核｛所見アリト述ベテヰル。斎藤(59)、藤井(60)

等モ結核家族ノ｢ツ｣陽性率、罹患率高キテ報ジ

タ。本村二於テモ結核員因アル家族ト、員因ノ

無イ家族トノ間ニハ感染率二於テ数倍ノ開キガ

アリ、罹患阜二於テモ大差ガアツテ員因ノナ･1

家族ノ内ノ結核患者ハ1．2％デアルニ對シ員因

ノアル家族ノ内ノ夫レハ6．3％ニ及ブ。既往ノ

結核死亡者二就テ、亦現在ノ結核患者二就テ調

ベテ見テモ本村二於ケル結核感染ハ家庭内感染

が重要ナ意味テ有シテヰル。文献ニョレバ合

田(6りヽ札幌二於ケル結核死亡者/ 24.97^ニ既

往家族結核死ヲ賛見シ、岡田(15りヽ要治療結核小

學見童ノ牛倣以上二於テ家族叉ノヽ近親者二感染
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源ヲ求丿得ルトシ、砂川｀≒ハ脅病シテ蹄郷シタ

者が蹄郷後家族二感染罹病セシｙル割合ハ100:

149.2デアルト報ジ、有馬、金井(8)ハ北海道]

農村二於テ家族感染が絶對的意義ヲ･育シテヰル

ト述゛タ。Ｈｅｒold痢Iハ｢ツルクリン｣陽性ナル

小學見童カラ逆二家族内ノ感染源テ求ノ得べ｀シ

弼3

ト報ジタガ、Ｋａｌｌｅ順、Ｊａｍｅｓ659’｀此ノ方法ハ常

テハマラヌトシテヰル。

　

本村二於テハ「ツベル

クリン」陽性見童カラ逆一探セバソノ家族ノウ

チュ開放結核全倣ノ2/5リ見出シ得ルガ、他ノ

仏ノ家族ニハ小唄見童が居ラタ故此ノ方法八通

用シ得ナイ。

　　　　　　　　　　　　　　　　

赤血球沈降速度

結核性疾患及ビ赤沈速度が下降シ得ルモノ例こ

　　

リモ：多イ。

貧血、妊娠等判刳除セル荒雄村民ノ赤沈速度ハ

第20表ａ．b.ノ如クデアル。表二示ノ、通り木村

７赤沈モ幼年者ト高年者二噌加シ女子ハ男子ヨ

　　　　

第20表ぐTa）荒雄村健康赤沈速度

　　　　　　　

（１時間値）（男子）

年　齢 楡売人員]Median乎均偏差 生理的砲園

　　歳　　　　Z　　　mm　　　mm

1－　5　　　　　18　　　　　　12.0　‘　　20.8　　　　　mm1―32.8

6－10 155　　　12.4　　21.5　　　1－33.9

11―15 1お　　　9.5　　2U.8　　1―30.3

1←20 98　1　7.0　1　2!.2　1　1―28.2

34　　　4.2　　22.3　1　1―26.521―25

2←30 1　33 4.7　　20.9　　　1―25.6

31―40 75　1　8.0　　21.2　1　1―29.2

41―50 65 7.8　’21.2　1　1－29.0

51－60 61　　　9.8　　21.2「　1―31.0

61→ 43　　　　　17.7　　　　19.4　　　　　1―37.1

第20表(ｂ)荒雄忖健康者赤沈速度

　　　　

(１時間値)(女子)

年　μ検査人員 Median 平均偏差 生理的範閲

　　歳　　　　催　　　mm１－５１　１７　　Ｈ．６
　　mm　　　　　　mm

19.5　　1―34.1

←1(卜　137 16.6 19.5 1―36.0

11―15 168　　1　12.0 6.7　　5.3―18.7

16―20 1　68 14.2

15.9

21.3　1　1―35.5

21―25 1　55 19.6 1―35.5

26－30 ・　61 23.2　　16.3　I 6.9―39.5

31 40　　　　96 18.6 19.4　，1－3S.0

41―50 83 18.6 19.1 1―37.7

51－60 ，　75 20.8 19.0　1 1.8―39.8

61- 封 26.2 17.9　　・　8.3―↓↓.1

次二私村二於ケル結核性疾患Iヽ健康人トノ赤沈

速度吋ﾋ較ソ、レバ第21表ａ．b．ザ得ル。

第21表（ａ）荒雄吋二於ケル結核性患片赤沈1ヽ健康咎赤沈ノ比較

病　　　　型 例　敷
赤沈速度１時間値（粍）

1―10 11－20 21－30 31―4(づ41―50 51―60　61以上

晩期肺結核 ６ １ １ ２ ２

浸潤性早期型 ↓ １ １ １　　　　２

肋　膜　炎 ２
｜

１｜
１　　　　１ １ｌ

初感染浸潤 ６ １　１　　３

　　　　　－１

２

　　　　‾　　〃　　　　　　　　　　１

｜ｉ

｜

肺門淋巴腺炎 ８ ↓　　・　　２

肺門陰影堵加 ６ １ ２ ２ １

肺尖結核 ４ １ １ １ １

陳萬性小病竃 ６ ２　１ １ １　　　　１ １

石茨化竃 ３ １ １ １

肋膜石現化 ド　３ １
？

｜
１１

横隔膜恪著 １ に

７　　　７　１　　２　　　２計 50 1↓　　　　　　　10 ８

健康者對照　1　15:U　1 640　１ 460 208 96　　　　　　55 さ↓　　｜　，↓7
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第21表（ｂ）荒雄村二於ケル結核性患者赤沈ト健康者赤沈タ比較

【第18巷

病　　　　　　型 例　撒
赤沈速度１時間値ノ生理的範園ヲ超エル例

荒砥村ヲ基準トセノ1/場合 秋月・星ノ標準値ヲ基準トセノl/場合

横　隔　膜　癒　著 １ ０ ０

肋　膜　石　茨　化 ４ ０ ０

石　茨　化　恣 ３　１　　　　　　　　１ １

陳有性小病竃１　６ ２ ３

肺　尖　結　核１　４ ０ ２

肺門陰影壇加　　６　＝　　　　　　２ ４

肺門淋巴腺炎，８ １ ２

初　惑　染　浸　潤 6　　　　　　　　　　　　1

　　　　-38　　i　　　　　　　　7＝18.4％

２

小　　　　　　　　　計 14＝36.8％

肋　　　膜　　　炎 ２ ２ ２

浸潤性早期型 ４ ３ ４

晩　期　肺　結　核 ６　１　　　　　　　４ ５

總　　　　　　計 50　　　　　　　　16＝32.0％ 25＝50.0％

健　康　者　對　照
男730
女804 1まによにｺﾞ半0= 11

.1x 温順詣}516＝33.6x

第21表（ｂ）ヨリ赤沈平均値ノ差ノ有義性二就

テ次ノ式乃チ

Ml―M.

ml.2＋m22

　

‾

３

ナル式二依1／バ荒雄村ノ標準値ヲ基準トセルモ

ノデ、結核性疾患ヨリ晩期型、早期型及ビ肋膜

炎ヲ削除セルモノト健康者トノ場合ハ1．2トナ

リ秋月、星岡ノ標準値テ基準トセル場合ハ0.34

トナリテ何レノ場合モ有意義性テ認ｙ難ク叉第

21表（ａ）カラ見テモ結核疾患ト健康人トノ赤

沈二大差ガナク、更ニ｢ツベルクリン｣反庶ト赤

沈トノ開係デ｢ツ｣反庶陽性荷ト陰性者トノ間二

赤沈ノ大差ハ見ラレナイ。

　

詳細ハ第22表二示

ス通りデアル。従ツテ結核性疾患個々ノ経過ヲ

見ル場合ト異り結核尹目標lヽスル團慌検査ノ如

キ平面的診断ニハ有意義性ノ乏シキ赤沈速度ノ

検査テ捨テ之二代ブルニ喀痰叉ハ胃液ノ結核菌

培養テ施行スル事が最モ進歩的デ且必要デアル

ト思フ。

第22表

　

荒雄忖二於ケノ1/｢ツベルグリソ｣皮内反鹿ト赤沈速度トノ関係

　　　赤沈建二グ

1―lOmmi　　　11－
　　　　　　　　　！

21－30 31―40 41―50 51―60 61→ 計

1－10mm果 22　　399=
17

訂　40.3％ 129 301 =
172}30.4％

46 133 =
87}13.4％

22 68＝
46}6.9％

8 36＝
28}3.6％ 百‰ 　5　30＝

25}3.0％
m990

11→mm　:7
131 178 =
47}42.3％

52 112 =
60

y　

26.6％
24　68＝
44}16.1％

6 25＝
19}5.9％

8 20＝
12}4.8％

0　2＝
2}0.65％

　3 47＝
44}11.1％ 溜池

總

　　

括

余等ノ調査二依レバ、荒雄村村民ノ平均「ツベ

ルクリン」陽性率ハ昭和13年ニハ24％、昭和

14年ニハ24. A%デ非常ナ低卒ザ示シタ。雨年

度ノ間ニ､ハ殆ンド受化尹見ナイ。年齢的推移ヲ

見ルト小學卒業後急激二陽性率ダヽ噌加シ、25歳

以上ニナレバ梢ｔ上昇ノ度テ弱ｙル。然シ次第

に上昇シ60―70歳デ最高70―80 %ニ達シ、以

後再ビ降下フヽル。25歳以上ノ年齢デ男子ノ「ツ



^゛゛､クリン｣陽性率‘’｀常二女子ノゾヲ凌駕シ

テヰル。小學見童ノミノ陽性率｡ハ高等科見童ラ

モ含メテ昭和13年ニハ8．1％、昭和14年ニハ

5．5χデアツタ。｢ツペヽルクリン｣陽性韓化率全

村平均7．6％デアル。

結核患者｡ハ昭和13年二計24ち1.16≒(コノ内

３名0．15ガガ開放性)、昭和14年ニモ略ｔ同倣

デ計32名1.82 %(此ノ内３名０．２％が開良陶

が見出サレタ。全慌カラ見レバ同村ノ疫學的状

iかヽ此１年間二大キナ噫化・ヽナイ1ヽ云ヒ得ル。

昭和13年二特見サレタ開放性絡核恚者３名ノ

内１名ノヽ著明二軽快シ、１名ハ死亡シ、１名ハ

同様ナ状態ヲ絹タテヰル。昭和14午二我見サ

レタモノノヽ最近蹄郷シタモノデアj1が、著明ナ

家族結核死ノ歴史ガアリ出郷前既二感染シテヰ

タ1ヽ推定サレルモノデアル。

荒雄村二於ケル｢ツベルクリン｣陽仁駆雄二結核

数見卒が以上ノ如ク驚ク可キ程低率デアルノ｡ハ

同村が従来結核二汚染サレルコlヽが少カツタコ

トヲ示シ、鍼道沿線二遠クナク仙豪等ノ交通モ

不便デナイ故一見奇異デアルガ、こ。・ヽ村内二持

チ蹄ツタ結核が少イ事二蹄セラレル1ヽ思フ。同

村二於ケル結核感染ハ主トシテ家庭内感染ニョ

ルモノデアツテ、殊二重症肺結核ノ大部分。・ヽ家

庭内感染二起因シテヰル事ノヽ注目ス可キ事デア

ル。;‾ツぺ'ルクリン｣陽性率ヲ家族的ニ見テモ亦

結核員因ノ有無ニヨツテ犬差ガアリ、同村ニ於

テノ､家庭内感染ガ重娶ナ役割ヲ持ツテヰル事チ

知リ得ルo幸ヒニシテ従来‘ハ持チ諮ラレタ結核

ガ少敬デアツタカラ家庭内ニ植ヱツケラレル事

ガ少カツタデアラウガ、同村ノ結核死亡敬ノ近

年利ド増加ノ傾向テ見セテ居リ、且又現下農業

國タル我國ガ急激ニ工業國ニ韓換セントシツ、

アル時ニ常リ、症ｌ農村青年男女ガ要求セラレ

ルデアラウカラ、今後持チ錨ラレル結核ﾉ､次第

ニ噌加シ、同村ノ結核ハ噌加ﾌ､可キ運命ニアル

コ卜'､想像ニ難クナイｏ未グソレネド汚築サレ

タ同村テ桔核カラ守ル方法ﾉ､如何。之ニ處ヴ､ル

方法ハ
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誌. 2953.　53）箭頭，山中，満淑之醤界. 165, 1.

54)太田，岩田．

　

結核. 17, 591 (昭和14).　55)

相川，結核ノ臨林. 2, 455(昭和14).　　56)横山，

東京喬事新誌.3151,2323.

　

57) Kayser-Petersen,

Ergebn. ges. Tbk-forsch VIII 71．　58) Braeun･

ing, E gebn・ ges. Tbk-forsch l 435, 1930.　59)

粛藤，結核. 17, 584 (昭和14).　　60)藤井．結

核. 17, 585 (昭和14).　61)合田，北海道醤學雑

誌. 17, 75 (昭和14).　　62)砂川，結核. 17, 255

(昭和14).

　

63) Herold, Beitr. Ｚ，Klin. Tbk 70，

56, 1928.　　64) Kalle, Beitr. Ｚ．Klin. Tbk 72，

438, 1928.　65) James, Amer. Rev. Tbc 40，

307, 1939.　　66)秋月，星，臨林内科.↓，10(昭

和13).
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宮城蒜下學校職員2800名二於ケノレ

　　

喀痰ノ結核菌培養成績

東北帝大熊谷内科

石

　

川

　　

義

　

哲

加

　　

藤

　　　

學

柳

　

橋

　　

涵

　

雄
宮城顛立駄員保養所

太

　

田

　　

早

　

苗

1。

　

緒

　

言

喀痰中結核菌ノ謐明ハ肺結核診晦ノ最モ躍賓ナ

手段デアリ、ソノ消長が肺結核ノ病勢及ビ慄後

二重大開係アル事ハ勿論デアルガ、近時培養法

ノ進歩二依リ、培養法ニョツテノミ謐明シ得ル

様ナ比較的少放ノ結核菌が肺結核ノ託生、逡展、

慄後二對シテ有スル意義が漸ク閥明せレテ来

タ、既二熊谷教授(1) (2)(3)(りヽ喀痰中結核菌ノ培

養上詐失スル事テ肺結核治療ノ目標トスベごキ事

ヲ･再三彊調セラレ、岡(5)ハ初感染時二屡叩客痰

中結核菌ｦ一培養シ得ル事、ソノ量が多イモノガ

肺結核ヘノ進行ノ危瞼が大ナルモノナル事テ見

出シ、初感染ヨリ結核ヘノ進展ノ機韓テ明カニ

シ、片倉(6)ハ病勢ノ波長ト喀痰中結核菌ノ動キ

ラ詳細二追究シタ、、

喀痰検査テ團膿検査二嘸用シタノハ、高田(7ゲ

24000名除ノ海軍工廠従業員ニツ４テ集菌法サ

用ヒテ、1．8％ノ排菌者テ贅兄シ得タノヲ噛矢

トフヽルガ、岡、田村(うヽ初ｙテ培養法テ宮城蒜

師範吊校生徒292名二對シテ盲施シ20名ノ排

菌者ｦ･検出シ、培養法ハ大衆的検査二於テ極ノ

テ有識ナル手段ナル事ラ謐明シタ．、而シテ同校

生徒ノ全員喀痰培養ヲ定期的二働行スル事ニョ

ツテ１年間二陽性韓化者テ出フ、事殆ンド゛皆無lヽ

ナツタ経過二就イテハヽ、岡、石川Ｊノ報告フ､ﾉﾚ

處デアル。近年陸軍方面二於テモ喀痰培養り集

團的二賓行シ好成績テ畢ゲツヽアルト聞ク。

他方學校職員ノ集團検診二就イテハ最近中村1‘'

等及ビ田村片等ノ報;IJガアルず、址等二於テハ

爾他ノ請検査ニョリ結核性疾価テ凝ハシムル者

こｰこツ･fデノミ喀痰検査予行ツタニ過ギナイ。蓋

シ學校職員ハ結核菌二汚染サレルコト未ダ比較

的少ク従ツテ之二對スル抵抗カモ微弱ナ青少年

見童二日常凄近スル開係上辻咳ノ傅播二小サカ

ラス役割ヲ演ズル｀モノナル事ハ星丿ノ例ぶ卜､ル

トコロデアル。故二學校職員ノ結は汚染状態テ

明カニフヽル事ハ結核ノ疫學的研究上且防疫上甚

グ緊要ノ事トイフベキデアリ、こニハヅ校職員

全員ノ喀痰培養が最モ有カナ方法ト勺ヘラレ

ル。今同宮城部下限校職員ノ結核列｣㈹ト∇いレ

特別身脆嶮査二際シ我八八他ノ諸検力卜共二全

員喀痰培養町子ツタノデ鉉ニソノ成仏尹報告ノ、

ル次第デアル。

2。検査對象短二検査方法

今同ノ身膿検査ノ對象トナツタノハ、仙毫市及 ごニ比較的近接･･ヽル地域ノ小學校戦員1(邸名
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第６嬬】 石川・加藤・柳僑・太田＝宮城懸下學紋職a 2800 名二於ケル喀痰ノ結核菌培養成績

仙豪市ノ中等學校職員715名、計2800名デア

ルガ、之ノヽ宮城部下ノ全學校職員約7200名ノ

略1 26.％ニ相宿フ､ル。茲二云フ學校職員トハ教

員ノミナラズ書記、使丁等テモ包含フ､ルモノデ

男子1700名、女子1100名、年齢ハ15歳ヨリ

75歳二及ブ。

　

昭和14年11月上旬ヨリ12月中

旬二到ル約40日間-16 111二亙ツテ検査ラ行ツ

タ。

検査方法ハ｢ツペ｀ルクリン｣皮内反嘸(1000倍奮

｢ツベルクリン｣O.lcc注射、24時間値)、赤血球沈

降速度(ウェソ、ターグレン氏法１時間値)列則定

シ、東北帝大「レントゲン」學款室ヨリ全員ノ胸

部「レントゲン」間接撮影ヲ行ヒ、同時二全員ノ

喀痰培養ヲ･宣施シタ。印チ第1日目二全員二滅菌

「シ、－レ」ラ交附シ、第２日早朝喀出セル喀痰

489

ヲ採取持參セシ八各ソノ一部分ヲ以テ塗抹標

本ラ作り染色鏡接シ、残り全部テ培養二常テタ

ノデアルガ、ソノ方法ハ喀痰ヲ４％(容量)滅菌

硫酸水－テ前處置シ、遠心、沈流７岡・片倉氏

燐酸盛・味ノ素・鶏卵培地各3－5本一塗擦、温

宗二放置ソ､ノレ

　

コ

　

ト約１ヶ月後成績ヲ検シ、肉眼

的二集落ヲ･見得ルモノラ以テ陽性トシタガ、疑

ハシキ集落ニシテ塗抹染色標上抗酸性菌ラ見ル

時八通常寒天二移植シ集落ノ殺牛成長テ貼ルガ

如キモノノヽ除外シ、更二疑ノヽシキモノノヽ海狸テ

用ヒテ動物賓験テ行ツタ。喀痰ヲ･快如セルモノ

カラ､ハ含瞰水、咽頭粘液ヲ採取シテ培養二附シ

タ、尚2800名中、年齢、赤沈値、｢ツベルクリ

ン｣反庖等ノ記載明瞭テ訣クモノハフ、・ヽごテ統計

カラ除外シタ。

3。

　

検査成績

先ヅ被検全員ノ「ツベルクリン2皮内反庶陽性度

及ビ陽性阜ハ第１表ノ如クデアル。陽性率ハ雨

性共二年齢二従ツテ噌加フ､ルガ、全膿トシテ日

本都市ノ陽性率二近イ値テ示シテヰル。叉各齢

期テ通ジテ男子ハ常二女子ヨリモ高率サ示ソ､事

他ノ諸集團ト同様デアル。

次ニ「レントゲン」像所見陽性者及ビ培養陽性斧

計102名ラ除イタモノノ赤血球沈降速度ハ第２

表ノ通りデアル。男女間ノ赤沈値ノ差ハ各齢期

共相富顕著デアリ、且除り著明デ・ヽナ４が年齢

的受動が看取サレル几

間接撮影法ハ古賀助教授ノ指導－ヨリ６×６

第２表

　

赤血球沈降速度(ウェフ‥ターグレソ氏法１時間値)(宮城駆學校職員)

施　　行　　ｙ　　負

　男　　　女　　　計

赤沈速度平均値

　　　　性　別

齢　朗
男　　　　　女 男女計　平均

14･－15　　　1　　13 1　i　　14　1　8.2土４．７１　４　　　　１　８．１土３．２

16―18 22 20 犯　1　7.5十６．５
　　　　－

12.1十３．９
　　－

９．７十５．５
　－

19―20 13 63 76 ４．２十２．２
　－

13.5十７．０
　　－

11.9十6.9
　－

21―22 41 108 149 ４．４十２．９
　－

13.0十10.0
　　－

10.6十９．０
　　－

23―25 98 154 252 ４．２十３．６
　－

13.1十11.0
　　－

9.7十９．８
　－

26 －30 293 298 591 ４．５十４．７
　－

17.0士12.3 10.8十11.4
　　－

31―40 586 307 893 ５．５十５．５
　－

15.3十10.3
　　－

８．９十８．２
　－

41－50 309 89 398 ７．９十9.3
　－

15.9十８．３
　　－

９．７十９．４
　－

51―60　　｜Ｂ7 21 208 11.5十8.7
　　－

14.0十　4.9
　　　　－

12.3十９．２
　　－

61－ 41 5　　　　46 15.0十10.7　16.2十7.1 ！15.2十12.1

計　　　1　1603　1　1066　2669

士ハ標準偏察ヲ示.ス
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ｃｍｍ判ノ「フィルム」縮影テ行ツタノデアルガ、

之ニョツテ全例中70例二於テ肺野二異常陰影

ヲ認ノ･タ、之二對シ培養デ・ヽ76例二陽性ノ成

績テ得タ。之等ヲ内譚スルニ、陰影ヲ･認ノ･乍ラ

培養陰性ナモノガ26例アリ、逆二培養陽性ナ

ルニモ不拘陰影テ認ｙ得ナ４モノガ32例アル。

44例デダヽ陰影ヲ認ｙ且培養陽性デアル。是等合

セテ102例テ昭和15年１月再検査二附シ、全部

大型（四ツ切判）「フバレム」ヲ撮影シ、同時二喀

　　

第３表

　

培養法ト間接撮影法所見トノ開係

間
接
撮
影
法

陰影ヲ認ムノ1/モノ

　

70

８
２１

■
i
　
Ｌ
Ｏ

丁
し

陰影ヲ認メザルモノ

　　

32

　　　｢ﾚ｣像
　　　所　見

ﾉ

っ

副

ルi

性丿
性p

(餌

核2

15―25

26―30

31―35

36―40

41－

計　　１　３

ナ
出
殖
影
結

汎
惨
珊
陰

　

り

廣
ル
性
性
伽
核

ｌ
ｊ
ｌ
。
‐
ｉ
’
－

８

一一

,↓

－

９

－

３

－

９

計102

－

・

‐

‐

ﾆ¦

１

　

！

鷹汎ナル
惨出性壇壇

影

(肺結核)

併
--
十十
一一
＋
一一
一
一一
計

15

－

　

9

－

9

４

－
１

－
２

－
９

………陰'¦生
１

84‥‥陽性

第

１

－
１

－
２

培

養

法

【第18巻

痰、胃液等ノ再培養テ行ツタ。ソノ結果饗二間

接像上所見ナクシテ培養陽性ナリシ32例中24

例ニダヽ明カユ異常陰影ヲ･認ｙ得、叉先二間接像

上所見アリ乍ラ培養陰性ナリシ26例中８例ハ

培養陽性トナツタガ、残り18例ハ遂二陰性二

終ツタ。之ニョツテ培養陽性例ノヽ都合84例ト

ナツタノデアルガ、之ノヽ被検總人員2800名一

對シテ丁度３％ニ相常シ、「レントゲン」像所見

陽性者ト合セテ102例ハ賓ニソノ3．6％ニ達ス

ル。培養陽性例84例中13例ニハ塗抹標木上ダ

モ抗酸性菌テ澄明シ得タガ之ニハ甚グ多大ノ努

カト時間トテ要シタ。之等全膿ニツキ間接撮影

法成績トテ對比スル時ハ第３表ヲ得ル。次二之

ヲ犬型「フバレム」像所見二従ツテ分類シ齢期別

二列スレバ第４表ノ如クデアル。

４

　

表

　　

病

　

型

　

1ヽ齢

　

期

像
大
門
腺

門

　
　

巴
丿

肺
壇
聯
淋
炎

１

２

－

２

－

１

２

　

８

肺尖部

二局限

.スル陰

彫

り市尖

結核）

　

６

－

　

３

－

　

６

－

　

３

－

　

８

－
２６

廣
ル
性
一

２

１

４

－
７

局限性
硬化性
陰

　

影

石友化
像

肋膜廠
痕

(治癒セル肺結核)

１

１

２

一一１

-

　

３
-

　

２
-

　

２
-

　

７

　

，

第

　

５

　

表

　　

菌

　

敬

　

ト

　

病

　

型

中等大悟局限性惨
出性燈殖出性増殖
性陰影

　

牲陰影

(浸潤性早期型)

３

－

１

－

５
-
２

肺門像

聯

　　

大
丿肺門淋
!巴炎）

一一
｜
－－

” 呻
ｊ

一 一 一 一 一

　

－ －

肺尖部二
局限ヌル
陰

　　

影
(肺尖結
核J

¬‾T

←

　

↓

　

，

16
－
2

廣汎ナ
ル硬化

局限性
硬化性

性陰幽陰

　

影

７

１

－

１

ド
常

殆
正

　

２・
_¦

　

２

　

１
_ｉ
三

十

石T脱化

像

合計

21
-
12

-
29

-

　

11
-
29

-
102

肋膜癩

(治癒セル肺結核)

　
　
　

Ｉ
Ｉ

痕

　
　

一

２

１

６

一一一一一一

　

一一一
３３

　　

１

　　

９

　　　　

２

　　　　

８

全員 百分率

３。８十〇

　　

－

１

55↓ ３

－
２605

600 ４

－
３

－
４

－
３

336

677

2772

殆ド正常

１

--

６

２．０十〇．

　

一
一
４．８十〇．

"
３．３十〇．

　

一
一
４．３±0．

-

3.7士O．

計

23
－
16
－
45
－
18

更二是等ヲ培徨二依ツテ得うレタ菌集落敬ノ多

守二従ツテ排列ソ､レノi第５長ノ如クデアル。茲

二培養（併）トノヽ集落敬100箇以上－シテ塗抹標

木ニテモ菌テ政見シ得べ｀キ程度ラ指シ、（朴）ト

ハ集落敬30箇以上ニシラ優秀ナル集菌法ニヨ

ツテ到達サレ得・ヽごキ菌登見ノ限界値迄ヲ云ヒ、

(十)ハ培養法ニョツテノミ謐明サレ得ル少数ナ

ル菌排出ラ意味スル。

　

コノ表ニョツテモ培養法

ニョツテ菌謐明二依ツテ凝結核患者検出卒が如

何二改善サレ得ルカガ一目瞭然デアル。
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第６表

　

間接像所見ナクヅテ培養陽性ナル

　　　　

例ノ大型｢フィルム｣像所見

｢ﾚ'ﾝ'トゲｙ｣像所見(大型)　　　　例敬

廣汎ナル膠出性増殖性陰影(肺　結　核)
(小型間接像鮮明ヲ峡キタルモノ) １

中等大溶出性壇殖性(浸潤性早期型)
(小型間接像鮮明ヲ峡キタルモノ)　　‾‘ ３

肺　門　像　壇　大(肺門派巴腺炎) ８

肺尖部二限局゛ル陰影(肺尖結核) 12

石　　友　　化　　像 １

殆　　　ド　　　正　　　常 ７

計 32

前述セル如ク間接撮影像二所見ナクシテ培養陽

性ナリシ例敬ハ32例二達スルガ、之テソノ大

型（四ツ切判）「レントゲンフリレム」像ニョル

所見二従ヒ分類スレバ第６表ノ如クデアル。印

大型像ニテ何等カノ所見テ呈スルニ到ツタモノ

ハ24例デアルガコノ中表中第1、第２群ノヽ小型

影像二於テモ常然陰影ヲ･認ｙズルベキデアル

ガ、偶し影像不鮮明等ノ篤二認知シ得ナカツタ

ノデアラウ。

　

コノ中12例印･牛数が肺尖部病竃

－ヨツテ占ノ･ラレラヰルイノヽ此部ノ宛化が間接

像ニョツテズヽ最モ見過サレ易イ事テ意味シ、コ

ノ鮎二於テ今後技術ノ改良が要望サレ期待すレ

ル所以デアル。蓋シ肺尖結核ニダヽ一般二陳奮ナ

ル病憂多ク之ヨリ肺結核二進展スル事・ヽ比較的

稀デアルト考ヘラレテヰルガ決シテ紹無デナイ

事ハ近来唱ヘラレルトコロデアル。肺尖結核ノ

危瞼性ノ指標トナルモノ・ヽ他部ノ結核性病受二

於ケルト同様ソレガ閉鎖性ナルヤ否ヤデアツテ

ソノ「レントゲン」像所見等ハ如何二軽微デアラ

ウトモ比較的多倣ノ菌テ排出スル如キ場俘ニハ

病宛ノ披大ノ可能性が大ナル理デアル。我｡々ノ

検査ニョツテ検出セラレタ肺尖結核例ハ第４

表、第５表二示スガ如ク26例二達シ、間接撮

　　

第７表

　

肺尖結核二於ケノ1/間接撮影法ト

　　　　　　　

培養法トノ開係

間

接
撮
影
法

陰影ヲ認ムルモゎ…1↓{2‥‥‥陰'M

陰影ヲ認メザルモノ‥‥‥
11}‘24‥陽性

　　　　　　　　　　計26

培

養

怯

491

第８表「lノゾトゲｙ」像上所見アリテ培養陰性

　　　

ナリン例ノ大型像所見ニョル分類

「レ」像所見 例　　敷

廣汎ナノ1/硬化性陰影 ７

局限性硬化性陰影 ２

肺尖部二限局スル陰影 ３

石　　茨　　化　　倣 ６

肋　　膜　　廠　　衰 １

計 18

影法ト培養法ニョル検出散ノ開係。・ヽ第７表ノ如

クデ、コノ中24例ノ多倣が培養陽性デアル。

更二第５表ニョツテ比較的多数ノ菌テ排出スル

モノガ決シテ少クナイ事テ知ル時ハ、肺尖結核

タリトテ決シう゛軽覗スベキデナイ事が分ル。

次二間接像ニテモ既二陰影ヲ認・･乍ラ培養陰性

二終ツタ18例ノ内譚､ハ第８表ノ如クデアルガ、

之等ハ如何二解憚スベキデアラウカ。石灰化像

若クハ肋膜廠痕ノミテ示フ、モノガ培養陰性二終

ツタトシテモ、之等－ヽ既二経過治癒七ル結核性

病憂ノ痕跡デアルカラ何等異トｚ、べヽキ鮎ハナ１

が、爾諦ノ11例ノ所見ノ√レントゲン｣像、赤

沈、｢ツ｣反嘸等ノ成績テ參照スルモソノ開放性

ナルヤ閉鎖性ナルヤ従ツテ叉活動性ナルヤ否ヤ

ノヽ判定スル事が困難デアル。而モ之等ハ多少共

顕著ナル｢lノントゲン｣像所見ノ存在二不拘２同

以上ノ喀痰叉ハ胃液培養ニョルモ菌排出テ疏明

スル事テ得ナイ。コノ黙ヨリ、而シテコノ黙ノ

ミョリ我々ハ之等陰影が既二硬化治癒二赴ケル

モノナル事子断定シ得ルノデアル。カヽル例ハ

顕著ナル理學的所見ニモカヽバラス病者トシテ

取扱フ事テ要シナイ群デアツテ培養法ノミガ病

勢判定ノ信頼シ得ル手段タル事テ謐明スルモノ

テアノレ。

間接像上所見ナクシテ培養陽性ナリシ32例中、

24例ニハ大型像明瞭ナル受化テ認ノ･タガ、爾診

ノ８例中１例ハ右肺門二多数ノ小石灰化像ノミ

テ呈シテ肺野ニハ格別異常ナル所見ナキモノデ

アリ、他ノ７例ハ殆ド肺野二病的陰影ヲ認ノ･ヂ

イモノデアル。強ヒテ求ムlノバ第９表第U、第皿

及第IV例二於テ肺紋ガヤヽ噌強セルカノ如キ
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第9表

1.石 灰化竈 ノミア リテ培養 陽性 ナル例

氏 名1
1

年 齢 赤 沈 激1リ ベノレ"リ ン」反 刷 培 劃
「レ ソrゲ ンノ」像 所 見

i♀l
I

39歳 、gI

r　　

52×451柵 1左肺門及下熱 石靴 竈

2.「v」 像 殆 ド正 常 ニ シテ培 養 陽性 ナ ル 例

1

∬

皿

N

V

♂

♀

♂
■■■

一 ♀!31歳
30歳

19歳

28歳

一 創31歳

16

2

13

ソ
～

3

35×32 督1殆 ド正常

14×13

25×25
…+

十

30×20 十

右 肺下野肺絞稚 く増 強?

正 常

左 肺上野肺絞増強?
25×20 十 左 肺 下 野 肺 絞 増'強?

3.(「 ッベル 〃 リ ソ」反 感 陰 性)

VI

V皿

一4LI34歳

一4L:23歳

11

5

6×7(1

11×11(1

6×7(1

14×13(1

1000)
100)

1000)
100)

十

十

殆 ド正常

正 常

観 ガ アル 三 士 ル。 之 等8例 ノ生物 的 反 慮 モ亦 正

常 閾 ニ ァ ツ テ、 通 常 ノ検 査 方 法 ラ以 テ シテノ・何

等 病 的 ト認 ムベ キ貼 ノ・ナ ィ。 ソ レニ モ不 拘 前 者

石 灰 化 例 ハ培 養 上 多数 ノ菌 排 出 テ諦 明 シ、 再 検

査 的 ニ モ菌集 落薮100テ 算 シタ。 ヨ ツテ要 保 養

者 トシテ休 養 テ命 ジ タ トコ ロ速 ヵ二菌 排 出減 少

停 止 シ今 日再 ビ勤 務 二服 シ得 ル ニ到 ツ タ。 カ ・

ル例 ノ・石灰 化 竈 テ認 ムル ノ ミー シテ生 物 反 鷹 亦

正 常 ナ ル故 チ以 テ放 置 勤 務 テ纏 績 スル時 ノ・再 登

ノ危 険 が 頗 ル 大 デ アル ト考 ヘ ラ レル モ ノデ ア

ル。 後 者7例 中 第5例 迄 ノ・「ツ'ぐル ク リ ン」反慮

陽 性 一 シテ菌 排 出 テ見 ル モ ノデ アル ガ、 肺 二所

見 ナ ク シテ菌 テ排 出 スル モ ノガ アル事 ノ・夙 二知

ラv,ソ ノ意 義 二關 シ テノ・論 議 アッ テ定 説 ナ キ

有 様 デ ァル ガ、 少 ク トモ理 學 的 所 見 テ呈 シナ イ

程 度 ノ輕 微 ノ攣 化 テ有 人ル モ ノが少 量 ノ菌 テ排

出 入ル事 ノ・考へ得 ル事 デ ア リ、 叉 初 感 染 二近 イ

時 期 二菌 排 出 イ見 ル事 ノ・前 述 岡 ノ立 読 シタ トコ

ロ デ アリ又 我 々 ノ日常 経 験:スル トコ ロ デ アル。

之 等 ノ中歯 最 少 キモ ノノ・自然 治 癒 シテ大 ナ ル危

険 ノ、ナ イデ ア ラ ウ ガ、 第1例 ノ如 キ比 較 的 多 数

ノ菌 テ誇 明 スル モ ノノ・自己 感 染 ニ ヨヅ テ病 竃 積

大 テ來 ス可 能 性 ガ アル モ ノ ト考 ヘ ラ レル。 斯 ル

早 イ時 期 二異 常 テ検 出 シテ治 療 スル事 ノ・理 想的

早 期診 断 ト{フ ベ キ デ ア ラ ウ.

最 後 二 「ツベ ル ク リン」反 鷹 陰 性 ト認 メ ラ の レモ

ノデ 培 養 陽性 ナ ル モ ノガ2例 アル。 ソ ノ薔 「ツ

ベ ル ク リ ン」1000倍 液24時 間 値 ノ・両 側 共6×

7mm,100倍24時 間 値 ノ・第1例11×11mm,第

2例14×13mmデ アル。「ツベ ル ク リ ン」反 慮陽

性 者 二時 二菌 排 出 ラ見 ル事 ノ・上 述 ノ通 りデ アル

ガ、 陰 性 者 二之 テ讃 明 シ タ事 ノ・甚 ダ奇 異 ナル感

テ與 ヘ ル。 之 一ノ・2檬 ノ解 繹 が可 能 デ ア ラウ。

1三 ノ、嘗 テ軽 度 ノ結 核 性疾 患 テ経 過 シ タ者 が既

二治 癒 シ「アネ ル ギー」ノ状 態 ニ マ デ到 達 シ爾 且

時 々少数 ノ 菌 テ 排 出 スル モ ノデ アル トモ 考 ヘ

ラ レル ガ、 之 ニノ・實 謹 的 根 縁 ガナ ク叉 可 能 性 モ

少 イ。 之 一反 シ「ツベ ル ク リ ン」反 磨 陽性 轄 化 二

先 立 ツテ、 即 初 感 染 ノ最 モ 早 イ時期 二培 養 上歯

排 出 ヲ讃 明 シ得 ル 事 ガ アル ノ八 三 紳 ・熊 谷14ノ

報 告 セ ル トコ ロデ ア リ、 我 々 が學 校 等 ノ團膿 培

養 テ行 ツテ稀 二遭 遇 スル事 實 デ アル。 我 々 ノ2

例 モ亦 初 感 染 ニ シテ未 ダ「ツベ ル ク リ レ」反 慮陽

性 轄 化 テ見 ナ イ 時期 ノモ ノ ト考 ヘ ル ノが 妥當

デ ア ラ ウら 「ツベ ル ク リン」反 慮 陽1生繭 化 ノ際.r.

於 ケル感 染 病 竈 ノ組 織 解 剖 量 的基 礎 二關 スル間

明 八 六 ダ不 充 分 デ アル ガ、 之 ニノ・一 定程 度 ノ解

剖 胸 壁 化 が肺 臓 其 他 ノ臓 器 二生 ズ ル事 が先 行條
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件デアラウト考ヘラレル。Hiibschmann八こ

∃lノバ初感染溢ナキ初感染ガアル事次第二明カ

ニナレリト４フ。叉モシソノ受化が甚グ僅徴デ

アル場今ニーハこが自然治癒シ、感染ハ起ツテモ

「ツペ｀ルクリン」反嘸陽轄迄ニハヽ到ラナイデ終ル

‥如キ場合モ起り得ルデアラウ。事賞初感染時叉
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ﾉヽ陽性糖化二先立ツ時期ニハ「ツ・ヽごルクリン」反

礁ノヽ相常顕著ナ動揺ヲ呈ソ､ルノワ我々ノヽ経験ス

ル。ご等ノ中－ハ陽糖セントシテ陽糖セズエ終

ルガ如キ場合モアルデアラウ。

　

コノ２例ノ如キ

モ検査後略ｌ牛ケ年ラ過ク勺レ今日二到ルモ未グ

陽性糖化り一見ナ４．

↓．

　

検出者ノ處置

以上ノ検査結果こ基キ、要治療者ト認ノラルヽ

42名二對ンテ長期間叉ハ短期間ノ休養治療サ

命ジ或ハ宮城部立救員保養所入所ヲ･勁ノタ。

　

ソ

ノ結果現在迄10名ハ保養所こ一入所シ、10 ･Zハ

熊谷内科外末元訪レテ治療テ受ケタ。所見軽度

ナルモノ或ハ理學的所見顕著ナルモ培養陰性ナ

ルモノ等二對シテハ現職二従事ﾀ､ﾉﾚ事ヲ妨デガ

　　　

第10夫

　

休養加療セルモノノ践察例

ｌ　　純　　　　　　　　過 例敷

Ｉ 菌斂減少(培養上)一般状態改善セルモ・ ６

II 培養陰性トナリ再勤務ヲ許せレヘタルモノ ６

Ⅲ 陰む縮小吸収シー般状態改善セルモノ
　ビ－-‥－
　０IV 簒‥化　　セ　　ル　　モ　　ノ

Ｖ 大ナル受化ヲ見ザルモノ ６

！　　　　　　　　　　　　　　　　1-　　　　　　　　　　　　　　　　1　　20

軍二注意ｦｰ奥フルニ止｡･タ。保養所入所叉ハ外

味的二治療セJ 20名ノ今日迄ノ経過ハ第10表

二示フ､が如クデ未：グ短期間々Ｗタエ過ギナ１が

一般二良好デアルIヽ云ヒ得心保養所入所セル

10名ノ内３名二對シやハ人工気胸術が施行セ

ラレタ。表中速カナ治癒傾向ヲ示シタI、n、Ⅲ群

二属ヤ114名中３名｡ハ培養法ニョツテ賛見セ

ラレタ患者デアル。之－ヨツテモ培養法ノヽ結核

ノ早期診断、軽症者ノ碓見ニトツテ、従ツテ叉治

療成績改善上有識ナル手段タル事が窺バレル。

併シ乍ラ高度ノ病歿県有シ乍ラ進ンデ治療テ受

ケナ４カ、或ハ各自ノ個々的ナ療養二委jヽラレ

タモノガ少クナイノハ現今ノ状態トシテ止ムラ

得ナイトノヽ云へ遺憾ナ事1ヽ云ノリヽバナラヌ。コ

ノ方面二對フヽル施設ノ充賓が要望サレル所以デ

び几

ノ讃トシテ例ヘバ中等學校等デハ低學年程喀出

率高ク、上級生ニナル程低下ﾌ､ルノガ常デア

ル。従ﾂﾀｰ既往症叉ハ刑受ヲ有ﾌ､ル如キモノ程

喀痰訣如ナ装フ事が多ク、戊ハ故意二唾液テ吐

出ﾌ､几様ナ事ガ頻繁ニナル1､考へラlノルo現ニ

本楡査ニ常ツラ弟１回目ニ培養陰性ナモノデ再

楡査ニヨリ培養陽性ナル事バ

例アリ、而モコノ中３例デズ､廃ノテ多斂ノ集落

斂テ培養シ得タガ、力、ル現象ハ後述スル喀痰

中

５

集團的培養ノ2、3ノ問題

イ御灸ノ大衆的培養。・ヽ固ヨリ幾多ノ困難刊半フ。

　

ソノ第１.ハ喀痰ノ蒐集ソレ白身デアル。即多数

　

ノ中ニハ喀痰ヲ訣如スルカ或ハ訣如スルガ如ク

装フモノガ相営二頻繁二現レ･・モノデアル。我

　

々ノ場合ニモ男女共ソレゾレ略170名が喀痰

　

升

　

之ハ甚グ優秀ナ成績デアルよ對象が訓練サレタ

……學校職員デアル篤ニコレグケノ好成績ヲ収ｙ得

　

タノデアツテ一般ノ團膿、集團二於テパ到底コ

　

1ノグケノ成績テ上ゲル事ノヽ望ノナイ。喀痰テ喀

　

出スル事テ知ラナ仁小見ハ別トシテ成人ノ喀痰

‥訣如ハ多クノベヽ理的原因二基クモノデアル。

　

ソ
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ルガタノ･ニ故意二唾液様ノモノヲ吐出シタモノ

ト考ヘラlノル。特二第１同ノ喀痰採取ノヽ早期個

人的二探取セシメタモノデアルカラ、カヽル事

ハ極ｙテ容易ナ業デアル。再検査時ニ｡ハ我々ノ

眼前ニテ咳吸ト共二喀出セシメタカラ誤ル事ヲ

得ナカツタノデアル。之－ヨツテ明カナル如ク、

喀痰探取法ノ従来ノ方法ニ・ヽ覆フベカラデル訣

陥ガアル。之二代り叉之テ補充フヽルモノトシテ

強制的方法が必要1ヽナル。カヽルモノlヽシテハ

胃液、咽頭乃至喉頭粘液叉ハ含吸水等ノ採取培

養が奉ゲラレル。胃液採取ハ技術上大衆的ニハ

行ヒ難イ訣黙ガアルガ、後２者ノヽ容易二大衆的

ニモ行ヒ得ル。故二集團的喀痰培養二常ツテノヽ

之等ラ補助手段lヽシテ使用一人ル事テ怠ツテ。・ヽナ

ラナイ。

第２ニ喀痰中結核菌量。・ヽ決シテ毎常不良ナモノ

デ。・ヽナ４。塗抹標本上結核菌列

放性患者二於テモソノ量・ヽ相宿激シク動揺フ、ル

事ノヽ日常我々ノ経験フ、ル所デアル。甚シキ場合

【第18巻=

一 一 一 一 一

こ=-｡・ヽ従来菌少教叉。・ヽ陰性ノモノニ急二多数ノ菌

が現ハレ忽チュシテ再ビ消失スルガ如キ事ニモ

遭遇スル。培養上ニノミ菌テ澄明スル如キ比較

的菌量少キ者デモ同様デアル。故二集團的喀痰

培養二営ツテノヽ１同ノミナラズ何同モ繰返シテ

培養尹行フ事が望マシイノ／ヽ、他ノ諸検査ト同

断デアル。

第３ニ培養法ソノモノノ困難・ヽ過大視サレル傾

向ガアル。先ヅ培養基ハ常教室ニテ慣用スル岡・

片倉氏培地ヲ用フレバ製法が極ノ･テ簡軍デアル

カラ大量的製造モ決シテ難事デハナイ。叉ソノ

費用二到ツラノヽ、試験管ソノ他ノ用具テ別トス

レバ培地ソノモノノヽ極メテ低廉デアルカラー定

ノ設備ト努カサヘアレバ∃ｆ譚デアル。培養技

術ノ硫酸處置法ニョリ現今デハ甚グ簡易化サ

レタ。唯多少ノ練習テ要スルノミデアル。

以上述ベタ所ニョリ今後培養法ノ集團検査二於

ケル施用ノヽ盆ｌ一般化サルベキモノデアルト隆

ｲ言スノレｏ

6。

　

總括址二結論

結核ヲ目標ﾄｰﾘﾚ検査二於テ喀痰ヲ始ノ･トスル

諸材料ﾉ培養法ハ軍二個人検診二於テ結核ノ敬

生、逡展ノ認識、備後ノ判定、治療ノ指針1ヽシ

テ必要訣クベカラデルモノナルノミナラズ、團

幄、集團ノ検査二於テモ結核性患者ノ検出、處

置上極ノテ有識確資ナ方法デアリ、特二比較的

軽微ナ病受ヲモ正確二検出シ以テ早期治療ヲ可

能ナラシムル方法Iヽシテ廣ク施用セラルベ｀キ手

段ト考ヘラレル。今同ノ検査二於テ我カノ得タ

結果テ要約ソヽレ八次ノ如クデアル。

１．宮城部下學校職員ノ結核ヲ･目標トソ、ル特別

身幄検査二於テ、男子1700名、女子1100名合

計2800名二對シ、他ノ生物學的雄二理學的検

査ト同時二全員ノ喀痰培養テ行ツタ。

２．

　

之ニーヨツテ84名ノ培養陽性者テ得タガ、

之ノヽ全員｡ﾉ３％ニ相常スル。理學的所見アルモ

ノト合セテ102名= 3.6ガノ結核性患者若シク

.・ヽ之ト開係アル状態ニアル者ヲ検出シ得タ。

３．

　

培養法ノミニョツテ検出シタ32名ノ培養

陽性者ノ大部分郎24名二大型｢フリレム｣撮影

ニョツテ病受ヲ確認シタ。

４．｢レントゲン｣像二著明ナ所見アルニモ不拘'

培養成績陰性ノモノ18例アリ、之等ハ治癒硬

化セル像ト認ムベキデアル。之ハ｢1ノントゲン｣

間接撮影法ノ全員施行ト相挨ツテ検出ト同時二

病勢判定が可能トナツタ例デアル。

５．

　

四ツ切像－ヨルモ所見ナクシテ培養陽性例

７例テ得タ、中２例ノヽ｢ツベルクリン｣反施陰性

者デアツタ。之等ノヽ初感染ニシテ未グ陽性韓化

テタとナイモノト考ヘラ1／ﾉﾚ。

６．

　

以上ノ成績拉二経験ニョリ、喀痰其他ノ材

料培養法・ヽ散千人ノ大團膿ノ検査二常ツテ極ｙ

テ有丿カーシテ且廣ク施用サルベ｀キ手段ナル事テ'

確信シタ。
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文

　　

献

1）熊谷，日新喬學．昭9, 23, 1.　2）熊谷，冶

療學雑誌．昭14, 9, 757.　3/熊谷．日本臨林結

核.昭15， 1,9.　↓）熊谷，肺結核ノ早期診μ1ヽ

具治療指針.昭15，金原書店．ｙ岡，．東北儲學

雑誌.昭14, 25, 142.　6ﾊ片倉，東北辨學雑誌･

昭14, 24, 255.　　7ﾉ高田，海軍軍醤雑誌.昭9，

23倦.3妓.

　　

8ﾂ岡・田村，結核昭13, 16. 5バ5.

り）岡・石川，第18同日本結核病學會演説.

　

10）

中村他７名，結昨昭1も17, 600.　　11ﾝ田村他

11名，第18同日本結核病學會演説.

　

12ﾝ星，

東北醤學雑誌.昭14, 25, 125.　13）秋月・星，臨

林内科．昭13, 4, 1.　1十）三神・熊谷，第18同日

卜結核病學會演説.

　　

15 Hiibschman, Die

Tuberculose d. Men sellen. Leipzig,1936, 9頁．

　

追加

　　　　　

熊谷岱蔵

我々･が早期診断二従事シ次第こ最モ早期ノモノ

サ取扱フヤウー－ナルlヽ赤沈反嘸モトソベいけり

ン」反底モ役二立タナ４様ナ場合二厘ｔ遭遇ス

ル様ニナル､、斯1･､7云フ場合ニハ培養法が最モ確

賓デアル。喀痰ラ集タルト云フ事ハ中々困難ナ

事ガアルガ、我かノ場合ユハ相手が訓練刊麿タ

教員デアツタノデ比較的ヨク集ノル事が出来タ

ノデアル。喀痰サ得シレナイ場合ニハ胃液ノ培

養ガモツト鋭敏デア几が、胃液ノヽ誰デモ採ルト

云フ譚二八行カナイ。

　

コレニ代ルモノlヽシテ昨

日我が教室カラ咽頭液ノ培養ノ話ガアヽソタゲ、

之等ハ喀痰培養二代ルモノlヽシテ我々モ大イユ

望レチ嘱シテヰル次ぶデアル。興味ヅ持タルヽ

人4･ノ試ミラレン事サ希望ヤル。

　

追

　

加

　　　　　　　

有

　

馬

　

英

　

二

「レントゲン」寫兵上無陰影者ノ喀痰中結核菌陽

性ナノレノ｀ゝ誠二注目一値シ重要ナル=コトナリ、

「ツ」反嘸赤沈反嘸が結核早期診断上價値少キー－

ヨリ「レントダンニ搬影二主リ･置ク可キコlヽ７年

来主張シ来リタルガ近来行・ヽレル集團検診二用

ヒラレル間接撮影ナドハ末グ進ル･ノ途上ニアリ

陰影ノ見逃シ叉ハ陰影現出ノ能率少キ篤ニヽヨリ

若シこレガ篤ｙニ陰ぶヲ･澄明セザリシ場合喀痰

二菌陽性トナリタリ1ヽ云フ結果サ生ズルガ如キ

場合ナシドヒズ、「レ」線像二陰影ナギフニ喀

痰中菌陽性ナル・Kア

　

タレノゝ佛國ノ厚着ニョリテ数

年前注射セラレタルに1ロナルガ故ニこレアル

ー信でルモ「し＼線編重ニモ特二注意ヲ･要フヽルコ

し緋ほ摘シ尚氏ノ喀痰検査ノ盛ン二行ハl／ンコ

lヽプ切丿望リ､ルモノナリ。

　

有馬･英､教授追加二對シテ

　　　　　　　　　　　　

今

　

村

　

荒

　

男

熊谷就役ノ菌二對人ルノ研究ニハ私ドモ大二敬

服ン菌二對い1,検喪ヲ･盆い‾fハーiヽバナラバヽ考

ヾ^へぺ゛

　

7､が有馬敦授が!ﾆt堕早期診断ニハ「ヽノ」反感

ヤ赤沈・ヽ役：ニ立タント云ハレタ事二於テノヽ異議

がアヽに‥､、個人検診二於テ集團検診二於テ早

期診断ノ定義内容二毛ヨリー･’ヽが「･ｿ」反感ヤ赤

沈が利用セシルベキモノデアリマシテ役ニタタ

ンモノデハアリマセン。無論ドソ」反掻陽性テ以

テ活動性テ云々ヤル事ハデキマセン、叉赤沈常

値が活動性結核ラ除外スルモノデハアリー･’セン

ガ、個人検診二於テモ集團検診二於ラモ綜合的

診断ノ１部分トシテ利用セラレー・･ヽ。Ｘ線＝－シ

テモχ線ニョリデノミ診断モデキー･’セヘ

　

ソコ

デ専門的二早期診断ニハ菌ニφ:キラ置ク1ヽ云フ

李lこ。’｀賛成デ≒

私ドモパボ｀リクリ」ニ於や如何二多クノ人が喀

痰ノ検査テ受ケズユ肺結核ノ診ぼヲ受ケテヰル

カテ知り大二遺憾トソヽル所デアリマー≒肺ニχ

線ニョル陰影力:ア･ソテ喀痰ノ塗抹標本ニテ検鏡

不可能ノモノモ境界一テ菌陽性ナルモノガアリ

叉喀痰が客出セザルモノニづ即侯含瞰液ヨリ菌

T石川・加藤・柳橋・太田＝宮城斬下學校職1リ800名二於ケノ1/喀痰ノ結核菌培養成績葛６蜻】
495
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●

－ － ･ ・ ＝ 心

ｦｰ培養シ得ルモノガ相常ニアリマノ、。と等ノ鮎

ヨリ見テモ菌謐明が如何二大切ナルカテ考ヘマ

ス。昨日モ私ノ宿題報;ドノ冒頭二於う=･結核ハ傅

染病ナリトシ像防こｰヽノヽ芯サ基調しいヽごキ事テ云

ツテ居リマシテ菌ノ澄明ヲ大二重要ナリト考ヘ

ー･・ス、シカシ私ドモガ喀痰ノ検査ヲー般二多ク

行フ事モ困難尹感ジーソ、、叉現在ノ日本二於テ

ノヽ菌培養テ盛ン行フ設備モアリーセヘ熊谷教

授ノ云ハlノルヤウナ菌培養ノミヲ以テ早期診断

ヲ行ヒ得ル事ハ将来５年位ノ間ニトテモ行ハレ

ナイ事デアリーこ≒他方二於テ多倣ノ無白畳結

核が我國二存在ベル而モ診断テ受グｆ居ラヌご

等二検診チ行フ時ニ、「ツ」反庖ヤ赤沈ハ利用セ

ラル・ヽごキデアリマ聡有馬教授ノヽ一般的ニ「ツ」

反庖ヤ赤沈が早期診断二役ニタヽント云バレル

事ハフ解二苦ミマッヽ。

早期診断初感染診断ヲ意味スルノデ・ヽナイト考

ヘー・ス故二早期診断ニハ現在ノ日本二於テ「ツ」

反庶ヤ赤沈モ利用フ、べ゛キモノトノ号へース。勿論

個々ノ場合二於ケ役二立タタ場合モアル事・･ヽ勿

論ノ事デアリー･・ノ、。

倚私ノ昨日ノ講演二際いレ間接撮影二就テ有馬

教授ノヽ苫心惨僧卜云ノiレテ居リマスガ私白身多

クノ「フバレム」ヲ検査テジマシテ大慌ノ見常テ

ツケルニハ左程困難ラ感ジベ・セン勿論縮寫像二

於テ小サイ病竃ハ出ナイノハ勿論デアリマヘ

早期診断が初感染ノ診断ノミニ限ルノデハナ４

カラ相常ノ病竃テ有ソ、ル者特二無白受肺結核テ

簡軍二登見･りレニ・ヽ利川セラル價値アリト居ヘ

マソヽ。佛國ニモ縮寫法ノヽyレントグし」寫真二於

テ20年ノ退歩グlヽモ云ツテ居ル人モアリマノ、

賓二不完全ナモノデソ、が集團検診殊二多人敷集

團二之ヲ行フ場合ニハ利用’いヽごキモノドかヽマ

ソヽ、現在ノ日本ノ結核像防ヨリ見う｀モ私ハサウ

考ヘマソ、、有馬教授ノヽ個々ノ場合二於ケル精確

度ヨリ考ヘテ云ノヽレタノデアリマセウガ、最初

二云ノヽレタ事刈誤解サ受ヶルカ4ヽ考ヘマシテ以

上中上ゲル次第デアリマハ。

【第18咎
‾ ‾ ‾

　

’ - －

　

今村教授二答フ

　　　　

有

　

馬

　

英

　

二

「ツ」反息赤沈反庖が結核早期診断二賓際上役立

タズ1ヽ云フニ非ズ、然シ「ツ」反庖陽性度高キ者

ノ£ニ患者尹見出スニ非ズ、赤沈度速進弼キ者

ノ£ニ患者数見セラレルニ非ズ、郎チ「ツ」反庶

モ赤沈モ早期診断上價値ナシド云フノヽ學問上ノ

事ナリ、賓際上偏重リ、可カラズト考フ。「l／ン

トゲン」撮影二於テモ間接撮影が役二立ダスト

云フニ非ズ、未グ不完全ナル鮎多ク今後ノ研究

改良テ要ソヽルヤ大デアル、之レテ偏重ノヽルlヽキ

無陰影者二喀痰菌陽性者が多クナル可シ、故二

間接撮影ノ如キモ之レテ偏重スルコトヲ･惜－ず

ル可カラズト云フ意味デアル。

　

今村教授ノ有馬教授二對スル原論二對シ

　　　　　　　　　　　　

熊

　

谷

　

岱

　

蔵

決シテ赤沈ヤ「ツベルクリヽご」反庖が役二立タタ

ト云フノデハナイ。役二立タス事ガアルト云ツ

タノデアル。赤沈値ヤ「ツペ｀ルクリン」反施ソノ

他理學的所見が何モナクテ喀痰中ニハ結核菌テ

出ﾉ、モノガアル。少量ナモノノヽ自然二治ツテシ

マフガ多散ノ聚落が繰返シ培養ニヨヽソテ讃明サ

レル様ナ者ハ必ズ肺結核ニナル。

　

叉「レントゲ

ン」像二陰影が顕著デモ培養陰性ナラ治癒シダ

Iヽ認ムベキデアル。田渫博士ノ才話シー「レ

ン1ヽゲり像ニヒド可愛化ガアツテー一向悪クナ

ラナイモノガアルト云ノヽレタガ、コレハ治癒シ

テ培養陰性ノモノデアルカラデアノ・。我カモ陰

影ハアツテモ培養陰性ノモノ●ヽ働カシテ好結果

ヲ得テヰル。斯ウ云フエ合二培養法。・ヽ済来赤沈:

反庖ヤ「ツベルクリン」反庶ノ代りニ廣ク用ヒラ

レル様ニナリノヽシナイカ1ヽ空想シテ居ル次第デ

アノレ。

　

追加

　　　　　　

楢林兵三郎

結核ノ初期診断ニ「レこ1ヽゲン」寫具テ利用幻レ

。・ヽ最モ必要ナル事ナレドモ治影ハ元来他愛的ナ

レドモ亦一方白魔的ナルモノナリ、故二集團検

診こ用ヰラルヽ間接撮影ノ如キハ其ノ讃影ニハ

充分熟練シタル特定人二常ラシノデレバ結果二

誤差テ来シ易カル可シ、赤沈反庖亦意想外二古
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来ル人モアル故、陸軍ノ検痰ニ｡ハ敬意テ表シテ

居リマフ､。

併シ束京ノ工場検診等デ｡ハ昨年モ痰テ出シテ貰

ヒタイト云ツテモ１人モ出サナカツタ、丁度昨

日今村君ノ述べ｀ランク通リデアツテ、都會地デ

其職二首ヲカケｆ居ル者デハ却カ農村ノ人ノ様

ニイカナイ、併シ賓際ハ大二此鮎二進歩ヲ･圖カ

ラネバナラタ事lヽ思ヒマス、東京市療養所デハ

健康診断二咽喉塗擦モ培養モ時カヤリマスガ、

－タ隨時ニヤツテ居ル1ヽ4フ程度デアリベ’ス。

クヨリ一般二庖用セラレ漸次践果テ得ツヽアリ

脚本此ノ機テ利シテ結核界二所謂心理療術者ノ

横行ナキ様結核経過ト精祚作用二開ノ､ル田津博

士ノ所説ノ明確ナル認識ヲ世人二典ヘラlノン事

ヲ･切望ソヽ、然ラデレバ彼等二利用セラレン事ヲ

恐ル。

　

追

　

加

　　　　　　　　

田

　

原

　

燎

　

二

東京デ健康診断ヲ･フヽルト喀痰中二菌ラ登見サレ

タカラトテ、診テ求メテ来ル人ノー番多イノ｡ハ

陸軍ノ人デアツテ、ソlノニハ最初ニハ病竃ガハ

ツキリシテ居ナクテモ、ソノ中二明カーナツテ



金渾市テ中心トスル結核家族検診調査成績

(本論文ノ要旨.ハ既二第18同日本結核病學會．'席上二於テ晋表゛Ｏ

(金深碧科大學大里内科教室大里教授指導)

(前石川餌立碧王園長

　

中島信一博士指導)
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竹

　

谷

　

幸

　

太

　

郎

内容抄録

昭和13年１月ヨリ同年11月二至ル期間二石川駆健

康相談所二来所セル結核患者周回ノ家族n 500 名二

検診ヲ施シタルニ「ツペルグりｙ」皮内反嘸ハ、特二弱

年者二於テ著明二高率ナリヅ事、叉該年齢群二於テ績

螢患者ノ牛敷以上アリシ事ヲ邁べ、次二結核性疾患罹

病者1ヽ其ノ感染源トノ開係二就キテ梢；詳細ナル訊

明ヲ試ｉ、績費患者ノ牛敷以上.ハ１年以内ノ感染源ト

ノ同居接鯛二依1･テ罹患ジ居ル事、及ビ結核家族ノ約

/2ハ績螢患者ヲ登生｡スベキ事ヲ警告シ、最後二下層

階級二於｀テハ感染源ヲ早期二既設ノ療養所二隔離収

容ン他方家族員及ビ周園ノ人々ニ健康診断ヲナシ特

二弱年者二何等カノ保護ヲ加フル事ハ結核ノ議防對

策樹立上、１日モ遷延ヲ許jスペカラザル此會問題ナリ

1ヽ結プ。

目

　　

次

　

緒

　

言

第１章

　

検診家族及ビ其ノ家族ｎ概況

第２章

　

検診方式･･

第３章

　

検診成績

　

第１節「ツベルクリン勺皮内反感成績

　

第２節

　

家族検診者中結核性疾患罹病者螢見率

　

第３節

　

結核性疾患罹病者1ヽ其ノ感染源トノ開

　　　　　

係

　

第４節

　

夫婦間結核

　

第５節

　

結核性疾患罹病者／感染源トノ同居期

　　　　　　

開観察

第４章

　

号

　

按

　

第１節「タペルクリこ／」皮内反塵成績二就キテ

　　

第１項

　

學童期前二於ケル｢クペノ1/･グM ｙ｣皮

　　　　　　

内反塵

　　

第２項

　

學齢期児童一於ケル｢ツペルクリソ｣

　　　　　　　

皮内反塵

　　

第３項

　

學童期以後・｢ツベルクリゾ｣皮内反

　　　　　　

塵

第２節

　

結核性疾患罹病者ノ我見二就キテ

　

第３節

　

結核性疾患罹病者1ヽ其ノ感染源トノ開

　　　　　

係二就キテ

　

第４節

　

夫婦間結核

　

第５節

　

結核感染源1ヽノ同居期間観察二就キテ

第５章

　

結

　

論

　

引用文厭

緒

　　

言

結核症,ハ結核菌二依リテ起ル事ノヽ言ヲ侯タザル

トコロデアルガ，従来ノ諸報告二嫁lノバ成人ノ

90％以上,ハ結核ノ感染テ享受スト云フ。卸チ人

額ノ凡テハ早期結核二感染ソヽ－ヽごキ運命二在ル1ヽ

云ヒ得ル。

結核感染ハ濃厚ナル結核菌雄二頻同ナル結核菌

ノ侵襲ノミー・基因スルモノデハナク、遺傅的

素質及ビ生活環境モ開呉々レモノト解シ得ル

モ、結核菌ノ濃度、頻度ノ上昇おレニ従ヒ、感

染尹早ムル卒ヲ高八延イテノヽ結核病ノ登病二

作用ノヽル有カナ･l,一因子トナリ得ルコトハ凝義サ

挾ム緑地モ無ク、彼ノ結核家族内ノ感染襲病が

竹谷＝金洋市ヲ中心トスル結核家族楡診調査成績 【第18巻498



他ノ家庭内或ノヽ家庭外ノ夫1／ニ比シ、著明二大

ナリシトフヽル先人ノ報告ハ、如賓づとヲ'賓讃フ、

ルモノデアル。

家族内傅染二就テ｡ハ夙― Romberff, Hedecke,

Brinkmann, Hillenberg, 遠膝、紙野、税所、

平尾、山鳥氏等ノ調査報告アレドモこ等ノ殆ン

ド叱テハ患者ヨリ聴取セル家族歴り基礎トシテ

調査セシ報告ニシテ、家庭内ノ患者ノ周園ノ人

々ニ就キテ篤セル検診印]チ周園検診ニハアラザ

リキ。然ルニ最近｢ツベルクリン｣反嘸ラ施行シ

テ結核家族感染状況ラ窺ハンしいレモノニde

Benedetti,新井、鈴木、土橋、西野、西村、堀越、

谷内、奥野ノ諸氏アリ。叉Ｋａｙｓｅｒ-Ｐｅtｅｒsｅｎノヽ

1937年Ｘ線二依ル集團検診ヲ報告セリ、。藤井

ハ開放性肺結核患者周園ノ家族検診二就キテ精

細ナル疲表サナストコロアリ。斯クノ如ク漸次

集團的ナル検診二就キテ詳細ナル検討が試えラ

レツヽアルニ至りタル事ハ結核ノ早期稜見、早

期治療二寄輿いレ1ヽコロ絶大ナルモノガアリ飲

會醤學上同慶二堪エデルlヽコロデアル。

本報告ハ昭和11年１月ヨリ同年11月迄二石川

照健康相談所二於テ登見シタル結核患者チ中心

トヤレ家族全員ノ検診調査成績デアルガ結核病

防過對策ノ樹立上、稗盆ソヽルトコロアランカ小

輩ノJ次ビトフヽル1ヽコロデアル。

第１章

　

検診家族及ビ其ノ家族員概況

昭和I3年１月ヨリ同年11月迄ニ石川瓢健康相

談所サ来訪セル結核患者周園ノ家族員拉ニ訪問

家族員合算5OO名(男子227､女子273)ニ楡診サ

施行セルモノデアルガT、経済栽態調喪ノ結果こ

検診家族ハ調査ノ都合ヽ上、金滓市拉二其ノ近郷

二在住･いレモノニ就デノミ之サ賓施シ世帯總倣

139－及ベリ。

家族員ノ年齢ハ１歳ヨリ60歳代二及ビ、１世帯

ヨリ少キノヽ２ ?;多キ丿ヽ８名ノ家族員二對シ全部

相談所二家所リ･とフテ検診セリ。

第２章

　

検診方式

型ノ如ク職業､既往症､家族歴ラ問ヒ払核感染源

トノ接鯛状態拉二同居期間二就キテハ特一カリ

入レ刊琲

透視一及ビ最後ニ｢ヽツベルクリン｣皮内μ嘸り･施

行セリ。検痰ハ遺憾乍ラ少倣ノ家族員ニノミ行

ヒ得タユ過ギザリキ。

(ツペ）レクリン｣皮内反吃ハ･れ京傅染病研究所製

荊2000倍稀憚溶液0．１ｃｃヲ前勝内側皮内二注

射シ48時間後一之テ判定シ、判定基準ハ阪大

今村内科政室二準嫁シ、登赤直径5－10mmサ

(十)、11－20mmサ(廿)、21－30mmテ(併)、

31mm以上ヲ(冊)トナシタルモ、４ｍｍ以下ハ

無反憲(－)ノ内へ算入セリ。

　　　　　

第３章

　

検診成績

第１節

　

にﾂｰヽごﾉl・クリン＼波内反吃成績

第１表二示スガ如ク年齢ラ分劃シ、各分割群二

於ケル陽性率サ比較観察っレ時八年歯ラカnペダ

ル群二漸次高率1ヽナリ結核家族以外ノ一般人ノ

年次的遮噌ト何等異ナル黙ナキモ、O－4歳二至

ル乳幼児或ハ學齢期年齢群二於ｊ･著シク陽性韓

化ノ早期ナルヲ認ｙ得べ｀シ。

竹谷＝公深巾ヲ中心トスル結核家族瞼診調査成績第６妓】 499
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. - . 同 皿 皿

第１表「ツペルクリｙ」皮内反塵成績

印]チO－4歳群二於テ43．4％、5－9歳群二於テ

65．3χ、10―14歳群二於テ77.9%、15―19歳

群二於テ74;3％、20―24歳群二於テ81．3忽

25―29歳群二於テ87．0％、30歳以上ノ群二於

第２節

　

家族楡診者中結核性疾患罹病者発見率

家族検診者500名中80名印チ16％ニ結核性疾

患罹病者ヲ脅見セリ。其ノ内鐸ヲ観ルニ肺結核

第２表

　

結核性疾患病類別

【第18巷

･、ハソベルクリyj

　｀へ、皮内反胞

年齢及レヘ、

　男女別宋ヽ

　陰性者

‥　一一　一一　一一

　　＝｝

陽　　　　性　　　　　者
桧　診
總人員

＋ 十十 併　　冊　　　小　計 ％

ぃ{D7 16
14

２
１

３
３

６
４

２
２

４
３

13

10
23 43.4　i　53

，　　男　51
;)‾9{女　50

16
19

１
５

16
16

14
7

35
31

66 65.3 101

1←1ﾊﾞ]い1
13
8

４

↓
22
13

13
8

２
８

41
33

74 77.9 95

15－19慢?? ９
９

４

２
　9

17
３
５ 　1 11

17
35

52 74.3 70

･,一匹;:jML; ０
６

３
１

４
９

２
３

１
３

10

16
26 81.3 32

25―29‘{j71　　1?; ０
３

２
０

４
８

０
４

１
１ 　713

20 87.0 23

一行字3 　２・５
　8

23
18
21

14
15

　8
12

48
71

119 94.4 126

笹_．　　男227
副{j女273

56
64

24
36

76
87

52
46

19
40

171
209

380　　　１　　76.0　　j　　500

テ94．4％ノ陽性率ヲ･認ノタリ。總人員平均陽性

率ハ76％ニシテ｡男女平均陽性阜ノ差ハ殆ンド

認ｙ難シ。

40名ｒ８氷)、肺門淋巴腺結核(腫瘍型、炎衝型)

14名(2.8ダ)、肋膜炎(惨出性肋膜炎７名、肥厚

ダ、､、病順
年齢｀、．_

　及性別　‾｀ヽへ、、

肺　結　核
肺門淋巴腺
結　　　核

肋　膜　炎 腹　膜　炎　　計（％） 橡診徳人ａ

←づ ３
０

１
１

１
０

０
０

6(11.3) 53

一行
４
１

↓
２

２
４

１
０ 18(18.0) 101

10-14{5
６
５

３
２

２
１

０
０ 19(20.( ﾚ･　　　　95

15―19¦で
２
８

０
０

２
１

Ｏ　　
　’

１
14(20.0) 70

20―24¦男
　　　　女

３
３

０
１

１
２

０
１

11(34.4) 32

25-2911『 ０
０

０
０

０
１

０
０ 1( 4.3) 23

尚俘
０
５

・　　　０

　　　　０
１
５

０
０ 11( 8.7) 126

計 40 14 23 ３ 80
500

検診總人員二
對ごスル％

８．０ ２．８ ４．６ ０．６ 16.0
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一 一 一 一 一

性肋膜炎16名J23名(4.6が)、腹膜炎３名<0.6

‰－シテこサ年齢的二観察スレバO－4歳群が

11.3矢、5－9歳群が18．0％、10―14歳群が20．0

χ、15―19歳群が20．0％、20―24歳群が34.4

％、25－29巌群が4．3χ、30歳以上群が8．7％

ニ常リ、所謂結核年齢期ト蘇セラルヽ15―24

歳二於テ最高ノ罹患敬テ示シ叉孚L幼見、弱年者

ノ罹患率モ相常二頴著ナ･いｦ･認ム､、

第３節

　

結核性疾患罹病者ト其ノ戚染源トノ開係

凡ソ結核性疾患罹病者ヲ･登見セシ場合二其ノ疾

病が那逡ヨリ感染シ登病セシヤテ決定スルニハ

時トシテ多大ノ困難二遭遇シ、或ハ不可能ノ事

賓ト云。’｀デル’゛ガラス。

然レドモ或ル結核患者ヲ･登見セシ場合二其ノ感

染源テ追及スルー1トニ依リ、家庭内二現存或､ハ

第３表

　

結核性疾患罹病者ト其ノ感染源トノ開係

余.・ヽ感染源ヲ大別シ、第３表二見ルガ如ク、

父ヽ母ヽ兄姉、弟妹、夫ヽ妻、其ノ他トナセル

モ、其ノ他ノ項ニハ組父、組母、交遊間ノ結核

患者、學校二於ケル結辣教師テ包含セシフタル

モ、岨父岨母ノ結核源タリシ場合が大多敷ノ８

-

‐

・

　

Ｉ

　

Ｉ

501

25歳以上二罹病者ノ低率ナノレノゝ成人間二誉-・

ルヽ外的再感染ノ比較的稀有ナルサ物語ルモノ

デアラ≒男女別二考察スレバ肺結核二於テノヽ

男子18、女子22.肺門結核二於７・ヽ男子8、女

子6、肋膜炎二於テハ男子9、女子14、腹膜炎

二於テノヽ男子1、女子２－シテ計36:44、印チ雨

性間ノ疾病罹患率ハ女子二於テ梢ｌ優勢ナリ。

遡り刊

一家庭外二於テ常二交遊ノ機影典ヘシ結核患者

ノ有リシコト八日常屡ｌ紹i験ノ､ルlヽ゛1ローシ

ヤ、殊二幼年、弱年二於テ結核性疾患ノ罹病テ

殼見シタル時ニハ、極力其ノ身辺二感染源サ追

求゛7ヽベキナリ。

｀｀へ、　感染源肘
年齢　　　　　　　　父
及性り1

二 緑 兄姉　　弟妹　　夫　　　妻 子供　其ノ他 計

←引 ２
０

３
０ ０

０
０
０

０　　　　０
Ｏ　１　　０

０
０

０
１ ?戸

回倚 ３
０ １

３
↓
１

０
０

０
０

０
０

０
０

３　八1　，
3　　1　　7}1び

10―14¦でl １
１

3

1?

７
３

０
１

０
０

０
０

０
０ ７　千野19

15一一19{]k １２
０
０

２
６

１
０

０
０

０
０

０
０ ２　ゾい

20－2411 １
１

１
１

１
１

１
３

０
１

０

０ レ　　レ　牛1
25―2べ晏 ０

１
０
０

０
０

０
０

０
０

０　　　　０　　ｌ　ｏ　ｉ　ｏ　１
０　　　　　　０　　　　　　０　　｀

　　?

尚傑 ０
０

０
０

０
１

０
１

０　　１　　１　　　　０　　　　０　　・　１
６　１　　０　ｌ　ｚ‘　ｏ　レ1≫"

計 13 14 26

　　　ｉ　　　　　　ｉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ

７　　　：　　　「７　　　１　　　　１　　　１　　　　２　　　　　　　１０　　　１　８０

罹病者80名二

對jｽﾉ1ﾉｦぶ
16.2 17.5 32.5 　　　　ｌ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ　　　　　　・８．８　，　８．８　１　　1.2　　　乙5　　　1乙5　　100.0

　　　　l　　　　i

機器徳人員､ニ
對ｊ

２．６ ２．８　　　ｊ　　　　　　　　ｌ５．２　１　１．４　１　１．↓　　０．２　　０．１　　　乙0　　16.0

ヲ占メ居レリ．

雨親ノ敦レカ一方尹感染源トいレ場合が罹病者

80名二對シ、33.7乙(検診總人員二對シ･５．４ソ

サ占べ兄姉ヲ･感染源トセル場台ヽヵ'32.5% (5.2

㈲)、弟妹サ感染源トセル場合が８．８ソバ1．4ツづハ．



502 竹谷＝金深市ヲ中心ト.スル結核家族検診調査成績

妻が夫ヲ感染源トセル場合が8．8％(1．4％)、夫

が妻ラ感染源トセル場合が1．2％(0．2匍、子供

が感染源トナリタル場合が2．5％(0．4χ)、其ノ

他が感染源トナリタル場合が12．5χ(2χ)ニ

雷レリ。郎チ雨親兄姉岨父岨母予感染源トスル

所謂下行性感染(descendierende Infektion)ニ

依り登病セシ場合76．2％(12．2％)、弟妹子供ヲ

感染源1ヽスル所謂上行性感染(ascendierende

Infektion)ニ依り贅病セシ場合が11．3χ(L．8

【第18巻

Ｘ)デアリ、下行性感染登病對、上行性感染登

病ノ比ハ６．７：１ナリ。

夫婦間結核ノ感染源比ハ８．８：1.2 IPチ夫ノ感

染源トナリテ妻ノ登病セシ場合が其ノ反對ナル

場合ノ約７倍二柑富゛セリ。

總鱈的二観タル夫婦結核八次節二譲ル事1ヽス。

年齢的二見テO－19歳迄ノヽ下行性二感染登病テ

見シモノガ大部分ヲ･占ム。

第４節

　

夫婦間結核

蓋シ夫婦間結核二就･1テ其ノ感染系路ヲ決定ス

ルニハ非常ナ無理ヲ伴フ事アルノヽ論ズル迄モナ

キ事デアリ、成人二於テノヽ小兄、學童朋二比ス

レバ活勤範関ノ収汎ナルコト生活様態ノ複粧セ

ルコトハ取不直配遇者以外ヨリ新病竃ノ襲生ヲ

促サレ或ハ潜往性病竃ノ再燃テ誘我サレ得ル機

會’テヨリ､多ク貨へラル、コトこナリ得ルo

錨着スルトコロ配炳者間ノ感染系路ノ決定ハ甚

グ祖誰ナルヲ竟1ノナ４ガ、夫婦ノ勃レカ一方ガ

粘核ノ臨詠症欣ヲ晋現スルコトニ由リテ他ノ一

方ニ濃厚ナル菌ノ撒布ラナシ或ハ精紳上経濤上

多大ノ衝動テ禽フル事ガ直接間接登病ｦ･１ﾌ､==l

　

ドハ想像スルニ難カラズo以上ノニ考察方法ヨリ

余ハ臨林症候ラ早期ニ晋現セルモノヲ夫婦結核

ノ感染源ト見倣シタ,、

1）夫ガ肺結核患者デアリ妻ノ結核性疾患ニ罹

患セずリシ場合27例

2）妻ガ肺結核患者デアリ夫ノ結

登病ヲ誘導セリト推察セラ1ノタリ。

次二夫等症例ノ漑略テ示サン。

症例其ノ１

　

夫黒 58歳ド肺結核

　　　　　　

妻

　

某(52歳)肺結核

　

夫ハ約１年前ヨリ咳楸喀痰登熱アリ病鉢二臥

　

セシガ死亡セリ1ヽ云フノデ訪問家族トシテ健

　

康診断二来所、Ｘ線透視ノ結果妻､ハ右肺上葉

　

二於テ鎖骨部ヨリ第２肋間－デ軟陰暦ヲ認丿

　

得タガ１ヶ月以来ノ倦怠感ノ外何等異常テ訴

　

ヘナイ。

備考 長男某(33必

　

出征中

長男妻某(28歳)右肋膜肥厚

孫

　　

某(5歳)マ氏反恵30×40mm

孫

　　

某(3歳)マ氏反恵35×45 mm

　　　　　　

一一
症例其ノ２

　

夫

　

某（35歳）肺結核

　　　　　　

妻

　

某（23歳）肺結核

　

夫刈

　

救員トシテ働キ一見健康議二見受ケラル。健

　

康相談二来所セルモノデアルガＸ線透硯上雨

　

側上葉浸潤ナリ。ガフキー氏表Ｖ琥。

妻ハ最近２ヶ月前橿妻トシテ迎ヘラレタルモ

ノデアルガ来所ラ求ｙｘ線透視ノ結果右下葉

-・相常著明ナ軟陰肩像ヲ１

見健康薗ト思ノヽルヽ結核患者ヨリ罹病シタル

症例ナリ。

因えニ先妻トノ間－10歳、８歳、６歳、４歳

ノ４人ノ子供アリテ汲レモー氏反庖陽性、特

ニ８歳男見二於テ右肺下葉浸潤テ認ム。
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夫

　

某（37歳）肺結核

妻西 （34歳）肺結核

　

夫ハ７ヶ月来肺結核ニテ臥林中ナルタｙ一家

　

ノ健康相談二爽所セシモノデアルガ妻ハＸ線

　

透視上右上葉二軟陰暦テ認ｙ且ツ右肋膜肥厚

　

セルザ見ル。15年前右肋膜炎二罹患フ、。奇異

　

二感ゼラルル事ノヽ雨者間ニ９歳、７歳、。４歳

　

ノ３女が有ルガー氏反施ノヽ凡テ陰性ナリ。

　　　　　　　　

一
症例其ノ４

　

夫

　

某ぐ40歳）肺結核

　　　　　　

妻

　

某（31歳）肺結核

　

夫ハ数年来肺結核二罹病中死亡セルタノ健康

　

診断Ｘ線透視テナシ雨側上葉浸潤ナルコトテ

　

知レ昿白受的症状ナシ、。

　

’

　

雨者間ノ９歳、６歳女見－氏反庖陽性ナリ。

症例其ノ５

　

夫

　

某（50歳）肺結核

　　　　　　

妻

　

某（42歳）裔諾崇:性

　

夫ハ17/Ⅲ、次男（10歳トハ10/IV、共二肺結核

　

－テ死亡セリ。妻ノヽ10/IV来前胸部疼痛、全

　

身倦怠感、咳楸、喀痰、盗汗テ訴へ居リ9/V

　

来所セリ。Ｘ線透覗上左惨出性肋膜炎ニシテ

相常量ノ瀦溜液アルテ認ム。心肺が疾病刊

感染源トノ同居期間が冊病ト不可離ノ開係二在

ル事ダ｀容易こ首肯シ得ラルベジ。

或

>lil≫

　　

第４表

㎜
源以外二結

同

　　

居

　　

期

　　

間

1―12ヶム月
1－4ケ
5－8ヶ
9―12ケ

月
月
月

13ヶ月－24ヶ月
--
25ヶ月以上

罹病者ヲ出シ･タル世帯

世

　

帯

　

敷1平均同居期間
O
Ｃ
　
ｌ
.
Ｏ

　
　

１

１９

--

１９

一一

　

３

一一

Gこ↓

15ヶ月

‐

‐

－

ｊ

―

―

－

－

Ｉ

Ｉ

　　

ｍｍ。

症例其ノ８

全世帯二
對ヌル％

　

5．7

11．0

13.6

30.3

-
13.6
-
2．1
-
46.0

第５表

　

世帯別二観タ績晋患者敷

平均同居期間

13.3ヶ月

503

仝世帯二
對ヌル％

}

41°0

７．２

－－

　

５．８

一一

5↓．0

　

登セリト考ヘラルヽ好例ナリ。

症例其ノ６

　

夫

　

某(65歳)肺結核

　　　　　　

妻

　

某(44歳)左肋膜肥厚

　

夫ハＸ線透視上右肺尖部ヨリ中野二亙レル結

　

核性浸潤テ有フ、。妻ハ結婚後左側惨出雅肋膜

　

炎ヲ経過シＸ線透視上左側肋膜肥厚ヲ･認ム。

症例其ノ７

　

夫

　

某(27歳丿

　

肺結核

　　　　　　

妻

　

某(30歳)雨側肋膜肥厚

　

夫ハ３年前ヨリ肺結核二罹患シ最近二至り下

　

痢便テ訴へ臥林中、妻ハ２年前二肋膜炎二罹

　

患フヽ。Ｘ線透視上雨側二肋膜肥厚ヲ認ムルノ

　

他、肺内二著憂テ見ズ。

　

脚本長男５歳ハ４ヶ月来咳瞰テ訴へＸ線透提

　

上右肺下葉二浸潤ヲ認ｙ得。－氏反嘸20 ×20･

夫

　

某(38歳)右肋膜肥厚

妻

　

某(26歳丿

　

肺結核

妻ハ約１年前ヨリ肺結核二罹患中死亡セリ。

訪問家族二属シ夫ハ４ヶ月前二右肋膜炎二罹

患シ、Ｘ線透視上右肋膜肥厚ラ認ノ･タリ｡、

第５節

　

結核性疾患罹病者ノ戚染源トノ同居期間観察

殊ニ「ツベルクリン」反庖陰性ナル弱年者二於デ

ー・ヽ同居期間ノ長短一比例シテ感染乃至登病布ノ

結核感染源トノ同居期間観察

源以外二結核性疾j
罹病者ヲ出サヽ’ル世帯

世

　

帯

　

斂

　
　
　
　

ｌ
Ｏ

Ｔ
Ｌ
ｒ
Ｌ
Ｌ
Ｊ

10

一一

　

8

--

75

世　帚　徽 世帯数内洋 全世帯(139)ニ對ヌルぢ 績我思考 績晋患者總徽

l　　50　　　1　　　　　36.0

　　　　　　1

１　　　　　１　　　５(ﾊ

6↓ 12 ８．０ り－ 　　ｽﾄﾞ0

-
２ １．↓ ３
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愛化いレハ浩然ノ事デアリ佛蘭西二於ｔル結核

橡防對策トシテ感染ノ虞レアル健康見童ヲ危瞼

ナル環境ヨリ隔離シグラごシエ氏創案ニナレル

ひ村家庭委託が行ハレ居ルガ該施設後ノ成績ハ

頗ル良好デｉリ結核父母ト同棲'いレ見童ノ死亡

率40エナリシモノガ其ノ後0．1％ニ減ゼラレタ

トナソヽ報告二由リテモ其一端サ窺ヒ知ルベシ。

斯ク同居期間が発病二重大ナル開聯ラ有ソ､ルモ

ノデハレガ、賓際問題トシテ同居期間ラ如何ナ

ルエ合二規定フ、べ゛キカーハ至難ナル事デアリχ線

的農病ハ臨林的政病ヨリ以前二遡ルテ通例トス

ルモ水検診ハ政病常初二施行シ居ヤシザル限リＸ

線的稜病ヨリノ同居期間サ考察スルハ不可能ノ

事ナリ。｡只臓密ナル問診-７基礎トフ、ル患者ノ陳

述二依ルノ他ナシ。サレバ余ノ検診二於テノ呵

楸、喀痰、有熱感、盗汗等ノ諸種臨林症状発現

期以東ヲ･便宜上ノ同居期間ト考ヘタリ。叉訪問

・ ¶ ■ 〃 ㎎ ㎜ ¶ ■ － Ｊ － ． － － － Ｗ － ． - ふ ー － 一 一 一 － －

【第18巻

家族ノ場合ニハ死亡患者二咄翁ヘルモノニ就キ

テ之ヲ･聴取セリ。

同居期間ヲ１ヶ月－12ヶ月、13ヶ月－24夕月、

25ヶ月以上ノ三ツニ匪分シ、１ヶ月－12ヶ月ノヽ

更二之ヲ･1－4ヶ月、5－8ヶ月、9―12ヶ月ト

細別シテ観察セリ。

卸チ１ヶ月－12ヶ月感染源1ヽ同居シ績貸患者

ヲ出シタル世帯散が42、人員50名、１年以上

２年以内が同ジク19、人員24名、２年以｣1が

同ジク3、人員６名ニシテ１年以内一績貸患者

ヲ･出シタル世帯倣拉ニ１年以内ノ績貸患者数ハ

略ｔ仏二相常セリ。

　

要之余ノ結核家族検診二

於テノヽ全開帯139ノ内64郎チ約牛数が早晩績

貨患者ヲ･出シ、且ツ結核性疾患罹病者80名中

50名郎チ槙貸患者ノ略ボ2/､ノヽ１年以内ノ感染

源トノ同居接調二依リテ焚病セシポガ察知セラ

レタリ。

　　　　　　　

第４章

　

考

　

按

第１節

　

うべｙクワン勺皮内反鹿.成績二就キテ

青年期乃至青年期以後ノ｢ツ・ヽごルクリン｣皮内反

嘸成績ハ兎モ角1ヽシテ、結核家庭二生ヲ･享ケシ

乳幼児、學齢期見童二於ケルトソベルクリン｣反

態陽性率ノ高卒ナル事ノヽ既二述・ヽごシ1ヽコロデア

ルガ、結核未感染期二在ル斯ル年齢群が結核感

染ヲ受クルニ最モ好條件二置カレタル場合、比

較的早期二感染スベキハ理ノ常然ト云ハサ）レベ

カラズ。 de Benedettレハ胴親若クダヽ家族二開

放性結核テ有フ、ヽ31貧困家庭ノ乳小見55人サ

検シ、其ノ内50人が｢ツベルクリン｣反嘸陽性

ナリシト云フ、、叉鈴木ハ｢ツ｣μ嘸陽性見ノ約1ん

ノヽ其ノ家族二結核性疾患有リト云ヒ、土橋教授

｡・ヽ40人ノー･’氏反礁陽性見中11人ノヽ家族二結核

性疾患有リキト云ヒ、新井ハ束京市某小學校虚

弱見童検査二依リテＸ線上106ノ結核患見中44

人(41．6％ノエ家族内二感染源有リ1ヽ云ヒ奥野ハ

保健館二於テ｢ヽｿ・ヽごルクリン｣反恚ノ結果ノ判明

セル行、5700人二就キ家族ノ結核歴ノ有無ニ

第６表

　

結核家族歴ノ有無ト｢･ソ｣反吐

　　　

陽性半トノ関係(奥野)

年　齢 家族層ヲ有．ｽ
「ッ」反咆陽性率０ぶ）

家　族　歴　無　ジ
｢ッ｣反咆陽性率(％)

O－1 20.0 ０．６

1－2 63.6 ５．３

2－3 62.5 12.1

3－4 76.0 14.8

4－5 73.9 20.8

5－6 60.0 17.3

依リ２群二別チ、其ノ｢ツベルクリン｣反恚ヲ調

査セシ結果ノヽ第６表二示スガ如タデアリ其ノ差

ノヽ幼キモノ程著明ナリ。

以上述・ヽ

生活スル事ノ有無が殊二弱年者二於テ結核ノ感

染二深甚ナ・影響ヲ･輿フル事テ教フルモノデア

余八年齢群サ學童期前(１歳－6歳)、學童期(７

歳－14歳八學童期後(15歳ヨリ以上)ノ３期ニ
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分チ各々ノ｢ツベルクリン｣反感二就キテ順次項

ラ追フテ考按ラ試ミントス。

　

第１項

　

學童期前二於ケル｢ツベルクリン｣

　　　　　　　　

皮内反感

余ノ成績ハ１歳ヨリ６歳二至ル男見50名中27

名、女見38名中21名が｢ヽソ｣反感陽性ニシヘ

88名中48名が陽性二糖化シ、陽性率約54.5%

ナリ。

　　

第７表

　

學童期前二於ヶル｢ツベルクリソ｣

　　　　　　　　

皮内反喉

陽目ｔ{影3=班
-一

排

に叫釧琵班

Ｉ

Ｉ

27
211

　

48

一一
2j二o

17

一 一 ・ -

54.5

505

結核家族ノ學童198名中マ氏反.嘸陽性者139名

郎チ70ヅノ陽性卒ご殆ンド同値ナルヲ'認丿藤

井ノ６歳ヨリ15歳二至ル結核家族見童193名

中172名卯チ89．TL％ノ陽性卒二比ソヽレバ梢ｔ

低率ナリ．

然ルニ之ヲ一般學齢見童ノー・氏反忠陽性亨ト比

較對照セッニ野津ハ東京京橋匪ノ一般吊童ノ

｢ツ｣反庶陽性亨38.14が、金井ハ30．8％、有馬

ノヽ42％、野村ハ36.24%、吉見、松田が昭和８

年令厚市内某小學校通學児童及ビ少数ノ幼碓園

見童男女計587名二就テ調査セシにツベルクリ

ン｣尽忠陽性者ハ243名ぐ41．4％)、伊阪ハ純農

村學童ノ陽性亨16．88％ナリキト報告セリ、．以

上ヲ要約フ、ルニ結核及ビ非結核家族學童間ニー

氏反忠陽性亨ﾉ.著シキ差ノアルハ明力1ヽナリタ

ルモ結核家族學童二於テハ約70名内外ノ陽性

亨子示ソ､モノト云フ・ヽこjク、逆ニ70χニ近キ學童

ノー氏反忠陽性韓化尹示シタル場合ニハ夫等家

庭ノ内二多数ノ結核患者ノ存在スベキフ1トガ像

想サレ得ルｏ

第１項ト第２項トサ總括シ１なヨリ14なニ至

ル検査人員249名中、163名郎チ62几ノ陽性率

尹示シタルモノデアルガ、第１圖二見ルガ如ク

第１圖

　

一般家族卜結核家族トノ｢ツペルワリソ｣

　　　　　　

反鹿陽性:ヤノ比較

一般家族

１
９
｀
り
ａ

　
　

４
”
ａ
β
り

１
↑

結核家防卜７

●=

　

●=●

●

　

Ｓ

● ● ● ● ● ●

● - -

・

　

９

●

●

● - - 一 一 ●

Si・gmund (Berlin, 1909)
Taylor (Iowa、1930)
Dickey and SeitzぐSan

Francisco, 1930)
栗山(東京、1931)
浦島、太田(長崎、1932)
田川(長崎、1935)

竹谷(金深、1938)

↓
１

濠井が２歳ヨリ５廬二至ル結核家族ノ男女見54

名中41名印チ75.9匹ノ陽性率二比較フヽレバ感

染率ノ劣レルザ見ルモ、こラ他ノ一般家族ノ孚し

幼見ノ「ツ」反憲二比ソ､ルニＬｏｅｗｙノ２歳ヨリ

･6 1/2歳二至ル1550名ノ小見二就キピルケー氏

反嘸ヲ･検シタル成績ハ平均14．8Xが陽性、寺

尾、新井、竹内、膝村が昭和８年東京市大塚健

｀康相談所二来所セシ１歳ヨ'リ５歳了デ/ 518人

二就キテノマ氏反庖陽性率ハ、20．4％、田川･が

小児科入院一般患見二就キ１歳ヨリ６歳一・デノ

517名ノ陽性率ハ15．4％デデリ、余ノ陽性率二

比シ多大ノ懸隔アルテ知り得ベシ。

　

第８表

　

學齢期児童二於ケ｢ﾉ1／ツペル々リゾ｣

　　　　　　　　

皮内反感

　　　年　詮長汀
７ ８ ９10 11 12 13 14

小

計
計 陽性巾

回にli佳ａ
６
６

７
８

７
３
13
7

７
６

７
８

７
９
62
53

115
71.4％

陰　性{男り　　一女ｊ５
４
４

２
７

３
１

２
５

２
０

４
１

２
１22

24
46

　　　　

第２項

　

學齢期見童二於ケル

　　　　　

｢ツベルクリン｣皮内反感

余ノ成績二依レバ７歳ヨリ14歳二至ル男子學

童84名中62名、女子學童77名中53名卸チ男

女計161名中115名ノ｢ツ｣反塵陽性者アリ。

71．4％'ノ陽性率テ示シ、之ラ西村、堀越、谷内ノ
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大略年齢的二陽性率ノヽ上昇セリ。

｢ツベルクリン｣反恵ノヽ其ノ方法二差異アルガ故

二正確ナル比較ノ不可能ナル事ハ勿論デアルガ

西村等ノ報告ダヽ2000倍｢ツベルクリン｣皮内反

恵二依ツタモノデアリ結核家族ノ15歳以下ノ

　　　

第９表

　

結核家族歴ノ有無ト｢ツ｣反感

　　　　　　

陽性率トノ開係(奥野)

年齢群 家族歴ヲ有内家族歴無　シ
｢ッ｣反鹿陽性率(ｙ｢ッ｣反吃陽性丹原ぶ)

O－4　　64.6十４．８　　　　　９．３十１．１
　　　　　　　－　　　　　　　　－

5－ 9 1　　77.4十7.5　　　　22.1十３．０
　　　　　　　－　　　　　　　　－

10―14 ・　　80.9士6.2　　　　70.0士８．３

15―19　　90.6土2.5　　　　63.↓±1.8

20―24 1　　95.3±1.8　　　　77.0±1.7

25―29 99.1土0.27　　:　　81.8士１．４

30―34　　100　　　　　　　　″ 82 .6十１．７
　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

35―39 1　　98.3十1.29　　　　86.6十１．８
　　　　　　　　－　　　　　　　　－

40―44 1　　93.3士3.7　　　　88.7士２．３

45―49　　　94.9士3.5　　　　　85.6±2.5

50→　　　　99.0十9.7　　　　　80.9十1.↓
　　　　　　　　　－　　　　　　　　－

全　部　　　91.5士0.96　　　　　64.5J0.68

【第18巷

乳少兌310人ノ陽性者散､ハ199人m%)アリ殆

ンド余ノ陽性命二合致セリ。

狗ホ余ノ１歳ヨリ14歳二至ル結核家族ノ乳小

見ト非結核家族ノ15歳未涵ノ乳小見二就テナ

セル先人ノ｢ツベルクリン｣反忠ト列

便ナラシムルガタノ‘ニ(第１圖)田川論文ヨリ引

用セリ。

　　

第３項

　

學童期以後ノ｢ツベルクリン｣

　　　　　　　　　

皮内反感

學童期以後ニナレバ下層階級二於テ・ヽ直チュ祗

會人トシテ努働二従事セネバナラタ立場二置カ

レ居ル開係上種々ナル家庭外非衛生的條件ﾄ相

倹ツテ家庭感染ナリヤ済タ叉家庭外感染ナリヤ

テ決定幻レニハ困難ナ事デアリ、従ツテ結核家

族バツ｣反忠陽性命ヲ論ズルニ常ツテノヽ其ノ意

義タルヤ浅薄タラデルヲ得ナイ。余ノ學童期以

後バツ｣反庶陽性卒ト第９表奥野ノ結核家族歴

ナキに八反忠陽性命トヲ･比較'いレニ梢ｌ陽性度

ノ優レルヲa忍ムルノミ。

第２節

　

結核性疾患罹病者ノ発見二就キテ

家族検診者500名中80名46j帽ノ結核性疾患

罹病者ヲ登見シタノデアルガこヲ14な以下卜

15歳以上二別チテ観察ノヽルニ前者二於テ43名

後者二於テ37名テ敬フルノデアルガ肺門淋巴

腺結核ノ如キノヽ14名中13名迄が14翫以下ノ

弱年者二認八肺結核二就キテハ40名中14歳

以下ニ19名ヲ･認丿得タルモ其ノ中ニハ軟性初

期良化群ノ如キ比較的早期ノモノガ大部分含－

レテ居リ、慢性肺結核－ヽ４歳及ビ12歳男子二

各々１名ヲ登見シタニ過ギズ、先人ノ慢性肺結

核ノヽ小見期二極メテ妙シト唱フル況二一致スル

モノデアル。肋膜炎二就キラハ23名中14歳以

下ニ10名アリ内６名｡ハ惨出性肋膜炎ニシテ几

テ９歳以下二芯ラ認タタヽ）√15歳以上ノヽ惨出性

肋膜炎１行肋膜肥厚12名－シテ弱年時代二惨

出性肋膜炎列座過セシ事が知ラル。

膝井ノ成祐二依レバ家族検診者470名中94人

･'20％)ニ結核性疾患罹病者ヲ殼見シ居ルモ、其

ノ内54名が15歳以下二登見サレ肺門淋巴腺結

核ノ如キハ10名共ニ15歳以下ノ年齢群二含－

レタリ。

15逼以上ノ年齢群二於ケル罹病者二就キテ｡ハ

｢ツ｣反感陽性命二對スル見解ト同一ナル態度ヲ

以テ臨え得可ク、15歳ヨリ24翫二至ル所謂思

春期二於ケル罹病二就キテハ精紳上肉叢上乃至

瓊境上ノ諸愛化ラ併セ考察ソ、ベキナリ。

第３節

　

結核性疾患罹病者ト其ノ成染源トノ開係二就キテ

家族傅染二就キ東京市療養所患者二就キ遠藤、

黒丸、鈴木ノ調査セシ報告二依レバ結核患者ナ

キ家族ヨリ殼病セルモノガ結核ノ有ツタ家族中

ヨリ殺病セシモノニ比シ約２倍ナリキト、叉大
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第10　Å

　

小兄ノ結核性病墾1ヽ其ノ感染源(幣)

　　　　　　　

(Ａsｃｈｅｎｈｅｉｍﾉ

感染場所 昌Ｌ皿引台嬰

　　　　　　　　　

-

　　

---

　

一一一

　

-

で無塑上書リ

家庭外

不

　

明１

25.0

　　

－

　

－

56.2

　

一一

51.1

　　

54.7

巴
核

13.9

　　

21.5
--〃--w
311．0

　　　　

20．８

腺 病
一 一 一

58
－
16
－
25

３

－

６

－
０

第４節夫婦間結核

が此ノ問題二就キ英國二於テ綿密ナル統計的肝

究ヲ･行ピクル結果ハ夫婦共二結核二罹病ソヽ･･・

機會ハ精紳病1ヽ同程度ナリlヽ云フ結論二到達七

几叉鶏逸二於ケル或ル統計二於テハ夫婦共二

侵サルル頻皮ハ癌腫ノ方が却テ結核以上ナリシ

ト云フ。叉遠藤氏等ノ統計二於テハ結婚前ノ疾

病が結婚後二至り再農セシ明白ナル例サモ含有

セルモノデアリ、所謂共同殼病ハ昇二僅少ナリ

ト云ヒ得ベシ。

余ノ調査セシ夫婦共二結核性疾患二罹患セシ場

合ハ８例ニ｡シテ(内共二肺結核例郎チ7.55%、

夫肺結核ニシテ妻惨出性肋膜炎１例、夫肺結核ノ

ーシテ妻肋膜餅脂形成２例、妻肺結核ニシう｀夫

阪市二於テ紙野氏が調査セシ報告二依レバ500

名ノ結核患者中65．8％・ヽ結核無旅中二登病セ

リト云フモ、之等ノ調査報告ダヽ患者ノロ述こ依

リシモノデアリ、家族検診二非ラデル事、及ビ療

養所ノ性質上、殆ンド｀小見が含一i’レうﾆ･居ラデル

開係上、斯カル率テ示シタルモノト思惟セラル

ルモ侮ネ1/ソヽ結核有縁中ヨリ殺生セル事ヲ裏書

シ、直接検診ラ行フ事二依リテ意外ナル長所ヨ

リ結核感染源ヲ馥見シ得タデアラウ。 Eliasberg,

Brinkmann, Bergmann等ノ登病者感染源ノ

調査・ヽ家族内外ノ比較デハ家族内ト云フノガ

1.5-3倍マデノ頻度尹示シ、奥野ノ調査｡・ヽ家族

内二感染源ヲ有スルモノガ弘、小代が須磨日赤

療養所二於テ調査セシ成績(小児ヲ除クトヽ患者

530名中結核家族歴テ有セシモノハ221名デ

41.7ガユ常レリ。

Aschenheimが小見ノ結核性病愛Iヽ其ノ傅染系

ｦ･調査セル成績ハ第10表二示セルガ如ク肺結

核、気管淋巴腺結核、隋病等ハｙトモ家庭内二

於テ感染セシモノガ家庭外二於テ感染七シモノ

ヨリモ著明二大ナリシト云乙、

以上ノ如ク家族内二結核患者ノ存在ノ､ル場合ニ

ハ夥シク禎碓患者ラ登生フ、ル事が判明り､ルノデ

家族中最モ密接ナル開係ヲ有ソ、ル夫婦間結核二

就キテハ既二多数ノ學者二依ツテ冊表セラレ遠

藤、黒丸、鈴木ノ８％、紙野7．6％、小代8．9

％、Brehmer 12％、Cornet 23％、Elsasser 39

％、Gebser 5％、Thorn ３％、Haupt 12％、

Jocob

　

ｕ．

　

Pannwitz 3％、Mongour 4％、

Riffel10％、Rotschi!d 12－15％、Levy 2．8％

等ノ阜デアリ、大多数ハ夫婦間ノ傅染殺病ノ僅

少ナルラ示セルモ三紳ハ夫婦共二罹患シタル場

合ハ55．6％デ夫婦結核患者ハ可成り多ク且ツ

員因ヲ有スル夫ノヽ100％ニ、同ジク妻ノヽ87．5％

ニ罹患セリト述ブルトコロアリ。

嘗テPope, Pearson. Elderton, Goring氏等
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肋膜餅脂形成１例）15．1％ニ常l／ル事ノヽ既述セ

ルバ1ロナルモ、先人ノ報告ヨリ梢ｌ高率ナル

ラ認､ムルナリ､、

余ノ８例ハ内７例-・デ夫ヨ､リノ感染登病ナリト

推定シ得ル相常ノ根誄ヲ有セシモノナリシガ、

尚夫婦共結核ノ場合ニハ互二結婚前カサ）ノ潜伏

結核が結婚後ノ心身過努二院ル抵抗力減弱ノタ

【第18巷

ノ各自別個二誘登サ1ノタユ過ギタ事モ全然否定

サレ得タ事デアリ、殊二夫が結核二罹病セル場

合夫レガ下層階級二属セシ場合ニハ妻ノ精御

上、肉醵｣こノ辛苦ダヽ奮病竃ノ再燃テ招来いレ有

カナル誘因タリ得ルモノデアリ、斯ク考フル時

ズヽ具ノ夫婦結核ナルモノ､ハ比較的窄ナルモノナ

リトノ結論二到達セデルヲ得ズ。

第５節

　

結核戚染源トノ同居期間観察二就キタ

1｀年以内同居シテ緬良患者ヲ出シタル世帯が

42ｲjシ２年以内が同ジク19、2年以上ハ僅力－

３ニ過ギナカツタノデアリ、同居期間ノ長短ト

登病開係二二兄矛盾ノ感ヲ典ヘルモノデアルガ

下層階級二於テハ患者登生スレバ充分ナル看護

醤療ラ施フ、術ガナク、急激二病勢ノ悪化ヲ来

シ、不幸ナル稗蹄ラトル事多ク、２年以上生存

シ得タル患者ノ少倣ナリシ篤メナランカト考ヘ

ラル。

宍ホ２年以内或ハ２年以上患者ト同居シｆ･績脅

患者ヲ･出サずル世帯散が75テ算スルガ、向後

ノ同居二於テ、夫等助帯ノ内ヨリ賛病者テ見ズ

1ヽ断言フ、ル事ハ不可能デアリ、寧口幾割カノ犠

牲者ｦ一生ズル事が撞想サレ得ル。

即チ下層階級二於テ結核患者テ良生セシ場合ニ

ハ、夫等1ぽ帯ノ約牛敬ヨリハ２年内外ノ同居二

於テ結核性疾患罹病者・べ残生シ得1ヽ考フル事が

出来ル。

第５章

　

結

　

論

匍

　

本業績ﾉ､昭和13年１月ヨリ同年11月ニ至

ル11ケ月間ニ石川瓢健康相談所テ来訪シタル

結核患者家族員ノ楡診調査報告ナリ。

2）6歳以下ノ學齢期前ニ於タルマ氏J叉恚陽性

率ハ54･5x、學齢期兌童ノ陽性率‘ハ71.4％､15

歳以上ノ學齢期貝後ニ於テハ84.2刄ニ常リ、男

女總計ノ

結核年齢期ト云ハルル15歳ヨリ24なニ至ル年

齢群二於テハ特二罹患率大ナリ。

4）家庭内ノ感染源ヨリ脅病シタモノガ大部分

ヲ占へ登病:行ト感染源トノ開係ハ雨親兄姉岨

父岨母ノ感染源タリシ場合が弟妹子供ヲ感染源

にりレ場合ノ約6、7倍二宮リ、兄姉弟妹間二感

染源ヅ有セシモノ最多数、雨親、子供間之二次

ギ夫婦共結核性疾患罹病例８７リテ内４例ハ共

二肺結核鴎］チ夫婦共肺結核ノ招来卒ハ7．55％、

尚ホ夫婦共結核性疾患病率ハ15．1％ナリ。

肺結核二於テハ４例共二夫ヨリ妻へ、肋膜炎二

於テハ３例が夫ヨリ妻へ√１例が妻ヨリ夫へ疲

病誘因ヲ≒典ヘシモノト推察シタリ､、

5）禎貨患者80名中50名・ヽ感染源が臨鉢症状

り･貨現シテ１年内ノ同居ニョリテ農病セリ。

6j

　

績登患者テ出シタル世帯数｡・ヽ64－シテ結

核家族ノ約牛数ハ績登患者ヲ･稜生セリ。禎登患

者１名チ出シタルllt帚最モ多ク50、2名が同ジ



ク12、3名が２ニシテ４名以上ノ緬殺患者ヲ出

シタルllt帯ハナカリキ。

7）例散財キ篤力職業ト結核良生lヽノ間ニー‥‘定

ノ開係ヲ認メ得ザリキ。

8）以上二由リテ所謂下層階級二結核患脊プ碓

生シタル場合ニノヽ、夥シク緬特患者サ殺生フ､ル

モノデアリ、感染源ラ隔離ヤい一方、弱年者ノ

保護二就キ不全ノ策ヲ講ズ可キハ１日モ等閑二

附スペ｀カラデルテ犯1ル。’

相談所二課セラレタル最モ重要ナル課題ハ結核

患者ヲ出来得川収り早期二鮒とフ、ル事デアリ、

患者来ルヲ待チテ診察ヲナノ､ニ止ラズ進ンデ患

者テ捜索入゛キデアルトノ

　

Kayser-Petersen

ノ言葉ノヽ定二至言1ヽ云ベベク、特二結核患者ノ

家族員拉二其ノ周園ノ人々ノ検診ニハ最善ノ努

カヲ1弗ブキデアル。

稿ヲ終ルニ臨そ御懇篤ナル御指導、御鞭捷ト御

校閲尹賜ハリタル恩師大里教授拉二前腎王園長

中島信一博士二満腔ノ感謝ノ意ヲ表シ、種カ御

助言テ賜ノヽリタル現醤王園長大滞天臣博士二鳴

謝ス。
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京橋圓二於ケル結核蔓延状況二就テ

東京市特別衛生地匹保健館

奥

　　

野

　　　

徹

岡

　

田

　

藤

　

二

　

郎

緒

　

言

東京市特利衛生地匯保健館が昭和10年４月京

橋匯二開設サレショリ昭和13年９月二至ル、３

ヶ年牛ノ間二同館二来タレル京橋現住ノ図民ノ

健診ノ成績及ビ匯内ノ學童ノ集團健診ノ成績二

就イテ結核ノ感染、罹患ノ状況及ビ同期間ノ匯

内現住者ノ結核死亡ノ状況等ヲ年齢的及ビ地域

的二観察シテ京橋匯ノ結核ノ現状ト見倣シ、他

日完全ナル全地匯二亙ル結核調査ノ完成サルル

ーデ、瑕リュ都市二於タル結核状況テ窺知セッ

ト試えタモノデアル。来館總賓数。・ヽ10582人デ

アルガ其内感染状況ノ判明セルモノハ5702人

デアリ。罹患状況ノ明カナルモノハ9250人デ

アツタ。

年齢的観察､ハ50年－デテ５年間隔一々50年以

上。・ヽ一括シテ観察シタ。r宍ホ孚L幼児及ヒヽ｀學童

ノヽ１年間隔デ観察シタガ今同ノヽソレニノヽ鯛レナ

０つ

地域的観鳶レヽ別圖(第１表)ノ通り地図内ヲ流レ

ル隅田川二依ツヘ西ノ陸部ト東ノ島部(月島、

佃島、新佃島)1ヽニ大別シ更二陸部ハ８ノ地域

別(部)二分ツテ観察シタ､、學童ノ成績ハ昭和11

年二営館ノ學校衛生部二於テ行ナ・ヽレタ成績二

依ツタ(第16同原會報告八

感染試験ハ｢ツベルクリ≒皮内反恵二依リ、成

人一就キテハ傅研製蒼｢ツ｣液ノ5000倍、及ヒヽ｀

2000倍液ノ0．１ｃｃ或ノヽ0.05CC列吏用シ、學童

第１表

　

京橋匹地域別ん口及略圖

　　　　　　

麹町匹

　

（

　

戸ヽ小學校名

京橋匹人口:149943

陸部:108273(
島部:38670)

ニ於テノヽ同2000倍液ノ0．１ＣＣヲ使用、48時間

後二判讃シ、反庖ナキ場合ニハ100倍液0.05CC

或､ハ0．１ＣＣツ繰返シ使用、貨赤ノ長径５ｍｍ以

上尹陽性ト見倣シタ．

罹患診断ノ方法トシテ．・ヽ成人二就キテノヽ新来者

ノ凡テニ｢レ｣線透覗ヲ行ヒ、必要二崖ジテ撮影

テモ行ヒ、小見及ビ學童ニテ．・ヽ｢ツ｣反恵陽性者

二就キテノびレ｣線透覗或．・ヽ撮影利子ツテ決定

シタ．勿論一般理學的検査、赤血球沈降逍度ノ

検査．ハ合セテ行ナツタ．

1。

　

年齢的観察

京橋匯現住ノ年齢別人ロユ對ノ､ル来館者ノ開係 ﾉヽ第２表(I、n、I)ノ如クデアル。卸チ５年以上

丸野・岡田＝京橋匝二於ケル結核蔓延状況二就テ 【第18咎
510
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第２表

　

年齢的観察

　Ⅲ

2/1 100
　％

　でII
破格相
諜者数

　Ｉ
匹人口
年齢別

加齢,贅砥

　（１）

感染状況

　　（２）
罹患状況

　　（３）

死亡状況
・　μ4μiJT

　　　　　　　　　P　十　町）
　　　　　　　　　　　　　-

Ｐ　　十　（7p
（１）

肺結核

　（２）

全結核
(2)/(1)

24.3 3610　・1484柏　O一↓ 15.01　　1.17;　　2.16　　0.7611.5　　’　　87.4 ７．８

３．８ 407 10671　i　5－9 29.86　0.31 10.33　1.38 ｀　16.9 69.3 ４．１

０．６ 80 12986 ’10―14 i 45.48　6.90 23.45　4.71 62.9 123.8 ２．０

4.52 1100 24315 15―19 1 67.76　1°65 27.14　1.↓9 127.8 141.4 １．１

６．３ 1310 20804 20―24 79.48　　1.32 22.62　1.28 15↓.8 191.9 １．２

９．８ 1157 11853 25―29 84.12　1.29 21.42　1.35 179.5 217.5 １．２

７．５ 794 10527 30－34 85.06　　1.50 16.82　1.50 120.4 158.5 １．３

■6.0 558 9278 35―39 88.37　1.63 12.44　1.54 92.3 129.2 １．４

5.7　　　↓08 7206 40―44 90.↓4　1.79 12.41　　1.93152.1 173.0 １．１

５．１ 322　　　6336 45べ9 87.17　　2.28　　7.80　　1.72154.3 178.0 １．２

6.5　1　837　1　12723 50－80 84.62　1.58 7.28　1.09 156.5 180.1 １．２

７．２ 10582 14694訓令年齢I 68.40　0.60は0.69　1.06は14.4　1　160.9 1　1.4

男子i 68.60 0.80 12.40　0.67 128.2 176.5 １．３

｜女　子i 68.20　0.80 11.00　0.45 100.6-！　145.0 １．４

被接敷 學　童 感染状況 罹患状況

8368 6－9 31.84　0.51 4.72　0.02

6551 10一子↓ 46.17　　0.61 6.31　0.03

14819 合　計 38.01　0.10 5.85　0.19

デハ４人ニ１人ノ割合ニナツテ居ルガ、他ノ年

　　

二高イ様二見エルガ数が少・1ノデ断ジ得ナ４．

ﾕ齢デ.ハ10人乃至20人一一１人ノ割合トナツテ居

(０感染状況｢ツ｣皮剛叉憲ノ結果検査ノタノ

48時間後二再来セシムル事－シテ居ルガ、種々

ノ事情二依り定時二検査不能二陥lノルト、小見

二於テ・ヽ郡合ニョリ来館者ノ凡テハ｢ツ｣皮内反

ﾀﾞ嘸テ施行セザリシタヘ爽館被検者二對シ｢ヽﾌ｣

皮内反恚ノ結果ノ判明セル者八年齢二依り其30

％乃至60％トイフ様ナ割合トナリ結局コノ感染

検査ノ判明･セル敷ノヽ5702Aトイフ撒lヽナツタ。

年齢別感染状況ハ第２表（１）ノ如クデアル。

孚L幼見

　

0－4年ノ者デ總感染率ハ15.01±1.18

χデ男子デハ11.55俗士1.61、女子デハ19．1％

±2．3トナツテ女子二於テ梢ｌ高イ様デアル。

讐誓昔

　

５年乃至７年ノ者デ被検数407人二對

シテ判明者ノヽ221名デアリ其ノ陽性率ノヽ次ノ如

クデ｀アノレ。

總膿ノ感染阜29．84X±3．4デ男子ハ32.5%士

4．6、女子ハ27.7%±4．1トナツテ居テ幾分男子

7孝

　

14927人ノ陽性皐ノ･ヽ38．01％±0.39デ、

昭和10年小石川匯ノ學童14821人ノ陽性率

33．6％±0.39及ビ昭和13年杉並匯ノ學童14818

人ノ陽性率37．8％±0.39ニ比シテ幾分高率

ノ様二見ラレル。

　

尚ホ男女二就キテダヽ、男子

39．19％士0.56、女子37.04:脳±0．56－テ男子

二高率デアル、叉６年乃至９年ノ學童ノヽ31.84

％デアリ、10年乃至14年ノモノノヽ46.17ヤデ、

本館相談者ノソレ1ヽ大差ナイ。

成人

　

結果ノ判明セル總Sc 4504人ニテソノ陽

性率ハ81．57％士0．57、用子ハ84．4％士0.79、

女子ノヽ79.24:^^±0.82ニテ男子二高率デアル。

(第２表參照)

以上ヲ･總膿トシテ見ルト健康相談二来館セル者

ノウチ感染検査ノ結果ノ判明セルモJ 5702人

ノウチ1え感陽性者ノヽ3902人デ68．4％±0．6ト

十リ、男子ハ2739人中反感陽性者1879人デ

68．6≒±0．8デアリ女子､ハ2963人中2023人が

反感陽性ト認ノラ・モノーテ陽性率｡ハ68．2％
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・

第18巻

－

次グ４=ノガ10年乃至14年ノ23．45％士4.71、

20年乃至24年; 22.62%士1.28、及ビ次ノ５

年間ノ21．42％±1.35デアル。罹患率八年齢ノ

進ムト共二減少シ50年乃至80年ノ者デ・ヽ7.28

％±1．06トナッテ居ル。

次二結核性疾病ノミニ就イテ其ノ頻度ヲ比較ス

ルト胸部結核が其90％尹占ノテ居ルガ夫等ノ

ウチ肺結核ハ、32.4%、肺浸潤20．5X、肺尖結

核13.5 X、肋膜炎13．3％、肺門部淋巴腺結核、｡

8。9X デアル。他ノ臓器デハ腸及ど腹膜結核が

4．8≒、其他ノ臓器及淋巴腺結核3．5％、骨及ビ

開節結核1．93％デアッタ。勿論、コレラ八年齢

＝－ヨリ其疾患ノ頻皮々異－シテ居ル。肺門淋巴。

腺結核ハ５年以下二最モ多ク１年以下ガコlノニ

次イデ居ル。肺尖結核｡ハ15年頃ヨリ見ラレ20･

年乃至24年デ頂黙二達シ25年乃至29年力≒1

レ二次イデ居ル。肺浸潤デハ５年以下ノ者ニモ

見ラレテ居ルガ其ノ頻度ノ順二云フト20年乃

至24年、15年乃至19年、25年乃至29年、５

年以下、５年乃至９年トイフ様ニナッテ居ル肺

結核ノ頻度・ヽ20年乃至24年、15年乃至19年、

25年乃至29年、30年乃ヤ34年、40年乃至44こ

年トイフ順デアッタ。肋膜炎ハ55年－デ各年

齢群二見ラレタガ、15年乃キ｡19年、20年乃至

24年、25年乃至29年、30年乃jﾌﾟt34年卜４フ順

デアリ、腸結核及ビ腹膜炎モ大幄肋膜炎ト同様

デアッタ、、骨及ビ開節結核ハ25年乃至29年が

多々、20年乃ヤ24年、30年乃ヤ34年が-l t／

こ績イテ居゛。

　　　　

ｊ

(川結核死亡状況(第２表(３)參照)

年齢別人口10萬二對ノ、ル京橋嘔ノ死亡状1かヽ

第２表(３)ノ如クデアル。印チ肺結核ニョル死

亡。・ヽ高利順ニイフト人口10萬二就イテノヽ25年

乃至29年が179.5、50年乃至80年が156.5、20‘

年乃至24年が154.8、45年乃至49年が!54.3、

40年乃ヤ44年が152.1、更ニ15年乃至19年

が127.8、30年乃至34年が120.4トナッテ居･

ル。印チ、25年乃至29年ノ所lヽ50年以上ノ所l

デ雀々ニッ作ッテ居ル。

±0．8デアリ、男女川生一丿如レ差ノヽ明カデナ

仁尚ネ之等ノ總数ノ中位(median)ハ20年乃

至24年ノ所ニアル。之等ノ成績テ昭和８年大

塚健康相談所ノ健康相談者5464人二就イテ行

ノヽレタ總幄ノ陽性率73.2%0.6(中位、20年乃

至24年)ト比較ペルニ京橋匪ノ成績が低キカニ

見エルガ、後者ノ材料デ・ヽ14年以下ノ者ノ率

ノ低イノニ原因ノヽルカ1ヽ思ノヽレル。ナホ昭和10

年大阪市今宮健康相談所ノ健康相談者2204人

二就キテナサレタ全数ノ陽性牟ノヽ54.6%1.1ト

ナツテ居ルガコレハ其ノ總数ノ中位が10年乃

至14年トズレテ居ルノデ比較スルコト・ヽ困難

デアルガ、コレラ同種ノ材料(都市住人ノ健康

相談置･ニョル年齢前ノ感染状況ハ第３表ノ如

クデアル。

　　　　　

第３表

　

都市結核感染状況

年齢群

京橋匪民
保　健　館

昭和10年
　5702

東京市民

大塚健相

　昭和８年

　　5464

　　　-φ　　一一一一一
　21.7士2.3

大阪市民
西今宮健相

昭和10年
　2204

Ｏ－４ 15.0十１．２
　　－

27.0十３．５
　　－

5－9 29.9十〇.3
　　　－

37.6士２．３ 42.6±1.8

10―14 45.5十６．９
　　－

61.2士２．３ 48.1±１．９

15―19 67.8十１．６
　　－

61.2士1.9 66.9士↓.3

　20―24

－　　一一一　25―29

79.3十１．３
　　－

79.8土１．３ 85.4士2.5

84.！十1.3 83.8±1.8 82.7十3.5
　　－

30―34 85.1十１．５
　　－ 87.0土1.↓ 90.6十3.3

　　－

35―39 88.4士１．６ 85.2十1.9 91.9士３．５

40-44 90.4.十１．８
　　－

87.1十１．９
　　－

93.1士3.8

45―49 .87.2十２．３
　　　－

88.4十１．６
　　－

71.4十７．６

50－ 84.6十１．６ 81.3十1.9 7:3.3十６．６
　　－

乎　均 68.4士０．６ 73.2士0.6 54.6十１．１
　　－

年齢ノ
Median

20－2↓　　　20―24 10―14

(ロ)罹患状況

年齢別ノ罹患状況ハ第２表(２)ノ通リデアル。

郎チ健康相談二依ル被検總敬ハ9250人-ﾆ=､テ内

4187人ノヽ14年以下ノ者デアル。其内結核性疾

患二罹患セリlヽ認メラルヽ者ノヽ1082人－テ其

10．69χ±1．06ニ相常シテ居ル。コレ列生別二

見ルト男子二於テハ12.4'"^;士0.67、女子二於テ

ノヽ11．0χ±0.45ニ相常シテ居ル。年齢別二罹患

者ノ多イノノヽ15年乃至19年/ 27.14剣士1.49、
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全結核子依ルモノモ大醒同様デアル。タヽ’20

年乃至24年が第２位ニナツテ居ルコトガ唯一

ノ差デアル。
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２表(３)ノ如クＯ乃至４年デ1:7．8、5年乃至

９年デ1:1．4、10年乃至14年デ１：１．３トナッ

テ、以上ノ年齢デ大質1:1．1カラ1:1．4トノ間

-“ナツテ居ル。

地域的観察

地匯人ロノヽ146943人こーシテ各地域ヨリノ来館

者ノ其地域ノ人ロユ對スル割合ハ第５表(I、U、

剛ノ如クデアル、印チ５之部及ビ９之部二於テ

ノヽ大値10人ノ現住者二對シテ１人ノ割合デア

リ、７こ部ニ。・ヽ11人－１人ノ割合デアリ、銀座

方面ノ1、2、3之部ニテノヽ凡ソ30人－１人トｆ

フ様二少クナツテ居ル。之ハ地域ノ住民ノ質二

依ルlヽ考ヘラレル。匠全醒トシテノヽ約14人ニ

１人ノ割合二保健館二来タ事ニナツテ居ル。

(杓感染状況(第４表(１))

孚L幼見ノモノ　ノペ表ノ如クデアルガ全数が926人

デアルカラ各地域別ニハ少数トナルノデ意味付

ケ難イト思ノヽレル。全地匠デハ感染率15.01が

±1.17 1ヽナリ、陸部デハ感染率15.2%士1．5、

島部デダヽ14.8%±1．8デ殆ド差ハ認ノラレナ４

各地域間デハ７之部ト４之部が高キカノ様デア

學童

　

先二述ベタ學童ノ成績テ地域別ニシテ観

察シタモノデアル。全地匯デハ38．1％±0．1ト

35．0％±0．1トナツテ、茲デハ明カニ陸部二高

クナツテ居ル。各地域間デハ明カニ７之部、1、

2、3之部及ビ８之部ノ學童が高率デアル。

成人

　

全地匯ノ成人ノ感染率ノヽ先二述べ二タ臓ニ

81.69が±0．5デアリ、陸部85.9が土0．1、島部

80．1％±0.5 Iヽナツテ明カユ陸部二高率デアル。

各地域間デ・ヽ其率ハ80が乃至85％ノ間デ差ハ

認ノ1難イ。健康相談者ノミカラ出スト全膿ノ陽

性率ハ68．4％±0．6デアルガ、若シ地域別ノ學

童ノ反庖成績ヲ算入スルト率ハ50．3％±0.34ト

ナリ、陸部デハ48.679^土0.44、島部デハ43.85

χ±0.57トナツテ此ノ場合モ明カニ陸部二高

几尚ホ性別二地域的二見ルト陸部ノ男子50.31

％土0．6、女子４１ 。03％土0．6、島部ノ男子42.92

報土0.85、女子73％±0.84 1ヽナツテ島部デハ

女子二高イ。

(ロ)罹患状況

孚L幼見

　

表ノ如クニ全乳見ノ罹患率ハ3．1％士

0。23デ陸部ト島部トノ間デ,ハ差ハ認ノラレナ

ナリ、陸部デ．･ヽ感染率40．3％土0．5、島部デ・ヽ

　　

４．各地域阻デハ７之部ト４之部が梢ｌ高イヵ

　　　　　　　　　　　　　　　

第４表

　

地域的観察

Ⅲ　j　n
2/1 1破談
100 i 橡者
ﾀぶ　ﾄﾞ目敷

　Ｉ
地入
域
別口

地
域
郡
別

惑　　染‘　状　　況　１　罹　　患　　状　　況 　死　亡　状　況人口10萬二對.スル

乳幼児
Oべ

學　童

‾''‘　　こ　a
　6―13

成　人
14―

乳幼児　學　童　成　人
O－5　　6－13　1↓一一

（１）

肺
結
核

(2)

全
　結
　核

　　-　-　　　　　　　　一一

≫

Ｐ十河）
　－

Ｐ十(yp P + (Tp Ｐ十印　－ Ｐ十卯　－
Ｐ十･7p

３．２ 485 15109 1、2、3 ７．９４．３40.8 1.284.9 2.20.8 0.02 ５．８０．６21.6 2.5 72.8 100 １．４

４．３ 568 13137 ４ 18.4 6.3 33.7　1.279.9　2.34.0　１．５５．７０．６23.2 2.3 U7.4 152.2 1.3

10.1 2435 22364 ５ 15.4　2.635.7 1.0 81.6　1.11.9　０．５５．２０．５19.0 1.2」22.8 166.7; 1.1

７．３1118 15284 ６ 10.6 3.436.4 1.685.6 1.63.6 0.9 ５．９０．６16.5 1.7　83.8 117.7 1.4

９．１1372 15152 ７ 20.5 3.641.7 1.3 82.4 1.6↓.0 0.8 4.5 0.5 18.1 1.6 139.7 158.3: 1.1

７．１ 853 12037 ８ 13.5　3.638.9　1.583.4　2.03.↓　0.9 ６．１０．７18.！1.8･ 138.3 185.2　1.3

６．３6831 108273 計(陸部) 15.2　1.540.3　0.585.9　0.63.1　0.5 ５．５０．２18.9　0.7　130.1　142.4　　1.1

９．７3752 38670 ９(島郡) 14.8　1.835.0　0.180.1　0.53.2　0.↓ 4.9　0.3i17.7　0.9　141.8　198.0　　！.↓

７．２10582 146943 金地匹15.0 1.138.1 0.181.6 0.53.1 0.2 5.3 0.2 18.5　0.5　114.↓　160.9　　1.6
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-

學童

　

全學童ノ罹患率ハ5.25%±0.19デ陸部

ノ學童ノモノ5．45％土0．2、島部ノモノ4．89％

±0．3デ明カナル差ハ認メ難イ。

成人

　

全成人ノ罹患察18．5％±0．5デ陸部18.9

％士0.67、島部ハ17．7％±0．9デアルガ差ハ問

題ニナラナ４．各地域間ノ差ハ極ノテ少イガ、

４之部、1、2、3之部二高ク、７之部、８之部ガ

コレ二次イデ居ル。結局罹病状態デハ陸部り

部にﾉ差、各地域トノ間ノ差モ認丿難カツタ。

結

　　

論

1J

　

京橋嘔現住ノ¦冨民ノ健康相談二来館セルモ

ノヲ材料トシタ全年齢ノ結核感染率ハ68．4％

士0．6、男子68．6％土0．8、女子68．2％±0．8デ

東京市小石川健康相談所及ず大阪市西今宮健康

相談所ノ同様ノ材料ヨリノ感染率二比シテ特二

高クフ゛ナイ。

2）地域別ノ感染状況テ見ルト學童及ビ成人一

就テズヽ陸部二於テ明カニ島部ノソレヨリ高率テ

示シテ居ルガ乳幼見デハ差ハ認メラレナイ。

3/

　

結核罹述者ノヽ總散ノ10．69％±1．06ニ認ｊ

ラレ。孚L幼見デハ相談者480人ノ3．1％±0.23

ニ、學童デハ14819人ノ5．25.％±0．19－、成人

デハ5170人ノ18．5％±0．5ニ相常シテ居ル。

47

　

結核性疾患トシテハ肺結核、肺浸潤、肺尖

結核、肋膜炎、肺門淋巴腺、腹膜炎及ビ腸結核、

其他ノ臓器ノ結核骨及ヒヽ｀開節ノ結核ノ様ナ順デ

０ヽ)死亡状況(第４表參照)

　　　　

一

肺結核死亡テ高月瞑ニイフト最高ノヽ島部(９之

部)ノ141．8、7之部ノ139．7、8之部138.3、最

低ノ･ヽ1、2、3部ノ72．8デアル。

　

地匯全醒デハ

114.4デアツタ、洵陸部ノヽ130.1、島部ハ141.8

デ島部二高イ。全結核デダヽ全地匯160．9、陸部

142.4、島部198.0デ島部二高ク、各地域間デ８

之部が最高デ185.2、5之部166.7、7之部が

158.3、4之部が152.2、6之部117.7ト･fフ様

ナ順デアル。

見ラlノタ。

5）地域的二罹患状況ノ差ハ認ｙ難イガ男子ハ

女子二比シテ罹患率ダ高卒デアツタ。

6）死［ご状況ハ人口10萬二對シテ肺結核114.4、

全結核160.9デ東京市ノ全平均ヨリ。・ヽ低４．陸

部ト島部トテ比較スルト島部二著シク高イ。

7）地域別ノ結核汚染度ヲ其ノ地域ノ乳幼見及

ビ學童ノ感染、罹病、死亡テ通ジテ見得ルトセ

バ、京橋囲内二於テ結核二最モ汚染サレテ居ル

ノノヽ、７之部及ヒヽ｀８之部ト云ヒ得ルヤモ知レタ。

8）陸部二於テハ島部ヨリ感染阜が一般二高４

が罹患率ハ殆ド同一デアルノニ死亡ハ却テ島部

二高率ニナツテ居ルコトノ･ヽ興味アルコトデ島部

ノエ場地幣デ結核二處女ノ地方人ノ移入多々一

因スルカトモ思ハレルガ、今後ノ研究二俣ツ・ヽご

キl｀考ヘラレル。
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束京巾特別衛実地I副呆健館

井

　

上

　　

信

　

夫

渡

　

逞

　

孝

　

蔵

京鳩匪内ノ産業従業員ノ保健衛生枇淡事業二携
ル余等ノ取扱フ結核患者ハ學生生徒或ヒハ一般
家庭ノ結核患者ト異リ疾病ノ賛見iヽ同時二直づ･
ニ舒養シ得ル経流的鈴裕テ有ハ1モノ少夕生者
白身ﾘ･充分休養七シムルタノーハ家旅ノ生活ノ
補償ヲ顧慮セデル･ヽごカラズ、サレ･ヽ｀結核性病噫
ｻｲﾐf犬ル者ヲフ､ぺ｀テ直チニ休養セシムル事,ﾊ責
際闘題卜シテ不可能

ラレタル結核罹患者ノ其ノ後ノ経過ヲ･観察セリ

産業従業員ノ結核患者ノ経過ノヽ患者白身ノ個人

的拉ヒヽニ家族的素因、病穏ノ程度登見ノ時期、

喀痰中結核菌ノ有無、疾病殼見後ノ療養方法等

二依ルハ勿論叉生活上拉ビュ作業上ノ環境條件

ノ良再等種カナル要因ニョリ方右セラルヽ者ナ

ノレノゝ言ラ恢タズ。余等ハ全52例リ･臨休症状「レ

ントゲン」所見、赤血球ノ沈降速度喀痰中ノ結

核菌ノ有無等テ綜ひ考察シタ･要休養要監視ノ２

群二分ケテヽへﾉ経過ヲ･観察セ勉

　

昭和14年度

ﾆｰ借i在職セレし者ニアリテ､ハノ、ベテ「レンlヽゲン」

寫具撮影ヲナシ前年度ノ「レントゲン」所見ト比

較シ尚赤血球沈降速度及ビ膿重ノ増減自僣症状

其ノ他ラ綜俘シ悪化不穏軽快ノ判定ヲ下セリ其

結果ハ第’１表ノ如シ。

　

郎チ要休養トセシ17例

例中５例ノヽ死亡シ９例ノヽ悪化シ１例ノヽ不髪２例

・ヽ軽快セリ印チ要休養トセシ例ノ大部分､ハ死亡

叉ノヽ悪化;ヒリ。然ルニ要監硯卜いレ35例ニア

リテノヽ死亡例ノヽ１例モナク悪化セル者僅カニ５

例大部分ハ不愛ナルカ或ヒハ軽快七リ。殊二気

管及ビ肺門淋巴腺結核ニアリテハ８例中７例ハ｀

第１表

　

産業従万悒賃結核罹患者維過

患　折　敏 死　　　亡 悪　　　化 不　　　曼ｉ軽　　　快 不　　　明

要ｉ　肺　桔　核　1　16づ／　　　　５　　　　９（１） １ １　　　　　　　　，

休

養

気管及ど肺門　１　　０
淋巴腺結核　　ｊ

肋　膜　炎 1い） 1( 1)

計 　　　一一一一一--
17( 2ﾝ　　　５　　　９（１）

　　　--一一２３（５）　　　　　　　１

　‾¦－一一一一一一,-’’｀-一一一一‾
８（３）　　　　　　　１

１ 2( 1)

要

監

貌

肺　結　核 10J 3ｼﾞ 8（2）　　　1

気管及ビ肺門
淋巴腺結核 7( 3)

肋　膜　炎 4( 2)　　　　　1 ４(ス
　　　　---- j-　　　　　　i　　35（710）　　　　　　　　　　　　　　　　5

1が5｀） 15( 5ﾝ　　　　１

井上・渡逡＝都市産ｙ従々とＲノ結核二就テ第石妓】
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第 ２ 表

【第18巷

作零場別

被
檜

折
敷

昭和1↓年度

結核罹患者敬

W四　　－　　㎜一心--　一

貨

人　ぢ±ｍ

敷

　　　　　　-a･-==皿--
　６，

内　　　　　　譚　　１

　　　　　本年度新タニ

前年度　　加ﾉヽリ･タル者

昭　　和　　13　　年　　度

ョり判　Ａ

明゛シ新二昔

者　　見セラ

　　　レ'シ者

　Ｂ

新二轄

入此セ

ノ1/　者

　Ｃ

晋病セ

リト思

ハノ1/者

被
接

結　　　核

罹患者敷
Ａヲ加算セル
場　　　　合

　者武人．・十

　敬敏　゜一“1

ﾐ--⇒･　　　－　　　　　-W-一一一-W--
　47，　5

賓人ク　十
駈　ﾀﾞ゜-r m

　7；貴金砺商店1　27 ２　１　２　１　２　’

測量具店j　17 2 ' ２　ｉ　　　　ｊ　　　　　　　　２０　　５ ５

肢寫工場1 64　6 9.4±3.俳　５ １　１　ｉ　　　ｉ　８９７：７．９十2.86７ 同　　左

電機工場　97, 9 ' 9.3士２．㈲　５ １　　｀　　３　　　　　　　１　６６
6 ! 9.1十3.54

　l　　－
７ 10.6士3.79

印刷工場 571　1　7.0士2.77 ３ １ 70　5 ７．１十3.07
　　－

５ 同　　左

鋳造工場 85 ５　５．９十2.76 ５ ；　991　6１6.0十2.打 　6

19

同　　左

製氷蚊ビニ
冷凍工場

　　！　　1

431 22 J 5.1十1.06
　　　　　　－
　　1　　　！

６ 　　　　i　　　　　・8　　　↓　　　　　435 11 1 2.5±0.78 4.↓十〇.98
　　－

機械工場 339 13 1 3.8十1.04 １ 1　　　　　　　　3雁　卜０．３士0.28 〃J） １．３十〇.62
　　－

銀　工　場 36 １ ２．８十2.75
　　－

１ j　　　　　　　　　54:　2　3.7±2.59 ２ｊ同　　左

合　　　計 11531 68 1 5 .9十〇.69
　　　　　　　　　－ 30 15　1　11　；　12　1269 48 1 3.7±0.56 63 5.0十〇.61

　　－

軽快シカヽル早期二散見シ注意スt／バ多クノ場

合業務二従事シツヽモ軽快フヽル事多キヲ･思ハシ

ム倚死亡例５例ノ診断後死亡迄ノ日叡ハ３ヶ月

乃至１年３ヶ月半均７．４ヶ月ニーテ都市産業従業

員中ニ｡ハカクノ如ク休養後１年未満ニタ死亡ス

ル如キ重症ナル病状ヲ有フ､ル者モ嗇業務二従事

シ居ﾉし事ノ稀ナラデルタ示シ産業衛生上注意ソ、

べ｀キ事1ヽ思考ソヽ。嗇死亡例及ビ悪化例ノ年齢、

赤血球沈降速度テ見ル二年齢ノ若キ者二多ク赤

血球沈降速度１時間中間値ノ35粍以上ノ者二

多キモ症例倣少キタノ確賓ナル結論ヲ下丿･ヽ事ヲ

得ズ。

次二一昨年度ト昨年度ノ２同二渉リう｀精密ナル

健康調査テ行ピクル各種工場商店二於ケル結核

罹患状態テ比較スルニ第２表ノ如ク製氷拉ビエ

冷凍工場及ビ機械工場二梢ｌ噌加ノ傾向ヲ兄心

モ昭和14年度二新タユ噌加セル患者ノ中｢レン

トゲ勺所見ニョリ其ﾉ病受相常陳蕉ナルモノニ

ｙ前年度ヨリ既二罹患セリト思>'^}ﾚ√者ヲ前年

度ノ例二加算フ、ル場合ニ､ハ(第２表參照)機械工

場ザ除イテ。・ヽ殆ド前年度ト受化ナク全膿ヲ･合計

スレバ昭和13年度ニ､ハ1269名中63名、、5．0％

士0.61、昭和14年度､ニーハ1153名中68名、５．９

χ±0.69ニテ梢ｌ増加ノ傾向アルモノヽ如キモ

ソノ差ハ明カユ認ノ･難シ。宍本年度新二附加セ

ル患者38名中11名ハ結核性疾患テ有シナガラ

新二轄入祗セル者卜思ノゝ

　

し’入計時ノ健康診断

サ「レントゲし」検査ヲ併用シテ精密二行フ事ニ

ョリ除キ得ルモノナリ。

尚新二殺病七リlヽ思ノｙ者ハ機械工場８名製

氷拉ビエ冷凍工場４名計12名ニテソノ内機械

工場８名中６名ハ徒弟ニテ寄宿舎生活チ燈リシ

内二殺病セル者ニテソノ内４名ダヽ「ツ・ヽりレクリ

勺反恚陽韓者ナリ。

　

倚同寄宿舎ヨリ殺生セノレ

患膏ノ内１名二喀痰中結核菌ヲ･認ノ･タリ。

尚にツペ゛ルクリン」皮内反慮ノ陽性ナリシ者が陰

性二輯ズルノ･ヽ勿論認ｙジルヽ事賓ナルモ、特別

ニ「ア沸ルギー」ヲ生ズベ｀キ原因非ラザル場合ニ

ハ極メテ稀有ナル事二垢ソヽルモノナレバ昭和

14年二於テ。・ヽ被検者ノ内前年度陰性叉ハ疑陽

性ナリシ者及ビ前年度検査時「ツベルクリこ」μ

庶ヲ･行フ事能・ヽザリシ者及ビ前年度検査後入祀

セル者ノミニ施行シ前年度既二陽性ナ（シ者ノヽ

陽性トシテ集計セシ結果ハ第３表第４表ノ如ク

作業場別一見テ大醒前年度ト同ジク年齢構成二

於テ若年者多キ繊工場二低ク高年者多キ製氷工

場二最モ高ク叉年齢ノ噌加トト″モニ陽性者ヲ増T

シ21―24歳－テ既ニ90．4％ニ到ル。
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第４表

　

年齢討｢ツペルダリソ｣皮内反庶成績

517

陸

則
一

男

　　　　　　　ｉ“　　・　　　ヤソ４ﾉ1/グリｙ」限1悲
弟　’＝　　＝被楡　　　　　‾‾‘‾‾‾‾‾‾……‾‾‾‾‾‾‾
ｉ　季　齢１者駈　（一）（士）（＋）陽性者％

13―1↓ 44 28　　！　　　O　　:　　16　　　　36.4

15―16 85 32 ０ 53 62.↓

17―18 90 28 １ 61　°67.8

19―20 68 17 1　1　50　1　73.5

21- -2↓ 83 ６ ２ 75 90.4

25一29 106 10 １ 95 89.6

30－34 99 ２ 9

fW 95 96.0

35―39 133
9

fW １ 130 97.8

40－↓=↓ 120 ↓ ０ 116 96.8

t5－49 81 ０ ０ 81 100.0

50－59 68 １ ０ 67 98.6

60－ 13 ０ ０ 13 100.0

計 990 130 ８ 852 86.1

女 15―54 107 32 ０ ７Ｓ　　　　70.1

合計 1097 162 ８ 927 84.5

産業従業員特二余等ノ調査セル如キ中小工場二

於テハ従業員ノ移動比較的甚シク前年度｢ツ・、ご

ルクリッ｣反庖陰性者ニテ約１年後ノ昭和14年

夏二再ヒ（ツベルクリン)反慮検査ノ出来得タル

モノ僅ニ98名ニフ､ギズコt／ヲ作業場別二見レ

バ第５表ノ如シ。例斂少キタノ･勿論確賓ナル事･

ヲ･云フテ得デルモ本年度新シク患者ノ殺牛ヲ･見

タ･レ製氷工場及ビ機械工場二比較的陽糖者ノ多

キサ見全醵トシテノヽ98名中25名(25.5%)ニ陽

糖ヲ見ル。前述ノ如ク機械工場二於テ陽性糖化1

第６表

　

京橋匹産業従業員結核罹患状態

第３表

　

作業場別「ツベルクリン」皮内反咆成紙

作業場別
被検

者徴
(一) 　(±)

--‥　　１

(十) 陽性者％

男

資金垢商店 17
tﾆ）

fW 14 82.4

測量器械店 15 １ ０ 14 Ｂ．１

耽溺ｺﾐ場’ 42 ９ ０ 33 78.6

電載器具工場 71 13 ０ 58 81.7

印刷工場 ↓5　　7 o　l　38 84.5

錆物工場 77 18 ０ 59 76.7

製氷蚊ビニ
冷凍工場

376 14 ６ 356 94.7

機械工場 290 53 １ 236 81.4

洋紙問屋 23 ３ ０ 20 87.0

銀　工　場 34 10 ０ 24 70.6

計 990 130 ８ 852 86.1

女 107 32 ０ 75 70.1

合　　　計 1097ﾚ162 ８ 927 84.5

第５表

　

京橋匹産業従業員｢クペノ1ノクい／｣

　　　　　　

皮内反塵陽轄者敬

作業場別 被検者駈 陽轄名一徹 ％

資金隔商店 ２ １　１
測量器具店 ０ ０　．

敢　郷　工　場 12 ３

電載器具工場 ５ １

印　刷　工　場 ８ ０

鋳　物　工　場 10 ２
一一一　－　-－

製　氷　工　場 23 ９

機　械　工　場 30 ９

銀　　工　　場 ９ ０

計 98 25 25.5

團　聘　別 調査期日

性

別

被検者駈

　　　　－
　1124
　　153

結　　核　　患　　者　　徴

備　考
要　休　蒼 娶　監　察　　　　　　計

盲人徽 ％士ｍ 賓人徽 ?ぶ士ｍｉ賢人徴
　ﾀぶ±ｍ

- --●　　一〃ﾐｰ-ﾐ=〃ﾐ2.84十〇.50

6.54十2.00

　　　－

工場従業員

昭和13
男
女

10
　2

　　22

1　8

32
10

計 1277 12 0.9↓土0.27 30 2.35十〇.42
　　－ 42 3.29十〇.50

　　－

昭和14
男
女

1011
　98

15
　2

ｉ　　　３８
１　　５

53
　7

5.25十〇.70
　　　－7.15士2.60

計 1109 17 1.53十〇.37 -↓３ 3,88十〇.58
　　　－

60 5.41土0.68

商店従業債
昭和14

男
女

571
363

14
　6

18
9

32
15

5.61士0.96

4.L↓十1.05
　　－

全t]χFレ
ｙトゲ胞

透　　硯

計 934 20 ２．Ｌ↓土0.47,　27　　12.89士0.55 ↓7 5.03十〇.72

某青年群
昭和12 男 372 15 4.03十1.02　　11　2.96十〇.85

　　－　　　　　　　　－ 26 6.99十1.32
　　－ 同　上

昭和14 男 600 ９ 1.50十〇.50･　　25　　4.67十〇.88 :貝　15.67士0.95

合　　　計 4292 73 1.70十〇.20
　　－

136　3.17十〇.27
　　　　　　－

209　ﾚi.87士(1.33



者ヨリ肺浸潤２名肋膜炎１名肺門淋巴腺結核１

名合計４名ノ登病者ヲ見他ノエ場ニテノヽ陽韓者

ヨリノ登病サ見ズ全鴛トシｆノヽ陽韓者25名中

４名ノ登病者テ見タリ．

京橋匹内二於ケル産業従業員中ノ結核罹患状態

ラ見ンタノニ昭和13年度14年度二於ケル各種

工場従業員昭和14年秋ニ^於ケル商店従業員及

ビ昭和12年度昭和14年度二於ケル某青年群中

無業及ビ學生生徒ヲ除キタル集團検診ノ結果ラ

總括スルニ第６表ノ如ク「レントゲン」検査ニョ

リ明カナル結核性病９ラ認ノラルヽ者ハ全4292

名中209名4．91％±0.33ニテソノ内前述ノ要

休養ト認ノラルヽ者73名1．70％士0.20、要監

視ノ程度ノ者136名3．17％±0.27ナリ。印チ

京橋匯内産業員ノ約５ガユ活動性結核ト思ノ｀ゝノレ

ル者アリソノ内約三分ノ一八相常高度ノSMヒラ

有フ、几者ニテ徹底的二安静療養ヲ必要トスル者

ナレド他ノ約三分ノニハ業務ヲ･橿絞セシムルモ

適常ナル指示ノ元ニアリテハ多クノ場合不宛カ

或ヒハ軽快ノヽル者ト考ヘラル。疾病稜見ト同時

二直チュ休業療養ノ経済的拉ビュ赴會的齢硲テ

有セデル所業従業員ノ結核罹患者ノ取扱ヒ上責

際問題トシテ注意ス・ヽごキ事1ヽ思考ス。

井上・渡逡＝都市産業従業員ノ結核二就テ 【第18巻518
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學童ノ集團検診二就テ

京都帝大小児科敦室

佐

　

川

　　

一

　

郎
開

　

谷

　　

正

　

雄

(―) 7 mm以下　　　　　4　･ 2。1％ﾉ

(十) 8―10mm　　　　　6　r3．2T帽

(丑パ11―20mm

　　　　　

43･23几)

(4tf)21―30mm

　　　　　

95

　

r51丿い

･If) 31 mm一　　　　　　37　　120多い

519

　　　　　　　　　　　　　　

185

印ｊ(併)、(冊?デ70≒ヲ･占ノ･ル譚デアル。

次ニ４年ノ時日二依ツテ｢ツ｣皮膚感受性ハ如何

二推移シタカヲ検フヽノしト

塗

　

匝

４年前

ぐピルヶ一氏

り丈

　　　

鹿

　　

(十)
-

）

註

皮内反態j）

108

Ｕ

－ － － －

千倍0.1 CC1千倍O.lcc
(十j)

14

r ｀ ￥

　

ｄ

ダー）

　

２

一 一 一

P.R.ハ大胆10萬倍0.１ｃｃノ

「ツ」皮内反塵二相富クヽル。

リ
ゝ

ノ≒

ノゝ

學童ノ集團検診ハイカナル方法テトルベヽキカテ

考ヘテミタイ。云フ・デモナク、集團検診ノ目

的ノヽナルペ｀ク早期ニ、活動性結核？我見フ､ルニ

アル。郎チ、集團的二活動性結核ヲ碓見ﾉ､ルニ

ハ如何ニスベキカガ問題デアノベ

カツテ、所謂虚弱見童、淡熱アルモプヲ･以テ、

直二活動性結核トサレタ時代ガアツタ。

　

ソレノ

全ク誤リデアツタコトノ･ヽ云フマデモナイ。

最近熊谷教授等ニョツテ、初感染症ノ診断ニハ

喀痰二結核菌サ蹴明スル一方法が最モ確賓デアル

コトガ唱導ザレ、我々モソノ追試テシタガ、學

童ハ喀痰ヲ出サナイカラ胃液ニツイテ行｡ハナケ

レバナラナイ。カカル方法テ集團的二賓施ヘル

ツヽ目下ノ所デ・ヽ不可能二近イ。

次ニ｢ツベルクリン｣皮膚感受性ニョツテ活動性

ノ診断ガツケ得ラレルトフヽル學者ガアル。以下

コレこツ４テ一座吟味シテミタイ。

　

ソノクメこ

我カ八次ノ如キ検査テシタ。

ソレノヽ常時小學校１年生デアツタ學童デ、P.R.

(十)叉ハ胸部｢レントゲン｣寫具撮影ニョツラ疑

ハシイ陰影ヲ有シ、後ニソノ部二石灰竃テ沈著

シタモノ、郎チ明ラカニ結核感染アツタト考ヘ

ラレル188例ヲ選ビ、カカル學童テ４年後再ビ

｢ツ｣皮内反庶(10萬倍及ビ千倍0．1に)、赤沈及

ビ｢レントゲン｣寫具ヲ･撮影シタ。

　

188例中成人

型肺結核症１例及ビ肺野二疑ハシイ陰影テ有ス

ルモノと例ヲ除外シラ、残りノ185例・ヽ全部感

染後少クトモ４年経過シタモノデアルカラ・ズ

健康者ト云ヘルツノコトユツイテハ後述ソヽル几

ソノ185例ヲ千倍O.lcc. y｢ツ｣皮内反座テ行ツ

テ生ジタ、硬結テ伴フ賛赤ノ大キサニョリテ分

類いレト、次ノ如クーわル(48時間後ノ判定)。

(－

我々ノｙツツ時日ノ経過ニョツテ「ツ」皮膚感受

性ノヽ低下いレデアラウコトテ述ベタガ、コノ友

ノ如ク小見ニアツタ・ハ感染後少･バヽモ４年間デ

゛’シテ低下シナ４コトテ知ツタノデアルつ

｢ツ｣反庖陽性度ト結核ノ活動性lヽノ開係ニツ４

テー・ヽ全ク反對ノ立見が對立シテイルかソ｣感受

性ノ高イト云フコトハ比較的最近二初感染ガア

ツタニ1トテ教フル、卜考ヘタイノデアル。

　

ソノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●
限リュオイテノヽ、感染後相常長イ時日尹経タモ

ノノえビ未感染者ヲ含ム如キ集團子對象トシタト

キハ、｢ツ｣皮膚感受性ノ高イモノニハ貨病者が

多イト云フコトノヽ正シＬ

明ラカユシタ如ク、感染後少クトモ４年プ経テ

朕二全ク非活動性ニナツタモノデモ、倚過牛数

「ツ」皮膚感受性が高イ==lトヲ.一考慮二入IJし

必要ガアル。コノ意味二才･1テハトソ」感受性ノ
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高・1モノー･ダヽ却ツテ非活動性が含マソルトモ云

ヒ得ルノデアツテ、ソlノノ典型ハ小見ヲ･對象ト

シタ場合デアル。小見デハ感染ノヽ新鮮デアルカ

ラデアル。従ツテ小見二於テノ･ヽ｢ツ｣感受性ニョ

ツテ活動性結核ラ殺見フ、ルコトノヽ困難デアル。

而ラバ、季童ノ集團検診ニーハ如何ナル方法ガア

ルカ。一般二學童二才イテハ結核ズヽ肺門淋巴腺

結核症或刈

部分デ、稀二粟粒結核症ヲ示スノデアル。成人

型肺結核テ殺スルモノノ｀ヽ更二稀デアル。

　

シカモ

肺門淋巴腺結核症、肋膜炎、粟粒結核ダヽ何レモ

初感染二引績イテ殺牛フヽルモノデアル(カカル

－ － － 一 一

【第18巻

事ヨリ感染後４年モ経タモノ一ハ非活動性トシタ

ノデアル)。従ツテ學童ノ結核ノ像防ニダ､感染

時期ｦ･確賓ニ知ルコトガ極ｙテ必要デアルoソ

ノタｊニノ､｢ツ｣反息ラ定期的ニ反覆スル以外ニ

‘ハ方法ガナイｏソノ内隔ﾉ､､結
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東京府立久留米學園退園兄童状況調査(第1:報)

束京府立八留抑丿園二於タ昭和11年７月ヨリ

昭和13年11月迄-こ在園セシ兄童約刈［y;ニ對

シ、家庭及県政ヲ･通ジ、退園1ｙ年後ノ状況調

査ヲナシ、500除Ｚニソキ回答り･得タルサ以テ

ソノ一部尹報告ぺ。

児童ハ入園前二於刊可等カノ虚賜歴テ有シ、退

l園時ニハアル搾度ノ健康噌加ラ得テ蹄宅へ

退園後６りしロリトバ「迄ノ間ユ於テ燈任教師

及父兄ヨリミタル見童ノ健康状態ノ中、良好ナ

ル諸項目二開シテハ示１表ノ如シ。即チコレ等

ノ項目ニアリテハ80ｙレ卸％ニ於テ良好ナル

サミノレｏ

退園見童テ入園前ノ結核歴､入園時「レ」線所りと、

在園中二於ケル顛温、赤血球沈降速度値、「ツベ

ルクリン」ば恋、理學的所見ソノ他ヨリ侠義ノ

「プり゛｀ントリウム」こアル’゛キ見童群Ａ及所謂

虚弱見童群BIヽ二分ケ、良好ナラデル諸項目二

就キ退園後状況サいレニ第２表ノ如シ。郎チ教
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不良ニシテ、父兄ヨリしレトキノヽ大ナル差異テ

認ノ･得ズ。

　　　　　　　

第３表替重調査

群別
調　査
兄童徴

算術平均 標準偏差

在開申壇加
Ａ 137 2.024 kg 1.050

Ｂ 270 2.313 kg 1.273

入園ョリ１年
４月後ノ増加

Ａ 137 3.593 kg 2.327

B 1　270 3.↓↓Okg ！ 2.200

　　　

參考:相宿年齢二於･ｹﾉl/各種Ｑ童／１年４ヶ

　　　　　　

月間ノ推定値重培加量

　　　　　

１．東京市一般児童

　　　　

3.80 kg

　　　　　

2．東京市虚弱児童

　　　　

3.11kg

　　　　　

3．全國標準

　　　　　　　

(ｉ)春夏季ヲ２同経過ノ場合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

3.10 kg

　　　　　　

Cii)秋季ヲ２同経過ノ場含

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

4．50kg

入園ヨリ退園１ヶ年後二到ル１年４ヶ月間ノ醵

重増加量。・ヽ約3.5kgニシテ(第３表)、コレラ･前

記ＡＢ２群二分ケ観察フ、ルニ、在園中ノ噌加ハＢ

群二大ニ、退園１ヶ年後ノ増加ハＡ群二大ナル

如クミユ。但コノ差ノヽ統計學的二有意トハ云ヒ

難シ。コレ財目常年齢二於ケル東京市一般児童

ノ１年４ヶ月間推定増加量及ビ東京市虚弱見童

ノソレニ比スレバ雨者ノ中間ニアルテミル。叉

第↓表死亡調査

1 8第
ｒ
ｋ 巻

一 一 ヽ

（馬査児童敷

D
死　亡　徽 百　分　率

Ａ 187 ４ ２．１

Ｂ 307 １ ０．３

計 494 －
∂ １．０

相常年齢二於ケル１年４ヶ月間ノ推定標準増加

量二比フ、ルニ、春夏季ヲ２同経過ノ場合ヨリ大

ニ、秋季サ２同経過ノ場合ヨリ小ナリ。

退園後ノ死亡者数ハ第４表ノ如ク５名ニシテ、

中４名ノヽＡ群見童二見出サレタリ。全値トシテ

ノ死亡率１％ハ東京市見童二於タル0．32％ニ

比シ尚大ナルモノヽ如シ。

以上ニョリ如何ナル見童二存園期間ノ延長テ要

フ、ルヤヲ推定シ得7レト共ニ

（１）小學校年齢テ超エタル者二對スル青少年

「プリベこ･トリウム」ノ設立

サ希望シ

ぐ２）學校養護婦ノ新設

（３）小見健康相談所ノ披充

－ヨリコレ等ト連絡シテ充分ナル「アフタテー

ア」ラナシ度ク切望-≒
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大阪府小學校教員ノ結核二開:いレ集團検診二就

キテハ、既二第17同結核病學介總介一於テ、

報告セルトコロアルモ、我等ハ再ビ昭和14年

７月、８月、９月、10月二亙り同様ナル桧診テ

行ヒタルテ以テ此所二其成績ノ一端テ報告≒

調査ノ對象トナリタルハ、大阪府下全小學校教

職員ニシヤ今同ノ検診ハ少徴ノ使丁、衛生婦ヲ･

モ含ｙリ。而シや被検者。・ヽ總テ、常時。普通ノ

勤務テナシオレレ所謂健康者ニシテ、休養中ノ

者、休職中ノ咎テ含一・ズ。

全被検者14.535名(男子10.029名、女子4.506

名)ニ就キ、全身症状、理學的所見｢ツベルクリ

ン｣皮内反庖、赤沈、喀痰中結核菌検査、胸部

Ｘ線撮影及ビ其他ニョリ検索セリ。而ジテ主1ヽ

シテＸ線像二重キヲ置キ全身症状、理學的所見、

赤沈、喀痰中結核菌検鏡テ参号トシ、活動性結

核患者、肺野二小範閲ノ主繊維性病竃有ルモ全

状症状不確ナル者郎疑活動性結核者及ビ全身症

状殆こノ

　

ド訣除シ肺野二主繊維性小陰影テ有ペ

ル者、石灰沈著ヲ有フヽル者叉ハＸ線ニテノヽ、カ

カル陰影ナキモ赤沈促進セル者等郎要注意者ノ

三者ヲ･判定セル成績ハ第１表二示スゴトク、活

動性結核患者104名(0．7％)、疑活動性結核者

第１表

　

結核者接出半

性　　　年　　　診，男女君一一65
1

被接総人員ﾚょ535　＼()i)?o

』

活動性結核患片　Λ 拙↓　０．７ｦぶ

疑活動性結核片　B '　　１㈲（に犬

　-皿　　　　　--W=====　　　　　　＝　　　　－
要　よ　意　汚　C　　　Iﾆ循　０．９?ぶ

Λ　十　Ｂ　十　Ｃ　　　割８　乙いぶ

喀痰中結核菌陽性否li　　17　O.lfぶ

泌Ｘ線撮影片 1.75↓　11?.1％

109名(0．7％)、要注意者135こか0．9％)、三者テ

合ソ､レバ348名(2．4％)ニシヘこテ昭和13年

度受検セル者部萬任荷≒受検七ずル者印新任

者1ヽヨリノ検出卒刊七ノ、レバ第２表二示スコう

ク、新任者ヨリノ検出率ハ萬任者ノ夫レヨリハ

高率ナリ。

更二昭和13年度受接七ル者11.844名中再度本

年度受検ヒシ行ノ中ヨリノ本年度活動性結核患

　　　　

第1ﾋﾞ表

　

結核暫ノ新任篤任別

ｉ被　接　人　員 活動性結核患者

被検者雄竹　L↓.535　100f（　10↓　0.7％

新　任　者　　1.78↓　川（腿　　ｊ↓　１．３ﾀぶ

罵　任　者　11.452　100?ぶ 66　　0.6ｦぶ

使丁衛生帰　　1.299　100ぢ Ｌ↓　１．１ぢ

田村外11氏＝大阪府下小學膜教員二於ケル結核ニ｢剔スル集團線診二就テ第６琥】 523



524 田村外11氏＝大阪府下小學校数員二於ケル結核二開:
㎜ ･ ＝ － ・ 一 ＝ 一 一

者検出卒ハ第３表二示スゴトク、前年度活動性

結核患者ニシテ一旦良好ナル経過ラ辿り復職セ

ル者ヨリノ検出率最モ高ク、前年度疑活動性結

核者ニシテ本年度受検セル者132名有リ、中18

名吋3．6X）ノ本年度活動性結核患者テ検出セル

ニ比シ、前年度以上二者二非ザリシ者ヨリノ検

出卒ハ、0．38％ナル低率テ示セリ。

活動性結核患行テ年齢的二見レ八年齢若キ者二

多キ傾向アルハ第４表二示フヽゴ）シ。

第５表

　

活動性結核患者ノ病型別

　　　軽重別入T
第三度 第二度 第一度 計

肺門淋巴腺一
肺門結核

０ ４ ７ 　11
10.6％

溶出型肺結核 ０ ３ １
　　↓

３．８?ぶ

混合型肺結核 ９ 49 15
　73
70.0％

硬髪型肺結核 ０ ２ ０
　2

1.9％

肺上･葉炎 ４ ３ ０ 　76.7％

播種型肺結核 ３
9

゛W
０ 　54.8％

謬出性肋膜炎 ０ ０ ２ 　2
1.9％

計
　16

24％

　63
60.5％

　25
15.5％

!O↓
100％

第６表「ツペルグリソ」皮内反喉判定基準

　　

A.r.:1 :2000　0。1耗　48時間判定

判 定

ｉ
‐
’
‐
‐

ノ
類

昿反
分

2－4

四

陰

　

性

十

一

大 敗

　

陰

　　

性

5―10

-

　

＋

一一

弱陽性

11―20 21－30

升

　

丿

　

併

31以上

;等aﾐ強陽性混

一一一一

・

　　　　　

性

冊

- - －

【第18巻
一 一 一 -

第３表

　

活動性結核患者一昭和13年度判定別

　昭　和犬
1肖。

。

レ

11年度　｀、

昭和13年度

活動性結核
患　　　者
　98名中

昭和13年度

疑活動性結
核　患　者
　181名中

昭和13年度
活動性結核

患者及疑活
動性結核者

二非リン者11.452名中

昭和14年度
受検セル咎

　16
100％

132
100％

11.304
　　100％

昭和14年度
活動性結核
患　　　考

　5

31％

　18

13.6%'

　43
0.38％

第４表

　

結核者年齢分布

｀　　　　年　齢

楠　娶
21―25歳 26－30歳 31－40歳 41―50歳 51歳以上　Ｉ　　計

仝　被　楡　者
3.058
100％

2.960
100％

4.773
100％

2.643
100％

1.096
100％

14.535

　100％

活動性結核愚考
3↓

　1.1％
22

　0.7ぢ
25
0.5％ ｀　18　　0.7％

5
0.5％

104
　0.7fぶ

疑活動性結核患者
17
0.6％

26
　0.9％

37
0.8％

17
　0.6％

12
　1.1％

109
　0.7％

検出セル活動性結核患者ノ病型別・ヽ主トシテＸ

線像=-∃リテ判定セルモノニシテ病愛高度ナル

モノ、第３度、中等度ナルモノ第２皮、軽度ナ

ルモノ第１度トシ、之サ更二各病型別二見lノバ

第５表ノ如クナリ。中等度ノ病受ヲ有スル者最

モ多ク､、高度ノ病受ヲ有スル者モ相常多ク検出

サレ、叉、混合型ノ者最モ多ク、播種型、肺結

核、惨出性肋膜炎テモ検出サレタリ。

｢ツベルクリン｣皮内反慮へ

　

傅明:製篤｢ツベル

クリン｣2000倍稀憚液0．1托テ左側上勝内側皮

内二注射シ。注射後48時間前後ノ注射局所ノ

登赤ヲ以テ、第６表二従ヒ判定セリ。

全被検者二於ケル成績､ハ第７表二示スゴトク、

陽性率91．5％ナル高率ヲ示シ、男子ダヽ女子ヨリ

モ高率ナリ。之テ年齢的二見レバ、第８表Ａ、

第８表Ｂニシテ、年齢若キ24、25歳二至ル間

ノ者八年齢更二古キ者ヨリ陽性阜低シ。

　　　

第７表

　

仝被検者二於ケル｢ツ｣反鹿
一

＼み

性別＼
陰　　性 陽　　　性 計

男 499　5.0％ 9.530　　95.0％10.029　　100％

女 730 16.2％ 3.776　83.8％ 4.506　100％

計 1.229　8.5％ 13.306　91.5％ 14.535　100％
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卜丿溥
年齢歳｀へ
21―25歳

一一
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31―40歳

-
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一一

51歳以上
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―
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2才

２．５ %，

193

1.9?ぶ

＋

‐

－

！

‐

一 一 一 一 一

56

3.8?
一一

　

22
２．０ り

… … … ＆

９

－

29

.1 ％

　

13

3.二t％

７
！
‐
３

　
　
　

５

％

127

2.8％

詰核患者及要注意者ノ｢ヽｿ｣反嘸ハ第９表二示フ。

ゴ'トク活動性患結核者ハ總テ陽性ニシテ疑活動

性結核者二於テノヽ１ ?; ノミ陰性ヲ･示セルアルモ

他ハ總テ陽性テ示セリ。

更二之ラ全被検者｢ツ｣反嘸各陽性群ヨリノ検出

十十

一一
135

8．6％

H8

7．9％

j73

X.1％
-
190

8.4犬

　

134

13．9％

880

8.お≒

十十

心

５．５％

-一一一一

　

73

6.7?ぶ

-
121

<s.6%

ｌ

ｌ

併

-
176

11．2‰

160
H.6%

213

9.卜。
-

‐

―

―

147

976
9.7％

+什

-
H4

7.7クぶ

81

7。4％

127
9．0％

　

32

8.↓
-→

　

21

－ － 一 一

１５

－

３

８

?６

８％

-

バ）

P。

-

● ･ － -

冊

　

8(拓
S5.0％

冰泡影成1陽性計

　　　　

１
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一一一一一一犬･

總

　

計

142

　

i

　

1.368

　　　

1.575

9.0％l

　

洲.9頻

　

100％
-i-----一一-‐¦
2Z2

　

∩.754

　

リ.864
１！．９％

１

－

↓梱

乙↓％

叫.1％
-
3.226

95．9≒
- -

　

100％
--
:4．364

　

100%

　　

IS9

　　　

2.2;u

　　

2.263

　

21．6?ぶ

　

98.7ﾀぷ1

　　

100％

-一一一一一----一一‾－‾‾‾‾-ﾄ

　　

130

　

，

　　　

948

　　

゛

　　

963

　

13．5址

　

98.4%

　

100％

-‥

　

一一一一一一一一一一一一一1
1.401

　　

；

　

9.530

　　

110.029

　

Lt．0％

　

95.;3％

　　

100％

冰泡形成l陽性計

　

總

　

計

l

　　　　　

・

　　　

ｙ

　　

:4.X％

　

71.:ヤ。

　

100％

-

98

8.0％
-
!07

7.6%

45

　

950
87．1％
-
1.24↓

　

88.3%

　

361
11.8％

　

95.0％

　

15

11.3%'

"321

7.1％

や

ト

ー

ー

ー

ー

ー

　　　

'‾¦

119

　

1

89.5^1

1。101

　

100％
-
1.409

　

100％

ミw

　

380

　

100％
-

　

133

　

100％

S.776

　

ト↓.506
83.8％

　　

100％

-

－一一一一一一-一一

j80

　　

1

　

乙2(･川

8｡肘よ

　

65 ｡ 4％
¦工箔丁

　

゛‘～

　　

Ｑ／

　

,ﾉ)･．９ｚ＆

レ聶‾

15.3%

　

7;3.3
- - －

％

6｡０刈

　

60.8％

第８長（Ｂ）女子仝被嶮者りｿｯ反昨一肌仙割分布

冊

　

794

ｙ3.5％

　

676
6Z.0％

　

ド60
61.0％

　

245

6」．5％

　

58

↓3．6万

一－－一一一一

2｡633

　

58.4％

　

26

6．8
-

　

18

％

13.5％

320

7.1‰

第９夫

　

活伺性結核患片･及むに□げツ｣反咆分布

｀゛'‾｀‾｀∇

摘　要　尚犬　　　　　　　‾
＋　・十十　　　升十　　　冊

　　　ｌ

　　　　　ｉ水泡形成　計

　　　　　ｉ

活動性結核患片
　　　Ａ

０ ０
　　　0　1　　11
　　　　　」1％

－一一　｀　　　　１　　　０　１　　７

　　　　　１　６ぢ

　　　18

17％

　　60

58％

　　57

52?ぶ

　　53
39.ヤ。

　　15

H％

1叫

100％

疑活動性結核者
　　　Ｂ

　　１

卜ぶ

　　Ｏ

　　　０

---
　　　Ｏ

　　15

1ヤぶ

　　29

27?ぶ

109

100％

要　汪　意　者
　　　Ｃ

　　２　，　　５

１．５ｃ６　　　３．７Ｑり

　　7
5.2％

　　　68
50.:ヤ。

135

100°ぶ

Ａ＋Ｂ＋Ｃ
　　1

0.:いぶ
　　　0

－-一一
　　27↓
　1.9％

　　２

０ ．６‰

　---一一一一一一
　３２０

乙２％

　23

6.6‰
　　佃
11.5･ぶ

　　170

佃.9％

8.713
59.9･ぶ

　112
32.か。

348

100％

仝　被　楡　者
　955

6.7‰

1.200

　8.2％
1.351

　9.3％
＼.122
11.8ヽ、

1↓.535

　　川O％

率ヲ見ルニ第10表二示フヽゴ｀トク陰性群ヨリノ

検出率極ノ刊氏卒ニシテ陽性度中等度以上ナル

群ヨリノ検出率高シ。

赤血球沈降速度y＼ <'7エフ､テルグレン法１時間サ

以ｊ･表パセリ。施行いレノヽ、７月、８月ノ夏季ノ
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第10表

　

活動性結核患者及要注意者ノ「ツ」反庶ニヨノ1／全被検者ヨリノ検出率

　　　　「ッ｣反雇　＿

摘　要
十一

＋ ++　i　･11‘　m　i水泡形成1　計

活動性結核患者
　　　Ａ

０ ０ ０
　110.9％ 　181.3％ 　600.7％ 　150.9％ 　104

0.7％

疑活動性結核者
　　　Ｂ 　　10.1％

０ ０
　　70.6％

　15
1.7％ 　570.7％

　　29
1.7％ 　1090.7％

要　注　窓　者
　　　Ｃ

０ ０
　　20.6％

　　５

４．２?ぶ　　75.2％ 　536.1％
　　68

3.9％ 　1350.9％

Ａ＋Ｂ＋Ｃ 　　10.1％

０ 　　2
0.6％

　23
1.9％

　40
3.0?ぶ

　170
2.0％

112
6.5％

　348
2.1％

全　被　撞　者
　955

100％
　274

100％
　320

100％
1.200

　100％
1.351

　100％
8.713

　100％

1.722

　100％
14.535
　　100％

第11表

　

仝被検者二於ケノ1/赤沈

　

常値１時間値18―32°Ｃ

【第18巷

I

　

･'‾一匹

｀｀犬､､、　赤沈粍

　性長｀へ_
1―10 11―20　　21―30 31―40　　41―50 51以上 計

　　　　　　7.175　　1.574
男　　　　77.2?ぶ　　16.9%

　340　　　1　　　　103
3.7ﾀぶ　１　l.lfぶ 　520.6fぶ 　530.6％

9.297

　100％

　　　　　　　1.512　　1.608
女　　　　38.1％　　40.4％

　531　　　　179
13.4ぢ　1　4.5％ 　　761.9％

　　66
1.7％

3.972
　　100％

。　　　　　　　　　　　　8.687　　１　　　3.182
副　　　　　65.5％　，24.0％

　871　　　j　　　　282

6.6％　　　2.1％
　128

1.0％ 　1190.9％
13.269

　　100％

頃、拉ニ、９月、10月、ノ秋季二於ケル気温ノ差

拉ニ、身慌ノ時期的差アルモ、赤沈値ヲ特ニハ

補正列シヽズシテ室温二於ケル測定値ヲ以や表

ハセリ。

キハ第11表二示フヽゴトシ。更二之ヲ年齢別分

布テ見ルニ、第12表Ａ、第12表Ｂニ示スコ’

トク、年齢進ムニ従ヒ赤沈促進セル者多ク、之

男女共ニ50－40歳ヨリ比較的著明ナリ。

赤沈ノ常値

　

剖]全被検者ヨリ活動性結核患者、

　　

活動性結核患者、疑活動性結核者、要注意者ノ

疑活動性結核者、要注意者、其他著患チ有スル

　　

各赤沈群ノ頻度テ見ルニ第13表ニシラ漑シテ

者ラ除キタル者ノ赤沈値一シテぐ多少ノ胃腸障

　　

促進セル者多キモ、活動性結核患者ニシテ倚且

碍、姻轟症、其他寄生轟病、多少ノ貧血、婦人

　　

促進セデル者モ若干有ス。

科疾患、軽度ノ脚気等ヲ有フ、ル者ノ赤沈値ハ含

　　

更二之タ全被検者各赤沈群ヨリノ活動性結核患

－ル。)、女子・ヽ男子二比シ一般二促進セル者多

　　

者、疑活動性結核者検出率第14表チ見ルニ。

　　　　　　　　

第12表･TA)男子仝被検者赤沈常値一年齢別分布１時間値18―32°ｃ

　　　赤沈粍

年齢歳

1－10 11―20 21―30 31－↓0 41―50 51以上 計

21―25歳
　1.222

HIA%
　　20713.7％

　　46
3.1?ぶ 　　171.1％ 　　80.5％ 　　　60.4％

1.506

　100％

2←30歳
　1.502

84.6%
　　211

11.9％
　　46

2.6％

　　11
0.6％ 　　10.1％

　　　　4
0.2％

1.775
　100％

31―40歳
　2.535

79.3％
　　516

16.1ｸぶ
　　83

2.6fぶ
　　27

0.8％
　　11

0.3％
　　24

0.8％
3.196

　100％

41―50歳
　1.384

12.2% 　　　40221.Ofぶ 　　84」.4％
　　　30

1.6％
　　12

0.6％
　　6

0.3％
1.918

　100％

51歳以上
　　　532

59.0％ 　　23826.4％
　　81

9.0％
　　　18

2.0％
　　20

2.2％
　　13

1.4％
902
100％

弓　　　　　　　　1　　7.175 計　　　　　11.2%
　1.574

16.9％
　　340

3.7％
　　　103
’1.1％ 　　520.6％

　　53
0.6％

9.297
　　100％
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第13表

　

活動性結核患荷及要注意者ノ赤沈

皿 ･ - - ･

第14表

　

活動性結核患者及要註意者ノ赤沈ニ

527

赤沈促進セル群ヨリノ検出率ハ促進セデル群ヨ

リノ検出率ヨリ高シ。此事ハ殊二活動性結核患

第12表（Ｂ）女子仝被検者赤沈常値一年齢分布１時間値18―32°Ｃ

　　　赤沈粍

年齢歳
1―10 11―15 16－20 21―30 31―40 4-1―50 51以上 計

21―25歳
　579

46.4％ 　　24819.9％ 　176　　　16414.1％　1　13.1％ 　504.0％
　17　　　　　14

IA%　　1.1％
1.248

　100％

26―30歳 　3↓↓36.8％ 　26127.9％
　150

16.0％
　　110

11.8％ 　434.6％
　11

1.2%
　16　1　　935

1.7％　，　100％

31―40歳
　↓73

35.8％ 　　35927.1％
　216

16.3％
　　178　　　1　　　　　45

13.5％　　１　　　３．４％
　38

2.9?ぶ

　　14
1.1％

1.323
　100％

41―50歳
　　　93

27.0％
　　　97

28.1％ 　　5816.8％

　　2520.7％

　62515.7％

　　　53　　　　　　　　25　　　！　　　　　　4

15.↓％　　　1.2%　’1.2％
　154.3％

345
100％

51歳以上 　　　2319.0％
　18

1↓.9％
　　26

21.5％ 　　1613.2％
　　　6

5.0％
　7

5.8％
121
100％

笹4　　　　　　1.512
副　　　　　　38.1-ぶ 　98324.7％

　531　　，　179
13.4%'　J　4.5％

　　76
1.9％

　　66
1.7％

3.972
　100％

１時間値18―32°Ｃ

　　　赤沈粍

摘　要

1―10 U－20 21―30 31―40 打－50 51以上 計

活動性結核
　　Ａ

　７　１　　　４

７％　　　i　　　4％　1313％ 　1716％
　　16

15％ 　4745％
10↓
100％

疑活動性結核者
　　　Ｂ 　17　　　2516％　1　23％

　19
17％

　19
17％

　10
9％

　19
17％

109
100％

要　注　意　者
　　　Ｃ 4o‰

　41

30.4%'
　18

13.3％ 　9 6.7％ 　7 5.2％
　6

↓.↓％
135
100％

Ａ＋Ｂ＋Ｃ
　78　１　　70

22.↓％i　20.1％

　50

1↓.4％’
　　石

12.9％ 　33 9.5％ 　7220.7％
348
100％

仝　被　楡　者
8.789　　　　　3.282

　63.5％　1　　　23.7％
952
6.9％

363
2.6％

Ｂ7　1　　257
1.4％１　　１．９％

13.830
　　100％

=･ル検出率

　　　赤沈粍

摘　要
1－10 11―20 21－30 31一才0 訂－50

　　　　　　　　　　　　　｜
51以上’4　計

活動性結核者
　　　Ａ

　　7
0.1％

　　　4
0.1％

　13
1.↓％ 　17　1　　16↓.7％　1　8.6％

　　　↓7
18.3％ 　1040.7％

疑活動性結核者
　　　Ｂ 　170.2％

　25
0.7％

　19
2.0％

　19　　　　　10
5.2％　　　5.4リ

　　19
7.↓％ 　1090.7％

娶　汪　意　肴
　　　　Ｃ

　5↓
0.6％

　41
1.2％

　18　１　　　9　　　　7

1.9％　　　2.5％　　　3.7%
　　6

2.3％
　135

1.0％

Ａ＋Ｂ＋Ｃ 　　780.9?ぶ
　70

2.1％
　50

5.3％
　　↓5　　　　　33

12.4％　　17.6％
　　72

お.0％
　348

2.5％

全　被　楡　否
S.789

　100％
A.2K2

　10 O^o

　952　　　1　　　　363　　　　　　　　187

100％　1　10 O?ぶ　　　100％･
257

100％
13.830

　100％

行二於テ著明ナリ。
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大阪府下壮丁像備検診成績

余等ハ昭和14年８月初旬ヨリ同年11月初旬二

至ル約３ヶ月間、大阪府衛生課協カノモlヽニ大

阪市テ除ク府下市町村二本籍叉ハ現住所テ有ス

　

阪

　

大

　

今

　

村

　

内

　

科

内

　

野

　

.I幸

　

彦

山

　

村

　　

三

　

乎

宮

　

西

　　

憲

　

一

【第18巷

ル青年

ルベキ者21219名ノ集剛検診テ施行セリソノ成

績ノ｀ヽ次ノ如≒

ヽソベルクリン,反廉

「ツ」反慰ノヽ傅研製μレソベ｀ルクい」2000倍0．1

c.c皮内法ニョリソノ判定ニ・ヽ止ムテ得ズ被検者

ニ48時間後ノ脅赤ノ大キサヲかキ硫酸紙二透

寫七シノ‘タルモノーツキ次ノ如ク判定セリ。

登赤ノ大キサ

判

　　　　

定

無反恋

　　

2一一- 4粍　　5―10粍　　11―20粍　　21―30粍

　

一

　　　　　

土

　　　　　

＋

陰性

　

疑陽性

　

剔陽性

　　　　　　　　　　　　　　　

陰性

被検者全員ノ「ツ」反咆陽性率・ヽ67．2％ナリ。

　

朴

　　　　

併

中等度陽性

　

強度陽性
--一一

　　　

陽性

第１表

　

20↓80名ノ「クペノ1ノグリｙ」反昿成績

　　

陰

　　

性

　　　　　　　　　　

陽

ZOj･1M）

100％

一一一-‥

　

ｉ

　

士

　

5894
28.8％

　

片?8
4.0％

第２表

計

-←

　

2

12

＋

541

．4％

十十

　

｜

　

併

　

6125

29．9％

　

:3218

15．9％

モ高ク農業最モ低シ。

31粍以上

　　

冊

最強度陽性
一一一

冊

性

　　

̃●

　　

レ

!８Ｕ

９．０％’

㎜ ●

計
－ 一 一

小

　
　

。
θ

り
乙
ゝ
ク
／

2
8

7
1

　

・

６
９
／

　
　

！
ｊ
一

コレラ市町村別二観察スルニ、市、町、村ノ順

二漸減シ、職業別こ観察人ルニ公務自由業二最

赤血球沈降反感

21219名ノ赤血球沈降速度

職業別二観察りレニ公務自由業二常値ノ者最モ

多ク、中等度以上二促進七ノしモノ､ハ無業二最モ

　
　

．
ロ

８
一
タ
ｙ

l
O
　
'
ソ
}

７

　

・

ｑ
ａ
７

１
ユ
り

被検者全員こツキテ･'･エソ、テノレグレン・カノ氏

　　

法二依ル１時間値成績ハ常値ノモノ81．7㈲ナリ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４涛゛　　　沈　　j　　1-ソ10　　　　　　　11-一一20　　i　　　.21－30

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　｜

31―50‘　51以上｀ 計

負　　敷 173ヽ↓8 2↓削 738 ぺ41　i 228 21219

％　　　　81.7μ 11.6％　｜　　:1.5?ぶ　’｀　　２．１･ぶ ！．１ぢ　1　　　100％

多シ。

｢ツ｣反嘸1ヽ赤沈トノ開係ニツイテハ赤沈正常ナ
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ルモノニ｢ツ｣反息陰性者多ク｢ツ｣反息張陽性者 以上二赤沈強度促進者多キ傾向アリ。

結核性疾患二゛ソイテ

全被検者中結核性疾患ノ疑アリテＸ線検査ヲ要

スト認メシ者1004名ニシテソノ中約３分ノ２

ヲ「フリレム」残部ヲ「レントゲン」紙ニテ撮影セ

529

リー但シ止ムヲ得ズ「ポータフTル」､ニーテ撮影セル

モノ約牛倣ヲ･含ムー「レントゲン」検査、赤沈

「ツ」反恵理學的所見等ヨリ活動性結核1ヽ決定シ

第３夫

　

検出セノ1/結核性患者ノ仝被検否二對･スル開係

被検者結徽ﾘ

ｰ-------一一･-----･‥－-----
賓

　

敬
一

％

21219

100％

-ﾐｰWﾏｰ---･･=-.･－
芒午!

得ル者372名ヲ･登見セリ。

　　　

第↓表

　

検出セル活動性結核患¬汚ノ

　　　　　　　

Ｘ像ニョル分類

肺腺
恥

巴核

肺門
結

核

肺尖

結
核

漂精

出

型核

混結

合

型核

肺
上
葉
炎

播結

腫

型核

渚肋

出版

性徴

計

較　症 26，1 121 ７ 99 フ 29 177

中等症 19　　7 ６ １ 79 ダ11 126

重　症
　　　　　　－　－　－

4･5　　　8

57 ↓ ８ 　　印

心一一　一心-
　372

計 18 ８ 235 ７ 2y 29

活動性結核患者372 ?;ノ｢レントゲン｣像ヲ分類

スルニ第４表ノ如シ。叉コl／サ市町村別二観察

スルニ市部二最モ多ク村部二最モ少シ、更二職

業別二観察ソヽルニ無業二最モ多ク農業二最モ少

シ、悔活動性結核患者が全被検者ノ赤沈拉ニ

｢ツ｣μ憲ノ如何ナル部分ヨリ最モ多ク出デシカ

ヲ観察スルニ赤沈二於テ・ヽ強度促進｢ツ｣反憲二

於ラハ弧度陽性ナリ。

活動性結核者

372

1．8９
Ｏ

疑活動性結核者

　

128

四－･--

０．６?ぶ

注意ヲ要スル
結核感染者

　　　

173
"･_==w

　　　

0.8％

第５表

　

活動性結核者ノ理學的

　　　　

所見ノ有無別

所「ラヴセル」叉，ハ

見　てライペｊアノl/モノ

貨　敷

　129

　ﾀぶ

34.7ぢ

ア

ノl/
モ

「ラッセノレ」叉ﾉヽ

「ラｆべ」ナキモノ
187 50.3％

ノ　！　　小　　計　　｜　　316 85.0％

所見ナキモノ 56　1　15.0ｸぶ

總　　　　　　　計 372 1　100％

活動性結核晋中「ラダいし」叉・ヽ「ラし勺アルモ

/ 129 Z 34.7%ナリ。　余等が鍵見ヒル活動性

結核ﾉ川4年度ノ壮丁慄備検診二於テ登兄七ラlノ

タル活動性結核者124名0．58％ニ比シ人員二

於テ約250名モ噌加七ルハ一部殷賑産業ニョル

勢働過重ノ影響モアランモ大部分・ヽ「l／こトゲ

ご……」撮影ヲ前年皮ノ３倍以上モ施行セル結果ナ

ラント､忿惟ソ、。
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児童ノ胸部集團｢レントゲン｣検査政ニ

　　

｢ツベルクリン｣皮内反感検査成績

九州帝國大學醤學部放射線治療學教室

中

　

島

　

良

　

貞

後

　

藤

　

基

　

彰

中

　

村

　　

徹

入

　

交

　

忠

　

雄

堀

　　

三

　

郎

尾開己一郎

人

　

江

　

英

　

雄

吉

　

武

　　

眸

川

　

波

　　

浩

藤

　

島

　

道

　

夫

赤

　

星

　

一

　

郎

涜

　

田

　

正

　

夫

緒

　　

言

余等ハ昨昭和14年文部省ヨリ結核ノ像防治療

二開スル研究二對シ、科學研究費ノ交附ヲ受ケ

テ本研究二著手シタ。

結核慄防撲滅策ラ講ズルニ常ツテハ種々ノ方策

ガアルグラウ、併シ何レノ方策テ賓施フヽルニシ

ロ、必要ナルモノノ｀経費デアル、従ツテ像防撲

滅策ヲ講ズルニ常ツテノヽ吾國ノ現状ヨリ見テ、

支出シ得ル範園内ノ経費ヲ･以ツテ逡行シ得テ、

最モ有妓ナルモノガ最良策デアルコトノヽ言列矣

タナ・1．

余等ノ一人中島ノヽ國策トシテ吾國結核ノ像防撲

滅ヲ講ズルニ常ツテハ第一義諦ノ方策1ヽシテ次

ノ如キ順序テ以テ施行ソ､／-､こ｀キガ最モ有倣ナルベ｀

シ1ヽノ私案ラ有シ、過去数年二亙ツテ専門雑誌、

新聞乃至ハ講演(｢パンフレ､バヽ｣)ニョツテ登表シ

テヰル郎チ、其ﾉ要黙ヲ述ブlノ八次ﾉ如クデアル。

１．

　

患者ノ摘護二先ヅ｢lノ｣検査ヲ以テ肺結核患

者ラ摘駿ノヽ。

２．

　

摘殼シタル患者ノ處理＝理想トシテハ勿論

こ等ヲ悉ク隔離牧容シテ治療フ、べ｀キデアルガ、

経済的ニモ計貧的ニモ現在二於テハ不可能ナル

ラ以テ、こ等摘殺シタ･ル患者ニハ聾師テシテ懇

切二結核禄防上ノ知識テ貨ヘシムルコトニス。

こ等摘特セラレタル患者ノ中ニーズヽ白ラ肺結核二

罹レルコトテ知ラザリシガ篤二結核菌ヲ到ル處

こ撒キ散ラシツツアツタモノモアルベキグガ、

聾師ニョツテ其ノ危瞼ナルコトヲ･教ヘラレ、憧

防上ノ注意ヲ･典ヘラルレバ、相常ノ教養アルモ

ノノヽ己が傅染源デアルコトヲ知ラナカツタ時二

比フヽ1ノバ、傅倭ノ機會特二家族傅染ノ機會ヲ非

常二稀かナラシハレモノト思フ、併シ中ニハ頑

迷無智ナルガ篤ニ、或グヽ家庭内ノ生活事情ノ鴉

ニ、醤師ヨリノ話グケユテハ到底傅染防止（特二

家族傅染）が出来ナイ1ヽ思ノヽルヽモノガアル・ヽ゛

キデアル、斯ル者ノいヽ國梗ヲ･以テ隔離スル必

要ガアル。

　　　　　

、

叉摘殺シタル患者中ニヽハ直二充分ナル治療サ開

始フ、ル必要アル者ガアツテ、ソノ中ニハ治療費

ノ員塘二堪へ得ル者1ヽ堪ヘナイモノトアルｇキ

デアル、治療費ノ員瘤二堪ヘナイモノーハ、ソ

ノ費川ノ一部叉ハ全部サ國家が負寂ッヽべ｀キデア

ル、叉貨見シタル患者ノ中ニハ軍二自宅ニテ安

中島外11氏＝禰岡駆下２市二於ケルー般市民及ビ生徒、兄童ノ胸部集團「レゾトゲソ」検査成績 【第18巻530
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静ヲ守ラシメルコトニョリ、或ノヽ職業ノヽ績ケナ

ガラ日常衛生二注意シタル生活ヲナペコlヽニョ

リ、自然治癒テナス者モアラウ、或ハ職業上ノ

努務ヲ軽減セシｙテ注意シタル生活ワナユ･､コ1ヽ

ニョリ仕事ヲ耘fケシメ得フレモノモアラ｀勺、斯ル

者ハ錬達ナ腎師ノ判定ニョ

　

｀ソテ適常ナル處置

リナシ、時々「ソ」線検査ヲナシテ監硯シ、若シ

病勢進展治療ノ必要アルニ至レバ直チュ醤療ヲ

施プヽコ1ヽニハル、同ジク聾療ニョツテ全治シタ

ル者モソノ後或ル期間ノヽ勢務ヲ軽減シ醤師ノ監

硯ノ下二置ク様ニおレ（以上ハ中島ノ懐ク結核

憬防撲滅策私案ノ骨子デアルガ詳細ハ他ノ雑誌

講演録等參照セラソタシ、但シ希望者ニハ或部

敬子限り「パンフレ、1ヽ」ヲ･進呈おレ用意アリ）。

余等ノ本研究ノ主要目的ハ以上ノコトテ國策ト

シテ賓施スル場合ヲ仮想シテ経済的二大約幾何

程度ノ國費ザ必要トソヽルカヲ算出フ､ﾉﾚ基本事賓

丿調査フヽﾉﾚﾉこアノレｏ

研究事項

1。

　

禰岡市政二八幡市二於≒レ商ぴ1街ノ一匯域

拉二努働者旧1ヽ目セラルヽ一1砥域ヲ･選定シ、ソ

ノ地域内ノ住民全部二就キ「レ」線寫翁撮影法こ、

ヨル検査ニヨヽソテ肺結核患者ノ賓教、分布状態

拉淵矣病ノ程度ラ知ルコト。

以上ニョリ我見シタル患者ノ家庭二就イテソノ

生活状態経臍状態ヲ調査フヽルコlヽ

２。福岡市内二於ﾔﾉﾚｰ-‘定ノ小學見童、中學生

徒、高等學校生徒ヲ同様ノ方法ニョリ検査シテ

患者‘ノ宣教、分布状態拉二疾病･ﾉ程度ヲ知ルコ

に

３．

　

以上ノ検査人員ﾆｰ就イテ同時ニ｢ツベルク

リン上皮L内反礁テ検査シ、｢ツ・ヽごルクリン｣皮内

反礁ノ診断的價値ヲ決定スルコト。

検査法

(Ａバl／)胸部集團検喪

｢レ｣胸部集團検査ヲ行フニ現今３通りノ方法が

考ヘランル、印チ透視法、間接撮影法、直接撮影

法デアル。維費ノ鮎ヨリ云ヘバ透覗法、間接撮

影法ノ順二有利デアルガ、ソノ診％能ヨリ云ヘ

バ逆ノ順序二有利デアル。殊二透覗法ハ診断能

－オイケ甚ダ薄弱ナルノミナラズ、後日ノ讃嫁

トナルベキ寫翁ナキコlヽが他ノ法二比較サlノス

程ノ大ナル訣黙ヲ有シケヰル。東北帝大古賀博

士ノ提唱ニカヽル間接撮影法ハ経費が直接法ノ

ソレニ比シ頗ル低廉ナル鮎二於テ叉ソノ操作ノ

簡軍ナル鮎二於テ這二直接撮影法ヲ凌駕シテヰ

ル、且叉要監視者以上ノ肺結核患者ヲ･摘稜'リレ

鮎二於テモ今日余等ノ有スル手技、眼識テ以テ

比較ソヽレバ直接撮影法ニョル摘貨能ノ約９割二

相常ノ、ル能カガアル、従ツテ結核患者摘馥ト云

フ=1トノミヲ目的トリレ場合ニハ被検團ノ生活

條凪

　

ソノ他ラ考慮シテ間接撮影法ヲ探用-リレ

が有利ナル場合多｡々アル1ヽ思フ。。

併シ現在ノ間接撮影法テ以テシラハ病竃ノ質的

診陶け明確二察知スルコトハ多クノ場合不可能

デアル。余等ノ本研究ノ目的ハ緒言二於テ述ベ

タルガ如キ結核憧防撲滅國策私案ヲ･賓施二移ソ、

場合子暇想シテ、ソソニ要ヌヽル経費ノ大約ラ算

出人ル上二必要ナル事賓ヲ、限ラレタル少数ノ

人員二就イテ検査シう｀吾國全膿二類推シデ察知

セムトいしノデアルカラ、間接撮影法ノヽ此場台ヽ

ニ限り直接撮影法二劣ヽソテヰル。カヽル理由ヨ

リシテ余等ハ直接撮影法殊ニ４切「フヰルム」サ

使用フ、ル法サ採用シタ。

余等ノ過去10年二亙ル肺結核患者ノ「レ」線放

射療法ノ経験ヨリシテ余等ハ患者ノ年齢ト１枚

ノ肺「フヰルム」寫府ヲ観丿嘔フヽルニll｀ニョリテ、

ソ==1ニ見ラルヽ結核性病愛ノ大凡ノ像後ヲ判定

シ得ルノミナラズ、「レ」線放射療法尹行ヘバ大

約幾何ノ期間ラ要シテ臨休上全治退院セシバ辱
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ルカヤ同定シ得ルモノト信ジテヰル（但シ合併

症ナキ几y約。コノコトニ就イテノヽ疑問列包ク人

多キヤユ思ノリレヽが余等ノ’ヽ現在入院セシムルー

常リテ､ハ總テ全治退院-・デノ大約ノ期間7、8

ヤ月或ハ１年位等）テ患者二告示シテ其問二中

途退院等ナキ==1トサ約セシｙテ治療ザ開始:人ル

コトユシテヰルガ、例外的少敬サ除キテハ殆ン

ド皆前約ノ期間内二全治退院セシムルコ1ヽテ得

テヰル、若シ疑ノヽルヽ人アラバ１日ノ閑テ利シ

テ余等ノ敦室々參観シテソノ賓際二就イテ調査

セラルヽナラバ恐ラクコノ疑問ハ立所二解消ス

ルモノト信ズレル。斯ルガ故二余等｡八木検査二於

テ碓見シタル患者中治療サ要フヽル者二就イテ｡ハ

余等が「レ」線治療ヲ施スモノト仮定シテノ大凡

ノ治療期間ｦ一決定シテミタ41ヽ筈ヘタ。

「ツ」皮内攻庖ノ診断的咄直尹胸部「レ回帰ヰ對

照シテ判定フ、ルニハ、胸部「レ」寫翁ノ診断能ハ

出来ル丈ケ大ナルニ1トテ必要lヽスル。本研究二

間接撮影法テ探用シナカツタ理由ノ一八叉茲二

存シタノデアル。

検査二使用シタ良牛装置､ハ禧岡市二於テハ「サダ

ニタ勺會計製「ツリフ、フ、」琥、八幡市二於テノヽ

島津製作所製報國琥デアル、「レ」管ハ何レモ日

本醤療電気株式介祗製10「キロワバヽ」、「シー

レ≒､クフヽ」列二目ヒタ。叉就林中ニーシ川名動出来ナ

イ者二就イテハ肥田製携帯用「レントゲン」装置

ヲ･以テ患家二於テ撮影シタ。

寫具ノ判定＝余等が寫具ノ判讃ニョツテ知シム

ト欲シタ＼1トノ第一ノヽ嘗テー－度肺結核二罹リシ

コトアリヤ否ヤト云フコト、第ニュハ肺結核症

二罹患セル陰影アリヤ否ヤ且叉ソレヲ･認ムル場

合ニノヽ印時:j療ヲ開始ノ､ベキモノカ或ノヽ降師ノ

監視ノ下ニアリテ或程度ノ職務二服七シノ得ル

モノナリヤガヤ1ヽ言フコ1ヽデアル。而シテ此等

後ノ寫位ト升ﾋ較ソ、ルコ1ヽニ多クノ経験ラ有フ、

ルヲ以テ曾テ一度肺野二結核性病竃アリシモハ

痕跡特二肥大セル肺門部陰影ノ縮少シ､テ殆ン

ド正常化シタルモノニ就イテ或程度ノ確カサテ

以テこレヲ認定シ得ルモノト信ジテヰル。勿論

コレハ程度問題デアツテ絶對的ノモノデナイコ

トハ言列矣タナ４．但シ明ラカユ石灰化竃特二

初期分化群ノ石灰化竃トナレルモノト思ノゝノレ

ル、肺野卜肺門部トユ對立セル石灰化竃テ見ル

場合拉二明カニ肋膜炎ノ痕跡テ認ムルモノ､ハ先

ヅ間違ヒナク(例外ハアルトシラモ)一度ハ結核

二罹リタルモノトシテ別二之レサ記載フヽルコド

ーシタ。

結核性愛化ノ所見アル場合二聾師ノ監覗ノ下二

或ル程度ノ職業ワ･梢ケシタ得ルカ乃至ハ即刻治

療ヲ開始-い･･必要アルカノ判定モ甚グシク科眼

的根株二乏シイノデアルガ唯余等ノ多年ノ臨休

的経験ヨリこヲ･判定シター過ギナイ。但シ他

－、ヨリ蹊賓ナル方法ザ知ラナイカラデアル(1

同ノ血沈反底検査ノ如キハ｢レ｣寫具診断能ノ訣

陥ザ補フニハ殆こノド役立タナ４モノ1ヽ信ジテヰ

ル)。

結局余等八次ノ如ク寫兵ノ判定ラナシタ、、

ＡＩ＝余等ノ判治ニョリテハ曾テ結核二罹リタ

　

ル躍謐ラ見出サデルモノ(勿論コノ中ニハ一

　

度肺結核二罹リ｢レ｣線寫具JIニテハこレヲ隆

　

認シ得ずルモノラ含ンデヰルハ

か＝余等ノ判讃ニョリ曾テ結核二罹リタル痕

　

跡アリト認定シタルモノ(コノ中ニ・ヽ石灰化

　

竃叉。・ヽ肋膜肥厚尹認ムルモノモアレドモ、或

　

ノヽ結核ニアラデル病縫ノ痕跡或ハ他ノ原因ニ

　

ョリ結核病擾ノ痕跡ト兄誤りタルモノモ少敷

　

ニノり昆ジテヰルグラウlヽ疑ヘバ疑バレル余地

　

アルモノモ含マlノテヰル)。

ノコトテ「レ」寫具ニョリ絹對的確賓サヲ以テ判

　　

Ａ″＝Ａ勺ヽ大同小異デアルガ唯肺紋理ノ噌強乃

定スルコトノヽ現在二於テノヽ不可能ノコトデア

ノし。併シテ余等ハ過去10年ノ臨休経験特二肺

結核患者ノ「レ」治療テナシ、治療前ノ｡寫具Iヽ治

療ニョリ陰ぶが廠痕化乃至・ヽ殆ンド詐失シタル

至・ヽ肺門部陰影ノ胤レ乃至ノヽ噌大等がＡペー

比シテ一層弼ク現ノヽレ且ツ年齢ヲ參酌シテ再

燃ノ恐レＡ’ニ比シ大ナルモノト思ノヽレルモ

ノＯノ群モ悉ク一度枯核二罹リタルモノト
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繩對的ニ。･ヽ保鐙出来ナ４ヶレドモ余等ハ先ゾ

　

ソノ誤リノヽナイモノト信ジテヰル几

Ｂ＝明カニ肺野二結核性ノ病竃陰影ヲ認ムルモ

　

ノデ、醤師ノ監督ノ下二置イテ現在ノ職業ア

　

ソノマヽ或ノヽ軽減シテ績ケシメ得ルモノト判

　

定シタモノ(要監督者几

Ｂ仁Ｂヨリ受化梢ｌ大ナルモノデ事情とレヲ･許

　

セバ治療開始シタキモノ(要監視者中)ニ算入

　

シＢラ以テ(Ｂ十Ｂ勺テ表ハシテヰル場合多シリ

Ｃ＝即刻治療ハ必要アリlヽ思ハルヽ程度ノ侵化

　

アルモノ(要治療者几

　

ｙ拉ニＣ群ニハ治療ノ､ル1ヽ仮定シタ場合ノ

　

治療期間ノ推定ヲ･下シテ置イタ。

尚、肺結核以外ノ疾患ニョノリ腿化、例へべ心

臓疾患及其－ヨル肺野ノ帰化、或ハｔ人性肺等、

(特有ナ塵肺卜思・ヽルル如キ像八日峨針宅ノ如

キニ於テモ認メナカツタ。レヽ此ノ辞表二於テハ

除外フヽル事トシタ。

(Ｂ)(ツペ）しクリン｣皮内反忠集團検査

施行ノ方法及判定基準二開シテノヽ、統一シタ、

規格ヲ訣ク現状デアルカラ、集團検査ノ場合二

一般二行ノヽレ、且ツ適常卜思ノヽレル所り參照シ

木學細菌學教室、戸田教授ノ意見フーキイテペノ

如ク定ｊ･タ。

(ツペ）レクリン｣液＝０．５％石炭酸加生理食盛水

ニョリテ稀郡セル罵｢ツベルクリン｣2000倍液。

傅研製原液ヲ用ヒ、稀郡液調製ハ細菌學教室二

依頼シタ､、

　

注射量＝0．1立方糎

　

注射部位＝右上勝外側

　

判定時期＝48時間後

　　　　　　　　　　　　

。

判定標準＝硬結テ毎号lヽシテ白ヽシうこ･辞赤ノ大

１サニョリ次ノ如ク定ノタ。

辞赤が正圓形テナせデル場合ハ長昆ヲ探ル事ト

シタｏ

　

尚對照l｀二子ゝ｢グリセリン｣、｢ブイヨ

検査結果

(Ａ)市民二於ケル検査結果

余等ノ研究二際シテ・ヽ禰岡部衛生課ノ絶大ナル

費赤ﾘﾘｽｸ

　

符

　　

妓

　

｜

　

判

　　

定

　 　 　 　

■

　

■

　

㎜ ■ - - = W

0

―

1 . 。

5- 9。

　

10―14.｡

－－－－一一

　

15―19 。

20以上。

一一一

　

‥－一一
3048

　

，

　

75

一
匡
ナ
升

㎜

　　

皿-W------IJ¶-

陰

　　

性

－－
擬陽

陽

性

性

－ ㎜

　

㎜ 〃 Ｗ ・

州･

　　　　

但ン水泡形成等アルモノ､ハ徽値ノ

　　　　　

如何ニョラフて併）1･ヌル。

ンドづ･。5％石炭酸加生理食堕水４以7 2000倍

二稀郡セルモノリ同量ググ近接部位一注射シ

タ。若シ對照殼赤が陽性大デアル場合ニハ、「ツ」

厦礁Iヽ對照1ヽノ大イサノ敬値ノ差已はテ判定ス

ルボlヽシタ。但シ殼赤ノ大イサガ雨者同一デア

ツテモ、「ツ」反吃こ水泡形成、壊死ノ兆候等ア

ルモノノヽとサ（柵･バヽ判定シテ居ル。

2000倍稀郡液ニョツテ陰性ナル場合、史二濃度

ヲ･高ノう｀「ツ」反庖ラ追及ノ、ル事ノヽ行ハナカツ

タ。集團検査二於テ斯ル･μlヲ行フ・ヽ相常困難ナ

ルノミナラズ、其ノ誤差ハ僅少ナルモノｈＳハ

レ≒他ノ集團検査成績ノ特長セラレタノテ見

ルニ漑手余等ト同ジク濃度サ高ノテ追及ノ､ルコ

Iヽノヽ行ツテヰナイ様デアル。

余等ノ検査二於テ對照が陽性値ノ殼赤尹示シタ=

モノハ第１表こ示ﾉ､如ク、1．りTしデアル。

　　　

第１輿

　

ｉツベルクリン｣反吐對照ノ

　　

饗赤我現度分布で括弧内ノ敷字八％ヲ夫ヘス)

　　　　　　　　　　　　

61!

　　　　　　　　　　　　

(1．97

｢ツ｣反憲が陰性値乃至擬陽性値：テ示シテ居ル＝---

ｶヽノヽラ凧對照値が陽性大デアル場かノヽ無力

ツタ。

對照特赤ガにツ｣注射j－ヨル鍵赤ヨリ大ナル斂値

テ示フ、事ハ殆ド無ク、若シ犬ナル値ン示シテこ

其差ハ1－2凭ヲ･出デナカツタ。

支援ニョリ、更ニ、禰岡、八幡雨市ノ衛生常い’

警察開係晋一及ビ市民有志ノ熱心ナ･L協力や得、。
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一般市民ノ理解ト相撲ツテ、此ノ種ノ研究二最

モ支障ラ感ズル検査憧定者ノ不參ラ最小限度ニ

ナシ得タト信ズルモノデアル。

此ノ開係り表示フ､1ノ八次ノ如クデアル。（第２

友｡

　　　　　　

第２表

　

受検卒及診断半

「レｙトゲソ」

人

　

徽

　　

％

「ツ」反
-一
人絹

哩
　
　

　

　

％

　

　 　

検査燥定数 2001 2001

受検者徴 1985 99.2 1985 99.2

診　噺　敷 1907 95.3 1972 98.6

表中検査憬定叡トハ検査施行前二常局二依頼シ

テ作製シタ名簿二記載セル検査仮定ノ人員デア

ルガ、名簿作製後検査時-･・デュ相常ノ期間サ経

過セルタメ韓居等ラナシタモノガアリ、之等ハ

仮定人員二算入セデル事トシタ。、

受検者散トヘ賓際二余等が｢レ｣撮影。｢ヽｿ｣注

射、其他、問診、覗診等テ施行セル倣デアルガ

之－ヨツテ見レバ検査憬定者ノ殆ド全部が受検

セル事テ犯]リ得ル。

診断級トハ賞際ニハ｢レ｣撮影、｢ヽｿ｣注射ナ施行

シ乍ラ。手違ヒノタノ｢レ｣寫真或ノヽ｢ツ｣反嘸所

見ノ判定サ下フ､ラ得ナカツタ員数ラ受検者数ヨ

リ除外シタ数デアリ除外者ノ叡が相常ニアヽソタ

事ハ遺憾デアル。こハ検査者タル余等ノ責任一

蹄フ、ル所デアルガ其ノ中、｢レ｣検査所見ノ判定

不能ナル場合ノ大部ハ乳幼見ニシテ余等ノ現在

ノ知識ヲ･以テハ其ノ像テ如何二分類ス・｡ごキヤ否

ヤノ判定不能ナルモノデアリ、一部ハ被検者身

健ノ動揺等ニョル像ノ不良テ頻同ノ撮影ニョル

地

商
一
あ
１

１

　
　

Ｉ

！

域
一
街

,11

賓
一 一

モ防止スルラ得ズ、且ツ少クトモ活動性病宛ノ

ナキヲ窺ヒ得テ、撮影ヲ中止セルモノデア7レ。

従ツテ雨者共、仮令余等ノ判定分類二入レ得ナ

カツタトノヽ言へ、其ノ中-ﾆヽ、既述セル余等ノ

所謂Ｃ群乃至Ｂ群二届スルモノノヽ含－レテ居ナ

４積りデアル。但シ小學見童中ニハ判定不能ハ

１例モナカツタコトラ注意シテオク。

｢ツ｣反嘸判定不能ナルモノハ、注射後急用其ノ

他ノ事情ニョリ判定ノ時期テ失セルモノデ、此

ノ数ハ、｢レ｣診断不能者二比シテ甚グ少イ事ハ

常然デアル。

以上ノ事情ニョリ、｢レ｣診断数ト｢ツ｣反息判定

数トニ差異ラ生ジタ。國]チ同一人ニシテ、｢l／｣

診断或ハ[ツ]反嘸判定ノ何レ｣7ヲ訣ク者が生ズ

ル事ニナツタガ之等モ。｢レ｣所見、｢ツ｣反撫所

見ノ雨者ヲ比較照合スル場合以外へ何レカノ

統計二編入セル事ハ、後掲ノ通りデアル。

更二巌密ヲ期スルタノ･－ハ、此ノ判定除外者チ・

モ、更二改ノテ検査スベキデアルガ、今同､ハ研

究期間其他ノ都合ニョリこヲ行ハナカツタ。

尚、検査ハ隣接セル大約100戸ヲ･選ングノデア

ルガ

　

八幡市二於テノヽ比較的永績的ノ同居者

(主トシテ女中)ヲモ編入シタガ、禰岡市二於テ

､ハ之ラ除外シテ居ル。

従ヽソテ同一戸数且ツ同一家族員数デアツテモ受

検者八八幡市が多人数トナル開係ニナツタガ、

然シ使用人等ノ同居者八一戸一人テ超ユル所ハ

殆ドナク、大膿二於テ家族数ノ多少テモ第２表

ニョツテ比咬シ得ル。

第３表、及第４表二於テ、禰岡。八幡雨市二於

ケル｢レ｣検査及｢ツ_収嘸検査結果テ纒ｙテ居ル

第３夫

　

紹岡八幡雨市民「レゾトゲｙ」所呪分布

％

撒j

　

416

｜ 一 一 一 一 一 - J

衰微1

　

392

-
貨

　

徴

一一
％

Ａｸ

ｰ--

　

67

16.1

４９

-
12.5

-¦
１１６ １

一一
１１．↓

Ａ´

　

Ｉ

　

Ａ″

291
-
70.0
-
271

-
69.1
-
562

-
69.6

38
-
9．1
-
42

10.7

80

-
9.9

・

　

Ｂ

(ＴＢ十Ｂ勺
－一一

Ｃ

-

　

６

" W J ● － ¶ W

行二丁に（
2↓

-
6．1
一一
38

一一
↓．7

　

６

-
１．５

-

　

１２

-
１．５

=4-●
絹

1.1『

　

発働咎街

市
808ｊ
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●　　　　１

八

幡

市

商店街
賓　敷 603 88 419 61 28 ７ 35

％ 14.6 69.5　１　10.1 ４．６ １．２ ５．８

発動者街
責　敷 496 r｀゛？

に） 314 66 32 ９ 41

ｸぶ 15.1 63.3 13.3 ６．５　・　　１．８８．３

小　　計
貨　撒 1099 163 733 127 60 16 76

?ぶ 14.8 66.7 11.5 ５．５ １．５ ７．０

總　　　　計
貨　敷 1907 279 1295 207 98 28 126

ぢ 14.6 67.9 10.9 ５．１ １．５ 6.6

第４表

　

朋岡八幡雨市民｢ツペルグリソ｣皮内反塵分布

地　　　　域
１　　　　　　　１

・　　　　　１ 十四
＋ 十十 桐･ 陽　性

稲

岡

市

商店街 雲散｜　427 160 1 29 84　i‘　　　72　782 238

が 37.5 ６．８ 19.7 16.9 19.2 55.8

発動者街
賓　徽 398 161 27 90 69 51 210

％ 40.5 ６．８ 22.6 17.3 12.8 52.7

小　　計
賓　徽 825 321 56 174 1 141 133 4こ↓8

％ 38.9 ６．８ ﾆ?1.1 17.1 16.1 54.3

八

幡

市

商店街
貿　敷 627 287 83 148 51 58 257

％ 45.8 13.2 23.7 ８．１ ９．２ 41.0

発動者街
責　敷 520 200 31 124 87 78 289

％ 38.5 ６．０ 23.8 16.7 15.0 55.6

小　　計
賓　敷 11石 487 11↓ 272　1　138 136 5↓6

％ こ↓２．５ ９．９ 23.7　　12.0 11.9 47.6

總　　　　計
賓　徽 1972 808 170 耳6　1　　279 269 994

％ 41.0 ８．６ 22.6 14.1 14.6 50.4

第３表｢レ｣所見符琥Ｂニハ括弧内二示セル如ク

便宜上ＢトＢﾍﾉ雨者テ合計シタ数テ掲ゲタ。後

掲ノ表ニモ同様ニＢトＢ勺ヽノ雨者テ含ノ･テＢナ

ル符琥ヲ用ヒテ居ル二第３表最後ノ欄ニハ(Ｂ

十Ｃ)トシテ著明ナル病憂テ有スルＢ群lヽＣ群

トテ纒ｙタ。此ノ表ニョツテ大約７％ノ多敬二

要注意者以上ノ結核患者ノ存在セルテ知ル。

　

シ

カモ之等ノ･ヽ此處二数示シテノ'ヽ居ナイケレドモ、

現在結核患者トシテ病臥セルモノ及ビ病臥セデ

ルマデモ自己ノ疾病ヲ･自堤セルモノノヽＢ群ニハ

皆無、Ｃ群二於テモ極ク少敬二止ルノデアル。

前掲ノ表ニョリ「レ」所見ノ分布。殊ニＢ群及Ｃ

群ノ分布が、禰岡市ト八幡市ノ市別ノ統計ヨリ

モ、商店街ト努働者街トノ街種別ノ統計二於テ

著シイ差異テ示フ、所カラ、此ノ黙テ明示スルタ

八第３表ヨリ抽出シテ第５表テ作製シタ。

第５表

　

街種別｢レソ1ヽゲゾ｣所見分布(括弧内敷字・ヽガヲ表.ス)

Ａ？ が Ａ″　　　　　　　Ｂ Ｃ Ｂ＋Ｃ

商店街け019 155(15.2ハ　710(69.7J) 99（9.7j） 42 (4.1卜　13 (1.3) 55 (5.4)

発動者街 888 124(14.0) 585(65.9) 108(12.2)　56 (6.3) i　15（1.7ﾐ〉 71（8.0）

之ニョツテ見レバ、Ｂ群及ビＣ群二属スルモノ

ガ、商店街二比シ、莽働者街二於テ著シク高率

二存在スル事ヲ知り得ルノデアル。

倚、余等が商店街トシテ皐ゲタ匯域へ少数ノ

飲食店等サ除キ殆ド其ノ全部が呉服、雑貨等ノ

店舗デアルガ、勢働者街トシテ畢ゲタ地域ハ、

八幡二於テハ、日本製羅會祗ノ主トシテ勤績10

年以上ノ職工(高級職工)計宅ノミョリ成り、福

岡市二於テハ種々雑多ノ職業テ有スル者ノ住宅

デでが其ノ居住者ノ大部分ハ肉俯努働二従事
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一 一 一 一 - - ･ = ㎜ 皿 － ・ ． - ﾐ

ケル結核･感染ノ有無ｦ一端的二示スモノデナク、

相京大ナル誤差アルモノデアルガ其ノ誤差ノヽ前

述ノ如キ比較ノ場合ニハ相對的ニハ大膿二於テ

1肖去サレルモノト考ヘテヨ４ト､Ｓハレルカラ、

比較幻レ２群二於テ「ツ」反恚陽性卒が同一デア

lノバ、其ノ２群ノ結核感染命ハ略Ｕ

ト云フ推定ノ下=一一前述ノ結論ヲ･下シタ譚デア

ノレＯ

次二困市二於ケル、「l／」所見及「ヽﾌJJ丈庖ノ性別

統計ラ作ツテ見タ。（第７表、第８表）

第７表｢レ｣所見ノ性別分布(括弧内ノヽ％ヲ示ス)

第８夫｢ツ｣皮内反嘔所見ノ性別分布(括弧内ハ?ぶヲ示.ス)

-

97卜
-
994

-W'-I--ﾐｰ-
384139.3)

↓24(42．7)

十

一

(9.6;

ｰ
ぐ7．6)

＋

-
248(25.4)

-
198ぐ19．9｀)

朴

152(15.5ル

127ぐ12.8

州･

-
100(10．2)

一一
169C17．0｀)

陽

　　

性

"500(51．1)
一一
494(49.7)

次ニ「レ」所見ノ年齢別分布ヲ第９表二示ス。其

ノ結果ヲ･圖示ソ、レバ第10表ノ如クナル。

シテ居4’モノデァル。

　　　　　　　　　　　　　　　　

デアラりト,唇゛｀ﾚﾉﾚ。

商店街ハ、南市共市ノ中心部ニ密集シ、努働者

　　

併シ又他ニ考へラレルコト’､商専街ト努働者雨

街ハ何レモ市ノ遵縁部ニアリ、採光、塵埃其他トノ住民ノ間ニヘ病気ニ對スル

● - 十一
＋　　ｉ　　升 併 陽　　性

商店街 1054 ↓↓7(42.4)1 i12(10.6パ232ぐ22.0ﾉ 123(11.7) 140(13.3) 495･17 .0）

努働者街 918 1 361ぐ39.3礼　ｙに6.3∧214(23.3) 156C17.0川129(14.0) 499(54.3｀)

｢ヽ.ｿ｣反嘸ノ結果ニハ、｢レ・｣所見ノ場合ト異リ、

著明二街種別ノ差異ラ認ムル事が出来ナイ．是

ニョツテ観レバ．結核感染ノ機會ハ商店街ト勢

働者街二於テ人差ナク、シカモ、Ｂ群及ビＣ群

二渇っリレ如キ相常重キ肺結核ノヽ努働者街二多ク

生ズルド､に7事サ言ヒ得ルト思フ．、こノヽ既二鯛

　

lノタ如ク所謂肺結核症ノ登生が牛活條件ニョツ

　

テ左右サルヽ所多キヲ物語ルモノトシテ興味り

受ユル所デアル．

勿論後述フ、ルガ如ク｢ツ｣μ礁ノ結果ハ既往二於

Ａ?　　　ｉ　　　が Ａ″ Ｂ Ｃ Ｂ＋Ｃ

男　　子　　9↓5 131(13.9ト　622(65.8ﾝ 121(12.8) 58ぐT6.1） 13 (1.4; 71 (7.5)

女　　子　　962 149ri5.5ド　672(69.9) 86 (8.9) 40 (4.2) 15 (1.6) 55 (5.8)

一一

　

呪

な

之等ノ表二依レバ、所見陽性者ノヽ、梢卜男子二

於引痔ツテり1ル結鼎トナル。



テノヽ撮影ノ際静止セタ篤寫其悪ク判定不能ニナ

リシモノ、叉余等ノ小見結核二對フ､ﾉﾚ経験鮮キ

篤判定不能ナリシモノ多ク、其ノ散ハ１歳乃至

５歳ノ小見二於テ63名、６歳乃至10歳ノ小見

二於テ４名ラ算シテヰル。是等ノ中ニハ、B.C
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第９表

　

市民｢レｙトグゾ｣所見年齢別統計(括弧内ノ斂字・ヽ％ヲ示庖)

Ａ々 Ａ´ Ａ″　　　　　　Ｂ　　　　　　　Ｃ Ｂ＋Ｃ

總　敏 1907 279(14.6) 1295(67.9) 207(10.9バ　98（T5.トJ　28 (1.5) 116 (6.1)

1－5歳 113 72(63.7) 30(26.5∩　　6 (5.3) ↓ﾀﾞ3.5卜　　1（70.9） 5（yし↓）

6―10 2j5 74(32.9) 1ふI-r55.1) 19 C8.↓） ６心.7） 2（0.9） 8 r3.6)

11―15 247 ↓0(16.2) 哨痢:6ﾄﾞ.0ﾝ 30(ﾌ!2.1) ７ﾀﾞ2.8∧　2ぐ0.8） ９ﾀﾞ3.6）

16―20 295 25 (8.5) 208(70.5) 37（12.5レ　20（6.絢 5 (1.7) i　　Z5（8.5）

21―25 155 15 (9.8) 11:ダ72.9ﾚ 20(12.9) ５ぐ3.2パ　　2（1.3ﾄﾞ　　７（ﾝt.5;

26―30 154 ９ﾚ5.8) 1H汀4.0） 12 (7.8) 14 ('9.ﾆ1） ５づに∧　19(12.3)

31―35 111 ８勺.2へ

　ゝ　　　ノ
糾で75.7) 12(10.8) 5 (4.5) 匹1.8） ７で6.3)

36－40 112 8 (7.1ﾝ 　　85 r 75.9　　　　　　　）

一一---

　　10（75.7ﾝ

8 (7.1) 8（7.j） 3 (2.7) 11ごり.8ﾝ

41－45 140 ９で6.4）

　一一10（8.1）

15(10.7) 8（5.70　　2 fJ.4) 1リﾌﾞ7.1)

46―50 123 93(:75.6) 16(13.0八　　4 (3.3) ０（Ｏ） ｣ﾊﾞ3.3)

5レー55 104
　　　--　53

６ぐ5.8し 74r71.2) 13(12.5/ 9 (.S.7√　　2 (1.9) 11(10.6)

56―60 　　　　　〃　〃4｀3（に）．り 39(73.6) 9（17.0/　　2で3.8∧　　り（Ｏ） 2Jﾆ3.8)

61八七j　　75
　　・

Ｏ（Ｏ） 57(76.0) 10(13.3レ　　6 (8.0) lどご2.7） <S(1().7;

ｊ
ｌ

パ
ヅ

タ

　
　

戸

タ
ノ

第10表

　

市民｢レｙトゲｙ｣町呪頬倚別分布圖(⑤)
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Σしゴニイト丿一ご字グジ/づ夕方づﾂﾞﾕ犬ﾉﾔ̃

検査数ノ開係ヨリ５歳軍位二回分シタ、、

こ一一ヨツテ、15歳以下ノ弱年者ニハ、夫以上ノ

年齢者二比シ、「ソ」所見陽性者が相富少イ事ﾃ

一知ルノデアルガコノコドハ賓際二於テハ更二著

－シイノデアル。

　

ソレノ｀前二述べ≒
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第11表

　

市民｢ツ｣皮内反塵年齢分布(括弧内ハ?ぶヲ示ス;
" ″

- 士　　　　　　＋ 十十 +･+　　いl　性

總　敷 1972 808(41.0) 170（8.6） 446(22.6) I　279(14.1レ　269(13.6レ　998(50.6)

1－5 176 162(92.0) 3 (1.7) 5 (2.8)　　3（1.7） 3 (1.7) ,　11 (6.2)

6－10 228 163(71.5) 4 (1.8) 29(12.7) 28(12.3) 4 (1.8) 61(26.8)

11―15 247 139(56.3j 16 (6.5) 43(17.↓) 25(10.1) 24 (9.7)　92(37.2)

16―20 296 148(50.0) 26 (8.8) 56(18.9) 37(12.5) I　29（9.8） 122(41.2)

21―25 150 46(30.7) 15(10.0) 39(26.0) 27(18.0蛸　23(15.3) 89(59.3)

26―30 157 31(19.7) 29(18.5) 41(26.1) 24(15.3) 32(20.4) 97(61.8)

31―35 106 23(21.7) 12(11.3) 34(32.1) 19(17.9) 18(17.0) 71(67.0)

36―40 116 10ぐ8.6) 8（6.9） 35(30.2) 2↓で20.7ﾊﾟ　39(33.6) 98(84.5)

41―45 139 19(13.7) 11 (7.9) 55(39.6レ　25(18.0ド　29 20.9) 109(78.↓)

46―50 125 15(12.0) 16(12.8) 37(29.6) I　28ﾆ22.4) 29(23.2) 94(75.2)

51―55 105 16(15.2) 1↓(13.3) 34(32.4) ;　20(19.0ド　21(20.0) 75(71.4)

56－60 53 13(24.5) 5 (9.4) 16(30.2) 12(22.6牡　7(13.2レ　35(66.0)

61以上 74 23(31.1) 11(1↓.9) 22(29.7)　　7 :9.5) 11 ri4.9レ　40(54.1)
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第12表

　

市民｢ツ｣皮内反懸年齢別分布岡(ｙ)

ヽ--一一--m性率

一陰性幸
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／

／

丿．ダゴプ夕丿＼ぎぷｙ1･已

群ノ者ク先ヅナイコト丈。・ヽ確カデアルノデー=八／

　　

齢二於テ最高ヲ示シ、其ノ上下二於テ遮減シテ

テ計算二入ルレバ１歳－５歳ノ小見－ノヽB. C　　ヰル。とノヽ「ツ」反忠ノヽ一旦陽性ニナツダモノモ

所見者｡ハ2j8％アルノミトナルノデアル。

　　　　

或年月ノ経過ニョツテ陰性化シ得ルモ

　

ノデアル

同様ニ「ツ」反忠ノ年齢別分布テ第11表及第12

　　

コトノ一ノ謐左デアルト思フ、、

表二示ス。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

（Ｂ）學生、生徒二於ヶル検査結果

此ノ場合ハ「ツ」反忠陽性率ハ36歳及40歳ノ年

　　

余等ハ敬年前ヨリ、九大醤畢部附局醤院看護婦
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第13表

　

各學校別｢レ・べヽゲゾ｣所見分布(括弧内ハヂぶヲ示元)

Ａ々 　　　　　　　　　　　　｜が　　　Ｉ　　　Ａ″　　Ｉ　　　Ｂ Ｃ Ｂ＋Ｃ

小　學　生 300 65(21.7:) 225;75.()ﾝ１　　８ﾌﾞ2.6ｯ 2（0.7ﾗ ０　　０　１　　２（､0.7)
　　　　　　ｉ

中　學　生 309 65(21.0｀) 2Z8･＼7ﾐ 柁（3･り 4（1.y ０　　０ 4 (1.3)

高　校　生 才78 36 (7.5; 翁9･］5.1) ５↓ﾄﾞ11.3) 23（↓.8） 6T1.3） 29 (6.1)

總　　　計 1087 166(15.3 812C7才.6｀） 7｣∧6.8) 29 (2.7) 6 (0.6) 35 ('3.3)

第14λ

　

各學校別｢ツ｣皮内反唸1分布(括弧内ハ％ヲ示ス)

- ＋－
＋　　　　　　十十 併 陽　　性

小　學　生 Zり和　198(67.｣ッヘ　　５で1.7) 25 (8.5レ　20 (6.≪ﾝ 46(15.6; 91(30.9ﾉ

中　學　生 304 183(60.2レ　　↓(↑.3∩　38(12.5レ　41(13.5) 38(12.5) 117(38.5)

高　枚　生 478 229(47.8) 　一一一一一一-
　41 (8.6)
-一一
　50　ご1.6）

7ぐ15.ト　　6iri2.5) 75(15.7) 208ご↓3.6）

總　　　計 1076 610(56.8) 135(12.5レ　122a1.3) 159(14.8) ↓16(;:)8.6)

第15表

　

各學校各學級「レｙトゲソ」所!tＢ十Ｃ群及「ツ」皮内反唯陽性群分布岡
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＼

　

＼
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／
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／
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／
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卑

　

Ａ

　

ユ

ベ
中手土

各學部學生、高等女學校生徒等二就キ集團的

「レ」検査ｦ一行ツテ居ルノデアルケレドモ此ノ検

査ハ、本研究トハ梢し脇ヲ･異ヘソ、ル所ガアルノ

デ其ノ結果ヲ此所二報告フ、ﾉﾚ事ハ控ヘタ。叉之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

丿等ノ集團二本研究ノ趣旨二於テ検査ヲ施行ハレ

事ハ検査ノ重複テ来庖所が生ズルノデこテ行ハ

ナカッタ。結局本研究二於テ調査シタ所ハ小季

／

。
／

　　　　　　　

7

｀、

　

゛＼

｀

　

/

/

　　　　

八八

　　　　　

ﾌﾞざ

　　

ﾉ

＼

｀＼／’

／

／

　　　　　

゜

二言二言

　

肴尺生

校、中限校、高岸學校ノ£－ILル事ニナツタガ

其ノ他ノ堅優等二就テ､ハ叉改ノテ研究っレ積リ

デアル。第13表、第14良、第15良二總括的･

ナ結果テ掲ゲタ。

こ等ノ結果一就テ注目フ、ベキ事ハ、Ｂ．Ｃ等ノ

著明ノ「l／」所見ヲ･有スルモノガ上級學校二至ル

ニ従ヒ噌加シ殊二中學校ト高等學校ノ間二飛躍



540

　

中島吽11氏＝福岡顛下２市二於ヶルー般市民及ビ生徒、児童ノ胸部集團「l／ｙlヽゲｙ」検査成績【第18巻

的二噌加こいレ事デアル。「入収感陽性率モ増加

シううヽ居ル万、斯ル飛躍的ノ増加ハ認ノラレナ

机

　

シカモ各學校學年別統計ハ此處二表示シナ

カツタケししドモ中學５年生ノ「ヽソ」反感陽性察

59．0％、高等學校１年生ノソレハ40．1％十ルニ

對シ、中學校５年生ノ「レゴ所見Ｂ及ビＣナルモ

ノ2．8％、高等學校１年生ノ夫ハ5．7陽二シテ

逆ニナル開係丿示シテ居ル。印］チ此ノ場合「ヽｿ」

反感ハ上級學校二於テ寧口低下シ、（レ上､所見ハ

著明ナ増加サ示シテ居ル呻陽５年生ト高校１

年生ト八年齢的ニハ大差ハナ４）。中學校生徒

ト高等學校生徒トハ其ノ謳質二於テ異ル所ガア

ルカモ知レナイガ、此ノ高等學校生徒ニ「レユ所

見Ｂ十Ｃ群が飛躍的二噌加つレ事賓ハ苛酷ナル

入學試験準備ノ過勢ニョル所が其ノ主タル原因

ナルベ゛シド号ヘラノレ

　

ヽ鮎が大イユ注目ソ、・ヽごキモ

ノト｡唇バレル。

尚、こ等ノ生徒ノ検査ノ場乱長期訣席、休學、

退學ノタノ･検査ヲ賓施シ得ナイモノガアツタ。

こヲ第16表二倣示シタ。

表中非受検者散トシう゛畢ゲタルモノガ夫等ノ休

學、退學者ノ散ｊ･アリ、其ノ中明瞭二祐核症ノ

第16表

　

各學校非受検者表

學校りﾘ 學　年　別 非受検者散 結核届出者敷

中

等

r4曾

１　　　年 １　　１　　１　　’

３　　年 ３　　　１　　　０

･゛?　　　　－　　　７．
ヵ　　　に）　　平
板　ｉ

　　　ｌ　小　　計

７ ３

11 ４

高

等

學

校

１年¦文科

　　　理科

４　　　’　　　リ

↓　　・　　１

　　一一
２　　，　　　り

　　↓　　　　　　～２年　文科

　　　理科 ３
-

３カレ文科！　　　１ ０

１理科 ０ ０

｜　小　　　　　計 14 ８

屹　　　　　　計　i　　　25　　　１　　　12

診断書ヲ添附シテ届出アルモノ・ヽ別二結核届出

者トシテ掲示シタ。非受検者ニシテ、明瞭ナ診

断テ附セｊレテ居ナイモノモ、高等學校理科１

年１名(家事ノ郡合)及ビ文科３年１名(嘸召)テ

除ク他ハ主トシテ病気ニョルモノデ’リ、且ツ

快席日散ノ長期ナル黙ヨリシテ大部分ハ結核ニ

ョルモノ1ヽ､唇。’｀レル。之等ノ敬ヲ･力nj算ソ、レバ、

Ｂ十Ｃ群引モトシテＣ群)ノ率ハ更二高率トナル

ベキモノデアル。

検査結果二就イテノ諸種ノ考察

(１)｢レ勺所見1ヽ｢ツ｣反嘸1ヽノ喰違

従来集團検診ノ場合、集團ノ全部二先ヅ｢ツ｣反

咆検査テ試ミ、其ノ陽性貨現者ノミュ｢レ｣検査

其他ノ検査ヲ･ナフ､事が行ハレや居ル向イリこ受ケ

ノレ

Ｏ

之､・ヽ、結核感核膏ノゝソ、／､ﾆ｀テ「ヽソ」反吃陽性者デア

ル。或ハ少ナクトモ［ツ］反吉陽性行ニノヽ余等ノ

所謂Ｂ．Ｃ級結核患者郎チ要監視者及要治療者

ノ｀ヽ悉クトマデハ言ヘナイマデモ、賓際上ニ｡ハ之

ヲ無視シ得ル程度マデュ含ヽ’レテ居ル。ト言フ

前提ノ下二行ノヽヽレテ居ルモノト見ナテレバナラ

士イ。果シう一然ルヤガヤ、こラ統計的二吟味ソヽ

ル事1ヽシタ。

第17表及第18表ハ、余等ノ分類セル｢レ｣所見

第17表

　

フレ｣所見ト｢ツ｣皮内反咆1ヽノ喰違ﾀﾞＩ)(括弧内ハ?ぶヲ示ス)

ｉ　　　－　　　ｌ　　　十
；　　　　　　　　　Ｊ　　　　‾

＋ 升 桐･ 陽　　性

A？　, 435 1 3だ5(74.7∧　18 (4.1) I　33 (7.6犬　ふ1づ7.8卜　25 (5.7) 92(21.1)
　　　　　　｜が　　

1　

2089　.　910(43.6)　164ﾆ7.9)　420(20.1)

　　　　　　　　　　　　　　　1

289(13.8)　306(14.6) 1015(48.6)

A″　.1　281　1　90ﾀﾞ32.(り　　19ﾄﾞ6.8) 71(25.3リ　47(16.7)　54(19.2) 172(61.2)

B　　1　　126 15(11.9・　　9 j串　　38(30.2∧　27 r2!.4) 37r29.4) 102(81.0)

C　　　33　j　　6j18.2ｯ　　ｰU2.1ト　　8(24.2)　　8(24.2レ　　7(21.2) 23(69.7)

計　！ 2964 ! l;-;16(45.4レ214 (7.2ド570C!9.2; 405ぐ13.7レ429(14.5) 1404(47.4｀)
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541

魂18表｢レ｣所ltrツ｣皮内1え喉1ヽノ喰逞でII)(括弧内・ヽタぶヲ示庖)

－　　　‘　　　　土　　　　！　　陽　　性 計

Ｂ＋Ｃ 21 (13.2) 13（8.2） 125 (78.6; 159

Ａ″＋Ｂ＋Ｃ Ill (25.2) 32（7.3） 297 (67.5) ↓↓０

Ａ／＋Ａ／／＋Ｂ＋Ｃ 1021 (40.4) 196　１.8） 1312 C51.9) 2529

Ｋ＋Ｐ十Ａ″十Ｂ十C＝　157 (22.3) !　　53　ご7.5） 恨↓(70.2) 704

　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｋ‥‥Ａ/中ノ石泉化竃ヲ認ムルモノ

　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｐ‥‥Ａﾀﾞ中ノ肋膜炎痕跡ヲ認ムルモノ

ノ各群二於テ、「ヽソ」反咆が如何二分布セルカサ　　　こラ押シスヽメルナラバ、極限二於テノヽ、結核

‘1恢観セシメノレモノデ｀アノレｏ

冒頭二於テ述ベタ如夕、余等ノ判定セルＡﾀﾞ群

二属フヽル｢レ｣所見ニ●ヽ、こテ確賞二結核性愛化

乃至ハソノ痕跡ナリト断定フ、ルコトニ對シテ

ヘ他ノ判定者ニョツヤハ疑念ヲ･描シ挾マノレヽヽ

諦地ナキェーシモアラズト､巴ハレノレモノヲ婆;｀ムノ

デアルガ、斯ルi臭ンノナイト､巴バレルB.C. A″

群及ビＡﾌﾞ群中ノ者ニシテ著明ナル石灰化竃陰

影或ハ肋膜炎痕跡テ有フ､ルモノラ取り出シテ見

ルモ(第18表下段參照)、是等ノ中ニ｢ツ｣反感

陰性ナルモノ22．3％、擬陽性者7．5％、計約30

％アルコトノヽ、｢ツ｣皮内反感ラ以テ、曾テ或ハ

現在結核二感染セリヤ否ヤヲ･判定セムいいレ場

合、如何二誤差多キカテ憬想シ得ル事賓デアル。

只｢l／｣所見ノ高度ナル群程｢ツ｣反座陰性卒ハ低

下セル事ハ認メラ1ノル。併シＢ十Ｃ群ニノミ就

４テ見ルモ(第18表第１段參照八

　

陰性者13.2

χ、擬陽性者8．2％、計21.4%アルコトヨリ見

テ、集團検診ノ場合、｢ツ｣反感陽性者ノミュ

｢l／｣検査テ施フヽモノ1ヽ暇定フ、レバ夫ハ｢レコ検査

人員ヲ牛減(陰性乃至擬陽性者49．6％、第４表

參照)ソ、ルノ利アル代リェＢ乃至Ｃ群二凪フ、ル

患者ノ約五分ノ一以上ラ見逃フ、危瞼アル=]トラ

受悟シナケソバナラナイ。

　

コノコトテ考慮スソ

バ、結核像防ノ目的ヨリ集團検診テ行フ場合二

其ノ損失大ナルコトハ説明ノ要ナキモノト思

フｏ

｢ツ｣反感が陽性ナル場合、ソノ陽性ノ程度ト、

結核性病愛ノ程度トガ必ズシモ拉行ノ、ルモノデ

ナ１コトノヽ誰シモ認メテ居ル事デアルガ、更ニ

性病噫ヲ有フ､ルモ｢ツ｣反礁陰性ナル者ノ存在ス

ベキ事ハ常然ノ結論デナケlノバナラ凡

斯クノ如ク｢ツベルクリン｣感受性ノヽ同一程度ノ

病愛テ有'リレ場合モ個人ノ素質ニヨ勉叉同一

人二於テモ種々ノ要約ニョツテ受化幻レモノデ

アルト同時ニ、叉一方、一旦結核二感染シテト｣

反嘸陽性トナルモ、結核が治癒おレニ従ツテ漸

次｢ツ｣反感力陰性化スル事モ認メラlノテヰル事

柄デアル。斯ル事賓カラシテ余等ノ調査二於テ

Ａご群二於･ケル｢ツ｣反恚陰性卒が甚グ高度デア

ル事モ首肯サレルｈＳフ、コノコトこ就テ｡ハ著

者ノ一人中島が既二敷年前警告テ数シテヰル。

ぐ昭和10年６月５日数行日本放射線醤聯會雑誌

第３巻第２彼參照)

以上ノ統計トハ逆ニ、集團検診ノ際未感染者ト

シテ除外セラルヽ傾向アル｢ツ｣反感陰性者或ハ

擬陽性者ノ｢レ｣所見が如何ナル様相テ呈フヽルカ

ヲ･分類シタモノガ第19表及ビ第20表デアル。

　

第19表｢レ'｣所見ト｢ツ｣反塵トノ喰逢(ｍ)

　　　　　

｢ツ｣反噸(一)ノモノノ｢し所見

　　　　　　

(括弧内・ヽぢヲ示jス)

Ａ々
１

１

Ａ´

-W=

　　

- --●-l.-■-

　　　

325

　　　

910

(21.1)ぐ67 ｡6j

Ａ″

--･･皿w→--

　　

90

6｡7）（

1.021

B

15
1.1

111

"l

　

.＼と;.2ﾝ

　

｜

-一一嘩

Ｃ

　

一
６

O｡ﾁﾞ）

計

-
1364
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第 衣 表

巾ユ於々ﾉL一般巾民及ビ生徒、

‾し」所几（

一 一 ‥ -

一 一 一

-

児童ノ胸部集団
- - － - －

レ y1ヽゲ勺接を成績【第18 %
-

一 一 一 一 - -
-

Ｉ

Ｉ

Ｉ

１

ｓ

一

　

４

検診二於テ「ツ丿丈咆陽性者ノし

シテ取扱フ事ノ危瞼ナル事ハモトヨリ肺ノ「t／」

寫前上何等ノ躍賓ナル結核性宛化テ認ノ･ずﾉし者

二於う｀「ツ」反吃陽性韓化尹兄タトテ直チュ之テ

初感染者ナリト断定ヤルコトノ誤りデアルボガ

解ル。

ｒ２）年齢ニョル「ツ」反庖陽性出現傾向ノ差異

第21表二於テ、Ｂ．Ｃ級二属フヽル者ノ「ツ」反庖

ノ分布ヲ年齢別二見ルト、10歳以下ノ幼年者二

於やノヽ、ソレ以上ノ年齢者二於ケルモノニ比シ

比較ニナラタ程高率ニ「ツ」反咆陰性者が存在ス

ル事尹知ルノデアルガ、コノコトハ「ツ」反彪陽

性出現傾向二年齢ニヨ一差異アルコトテ示ス興

・味アル事賓1ヽ思フ。

　

r第21ﾐん

ノ幼年者、若年片が壮年者二比シテ、断然「ツ」

反慰陰性命が高イ結果テ認ノ･ル。

　

叉51歳以上

　

。

ノ老年者モ亦陰性命が高イ結果トナツテヰル。

コレ等ノ事賓モ、一面二於テハ「ツ」反庖陽性出

現ノ難易ノ度二年齢ニヨノレ差異アルコlヽ尹示ノ、

モノIヽ考ヘシレル。併シコノ鴻合ハＢ．Ｃ級ノ

帰化アル者ノ場合ト異リ、兎モ角モ結核竃ハア

ルニシテモ完全二治癒シタ片二就イテノ統計デ

ア｡～ノデ第21表ノ成績トノヽ秤い異ル勣アルハ

常然ノコトデアル。第22衣二於テノヽ１歳－10

混ノ者1ヽＵ歳乃至20なノ者ト

率が略ｔ等シクシう゛共二高亭々示シテ居ルガ、

コノ事賓ハ幼時二一度結核二侵サレタルモノガ

20歳頃マデノ間二完全二治癒シ篤二曾テ「ツ」

反庶陽性ナリシモノガ陰性トナツタモノガ多４

１１ヽ、叉斯ル者モ、恐ラク青春期頃ヨリ軽度ﾉ’

以上ノ第17－20衣二掲ゲタル事賓ヨリ、集團

　　

第20表｢レ｣所見1ヽ｢ツ｣反塵トノ喰違/IVレ

　　　

バク｣反肥ソー)及(±Jノモノノ｢レ勺所見

　　　　　　　

(括弧内ハ?ぶヲ示.ス)

Ｂ＋Ｃ)群ノ｢ツ」反咆ソに冷別分布(括弧内ハ?。ヲ示｡フこ

年　齢
政C所

見者敬
- ，± ＋ 升 併　　丿　陽　性

1―10　1 14　　１　4(28.6; ,　0（0）　1　5 35.7〕1　4(28.6ﾝ　1　1 (7.1) 10(71.4)

11－20 51　7ご13.7じ　ｉ　２ｿﾞ3.9） 13:25.5; 10(19.6ｯ　1　19(37.3) 42(82.4)

21―30 判　　1　　7(17.1) 6/1↓.6） 6ﾀﾞ14.6) ７１７．１） 15(36.6ﾚ28(68.3)

31―40 １８　　１　０　ヶ０）ｉ　211.1) ↓ﾌﾞ2ヱ.ﾆぐ　1　5(T27.8j 7(38.9) 16(88.9)

41―50　1 L↓　j　1 C7.1）
　　　　　｜

2(1↓.3) 6(42.9)　i　5(:35.7) Ｏ　・０， 11(78.6)

51→ 21　　＝　　ﾆどご9.5）　1　　1（↓.8） 12(57.1) 1ブ19.0　　　　1?ﾄﾞ9.y 18(85.7)

計　　゜159 ‘1 21 1:3.2ﾝj 13（78.2）！ 16 28.9｀ 35ツ2.0ﾝ ↓↓ｿﾞ27.7) 125(78.6)

第22λ

　

ぎ中ノ肋膜炎痕跡及石脱化恣ヲ

　　

有.フヽルモノノ｢ツ｣反庶年特別分布

　　　　　

(括弧内ハぢヲ示凩)

肋膜炎痕
跡及石駝
化恣所見
者　　倣

- 　　　土

　　　㎜　㎜　--
０　　し0ｸ

陽　　性

16(刈.0ｼﾞ1－10昧　20　　↓々0.0，

11―20 109　　26/ぷ3.9/　6(5.5ナ　77:70.6;

21―30 17　レ『ﾚ8.5ノyl0 .6） 38,､80.9)

31―40 I　Z!　1 (4.8) 1 (4.8) 19ﾀﾞ90.5>

利一50 36　　コド11.1) 3 j8.3）29（80.6）

51→ 31　　∇ド2ﾋﾞ.6)16(19.4) 18(58.1)

計　　i　･261　j6』7.4) 21 (HA)) 197し7↓.6）

第22表ニハＡご群中ニテ、誰が見テモ一見疑ナ

キ石灰化竃或ハ肋膜炎痕跡テ有二りレモノテ取り

出シ夫レニ就テ、「ツ」反慰尹年齢別二見タ統計

サ掲ゲテ置イタ。（第22衣タ

コノ表ニョレバ１歳乃至10歳、11歳乃至20晟
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5娼

"

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

..‥

　　　　　　　　　　

_.____

　　　　　　　　　

__..

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

、〃ﾐﾐ

　　　　　

ｰ-'W

第 23表

　

Ａ″ノ「.ツ」1え吟守Ｗ;り分布ぐ括弧内づぶヲ示.ス）

Ａ″所

吃者敷
一　　　　　土　　　　　十　　｜　　十十　　｜　　併　　１　陽　性

1－10歳 　　　　　　　　　　　　　　　　　__＿_26　　　　18ﾄﾞ印.2ｸﾞ　　　　ｏ　ｍ＼　　　　ド!5.七　１　　２ぐ7.7ﾉ　i　　z　7.7 8(30.8)

11―20 106 4ir3S.7ﾝ　’９ﾀﾞ,s.5)仁君(22.H;　13C12.3) 19ダ17.9 56(52.8ﾝ

21―30 65　　　μで21.5　　　6　9.ぐ　1　12(!8.5ﾝ 17(ﾆ26.か 16r24.6i 45(69.2)

31―40 20　　　　:^0oA)ヽ'　１　乃.0. 8C4().Oう

　ゝ　　　　／
y25.0へ ３ﾀﾞ15.(リ 16(80.0)

41―50 32　　　7で21.9ﾝ　　ﾚ];４．１， 10(31.3; ６ぐ18.y トフ25.0; 24(75.07

51‥　　　l　:32　　　7 ("21.9ﾚ 2 (-;.:4　　J　13yK).6; t 12.6 ６ﾄﾞ18.S 23ぐ71.9:･

計　　　　1ど81　　　90,32.(n 19（6メ　j　71（25.3）　｜　↓7ri6.7ﾝ　1　5ド19.2) 172(61.2)

第24夫

　

ｙノ｢へ反ｔＷ･バl｣分布(括弧内ハ％ヲ示犬)

が所
吃者敬

―　　　　　　土　　　　　　＋
　　　　｜　　　　　　　　｜

升　　　　併　　　陽　性

1―10歳i　286 197で6M.9、　　　7Q.↓） 29(10.1レ　31(10.8)　22 (7.7) 82(28.7)

11―20 866　　18ご55.7 ＼　5ﾚﾌ;.9∧　133(15汁レ　96(11.ﾄ犬　1o4ぐ12.0拍　333(38.5)

21－30　　　　　　」-05　　・　　L↓7･ﾀﾞ:拓.か　　　　　ﾄt/田.9）　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　1m<'2i,2う　　68(16.8ゲ　60(14.8レ　21ﾄﾞ52.8)

31一如 167　i　25(15.0レ　16 1(9.6∧　56(33.5ﾌﾞ 27(16.2;　　t3（T25.7ﾝ 126(75.4)

41―50 196 19ぐ9.7ﾚ　21 10.7へ　71(36.2∧　36C18° L) ↓9ツ5.0ﾉ 156(79.6)

51→ 169 tOﾋﾞ23.7） 25(14.8言　↓5(26.6;　　31Ci8..S戸　ぶﾀﾞ16.6｀' 104(61.5)

計　　i　2089 9＼0CVA.6∧　16↓ﾀﾞ7.9) 4ぎに!o.l; ，289ぐ13.8｀･　郭6ﾀﾞIJ.6） 1015(48.6)

第j5夫

　

ｙ?ノ｢-ヽソLえ咆｣にMl｣分布｢括弧¦斗ﾊﾀぶｦ示｣ス)

Ａ？附ｌ　　　一　　　　　　十　　　１　　　十

if Kfi　　　　　　　　　　　－　　　ｉ
十十　　’　併　　１　陽　　性

1―10歳i　186　1H9 9U.9J　　　2（1.し　、6 C3.2) ６ぐ3.2)　ン

11―20 165　　121ﾀﾞ73.3　　　　7（↓.ど･　1　1ﾚ:6.7　　i　15;9.i) 11 (6.7ﾝ 37ぐ22.貼

21－30 佃　　22 55.0)　　5;'12.5) ８ぐ20.0)　1　:4（7.5ｯ　　　2 15.07 13(32.5)

31―40 １６　　１　　　５ﾚ31.3･　　　　　1　　6.3う　　　　　2(12.5)　　　　　５にU.3}　　　　　ふJX.8）10(62.5)

↓1―50 19　　↓ツ1・し　　ど:川.恥　　5 26.3)　　3(15.8ｿ　1　5C26.3) 13(68.4)

51→ 9　　U:↓4･し　　l j1 .1） 卜Ｈ．１） 2(22.2ｯ　　1(11.D　1　↓(↓1.4j)

計 435　:525; 74.7)　18（4.1）i 33□.6）「3」∧7.8;　25 rs.7 j　92r21.1)

再感染乃至ノヽ再燃アリテ（但シ寫翁土ニ。・ヽ兄エ

ナイ）、再ビ「ヽソ」反嘸陽性ナル随行噌加ぺヽコ

トノ表現デナ４カト余等八万ヘテ居ル。叉50

碗以上ノ老年芹二陰性者が高率ニナルノモ同疆

二説明スベキデナイカ1ヽ思フ。

第23表、第24表、第25表ニハノノレソ≒Ａ″・

Ａﾌﾞ．Ａでノ印跡と者二就イフ’年齢別ニ「ツ」ば恋分

布サ示シテ置イタ。こT等ノ場俘二於テモ１気乃

至10歳ノモノー‘‾ツリ丈剔;割ﾌﾟ1ﾐ率ハ甚：ゲ敷高率

ヲ･示シテヰルケレドモ、結核感染者モ年齢ト共

二噌加ノ､べヽキモノデアルカラ、前二者ノ場合ト

異リ「ツ」ば胎帽咋出現傾向度ノ年齢ニョルズ異

７ルコトラ冨ﾀ:丿｡几カハ弱イモノデアル。

弟25衣二於テＡ叩群二於テモ、「ツ」反庖陽性

咎ガが群二於ケル1ヽ除り甚敷クハ違ハナイ程

度ノノヤユ介在犬ルノノ’ヽ、Ａで群lヽシテ余等が分

類tにモノハ既述ノ如ク≒」寫耳上味盲ナル結

核感染ノＵ跡ヲ認ｙ得ブルモノデアルゲ、コ

　

ノ

中ニモー度詰咳二罹リ、肺ノ「レ」寫耳ニハ余等

ノ眼識ヲ･以テシテーハソノ喚跡ヲ･確認シ能ハター

デュ綺麗二治癒シタモノガ多敬二存在ノ、ルトÅ

フコ1ヽテ現ノヽシテヰルト思フ。但シ稀ニハー度

モ乱引咳二感染シタルコlヽナキ者デ先天性ニ「ツ」

岐雌陽性二出現トルモ/ (nichtallergische

Pathergie nach Urbach)モ混在ノ､ルデアご‥’･

コトダ｀否７しナ４ケしドモ、ニレ」像ニョリテノ｀
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モlヽヨリ、病理解剖學的ニモ現在二於テ未感染

者ヲ確賓二決定スルコトノヽ下可能ナ事デアルカ

ラ、=1レ以上ノ解決ハ出来ナイモノト思フ。

（３）「ツ」反謝陽性出現傾向度ノ家族的偏倚

「ツ」反謝ハ生物學的反謝ナルガ故二被検者ノ先

天性素質ニョリテソノ陽性出現度二差異アルベ

キコト､ハ既二注意シタ通リデアル。従ツテ家族

別ニソノ出現ノ差ガアルダロウトハ常然でヘラ

レル所デアル。偶然余等。・ヽ「レ」所見ト「ヽｿ」反謝

結果トテ比較シテヰル間二家族別ニ「ツ」反忠陽

性出現度二差アル如キ感ジヲ典ヘラレタ。部チ

同ジクＢ．Ｃ程度ノ患者ヲ有ノヽル家族デアリナ

ガラ或ル家族二於テハ殆ンド全家族員ダ「･ｿ」反

施陰性デアリ、反對二他ノ家族デ､ハ殆ンドフ、べ’

テガ陽性デアル。叉一方家族員ノスペテガ著明

ナ「レ」所見ヲ有シナイ家族デアリナガラ、「ツ」

反謝が殆ンドフ、ベテュ陽性二登現シ、叉他ノ家

族デハ反對ニスベ゛テガ陰性デアル様ナ場合二時

々遭遇シタ。ソレデソノ開係ヲ統計的二調査シ

テ見タ４ト考ヘタノデアル。

ソレニハ余等ハ先ゾ被検家族中ヨリ５人以上ノ

家族員ヲ有スル家族ヲ選ミグシタ。

　

ソレ等ノ各

家族二就テ「レ」所見ｙＡ″Ｂ．Ｃテ有ヤ･に狸ノ

数ヲ調べ其ノ数ヲｂテ以テ表・ヽシ、各家族ノ總

人員数サａヲ･以テ表－ヽシ、暇リュb/ａ刊jJ､テ各

家族ノ結核感染率1ヽシタ。叉一方二於ｆ各家族

ノ「ツ」反謝陽性者数サ調・ヽご其゜ﾉ数ヲｃヲ以テ表

。・ヽシ、暇リュｃ/ａヲ･以ﾗｰ各家族バツ」反謝陽性率

Iヽシタ。

　

ソシテコノ各家族ノ「ツ」反謝陽性率テ

各家族ノ感染率ヲ･以う一除シタル数ヲ以テ各家族

ノ「ツ」尽謝陽性出現傾向度ヲ表・ヽスモノド号ヘ

タ。勿論之が的確二乃至ハ忠賢二各家族ノ「ツ」

J丈謝陽性出現傾向度ヲ現ノいﾉ、モ

　

ノデナク異論ヲ

播シ挾ム諦地アル=IIヽノヽ明ラカデアルガ、或ル

程度ニハ之ヲ現ハシテヰルコト､ハ否メナイIヽ思

フ。第26表ノヽ以上ノ如クシテ得タ各家族バツ」

反謝陽性出現傾向度チ表示シタモノデアノＵ

右表ヲ通覧ソヽレバ家族別－∃リテにツ」田態が陽

性二出現スル傾向二相常著明ナ差アル=11ヽヲ知

－ － ｌ = - ＝ ■ - - 一 一 皿 皿 ㎜ . - ● ･ I ■ － 皿

リ得ルノデアル。

　

第26夫「ツ」反噸陽性我現傾向ノ家族的関係

゛　　家族影i　゛ 家族数

Ｏ　ｉ　　５ 0.67　j　　14

0.ぶ｝　　　６ 0.71 ３

0.25　　　　6 0.75　　　　5

0.33 ９ 0.80　1　　13

0.88 １ 0.83　1　　6

0.40　　　17 0.86 ３

0.↓:4　　　　3 1.00 24

0.50　　　　　20 1.17　　　　２

0.57　　　　4 1.67　　　　2

0.60 17 2.00 ２

0.62　　1　11

同一家族内二於･り･ル

　

總人員ヲａ

　　　　　　　　　

、

　

「レ勺線所見が以上ノ構ノ徽ヲｂ

　

マソツー氏反噸陽性ナル者ノ徹ヲｃ

「ツ」反吐陽性登現傾向ヲｚトシ

　　　

Ｃ

でＸ＝ レヲ以テ現ふ

　

＝

ａ
一
ｂ

(４)肺結核患者ノ家族的偏在

肺結核二於テ家族内傅染ノ危瞼大ナル事ノヽ多ク

ノ人ノ認ノ･テヰル所デアル。余等ノ一人中島ノ

結核像防撲滅國策私案二於や特二傅染源Iヽナル

ベキ無自愛性結核患者ノ摘肢二重黙ヲ置イテテ

ルノモ、し1ノ理由二外ナラ‘ナイノデアル。勿論'

臨休的ニハ同一家族ヨリ歌人ノ結核患者が相次

４デ殺生ソヽル:1ト＝-ﾊ余等モ日常遭遇シテテ

ル。併シ家族的殺生ノ頻度二開スル統計的調査

。・ヽ除リナ列莞デアル。余等モコノ機會二之ヲ統

計的二立謹シテミタイlヽ思ツタノデアルガ、コ

ノコトノヽ容易デナイ、ソレハ結核症ニテ死亡シ

タルモノアリヤガヤヲ確賢二知ル方法が｀ナイカ

ラテアノレ。

　　　　　　　　

｀

余等ハ試ミニＢ．Ｃ程度ノ綬化アル者ノ居ル家

ぬト斯ルモノノ現在居ナイ家族二就イテＡ″BC

程度ノ所見アル者址ニが所見者中明ナル石灰

化竃或ハ明カナル肋膜炎痕跡アル者ノ敷ヲ調・ヽご

テ間接二家族傅染ノ危瞼ノ程度テ知ラムトシタ
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第27表｢l／｣所見陽性者ノ家族的関係(括弧内ノヽ％ヲ示工

レ　　_ｺｮﾋ⊆所見者ノァノ1/家族群 Ｂ．Ｃ所見者ノナキ家辰群

・　　　　石脱化竃叉ハ肋膜
ｌ

ｉ　　　　Ａ″．Ｂ．Ｃノ者
A?Aダノモノ　ｌ總人員

石矢化恣叉ハ肋膜

炎痕跡アルモノ及
Ａ″　ノモノ

An A' yモノ

福
岡

商店街，　77 39(44.2) 43(55.8;　・336 60(17.9) '　276ぐ82よ

労働者街 111 49(44.1) 62(55.9) 281 52(18.5) 229(81.5ｯ

剛小　屈　188 83(44.1) 105(55.9) 617　°　112(18.2) 505(81.8ﾚ

い商店街 76 35(46.1) 4U53.9) 316 59(18.7) 257(81.:i)
／　－
幡 発動者街 178 96(53.9 82(46.1) 317　　　85(26.8) 232r73.2)

剔小　計 254 131(51.6) 123(48.4) 633 144(22.7}　i　　489(77.3ﾝ

總　　　計 442 214(48.4) 228(51.6) 1250 256(20.5) 994(79.5)

ソノ調査ノ結果｡・ヽ第27表二示ス通りデアル。

右表テ観レバ明カナル如ク、現在Ｂ．Ｃ級ノ所

見ヲ有スル者ノアル家族ニハ然ラデル家族二比

シ、Ａ″以上Ｂ．Ｃ拉二明カナル結核病受ノ痕

跡アル者ノ敷が平均約２倍牛(48.4%:20.5が)

ノ濃度二有ルノデアル、モシ既二結核ニテ死亡

シタル者ヲ正確二知り得l／バソノ偏在ノヽオソラ

タ逡カヽﾆｰ噌力汀スルモノト思バレル。

Ｂで級患者ノ治療期間

常初二述ベタ様ニIEｒ群八本来Ｂ群二入レテヰ

ルノデアルガ受化梢ｌ重キ認事情許セバ直二治

療開始シタキモノIヽ思ハルヽ程度ノモノデアル

叉Ｃ級ノモノ｡ハ直二治療開始セザレバ生命二危

瞼アルモノト

ルトナレバ必ズシモｙ級ノモノガＣ級ノモノ

ヨリモ全治－デュ要スル期間が短イト云フ謬二

行カナイノノ･ヽ勿論ノコトデアル。

余等ダヽ結核像防國策案テ樹ツル上二於テ一般住

民ノでEｙ及Ｃ群患者散拉ニソノ憧後、治療期間

ヲ知ル必要チ感ジタノデアルガ余等が今同ノ市

民検査人員1907名中ニＣ級患者28名ｙ級患

者15名尹算ヘテヰル。

Ｃ級患者28名ハ余等一服令｢l／｣治療ヲ委セラ

レテモ全快セシメ得ルカ否カ不明ノモノデアツ

タ。其ノ中１名ノヽ３歳ノ小見ニテ余等ノヽ斯ル小

見テ治療シタ経験ナキタメニ判定シ得ナカツ

タ。他ノ１名ハ片側二於テ肋膜肥厚甚シク１枚

ノ概観撮影寫具ノミニテハ内部ノ憂化ノ程度テ

察知スルコトガ出爽ズ、従ツテ馥後ノ判定が出

来ナカツタモノデアル。他ノ３名ノヽ病気ノ程度

鹸リェ進行セル橘治療前二全治セシノ得ルカ否

カノ判定ヲ下シ得ナカツタモノデアル。

　

ソノ他

二余等ノヽ之テ治療ニョツテ全治セシメ得ルモノ

ト・ヽ考ヘルガ果シテ幾何ノ期間デ全治セシｙ得

ルカ不明ノモノガ３名アル。之等ヲー・トメテ第

28良二示シタ･置イタ､、IEｒ級ノ患者二就イテモ

モシ治療テ施フヽトフヽlノバ大凡何程ノ治療期間サ

要'いしモノナルカノ推定テ同ジク第28表二示

シテ居ル。

　　　　　　

第28表

　

治療期間

人敷
治　療
延月倣

挙句洽最高治療ｎ牡療月撒
最低治
療月倣

Iダ 15 126 ８．１ 12 ６

Ｃ

治療期間ヲ議定

シ得ルモノ
20

　8

ﾆ232 17.9
j 」 　 ・ 　 　 8

　 　 　 ｜ 　 　 　 　 ‾

議後不明ナル片
及治短期間ヲ慄

定シ弓ザル者 ・

割.0

治療費拉二治療費補助ヲ･要スル春ノ斂、補助ノ

程度等二就イテ漑算テ試ミタカにハ附録lミテ

イ犬二記述シテアルカソこ尹參照セシレタイ。

總

　　

括

余等･’ヽ福岡市及八幡市ノ商店街及努働者街ノ一

定匯域二於テ、相隣接4=ごル各約100戸ヲ･選ビ、

合計1985人二就キ、胸部｢レ｣撮影(必要アル場

合､・ヽ透視ヲモ併用）拉ビュ丿ベルクリン」皮内

以嘸ラ賓施シ、叉、禰岡市某小學校、某中學校、

及某高筝当校ノ各學校三學級宛ノ兌‥童生徒合計



546

　

中島吽11氏＝福岡餌下２市二於ケルー一般市民及ビ生徒、‘;と童ノ胸部集¦幄'レバヽ･ゲソ｣検査成績【第18巻

1087へ｡ニ就・｢やモ同様ノ検査テ行1=、次ノ如キ

結果テ得タ。

１．

　

市民二於尹ノヽ平均5．1％ノ要監覗者、1．5％

ノ要治療者ヲ･見タ。其ノ大部分ハ無白受者デア

ノレ

１．

１

．

　

市別統計二於ラハ其等忠行ノ鍵皆ヤハ大差

ya忍メナイ．

．

　

街種別二見レバ、努働者街ニハ商㈲行二比

シ涅二高卒二肺結核患者リ･登りノヽル。
１

。

ノ'ゝ

１．

市民ノ男女別統計二於テズヽ、患者ノj吏!砲室

男子二於テ梢ｌ高イ。

市民ノ場俘年齢別もこレサ見レバ、略Ｕ5

歳以下ノ若年者二於テダヽ、患者ノ特に転ハ其ヨ

リ年長行ノソレニ比シテ低イ。

１．｢ツフ反則貼性命ノヽ市別及ビ街種別二大ズノ

認メナイ。

１．

　

市民ノ｢ツ｣反感陽性率｡ハ略136－40なノ

年齢省二於テ最高ザ示シ(84．5ち)其ノ上下ノ年

齢二至ルニ従ヒ低下スル。

１．小學児童、中限、高等學咬生徒へ各牛均

0。7％、1．3％、6．1χノ孝二要監覗以上ノ罹患

者ヲ認ノル。其等ノ大部分｡ハ無自愛者デアル。

１．

　

中限５年生ト高等學校１年生トノ間ニハ患

者ノ歌見率が著シク相異スル（2．8％對5．7％几

１．確賓ナル「レ」所見ヲ有スル者二於ﾗｰ「ツ」反

嘸陰性ナルモノガ相常ノ率二存在-りレ。Ｃ群二

於テ18．2?J、Ｂ群、11．9％等。

１．「ヽ勺反庶陽性歌現傾向・ヽ年齢ニョリ差異ア

リ10歳以下ノ幼年者一於テハＢ乃至Ｃ級ノ確

賓ナル「･・」所兄ヲ･有二テ、シカモ「ヽソ」反礁陰性

ナルモノガ成人ノソレニ比シテ格段ナル高率二

存在ソヽ･Ｌ。

１．「ヽ白反嘸陽性歌現ハ家族的偏倚サナノ､観ア

リ、「ツベルいに’」感受性二泣傅的、素質的因

子ノ存在テ認ノル。

１．肺結核傅搬ニハ家族傅染が重要ナル役割ザ

ナヘ兆ヲa忍メル。

１．

　

治療ヲ･要スル患者ニツキ其治療期間ノ推定

二y下シタ。

結

　　

論

以上述・ごタル所ニョツテ余等ノ研究目的1ヽセル

所テ充分二果シ得。肺結核患者ノ分布其他ノ重

要事項テ知ルラ得タ。而シバ宍論トシテ常初二

記述シタ吾国結核像防撲滅国策ヲ賓施フ、ノしト仮

定シテ、こレヅ如何ナル方法ニョリテ賓施ノ、レ

バ吾国ノ現状二印廊セシメ得ルカト云フコトサ

論ズ可キデアルガ前述セル如夕治療二要ごいレ補

助費ソノ他調喪中ナルガ故ニー］レニ開シテハ他

日日木欝學放射線醤堅合雑誌二詳述フ、ル=リヽ一

余等ハ、尚今後雨年二亙り同一對象二就テ研究

ヲ･績行ソ、ル事こシテ居ルカラ、其－ヨツテ今同

ノ研究二於テ足ラデル所づ補ヒ、且ツ新うシキ

事賓サ殼見セン事ラ期防シテ居ル。

此ノ研究ハ文中ニモ述ペダル通り、禰岡駈衛生

課、禰岡警察署、八幡市役所保健課、八幡警察

署、八幡製嶮所、禰岡、八幡雨検査匪域二於グ

ル術生役付ﾉﾕ1A學校常い省議氏ノ絶大ナル岩爰

ヲ呼ウシタ。こ等ノ諸賢拉二快ヨク検杏對象ト

ﾘつL事ヲ･受諾サレタ市民諸氏二敬意利

共ニ「ツフ反庖検査二對シ御援助テ賜し

　

ﾌﾚ本學部

戸ｍ教授及細菌學教室諸氏二感謝ノ意リ･捧ゲ、

且ツ研究二參加セル教室技術員、看護婦諸君ノ

努コ7謝フ、ル次第デアル。

尚本研究ハ昭和14年文部省特別科學研究費ノ

下附ヤ受ヶテ行ヒタルコト侈記シ感謝ノ意ヲ表

シタ４。

　

追加

　　　　　　　

宮西ぶ一

賓際問題1ヽシテ：多歌集團検診テ賓施い､ﾆｰ常

リ、現在ノ状態二於テハ直接撮影ニノヽ「フレル

ムリ入Ｆ、維流問題等ニはしテ極ｙテ困難サ件

フト思フ。理想トシテ・り全具ニツキ直接撮影ス

ジjしヽ勿論望マシク、我カモ令員ニヽソキ直接撮

影セル経験ヲ有ソ､ルガ、多人敬二於テ全部二亙

り直接撮影不可能ナル場合、限ラレタル部数ノ

「フィルムブ如何二用フベ゛キカヤ筈･フル時、先

ヅFツ」反礁陽性行ニシテ胸部所見、赤沈等々･參

杉トシテ撮影-･､ルノガ適常ト認メラレベ



石川蒜下機業女工政二某高等専門學校生徒ノ

　　　　　

結核調査二就ｉ

勿洋欝冽･.尺學谷野内行政室(上任

　

谷野敦授し

横

　

井

　

藤

　

太

　

郎

井

　

出

　　

吉

　

彦

菱

　

川

　　

泰

　

夫

安

　

藤

　

鎌

　

次

　

郎

(Ｉ)石川蘇下機業女エノ結核調査(井出)

井出ﾉ､､昭―和14年5一(｢jニ亙リ石川新能美郡下

ニ於ケル機業女工ニ就テ｢ツ｣皮内反咆、｢レ_'線

胸部楡喪、赤血球沈降反吃、生膿測定、位ビ肺

活;';:楡査等犬吋ヒ、工場努働婦人ノ結核ニ就テ

種々ノ角度ヨリ杭計的親察ブ試レタ礼調沓人

員總斂ハ657名ニシテ年齢ハ13一55混ナルモ

13―2C)混ノモノ其ノ人筒分ｦ･占ム。調喪成徊ド

約言こ'､レバ次ノ如シo

1･

　

賎業女工657ち中｢ツユ皮内反庖円削ﾐ芳331
y;r50.38勺ナリｏこテ年齢別ニ観ル時l3混ニ

テ'､26.47万

弔　椅　被機敏　陽性敏

13　　　　肘　　　　９

　　陽性百分率

-i-.-一a　.---　－　　.-.’.
　　26.47十7.56
　　　　　　－

1↓ 祁 15 31.25十(-i.68
　　　－

15 61　　1　22 36.07十6.14
　　　　－

16 67　　　　23　　1　　:i;.33十5.80

17　　　　　1　　　85　　　　　　:石41.18十5.33
　　　－

18　　　　70　　　32 ｣5.71十5.95
　　　－

19　　　1　　68　　　1　　　3551.47十6.06
　　　－

20　　1　51　1　31 60.7.S十6.刈
　　　－

　21―25　　90　　　57

WI-ﾐ=I.̃-_-ﾐｰ-一　匹
　26―30　　42　　　33

　I－－-　_J－31―35 1　25　　　23

63.33土5.U7

78.57±6.33

92.00＋5.43
　　　　－

36―40 10　1　10 100.00

100.00４卜55　　6　　　6

計　i　657　　　331　　1　50.38士6.](S

噌シ、20歳二到リテハ60.78ケノ示’ヽ。13 -20

歳迄ノ陽性泰ハ41．74％ナルニ對シ21べTWT;な

迄ハ74.57?.;プ示シ、20歳ヲ･境トシテ観ル時陽

性泰二著シキ懸隔月氾ｙル。（第１表參照）

２．勁績年敬別ニ「ヽノ上皮内反懸テ観察いレＧ、

勁績年版６ヶ月末満（Ａ群）、６ヶ月以上１ヶ年

６帽りＢ群）、１バ「６ヶ月以上（Ｃ群）ノ３農二

回分セリ。、「ツ」皮内反感陽性泰ハＡ．Ｂ．Ｃ．谷

群二於テ夫々31．82乙､43．53几、60.52ゾユシテ

Ｃ群最モ高クＡ群最低率ザ示セリ。 13－20巌迄

ノ者二就テモ夫ク31．25％、小ﾚ）。94％、53．2肌レ

ト同にナル順位ラ示セ几、（第２長參照）

３．

　

年齢別出身地域別「ツ」皮内反感成績ハ13－

16な迄ヘ於テ町部56．00％、函貯部30．3叱ﾌﾞ、

平地部28.13%'、山間部20．6り％、17－20晟迄

二於テ沁=岸部53.85%、町郎50．85ｸﾋﾞ、平地部

46．89％｀、山間部45.16が、21収以上二於テみ

皇昌80．00万、平地部76.83ﾔし、iiir部?;.47%、

山間部55．00巡ノ陽性率テ示ぺ。而シテ13―55

な迄ノ陽性率うy見ルニ町部58．64％、洵徨部

51.09匹、平地部48.92^へ山間部38．75％ナリ。

印チ一般二町部凪印に部ノ陽性率高キェ對シ寸

地部ハ梢い低ク、山間部ハ吋成リュ低率ナルヲ

兄ル。（第３表參照）

４．

　

家業別ニ「ツ」皮内反感陽性率テ観察いしニ
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【第18巻

第
９

－ 夫

　

年遠別、 勤続年撒別ヘッ｣皮内反噸成績(48時間所見)

　　　１　６　ヶ　月　未　溺

j｛‘　』・　　　（Ａ　群）
６ヶ月以土１年６ヶ月末渦

　　　ぐＢ　　群）
１年６夕月以上

　　(Ｃ　　群)
ｌ　　　岡μ

　　　　　　　　　　被楡敷 陽性敷 陽性百分率 破倫敷陽性緊　陽性百分率 被機微 陽性斂 陽性百分率

13　　1　19　1　1　　21.05士9.35　:　15 5　1　33.33±12.17　J　O

14　　　21　　5　　23.81士9.29 22 8　1　36.86十10.25　　　5 タ

紳W 40.00±21.90

15 26 8　I 30.77士9.05 18 ７ 38.89十11.49
　　　－

!5 ７ 46.67士12.88

16 19 ６ 31.58＋10.66　1　18
　　　－

７ 38.89十11.49
　　　－

25‘ 10 40.00土9.59

17　　　i　16 ６ 37.50十12.10
　　　－ 29 12　1　41.38士9.n　l　38 16 42.11士8.00

18 11　；　↓ 36.36十14.50
　　　－ 20 8　1　40.00十10.95

　　　　　　－ 37 17 45.95士8.19

１９　　　１　　７　　　３42.86十18.70
　　　－ 15 7　' 46.67十12.88

　　　　　　－ 40 りり
～～ 55.00±7.86

20 ９ ↓ ↓4.↓4十16.56
　　　－ 12 ７ 58.33十14.23

　　　－ 24 15 62.50十9.88
　　－

21―25 ４　　　２ 50.00十25.00　1　18 11　1　61.11十11.49
　　　　　　－ 59 38 1 64.41士6.23

26―30 ０ １１
３ 2　1　66. H7十27.21　　35

　　　　　　－ 30 85.71±5.91

31―35 ０ ０ 22 21 95.45十4.制

36－40 Ｏ　， ０ ６ ６ 100.00

41―55 ０ ｜

１？
０ ３ ３ 100.00

計 132　　42　1　31.82十，↓.05
　　　　　　　－

170　1　7｣.　43.53十3.80　１ 309
　　　　　　　－

187 60.52十2.78
　　－

第３表

　

年齢別出身地域部｢ツ｣皮内反喉成紙(48時間所見)

　　　　゜平　　地　　部　　町　　　　　　部　Ｉ　山　　　間　　部　｜　海　　岸　　部

4ﾆi'.　　疵5，¬　rnu

14皮扮
　　　　敏

flit:陽性百分斗が橡 陽性
敬

陽性百分率‘箭撞
陽性
敏

陽性百分率丿箭接ぼII 陽性百分率

13　　，　L↓ ３21.43±10.96!　坦　４ 40.00十15.49
　　　－

61　1

　｜
16.66土15.21 ４ １25.00十21.65

　　　－

14 23 ６26.09±9.15 10 ４40.00十15.49
　　　　－

８ ２25.00十15.30
　　　　－

７ ３42.86士18.7C

15 27 ８29.63士8.78 17 10 58.82十11.93
　　　－

７ １14.29土13.22 10 ３30.00十14.49
　　　　－

16 　　　｜賜　10 31.25±8.19 15 ８53.33±12.85 ８ ２25.00±15.30 12 ３25.00十12.5C
　　　－

17 41 15 36.59士7.52 19 10 52.63士11.45 10 ４40.00土15. 19 15 ６40.00＋12.6zl
　　　－

18 3峠　16豺.↓↓±8.64 14 ６42.86士13.22 ８ ４25.00±15.30 12 6'50.00十14.む

19 38 18 47.37十8.09
　　－ 14 ８ 57.14十13.22

　　　－
10 ５50.00士15.81 ６ ４66.66十19.24

　　　　－

20 30 19 63.33士8.79 12 ６ 50.00十14.43
　　　－

３ １33.33士29.21 ６ ５83.33士15.21

21―25 42 28 66.67土7.27 24 15 62.50十9.88
　　－

13U 46.15±13.82 11 ８72.73十13.42
　　　－

26―30 20 16 80.00士8.94 12
　 　 ９

一 一 一 一 -

　 　 ７

75.00士12.50 ４ ３

２

75.00十21.65
　　　－

６ ５83.33±15.21

31―35 釧12 92.31±7.38 ７ 100.00 ３ 66.66士27.2!

-
9

fW
100.no

36―40 ４ ４100.00 ６ ６100.00 ０

利一55 ３ ３100.00 ２ ２inn.00　　　10 １ １100.りり

言1･　　　:323! 158 48.92十　2.78!　162
　　　　－ 95 58.64士12.23　80 31138.75十5.豺

　　　－
9ざ　47 31.( 9十5.21

13―16歳迄二於テ商工業45.83%、漁業33.33

　　

漁業56.96万一シテ之二次ギ、以下公務自山柴’

％、農業27．74％ノ陽性率ラ示シ、17―20歳ニ

　　

47.62が、農業46.27%V順位トナレリ。（第４

於テ商工業53.23%、漁業54．83％、農業46.15

　　

表參照）。

ガノ陽性率1ヽナリ、漁業及農業二於グル陽性率

　　

５．

　

直接問診ニョリ既往症及ビ家族歴ヲ結核性

｡ハ飛躍的二上昇ス。 21歳以上二於テ。・ヽ商工業　　疾患及ビ非結核性疾患二大別シ、「ツ」皮内反庶

77．78χ、漁業77.78%、農業72.92ヤノ陽性率

　　

ノ陽性率ザ観ルニ、既往二結核性疾患アル者ノヽ

ニシテ其ノ間著明ナル差異ヲ･認ノ･ズ。 13－55歳　　95．12％ト著ク高キ陽性率テ示スモ､結核性疾患

迄二於テノヽ商工業58．06％－シテ陽性率最高ク

　　

以外ノ既往症テ有スル者二在リテ・ヽ47．85％、
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第４表

　

年齢別、家業別｢ツ｣皮内反膳成績ぐ48時間所見)

年　齢
農　　　　　業 商　　工　　業 漁　　　　　　　業 公務自由業

被接
斂

陽性
徴

陽性百分率 被機
敏

陽性
斂

陽性百分率被接陽性
敬　斂

陽性百分率 ざｻ影見当陽性百分率

13 27 ６22.22士8.00 ４ １25.00十6.84
　　－

9

FW
１50.00±35.35 １ ｀１10り.00

14 33 10 33.33士8.20 10 ３30.00士14.49 ５ ２40.00十21.90
　　　－

０

15 41 11 26.83士6.91 16 豺）62.50土12.10 ４ １25.00士21.65 ０

16 36 11 30.56土7.67 18 ８44.44±11.71 10 ３30.00士14.48 ３ １33.33士27.21

17 42 17 40.48士6.90 22 10 45.45土10.61 16 ６37.50±12.10 ５ ２10.00十21.9C
　　　－

18 55 25 45.45士6.71 11 ５45.45±15.01 ３ ２66.66士27.21 １ ０ ０

19 44 22 50.00±7.53 16 ８50.00±12.50 ６ ４66.66士19.24 ２ １50.00±35.3ﾐ

20 28 14 50.00十9.豺
　　－ 13 10 76.92十11.68

　　　－
６ 戸゛∂ 83.33土15.21 ４ ２50.00士25. OC

21―25 54 33 61.11士6.63 22 14 63.64十10.25
　　　－ 13 ９69.23±12.80 １ １100.00

26―30 20 16 80.00±8.94 10 ９90.00十9.48
　　－

９ f心f
j 77.78十13.85
　　　－

３ １33.33士27.21

31―35 14 13 92.85士6.90 ８ ７87.50±3.69 ３ ３100.00 ０

36―40 ４ ４100.00 ３ ３100.00 ツ

かW
２100.00 １ １lOUJiU

41―55 ４ ４100.00 ２ ２100.00 ０ ０

計 402 186 46.27十2.詔
　　－ 155 90 58.06十3.96

　　－ 79 45 56.96十_ I I　21 10 47.62＋10.85
　　　－

生家著患ナキモノニ於テノヽ47.21^陽性ニシテ

雨者ノ間殆ンド差異無シ。叉家族歴二結核性疾

患アルモノニテノ･ヽ96.88万ノ高率ナフレニ反シ、

之テ訣クモノニ於テハ48.00ヤノ陽性率ヲ示ス

ニ過ギズ。

6．｢ツ｣皮内反恵賓施1ヽ同時期二於テ病気訣勤

中ノ者11名ヲ含ム668名ノ機業女エー就テ

｢レ｣線集團検査テ行ヘルニ52名(7．78％)ニ胸

部所見アルテ認ノ、其中明二結核性病髪テ認ｙ

タルモノノヽヽ42名(6．29％)ヲ算シタリ。而テ之

テ年齢別二観ル時13―20歳迄／ヽ3.28―8.33%

21-25歳迄ハ7．78％、26歳以上ダヽ7．06％ノ結

核罹患率テ示ス。尚是等胸部二結核性病受アル

者42名中６名丿ヽ訣勤加療中ナリシモ他ノ36名

ハ全テ白身殆ンド病感ザ有セズエ場努働二従事

中ノモノナリキ。

7．

　

胸部二結核性病愛ノ認ノラルヽ42名ノ｢ツ」

皮内反恵テ観ルニ其中３名二於テハ陰性ナリ

キ。印チ｢ツ｣皮内反恵陰性者中少倣乍ラ胸部二

結核性病宛ノ認ノラルヽ者在ル事テ知ル。

8・

　

赤血球沈降反恵(Westergren 氏法)卜呼吸

器疾患トノ開係テ見ルニ｢レ｣線胸部所地アルモ

ノ53名中境界域(１時間ノ讃ミ9―12mm)及ビ

549

夫以下ノ者(:Ｅ常叉､ハ遅延卜ヽ45名(84.91%)デ

アリ、13 mm以上ノ者(促進)､ハ８名(15．09ズ)

ナリキ。叉｢レ｣線所見二確鐙ナキモ｢ツ｣皮内反

底及ビ胸部理學的所見等ニョリ結核性所見テ疑

－ヽシムル者(結核疑症)18名ノ中赤血球沈降Jえ

座12 mm以下ノモノ16名(88．89慰)、促進七ル

モノ２名(11．11％)ヲ認へ結核以外ノ呼吸器二

疾患アル者８名二於テズヽ促進七ル者ヲ･認ｙザリ

キ。

９．

　

赤血球沈降反座ト｢ツ｣皮内反感トノ開係テ

見ルニ沈降反座促進者10名二於テ皮内反座張

陽性尹示セルモノ多ク、沈降反忠境界域及ビ夫

以下ノモノ69名ノ中皮内反座陰性者６名尹認

ノ久嗇冷機業女工中｢レ｣線胸部病憂アリ且ツ

赤血球沈降反感促進セル者８名ノ病名別へ片

側惨出性肋膜炎２例、片側上葉浸潤３例、爾側

上葉浸潤、片側鎖骨下浸潤蒙肋膜餅脂、片側肺

門浸潤各１例ナリ。

10．機業女エノ腰格及毫養制

度中。身長、殷重、胸園及ビ上噂園ノ四測度テ

選ビこト結核罹患トノ間二如何ナル開係が存在

ノヽルヤサ観察七ルニ｢ツ｣皮内反吃陰陽性者間一

於テ各年齢共認ム可キズ異ナカリキ。叉機業か
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【第18巻

工全11(668名）ノ身長、膿重、胸園及ビ上勝園

ノ平均値テ求八とテ比較ノ基準トシテ機業女工

中胸部二病兌アル者42名ノ個タノ測度テ観察

シタルニ身長二於テハ基準平均値ヨリ大ナル者

岐小ナルモノ相牛シ、Ｎｏrｍ内ノ者最モ多ク、

Norm以上及ビ以下ノヽ略同敬ニシテ、特二認ム

可キ差異ナカリシモ、醒重、胸圈、及ビ上勝園

二於テハ基準ノ平均値以下ノ者多ク、且Norm

以下ノ者ノ可成り多ク認ノラルヽニ反シNorm

以上ノ者ノ少キ黙ハ注目ソ、可キ所見ナリキ、印

機業女工中肺結核二罹患セル者ノ身長二於テー・ヽ

特二認ム可キモノ無キモ煎重、脚貳上陣園-ﾆｰ

於う・ハ同一集團生活ニアル全員ノ諸測度牛均値

ニ比シテ劣レルモノ多ク殊ニNorm以下ノ者

モ多敬二認メラル。

11．機業女工668名ノ肺活量ヲ･検査シこト「ツ」

皮内丿丈嘸トノ開係テ観ルニ陰陽雨者間二著明ナ

ル差異ハレＪ･認ノズ。次二全員ノ肺活量平均値

ヲ比較ノ基準トシテ之ト肺結核二罹患セル者42

名ノ個々ノ肺活量トテ比較観察スル時平均値以

下ノ者26名二對シ平均値以上ノモノハ16名ニ

シテ這二少ク殊ニNorm以下ノ者８名アルニ

對シNorm以上ノ者ハ１名二過ギズ、加之

Ｎｏｒｍノ範関内ニアルモノト雖モ守口

　

Norm

以下二近キモノ多ク一般二肺結核罹患者ノ肺活

量ノヽ著シク低下セルテ認メタリ。

(II)石川蘇下某高等専門學校生徒ノ結核調査(横井、菱川、安藤)

横井､菱川ノヽ黒田1ヽ共二昭和10年令厚市内某高

等専門學校生徒499名二就テ一般結核調査ヲ施

行シこヲ第36同北陸醤學會(昭和11年10月)

ニ報ｙヒシガ此中141名二對シ入學初年度ヨリ

卒業年度迄ノ３年間二亙リテ之が調査ヲ･禎行観

察セルテ以テ此處二此テ報告セントノノ災井、菱

川、安藤)。

１．｢ツ・らレクリし｣皮内反感ノ推移(第５表几

｢ツ・ヽりレクリン｣､皮内反感(以下｢ツ｣1丈感ト｡ノ､トー

使用セル｢ツベルクリン｣液ノヽ傅研製萬｢ツ・ヽりレ

クリンJヲ生理的食復水ニテ1000供二稀憚シ

｢ホールマリン｣ヅ加ヘサリレモノニシテ、其ノ０．１

(､Ｃｍｊ前緋内面皮内一注射シ、判定ハ注射後

48時間二於タル直径５ｍｍ以上ノ賛赤浸潤ヲ

　　　　　　

第５Å｢ヽソ｣反喉ノ推移

學

　

41
検査人員陽性者敬

一 一 一 -

第１學年･

　

1利．

第２學

第
３

一 心 - - - 一 二

學

づ
ド
リ

‐

　

ダ
ー

　
　
　
　

タ
ー

111

一一

11･1

- 一 一 － － ･ = Ｓ ＝

8」

一 一 一 ‥ －

77※

（2）
--
10 5※

ぐ６）

陰性者敬

　

57

32

－

30

陽性巾

　

59.6

●･〃

　

69.3※

　

(71．2)

乱4※
7S.7

呈ﾉヽルモノヲ･陽性トナシ、然ラずルモノヲ陰性

1ヽナセリ。

其ノ成績ハ表ノ如ク第１學年時59.6ガノ陽性

率ハ第２學年時二於テハ69．3％1ヽナリ第３學

年二進級シテハ更ニ74.49^ニ噌加セリ。但第２

學年二於りレ検査人員ハ141名中111名ニシテ

此ノ中第１學年時陰性ナリシモノ44名中1り名

丿ヽ陽性二糖化セリ。結核襲病シテ｢ツ｣反咆テ検査

セサリシモノ２名尹陽性行lヽ見倣セバ71.2ル

トナリ、同様二第３學年時ノ登病不検膏６名ヲ

陽性トナセバ陽性率ハ78.7%トナリ陽性率ノヽ

逐年増加ス。斯クテ入學時ヨリ卒業－デ終始陰

性ナリシモノハ57名中30名ナリ。然シ此ノ期

間中陽性行ノ陰性糖化セルモノテ見ずルナリ。

２．｢ツ｣反咆ノ推移ト｢レントゲレ｣線寫兵所見

及ビ結核登病トノ開係(第６表)

｢ヽｿ｣μ妻ノ終始陽性者･84名二於テ・ヽこレントゲ

ン｣線寫農所見叫下｢レ｣線所見1ヽ勺ノ噌悪二
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悪ソ､･1モノ極タワ･稀ニシテ且ツ獲病者グ観ヂル
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※ ク･勺反感陰性･Ｋ＝-ｼや漿病シソ

ノ後反態ヲ'瞼セフしｆ陽性ナう

ｙト見倣セルモノ
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赤血球沈降速度促進者1ヽ｢ツ｣反嘸及ビ襲病

1ヽノ開係(第８表)

赤血球沈降速度(以下赤沈トフ､レヽWestergren

氏法二依り測定セリ。今１時間値13 mm以上
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赤沈促進時ト其ノ前後ノ状況テ｢ツ｣反憲、｢レ｣

線所見及ビ脅病二就テ観察ソヽルニ、[ツ]反憲二
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【第18巻

レリ。此ノ中陰性者ヨリノ登病者ハ肺結核６名

肋膜炎４名(内１名ハ肺結核二移行フ、)、副學丸

結核(肺結核二移行フ、)、腺結核及ビ痔喩各１名

ナリ。此ノ中死亡者２名ニシテ殼病後牛月乃至

２月半ノ短期間ニテ死亡セリ。

陽性者ヨリノ脅病者５名ハ全部肺結核ナリ。此

ノ中死亡者２名ニシテ共ニ２年以上ノ罹病生活

テ翁レリ。

以上ノ中死亡者ハ前者、後膏共二各１名ハ調査

期間終了時未治ニシテ其後二於テ死亡セルモノ

ナリ。

上述ノ如夕陰性者ヨリノ貨病ハ陽性者ヨリノモ

ノニ比シタ肺以外ノ結核多キ鮎及ビ死亡者ノ急

激ナル経過尹示セル鮎ハ注目スベキ所りーリト

８．

　

醵格別二就テ(第12芙･

Pignet-Verwaeck係数テ用ヰテ狭身型(ａ)､中

央型(ｍ)、及ビ肥満型(h)二分類観察スルニａ

型二於テ.ハ他ノ型二比シ｢ツツ反咆陽性韓化、

｢レ｣線所見噌凪賛病等ヲ来いレモノ比較的高

率にヽシテ、叉其等ノ受化テ来セルモノニｆノヽ然

ラザルモノー一比シａ型二属スル者比較的高率テ

占ムルヲR忍ムｏ
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二
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川

　　

吉

　

郎

芦

　

田

　　

定

　

蔵

1・

　

緒

　

言

東京市内某官廳ノ結核撞防ヲ目的lヽシ列囃施シ

タル廳員ノ集團健康診断成績二就テ報告セント

ス。被検者・ヽ常官廳二奉職セ几各階級ノ職員令

部ト聴介内ノ商人トヨリナル1438名ニテ、内

男1267、女171、年齢ハ13歳ヨリ70な迄ナル

モ1ら哭コリ40翫迄ノ男工約７寓卜占ム。

2。

　

宦官廳過去２ヶ年間ノ疾病調査

既往２ヤ年間ノ廳員ノ疾病調査プ託シタルト=］

ロ第１表ノ如ク、死亡10中5、退職17中］2、

休職2、長期訣勤32中16、合計61名中36Z

・ヽ結核性疾患-こ由ル者ナリ。叉２ヤ年間ノ肺結

核死亡者。･ヽ退職後死亡２？加フレバ５名ニシ

ヘ

　

廳員15㈲名ノ１ヶ年間肺結眩死亡率ハ１

萬對16.6 Iヽナル。

第１長

　

既往２ヶ乍間ノ.胎作死亡、退職、休職、長期峡勁者調

　ゝ　　　

｀へ　　　　

炳　　　　　　　　結　核　性　疾　辺　　　　　｀

　　　　､..　　　

名　　　　　　　　　

‥-‥-　　　　　　一一二馬鎧ノ疾患　　訃　　計
　　　　結

縁　
へ、､､ｯ肺結核肺浸潤坤Ｗ販胆膜ぐ　小　　計

　　　　　　　　　　　　　　　　　J=-　ふ　-=　－　　　　-血--　Jふ--.===-　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　-=　　　　　　　　　　〃-
沈　　　　　　亡ｉ　　ﾆ4　　　１　　　12　　　　　　　51　　5　　1　　10

退　　　　　　　職

（　）ijレヽ退職後死亡 （剣） D.） 　1 (々3) ,
　5　　　　　17

（2）　　い）

休　　　　　　　職 り－ Ｏ　　ｉ　　　ｊ ０ り
Ｗ

長　期　敲　勤 10 ６ 16 16　　　・　　お
　　　　　ｉ　　－

ざ合　　　　　　　計 Zﾆﾋﾞ　　　　　＝　　　　　13　　　　　　　　　　　ﾝｎ

3。

　

検診方法

受験者全部ニツキ醵温膿重ノ測定、既往症及ビ

検査常時ノ白畳症状ノ問診、上牛身診察、「ヽｿ」

反庖検査、赤血球沈降速度測定ヲ鎬ぺ「ツ」反

庖陽性者ノ全部サ「レントゲン」線ノ透視ヲ篤シ

透説二於テ何等カノ異状ヲ認ｙタル膏及ビ然ラ

デルモ赤沈10Jブレlづ一力叉八外臨洽察所見ア

リタル対等ニ「し

　

lヽゲ勺撮影丿旧Sシ、「レン

1ヽゲン」所見一利Zヽ要Iヽ認ムル者尹塗抹標本Ｊこ

列客痰検査ス。

↓．ヽソベルクリン反廉陽性率

別題ヲ以テ報告ソヽべ｀シ。

近藤喘側・芦田＝某宜映ト於ヶル集團健康診断成紙第６妓】 555
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5。診断成績

Ｏ)診断方法

｢レントゲン｣所見ラ基礎ニ、他ノ検査成績テ參

考1ヽシヘ主トシテ上牛身二於ケル結核性疾患

ノ有無、病勢ノ如何ヲ診断ス。結核性疾患り認

メザリシ者Ａ、非活動性結核症ラ有スル者Ｂ、

活動性閉鎖性結核症Ｃ、開放性叉ダヽ疑開放性結

核症Ｄ、二分ツ。但シ開放性｡ハ喀痰二結核菌ヲ

讃明シ得タル者、疑開放性トハ、結核菌ヲ･検出

シ得デリシモ｢レントゲン｣所見ニテ空洞ヲ認メ

タル者ラ指ノ、。

(ロ)診断成績

【第18巻

第２表ノ如クB100、C24、D24(Ｄ中開放性９)

合計148名ノ罹患者ヲ登見シタリ、受験者1438

ニ對シテ10．3χ、叉ＣＤノ合計48名ハ３．４χ

トナル。

(ハ)年齢別罹患状況

罹患者尹年齢別二見ルニ第３表ノ如ク21歳－

25歳ノ13．0％テ最高トシ13歳以上35歳以下

ノ者二多シ。尚Ｂノヽ年齢別二多少ノ差アルモ殆

ド各年齢階級二認ノ･ラレタルニ反シ、Ｃハ16歳

以上35歳以下ニ、Ｄハ16歳以上45歳以下二

限ラぷ。

第２表

　

病名病勢別罹患者

｀､へ､、　　　病

　　　　　　　　　　勢　　病　名
　　Ｂ(非活動性)

　　Ｃ
(活動性閉

誼性)

　　Ｄ

(開放性叉
ハソノ後)

合　　計 Ｃ＋Ｄ／Ｂ＋Ｃ十Ｄ

肺浸潤肺結核 67 23　　1　　24　　j　　114　　1　　　41?ぶ

肺　門．腺　結　核 11 i　　11

●

肋　　　膜　　　炎 ８ １　１　　　　　　９

頚部淋巴腺結核 ７ ７

非結核性肺炎ノ経過
中ニアル要注意者

３

　--　－　--

↓

－ - 　 － 一 一

３

赤沈特二九建セル
若年要注念者

１

合　　　　　　　計 100 2↓　・ 2↓　　　　　148

被接-X 1438 名二
對jスル百分率

６．９十〇.7‰
　　－

１．７士0.3％ 1°7士O‘3％j 10.3土O°8％

第３表

　　

｀－一一一一Ｖ一一乙

　　　　

３．４％

年

　

齢

　

別

　

罹

　

患

　

者

≒　　　類　｀｀、　別

　年＼

　齢　　｀

被検者
罹　患　者 Ｂ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 C

㎜ - 　 　 　 ･ - - W 　 - W ¶ ’ ’ -

賓 数 　 　 　 ％

Ｄ

賓斂 ％ 賓敷 ％ 賓敬 ％

13―15　　　　　.　　　　47　　；　　　6
　　　　　　　　　　　　，　　　　｜ 12.8十一↓.8 ６ 12.8士４．９　１　０ ０　　１　０　１　　　０

16―20 214 20 9.3士2.0 14 ６．５十1.7
　　－

５ 2.3士1.0 １ 0.5十〇.5
　　－

21―25 230 30 13.0士2.2 14　1　6.1士1.3 10 /4.3士1.3 ６ 2.6±3.3

26―30 302　1　35 11.5十1.8
　　－ 20　1　6.6士１．４ ７ 2.3士0.9 ８ 2.6±0.9

31－35 245 29 11.7±2.1 23 9.3±1.9 ２ ０．８十〇.6
　　－

４ １．６士0.8

36―40　　1　324
　　　　　　｜

19 5.8十１．３ 15 4.6士1.0 ０ ０ ４ 1.2±0.6

41―45 73 ７ 9.6十３．５ ６ ８．２十3.2
　　－　　　　i

０ ０ １ 1.4±1.4

46―50 49 １ 2.0±2.0 １ ２．０士2.0 ０ ０ ０ ０

51―60 45 １ 2.2±2.2 １ 2.2±2.2 ０ ０ ０ ０

61一一70 ９　１　０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

合　　計 1438 148 10.3士0.8 100 ６．９士0.7　　24　1　1.7±0.3 24 １．７士0.3‘
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6。

　

赤沈値及ビ赤沈値卜病饗トノ開係

測定ダ｀22でノ宇内ニテ士ミハダーク翁／－氏法

病愛ナヅｊ

　

男

　　　　　

，女

　　　　　

一一

病愛アリ

　

二見

__⊃_女

八

　　　

三1.

　

’男
合

　　

計

年

沈
値

13―20
-
21―30
-
31―40

腿
一心

-
68

-

-
995

-

　

84

- -

O→5

　　

5→10

　

10→20

皿レ
諾
璽

‐
『
Ｉ
Ｉ

41―50 1　45

51―60
-
61―70
-
合

　

計

≪
＞
．

13

52.2

72.1

67.1

回戦）ぶ百敷

“1tﾀに)Ｕ．１

72 19.4

90 25.5

33 33.7

６20.0

　　　　９

１　　　～ 20.0

252 23.8

27

－
24

－

29

－

15

－

　

卜

557

ハ赤沈10以上、同病愛無キ女子175名中93名

(53.2%)が赤沈10以上ニシテ病憂ナク赤沈10

以上ノ者女子二於テ特二多シ。

132
-
93
一 一 一 一

67

12.4＋1．0

　

-
--
53.2+ 3.1

　

一
一一

49.6+ 3.2

　

一
一一

80.0±12.6

16.7+ 1.1

　

-
--

54.6+ 3.6

　

－

俘

　

訓Ｏ

　　　

合

資蛸

1059

　　

j

-

　

一一

　

心〃

　

１
175

-

135

　

i

-1

　

10

-

1

1194

　

1

-

1卜5

計

-
％

-
100
一一
100
一一
100

一一
100

一一
100
一一
100

O→10

13↓82.3±2．5 1

一一一一

34(

匹!

_¦
23ｊ

　

110.0
一一
103i 9.7

１
１
－
ｉ
ｌ
ｌ
１
１
・
１

ズ
う
⊇

91.5±1.5 1

一一･

92.6+ 1.｣∩

　

㎜

　　　　　　

１

79.6十一乱１１

　　

－

　　　　　

１

63.3±8.8

70．0＋12.か

　　

ー

10→

1
1
1
1
1
1

回
几
一
三
「

17．7＋2.5

　

－

８．５＋1.5

　

-
--

７．４＋1.4

　

一
一一
20.4H- 4.1

　

-
--

36.7+ S.8

　

-
--

30．0＋12．2

　

－
一一一一

87.6±1.0ト168』2．4 １．０

－ヨル。記載ノ値ハ1、2時間ノ中等價ナリ、赤

沈10以上ノ者ダヽ男子1194名中199名(16．7％)

女子185名中101名(54．6％)ナリ。叉｢ツッIヽ

　

次二男子赤沈値ヲ･年齢別病愛ノ有無別ニョツテ

デン｣ニョル病宛ノ有無ニョツテ分テバ第４表

　　

分ツニレ第５表ノ如ク、之テ概観スlノバ男子41

ノ如ク、病愛無キ男子1194名中132名(16．7％)

　

歳以上ノ‥荷二病撥無ク赤沈充進セル者多キ傾向

　　　　　　　　　　　　　　　

第↓表

　

病鐙卜男女赤沈値1ヽノ関係

　

｀･へ

　

赤沈値

　　

10粍以下

　　

1

　　

1o粍以上

　　　　　

｀ヘ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ー

　

－･ふ6- ･〃－･-ﾐｰ･--･　　　　　　　　　-･
ｿﾌﾞふ

９.。

レヘ、）卜敷¦

　　

％

　　

ﾄ

ぼ敷

　　

％≒長二＼犬敷¦

　

％

WIWW㎜--〃

　　

WWWIW㎜WW'-
.･　--.－　－

　　　　　　　　　　

－

　

･

　

=一=･=･.=W=I-〃--

　

=-===-=･････=

　

>fe4.^-4-c-y・　男　1　927　　87.6土ｔ．０

祁．8±3．1

20.0＋12．6

　

一
一一
83.3±1．1

20→30

ﾀ√賓敏げj
16.5，2ト1.2

‾‾‾?‾゛‾‾‾‾‾‾¦̃

　

6.5¦

　

y 1.9

一一一･一一十一一一

　

7.51

　

↓0．1

７ １．９

４ ０．１

４ ４．１

１ ３．３

聯.0
19 １．８

8
-
199
-
101

第５表「レソ1ヽグこ／」所見ナキ男子ノ年齢別赤沈値

30→
一 一 一 一 ･

％

０ し163　100

０．３372』00

０．１386 100

１．０ 981　100

10.0 30 100

10.0 10 100

６．９1095くL00

宵数

.J●･4
-

　

0

-

　

1

４

45.9 １

－

３

－

　

１

－

１０

第６表

　

各検査所見ト現結核症1ヽノ開係

言

　

5150.0, 2
一一一
675

1
63.8リ512

既往症、自愛症状、替温、外部所見、赤沈値ﾄ現結核症トノ関係

犬病勢別

　　　　　　ゝ　　　　ﾐ,-｀w　　所見別　　　｀｀｀｀､犬

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
　Ｂ．Ｃ．Ｄ小計
(Ｂ．Ｃ．Ｄ ノ總敷

148ニ對ヌル％｀)
總　　計

總　　　　　　徽　　1290　1　100 24　　1　24 148(100％) 1438

既往症訴アリ　　　74 35 ９ ５ 49 36.8十↓.1
　　－

133

自愛症状ノ訴ァ1)　　　71 ９ ２ １ 12 ７．８十2.2
　　－

83

有熱（37°C以上）　　38 ７ ２ ２ 11 ７．４十2.2
　　－ 49

外部所見ァリ　　251 41 ７ 12 60(30 40.5十４．０
　　　－ 311

赤1　30以上　　　38

　　　　　　｜

５ ５ ５ 15 10.1士2.5 53

沈

値

20以上　　　　37 13 ６ ６ 25 16.9士3.5 115

10以上　　　　150 27 ３ ５ 35 23.7十３．１ 185

10以下　　　1140 ‘55 10 ８ 73 49.1士3.9 1213
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a－

アリ。

ＢＣＤ汽ヽ計148名中検査常時既往症テ訴

ペダル者49名、白受症状ノ訴12名、酸

温37以上ノ者11名、外部診察所見ア

リタル者60名（但シコノ中「レントゲづ

所見二一致セル者ハ30名丿赤沈30以上

ノ者15、20名以上ノ者40名、10以上

ノ者75名アリ。従ツフ夫カ之等検査所

見ノ存在シタル者ニノ£「レごトゲン」検

査ヲ･追加シタリドヒバ、148ノ罹患者中’

貨見セラレタル患者ハ夫々上述ノ敬ニih

リタルベシ。

次ニ「レ一トゲし」寫其ノ撮影ヲナシタル

275例ニヽソキ、酸温、外部診察所見、赤

沈ノ３者ノ正常ト異常1ヽヲ組合七タルモ

ノガ如何サル割合二於テ

　

A. B. C. D

二分布セルカヲ見タルトコロ、ソノ成績

ノヽ第７表ノ如ク、各組合セノ分布ノ度合

。・ヽ總敬ノ分布ノ度合二比べ、夫々標準誤

差ノ範匿ヲ･超ユルモノ殆ド無カリキ。卸･

チ本集團検診二於テーハ酸温、外部診察所

見、及ビ赤沈が結核性疾患ノ晋見、ソノ

病勢ノ断定二對シう‘本質的意義ヲ･典へや

11gラザルコトテR忿メタルモノナリ。

結
三五

Ｑ□

最後二我兄セラレタル是等患ご者二對シテ

ノヽＤ.ハ大膿入院、Ｃハ休養、Ｂ・ヽ勤務ノ

軽減ト保養等夫々適常ノ處置ヲ講ゼシノ’

タルガ、之二依ル将来ノ推移八時ヲ･侍チ

ｊ･追加報告-いレ像定ナリ。
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某官廳員1422名ノ｢ツペ４クリこ､｣皮内反感二就キ述ベンド･ヽ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(Ｉ)検査方法

傅研製奮｢ツベルクリン｣2000倍液０．１耗ラ前

　　

年齢別陽性孝第１衣ノ如シ。48.89±7.45%-ヨ

勝内側皮内二注射シ、24時間及ビ48時間ノ２

　　

リ97.79±0.98ルユ及ヒヽ下均86.15±0.92ｙナ

同二襲赤テ測定シ、長径及ビ短径テ記載、水泡、

　　

リ。

潰瘍、壊死等サ附記ソヽルコトトシ、短径Ｏ粍ヲ

　

(２)反感ノ大キサ分布

(－)、1－4粍万士)、５分粍以上テ(十)1ヽセリ。、

　

10－20粍匯間二最モ多ク、全敷ノ約牛敏郎チ

Ｕ)陽性孝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

48.82±1．36岑）ヽ此ノ嘔間二属ス。圖略。

　　　　　　　　　　　　　　　

第１表

　

年齢別｢ツ｣反喉陽性率

大奥
　　　．、咆
　雁　齢　　　、

破格人員 (－] (±) (十) (十十)以上陽性者計 陽　性　率

13―15 45 １５　．　　　６　ｊ　　　５　１　　１７

　　　　　　　　　　し　　　　　　　’，
25　1　　52　1　　20　’117

22 48.89十7.45
　　　－

16一20 215 137 63.72士3.28

20―25 219 15 31　1　　33 140 173 79.00十2.75
　　　－

26―30 295 一一
∂ 13 49 229 278　i，　　94, .24十1.36

　　　　　　　　－

31―35 246 ２ 13 ↓1　　１　　　191332 9↓.31士1.47

36―40 226 ２　　　　１ 49　　1　　　172 221 97.79十〇.98
　　　－

41―45　　1　　70 １ ﾆ√　15 １　51 66 94.29十2.77
　　　－

46―50　　154　i　　　o
　　　　　　　　　　　l

５　１　　１２
　　37－---一一-
　　27

49 90.7↓士3.95

51―60　　　　↓1 ０ ５　　　　９ 36 沿｡朗十5.10
　　－

61―70　　’　H

冷　計　　　　　H22

０ ０ 5　　　　　　6　｜11 100.00　　｀

65　　・ 131　　！　　　238

　　　　　　　　　　　　1

987　　　に25　　　　?ヽ?;6.15十〇.92
　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

　　　　　　　　　　　　　

回）年齢卜（ヽｿご反感

1）陽性率二於テ、25歳未満1ヽ26歳以上トノ

　　

モ/ 38.54±3．5匹ヲ占ノ、こラ他ノ年齢階級

間二有意ノ差アリ。

2j

　

19歳未満ノ者二於９ハO－5粍匹間ﾆｰ在ル

（10歳嘔間）1ヽ比較フ、八こ一有意ナい

メラル。

　　　　　　　　　　　

（３）「ツ」反廉出現二對スル時間的観察

で1) 24時間ト48時間ノ２同二亙り測定シタル　　仏果ノ一部テ衣示二いノバ第２裏ノ如シ。
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第２表(1)21 St. ニテ(一)ナリシモノ

24St.→48St. ' fV-　徴

- ･-- i四皿･-●-J- -
(丿→(－)

　　　

％

"=･〃=-=-〃

　

‾･
石．１±4.5

-－-一一

ベー） 57　　　　石．１士二に）

･(士) 18 14.9十3.2
　　－

べ十） 46 38.0十↓.↓
　　－

計 121 100.0

(－)→(士)
--
(－)→(十)

合

　　

計

2) 24時間測定ニテ(－)ナリシモノ121名中

57名.ハ48時間後モ尚(－)、18名ハ(士)、46名

ノヽ(十)ニ受ゼリ．印チ38.0±4．4％ハ48時間後

こ陽個Eトナレリ．、

3) 48時間測定ニテ(－)ナリシ61例ノ24時

第２表（2）48 St ニテ(－)ナリヅモノ

24St.→48St. 雲散ｉ　　％

(⌒)→(一) 57 93.5十３．２
　　－

(士)→(－) １ ６．５十3.2
　　－

(十)→(－) ０

合　計 61 100.0

間二於ケル反庖ノ大キサヲ遡ツテ見ルニ(－)ナ

リシモノ57例(93.46±3．16％)ニシテ、(士)ナ

リシモノ４例アルモ、(十)ナリシモノ１例モナ

シo

4)故ニ48時間判定テ可ドユ･、ベシ。

(↓)陰性者二對スル再検査成績

.1）陰性者114名＝一一ﾂｷ1―1.5ヶ月ノ期間々

　

経テ再検査ヲ施行。 100倍及ビ1000倍液テ雨腕

　

二注射セリ。

　

2）100倍ニテ陽性テ示シタルモノ60名(52.63

±4.67%)ニシテ此ノ中2000倍ニテモ陽性テ示

シタルモノ29名(25.44±4．08％)ナリ。

3)100倍液一テ(士)尹示シタル51f?iレヽ2000八

倍液ニテハ(－)ナ几

(５)症状卜i‾゛ｿ｣反廉

1）症状ノ重軽ヲ健康者Ａヨリ順次B.CD等

二分類セルモ，Ａ． Ｂ．Ｃ．Ｄ ト「ツ」反庶トノ間

二著名ナル開係ヲ･認ノラレズ。

2）但シ5－9粍匪間一在ルモノ・ヽＡニ属スル

モノニ多シ。他ノ匹間＝-,ハ有意ノ差ナシ。

(６)弱反勝者二於ケル結核性疾患

　　

第３表

　

再検査成績

｀｀｀へ

　　Alter

再検査人員
陽　　性　　　者　　　　ｉ

100倍液ニテ陽性 2000倍ニテモ
陽　性　半

15歳未満　　　　　16 6ヽ　　！　　　4　　　　:47.50土7.6に）

16―20　　　　　　16 21 10 45.65土7.34

21－125　　　　　　　　　　　　　29　　　. 18　　　　　　　7　　　1　62.( 7士9.09

26―30 12 6　　　　.･　　　　　3　　　　　50.00±14.42

31―35　　　　　　6 4　　　　　　　　4　　　1　66.67土19.34

36―40 ２ 2　　　　　　.　　　　　　　1　　　　　　1　100.00　　　　　　’･

41―45　　　　　　　1 １　　　　　　　　　０ 100.00

祁－50 １ １　　　　　　ニ　　　　　　　O　　　　　　・　100.00

51―60　　1　　　　0 ０　　　　　　　　　　０

61―70　　　　　　1　　　i　　　　1　　　，　　　0　　　　100.00

計　　　　　　　・　　　　　　1μ　　　　　　　　　　　　　　60　　・　　　i　　　　　　　29



第６技】

　

澄川・近藤・芦田＝某官廳ノ集團健康診断二於ケル｢ツベノ1/ダリｙ｣ノ検査官施成績二就テ
561

第４表症状ト「ツ」反塵

5－9 10―20 21―30 31―40 41以上 合　　計

Ａ
　228

21.7十１．３
　　－

　　564

52.2十１．５
　　－

　　156

1七４十１．１
　　－

　75
6.9±0.8

　58
5.こ1･士０．７

1081

Ｂ
　　8

8.3士3.1 　　6061.9士１．６
　　16

16.5土３．８

　　６

６．２十2.↓
　　－

　　7
7.2

97

Ｃ
　2

8.7十5.9
　－

　　1773.9土9.1
　　12

8.7十５．５
　　－

０ 　　2

8.7十５．９
　　－

23

Ｄ
　　　　０

Ｘ 　　1458.3士10.1

　　　　4

16.7十７．６
　　　－

　　　t
ヽ16.7士7.6

　　2
8.3士5.6

2↓

合　計
　　238

19.4士１．１

　655

53.5十１．４
　　－

　　178

14.5十１．０
　　－

　85
6.9士0.72

　69
5.6士0.66

1225

5－9粍匯間二於テＢナルモノ8、Ｃナルモノ２

　　

ナサバ之等10例ヲ逸スルコトトナルベシ。

アリ。10粍以上尹陽性トシ爾後處置ノ對象ト　　　　　　　　　‥



肺結核二於ケル混合感染ノ統計的観察
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肺結核二於ケ（昆合感染ノ臨休的統計二就やハ

既二第15同日本學作席上こ於テ、米田等が報

陛セル所ナリ、．余等ハ¦剔和14年１月以来同様

ノ検査ヲ･行ヒペノに漬ｦ一得タヽ≒

検査方法

今村内科入院肺結核患者ノ早朝喀痰ｦ･探り、こ

月成菌生理的食磋水中ニタ･数同洗條シ所謂肺痰

サ取りテ其ノ一白分耳テ血液寒天平盤培地上二

塗抹シ24時間乃至48時間血温ニテ培養シ、其

ノ聚落ノ性状及ビ検鏡所見-・ヨヽ順

リ。

検査成績

1。肺結核患者喀痰中ノ隨伴菌

第１長

　

肺結核患者喀痰中ノ隨件菌

　－･年１　　楡゛･’プ氏菌純グ氏函ト肺炎雙球
　検売り　　栽査敷j1　　査他／細菌

¦

菌純培養

---〃- ----皿〃　--r--　--W-　－　　　　’－皿　　　　　　‾　　　　　　　　　‾　　　’--W　－一

　u9や1A’W　j　138　　　:3　　　↓　l　18

Flt訳ご4影惜

　　　-　'皿　--　.---ふ 〃㎜

　　55　　　73　j　　8

葡萄耽
球　1肖

　34

　18

揚ノ他ノ

細　　菌

　一一‥　　－

　　０

殆ド菌ヲ

箆メ７モ

W+　　－
　　16

1- 8R　　　　67　j　　0　　1　　2　　　　3　　　　33 36　　　　　　　0
　　　　　1

３
　 　 ８

- 一 一 一 一 - 　 一 一 一 一

　 　 Ｈ

ｋ　ﾐ9W　W　　〃Wﾐ=　　〃〃⇒－-　　　----　　　　　　‾ﾐ

　　9

ﾊﾞ几　　96　　2　　o　　11　

j　

46　　57　　1　1　16

　　　　　　　　T　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　に■〃〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

３

14年12月－
15年１月

9い　１　ｊ　ｏ　　ｉ　　＼2 ３７　　　　４９　　　　　1 '　　１７　　　　０
　　　｜　　　１　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ　　　　　：

　　ど↓

-甲　　̃→-

　　:封　　15年　1　　88
2－3月　・

０ ０　　　　　　　５　　　　　　２０　　　．１　　　２３　　　　　　　８

　　　　ｌ　　　　　　ｉ

19 ２

合　　計
及ビ?･

484　　6　1　6
100　　　1 .2，　1.2

1,9
10.1

191　，2佃　j　24
　39.5 :　49.6 '　5.0

104
　21.5

8
1.7

96
19.8

第１衣二示りnク、肺炎雙球蘭ヲ検出セルモノ

最モ多夕約50≒ヲ･占ノ、葡萄状球菌ごニペギ約

21岑ヲ･検出セリ。叉之ｦ一季節的ニkりレモ、著明

ナー差異ノヽ認メ得ザリキ。

2。

　

混合感染陽性患者ノ病型

同一細菌ラ長期二亙り隨件いレ混合感染陽性患

片100例へ其ノ肺結核病型ニョリ分類セバ卵

２表ノ如シ。100例中、肺結核重症33例、中等

症53例、軽症14例ナリ、、印チ混合感染陽性患

者ニハ肺結核中等症及ビ重症ノモノ多シ。

而シテ以上1OO例ヲ出現細菌ニ就キ観ル一、肺

炎雙球

伊藤・中上・金・河盾＝肺結核二於々ル混合感染ノ統計的観察 【第18巻
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第２夫

　

混合感染陽性患一否ノ病型

病　　聖 検査敷
プ氏菌純

培　　養

一一　　　　　一一一

プ氏菌,ﾄ
旭ノ細菌

肺炎雙球
菌純培養

　　１

戸ご抑制門

　　１　ｉ　　２　１　　１

葡萄耽
球　菌

肺

結

拉

一 一 一 一

　 　 「

重
生者雅馴 ３

主溶出型 19 １　７　１　８　１１５　　！ ↓

症混降型

　播種型

10 ｉ　　　　２　１　５　１　７ ３

１ １

計 33　　１　　　　　　　　　　　　10　　　　1↓　　　　2↓　　i　　1８

中

等

症

素雅殲型 Ｌ ｌ　　ｊ　　り ３
　　　　１
－　　－
　　　　↓主溶出型 20 ２ １，　５　ｉ　７ 12 １

混冷や 26　　　i １ ↓　　ｉ　　１６ 20 ２　１　　３

播種型 　　　　ｌ　　　　　　　ｊ３　ｌ　　　　　　　　　ｉ ２ １ ３ ｜

計 53　　　　ﾆど　ｉ　　２　１　１２ 26 38 ３ ８

帽

症

主雅喧型 　　↓__　レ_　　＿

　　９　　１

２ ２ ２

主参出型 １ ８ ９

混穴ヽ型 １
ｉ

｜

　　　　　！　　１
ｌ

播種型 Ｏ　ｉ ｉ　　　　　」

　　　計　　　　TL↓

旨汁.及ヒ≒　　スレ　ｊ

1　　　1　　10　　』　　11　　1　　　　2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！

１

2

1ど

23　　　　50　　　　73
23　　　50　！　73

６
６

17
17
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第３λ

　

混冷感染ト忠者像i妾1ヽノ開係

例(8．0帽死亡セルモノ34例(34.0^.;)ナリ。卸

チ可成高率ノ死亡例プ示セリ。混合感染陽性斧

3｡混合感染卜患者像後トノ関係

前述セル混合感染陽性貧･100例1ヽ其ノ禄後トノ

闘係ハ第３夫二示フ､如ク、禄後不良ナバモノ８

くT、、　　　経

子犬　ｚ

病社＼福｀｀

｀－、

w---’一匹---　　　　　　‾-‾　　　　　‾

　に　，プ　氏　菌
　・重｜

　ｉ　　』市　炎　菌

　　　　　-

　j

ﾚ∠和見悦司

　　　ｊ連鎖状球菌

良
　 　 祠

㎜ 　 ㎜ 　 = = 　 － 　 　 ● - 辱 -

不良 死亡 不明 計

１ 1　　20 ３ 24

１ ７　　　ｉ　　　　　　　　　　　　８
　　　　　　　　　１

　　　　　　　　　　　　－　　－　-〃-
　　　　　１　　　　　　　１

心---¬　　--一■=Ｗ==
　　　　２　　１　　　１

　　　　１８　　　　　　１０

－一一－---一一一一一・　一一
　　　　４　　・　　　２

１　ｉ　　　　　　ｌ

肺

結

核

計 28 3　　　　　33

中

等

症

プ　氏　菌 １ ｌ　　　　　　　　　　　　ｌ　　　　」，

肺　炎　菌 ６　　１　　↓　　ｉ　　　　　７　　３８

葡萄耽球菌 １ １ ８

連鎖状球菌 ｉ　　３ 　　1　　3

-一一---一一一-一一一一
　　　　53計

-‥-
　　2↓ 16 ８ 四ａ

軽

症

プ　氏　菌 ｉ ｌ　　　　　ｉ

肺　炎　菌 ８ ２ １ 11

葡萄状球菌 １ １

連鎖状球菌 １ １
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2

－ - a - 一 匹 一 〃 ' ･ 　 　 ･ i w -

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1 4

｜　　　　11 .　　　　　副 10 ３
一 一 一 一 一 一 一 一 　 － 　 一 一 一

　 　 　 　 　 　 ８

　 　 　 　 　 　 ８

．

０

１

四･及Tﾋﾞ≒　　１　江o
20
20.0

34
34.0

3　　　　　　100
3.0　　j　　100
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ニノ・重症者 多キ故 二死亡率高 キノ・當然ナルモ、

又混合感染が其 ノ豫後二或種 ノ影響 ヲ與 フル事

モ 考 へ 得 ラ ル ベ シ。

4.第 ・3型肺炎菌ニ ヨル混合感染例

特 二第3型 肺 炎菌 一・ヨル 混 合 感 染 例 二就 テ 八 筋

二小 野 等 が報 告 セ リ。 其 ノ報 告 ニ テノ、其 ノ殆 ド

全 部 が死 亡又 ノ・豫 後 不 良 ナ ノしモ ノ ナ リ シガ、 余

等 ノ得 タル症 例 ニ テノ・第4表 ノ如 ク死 亡例2,

不 攣1、 豫 後 良好4例 テ示 シ タ リ。

第4表 第3型 肺炎菌 ニ ヨル混 合感染 例

姓 名 性、年齢1肺 結核病状病型 熱 喀疾中結核菌 胸部醗音 轄蹄

♂27歳 圭滲 出型、重 症 38.oeCi柵 十十 死亡
一 　 一 一__一__

死亡

1・ 一

舎44歳 圭滲 出型、重 症
1一`

・38 .5。Cl十1十

一 一

十H・ ・2.一

舎27歳 圭塘殖型、 中等症
137

.3。C 一 不攣3. 一
舎.46歳 圭滲 出型、 中等症 38.00C

十
一一一一 『

十

一

十 良好4.一

舎26歳 出滲 出型、 中等症 37.40C 十 十 良好5. 一
♀26歳 主増殖型、軽 症 37.2。C 十

一}『 一

一 良好6.一

早43歳 圭増殖型、軽 症 37.2』C +　 1'_ 良好7.一'
画

●

ワ
0

肺門腺結核及 ビ漿膜炎経過中突然叢熱 シ咽頭嚢

赤 テ件ヘル患者 ノ咽頭粘液 ヨリノ培養成績、入

院肺結核、肺門腺結核及 ビ漿膜炎患者ニテ、突

然畿熱 シ、咽頭登赤テ件ヘルモ ノ136例 二就 キ

其 ノ咽頭粘液 ラ滅菌綿棒ニテ採取 シ、血液寒天

軍艦培地上二塗抹培養 シ、其 ノ菌種 テ決定セル

ニ第5表 ノ如キ成績 テ得 タリ。即 チ136例 中、肺

炎蔓球菌ラ純培養 ノ如 ク認 ムルモノ23例(16.9

%)、 肺炎墜球菌 ト他 ノ細菌テ共 二検出セルモ

ノ81例(59.6%)ナ リ。

第5表

肺結核
ロ

以上 ノ成績 テ総括 スレバ、肺結核患者ノ・其 ノ経

過中二於テ、混合感染 テ相常数 二認 メ、其 ノ経

過 二悪影響 ラ及ボスコト多 久 其 ノ際、肺炎隻

球菌が關與 スルゴト最モ多ク、叉突然護熱 シ咽

頭嚢赤 テ件 フ場合、其 ノ咽頭粘液 ヨリモ、亦肺

炎墜球菌 テ認 ムルコト甚 ダ多シ。

故二余等ノ・肺結核 ノ診療 二際 シ、混合感染ノ有

無二留意 シ、之 ノ豫防拉 ビニ除去二務ムル事ハ

肺結核治療上肝要 ナリト考 フ.

肺 結核、 肺門腺結核及 ビ漿膜 炎経過中突然登熟 シ咽頭登 赤 ヲ伴 ヘル

患 者 ノ咽頭粘液 ヨリノ培養成績.

髄 年月i髄 畷 聴 郵 蠣 毒

闘葛型1揖671・

昭 和14年12.月 …
15年1月

15年2月
一3月

計 及%

45 0 0

24 )( 0

ρ0

0

3

0

引
上
噌
⊥

7

ー
ム
0

0

0

球

ノ
菌

些
他

炎

ノ

肺
菌
細

球
養

饗
培

炎
純

肺
菌

11

8

醤轡 際鎧装
葡萄状
球 菌

41 52

30 38

4 10 14

23

16.9

81「104
59.6!76.5

6 8

4 3

)( 10

10`>1
7.415.4.



伊豆大島、三宅島學童ノ結核二就テ

東

　

京

　

府

　

術

　

生

　

課

新

　

井

　　

英

　

夫

東京府管下學童ノ結核二開シテ．・ヽ東京市二於う゛

ノヽ既二相常ノ調査ガアルノデアリロソヽが、郡部

町村島嶼二就タハ未グ大勢ヲ推定フ、・ヽごキ調査成

績ガアリマセンノデ管下二於ヶル保健所ノ協ｶ

ｦ一得ダ･昭和14年来之レガ徹底的調査ラ行ヒツ

ツアリマソ、が今同ハ其ノ一部ノ漑要ヲ･報陛致シ

タイト､思フノデアリマ‰

24ケ町村ノ學童15, 976名二就テ２千倍｢ツ｣液

O.lcaテ以テ皮内ぱ庶尹行ヒ特赤５粍以上ヲ･陽

性トシテ陽性見童ハ｢ぷ一ダブル、レントゲン｣

ヲ･以テ全員ノ透視ｦ一行ヒマシタ、其ノ全醇トシ

テノ成績ハペノ如々デアリマヘ

（１）總括的成績

｢ツ｣反咆検査人n 15,976名，陽性者　2,481名

　　　　　　　　　　　　　　

陽性卒

　

15．5多

?ll讐S?JF11tJtJ(2,481 汽 異常者325名

ひ／

／り

内

　　

譚

浸

　

潤

　

影
肺門淋巴腺腫脹
肋膜炎及同癒着
石灰化竃

13.5?し

3．0匹

7．6％

1．0力

１．３町

以上ノ成績ヲカツテ私ノ調査致シー1・シタ東京蕉

市域ノ成績

　　　　　　　　　

「ツ」陽性率

　

42．1ムノ

　　　　　　　　　

Ｘ線異常考

　

30．1％

内

　　

譚

,浸

　　　　　

潤

　　　　　

影

　　　　　

5．3?;ｿﾞ

肺門淋巴腺腫脹

　　

9.7％

贈膜炎及同癒着

　　

5．峠づ

石

　

銃

　

化

　

爺:

　　

14．1％

以上1ヽ比較致シー･･シテ「ツ」反庶陽性者中二登りと

セラルヽ浸潤及肺門淋巴腺腫ハ郡部町村ト東京

市二於テ3％－5．3が、7．6－9．7％卜相宿ノ近

似値丿示シテイルノデアリマソ、。而シテ田

竃リ’有フ、ル者ハ都市ト農村lヽ極ノ･テ大差アルサ

認ムルノデアリマスガ、之ノヽ都市ト農村ノ結核

蔓延年齢ノ相違ヲ語ツテイルモノI（号ヘラレー・

口)郡部、町、村、島嶼ノ環境別観察

０）「ツ」反廳陽性卒二就テ

５ケ町５校

　

検査見童

　

6,750名

　

陽性見童

　

1,066名

　　　　　　　　　

陽性命

　

16.0影

L8ヶ村18校

　

検査見童

　

6,688名

　

陽性兇童

　

756名

　　　　　　　　　

陽性率

　

11．3％

伊豆大島４ヶ村４校

　

検査見童

　

1,403名

　

陽性見童

　

401名

　　　　　　　　　

陽性率

　

28.5イ

伊豆三宅島５ヶ村５校

　

検査見童

　

1,135名

　

陽性見童

　

258 ?;

　　　　　　　　　　　

陽性率

　

22.7匹

伊豆大島學童が郡部町ヲ･凌駕シテ28．5％ノ最

高陽性率テ示シテ居リマフヽルノハ吾人ノ梢々窓

外1ヽリレトコロデアリマヴヽが、由来本島ノヽ結核

患者ノ療養適地lヽ考ヘラしタル時代アリ、Hズ

三原山、御紳火プ以テ?;アリ観光地トシテ殷賑

テ極刈禄上n5「キロ」ノ島嶼デアリナガラ内地

特二東京トノ交流ハ極メテ密デアリ、或ハ此ノ

黙郡部第一1ヽ刻

伊豆三宅島ハ前者ト正反對ノ立場ニアリ、文化、．

新井＝伊豆人島、三宅島學童ノ結核二帆テ第６琥】
56１

－



;566 斬井＝伊豆大島、こ宅島學童ノ結核二就テ

交通其他環境上比較シ得ザル、流人島-７以テ名

アル海上150 ■キロj絶海ノ孤島犯童y 22.7ズノ

陽性卒コソ極メテ特異ドハルモノデアリロノ、。

島嶼中二於テモ特二大島波浮校、三宅島坪田校

二於ケル41.3%、28．2％ト共二最高陽性率プ示

-いいヽ、絹校共二最近迄開放性結核患者が仕員

トシテ在職セルヲ以テ、とソガ傅染源トシテ大

ナル影響アリｈ唇考セラルヽノデアリマスガ、

兎二角全般的二通観致シベーシテモ、島嶼各學校

:見童ハ共二府下村落見童二比シテ極ノテ著明ナ

ル高率サカ々シテ居ル:］lヽが看取セうルヽノデア

リフフヽ。

今同ノ調査二於テ最モ高率テ像想セラレーi’シタ

郡部５ケ町見童が16ズノ陽性率ナリシノヽ像想

夕iヽト｡７ヽルl｀コロデアリマフ､。

東京市二近接セル平野ノ調布、府中ノ２ケ町、山

詞入口二仁在スル機業町青梅町１ケ町、平叱ナ

１ケ町斤目市町、山間二於グル新興町氷川町ノ

５ケ町デアリー・ソヽが、結核感染率ハ文化ト平行

っいレ事ヲ･如賓二示シテ、調布町17.7%ヲ･示ン東

京判雛ルヽニ従ヒ府中町、青梅町、五日市ト陽

牲率ノ順次減少シテユクノガ明二看取セラ・ヽ

ノデアリーi-ｽ、然シ此等ノ町が大儀二於グ同一

「レベル」こアルコトフ｀興μ末アルコ1｀ヽ。思フノデ｀

アリてノヽ。唯交通、文化、環境上最避ノ地タル

水川町が15．6％テ示シテ居り六ソヽ、ごハ東京市

大河内貯水池建設工事ノ篤ノ最近急激ナル人口

堆加ヽリ

【第18巻

示フ、ト云フ新興町デアリース。卸チ東京市ヨリ

ノ捗往者子弟ノ激噌が此ノ高度陽性率サ示スー

原因リナシ、本町二於ヶル登病浸潤見童が｢ツ｣

陽性犯童ノ９％ニ達スル事賓｡ハ新興町ノ結核像

防ノ重要性テ語ルモノデアリマス。

郡部村落ハ全慌lヽシケ11．1デ島、町二比シ最低

率テ示シテ居ルノハ常識デアルト思ヒマソヽ。分

校ハ別lヽ致シーシテ、。本校10ケ村10校二就テ

観察致シマハlヽ最高17.9町一最低5.9 Iヽナツ

テ居リマス、17．9％？示セルモノノヽ調布村デア

リマソヽが、此レハ村lヽ申シマシデモ他村ト大イ

ユ趣サ異ニシテ機業地、家内1ﾐ業７殷賑テ以テ

名ハレ、村ト町ノ中間二位ノ、ル如キ村デアリマ

ス。西府、能川、小宮等ノ諸校ハ平野或ハ山間

ノ避地デアリマシテ５．９町一7．2％ト云フ低率

デアリ゛７ヽ。唯コヽニ特記シナケレバナランノ

ハ山梨新境山間部落ノ檜原校が14.5%ト云フ

郡部調査村落中第２位ノ高度陽性率尹示フ、ト云

フコトデアリ゛ソヽ。

　

、

然シ全般ニハ平野ノ痘道沿線部落二高率デ｀アリ

とレテ離ルヽニ従ツテ低率ヲ示シテ居リマソヽ。

(ロ)｢ツ｣陽性兇童ノＸ線透視所見二就テ､、

私ノ調査ハ軍ナル統計資料ヂ得ルタｙデナク、

學校衛生上養護ノ完璧テ目的トセル列

ノ敏逍適正サ期いレタｙ携帯用Ｘ線装置ラ持參

シテ｢ツ｣陽性者ノ全員二透視ラ行ツタノデアリ

-゛ソ

　

ゝ

　

７｀○

１５　ヶ町「ツ」，18ケ村落づ」１陽性児童1066名　陽性児童756名
大島４ヶ村落

「ッ」陽性Ｑ童掴名
三宅島５ヶ村｢ッ｣
陽性児童258名

賓　敏 ?ぶ　　盲　徽 ％　　賓　駈1、･ぶ　　賓　敬　　ｸぶ

　　　---　　　r●〃｀･-　-J-　　　　－　　　　　　　　　- 7-―ﾐﾐ〃-ﾐｰ〃ﾐｰ-Ｗ
３．４　　　　９　　　　２．２　　　　９　　　　３．４

　　　　　　　　　　　　__　　＿

　　　　ﾆ↓2　　　　　　　　　　　　　　　4↓

　　　　一　　一
　　　　　１　　　　　　’　２

　　　　　２　　　　　　　　３

　　　ヘ　ー-．－-．　　　　　　　　ｌ　　　　－-一一　一一一一一一一一

10.7　1　54　1　13.4　１　58　　22.4

浸　　　潤ｉ　;々 ３．０　　　26

・　---ﾐﾐ←
　　　封

　　　６

肺門淋巴腺腫脹 62
j － - ＝ ＝ 　 ＝ = = － ＝ ＝ －

肋膜炎襲皆皆 17

石　戻　化　恣 2! ８

合ヽ　　　　　　計 132 T12.3 81

以上ノ如クＸ線所Sと異常者ノ率ノヽ三宅島ヲ･最高

トシ、大島、町、村落ノ順位ラナシ「ツ」反庖陽

性駆ノ順位二一致シテりＤ乙ノ､。新興町（氷川

町）ノ浸潤ラ有フＪレ児童ノ９％二達シ成人型結

核ヲ我見フ、ル状況ハ注目=-、アタイソヽルモノデア

リマソ、、

　　　　　　　　　

づ･･

郡鵠村落二鍵見ヒラルヽ汝潤ハ大部分が肺門周

園浸潤1ヽ柵ノ､／､ごキモノデアリマシダ。



第６彼】 新井二伊豆大島、こ宅島學童ノ結核二就テ

東京府下學童ノ結核感染及嚢病状況

567

學　校　名

　　　　　　ｌ桧ヽご率
環　境　別　　t該

　　　　　　ﾚ負性員

學年別％　　　　１　　Ｘ線所見

尋11 2 ３ ４　１　５
　　｜

６ 高１ ２ Ｉ H.D　Ｋ P1 計

郡

部

ノ

町

調布校(北)
平野タ町(゛　｀｀･
東京近郊電　車ﾉ 1 11'A17.7 11.7 11.8 17.8 19.024.1

　　｜
21 .1 21.1 19.6‘　　５　　８　　２

　　　　　１　　１

０ !5

府　中　校 同 1836 16.1 12.3 12.1 13.2↓↓.8 17.9121 .1 15.9 25.7　　3 坦　７ ８ 34

青　梅　校
山間ノ古●__　-，
町機業地¦電　車） 1898il5.011.0 ９．９10.5 16.↓19.5

　　l
18.5 14.6 27.5 　i131　　20 10 ３ 妬

五日市校 同 829!3.6 9.311.314.011.3 12.8 20.4 14,0 17.0 Ｌ　９１　２

　１　　　　１
３ 15

氷　川　校 汲51ぐ阿(乗ひ自) 　　ｌ　　　ｉ714;i5.6' 7.9

　　１　　　１

　　｜　　　　ふ9.0 17.2」7.3
　　l

n.↓19.2
　　｜

19.0 18.6 101　　9 ０ ３ 22

俘　　　計 五　　ヶ　　佼 6750 16.0 10.4 10.8 ﾆ14.415.7 17.7 20.0 16.7 21.6 ゼ　621　21 17 132

氷川分校　11山間　・寒村
－一一一一一一一一
　　　引　　　同

79
-↓4

20.3 2!.0 ０16.7 29.418.ﾆ233.3 - - ０ 11　　0 ０ １

9.0,　0¦12.5 ０20.0 10.016.7 四 - ０ 21　　0
　l

０ ２

３ 同 55 16.3 27.3 ０27.3 11.116.7　0 - 一一 ３ ０ ０ １ ４

郡

部

村

４ 同　　　ﾚ35ツ.8 ０12.5 旺　０ 一一一 - - ０ １ ０
　０－-
　０

１

５ 同 51 ９．８ ０20.0 11.1　一一 ・－－－ - - 〃㎜ ０ ０ ０ 　　０

－一一一
　　５調布校(潤一) 山間ノ村機業地 430 11.4 6.6 9.7 12.5 11.9に15.213.1 - - ３ ２ ０ ０

調布校(酉二) 同 680 17.9 ５．９「５．１ ９．３才.拙20.918.5 29.5 23.5 ４ ６　　３ １ 14

分校１ 同 145 14.5 14.3 19.9 16.7 10.0 - － - ＝ - 一 一 ｊ 一一 四- １ ２ １ １ ５

分校２ 同 50 ８．０３．７13.0 - - -- 一一
＿レ＿

　ｌ
01　2' 0　0 ９

心

檜　原　校 山間ノ避寒村 17814.5

　6.9

25.0!16.6 23.8!ll.817.6‘10.710.5 七7
１

Ｌ

小　宮　校 同 404 ４．８６．５　↓．３ 8.9　1.810.0 11.1 ５．９ 11　1 １ ０ ３

多　酉　校 平　野　ノ　村 603 13.2 1.6 7.1 13.7 4.411.920.2 22.6120.5 ３ ５ ０ ０　　８

一一　一一一

　　０｢∧　　分校 同 85 14.5 0¦ 7.61↓.2 12.01　－ - - - ０ O!　　O･　0

路 西　府　校 同 517 ５．９３．７9.3! 5.6 ８．７７．７５．１３．６ソ　↓　　リ゛゜ｌ　　゛
２ ０　　１

　１
５

能　川　校 同　　　）15 ７．２４．６７．２５．４３．８6.012.2 ８．１11.3 ０ 11　0　:1 ２

i偏　　　’れ　　　校 同 885 13.7 17.6 12.6 9.319.4 11.8 8.7 20.2 Lド　１ 1;　Oi　lり　２

゛ｊ　　　● 東村山校 戟　　光　　地 1651 10.1 ６．２７．２5.9 S.8;16.010.0 13.9 14.5 ６ 121　3 ０ 21

　6拝　島　校 平　野　／　村 380 13.5 ３．２９．３12.0 11 .614.3 11.』， 14.7 18.9 21　　3　　0　　↑

合　　　計 18　　ヶ　　校 6688 113 ７．７９．６10.611.↓12.9
　　　　　！

13.3 16.2 12.8 261 41　8･6 81

島

元　村　校 村　我　光　地 502 27.8 17.7j25.8 22.729.6 25.0 32.2 36.9 41.1 ０ 2圭　　　２ ０ 26

波　浮　校 同 249 41.3 59.4 25.8 24.3 10.3 41.3 62.5 62.5 83.3 ２ ８ ０ １ !1

岡　田　校 同 203 25.6 27.7 19.2'28.525.8 ９．９25.0 27.2 52.3 ↓　８ ０ ０ 12

差木地校 農　　漁　　村 449 23.6 19.6 21.7 ９．３2↓.523.9 18.7 52.0 25.4 ３ 21　01　0 ５

合　　　　計 大　　　　　島 1403 28.5 31.1
-
22.5

23.0:21.2 37.8
　　i　　　l

25.0 3･4.6U.6 50.5 ９ ↓2 ２ １ 54

坏　田　校 農　　漁　村 262 28.2 22.2 25.0 20.｣，4.2.840.9j50.028.0 １ ９　０　２ 12

芦　古　校 同 278 25.9

21.5

24.3 23.8 19.0･32.3'33.331.4 16.6 47.3 １１　ｎ　　ｆ　　　ｏ

　ｌ
16

嶼
伊ヶ谷校 同 186 ３．２31.8 22.844.4 l.S.6'30.4

　　i　　¶　　　　I
11.7 23.8 ３ ４　　１　　０８

伊　豆　校 同 185 17.2 31.8 7.412.1)20よ↓.3･17.3
　｜　　　｜　　　，　　，

25.0 23.0
Wf　●
-

27.2

３ 7，　　0 ０ 10

紳　肴　校 同 224 16.5 13.5 ７．５17.2 11.131.1 27.2 11.1 １ 10　1 ０ 12

盾　　　　　計 三　　宅　　島 1135 22.7 18.0 18.31.9.1 25.0‘2-1..9'29.422.8 28.8 ９ 44 ３ 9

rW 58

總　　　　計 32　す_JL 1W6 15.5
Ｉ 　 　 　 　 Ｉ 　 　 １ 　 　 　 　 １

３．０７．６1.3 1.013.5
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新井＝伊豆大島、三宅島學童ノ結核二就テ

傅染源ノ追求ノ詳細ハ他ノ機會ニユズリタ４ト

思ヒマ

　

T7、が、三宅島某村二於ケル學校及村常局

　　

５

ヨリノ調査一例ヲ畢グレ八次ノ如クデアリマ

フ｀ｏ

１．

　　　　　

26名

家庭二内地居住者アリ

　　　　　

59名

【第18巻

92.3%

18．6％

島デ生レテ島デ成長

　　

人員

　

143名

　

「ツ」陽性者

　

10．4％

２。

　

内地デ生ンテ島デ成長

　　　　　　　

24名

3．

　

家庭二結核患者ラシキアリ

　　　　　　　

26名

4．

　

家庭二結核死史アリ

以上「ツ」陽性見童72名中56．9％ハ家庭内結核

史ヲ疑l=二得ぶﾆ1トテ示シ、結核ラシキモノ、及

結核死アリタル家庭ヨリノ見童､ハ78．8％ニ於

テ「ツ」反庶が陽性デアリーシタ。

20．8％

　　

島嶼二於ケル「ツ」陽性率ノ比較的高度ナル・ヽ一

　　　　　　

部結核教師ニヨノレ影響モ考・ヽヽラレルガ、大部分

61.5 X　　ノヽ離村者ノ碓病蹄郷ニョル家族内感染が大ナル

　　　　　　

原因タルコトテ語ルモノト考ヘラレマフ、。

（３）總

　

括

,府下農村學童ノ結核感染ノ状況八一般的ニハモ

　

トヨリ都市４比シテ低率デハアリマスガ、然シ

　

従哀ノ如ク軍二環境上避地、寒村ノ故ラ以テ感

　

染低率ナリトハ云ヒ得ナイ賓際ラ示ス幾多ノ學

　

校ヲ･政見シ、年齢別學年別ノ感染状況モ、都會

　

ノ如ク年齢二礁ジ或ハ學年三嘸ジテ噌加スルト

　

云フ準則二従フコ1ヽナク、極ノテ不整干陽性卒

　

ヲ･示シ、檜原校、西府校ノ如キハ６歳－14歳二

　

至ルーｉ・デ同程度テ示シテ居ルモノフ､ラ碓見ノ､ル

　

ノデアリ７フヽ．

　

而シ々之等、郡市二比シテ少数ナル｢ツ｣陽性見

　

童中ノ晋病見童ノヽ意外二多数ニシテ、都市見童

　

二近似ナル率二於テ浸潤及肺門淋巴腺腫脹ラ有

..スル見童チ政見･いレ事賓ハ、今後農村學童ノ結

核對策ノ緊急ヲ要ノヽルシ1トヲ､示フヽモノデアリマ

軌近勢務動員計道ニョツテ農村新卒業見童ノ大

牛ノヽ鄙會或ハ都會色アル會赴、工場二吸収セラ

レツヽアリ、特二最近新聞紙上二見ラレタル禰

島瓢方面等ヨリ700名二及ブ卒業見童が東京二

燈リコーレテ来タルコト等サ聞クノデアリマ

ハが、指導者ハこ等ノ若者二對シテ如何ナル結

核像防對策ツ号へ、賓施シテ居ラレルカ。

言フーデモナク農村ヘノ結核流入ノ防止｡ハモト

ヨリ結核登病蹄郷者･ノ適正ナル處置ニアルハ常

然トスルモ、倚一面無自兜的登病児童ノ努務離

村テ禄ノ防止スルモ叉結核憬防對策上緊要ナリ

ト｡思考フヽルモノデアリマス。



第６琥】 .y岡・塚本＝青少年ノ無自魔性肺結核二就テ

青少年ノ無自覧性肺結核二就テ

茨城新内原訓練所病院

寺

　　

岡

　　　

正

塚

　

本

　　

憲

　

吉

内原訓練所二昭和14年６月下旬ヨリ15年２月

初旬ノ間二入所セル青少年4061名二就キ古賀

氏｢l／｣線間接撮影テ行ヒ、疑ハシキモノ・-ﾊ大

型寫翼撮影ヲ併用シテ集團検診サ施行シタルニ

何等カノ病受アルモノ104例2．56％ナリ。之

ヲ大別スルニ、肺内一病竃アルモノ76例、肺

･門結核10例(肺門周閲浸潤５例、淋巴腺結核５

例)、惨出性肋膜炎４例、肋膜餅脂14例ナリ。

肺内病竃ダヽ肺炎部７例、上肺野27例、中肺野10

例、下肺野14例、肺門近膀７例、雨肺性11例、

叉、惨出性46例、噌殖性惨出性15例、噌殖性

７例、硬化性７例、他二血行撒布型１例ナ九

之中、空洞性肺結核４例(鶏卵大3、鳩卵大1)

アリ。尚惨出性結核中、初感染浸潤トナソヽ可キ

モノ９例、早期浸潤トナス可キモノ５例。其１

い例二中心部軟化竃テ認ム。印チ、硬化性結核雄二

肋膜餅脂ヲ除外スルモノ83例2.04 χ ノ無自愛

・性結核テ験見シ殊二空洞性肺結核４例テ見ル。

趨痰塗抹標本ノ検査ニテ開放性肺結核７例テ認

メタリ。

こ赤沈速度検査成績ハ検査例101例中、１時間値

９粍以下31例、19粍以下55例ニテ、病宛アル

モノノ約３分ノ１ハ正常界ニア几

　

叉50粍以

上11例アリ。

年齢ト病受験見率ノ開係ハ15歳、0．95％、16

歳、2．12％、17歳、2．82％、18歳、2．19％、

T19歳、3．62％、20歳、3．70％ニシテ、年齢ト

共二病愛アルモノ噌加ノ傾向ヲ示ス。

之等ノヽ元来満洲移民ノ目的ヲ･以テ嘸募セル各出

569

身府瓢ノ膿格検査合格者ノミナルヲ以テ、無自

魔性結核ト冊フ、可キモ病宛アルモノニ就キ精査

セバ咳楸、喀痰、盗汗、倦怠感、胸痛、食思不

振、頭痛、肩凝等ノ自惚症状ヲ訴フル者28例

アリテ全ク無自惚的ニハ非ズ。叉理學的所見ア

ルモノ25例ニシテ、打診音短縮叉ハ濁音８例、

囃音17例ナリ、、印チ無白優性結核必ズシモ無丿

症状ニハ非ズ。

既報ノ如ク、昭和14年３月入所ノ青少年5490

名ノ病愛特見率ハ78例、1．42％ニシテ、之二比

シ、今次J 2.56%ハ可成り高率ナリ。今次検査

ノ青少年ノ學歴統計二依レバ、小學校卒業叉ノヽ

高等科中途退學者64．2％、青年學校中途退學者

28．8X、中等學校中途退學者7．0X。職歴統計

二依レバ、有職者93．5％、其中、農業47．0％、

工業24．6％、商業18．3％其他ナリ。印チ大多

倣ハ小學校卒業叉ハ中退後就業セル者及就業ノ

膀、青年學校在學中ノ者ナリ。之二對シ３月入

所者ノ有職者ノヽ僅カユ1．59％ニ過ギズシテ、小

學校卒業直後ノ者大多散テ占ム。前記病憂脅見

率ノ相異ハ之ノ職歴ﾑﾉ有無二基因-いレモノト思

惟セラル。

彼等ハ吾國勢働カノ供給源トモ云フ可キ階級二

属スル青年前期ノ少年－シテ軍純ナル腰格検査

二合格シタル者ノ中二前記ノ如キ無自受性結核

ノ存フ、ル事賓ハ此ノ年齢期二周知ノ如ク結核死

亡ノ高率ナルコトト共ニ、人的資源ノ需要大ナ

ル今日結核憧防對策上着目ス可キコトナリ。



藍格検査殊二赤沈及ビーントウ氏反塵

「レントゲニ／」像二就テ

東

　

京

　

電

　

燈

　

病

　

院

小

　

西

　　

善

　

造

暦格検査二常ツテ｡・ヽ一般二身醵各部一亙ツテ細

心ノ注意テ彿ノリレベキノヽ勿論デアリマフヽが、限

ラレタル時間内二多人敬ツ･取扱フコト故兎角色

々ノ検査モ省略セラルノハ止ムテ得ナイノデア

リース。然シ一般入學試験等二於テト同様就職

ノ場合二於テモ最モ注意セラルヽコト・ヽ結核ノ

有無デアリー？　八ｎ幸二私ノ病院デハ少人敬宛１

ヶ年二亙ツテ検査致シースノデ特ニコノ鮎二留

意シ、全例ニＸ線透朧丿一行ヒ、疑シキモノハ撮

影致シー・シタ､、叉出来得ルカギリ赤沈速回レロ

ントー氏ノJ丈唐テ併モ検査致ｙ・シタノデ其ﾉ
一
概略テ御報告致シース。倚検査今後共引紬キ行

ヒマハノデ此レガ第１報デアリマス。更ニヤユ

採用流ニナツタモノニ對シテモこテ基礎トシマ

シテ結核登病状況テ観察シ報告出来ルコ1ヽ1ヽ思

ツテ居゛７ヽ。

検査人員｡ハ總m 1217例、中赤沈速度りバ､タ

ク≒／ン氏法)測定例964 m、ロン1ヽ一氏反唐

検査例673例｢レントゲン｣撮影例237 mデー｣'リ

ース。後済ノヽ中肺門陰影増大セルモノ61例、

肋膜愈著ノ存一人ルモノ25例、肺炎浸潤せ有フ、

ルモノ18例、早期浸潤1ヽ認ムベキモノ25例、

其ノ他ノ肺浸潤25例及ビ初期受化群トオｆシ

キモノ３例ヲ認メー・シタ。合計156 mデレ･'リーｉ'

シテ10％強デアリーフ、。犬宛黙が辛イ様デ･､が

将来ノ基礎｢カルテー｣トソヽルタメこ軽度ノモノ

モ見逃サズ記載致シーシタノト平和産業二届ス

ル篤八

モノガ多ク唐募スル故デモナカラウカ1ヽ思ツテ

ヰマス。

１．赤沈速度

　

検査敬ノヽ964 mデアリーペバ各

年齢二至ツテヰルノデアリマスガソノ牛均値二

於テ・ヽ大略先輩諸氏ノ値二近ヅイヤヰル様デア

リース。年齢分布が不揃ナノデ詳シキ観察ハ後

報こ4矣ツ・トこ致ジハ。第１－２表。

２．

　

　ツトー氏反庖(２千倍原液0．1/耗)24時

　　

一
間叉ハ48時間後)検査例673例第３表二示ス如

夕陰性例モ相常アリマ≒町一ツヰテノヽ倚後報

こ枚ツコトこ致シフベ。

３．

　

肺門陰影増大例

　

卵↓-5表二示ス如ク右

35例、左20例、両側６例、合計61州ヲ･敬へ・

其ノ吽にントー氏反則吊目ノモノ９例ヲ･敬へ・・

≒此ノ鮎モ将来ノ観察二枚タナクテハナリマ

セン。贋シテコレ：徨ノ例二於タハ赤沈値ノ高度

ナノむモノハ少敬二過ギナイ様デアリマベ

４．

　

肋膜愈著例25例、中右例18例、左例６例

雨側ノモノ１例ニシテ高度愈著ノモノモ梢ｌ新

シキモノ1ヽ思ノヽルヽモノユ於デノミ赤沈が高キ

モノテR忍メマフヽ。

マントー氏陰性ノモノ２例認メマシタ。

５．

　

肺尖浸潤ハ18例、中右肺尖及ビ両肺尖炎

各５例左例ノモノ８例月忽ノペ'シタ。概シテ赤

沈値高度ノモノハ少敬二過ギアーに。茲ニマン

トー氏反庖陰佃リモノ５例？見ぺ・シタコト列昨
一
来ノ注意lヽシテ置キマソヽ。

６．

　

早期浸潤例25例、中右13例、左例10例、

雨側２例(一方ノ側ハ吸収状ナリ)特二鎖骨下二

存スルモノ５例テ見マシタ。是レニハこと上二

反庖陰性例・ヽアリーセン。赤沈ハ臨休的二囃音

ライ｣'スルモノ及ビ浸潤ノ軟化傾向ヲ･認ムル例二

於テ高値ナルテ認ムル様デアリマス。

小西＝器格検査殊二勇､沈及ビペ’､･・ト1’･氏反吐「レー･□-■-Eテ 【第18巻570
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７。肺浸潤例25例、中左上葉５例右上葉６例、

左下葉２例右下葉３例雨上葉６例、右全葉２例、

全肺禰蔓性ノモノ１例ニシテ全例二於テ赤沈値

ノ高度ナルモノ大多徴デアリ二ソ、。測定シマシ

タモノノヽ凡テマントー氏反懲陽性デア､リー､･シタ

　　　　

一

以上唯成績列臍序二述－ヽごマシタユフ、ギマセンガ

幸ニ2、3年分ノ成績ヲ得-・ノヽレバ若干ノ昿高々

得ルコトカIヽJSツテヰマフ､。

狗醒格二開スル詳述成績ハ後報シタイlヽ思ツや

ヰー’フヽ。終り二一言申シ述・ヽごタ４コトハ私達ノ

如キエ場亦ノヽ會杜開係二勤務フリレモノニ取リー・

シや其ノ就職ノ検査時カラ将家ノ登病状況-・デ

ヲ観察フ､ノしニ便ナルモノハ常二何等カノ観察鮎

ヲ･確保シラ置キタ･fト思ヒーi・フ､皆様ノ御忠告テ

オ願ヒ申シ上ゲマフ､。
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金課醤科大學大里内科教室

芦

　

滓

　

藤

　

亮

田

　

中

　

博

　

之

河

　

野

　　

武

堀

　

詮之助

加

　

納

　

秀

　

雄

木

　

村

　

賢

　

三

大

　

月

　　

五

三

　

上

　

宵

　

孝

山

　

浦

　

初

　

男

大

　

里

　

武

　

廣

Ａ。

　

検診ﾉ對象及期日

１。

　

忿津§科大啓生、附届薬學専門部及臨時時

孚生徒(昭和14年６月上旬)

2．福井瓢大野郡内工場全従業員C大部分ハ人

絹織物工場)(昭和14年８月８日－９月７日)

３．石川邸男子及女子師範學校生徒(昭和14年

10 Jj下旬、11月上旬)

４．石川瓢河北郡浅川村字二俣及ビ田島全住民

(山間ノ農村ニテ艦襖ヨリ紙ラ製造'リレサ生業

ド句(昭和14年12月上旬)

B。

　

検査事項

｢ツベルクリンJJ丈恚ノヽ傅研製篤｢ツ・ヽごルクリン｣

12000倍0．5％ヘカルボール｣食盛水稀灼液0.1 C.Cレ

ヲ･左前緋屈側皮内二注射シ48時間後ノ碓赤ノ

縦横経ノ算術平均1―4mm(Ξ)、5－９ｍｍ§、10－

19mm(ﾁ、20―29 mmR、30－39 mm⑥、40 mm

以上冊トシ、水泡壊死淋巴管炎テ登セルモノ｡ハ

柵トシ且陽性者中ニハ(呂)テモ含ノテ算出セリ。

但シ大學學牛生徒二於デノミ1ノり5000倍1ツ｣ヲ

用ヒ、ヽノノ判定ニハ晋赤ノ大サ１－５ｍｍｅ、６

－１４ｍｍ(呂〉、15―29mm汗j、30―59 mm⑥、60

mm以上面l・シΘ(呂〉ノ者ハ更ニ500倍｢ツ｣サ

0．1(刈主射シ毅赤ノ大サ14 mm迄ノ者ノヽΘトシ

15 mm以上ノ者ノヽ田トセリ、赤沈ハ總テウェス

ターグレン氏法ニョル１時間値ナリ。
一一‥一

　

一一一

第１表

　

検査事項

；被　接　敬 既往歴聴取理學的所見入｢ﾌﾞ玉yy赤沈反唯 ‘l/」線寫浪
撮　　彰

一一一一

　大學學生 含 418 ＋ 　　　　i　5000倍及
十　　i　500倍

全員 全員

大野郡 含 1769 ＋　。 ＋ 2000倍 り 170

工場員 革 4591 ＋ ＋ 2000 ,， ・・ 271

師範生
含 311 ＋ ＋ 2000 ,， １１ ・・

革 257 十　　｜　　十 2000 ,，
り り

海田村民
含 265 ＋ ＋ 2000 ,，

り ｌｌ

革 301 ＋ ＋ 2000 ,， n り

同小學生
含 109 ＋ ＋ 2000 ,，

り
(－)

♀ 103 ＋ ＋ 2000 ，，
り (一)

芦課外９氏＝石川、福井雨駆下二於ケル集團検診結果二就テ 【第18巻
572
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Ｃ．「｀ソベルクリン」反庶

第２大大學學生生徒「づ1も性者

　　　　　　

１．大學學牛生徒

ｉ被機敏 陽性駈錫性斗四 陽特琉

士ｉ４年i　75
1　　67 １　89　　　　.5

／・
學

〃4●

３ 55　　　52　1　95　　　　1

學１２１　石　1　39　　　8ﾆ3　　　ﾚ｀’
を　　　，
． 凰 ．

１ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－65　　　　　　55　　　　　　85

:引」　　　　　22　　　　　　65　　　　　　　3

41　　　　33　　， 80　　　　　　　8

薬･３年
ｊ　　ｌ厚
恵

２

徒∩ 42　　　　　　27　　　，　　64
－‥一一‥一

一　--　　一一-
　　:?5

讐専生徒!　59　；　37　1　63

　　計　犬↓18　　332　j 79.4

573

第２衣ノ如ク大學３年二於月易性率高キハ検査

一不參者多キ篤－テ薬疹２年二於テ他ヨリ高キ

ノヽ前年度ヨリノ陽性者８名二及ビシ篤ナリ。
･）

－d● 禰井瓢大野郡工場従業員

第３表ノ如ク、年齢ノ噌加ト共二陽性率ヲ噌ソヽ

ｙＥ場ヲ･３郡二分ヤ衛生設備ノ比較的具ハt／ル

被椀査敷100名以上ノエ場ヲ大工場トシ20以

下ノエ場ヲ･小工場トシ、ソノ中間々中工場1ヽシ

や「ヽｿ」陽性率ヲ求ム・ニ第４表ノ如ク男女共ニ

第３表 大野郡工場tいは刈り「ソ」反吐陽性率

13一15歳116一一20歳21-25歳26　30歳131　35歳36-4o歳41―50歳 51歳以上 計

　　　　被接戦｜　　紹　　斗則　　　218　， 石1　｜　　221

　　　　＝　　■　　－　　　－　-心　　　　　－　　---　　　　　　･-';!;｀　陽性駈　　封　　323　　176 １　233 1 201

　　　192
･ﾐｰ--→ﾐ
　　　187

178

166

８↓ 17↓6

79 １↓１１

¦陽性串i　　50.0　　65.4　　K().7: 86.7 91.Oi　　97.4 9.3.3 91.0 80.8

革

被楡敬 　　507　　　　1547　　　　　858　　1　　　J5912

一一　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　177　　　　　　778　　　　　554　　，　　:498

368 １ 265 267

m

103 4507

陽性敷 302　　218 96 2767｀

陽性T率 34.9　　50..S!　　(U.8　　67.2　　H2.V　　82.3 91.4 93.2 61.4

３者ノ間二著明ナル差異ハ認ｙ・レザルモ｡男女

共ニ20歳乃至30歳ノ間二於やjヽ「場ノ陽性率

ノ｀ヽヤヽ低キ價り示-’､が如シ。

而シテ何レノ年齢二於ヤモ男手ハ記子ノ陽崔形

ヨリ常二高キ價ヲ示:≒

　

－

3．

　

石川瓢｡男女子師範學校生徒

一般二男子二於テハ女子二於タルヨリモ「ヽフ」陽

性率高シ。

4．

　

石川瓢河北郡浅川村字二俣及田島村民

前３者ノ陽性率ヨリ一般二低シ女子二於テベ男

子二於ケルヨリモ低午陽性卒プ示ス事ハ前２者

淵様ナリ。

第1･表禰井新工場大中小別「ツ」陽性率

Ｓ

ダ
ガ
ガ
ぷ
ぶ
タ

‐
陽
性
漸

み
中工僕-●－･一一･－･一

仁浪‥....……..

　

どﾉぼ万万冊封勿沁
年齢→

第５夫

　

石川駆師範生學年別「ツ」陽性者敷

｜　　　１　　１　１都１　，，　　ﾀ9　　　　　　　　讐･　　：　‥　１　２部　ｉ　　　　･９．‘　　
　●ｉ　　　　’１年　・２年　　３弟　　４年　１　５年　　１年　１　２年　ｉ専攻科 計

被機敏1　39　；　35　1　｀34　　　34 27 63 判 38 311

含∩ 　－一一3　　　1　　　14　　　　　　20　　　1　　　21. 25 39　　i　21 30

79

175

陽性半％1　13　　　40　，59 62

--̃　　---　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　-被機微　　:据　　　　38　　，　38　　二‾二振‾

一一　　　　　一
陽性微，19　　15　1　15　‾屈匹‾

-__¦-　　　　　__

二

陽性率?ぶ　5o　　　39　；　39　1匹

93 62 51 　　56.3
－

　257

革

32 38 35

1712 14 105

38　’37　’49　1　　　　　40.9



574

　　

″

含

早

一 一
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第６表

　

浚川村民こツ｣陽性者数

15―20歳21―25歳j2←30扱31一35歳

被検数一

　

30

陽性数

被検斂ｉ

陽性敷

9

－
56
－

４

11｀
-

2

一一
42

16

33

　

1

一一

15

　　　

j

27
－

19

－
36
－

20

36―40

-

　

35
-

　

25

:25

｀
ｊ
ｌ

１

呻 1―50歳i51歳以｣こ¦

　

41

　　　

こ

　　　

60

　　　

i

一-･

　

32

　　　

53

　

i

43
－

34

- Ｉ - ㎜ 皿 a

56
－

43

計

-
233

(68．2％)

　　

159

291

　　

149

(51．2?ぶ

-

【第18巻

次二同村小學見童二就テ，ヽ第７表ノ如ク女子二

　　

於テベ男子二於ケルヨリ陽性率ヤヽ低シ

　　　　　　　　　　　　　

＿

　

第７表決川村小學児童）」陽性者撒

含

早

被検徴｜
一

陽性徴｜

面面ﾉ

ｰ

陽性徴ｉ

７歳ｉ

-
１０
-

０

-
２

-

２

　

１

８歳

-
14
-

　

1

-
16
-

2

９歳

-
13
-

　

1

-
17
一一

　

4

10歳

-
13

5

一一

14

－

　

0

ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
―
・
ｉ
ｌ
・
‐

一

　

コ

以上ノ各検査ヲ一括表示スレ・バ第８表ノ如ク大

學學生生徒ト禰井新工場員男子lヽノヽソノ陽性率

・ヽ大艦平行スルモ男子師範生二於テハソレヨリ

ヤヽ低率テ示シ浅川村民二於テノヽ更二低率ヲ示

フヽ女子二於テ・ヽ同様二禰井新工場従:業員最モ高

ク女子師範生二於テハソレヨリ低ク浅川村民二

於テノ･ヽ最モ低シ。

一般二男子ノ陽性率ハ何レノ場合二於テモ女子

ノソレヨリ高シ。

　　　　　

Ｄ．赤血球沈降速度

室温・ヽ大學生ニテ,ハ25―29°Ｃ禰井新工場員－

テハ25―32°Ｃ師範生ニテハ19―21で浅川村民

ニテノヽ10-13°Ｃ Ｊ-ﾃ測定セル・モノナリ。　男子

二於テ。・ヽ1－10mmノ正常値ラ示ス者ハ禰井新

工場員ニテノヽ73．7％ナルモ他ハ何レモ･ 80咎以

上(84.2―88.7%)ナリ。

女子二於う｀ノヽ月経中ノ者及妊婦テ除キタル者ヲ

一般者トシテ検スルニ赤沈速度1－20mmノ正

常値ヲ有ソリレ者,ハ禰井新工場員,－テ｡ハ66．1％，

女子師範生及浅川村民ニテ｡ハ85―86ガノ殆ド

同率ヲ示シ浅川小學生ニう・ハ96ガテ示ス。

以上テ通覧スルニ男女共二禰井新工場員ノ赤沈

11歳

　

1

　

12歳

　

９

　　

ｉ

　　

１４

一一

　

↓

　

！

　　

4

-'－i --一一一-
17

　　　

17

一一一一犬一一‘

　

↓

　

１

　　

１

ヌ

ぷ

ぷ
ぷ
が
夕
刀
刀

13歳

-

　

17
-

　

6

-
15

-

　

2

14歳

１

７

第ド表「ツ」紅塵陽性卒總括

／

’
１
陽
性
率

ヘ
ヘ
ヶ

　

ノ

　

ﾉｶﾞ徊

年齢→

　　　　　　　

●

゛．

　

●●●

●

　　

●

　

●

●

　

計

Ｔ厖Ｆ

-

　

29

(26.6ﾀぶ)

　

103
-

　

16

15．5％

卜．♀

大勢をー－･

エ場名E "

師範せ→トx-

　　

χ

村氏･･

　

‥●…-●

速度が他ヨリ促進テ示セノレノ｀ゝ室温ノ高カリシ事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●
モー一原因ナランモ犬健二於テ「ツベルクリン｣反

庶陽性率ノ高キ所程赤沈値ノ促進セルテ認ム。

月経中ノ者ト一般者トラ比較スルニソノ赤沈値

ノ分布状態二著明ナル差異ヲ･認ノ'得ズ。

妊娠中ノ者ノヽ赤沈値ノ促進セルモノ大部分尹占T

ム3
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第９表，赤血球沈降速度

575

被　接　撒 1―10 11―20 21―30 31―50 51以上

含

大學學生 　418

一一-

　1769

　　　365　　　　　　35
　　ﾆ87.3　j　　ぐ8.4）
一一-一一　一一一一一　　1304　　　！　　　　31↓
　　T73.7ｯ　！　（17.8）

－6
(1.4) 　10ぐ2.4）

　　2
(0.5)

大野郡工場負 　77 (4.↓) 　52 (2.9j
　22

(1.2)

師　砲　生 311
　---　276　　1　　　29

､88.7ｼ　　｜　　ぐ9.3）

　　　　　　３　　　　　　２

　　　､１．０ﾚ　　　　:0.6)

←－　　　　　　¦¶-　　　　　　４　　　１　　　　　６

　　　ぐ1.y　　　(2.3)

　　1(0.3)

浅川村民 2　　　1　　　224
　66　　1　　（84.2＼
　　　　｜　　　　　　　　　「

　　28ao.5う 　　↓(1.5)

同小學生

　　__

109　　！　96
　13出.9） ｜

♀

一一

般

大野郡工場負 ,395↓
1152
ﾀﾞ29.1)

1463
ﾀﾞ37.0) 　682(1'.3 　472で11.9) 　185(4.7)

師　砲　生 234 　143で61.1) 　59万々5.2ﾚ 　　ぷ↓10.3 　3 (1.3)
　５

ぐ2.1)

浅川村民
　　　　j　　　　～，

291　　1　詐宍

　　　　　　　　　　〆

　　70
句↓.n 　18ぐ6.2; 　17 陥.8｀’

　8
(2.7)

同小學生 103 　　糾r85.4） 　　11(10.7ﾚ･

　　　2

I71.9ﾚ 　2 (1.9)

∧月

絞

中

大野郡工場負 　，、　　:　　　n5　　，　　1604石　　ｊ　ベニ4.2）　1　36.6ﾝ
　68

15.6 　　56(12.8)
　　8

(1.8)

師　　砲　　慟 23　　1　　　12 ８　　１　　　　１ １ １

浚川村民 ６ ４ １ １
Ｘ

妊
娠
中

大野郡工場負 200 　　８　　　　　　↓３　　１　　　石　　　　　　55（↓.0）　｜　ﾄﾞ21.5・　　(18.5ｿﾞ　1　　27.5 　　57(28.5)

浚川村民
－
に） １ １　　　　　　１ ↓

Ｅ

　　　　

(括弧内八百分率)

ツヅ反感ノ強サト赤沈速度ノ開係

苔検散ノ多キ禰井瓢大野郡工場従業員二於ル成

　　

セル者ノ分布状態モ陰性者ト強陽性者・ヽ平行シ

碩チ用ヒ｢ツリ叉礁ノ登赤5－29mmヲ弱陽性ト

　　

叉水泡等ヲ賛セル者ト弱陽性者ノヽ平行セリ、女

=シ30mm以上ヲ･弼陽性トシ別二水泡壊死淋巴管・こ

　

子二於テハ｢ツ｣陰性者二於テ1－10ノ赤沈値テ

優等ヲ･登セ九者ヲ･匹別シテ表示ノ､lノバ第10表

　　

示フ、者ノヽ陽性者ノ何レノ部分ヨリモ多ク(37χ)

ノ如シ(女子デハ月経妊娠中ノ者ハ除ケリ)。印

　　

且赤沈31ヲ･超ユル者ノヽ陽性者二比シ著シク少

-ﾁ男子ニテハ赤沈1－10ノ者ハ｢ツ｣陰性者及ビ

　　

シ叉女子ニテ1－20ノ赤沈正常値ヲ有フ､ﾉﾚ者モ

弼陽性者二多ク75呂ﾌﾞ水泡等テ登セル者及弱陽

　

｢ツ｣陰性者二多ク(75．9X)陽性者二於テハ少ク

･性ノ者ニハヤヽ少シ(69－70％)。且赤沈ノ促進

　

(60．1％)且｢ツ」叉嘸ノ彊キ者程減少ヲ･認ム。

F。

　

胸部｢レ｣線寫員所見

大學學生及生徒二於テ.ハ418 ?ﾔﾌ;中19名ノ肺結

核ト思惟サルヽ者ヲ見出セリ、昭和13年良二行

ヘル検査ヨリ減少ヲ来セルモコレノヽ入院叉ハ休

學ノ篤検査不能ナリシ者及治療ニョリ非活動性

トナリシモノアルニョル、此等ノ経過ノ詳細二

就キテノヽ観察中ナリ。
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第10夫

　

大野郡工場員「ツ」反喉¦ヽ赤沈

【第18咎

被　機　徽　　1―10 11―20 21―30　　　31－50　1　51以上

ｔ

¬
ご

陽
性
者

水泡　　　1　　　1↓64　　　　･68.8） 　　13(20.3) 　　2(3.1) 　　4(6.3) 　　1(1.6)

強 999

　’---w　　.　－

ﾆ且６

　751
(75.妁

　171
(17.1) 　41（4.1）

　26
(2.6)

　　　10

　　ぐ1.0)

一一-一一一一一一一一-
　　　7

　　(2.0)弱
　　212　　　　’　　　　　71

(69.9)　　（20.5）
　15

(↓.3)
　11

(3.2)

計 1409 　1037
(73.6)

　255
(18.1) 　58（4.1）

　41
(2.9) 　18 (1.3)

「ッ」陰
性　者

：Ｈ２ 　　258可5.4） 　　5↓(15.8]
　17

(5.0)
　10

(2.9)
　　3

(0.9)

Ｉ 。

！

　 ♀

¬
ご

陽
性

者

水泡 !71 　　37(21.6)
　　61

(35.7)
　　32

(18.7)
　　24

(14.0) 　17(9.9)

怪 1793
　　448

(25.0.
　617

(:U.4) 　　350(19.5)
　267

m.9）
111

(6.2)

利 ↓33　　　　　　　　（こど2?1:）
　180

U.6
　　76

(17.6j

　　57
(13.2) 　23(5.3スノ

.，　　　　　　。　　。　　　　　　　　　582　　　　　　　　
　858計　　　2397　　I句4.3）　」　（33.8） 　　458(19.1) 　3↓8(14.5)

151
(6.3)

「ｯ」陰
性　者

　-、　　　　　　　　　　566152S　　　　C37.0)
　595

(38.9)
　215汀↓.1）

120
(77.9)

32
r2.1）

　　

（括弧内八百分巾）

第11表

　

「レ’」線

　

像

被撞敷 --．　。抽膜癒著屈度ノ肺石脱化帑叉ハ肥厚薦理考強

　_7･一肺門炎叉
艶詰♂゛１ 温　性

肋膜炎 肺結核

大學學生生徒 ↓18 　目0(26.3) 　　5(1.ぐ
　　2

(0.5) 　36(8.6)
　　41

'r9.8)　　1(0.2) 　19(･↓.5)

紹井餌
工場負

男 170
　　13

　心　　aゝG.6ﾝ

　　５
ぐ2.9）　　６r3.5) 　10(5.9)

　　10
　ｿ5.9)

　　36(13.3)

　　１ro.6)
　　10

　■').9)
一一‥---

　　23

　り.5）
女 　　271

－

　　↓!1

　24(8.9)

　　､↓

(1.5) 　　8Q.9） 　10(3.7)

　　１

ご0.4)

　　2(0.5)計 　:47ex A)

　　　９

　･ｸ2.0）

w　‾‾-〃匹
　　　4

　Iﾀﾞ1.3ﾝ

　H
(3.影 　20(4.5) 　　46(10.4) 　33(7.5)

男子師範學校 311
　　30

/　　　●、‘ヽ9.6;

　　25

(9.7)

　15(4.8)
　29

(9.3)
　　5

(1.6)

女子師範學校 　　257

－　一一一--

　　265

　　２
　(０．ｙ

　　４

ズ1.57

　10(4.0)

　ヱ7！

(10.5バ
　　9

(3.5)

石川駆

浚川村民

　男

心
　女

　16(6.0)
　　↓

ﾀﾞ1.5) 　11(4.2)
　　42
(15.8) 　18(6.8)

301 　28(9.3ﾗ
　　５
ぐ1.7) 　　　２で0.7）　141.7 　14(4.7) 　13(4.3) ■

計 566
　Ｈ

'7.8)
ゝ　　　／

　　　９
ブ1.6) 　　６a.i) 　25C↓.↓）　56(9.9) 　31ぶ.馴

　

Ｉ

↓
１

ぐ

!i弧内八百分社）

猶前述附扇薬學専門部２年生二於う｀「ツ」反庖ノ

陽性者ヲ８名見タルモ内６名二於テノヽ「レ‘‾線像

ニテ．・ヽ昨年度ト何ラ愛化ヲ･認ノ･ズ赤沈速度モ１

→ノ正常値ヲ示セルモ他ノ２名ノ中１ ?;ハ右

肺門部ノ陰影浸潤性二噌強シ右弟四肋間二常り

小指頭大ノ硬キ陰影ノ殺生セルテ認ノ･，赤沈46;

ヲ･示七リ.，他ノ１名ハ昭和14年２月右漁性肋

膜炎ヲ良シタルモノナ～モ「レ」線像ニテ,ハ右肺:
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第12表肺結核年齢別分類

門部ヨリ下方二索状ノ陰影ノヤヽ噌弼セいヲ認

ムルノミーテ赤沈ハ18ナリ。

禰井新工場員ノ｢レツ線像ハヤヽ撲揮的1ヽナレル

憾アレド441名中33名(8．0％)ニ於テ肺結核ノ

像グ呈シタリ、ソノ年齢ヲ見ルニ第12衣ノ如

ク16－20歳最大部分テ占ｙ 30歳迄ニ33名中

26名ヲ含ム。

浅川村民二就テ見ルニ566名中31名ノ肺結核

ヲ見出セ・モ内18名迄ハ51歳以上ノ老人－テ

若年者二著シク少シこ・ヽ検診二際シ患者ノ陰蔽

ｦ･ナノ、ニ･ヨリ起リシ現象ト､Ｓ･唯サル、

択禰井新大野郡工場従業員－テ｢レ｣線寫具撮影

ヲナサザリシざニ就イラ･理學的所見其ノ他ニヨ

Ｇ。喀痰検査

男女師範生全員ニツキ行ヘルガ、検出方法ノヽ岡

片倉氏培地ヲ用ヒ硫酸法ニテ培養シタルニ男子

ニテノ’ヽ１名モ陽性者ナク女子ニテハ１部２年こ-

１名１部４年ニ３名ノ陽性者ヲ認ノタリ。コレ

ラ４名ノ内２年ノ１名及４年ノ２名ハ明二肺結

核ノ「レツ線像テ有シ赤沈ハ内２名・ヽ11、他ノ１

1!;｀

一

革

皿 － ＝ = = ＝ -

第13表

　

工場員肺結核数

　

「レ」線圧）

　

1

　

「l／」線ｅ

被検敷

170

271

剖づ

　

441

　

申

-

?ぶ）

　

23

(8．5‰
-

　

33

ｙ

ぐ7．5％ﾝ

4320

- 一 一 一 一 ‥

5919

577

13―15歳 16―20歳 21―25歳 26―30歳　31―40歳1　41－5o良51歳以上

犬ｔｉ　　　　　　’　　５ ２　　１　　１　　　　　　　　　　１　　　　　１

脳死笥
¦で場負

争 ２ ７ ２ ７　　ｌ　　　ｔ　　　　　１

計 2　　　　　12 ↓　　７　　　８　　　　　　４　　　　　　２　　　　　　１

石川餌滝
川村民

含 ２ １ 1　　　　　4　　　　10
　　　　　－

革 ｉ　　１ ﾆ２　　１　　　１　　１　　　１　　　　　　　　　　　　８

　　　　　　　　　一一一一一一-－一一‥－一一－－

:ど　　　　１　　　　　２　　　　　　　　　　２　　　　　　　　　　１．　　　　　　　
　　１８

計 ３

肺結核ト破接敷りl市結核

　　　　　　　

｜

　　　　　

一一一一一一

　　　　　　　

｜

　　　

リソ

1599

　　

＼二lTIク

　　　　　　　　　

y、

　

゜

　

／∂

’
χ
ノ

　

86

(2．0％)
.･〃

　

108

(r1．8％

　　　　　　　

(括弧内八百分率)

リテ肺結核卜考ヘラレル者.ハ第13表ノ如ク｢レ｣

線撮影ヲナセル咎ニテダヽ441名中33名(lAが)

ニ肺結核テ認ノ･撮影サナサデル行ニテハ5919

ご名中108名ｑ.．8％)ニ肺結核尹認ノタルノ≒

名ハ75ヲ示シ自受的ニモ３名共咳楸喀痰等テ

訴ヘシモ４年ノ１名二於や､ハ「ヽソ」反庖陰性赤沈

10、自他受共二異常ヲ認・･ズ「レ」線像－テ左肺

門部二近クニ銭銅貨大ノ極ｙテ稀薄ナル陰影テ

第４肋間二認タタリ。



結核ノ家族内殺生率
神戸市日赤須磨療養所

小

　

代

　　

光

　

輝

結核ノ家族内罹病率が調査ノ材料トナツタ患者

家庭ノ生活程度ノ相違ニョツテ､モ差異テ生ズル

デアラウコトノヽ容易二想像サlノルガ、更二調査

ノ方法如何ノヽ此種統計成績ラ根本的二左右スル

重要ナル條件デアルコトハ勿論デアル。従来我

國デ登表サレタ此種報告ノヽ軍二病誌二記載サン

タ結核家族歴ノ有無テ基礎lヽシタモノガ大多飯

テ占メテヰル。

昭和２年紙野氏グヽ大阪刀根山病院ノ貧民患者二

就テ夫婦間結核罹病率テ調査シ、退院患者ノ病

誌ノ記載ニョリレ成績ハ896名中僅カニ68名印

チ7．6％デアツタノニ對シ、調査鴬時入院中デ

アツタ同階級ノ患者88名ノ配偶者二就テ氏自

ラ詳細ナ問診ト健康診断ヲ行ツタ結果ノヽ、賓ニ

29．55％ノ高卒デアツタト報告シタ。叉、昨年

度本學會デ登表サレタ今村内科藤井氏ノ貧因結

核患者家族ノ検診成績モ熊谷内科三紳氏ノ結核

患者配偶者ノ検診成績モ、共二従来ノ此ノ種統

計中群テ抜イテ高率ヲ示シテ居ル。コノ高率ハ

他ニモ理由ガアルトシテモ直接検診トイフ調査

方法ノ影響ノヽ否定シ難イ。

コノヤウェ調査方法ノ重要性が賓謐サレテクル

ニツレテ従来ノ萬イ病誌ノ整理ノ範園ヲ･脱シテ

直接患者ノ家族ヤ配偶者ヲ検診シタ統計が近年

漸夕飯ヲ噌シテ来タガ惜ムラクダヽ経済的ナ問題

其他ノ困難ノタノ‘ニ調査材料が少ク(従ツテ％

ノ平均誤差が大デ)統計数字ノ確資性ヲ･謐明ス

ルカエ・訣ケテヰル4感ミガアル。

著者｡ハ療養院入院中ノ患者530名二就テ、患者

及ビソノ家族カラ著者自身が特二家族歴調査ノ

目的テ以テ詳細二家族人員数ソノ各員ノ健康状

態及ビ生活程度テ聴取シ疑ハシイモノニハ健康

診断ラ行ツテ、略ｔ自信ヲ有スル成績ヲ得タ。、

(1)調査シタ患者ノヽ主トシテ阪紳地方二家庭テ

有スルモノデ、ソノ家庭ノヽ殆ド中流以上ノモノ

デアリ結核二對ソ､ル知識モ相宿高イトミテヨ４

モノデアル。尚、療養院ノ性質上殆ンド小児ノヽ

含マレテヰナイ。叉、夫婦間ノ調査デハ既婚患

者ハスベテ結婚後１年以上テ経タモノバカリデ

アツタ。

(２)患者530名中結核家族歴テ有スルモノノヽ

221名デ41．7％(±2．14％)ニ常ル。印チ従来ノ

報告中カナリノ高位ヲ占ノルモノデアうレ。コレ

ノ｀ヽ調査方法ノ相違ニモヨルト思ハl／ルガ、倚一

面調査材料が中流以上ノ家庭ノ患者デ結核二對

スル知識が高ク且ツ経済的二恵マレテヰルタノ･

特二家族歴テ有スルモノデハ早期二受診シ入院

スルモノガ多イタメモアラウｈＳバレル。

(３)結核家族歴テ有スル221名ノ家族内ノ患者

殺生散ノヽ家族内ニ１名ノモノ162、2名ノモノ

41、3名ノモノ14、4名以上ノモノ６デ、最モ

多イモノノヽ調査サンタ本人共デ８名ノ結核患者

ヲ･一家族カラ出シテヰル。

(４)之等家族内ノ患者ノ類別テいレト、結核家

族歴所有患者221名中137名(62.0±3．3％)が

兄弟姉妹中二患者テ有シ、結核二罹病シテヰル

兄弟姉妹ノ賓散ハ173名一上りソノ散ダヽ群ヲ抜

４テ多イ。叉、11名(5 。0X±1．5％)が女中・書

生・小間使等同居使用人中結核患者チ有シテヰ

タコトノり主目ソヽベキコトヽ考ヘル。

(５)既婚結核患者157名中配偶者共二罹病シテ

ヰルモノノヽ14名(8．9％±2．27％)デアツタ。

(6) Redekerトノヽ結核家族歴ノナイ結核小見ノヽ

重症ニナリ易イト云ヒ、長井氏ノヽ結核家族歴ノ

アル患者ノヽ備後良好ノモノガ多イ傾キガミラレ

ルト報告シ、叉、大山氏ノヽ結核家族歴ノアルモ

ノノ死亡率ノヽ低ク重篤ナ合併症ザ起ス'1トモ少

４ト樽シテヰル。著者ノ成績デモ、家族歴ノア

ルモノ221名中死亡者10名(死亡率4.53 ％±

1．40％)、家族歴ノナイモノ309名中死亡者33

名(10．55％±1．75％)デ、例敷が少イタノ10:4

ト云フ比率ノ確賓性ノヽウスイガ、大醗結核家族

歴所有者ノ結核死亡率・ヽ家族歴テ有シナイモノ

ヨリ低利頃向ノアル事ノヽ認メルコトガ出来タ。

小代＝結核ノ家族内費生半 【第18巻578
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結核患者ノ臨林的統計(第１同報告)

九州帝國大學馨學部小野寺内科

北

　

田

　　

正

　

憲

結核患者二就イテ視診、鱗診及ど歴診ニョツテ

簡軍二観察シ得ル種々ノ徴候が結核症ノ診断及

備後二如何程ノ意義ラ有フヽルカヲ知ラウトシテ

演者ノヽ九大小野寺内科二入院中ノ結核患者二就

キ別紙ノ如キ事項二開シテ統計的観察テ行ツテ

ヰル。

現在マデュ観察シタ結核患者78例(肺結核58。

　　　　　　　　　　　　　　　　

第
１

579

肋膜炎14、腹膜炎6九

例二於テ多少興味アル結果ヲ得タノデコヽニ

報告フ、Ｊレｏ

先入感ヲ除去フ、ルタｙ視診、､鯛診及ビ屋診ハ打

聴診ヲ行フ前二之ヲ行ヒ直ニ之ラ記載シタ。

第１表頬部潮紅Wangenroteダヽ結核患者28

ニ見ルニ對シ健康人ニハ１例モ見ナカツタ。口

　　　　

表

裁察事項

／

結　　　　核　　　　患　　　　者
健建者病　名 陣　　結　　核 肋　　膜　　炎

左　　　雨　　　有
腹膜炎 計

患　側 左　　　雨　　　右

例　敬 25　　　16　　　17　1　　8　　　1　　　5 ６ 78 95

頬都潮紅{j?1 ９
９

６
６

10
9

０
０

０　　　　２
０　　　　２

１
２

28
28

０
０
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1部歴診詑及ビ結腸鮎等ノ歴診ハ結核症ノ診断

乏憬後ノ判定二相常ノ意義テ有人ルヤウニ思ハ

・ルカラ、今後共引禎キ統計的観察ｦ一行ヽソテ、

lツテ登表ノ機會ラ得タイト考へｆヰル。

l上二就キ諸家ノ御批判及ヒ｀御教示テ賜ハ）バ
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長崎醤科大學角尾内科

林

　

田

　　

篤

　

介

持

　

永

　　

常

　

一

幅

　

田

　　

義

　

男

所謂特殺性肋膜炎ノ'ヽ私共内科醤ニトリテノヽ最モ

普通ノ疾患デアリ、此ノ種ノ肋膜炎ノ大部分が

結核性デアルト云フ鮎二於テダヽ、諸家ノ意見ノ

ー致スル所デアリー・フ､。叉此ノ疾患ノ経過後二

屡ｔ肺結核が殺生スルコト・ヽ日常我。々ノ経験ス

ル處デアリ、ス。私共ハ肋膜炎ノ像後判定二資

スルタノ大正15年ヨリ昭和14年迄満14年間

ノ角尾内科二入院シタ肺結核患者795例二就イ

テ肺結核ノ殺病年齢、其ノ中肋膜炎ノ既往症ラ

有ﾉ、ル者及肋膜炎経過後肺結核登病迄ノ期間等

二開シテ統計的観察ラ行ヒーシタノデ茲二報告

致シース。但シ我々ノ處デダヽ満15歳以後ノ患

者ノミテ牧容フヽル事ニナツテ居マスノデソレ以

前ノモノニ開スル材料ラ有シナイ憾ミガアリー

≒年齢ハ便宜上スベテ撒へ年デ示シマシタ、、

患者795名ノ中男ハ526例、女ノヽ269例デアリ

マシタ。、

観察シー・スト、21歳が最モ多クソノ前後二次第

二少クナツテヰー・ス。今５ヶ年毎二一括シテ

見マスト、21歳ヨリ25歳迄が252例ニテ31.7

χ、16歳ヨリ20歳迄が177例ニテ22.2^、26

歳ヨリ30歳迄が134例ニテ16．8％ニ相常シ、

ソノ他ノ年齢ニテズヽ大イユ其ノ倣ヲ減ジ、56歳

ヨリ60歳迄二於テー・ヽ僅カユ６例ニテ0．7χデ

アリース。男女別二観察シースト21歳ヨ。リ25

歳迄二登病セルモノノヽ男171例ニテ男子患者ノ

32.5が、女81例ニテ女子患者ノ30．1％デ最モ

多ク、16歳ヨリ20歳迄ハ男106例、女71例デ

ソレノレ20．1％、26．3％、26歳ヨリ30歳迄｡ハ

男90例、女44例ニテソレゾレ17．0χ、16．3％

トナツタ・居リマフヽ。卸チ16歳ヨリ20歳迄二登

病セルモノノヽ男子二於ケルヨリモ女子二於テ高

率ラ示シテ居リベ・ス。

　

コノ黙ハ結核ニョノレ最高

死亡率が女子二於テノヽ男子ヨリ早ク現レルト云

ﾉﾘﾂﾞ肺結核登病年齢二開シテベ男女一緒ニシテ

　　

フ事賓ト３ク一致７ヽ゛處デアリマ プ(第１表)．

／

　　　　　　　　　　　　　　　　　

第１裳肺結核費病年齢
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第２表

　

肋膜炎參病年齢

．　　　　　　　　　　　子ご

　

ニ町ご　よ刀　ｊ七ぴ

　

ﾀﾌﾀ

肋膜炎ノ既往症ノ明カナルモノ・ヽ174例デ肺結

核患者總散ノ21．8％デアリー？フヽ、、

　

ソノ中男・ヽ

119例ニテ男子患者ノ22．6％、女ハ55例ニテ

女子患者ノ20．4％ニ相常シテ居リーハ。卸チ男

女間二於テ明カナル相違ヲ認ノーセン。肋膜炎

二罹患セル年齢､ハ男女ヲ合シテ観察シーi’ス1ヽ、

16歳ヨリ20歳迄が54例、31．0％ニテ最モ多

ク、21歳ヨリ25歳迄ノヽ51例、29.3万一テコレ

二次ギ、其ノ他ノ年齢二於テダヽ非常二減少シテ

居リース(第２表)。
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58&

ダ

　

ぐしヅ

　

ご≒び

　

う）ﾉ

　

ﾉ/l友卜≒i7

肋膜炎経過後肺結核登病迄ノ期間二就キーi・シター

。・ヽ1年以内ノモノガ最モ多ク42例ニテ肋膜炎

既往症アルモノ174例二對シ24.1%ニ常リー・

ス。

　

１乃至２年ノ間二登病セルモノ､ハ30例ニ

テ17．2X、2乃至３年ノモノ29例、16．6％郎

チ３年以内ノモノテ通算シマフヽト約60ガユ達

シマフヽ。コレニ反シテ３年以上経過セルモノノヽ

非常二減少シテ居リー・フ､。最モ長イモノデ､ハ肺

結核殼病22年前二肋膜炎二罹患シタト云フ例

ガアリーi・シタ(第３表)。

第３表

　

肋帷炎経過後肺結核晋病迄ノ期間

列
代
リ

が

　
　

刀

ご

が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

-・－･ ･'

　　　　　　　　　　　

/丿ごごづづy≒＼しゲフ!ﾌﾞ芦ﾉﾊﾉ宍//1y二ごｰ,yj ，j･μ!4-’‘’Jﾉﾌﾞ分館≒ヅチ几子･-v'{/-,で'で';']7を

以上ノ結果カラ見マスト肋膜炎罹患後１年以内

　　

内・ヽ充分ナル監視テ績ケ以ツラソノ肺結核ヘノ

ガ肺結核登病ノ最危瞼期ト考ヘラレースガ，然

　　

進展ヲ･阻止ﾌいレ様二努ハレ必要ガアルト思ヒー

シソノ後こ登病スルモノモ相雷ニーアリマス。従

　　

ス。

ツテ肋膜炎ハソノ治癒後モ相常期間殊ニ３年以
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北

　

海

　

道

　

廳

　

技

　

師

金

　　

井

　　　

進

緒

　

言

惨出性肋膜炎ハ結核感染殊二初感染ト密接ナ開

係ニアルモノデアリ、ソノ過牛数ハ将来肺結核

二進展スル運命ニアルモノデアル。

一地方叉。、一集團内二於ケ･レ肋膜炎ノ登生ノ｀ゝソ

ノ地方叉ハ集團内二於ケル結核感染状態叫

ルモノデ｀ア４'ｏ

郎チ肋膜炎ノ観察ハ、結核ノ毅會疫學的状態ノ

研究上重要ナ地歩ヲ占ハレモノデアル。

コノ意味二於へ結核死亡及ビ｢ツ・ヽごルクリン｣

陽性卒等ト共二重要覗ノ、／ヽこ｀キモノデアル。

更ニ､ハ肺結核ノ診断二比シテ臨休診断が容易デ

且ヽｿ精確ヲ期シ易キ黙が今後ノ杜會疫學的研究

ノ根隊トシテ意義深イモノト信ズル。

今同ノ報告ハ昭和10、11、12年二於テ札幌健

康相談所二来訪セ･１肋膜炎患者二就イテ試ミタ

観察デアル。。

患行ノ大多数ハ比較的生活條件ノ低悪ナ下層階

級ヨリ来タ凡テノ年齢期ノ患者ヲ･網羅シタ。最

後二述べ｀ル惨出液培養二就イテハ、北大有馬内

科教室二於テ呪シタモノデアル。

第１章

　

仝症例二於ケル年齢的配分

　　

第１表

　

肋膜炎仝敷ノ年齢的頻度

　　　液状賑ごここでごj・漿液性

年齢別
血性 膿　性 合計

　　　液耽別二て
漿液性　血　性＝膿　性 合　計

1－5歳・21　1　　0 ３ 24 31―40歳 69
　　　　１

ｄ　　-=心　ﾐｰ-　－
　　　　４

3　　　　73

6―10.. 71　，　1
　　　｜

３ 75 41―50 M 24 1　，29

11―15 ,パ　123 ２ ３ 128 51→ 19 ２ ０ 21

!6-20 ，， 173　　　　8　　1　　2 183 計 639 21 19 679

21―25、， 92 ２　１　　２ 96 百分率 92.8％ ３１に
ｆ　●　／∂ 2.9％　100％

26－30,∧　47　　　1　！　　2 50
ｌ

｜

漿液性肋膜炎639例、血性肋膜炎21例､膿性肋

膜炎19例ラ年齢的配分サ見ルト16歳－20歳

ノ183例り最高1ヽシテ11歳一一15歳128、21歳

－25歳ノ96例等デアル。

血性・ヽ16歳－20歳ノ８例二次４デ41歳－50歳

４例。

膿性ハ若幼年齢二於テ比較的多敬二認ノラl／テ

ヰル。

第２章

　

登症ﾉ月別的観察

第２表二示7ヽ如ク大饗６月ト２月二最モ多数ノ

彼生尹見テヰル。

各地方二於テ７７良症ハ多数季節的二愛化り見

ぶ様デ７ぶ。３゛年間各年二就イテハ多少ノ相

異ヲ認ノルノデアルガ札幌二於テ｡ハ、最モ寒冷

期デアル２月ト酷暑二向ハントスル６月二二ツ

ノ賛症率ノ山テ認ノルノデアル。

　

’

公井＝惨出性肋膜炎ノ統計的観察 【第18巻ﾀﾞ584
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第２表

　　

月

　

別

　

的

　

參

　

症

　

表

月　　別 賓　　徽

　　59１　　月

２　　月 64

３　　月 一一に)に)

１　　月
　 　 　 　 　 　 　 　 4 2

- ･ 　 - i - - = - ¶ - 　 - 皿 - = = = = ふ k 　 - =

　 　 　 　 　 　 　 　 4 8

５　　月

６　　月 70

７　　月 54

８　　Ｈ
　　　　　　＿

－－
こ)に)

９　　月 39

10　　月 33

11　　Jl 37
　 　 　 　 1 2 　 　 月

〃 - 　 J J 〃 j w ¶ 　 － 　 　 　 　 　 　 　 　 　 －

　 　 　 　 　 　 計

29

585
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第３章

　

感染源二就テ

惨出性(漿液性及血性)肋膜炎患者

　

652例二就

イテソノ結核感染源調査サ篤シタ結果ハ第３表

二示ス。

585

ニ於テ感染源ヲ･認ノ･タモノ229＝35．1χニ常ル。

71ノ年齢的相異ハ５歳以下二於テハ80．9％ハ

家族感染デアル。

感染源ｦ一認メノレモノ257＝39．4％デアリ家族中

　　

若幼者二於テ家族感染ノ意義が重大デアル。

　　　　　　　　　　　　　　　　

第３表

　

感染源二就テノ調査表

　年　隨　別

－　　－　　　　1－5

　　　　　　　こ．、．ｉ　　　感染源ァル片
肋膜炎敷普染源こづ‥-‘，　　　　-‥--･百　分　率

　　　　　　　庁ｙ｀ル名i家族中・其　他　合　計

　　　　　　　　　　　　-ふ-..一皿一一一　　　　－　　　　　　　－　㎜㎜　　　←㎜㎜㎜→-　　Z1　　　1　　4　　　17　　　　0　　　17　　　　洲｡9

6―10 72 36 32　　，　4　　　　36　　1　　50.0

11―15 125 62　１　57　1　　6　1　63 50.4

16―20 181 121　1　53
心畔／ 60 33.3

21―25 94 62 29 ３ 32　　1　　34.0

26―30 48　　1　34　:　12　　　　2　　　14　　　　29.0

31 40 70 45　！　21　’　4　　　25　1　　35.7

↓1－50 25 20 ４　　　　１　　　　５　　　　20.0

51→ 16 11 ４　　　　１　　　　５　　　　31.2

計 652 395　1　229　:　28　J　257　　　　39.4

- ･

　　　　　　　　　　

第４章

　

初検時｢ツベルクリン!陽性率

初検時－ントーノ皮内反嘸ヲ検シタ成績ニョル

　　

彊反嘸ト分ケル1ヽ弱反嘸54よ八中等反唐33.9

ト7．6％ノヽ(－)ヲ示シ最モ多数､ハ11－20mmノ

36．4Xデアル。

(－)ノ大多数ノヽ100倍叉ハ10、｢ツベルクリン｣

デハ陽性ヲ示フヽモノデ、之等凡テヲ･弱、中等、

％、弧反嘸11.6ｙ。

郎チ肋膜炎賛症シテ吾等臨林家が｀診ル時期ニハ

皮内反唐ハ弱イ状態が多イ。｀
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第↓表「ツ」反鹿陽性度表

反

　　

鹿 中等度反鹿

む)Li 11―20 21―30

28↓

36.4%

一 一

99
-
18．9％

5↓．4％I

31―40ト↓

－

　

-‥止

　

177
--
33.9%

強

　

反

　

鹿

1―50 1 51→
一 一

28

5。3％

33
-
6.3％

　

61
一一
11.6%

ｌ

ｉ

・

・

割

522
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第５章

　

肺二於ケル病受

肺結核叉ハ肺門結核ノ経過観察中二惨出性肋膜

　　

同側ノ肺二撥化アルモノ146(60．3％)、異側ノ

炎ヲ登症シタモノ及惨出液排徐後｢レントゲ

　　

憂化テ見タモノ33(13．8が)、同側ノ肺門部ノ宛

ン｣撮影叉ズヽ透現テ篤シテ肺ノ病宛テ検シ得タ

　　

化が絶對的多散正デアル。

242例中、肺二宛化ヲ･認ノ･タモノ63(25．9％)、

　　

肺結核､ハ比較的高齢者二多ク見ラレタ。

　　　　　　　　　　　　　

第５表｀｢1／｣像ニョル肺ノ病愛有無二就テ

/
病鐙ヲ認

メヌモノ

同　側　ノ
肺門部慢化

篇J‰,訟異９　・

（肺我我）』市門ノ礎化
異側肺野ノ
愛　　　化

1－5 ０ ２ 9

fW ０ ０

6―10 ３ 17　　　　　　2 ０ ０

11―15 ４ 26　　　　　　1 :3　　　　　11

16－20 21 38　　1　　　8 ８ ４

21―25 16 14　　　　　　　6 り　　　１　　　　３

26―30
ｒｉ
ｊ ６ ２ １ １

31―40 ８ ６ ３ ０ ０

41―50 ３ ０ ３ Ｏ　　ｉ　　　ｏ

5ﾆ匹　　ｊ　　１ ０ 10 ０ ０

242 63 109 37　　t　　1↓
　　　　1

19

％ 26.0％ 60.3％ 13.8％

第６章

　

直接的慄後二就テ

第６表

　

直接的慄後1ヽ年齢トノ開係

大儀後

やＨ二
總　　敢 僕　　良 不　　鍵 不　　良 死　　亡 不良率

1－5 19　　1　　13　　1　　　0　　:　　　:j　　，　　3　　　　31.5％

6―10 48 42 　　　　　　　　３　　　　　　　り１　　　１　　　’　　　　　　｀
10.4％

11―15 95 73　　i　　3 14 ５ 22.1?ぶ

16―20 145 り5 ↓ 30 16　　i　31.7％

21―25 7才 45　　　　　　　4 23
り

FW
33.7%'

26－30 33 15 2　　1　　11 5　　　；　48.4％

31―40 38 25 2　　　1　　　10 １ 28.9％

41―50 20 ９ ９

ｒＷ
７ ‘;)

心
45.0％

51→ 21 ４ ↓　　　１　　　６ ７ 61.9％

493 321 22　　1　107 43

65.1%'　　　1　　　　･↓.-1･％　　　’　　21.7ﾀぶ8.7％
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晋症後約１ヶ年二於テ通學叉。・ヽ職業二復蹄篤シ

　　

大膿10分ノ１,ハ１年以内二死亡シテヰル。年

得タモノ、症状不宛デ宍加療中ノモノ肺結核叉

　　

齢的ニハ５歳以下ノヽ悪ク6－10歳二最モヨク更

ノヽ多顎性漿液膜炎等ヲ患フモノ、死亡セルモノ

　　

ニ悪化シテ来ル傾向ガアル。

二分タテ調査結果テ分類セリ。

　　　　　　　　　

１ヶ年ヲ経過シテモ狗ホ判明セル経過ラ示サメ

憬後佳良ナルモJ 65.1ハ％、不良ナルモノ30．5　　印チ慢性ノ経過ヲ示スモノノ｀ゝ比較的高年者二多

％、印チ大醵３分ノ１ハ直接不良ノ像後ヲ探ル。

　

ク認ｊラレタ。

　　　　　　　　　　　　　

第７章

　

臨林的経過ト｢ツ｣反感消長

肋膜炎患者二就イテ反復｢ツ｣皮内反慮ラ施行シ

　　

化化ヲ見ル。反之不良ノ憬後ヲ･探ルモノ。・ヽ82.0

撤同以上十散同同一患者デ反座テ観察セルモノ

　　

％ニ於テ弱化叉。･ヽ陰性化ラ示ス。

53名二就・1テ第７表二示シタ事賓ヲ見ル。郎チ

　　

｢ツ｣反庶・ヽ反復施行ハ肋膜炎像後観察ト言フ小

良好ナル経過ラ探ルモノダヽ83．0％ニ於テ｢ツ｣弼゛

　

見地ヨリ意義テ有スノレｏ

　　　　　　　　　　　　　　

第７表

　

臨休的経過ト｢タ｣反感ノ消長

．
ド
み

　　「ク」反唯
ﾌﾟﾍ､、

臨昧爽ぺ､､．

噌強　１　不礎 低　下 会　計 ｢ク｣堵強率 ｢ク｣低下率

　13.5％

臨

誄
的

｀経

過

良 48　　　i　　　3 ８ 59　　1　83.0％

不受 ３ ３ ５ 11 27.2％ 45.4％

考悪 ２ １ 14 17 11.7％ 82.9％

合計 53 ７ 27 87

％ 60.9％ 8.04％ 31.0％

　　　　　　　　　　　　　

第８章

　

港出液ノ培養二就テ

第８表、第９表ハ惨出液培養成績ヲ示ス、用工

　　

年齢的二陽性卒ヲ･見ルニ幼若者二於テ・ヽ比較的

タ培地ノ'ヽブザンソン氏液慌培地。

　　　　　　　　　

陽性率低ク高齢二依ツテ陽性卒が高クナツテヰ
- -

ノレＯ

幼若二於テノヽ明カニ結核病撥テ肺門部二示セ?レ

モノーモ反復惨出液ノ培養ニョリテモ全ク結核

菌検出が不成功二終ツタ症例テ存ス。

　　　　

第９表年齢別的培養成績表

年　齢　全　敷 (十) (－)

1－5 ２ １　１　　１　１

６　　　　６　　５７．６％6―10 12

11―15 １２　１　　８　　　　４

16―20 39 33　　１　　6

　　　　I一一　　　　　J26　　　　5　　85.0％21―25 31

26―30 10 ９ １

31―40 11 10　　　1

　5　i　　1　　:88.2％41－50 ６

51→ ０ ０ ０

123 98 25

總陽性率70．9χヲ得テヰルノデアルガ漿液性

肋膜炎二於テ77．5％、血性36．5％、膿性二於テ

モ33．3％、腹水93．3％ヲ得テヰル。

ソノマヽニ使用スルニノ'ヽ膿性及血性ニ｡ハ陽性率

が低イ、殊二膿性二於テ不適デアル。

　　　

第８表

　

プザｙソｙ氏培地ニョル

惨出液培養成績

＼ 、培　　養　　成　　績

(十) (－) 腐敗 判定撒

肋

腔
液

漿 69 20 11　1 89　1　77.5％

血 ４ ７ ５ 11 36.5％

膿 ３ ６ ７ ９ 33.3％

腹　水 14 １ ５ 15 93.3％

計　， 90 34 28 124 70.9％
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６月中新入會者

木

　

口

　

三

　

耶

　

東京市淀橋匹東大久保百人町三ノ

　　　　　　　　

三五二鍼道:省束京歳道病院物療科

千

　

葉

　

保

　

之

　

東京市瀧野川匹田端町田端淑道診

　　　　　　　　

療所内

多

　

田

　

汎

　

耶

　

兵庫鯨武庫郡精道村打出字一本松

　　　　　　　　

八

川

　

野

　　

昇

　

大連市山鯨通一九五大連汽船會祀

　　　　　　　　

内

吉

　

利

　　

和

　

東京市本郷匹東京帝岡大學繋學部

　　　　　　　　

柿沼内科

【第18巻

木佐森恒雄

　

東京市板橋匹練馬市町ニノ三五九

　　　　　　　　　

七

河

　

盛

　

勇

　

造

　

兵庫餌武庫郡嶋尾村嶋尾西嶋開四

　　　　　　　　　

〇

賓

　

来

　

善

　

次

　

西宮市川西町三十三

阿

　

市

　

秀

　

基

　

鞍山市鞍山満淑書院内科

傷痍軍人愛媛療養所

　

愛媛餌温泉郡北吉井村

東京府立北多摩保健所

　

東京府下北多摩郡府中町馬

　　　　　　　　　

場東八八七六ノー

富山餌立古里保養院

　

富山餌婦負郡古里村

人

　

山

　

笑

　

知

　

東京府下北多摩郡清瀬村浴風園内


